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に関する条例の一部改正について

議案第１７号 名寄市職員の給与に関

する条例の一部改正について

議案第１８号 名寄市フルタイム会計

年度任用職員の給与に関する条例の一

部改正について

日程第13 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の

推薦について

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 行政報告

日程第４ 議案第１号 名寄市名風聖苑設置及び

管理条例の一部改正について

日程第５ 議案第２号 名寄市博物館条例の一部

改正について

日程第６ 議案第３号 名寄市総合計画（第２

次）後期基本計画を定めることについ

て

日程第７ 議案第４号 指定管理者の指定につい

て（名寄市総合福祉センター）

議案第５号 指定管理者の指定につい

て（ふうれん地域交流センター）

議案第６号 指定管理者の指定につい

て（道の駅なよろ）

議案第７号 指定管理者の指定につい
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て（サンピラーパーク森の休暇村）

議案第８号 指定管理者の指定につい

て（名寄市立食肉センター）

日程第８ 議案第９号 令和４年度名寄市一般会

計補正予算（第９号）

日程第９ 議案第１０号 令和４年度名寄市国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第10 議案第１１号 令和４年度名寄市立大

学特別会計補正予算（第２号）

日程第11 議案第１２号 令和４年度名寄市下水

道事業会計補正予算（第２号）

日程第12 議案第１３号 名寄市議会議員の議員

報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部改正について

議案第１４号 名寄市パートタイム会

計年度任用職員の報酬、手当及び費用

弁償に関する条例の一部改正について

議案第１５号 名寄市特別職の職員の

給与に関する条例の一部改正について

議案第１６号 名寄市教育委員会教育

長の給与、勤務時間その他の勤務条件

に関する条例の一部改正について

議案第１７号 名寄市職員の給与に関

する条例の一部改正について

議案第１８号 名寄市フルタイム会計

年度任用職員の給与に関する条例の一

部改正について

日程第13 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の

推薦について

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 廣 嶋 淳 一 君

健康福祉部長 馬 場 義 人 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
松 田 慎 司 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君
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会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 岡 川 進 君
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ただいまより令和４年〇議長（東 千春議員）

第４回名寄市議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員数は１８名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

日程第１ 会議録署名〇議長（東 千春議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１３番 高 橋 伸 典 議員

１７番 黒 井 徹 議員

を指名いたします。

日程第２ 会期の決定〇議長（東 千春議員）

について、お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日より１２月１６日ま

での１９日間としたいと思いますが、御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、今期定例会の会期は、本日より１２月

１６日までの１９日間と決定いたしました。

日程第３ これより行〇議長（東 千春議員）

政報告を行います。

加藤市長。

おはようございます。本〇市長（加藤剛士君）

日、令和４年第４回定例会の開会にあたり、これ

までの主な行政事項について、その概要を御報告

申し上げます。

はじめに、本年度の文化賞、各種表彰について

申し上げます。

１１月３日の文化の日に、名寄市文化賞条例に

基づき、佐古和廣さんに文化賞を授与いたしまし

た。

「科学部門」、「地域医療」で受賞された佐古

さんは、北海道大学医学部医学科を卒業後、北海

道大学医学部附属病院脳神経外科に入局し、昭和

５３年に新設の旭川医科大学に移りました。その

後、平成４年に名寄市立総合病院の改築に伴い脳

神経外科を新たに開設することとなり、初代医長

として赴任されております。

旭川以北では初めての脳神経外科施設となり、

稚内から士別までを医療圏とした病院施設となっ

たことにより、それまでは旭川に搬送していた患

者を、本市で診察することができるようになり、

地域医療の充実に尽力されました。

その後、名寄市立総合病院診療部長及び副院長

を経て、平成１５年から名寄市立総合病院院長に

就任され、平成１９年より士別市立病院と当院の

小児科を集約し、小児科医師７人体制で２４時間

救急を実現し、地域住民の安心感の向上に寄与す

るとともに、子育て世代の地元定着にも貢献して

いただいております。

また、道北北部地域の患者に一貫性のある医療

を提供するため、佐古さんが発案した道北北部医

療連携ネットワーク（ポラリスネットワーク）の

導入など、本市の地域医療の確立の中心として御

活躍されました。

さらに平成２８年から名寄市立大学学長に就任

し「名寄市立大学の将来構想（ビジョン２０２

６）」の策定や、名寄市立大学と名寄市立総合病

院との包括的連携協定の締結など、名寄市立大学

の運営にも貢献されました。

名寄市表彰条例に基づく各表彰については、自

治、社会福祉、産業経済、教育文化の各分野で市

勢の発展に寄与された９個人の皆さんに功労表彰

を、多額の寄附をいただいた６個人、２９団体に

善行表彰を、スポーツの分野で輝かしい活躍をさ

れた１個人、１団体に栄誉賞をそれぞれお贈りい

たしました。

受賞された皆さんには、今後とも本市の発展に

御尽力を賜りますとともに、より一層の御活躍と

御健勝を願っております。

次に、物価高騰対策及び農畜産業支援について
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申し上げます。

燃料価格をはじめとした物価高騰による市民生

活への影響を軽減するための施策として、市内で

利用できる燃料券を全世帯へ配布する事業及び経

費増加を販売価格に転嫁することが難しい農畜産

業者に対し、化学肥料・配合飼料の購入コスト増

加分の一部を支援する事業を今定例会に提案させ

ていただきました。

第３回定例会にて議決いただいた、暖房費用緊

急支援事業、上下水道料の軽減と合わせて、これ

ら事業を展開していくことにより、市民生活維持

の一助になるものと考えておりますので、御審議

のほどよろしくお願いいたします。

次に、市民主体のまちづくりの推進について申

し上げます。

市民と行政との協働によるまちづくりを進める

ため、名寄市町内会連合会と連携のもと、全９会

場で「まちづくり懇談会」を開催し、多くの御参

加をいただきました。会場での貴重な御意見を踏

まえ、市政への反映に努めてまいります。

次に、男女共同参画社会の形成について申し上

げます。

１１月１５日から２５日まで、女性に対する暴

力をなくす「パープルリボン運動」の取組として、

内閣府男女共同参画局作成ポスターの展示を市内

商業施設において行いました。多くの市民の興味

を引くよう、会場をパープルのバルーンで装飾し、

併せてドメスティック・バイオレンスに関する相

談窓口の周知などを行いました。

次に、交流活動の推進について申し上げます。

山形県鶴岡市との交流については、名寄・藤島

交流友の会が１０月１５日から１６日まで鶴岡市

小真木原公園で開催された「つるおか大産業まつ

り２０２２」に出店し、特産品販売を通じて姉妹

都市交流をＰＲしました。また、友の会会員をは

じめとする１０人の市民訪問団が、同イベントに

合わせて鶴岡市を訪れ、本市開拓の祖ゆかりの地

などを巡ったほか、歓迎会などを通じて鶴岡市民

との交流を深めました。

東京都杉並区との交流事業については、１１月

５日から６日まで杉並区桃井原っぱ公園で開催さ

れた「すぎなみフェスタ２０２２」において、な

よろもち大使による餅つき披露や特産品販売を通

じて、本市のＰＲを行いました。

姉妹都市カナダ国カワーサレイクス市リンゼイ

との交流事業については、名寄・リンゼイ姉妹都

市友好委員会が、１１月１２日に道立サンピラー

パーク内ふるさと工房館において、市内小学生を

対象とした「なよろイングリッシュキャンプ」を

開催しました。

また、１１月１９日には、駅前交流プラザ「よ

ろーな」において、クリスマスまでの日数を楽し

みながら数えるためのアドベントカレンダーを制

作するイベントを開催し、異文化への興味や関心

を高める機会となりました。

台湾との交流事業については、１０月２４日か

ら１１月２８日まで、６回にわたり、台湾国立中

山大学西湾学院と名寄市立大学とのオンライン授

業交流が実施・予定されており、１２月１３日に

は名寄高等学校と、１４日には名寄産業高等学校

とオンライン授業交流を予定しています。

さらに、１２月９日には中学生台湾派遣事業の

代替として、台北市立中山国民中学校と名寄東中

学校とのオンライン交流を予定しています。

今後も、対面とオンライン、双方の特性を生か

した交流事業を展開し、国際感覚を持つ人材の育

成や交流人口の拡大を図ってまいります。

次に、移住・定住について申し上げます。

「名寄市移住促進協議会」では、１０月１５日

に大阪府、１１月５日に東京都で開催された「北

海道移住・交流フェア２０２２」に参加し、移住

相談や魅力発信を行ってまいりました。大阪会場

へは初参加でしたが、相談を通じ関西在住者の北

海道への移住ニーズの高さを感じるとともに、本

市の豊かな自然環境が関西圏に向けたＰＲの一つ

になることを実感しました。
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また、広報推進事業では、名寄の魅力や暮らし

の楽しさを再認識・再発見による地域愛醸成を図

ることを目的として、インスタグラムを活用しハ

ッシュタグキャンペーン「なよろの夏のオモイデ

２０２２」を行いました。市民や大学生のほか、

帰省者や旅行者など２６０件の御応募をいただき

ました。市外の方も多く参加いただき、名寄への

想いを深めるきっかけとなり、関係人口の創出に

つながりました。

次に、定住自立圏について申し上げます。

９月２４日に定住自立圏構成市町村長会議を本

市で開催し、本年度から５年間の具体的な取組に

ついてまとめた定住自立圏共生ビジョンについて、

主な変更点などを中心に確認するとともに、枝幸

町から圏域連携による物流効率化に向けた実証実

験について報告をいただきました。

今後とも、国や北海道の動向や他圏域の取組な

どを注視しつつ、新たな広域連携事業の研究など

を進めるとともに、定住自立圏共生ビジョンの着

実な推進を図ってまいります。

次に、健康の保持増進について申し上げます。

新型コロナワクチン接種については、令和４年

９月１６日に関係法令が改正され、オミクロン株

に対応したワクチン接種が可能となりました。１

・２回目の初回接種を終えた１２歳以上の方で、

前回の接種から３か月以上経過した方が対象とな

り、本市では、１０月２３日から集団接種を開始

し、１１月９日現在、３，０４０人の方が接種を

終えている状況です。

今後につきましても、市内医療機関の御協力を

いただきながら、希望される市民への接種を速や

かに進めることができるよう努めてまいります。

次に、名寄市立総合病院の本年度上半期の運営

状況について申し上げます。

患者取扱状況は、入院患者数が延べ３万８，４

８１人で前年比５，３６４人の減となり、外来患

者数では延べ１０万４，０３０人で前年比５，６

５０人の減となりました。収支の状況は、事業収

益が前年比３億１，０４２万円減の４４億９，４

１４万円、事業費用が前年比１億５，７３８万円

減の４８億３，１５３万円となり、事業収支は３

億３，７３９万円の純損失となりました。

昨年度に続き、新型コロナウイルス感染症の影

響が大きく表れた状況となっていますが、今後も

医業収益の確保や経費の節減に努めることにより

収支の改善を図り、経営の健全化に向け、より一

層努めてまいります。

次に、名寄東病院の本年度上半期の運営状況に

ついて申し上げます。

患者取扱状況は、入院患者数が延べ１万６，３

７５人で前年比２３４人の増となり、外来患者数

では延べ２，５６６人で前年比５２９人の増とな

りました。

収支の状況では、事業収益が前年比２，２５４

万円増の４億６，２９２万円、事業費用が前年比

９７３万円増の３億２，８９７万円となり、事業

収支は１億３，３９５万円の純利益となりました。

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

本市が設置する、幼保連携型こども園等の建設

工事が８月に着工し、令和５年１１月に完成予定

となります。子どもたちが自然の中でのびのびと

健やかに育ってもらえる施設となるよう、令和６

年春のオープンに向けて準備を進めてまいります。

また、名寄市立認定こども園が多くの市民の皆

様に親しまれるよう愛称を募集しています。

今後も関係機関と連携し、子育て支援の向上を

図ってまいります。

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

「長寿を祝う会」については、市内関係団体と

実行委員会を組織し、９月１７日に市民文化セン

ターＥＮ―ＲＡＹホールにおいて開催しました。

長年にわたり本市の発展に御尽力いただいた、

男性１０４歳と女性１０７歳の最高齢者をはじめ、

白寿、米寿を迎えられた方々２５６人と金婚を迎

えられた７１組の御夫婦をお招きし、お祝いを申

し上げ、記念品を贈呈しました。



－7－

令和４年１１月２８日（月曜日）第４回１２月定例会・第１号

併せて「名寄市生きがい作品展」を９月１４日

から１９日まで開催し、８４点の力作の数々を市

民の皆様に御覧いただきました。

また、町内会など８３団体が「敬老会」を開催

し、７５歳以上の方々５，４９８人が温かい祝福

を受けました。

１０月１日には、京都市の愛生会山科病院外科

部長である荒金英樹氏を講師に迎え、「コロナよ

り怖い誤嚥性肺炎」をテーマに介護予防講演会を

開催しました。

５０人を超える市民の皆様に参加をいただき、

「コロナ禍により外出や会話の機会が減り、体力

や飲み込む力が低下してきている」ことに触れ、

京都の料理人や和菓子職人が流動食を作る取組を

紹介するなど、口から食べることへの大切さを学

ぶ機会となりました。

１０月２２日には、寺町区町内会や名寄警察署、

ＦＭなよろなどの関係機関の協力を得て、「名寄

市認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク捜索模擬訓

練」を行いました。訓練では、行方不明者役が寺

町区町内会付近を徘徊し、市は、「認知症高齢者

等ＳＯＳネットワーク」を用いて行方不明者情報

を発信し、地域の方に捜索協力の呼びかけを行い

ました。町内会の方には、行方不明者役に声かけ

をしながら、地域の中で面識のない高齢者に対し

どのように接すればよいのかを体験していただき

ました。

今後も高齢者やその支援に関わる方が様々な知

識を身に付ける機会の創出など、安心して住み続

けられるための取組を進めてまいります。

次に、合同墓について申し上げます。

供用２年目の名寄市合同墓は９月末で納骨を終

え、４７件、１１６体の納骨がありました。

次に、消防事業について申し上げます。

１０月末現在までの火災及び救急・救助出動状

況については、火災件数は５件で前年比５件の減

となり、死傷者は発生しておりません。

また、救急出動件数は９４２件で前年比１９件

の増、救助出動件数は３２件で前年と比べて増減

はありません。

応急手当の普及活動は、１０月末現在、普通救

命講習は９回１０８人、救命入門コースは１回３

人、上級救命講習は２回６人、そのほかの講習は

３回９８人が受講しました。

また、地域防災の中核を担う消防団の活動につ

いては、１０月２日、２２日に秋季消防訓練を行

い、名寄消防団が指揮・礼式訓練を、風連消防団

が救命講習と放水訓練を行いました。１０月１５

日には、両消防団ともにＢ＆Ｇプールを利用して

Ｂ＆Ｇ財団からの補助事業で購入した救命胴衣や

救命ボートなどを用いた水防訓練を行いました。

次に、防災対策の充実について申し上げます。

本年１０月に、本市で想定される自然災害につ

いての情報や、新たな浸水想定、土砂災害警戒区

域などを掲載した「名寄市防災ガイドマップ」を

作成し、広報なよろ１０月号と併せて配布しまし

た。

いつ、どこで起こるかわからない災害から身を

守るためには、市民の皆様、一人一人の備えと対

応が重要となりますので、日ごろから手の届くと

ころに置いていただき、災害に備える「防災」と、

災害の被害を少しでも減らす「減災」のために活

用していただきたいと考えています。

１１月９日には、「名寄市防災セミナー」を多

くの市民の参加と関係者の協力により行いました。

講話を通じて、大雨となる気象状況や、注意す

べき気圧配置などについて理解を深めました。

また、北海道版「避難所運営ゲーム」で図上訓

練を行うことにより、避難所で起こりうる状況な

どを疑似体験することを通じ、避難所運営を自分

事として捉え、自らが避難する際の備えや、避難

所に避難する際の留意点などへの気づきにつなが

ったものと考えています。

今後も引き続き、市民の自助・共助の力を高め

る防災意識の向上や防災・減災意識啓発の取組を

図ってまいります。
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次に、交通安全対策について申し上げます。

交通事故のない住みよいまちづくりに向け、９

月２１日から１０日間は秋の交通安全運動、１０

月１７日から１０日間は秋の輸送繁忙期の交通安

全運動が行われました。９月３０日の「交通事故

ゼロを目指す日旗の波運動」には企業を含め２１

０人の参加をいただくなど、期間中、市民や関係

団体の御協力のもと、交通事故防止の啓発を行い

ました。

次に、消費生活の安定について申し上げます。

１１月１２日に、一般社団法人北海道消費者協

会の武田佳世子氏を講師に「エンディングノート

で終活を学ぶ」をテーマとした消費生活セミナー

を開催し、６５人の参加がありました。

次に、住宅の整備について申し上げます。

栄町５５団地改修工事は、これまでに３３戸の

住宅改修を終え、１１月から第４期９戸の住宅改

修に着工しました。

また、瑞生団地１棟３戸の建替工事は、１１月

中旬に完成しています。

次に、都市環境の整備について申し上げます。

名寄市公園施設長寿命化計画に基づく、浅江島

公園と麻生公園の施設改修工事は１１月に完成し

ています。

次に、水道事業について申し上げます。

安定した給水を確保するための老朽管更新工事

については、北西５条通老朽管更新工事を１１月

に着工しました。

また、検定期間満了に伴う水道量水器取替工事

は１０月に完成しています。

浄水場の更新工事については、川西浄水場ほか

井戸改修工事が９月に完成しています。

次に、下水道事業について申し上げます。

公共下水道ストックマネジメント計画に基づく

管渠の更生工事と布設替工事、及び、下水終末処

理場管理棟外建築施設更新工事については１０月

に完成しています。

個別排水処理施設整備事業については、１０基

の合併浄化槽の受付があり、このうち４基が９月

までに完成しています。

次に、道路整備について申し上げます。

社会資本整備総合交付金により整備を進めてい

る北３丁目通は１０月に、豊栄西１２条仲通と本

市単独費により整備を進めている南１丁目通、風

連東５号線の舗装改築工事は１１月に完成してい

ます。

また、都市構造再編集中支援事業補助金により

整備を進めている西７条通の２の実施設計は９月

に完了しています。

次に、橋梁の整備について申し上げます。

名寄市橋梁長寿命化修繕計画に基づき整備を進

めている八千代橋の修繕工事は１０月に完成して

います。

また、弓野橋の修繕工事については１１月に着

工しています。

次に、市道の除排雪について申し上げます。

本年度の除排雪対策については、除雪延長４３

５キロメートル、排雪延長１４９キロメートルを

実施する計画としています。

１０月１８日に風連地区、１９日に名寄地区の

除雪事業の契約を締結し、本年度においても効率

的で効果的な除排雪体制の確立に努めるとともに、

安全な道路空間の確保を図るため、幹線道路では

これまで同様に複数回の排雪と積上げ除雪を行っ

てまいります。

次に、地域公共交通について申し上げます。

宗谷本線の利用促進に向けた取組として、宗谷

本線活性化推進協議会において、宗谷本線の多様

な活用方法を検討する講演会を、鉄道に造詣の深

い石破茂衆議院議員を講師にお招きして９月２４

日に開催しました。旅客輸送だけではなく、鉄道

の大量輸送能力など安全保障の視点での御提言を

いただきました。

引き続き、利用促進に資する取組などについて

関係機関と連携し、宗谷本線の維持・存続に向け

た取組を推進してまいります。
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また、１０月から市内を循環するコミュニティ

バス西まわり線が１１便から２便へ減便されまし

た。東西まわり線が引き続き運行することから市

内西方面へのアクセス機能は確保されますが、今

後は持続可能な公共交通の維持に向けて、新たな

交通モードの検討などを進めてまいります。

次に、農業・農村の振興について申し上げます。

はじめに主要農作物の生育状況などについて申

し上げます。

水稲の１０月１４日現在の農林水産省作況指数

は、全国で１００の「平年並み」となったものの、

北海道は１０６、上川では１０７の「良」となり

ました。本市の１１月９日現在の出荷状況は概ね

１０割で、もち米３３万６千俵、うるち米２万３

千俵、合計３５万９千俵となり、昨年度同様に豊

作となっています。

畑作については、天候にも恵まれ、かぼちゃを

はじめ、スイートコーン、馬鈴しょ、てんさいも

収量が大幅な増加となっています

畜産については、９月末での過去１年間の生乳

生産量は１万４，９８１トン、乳代は平均で１キ

ログラムあたり１０２．２円となり前年と比べ同

水準で推移しています。

次に、経営所得安定対策について申し上げます。

まず、転作作物では、対象農家４５４戸、対象

面積３，０５０ヘクタールで、水田活用の直接支

払交付金が９億４，０７１万円、水田リノベーシ

ョン事業が４億８，３１７万円となり、合わせて

１４億２，３８８万円の年内交付を予定していま

す。

畑作作物では、直接支払交付金のうち、既に営

農継続払い４億１３万円が交付されており、今後

は数量払いの交付を見込んでいます。

次に、労働力確保対策について申し上げます。

名寄市立大学生の農作業従事では、アスパラガ

ス、スイートコーンの収穫期において、受入農家

２５戸に学生７４人が参加しました。スマートフ

ォンアプリによるアルバイト募集では、農家６戸、

延べ２６８人の募集に対し２４１人が成立しまし

た。

また、外国人技能実習生は２年ぶりに来日が可

能となり農家７戸へ１１人が受入れできました。

次に、有害鳥獣対策について申し上げます。

１０月３１日現在で、本年度のエゾシカ駆除に

ついては、４２１頭で昨年より４６頭減少し、ア

ライグマ駆除については、５０頭で昨年度より６

頭増加しています。

ヒグマ対策については、本年度の捕獲許可期間

を１２月３０日までとしており、１０月３１日時

点の出没情報は５１件と昨年度と比べ１６件減少

となっています。また、９月から箱わなが作動す

ると通知がくるＩＣＴ技術を一部地域で運用を開

始し、捕獲確認作業の省力化を図ってきました。

今後も猟友会をはじめ関係機関・団体と連携しな

がら、被害防止に取り組んでまいります。

次に、畜産振興について申し上げます。

公共牧場では５月２７日から１０月３日まで、

市内酪農家１６戸から３１８頭を受け入れ、適正

な飼養管理により個体の資質向上を図りました。

次に、地産地消フェアについて申し上げます。

１１月１２日に「２０２２地産地消フェアｉｎ

なよろ」を、３年ぶりに生産者や加工グループな

どの出店をいただき開催しました。地元野菜や農

畜産物、加工品などの販売を通じて地産地消の推

進に取り組みました。

次に、森林保全と林業の振興について申し上げ

ます。

森林環境譲与税については、市の基本方針に基

づき活用しており、本年度は、これまでに「森林

整備」で保育間伐８ヘクタールを、「人材育成と

担い手確保」では、チェーンソー講習の費用４件

などに補助しており、今後も間伐をはじめとする

森林整備などに補助を予定しています。

「普及・啓発」では、森林の機能などを市のホ

ームページで紹介したほか、１０月２２日に開催

された名寄川堤防の桜並木を守り育てる会の植樹
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活動などに支援をしています。

今後も、森林の有する多面的機能の持続的な発

展に向けて、森林環境譲与税を有効に活用してま

いります。

次に、商工業の振興について申し上げます。

名寄市中小企業振興条例に基づく支援について

は、事業者ニーズに沿った使い勝手の良い制度と

なるよう補助内容を見直したことで、事業者の支

援メニューに対する関心が高く、これまでに企業

活力強化支援事業７件、創業支援事業４件、販路

拡大支援事業３件、新事業創出支援事業２件、街

なかにぎわい創出事業５件、名寄で人づくり事業

５件の交付決定を行い、プロフェッショナル人材

確保支援事業は１件の事業認定を行いました。

引き続き、中小企業の設備投資、販路拡大及び

人材確保を推進するため、支援メニューの周知・

利用促進に努めてまいります。

１１月１３日に、住友ゴム工業株式会社名寄タ

イヤテストコースにおいて、夏用タイヤのテスト

コース竣工式が執り行われました。これにより、

名寄テストコースは通年運用が可能となり、地域

経済の活性化と雇用の拡大に大きく寄与するとと

もに、夏冬とも世界標準の高性能タイヤが名寄か

ら世界に送り出されることを期待しています。

王子マテリア株式会社名寄工場敷地利活用につ

いては、同工場稼働停止による経済的損失から、

早期に地域経済を再生させ、雇用の創出を図るた

め、第３回定例会で議決いただいた「名寄市企業

立地促進条例の特例に関する条例」の周知に努め、

「再生可能エネルギー」「物流・防災拠点」「Ｉo

Ｔデータセンター」の３つの柱の具現化に向けた

取組を進めてまいります。

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワーク名寄管内における９月末の雇用情

勢について、求職者に対し求人数が上回る状況が

継続しています。

また、９月末現在の来春の管内新規高等学校卒

業予定者は４８２人で、このうち、学校・安定所

の紹介を希望する者は９６人、管内での就職希望

者は５５人となっています。

王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約に係

る雇用対策については、同社、北陽紙工株式会社

及び北陽王子紙業株式会社の離職者６１人から相

談があり、本年１０月末現在４４人が就職や創業

をしています。

引き続き、ハローワークをはじめ、関係機関と

連携し、新型コロナウイルス感染症や過去最大の

上げ幅となった最低賃金の改定が雇用情勢に与え

る影響に注視しつつ、雇用の安定と促進に努めて

まいります。

次に、観光の振興について申し上げます。

道の駅「もち米の里☆なよろ」は、９月末まで

の上半期の入込客数が２４万８３１人で前年度比

３万２，０５９人の増加、売上額は前年度比１８．

８パーセントの増加となりました。新型コロナウ

イルス感染症の影響を受ける前の令和元年度と比

べ、入込客数は１９．２パーセント、売上額は５．

１パーセントの減少となっており、今後は、入り

込み、売上いずれもコロナ前の水準まで戻るよう

努めながら、指定管理者と連携し、魅力ある施設

づくりに取り組んでまいります。

ピヤシリスキー場のグリーンシーズンの利活用

を図るため、なよろ観光まちづくり協会が名寄振

興公社と連携し、北海道観光振興機構の補助金を

活用して、サバイバルゲームのフィールドを６月

から１０月まで常設しました。ウィズコロナの新

たな観光資源として３年目を迎え、毎月定例会を

実施するほか、昨年に引き続き、９月にサバイバ

ルゲームイベントを行い、札幌市をはじめ東京な

ど広く市内外から昨年より２１４人多い６７９人

の集客効果がありました。

このほか、本年度、観光庁に採択された、地域

おこし協力隊をアウトドアガイドとして育成しな

がら名寄観光の看板商品の創出に取り組む事業で

は、カヌーとサイクリング体験、キャンプと星空

体験、なよろの農業と食体験を通じて、名寄の魅
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力を学ぶ新たな観光コンテンツの創出に取り組ん

でいます。

温浴施設の改修のため、本年４月１日から営業

を休止していたなよろ温泉サンピラーについては、

サウナ室の増設や温泉浴槽の拡張、洗い場の数の

増加のほか、トイレの機能向上や授乳室の設置な

どの改修が終了し、１１月１日にリニューアルオ

ープンしました。レストランの特別企画と併せ、

より快適な温浴施設を、すでに多くの市民の皆様

に利用いただいています。

名寄ピヤシリスキー場については、１１月上旬

からオープンに向けた準備を進め、安全で快適に

御利用いただけるよう整備を行ってきました。シ

ーズン中における安全と無事故を祈願し、１１月

３０日に安全祈願祭が行われる予定です。

次に、小中学校教育の充実について申し上げま

す。

確かな学力を育てる教育の推進については、１

１月１１日に、名寄南小学校と名寄東中学校を会

場として、名寄市教育研究大会を開催しました。

名寄南小学校では、「自分の考えをまとめ、議論

できる子どもの育成～情報活用の実践力を高める

授業づくり～」をテーマに、生活科の授業を公開

し、主体的、対話的な授業のあり方について理解

を深めました。

名寄東中学校では、「主体的・対話的で深い学

びによる確かな力を育む学習指導」をテーマに、

国語科の授業を公開し、深い学びの充実に資する

指導方法のあり方などについて活発な協議が行わ

れました。

名寄市教育改善プロジェクト委員会の取組では、

教育指導の充実に関する研究グループが、タブレ

ットパソコンのさらなる授業活用について実践交

流を行いました。

また、教育研究（研修）の充実に関するグルー

プでは、１０月２０日に旭川市立朝日小学校にて

学校力向上の先進的な取組を学ぶ視察研修を行い、

組織的な学校経営の充実や取組について理解を深

めました。

豊かな心を育てる教育の推進については、９月

２９日に市民文化センターＥＮ―ＲＡＹホールに

おいて、児童生徒の豊かな情操を育むため、名寄

市小中学校音楽発表会を開催しました。鑑賞する

人数を限定するなど新型コロナウイルス感染症対

策を図る中、日常の取組の成果を発表できるよい

機会となりました。また、当日鑑賞できなかった

保護者には、動画配信やＤＶＤの貸出を行い、各

学校の発表を御覧いただける試みを実施しました。

不登校児童生徒への支援として、１０月１４日

に不登校児童生徒支援の在り方交流会を開催しま

した。交流会では、各学校の不登校の現状と対策

や関係機関との連携の在り方について協議を行い

ました。引き続き、各学校と関係機関が連携を図

り、対策を進めてまいります。

健やかな体を育てる教育の推進については、名

寄市教育研究所の体育保体班が中心となり、児童

生徒の走運動のより一層の向上を図るため、１１

月２０日に実技研修会を行いました。

学校における新型コロナウイルス感染症への対

応として、各学校では定期的に屋内の換気を行い、

マスクの着用、手洗い、手指消毒の徹底を実施し

ています。引き続き、学校衛生管理マニュアルな

どに則りながら、教育活動に影響が出ることがな

いよう適切な取組を進めてまいります。

学校給食については、旬の名寄産食材を中心と

した「なよろ給食の日」を９月１２日から開始し、

児童生徒が地場農産物に対して理解を深めたとこ

ろです。また、１１月１１日には、姉妹都市「山

形県鶴岡市藤島地域」の特産品である庄内柿を提

供し、児童生徒に好評を得ています。

特別支援教育の推進については、１１月２４日

に市内小中学校をはじめ、上川管内北部９市町村

の教職員などを対象とした第２回特別支援教育研

修会を開催し、児童生徒一人一人の困り感に応じ

た適切な支援のあり方について研修を行いました。

社会の変化に対応する力を育てる教育の推進に
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ついては、児童生徒の望ましい勤労観や職業観を

育てるため、小学校では市内の商店や公共施設な

どの社会見学を、また、中学校では地域企業など

に協力を依頼し、職場体験活動を行いました。

信頼される学校づくりの推進については、９月

から１１月にかけて、各地区において、本年度２

回目となる学校運営協議会が行われ、教育活動や

地域学校協働活動について活発な協議が行われま

した。

小中一貫教育については、９月２日に第２回智

恵文小中一貫教育合同会議が開催され、両校にお

ける業務内容を整理し、９年間を見通した教育活

動について協議を行いました。風連地区において

は１１月１日に小中一貫教育推進委員会小中合同

研修会を開催し、小中一貫の教育課程編成に向け、

各教科部会に分かれて協議を行いました。

学校における働き方改革の推進については、中

学校における部活動改革において、ＮＡＹＯＲＯ

スタイル部活動改革推進事業として、部活動指導

員の配置や合同部活動での学校間バスの運行に加

え、１０月からは外部の専門コーチからオンライ

ンで指導を受けるＩＣＴ部活動支援を行っていま

す。

１０月３１日には、部活動改革に伴う子どもた

ちの持続的なスポーツ活動の場の構築に向けた意

見交換会を行い、各競技団体、学校、保護者など

から幅広い視点で御意見をいただきました。今後

も、継続して会議を開催し、本市の実情やニーズ

を踏まえた部活動改革を進めてまいります。

安全・安心な教育環境の整備については、１０

月３１日に名寄市通学路安全推進会議を開催し、

児童生徒が安全に通学できるよう各関係機関が連

携し、通学路の安全対策が図られるよう協議を行

いました。

次に、学校施設の整備について申し上げます。

名寄中学校整備事業については現在、公募型プ

ロポーザル方式により基本設計及び実施設計の委

託業者を選定しているところです。

今後は名寄中学校校舎等改築検討委員会を設置

し、快適な学習環境の確保、多様な学習内容に対

応できる学校施設の整備に向け検討を進めてまい

ります。

智恵文小中学校の校舎等改築については、既存

校舎などの改修工事を１０月に着工し、令和６年

１月末に完成予定となります。

また、智恵文小中学校の校歌については、智恵

文義務教育学校開校準備委員会において、現在の

智恵文中学校の校歌は、智恵文地区の住民にとっ

て大変親しみのある校歌であることから、智恵文

小中学校においても、その校歌を引き継ぐことと

決定しました。

次に、高等学校教育の充実について申し上げま

す。

名寄市内高等学校魅力化推進委員会では、統合

推進委員会で決定された内容を、生徒や保護者向

けにわかりやすく伝えるため、新設高校マガジン

を２回に渡り作成し、市内中学校及び近隣中学校

の全生徒に配付しました。

また、新設校のコミュニティ・スクール設置に

向け、支援体制などについて協議を進めています。

次に、名寄市立大学について申し上げます。

名寄市立大学への理解を深め、進路決定の参考

としていただくため、検温や手指消毒などの感染

防止対策を講じた上で、高校生と保護者を対象に

本年度３回目のオープンキャンパスを１０月１日

に午前と午後の２回に分けて開催しました。高校

生１５４人、保護者１０６人の参加があり、昨年

と比較して高校生で４０人の増となりました。

生徒には模擬授業とキャンパスツアー、保護者

には、大学概要などの全体ガイダンスとバスツア

ーによる生活環境や実習先の紹介を行いました。

令和５年度入学生から保健福祉学部看護学科に

助産師課程の設置が認可となり、看護師国家試験

受験資格取得に加えて、助産師国家試験受験資格

が取得可能となります。２年時の後期に選考試験

を行い、若干名を選抜することになります。
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今後も、地域に根ざした教育活動の展開と名寄

市立大学の特色と専門性を活かした地域貢献活動

の取組に努めてまいります。

次に、生涯学習社会の形成について申し上げま

す。

９月２５日に、市民文化センターを会場に「生

涯学習フェスティバル２０２２ｉｎなよろ」を開

催しました。出会いの広場には２団体が出演、ワ

ークショップブースには９団体が出展し、そのう

ち５団体が体験教室を行いました。

名寄ピヤシリ大学では、第３３回大学祭を開催

されました。作品展示は、１０月１８日から２５

日まで、市民文化センターにおいて、クラブ活動

で製作した作品や修学旅行や研修旅行のまとめな

ど学生の力作１０４点が展示されました。また、

１１月８日には芸能発表を行い、学年やクラブ活

動で練習を重ねてきた歌や演奏を発表しました。

１０月１９日には、市民講座「なよろまるごと

体験！エンレイ・カレッジ」を開講しました。受

講者１０人には５回の講座を通じて、本市の様々

な分野を学び、体験し、まちづくりについて関心

を深めていただく予定です。

また、智恵文公民館では、１０月１３日に「ち

えぶん学講座」を開講しました。参加した１１人

は昭和２５年頃の地図や写真を見ながら智恵文地

区の商工業について思い出を語り合いました。

次に、市立図書館について申し上げます。

新たな利用者の拡大を目指して、１０月１６日

に「大人のための読み聞かせ会」、１０月３０日

には「ハロウィンおはなし会」を開催し、家族連

れなどの参加をいただきました。

また、読書週間企画として、１１月３日の「文

化の日特別開館」では、雑誌リサイクルやフィル

ムコートサービスを行ったほか、１１月６日には

「ビブリオバトル」を開催し、多くの参加をいた

だき好評を得ました。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

１１月８日に、名寄では１年６か月ぶりとなる

皆既月食に合わせ、観望会を開催しました。

おおむね天候に恵まれ、７８人が参加し、赤く

なる月の姿を楽しみながらスマートフォンでの撮

影会も行いました。

またこの模様をインターネット配信し、約１万

アクセスがありました。

１０月には、１２年目となる「小学生による小

惑星発見プロジェクト」を行いました。本年度は、

市内小学校の３人が参加し、未知の小惑星の発見

に挑みました。残念ながら小惑星の発見には至り

ませんでしたが、新天体捜索という貴重な研究体

験を行う機会とすることができました。

次に、生涯スポーツの振興について申し上げま

す。

スポーツ施設の整備では、スポーツセンターの

長寿命化を図ることを目的とした、暖房設備等改

修工事が完了しました。

利用者の皆様には、長期にわたり御不便をお掛

けしましたが、今後も快適なスポーツ環境を提供

できるよう努めてまいります。

スポーツ振興事業では、Ｎスポーツコミッショ

ン主催による街なか運動会が開催されました。

このイベントは、子どもたちの運動機会の提供、

市民の健康づくり、商店街の賑わい創出を目的と

しており、今回は商店街の御協力により飲食ブー

スを設け、イベントを盛り上げていただいたとこ

ろです。

スポーツ合宿推進事業では、スキー場の新たな

活用と交流人口拡大を目的として、ピヤシリスキ

ー場ヒルクライムレースを開催しました。

参加者募集時期が、感染症拡大が心配された時

期と重なったため、参加人数はやや低調に終わり

ましたが、実施内容を改善しながら継続的に取り

組んでまいります。

また、全日本スキー連盟の大会スケジュールが

公表され、来年３月１０日から１２日の日程でＪ

ＯＣジュニアオリンピックカップ２０２３全日本

ジュニアスキー選手権大会兼全日本中学生選抜ス
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キー大会が本市で開催されることが決定しました。

また、来年２月４日から５日の日程で、知的障

がいのある方々にスポーツの場を提供するスペシ

ャルオリンピックス日本北海道冬季大会が本市で

開催されることが決まりました。

競技運営を引き受けていただく各団体の皆様に

感謝を申し上げるとともに、市民の皆様の御協力

をいただきながら、選手をお迎えできるよう、準

備を進めてまいります。

次に、青少年の健全育成について申し上げます。

１１月２３日にスポーツセンターにおいて、第

１６回名寄市子ども会フットサル大会を開催しま

した。小中学校や子ども会を通じ１６チーム、約

９０人の児童生徒が参加し、フットサルを通じて

交流を深めました。

次に、青少年センターについて申し上げます。

１０月１４日に名寄市青少年表彰式を行い、学

校や地域活動などにおいて顕著な功績のある３個

人、２団体を表彰しました。

また、小学生から高校生までを対象に、１０月

から名寄市青少年健全育成標語を募集し、１２月

１日に最優秀作品の表彰を行う予定です｡

次に、地域文化の継承と創造について申し上げ

ます。

１１月２日から３日にかけて、ふうれん地域交

流センターを会場に、風連文化祭を開催しました。

会場には１７団体、１個人から４９０点の作品が

展示されました。芸能発表では、小学生から高齢

者まで１３団体から１７９人が演奏や踊り、歌な

どを披露し、会場では約６００人の市民が楽しい

ひと時を過ごしていました。

また、１１月５日から６日にかけて、市民文化

センターを会場に、市民文化祭を開催しました。

市民文化センターＥＮ―ＲＡＹホールで行われた

芸能発表には、日頃から練習を重ねてきた歌や踊

りなど２４団体から２４０人が出演し、東館を中

心とした展示発表には、３０団体、３個人から１，

１５８点の作品が展示されました。会場では約９

１７人の市民が展示作品や芸能を楽しみました。

次に、北国博物館について申し上げます。

９月３０日から１１月８日の期間中、企画展

「指定文化財 名寄教会会堂」を開催し、現存す

る市内最古の洋風木造建築であり、市民に長く親

しまれてきた名寄教会会堂の姿と歴史、併せて風

連獅子舞やグイマツなどの市指定文化財を紹介し

ました。

また、関連企画として１０月１５日に「名寄の

文化財と史跡を巡る」バスツアーを開催し、１１

人の参加者が名寄教会会堂内部の見学や、国指定

の天然記念物である鈴石や高師小僧の産出地など

を訪ね、名寄の歴史を学ぶ機会としました。

以上、主な行政事項について、その概要を申し

上げ報告といたします。

以上で行政報告を終わ〇議長（東 千春議員）

ります。

日程第４ 議案第１号〇議長（東 千春議員）

名寄市名風聖苑設置及び管理条例の一部改正に

ついてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１号 名寄市名風〇市長（加藤剛士君）

聖苑設置及び管理条例の一部改正について、提案

の理由を申し上げます。

平成２年に供用開始をした火葬場名風聖苑は、

施設の老朽化等により運営経費が増加をしており

ます。火葬場の適正な施設運営を継続するために

は一定の受益者負担が必要となることから、使用

料の見直しを行うため、本条例の一部を改正しよ

うとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

ただいま提出理由を〇１０番（川村幸栄議員）
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いただきましたけれども、説明資料の中では今回

負担の変更がほぼおおむね倍になっているという

状況であります。その中で施設の老朽化というだ

けの御説明でしたけれども、具体的にどういった

老朽化が進み、ここを変えていかなければならな

いだとか、いろいろ費用がかかるというようなこ

とがあるかなというふうに思うのですが、具体的

な御説明をいただければというふうに思いますが。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

今回の改正に係る部〇市民部長（廣嶋淳一君）

分で、これまで名風聖苑を設置してから使用料見

直しをしていなかったということでございますけ

れども、火葬業務につきましては消費税非課税の

業務であるということで、消費税の引上げのタイ

ミングでは使用料の見直しを行ってこなかったと

いうような経過がございます。説明もさせていた

だきましたが、年々施設、炉を中心に修繕をしな

がら運営を行ってきているところですけれども、

やっぱり長年、年数も経過しておりますので、経

費については今以上にかかるような状況になって

おりますし、当初受益者負担については２５％ぐ

らいということで設定をさせていただいて、施設

を運営してまいりましたけれども、現在２０％切

っておりまして、１０％台ということで、これも

年々経費が増えてくる中で、さらに受益者負担率

が下がっていくというところでございますので、

今回見直しについて提案をさせていただいたとこ

ろでございます。現在名寄市の火葬場の使用料に

つきましては、全道の他市と比較しても３５市の

中では下から２番目ぐらいということで、ここ数

年間安かった自治体も最近値上げといいますか、

使用料の値上げをされているというところでござ

いまして、そことも調査させていただきながら今

回引上げということでの提案をさせていただいた

ところでございます。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

今御説明いただきま〇１０番（川村幸栄議員）

した。消費税の非課税だったということだとか、

また受益者負担の率がどんどん下がってきている

ので、運営経費の割合のところで大変になってき

ているということだと思うのですが、例えば施設

の老朽化ということも今回の改正の理由になって

いるのですが、例えばここのところを変える予定

があるというようなことがあるのかどうか、そう

いったことも含めてちょっと御説明をいただきた

いというふうに思うのですが。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

一番施設的に使うも〇市民部長（廣嶋淳一君）

のがやはり炉ということで、今３炉ありまして、

うまく延命させながら使わせていただいておりま

す。一応今業者のほうにも設備の修理、今後どう

いったことが修理必要なのかというところも毎年

点検していただきながら、一定程度炉であったり

だとかボイラーの関係だとか含めて定期的に修繕

をしていかなければならないということで計画を

しておりまして、これまではそれぞれ控室の関係

ですとかトイレの関係とか修繕をさせていただい

ておりますけれども、やはりメインとなる炉の部

分が今後何年かに１回かは修繕をしていかなけれ

ばならないということで、そんなことも含めて経

費的には上がっていくというような状況になって

いるという状況もありまして、今回値上げ、引上

げの提案をさせていただいたところでございます。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

この値上げの理由の〇１０番（川村幸栄議員）

中に施設の老朽化というふうに第一に挙がってい

るというところでいえば、やはり具体的にこうい

ったところが古くなってきたので、変えていかな

ければならないだとかということがありながらの

料金の値上げの理由になっていくのかなというふ

うに思うのですが、なかなか今の御説明では大ざ

っぱに聞こえてしまうのです。やはり理由として

きちっとした具体的なはっきりここのところをこ

ういうふうにしていくのかというようなことが必
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要ではないかというふうに思うのですが、再度お

聞きをしたいと思いますが。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

炉の関係もそうなの〇市民部長（廣嶋淳一君）

ですけれども、施設の委託もしておりまして、そ

この維持費も実際には年々増えているというとこ

ろで、それで今後の火葬場の運営経費の見込みで

は今後令和６年、７年ぐらいにちょっと大きな修

繕が必要になってくるというところでございまし

て、それは１，０００万円単位の工事も必要にな

ってきますので、そこも含めていくと経費につい

ては、先ほど通常かかっている運営経費について

も人件費の関係であるとか、それから燃料関係も

含めて高騰してきているということで下がる状況

にはないということでございますので、そういっ

た中で、先ほど言いました大きなところでいくと

令和７年ぐらいに暖房設備の更新が必要になって

くるということで、ここでは１，０００万円程度

多分かかってくるかなというふうに考えておりま

す。それで、そういった修繕を行いながら、火葬

場の延命措置図りながら新たに建て替えというふ

うになりますと大きな予算もかかりますので、極

力今の施設を長くもたせたいということもござい

ますので、そういった形で一定の受益者負担もい

ただきながら、市としても延命といいますか、長

く今の施設を使っていきたいというふうに考えて

おりますので、御理解いただきたいと思います。

以上です。

ほかに質疑はございま〇議長（東 千春議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（東 千春議員）

します。

議案第１号は、市民福祉常任委員会に付託いた

します。

日程第５ 議案第２号〇議長（東 千春議員）

名寄市博物館条例の一部改正についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第２号 名寄市博物〇市長（加藤剛士君）

館条例の一部改正について、提案の理由を申し上

げます。

本件は、博物館法の一部を改正する法律が公布

をされ、令和５年４月１日から施行されることに

伴い引用している規定に条項ずれが生じるため、

本条例の一部を改正しようとするものでございま

す。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

これより採決を行います。

議案第２号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。

日程第６ 議案第３号〇議長（東 千春議員）

名寄市総合計画（第２次）後期基本計画を定め

ることについてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第３号 名寄市総合〇市長（加藤剛士君）

計画（第２次）後期基本計画を定めることについ

て、提案の理由を申し上げます。

本件は、現在の名寄市総合計画（第２次）中期
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基本計画の計画期間が今年度までとなっているこ

とから、次年度からの本市における総合的かつ計

画的な行政運営を図るため、名寄市自治基本条例

第１９条第１項の規定に基づき名寄市総合計画に

おける後期基本計画を策定しようとするものであ

ります。

本計画の策定に当たりましては、前期、中期の

計画を踏襲しつつ、社会情勢の変化で対応が必要

な分野として新型コロナウイルス感染症やデジタ

ルトランスフォーメーションへの対応、持続可能

なまちづくり、ＳＤＧｓ実践や脱炭素社会の実現、

ゼロカーボン推進など現下の情勢の変化に対応す

るための取組が必要であると前置きをした上で、

市民アンケート調査や各団体などからいただいた

御意見を基に名寄市民３０人で構成をする名寄市

総合計画審議会で策定作業を進め、去る９月１日

に同審議会からいただいた答申を基に９月２７日

から１０月２６日まで実施をしたパブリックコメ

ントでいただいた御意見に対応、修正したものを

提案させていただくものでございます。

本計画は、計画期間内における主要な取組かつ

複数の基本目標、施策の柱にわたり施策間連携を

図ることで一層効果が発揮される重点プロジェク

トにはこれまでの３本に加えて、市民の誰しもが

地域の担い手として役割や生きがいを持ち、生涯

健康で活躍ができる環境づくりに取り組む生涯活

躍プロジェクトを加え、４本としており、全ての

主要施策において現状と課題を整理をした上で後

期計画期間の方向性を示した計画としております。

以上、提案の概要について申し上げましたが、

名寄市議会基本条例第１４条の規定に基づき議会

の議決を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

お諮りいたします。〇議長（東 千春議員）

議案第３号は、質疑から採決までの議事を１２

月１２日に延期したいと思いますが、御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第３号は質疑から採決までの議事

を１２月１２日に延期することに決定をいたしま

した。

日程第７ 議案第４号〇議長（東 千春議員）

指定管理者の指定について（名寄市総合福祉セ

ンター）、議案第５号 指定管理者の指定につい

て（ふうれん地域交流センター）、議案第６号

指定管理者の指定について（道の駅なよろ）、議

案第７号 指定管理者の指定について（サンピラ

ーパーク森の休暇村）、議案第８号 指定管理者

の指定について（名寄市立食肉センター）、以上

５件を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第４号から議案第８〇市長（加藤剛士君）

号までの指定管理者の指定について、一括して提

案の理由を申し上げます。

議案第４号から議案第７号までの名寄市総合福

祉センターを含む４施設につきましては、名寄市

公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する

条例第２条による公募による施設であり、議案第

８号の名寄市立食肉センターにつきましては、同

条例第５条第１項第１号による公募によらない施

設でございます。

本件は、名寄市公の施設に係る指定管理者候補

者選定委員会の報告を踏まえ、指定管理者の候補

者の選定を行いましたので、指定管理者の指定を

いたしたく地方自治法第２４４条の２第６項の規

定に基づき議会の議決を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、議案第４号〇議長（東 千春議員）

外４件の一括質疑に入ります。御発言ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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質疑なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

これより議案第４号外４件の一括採決を行いま

す。

議案第４号外４件は原案のとおり決定すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第４号外４件は原案のとおり可決

されました。

日程第８ 議案第９号〇議長（東 千春議員）

令和４年度名寄市一般会計補正予算（第９号）

を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第９号 令和４年度〇市長（加藤剛士君）

名寄市一般会計補正予算について、提案の理由を

申し上げます。

今回の補正は、各款にわたる臨時的経費を中心

に補正をしようとするものであり、歳入歳出それ

ぞれ４億５，５４７万２，０００円を追加し、予

算総額を２５０億３，８１５万円にしようとする

ものであります。

補正の主なものを歳出から申し上げます。２款

総務費におきまして燃料高騰対策生活支援事業費

１億５，０４４万５，０００円の追加は、燃料価

格高騰による市民生活への影響を軽減をするため、

全世帯を対象に市内で利用できる燃料券を配布し

ようとするものでございます。

６款農林業費におきまして農業生産支援事業費

９，１８２万７，０００円の追加は、農業機械、

施設の購入整備費用に対する北海道の補助が採択

をされたことから、補助金を計上するとともに、

昨今の物価高騰による経費の増加分を販売価格に

転嫁することが難しい農畜産事業者に対し化学肥

料、配合飼料の購入コスト増加分の一部を支援を

しようとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。各事業費の

追加、変更に伴う特定財源を追加をしたほか、財

政調整基金にて収支の調整を図ろうとするもので

ございます。

第２表、債務負担行為補正では、公共施設ＬＥ

Ｄ照明賃借料ほか３０件を追加しようとするもの

でございます。

第３表、地方債補正では、消防団用小型ポンプ

整備事業１件を追加し、豊栄西１２条仲通道路改

良舗装事業ほか計３件について限度額の変更をし

ようとするものでございます。

以上、補正の概要について申し上げました。細

部につきましては総務部長より説明させますので、

よろしく御審議くださいますようお願い申し上げ

ます。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

それでは、一般会計〇総務部長（渡辺博史君）

の補正予算につきまして、市長より申し上げた分

の重複を避けて追加説明をさせていただきます。

初めに歳出から説明させていただきます。議案

第９号の１４ページ、１５ページをお開きくださ

い。２款総務費、１項１目一般管理費、ふるさと

応援事業費１，６２８万６，０００円の追加は、

ふるさと納税寄附金の増加により記念品発送業務

委託等の必要経費を追加しようとするものであり

ます。

同じく２款総務費、１項１目企画振興費におけ

る基金積立金２，７４６万６，０００円の追加は、

ふるさと納税寄附金の増加により地域振興基金積

立金を追加しようとするものであります。

１６ページ、１７ページをお開きください。２

款総務費、３項１目戸籍住民基本台帳費、住民基

本台帳ネットワーク管理事業費４２８万２，００

０円の追加は、マイナンバーカード交付に係る休

日、夜間臨時窓口開設に要する経費等を追加しよ
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うとするものであります。

３款民生費、１項１目社会福祉総務費、社会福

祉一般行政経費８，７８１万６，０００円の追加

は、令和３年度における生活保護等福祉施策に係

る事業費が確定したことに伴う国、道への返還金

を追加しようとするものであります。

３款民生費、１項６目高齢者福祉費、後期高齢

者医療療養給付事業費２，３９１万４，０００円

の減額は、後期高齢者医療療養給付費の確定に伴

う調整であり、７目障害者福祉費、介護給付事業

費３，６５２万７，０００円の追加は、予算の不

足が見込まれる障害介護給付費の追加をしようと

するものであります。

３款民生費、２項３目保育所費、子ども・子育

て支援運営事業費１，２２４万８，０００円の追

加は、名寄大谷認定こども園等において在籍幼児

の増減等により見込まれる施設型給付費負担金の

増減を調整しようとするものであります。

１８ページ、１９ページをお開きください。４

款衛生費、１項２目予防費、感染症対策事業費１，

１８６万７，０００円の追加は、新型コロナウイ

ルスワクチン接種に係る委託料等の経費を追加し

ようとするものであります。

２０ページ、２１ページをお開きください。８

款土木費、４項２目街路事業費、街路維持管理事

業費１，２６４万９，０００円の追加は、不足が

見込まれる街路灯の修繕料、電気料を追加しよう

とするものであります。

２４ページ、２５ページをお開きください。１

０款５項１目幼稚園費、子ども・子育て支援運営

事業費１，９０８万２，０００円の減額は、名寄

カトリック幼稚園等において在籍幼児の減により

見込まれる施設型給付費負担金を減額しようとす

るものであります。

次に、歳入について申し上げます。８ページ、

９ページにお戻りください。１６款２項１目総務

費補助金におきまして新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金１億４，１０７万３，０

００円の追加は、国から通知がありました交付限

度額のうち予算未計上分を追加しようとするもの

であり、歳出の２款１項８目の燃料高騰対策生活

支援事業費、６款１項２目の化学肥料・配合飼料

購入支援金給付事業費などに充当するものであり

ます。

以上、追加説明とさせていただきます。よろし

く御審議くださいますようお願い申し上げます。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

倉澤宏議員。

一般会計補正予算に関〇２番（倉澤 宏議員）

わって２点確認をさせていただきたいというふう

に思います。

初めに、歳出、２款１項８目企画振興費でござ

います。議案書は１４ページ、１５ページになり

ます。この中の燃料高騰対策生活支援事業１億５，

０４４万５，０００円についてお伺いをしたいと

いうふうに思います。行政報告と提案理由をお聞

きしたところ、この事業は隣の市が１０月から実

施している事業と同様な事業なのかなというふう

に受け取らせていただきましたけれども、事業の

詳細は議決後に制度設計を行っていくようになっ

ているのかと思いますけれども、本事業の想定し

ている概要、またスケジュール感、併せてこの事

業の財源の内訳について担当部長からの御説明を

お願いしたいというふうに思います。

次に、議案書４ページ、５ページ、併せて２８

ページから３０ページ、債務負担行為の補正に関

する部分でお伺いをしたいというふうに思います。

こちら令和５年度以降の委託料を中心とした支出

予定額、３０件、先ほど市長からもありましたけ

れども、記載をされております。そのうち先ほど

議案４号から８号において議決をさせていただき

ました新年度からの各施設の指定管理料に係る限

度額について御確認をさせていただきたいという

ふうに思います。議決した指定管理者のうち食肉

センターの部分については指定管理料が伴わない
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施設なのかなということで記載されておりません

けれども、そのほか新規の総合福祉センター、継

続の道の駅なよろ、サンピラーパーク森の休暇村、

ふうれん地域交流センター、これら施設それぞれ

の限度額の積算の根拠について御説明をいただき

たいというふうに思います。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

倉澤議員から２点質〇総務部長（渡辺博史君）

問いただきました。１点目の燃料高騰対策生活支

援事業費ですか。内容についてでございますけれ

ども、先ほどの市長の行政報告ですとか提案理由

にもあったと思いますが、目的としましてはコロ

ナ禍や国際情勢によります原油価格の高騰、これ

が著しく市民生活に影響を及ぼしていると、そう

いう現状を踏まえまして市民生活の安定を図ろう

ということで、市内で生活する全ての世帯に対し

まして燃料購入の一部を助成するということを目

的としている事業でございます。具体的には燃料、

今想定しているのは灯油、プロパンガス、ガソリ

ン、軽油ですか、近隣市と同じような内容なので

すけれども、燃料の購入で使用できる（仮称）燃

料券を、２，５００円の券を４枚セットで１万円

分の燃料券を各世帯にプッシュ型といいますか、

郵送で配付しようとするものでございます。

あと、スケジュールでしたか。スケジュールに

つきましては、本日補正予算ということで御議決

いただきましたら作業に入るという形になろうか

と思いますけれども、実施要綱の策定、制定です

とか、あと燃料券につきましては先ほど申し上げ

ました郵送で配送すると、配付するということに

なりますが、突然配付されても皆さん混乱するか

もしれないので、一応１２月号の広報配布が間近

に迫っているところでございますけれども、その

配布に併せまして事業のお知らせという形も含め

まして予告といいますか、こういうことで物が送

られてきますよ、そういうお知らせを全戸配布で

しようと考えております。郵送のスケジュールで

ございますけれども、郵便局さんのほうとも内々

で打合せはさせていただいているところでござい

ます。文書ですとか燃料券なんかこれから作成し

ていく形になろうかと思いますけれども、それを

ゆうパックに梱包して、配送が始まるのが、準備

を含めまして配送が始まりますのが大体１２月の

第２週の終わりから第３週の頭ぐらいのところか

なというところで考えております。以降順次お届

けしまして、最終的に全ての世帯に配達が終了す

るという時期が１２月の第４週の終わりか第５週

の頭かというところで、鋭意早く届けるように郵

便局さんのほうでも御努力いただくということは

聞いておりますが、年内には全ての世帯に届くと

いう形では考えているところでございます。利用

期限につきましては、２月２８日を考えておりま

す。

あと、財源ですか、財源につきましては、先ほ

どの提案理由にもありましたけれども、補助金、

新型コロナの関係の地方創生臨時交付金を充当し

ようと考えております。よろしいでしょうか。

あと、指定管理者の債務負担行為についてでご

ざいます。指定管理者の債務負担行為につきまし

ては、指定期間５年間のトータルの上限額を定め

ているというものでございまして、それぞれの施

設に応じて担当課、原課のほうで、継続している

ところでありましたら人件費の増加分ですとか当

然燃料費も増加しているでしょうし、ひょっとし

たら再委託しているような清掃費なんかも高騰し

ているという部分もございまして、そういうこと

も含めまして積算して、額を設定しているという

ものでございます。施設の状況に応じて増額だと

か大小あろうかと思いますけれども、それはそれ

ぞれの施設の状況によるものだということで御理

解いただければと思います。なお、債務負担行為

はあくまでもこの期間内の上限額を定めていると

いうものでありまして、各年度の指定管理料の部

分につきましては毎年度予算査定の中で協議する

ということで、最終的には市と指定管理者の年度

協定で決まっていくというものでありまして、こ
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の債務負担行為イコール新年度予算だというもの

ではないということで御理解いただければと思い

ます。

以上です。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

燃料高騰対策支援事業〇２番（倉澤 宏議員）

についての財源の内訳については、承知をさせて

いただきました。この事業、物価高騰が続く中、

上下水道料金の基本料金の減免と併せて大変助か

る世帯も多いのかなというふうに思います。この

事業の中の１８節の助成金１億４，２２０万円計

上されていますけれども、これ１０月末の名寄市

の世帯数１万４，２２０件の掛ける１万円分の積

算なのかなというふうに推測しましたけれども、

この１万４，２２０世帯の中にはオール電化住宅、

また自動車等を持たない世帯も数多くあると思う

のです。市営住宅も含めてオール電化住宅、その

他燃料、化石燃料使わない世帯への対応について

どのようにお考えになっているのかお知らせをい

ただきたいというふうに思います。

あと、先ほどの御説明の中に郵送で送ると、全

世帯に。最終的に届くのは１２月の４週、全世帯

の配送が終わる予定で今想定していると。使用期

限は２月２８日、実質２か月間しか利用できない。

最後に届いた方は、利用期間が非常に短いのかな

というふうに思います。１０月から実施している

隣の市の部分についてはもう既に配送終わってい

て、１月の末までということで、１０月の中旬か

ら下旬にかけて３か月の利用期間がこちらのほう

についてはあるというところで、この利用期間の

設定、２月２８日としたところについて改めてお

尋ねをしたいというふうに思います。

あと、ちょっと利用できる事業者なのですけれ

ども、市内の燃料取扱店、使えるのかなというふ

うに思いますけれども、大手のホームセンターと

かでも今燃料の配送行っている事業者ございまし

て、そちらのほうは利用できるのかどうなのか確

認をしたいというふうに思います。

あと、併せて施設入所者、特別養護老人ホーム

等に入所されている方、例えばそういう方につい

ては助成券の取扱い、どのような形になるのかお

尋ねをしたいというふうに思います。

続いて、債務負担行為の補正に関してですけれ

ども、あくまで５年間の支出の限度額ということ

は、私ども重々承知してお聞きをしております。

ただ、今指定管理料、限度額補正が出てきた施設

の中でそれぞれ５年前に同じく債務負担の補正上

げておりまして、福祉センターは新規の施設なの

で、今回からということになりますけれども、単

年度の維持管理費を基準として５年間、令和５年

から９年までの分の部分、また道の駅、サンピラ

ーパークについても継続施設なので、５年間分上

がっていると。ふうれん地域交流センターも同様

ということで、施設によっては前回の補正予算、

債務負担行為の限度額よりも５０％以上限度額増

えている施設もございます。こちら限度額、施設

によって用途であったり、性質、また規模によっ

て、また金額の分母も違うので、一概には規定で

きないと思うのですけれども、それぞれ基本的に

は施設の維持管理費用がメインになる料金だと思

いますので、この辺の各施設の金額の増えた割合

の差というのはどういうことが原因なのか、そこ

だけ併せて説明をいただきたいというふうに思い

ます。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

倉澤議員から何点か〇総務部長（渡辺博史君）

御質問いただきました。まず、燃料の関係で先ほ

ど申し上げました灯油、プロパンガス、ガソリン、

軽油ですか、というところでそれを使わないオー

ル電化の方ですとか、オール電化で車、マイカー

を持っていない方なんかは、この部分の燃料に該

当しないのかなという部分もあろうかと思います。

基本的にお知らせの文書の中でこれに該当しない

部分についてはお問合せくださいという形は入れ

ようかと思っています。今内々で私どもとしても

検討しているのも例えば同じような部分で電気料
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金なんかもありますけれども、電気料金はこの該

当にはしていないのですけれども、例えば電気料

金で口座振替なり、何か支払っただとか、そうい

う部分のものが確認できるような書類を頂ければ、

償還払いみたくはなってしまうかもしれないので

すけれども、燃料券の相当額なんかを、２，５０

０円とか５，０００円とかになればその分を償還

払いで助成しようかなと。助成といいますか、払

おうかなという部分なんかも今協議しているとい

うところでございます。

あと、２月２８日の部分でございますけれども、

実は充当している臨時交付金なのですが、３月３

１日までに基本的には全て終わらせなければなら

ないという部分もありまして、そういう部分も踏

まえますと２月２８日で、今の例えばガソリン代

ですとか灯油の高騰部分も含めると、早い方は１

２月中旬に届くという形もありますけれども、２

か月ちょっとで１万円分使えるのではないかとい

うことも私どもとしては考えているところでござ

います。

あとは、施設入所者ですか、施設入所者につき

ましては別途今後施設側とちょっと協議をしてい

きたいと考えております。その他やり始めて様々

な課題出てくるかもしれませんが、先ほど議員お

っしゃっていましたけれども、近隣で先行して実

施している市もありますので、情報交換、情報収

集しながら対応していきたいと考えております。

あと何だっけ。

事業者。〇議長（東 千春議員）

すみませんでした。〇総務部長（渡辺博史君）

事業者、一応私どもとしては市内事業者を使って

いただきたいと考えておりまして、名寄のほうで

上川北部石油業協同組合がありますので、そこの

加盟店と、あとＪＡさんを対象事業者と考えてい

ます。

あと、債務負担行為の関係でございますけれど

も、指定管理者といいますか、施設の運営に当た

っては人員が今ぎりぎりのところでやっていて、

増やさなければならないという部分で、人件費が

上がっているだとか、そういう部分の指定管理者

の候補者ですか、事業者の説明も委員会の中では

ありましたので、そういう部分も含めて施設の状

況に応じてこういう設定がされているのだろうと

考えております。

以上です。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

燃料高騰対策生活支援〇２番（倉澤 宏議員）

事業について今詳細にお答えをいただきましたけ

れども、石油類使わない、ガスも使わない世帯に

ついては電気料金の部分についても対応を考えて

いるということで御答弁があったのかなというふ

うに思います。その辺り先に始めているお隣の市

との違いを出しているのかなというふうに感じさ

せていただきました。今回の事業のほかにも名寄

市では名寄市暖房費用緊急支援事業、また電力・

ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金、似たよ

うな事業、複数今始まってきているところもあり

ますので、できるだけ市民の皆さんが混乱しない

よう、またトラブルが起きないように対応をお願

いしたいというふうに思います。あわせて、何よ

りも真にこの事業が必要な方に行き届くような制

度設計、ぜひとも御配慮いただきたいなというふ

うに思います。

指定管理料の債務負担行為、個別にもう少し御

説明いただきたかったのですけれども、あくまで

５年間の支出の限度額ということで、ただ設定す

るに当たってあまり概算費用ということではなく

て、もう少し精度を上げたしっかりとした補正予

算の部分ですから、限度額、金額を積算して、ぜ

ひとも上げていただきたいなと。今後の部分で年

度途中で出てくる債務負担の補正も含めてですけ

れども、お願いをしたいなというふうに思います。

この場ではこれ以上しませんけれども、いずれも

新年度の予算に関わるものです。後日一般質問に

おいてもその他の委託料含めて詳細のほう確認を

していきたいというふうに思いますので、準備の
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ほうよろしくお願いしたいと思います。

以上です。

川村幸栄議員。〇議長（東 千春議員）

それでは、この補正〇１０番（川村幸栄議員）

に関わって３点ほどお伺いをしたいと思います。

１つは、ただいま質疑がされていました燃料高

騰対策生活支援事業費に関わってでありますが、

事業の詳細については具体的にこれからというこ

ともありましたし、２，５００円の券を４枚とい

うのも分かったところですが、周知について１２

月の広報でお知らせ、広報の中にということでし

た。別のチラシとして折り込んでいただけるのか、

分かりやすい目立つ内容でしていただくのか、こ

このところもう一度お尋ねをしたいと思います。

それから、全世帯に送付するということなので

すけれども、先ほど部長ゆうパックとおっしゃっ

たかなというふうに思うのですけれども、燃料券、

金券ですので、簡易書留になるのかなというふう

に思っていて、ここの確認をさせていただきたい

なというふうに思います。

それで、もう一つは第３回定例会の中で暖房費

用の緊急支援、非課税世帯の皆さん方にされたわ

けですけれども、この申請も２月２８日までとい

うことでしたので、これは理解したいなというふ

うに思うのですが、３定で非課税世帯の皆さん方

に緊急支援がされた。そして、今回は全世帯にと

いうことで今回の定例会で提案がされている。こ

の事業がこの時期になった、提案された理由がち

ょっと知りたいというふうに思いますので、お知

らせください。

それから、もう一つは同じように緊急支援の中

で農林業費の中の化学肥料、配合飼料、また酪農

畜産の方々への支援なのですが、これ対象者であ

ったり、給付方法であったり、この事業、やはり

必要とされている皆さん方にきちっと届くことが

必要だというふうに思っています。どのようにお

知らせをしていこうとされているのか、ここのと

ころをお聞かせをいただきたいと思います。

もう一点なのですが、総務費の住民基本台帳ネ

ットワーク管理事業費の中で、マイナンバーの取

扱いの中で休日、夜間臨時窓口を開くというふう

なお話でありました。日程が分かればお知らせを

いただきたいというふうに思いますし、またマイ

ナンバーの申請だけ、この夜間窓口が開いている

中でほかのことでも夜間開いていてよかったわと

いうことで違う申請が、相談にも行くことできる

のかどうかお聞きをしたいと思います。

それと、この中で備品購入費が大きくなってい

るのです。２７４万７，０００円なのですが、こ

の備品購入、どういった備品なのかお知らせをい

ただければというふうに思います。

以上です。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

燃料高騰の部分で私〇総務部長（渡辺博史君）

のほうから答弁させていただきたいと思います。

まず、広報の周知の関係でございますけれども、

実はこの事業、いろいろ協議を重ねて決まった事

業でございまして、１２月号広報の記事には間に

合わなかったということもありまして、別紙で、

紙を用意しまして、先ほど倉澤議員の答弁のとき

にもお話しさせていただきましたが、予告みたい

な形で届きますよという形で別に紙を１枚用意し

まして、町内会の皆さん方に御足労をかけるので

すけれども、お願いして、全戸に配布したいと考

えているところでございます。

あと、ゆうパックの関係でございますけれども、

ゆうパックも実は簡易書留と同じように受領印と

いいますか、それがあるものですから、ゆうパッ

クで送らさせていただきたいと。受領印を押すも

のですから、簡易書留と基本的には変わらないの

ですけれども、同じような形になるのですが、ゆ

うパックで物を梱包して、送らさせていただきた

いと考えております。

あと、なぜこの時期になったかというところで

ございますけれども、基本的には９月ですか、細

々と何か補正があって、臨時交付金、額はまだ分
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かっていないのですけれども、提示される形なの

ですけれども、その前は９月でしたか、そういう

形で順番といいますか、順次臨時交付金が何ぼ来

ますよという形で通知されるわけでございますけ

れども、私どもとしましてもいろいろ事業を市民

の皆さんのためにどのような事業がいいかという

形で議論を重ねて、９月のときには水道、下水道

の部分が出てきたという形なのですけれども、以

降もいろいろ議論を重ねて、そして今回の燃料券

の事業になったということで、時期がどうしてこ

うなったかというのは議論を重ねてこうなったと

いう形で、それぞれよりよい制度がどれかという

形を庁内でいろいろ議論して、今に至ったという

ことで御理解いただければと思います。

以上です。

山田経済部長。〇議長（東 千春議員）

化学肥料、配合飼料〇経済部長（山田裕治君）

購入支援給付金の周知方法でございますが、それ

ぞれ農業者の方に郵送で申請書と、あと今回の支

援制度の概要のついたパンフレットといいましょ

うか、チラシのほうも併せまして郵送で配付させ

ていただきというふうに考えております。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

住基ネットワークの〇市民部長（廣嶋淳一君）

管理事業費の関係で、マイナンバーカードの関係

に係る御質問いただきました。端末の備品購入費

の関係なのですけれども、住基ネットに接続する

ための端末ということで、パソコンなのですけれ

ども、ただ国のほうの機関と接続する関係でそれ

のセットに係る金額が非常に高額になっておりま

して、それも含めてこの金額になっております。

それから、スケジュールの関係ですけれども、

一応１２月からスタートさせていただく予定にな

っておりまして、補正予算審議いただきましたら、

すぐ地元紙のほうに少し大きめの広告を出させて

いただいたり、それからホームページ、広報等に

もＰＲさせていただいて、広く皆さん、まだ申請

されていない方、目につくような形で少し広報の

ほうというか、周知のほうは強化していきたいな

というふうに考えております。一応当面今のとこ

ろ来年３月までを考えておりますけれども、今回

お知らせする部分については１２月、１月の部分、

開始日と曜日とか時間とか、そういったものは先

にまず周知していきたいなと思っておりますし、

その後２月以降についても改めて広報紙、日程が

決まりましたらまたお知らせしていきたいという

ふうに考えております。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

燃料高騰対策支援の〇１０番（川村幸栄議員）

件なのですけれども、周知、やっぱり突然に券が

送られてきたらという心配をすごくしていたもの

ですから、予告ということで、別刷りで目立つよ

うにぜひ皆さんの目につくような内容にしていた

だきたいなというふうに思っています。また、庁

内での議論を重ねて、重ねてというふうな部長の

話がありました。やはり皆さんに本当に心配なく

届くようにしていただきたいなというふうに強く

お願いをしていきたいところであります。

それからあと、農業の飼料等の支援のところで

すけれども、個別に皆さんのところに届くという

ふうなお話を今いただきました。農業されている

皆さんのところに行くわけですから、皆さんのと

ころに周知をされ、それぞれ申請をしていくとい

う形になっているのだというふうに思いますので、

これはちょっと安心をしたところです。本当に、

前回の定例会でも質問させていただきましたけれ

ども、やっぱり農家の方々、大変な負担だという

ことでお話を聞いているところでありますので、

喜ばれているかなというふうに思います。

それからあと、マイナンバーに対する対応なの

ですけれども、休日、夜間対応も市民にとっては

非常にうれしいことではあるのですが、ただ先ほ

どちょっと御答弁なかったかなと思うのですけれ

ども、マイナンバーの申請だけしかできないのか

どうか。ほかのところで御相談事だとか別の申請
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だとかができるのかどうか、ここもう一度確認さ

せてください。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

大変失礼いたしまし〇市民部長（廣嶋淳一君）

た。今回のこの臨時窓口に関しましては、マイナ

ンバーカードの交付ですとか、それから住所だと

か氏名の変更の関係の手続、それからマイナポイ

ントの申請の仕方の支援、それから暗証番号です

とか電子証明書の発行とか登録ということで、一

応マイナンバーに関するものに特化させていただ

いて、通常の証明書だとか戸籍の関係については

今回含めないで、これに特化させていただくとい

うことで、ほかの自治体もそのような形でも今さ

れておりますので、一応マイナンバーカードのほ

うに特化させていただいて、今回この臨時窓口を

進めていきたいというふうに考えておりますので、

御了承いただきたいと思います。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

納税のための夜間窓〇１０番（川村幸栄議員）

口もあるというふうにしてお知らせがあります。

このことだけで特化しているということになると、

市民の皆さんにとってちょっと混乱する部分も出

てくるやもしれませんので、やっぱりその辺につ

いては丁寧な対応していただくことを強く求めて、

終わりたいと思います。

ほかに質疑はございま〇議長（東 千春議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（東 千春議員）

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

これより採決を行います。

議案第９号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第９号は原案のとおり可決されま

した。

日程第９ 議案第１０〇議長（東 千春議員）

号 令和４年度名寄市国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１０号 令和４年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市国民健康保険特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれ３９８万３，０００円を追加し、予

算総額を２８億２７１万２，０００円に、直診勘

定におきまして債務負担行為を設定しようとする

ものであります。

補正の主な内容を保険事業勘定の歳出から申し

上げます。１款総務費におきまして４８万８，０

００円の追加は、マイナンバーカード保険証化手

続支援用端末の購入や未就学児の均等割軽減に関

わるシステム改修経費を追加しようとするもので

ございます。

７款諸支出金におきまして３３６万円の追加は、

令和３年度事業費が確定したことに伴う交付金等

の償還金を追加しようとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。１款国民健

康保険税におきまして決算見込み等から１，５３

９万５，０００円を減額し、３款道支出金におき

まして特別交付金６０万８，０００円を追加、６

款繰越金におきまして前年度繰越金２，２０５万

４，０００円を追加をするほか、一般会計繰入金

にて収支の調整を図ろうとするものであります。

直診勘定におきましては、第２表、債務負担行

為によって風連国保診療所ＬＥＤ照明賃借料を設

定しようとするものであります。

以上、補正の概要について申し上げました。よ
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ろしく御審議くださいますようお願い申し上げま

す。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

これより採決を行います。

議案第１０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第１０号は原案のとおり可決され

ました。

日程第１０ 議案第１〇議長（東 千春議員）

１号 令和４年度名寄市立大学特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１１号 令和４年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市立大学特別会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、各款にわたる臨時的経費を中心

に補正をしようとするものでありまして、歳入歳

出それぞれ５８６万７，０００円を追加し、予算

総額を１９億８，３７７万９，０００円にしよう

とするものであります。

補正の主なものを歳出から申し上げます。１款

教育費におきまして名寄市立大学振興基金積立金

４０６万６，０００円の追加は、新型コロナウイ

ルスワクチン接種に係る国庫補助金と委託料収入

を、名寄市立大学奨学金基金積立金１３２万円の

追加は、これまでいただいた寄附金をそれぞれ目

的に応じた基金に積み立てようとするものでござ

います。

次に、歳入について申し上げます。７款諸収入

において新型コロナウイルスワクチン接種に係る

委託料３５２万７，０００円を、８款国庫支出金

にて同ワクチン接種に係る臨時補助金５３万８，

０００円を追加をしたほか、一般会計繰入金にて

収支の調整を図ろうとするものでございます。

第２表、債務負担行為補正では、消防用設備点

検委託料ほか計８件を追加しようとするものでご

ざいます。

以上、補正の概要について申し上げました。よ

ろしく御審議くださいますようお願いを申し上げ

ます。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

これより採決を行います。

議案第１１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第１１号は原案のとおり可決され

ました。

日程第１１ 議案第１〇議長（東 千春議員）

２号 令和４年度名寄市下水道事業会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１２号 令和４年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市下水道事業会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、債務負担行為の追加を行うもの
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で、風連浄水管理センター等維持運転管理業務委

託料ほか１件を追加しようとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

これより採決を行います。

議案第１２号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第１２号は原案のとおり可決され

ました。

日程第１２ 議案第１〇議長（東 千春議員）

３号 名寄市議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部改正について、議案第１４号

名寄市パートタイム会計年度任用職員の報酬、

手当及び費用弁償に関する条例の一部改正につい

て、議案第１５号 名寄市特別職の職員の給与に

関する条例の一部改正について、議案第１６号

名寄市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他

の勤務条件に関する条例の一部改正について、議

案第１７号 名寄市職員の給与に関する条例の一

部改正について、議案第１８号 名寄市フルタイ

ム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部改

正について、以上６件を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１３号 名寄市議〇市長（加藤剛士君）

会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部改正について、議案第１４号 名寄市パート

タイム会計年度任用職員の報酬、手当及び費用弁

償に関する条例の一部改正について、議案第１５

号 名寄市特別職の職員の給与に関する条例の一

部改正について、議案第１６号 名寄市教育委員

会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関

する条例の一部改正について、議案第１７号 名

寄市職員の給与に関する条例の一部改正について、

議案第１８号 名寄市フルタイム会計年度任用職

員の給与に関する条例の一部改正について、一括

して提案の理由を申し上げます。

本件は、本年８月８日付人事院勧告に基づき、

国家公務員の給与改定が実施をされることに伴い、

名寄市職員及び会計年度任用職員の給与並びに議

員及び特別職の期末手当の額について同様の措置

を講ずるために関係条例を改正をしようとするも

のでございます。

なお、議員報酬及び特別職の給与額を改定する

際には、名寄市特別職報酬等審議会の意見を聞く

こととされておりますが、平成２６年５月１日に

同審議会から出された答申は、期末手当の額の取

扱いについては、人事院勧告等により一般職員に

改定があった場合には、その改定に準じることが

適当であるとされておりまして、今回の人事院勧

告に関して同審議会の各委員に確認をし、人事院

勧告どおりに改定を行うべきとの意見を受けて、

当該条例の一部を改正しようとするものでござい

ます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、議案第１３〇議長（東 千春議員）

号外５件の一括質疑に入ります。御発言ございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）
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これより議案第１３号外５件の一括採決を行い

ます。

議案第１３号外５件は原案のとおり決定するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第１３号外５件は原案のとおり可

決をされました。

日程第１３ 諮問第１〇議長（東 千春議員）

号 人権擁護委員の候補者の推薦についてを議題

といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

諮問第１号、人権擁護委〇市長（加藤剛士君）

員の候補者推薦について、提案の理由を申し上げ

ます。

人権擁護委員法の規定により、本市では８名の

人権擁護委員が法務大臣の委嘱を受け、活動を行

っておりますが、令和５年３月３１日付で西條知

加子氏が任期満了となります。

本件は、西條知加子氏を再度候補者として推薦

をいたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規

定により議会の意見を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

お諮りいたします。〇議長（東 千春議員）

本件については、市長が推薦する者について適

任と認めることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、本件は適任と認めることに決定いたし

ました。

お諮りいたします。〇議長（東 千春議員）

議事の都合により、明日１１月２９日から１２

月１１日までの１３日間を休会としたいと思いま

すが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、明日１１月２９日から１２月１１日ま

での１３日間を休会とすることに決定いたしまし

た。

以上で本日の日程は全〇議長（東 千春議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ０時０３分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 高 橋 伸 典

署名議員 黒 井 徹

令和４年１１月２８日（月曜日）第４回１２月定例会・第１号
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令 和 ４ 年 第 ４ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和４年１２月１２日（月曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第３号 名寄市総合計画（第２

次）後期基本計画を定めることについ

て

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第３号 名寄市総合計画（第２

次）後期基本計画を定めることについ

て

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 廣 嶋 淳 一 君

健康福祉部長 馬 場 義 人 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
松 田 慎 司 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 岡 川 進 君
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ただいまの出席議員数〇議長（東 千春議員）

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

日程第１ 会議録署名〇議長（東 千春議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１２番 高 野 美枝子 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

を指名いたします。

日程第２ 議案第３号〇議長（東 千春議員）

名寄市総合計画（第２次）後期基本計画を定め

ることについてを議題といたします。

１１月２８日の議事を継続いたします。

初めに、議案第３号はお手元に配付の審議日程

表（案）のとおりに進めたいと思いますが、御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、日程につきましては、配付の審議日程

表のとおり決定いたしました。

なお、審議順序については、後期基本計画の総

括説明、各会派代表者による総括質疑を行い、そ

の後後期基本計画の項目ごとに質疑を行います。

次に、総括質疑の取扱いについてお諮りいたし

ます。会議規則第５６条により質疑の回数は３回

までと規定をしておりますけれども、総括質疑に

限り回数を設けないことにしたいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、総括質疑に限り回数制限を設けないこ

とに決定をいたしました。

ただいまより後期基本計画の総括説明を行いま

す。

石橋総合政策部長。

おはようござい〇総合政策部長（石橋 毅君）

ます。それでは、私から議案第３号につきまして

総括説明をさせていただきます。

初めに、名寄市総合計画（第２次）後期基本計

画の策定経過について申し上げます。昨年１０月

２９日から１１月２６日までの期間で全世帯を対

象にアンケート調査を行い、市民ニーズや現状の

各施策に対する満足度や自由記述による御意見、

郵送等での回答１４０件、ウェブでの回答８６２

件、合計１，００２件の回答をいただき、５５９

件の御意見をいただいたところです。今回新たに

ウェブでの回答を加えることにより若い世代の回

答が大幅に増加し、年代による大きな隔たりなく

回答をいただくことができました。今年度に入り、

４月２５日には学識経験者、市内関係団体の代表

者などで構成する名寄市総合計画審議会を開催し、

市長から後期基本計画の策定について諮問をさせ

ていただきました。その後コロナ禍において制約

されてきた市民対話、参加の機会を設けるため５

月３０日の医療、福祉、子育て団体を皮切りに経

済、教育、文化、スポーツ団体など各分野の方々

と市長との意見懇談会を４回開催したことに加え、

広く市民の声をお聴きするために市長が直接子育

て支援施設や高齢者学級、市立大学などへ出向く

アウトリーチを計９回実施をし、膝を交えた意見

交換を行ってきたところです。この間中期計画の

検証による成果と課題を整理し、市民の皆様から

いただいた意見を計画策定の基礎資料とするため

審議会に情報提供しながら、８回の審議会を開催

し、９月１日に答申をいただきました。また、９

月２２日の議員協議会に名寄市総合計画（第２

次）後期基本計画骨子を提示しまして、９月２７

日から１０月２６日までの期間パブリックコメン

トを実施し、６件の御意見をいただきましたこと

から、若干修正を加え、１１月２８日、議案とし

て提出をさせていただきました。

以下、お手元の議案書、名寄市総合計画（第２

次）後期基本計画（案）により順次概要について
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説明を申し上げます。

表紙をめくっていただきまして、目次がござい

ますが、基本目標につきましては５つ、それぞれ

主要施策ごとにページ番号が付されております。

この主要施策までが基本構想となっており、平成

２９年度からスタートしております名寄市総合計

画（第２次）の１０年間の枠組みとなります。

ページをおめくりいただき、２ページ目、踏ま

えるべき現下の情勢となっておりますが、ここか

らが基本計画部分でございます。踏まえるべき現

下の情勢として、エネルギーや食料自給率の低い

我が国においては急激な円安による輸入コストの

上昇でエネルギー価格の高騰、原材料高で食料品

も影響を受けるなど物価が上昇傾向であり、地方

都市においてもその影響は避けられない状況にあ

る中で、さらに新型コロナウイルス感染症やデジ

タルトランスフォーメーション、ＤＸへの対応、

持続可能なまちづくり、ＳＤＧｓ実践や脱炭素社

会の実現、ゼロカーボン推進など現下の情勢の変

化に対応するための取組が必要であると前置きし

た上で、これらに留意しながらの計画を策定いた

しました。

次に、４ページ目、重点プロジェクトは、名寄

市総合計画（第２次）から取り入れたものであり

ますが、施策間連携と名寄市まち・ひと・しごと

創生総合戦略との整合性を重視し、前期、中期計

画に引き続き経済元気化プロジェクト、安心子育

てプロジェクト、冬季スポーツ拠点化プロジェク

トに取り組むとともに、少子高齢化、特に生産年

齢人口の減少が進む中、年齢や国籍、性別、障が

いのあるなしにかかわらず地域の担い手として参

画し、それぞれのライフスタイルに応じて役割や

生きがいを持つとともに、生涯健康で活躍できる

環境づくりに取り組むため生涯活躍プロジェクト

を新たに加え、４本としております。

４ページ下段の表では、重点プロジェクトと基

本構想及び基本計画の関係を表しておりますが、

特に関わりが強いと思われる基本目標には星印を

つけております。

６ページ目にはＳＤＧｓ、持続可能な開発目標

で掲げられている１７のゴールについてアイコン

と目標についてお示しした上で、主要施策ごとに

関係の深いアイコンを表示し、見える化を図って

おり、総合計画を推進することでＳＤＧｓにも寄

与する計画といたしました。

７ページ目からにつきましては、５つの基本目

標を構成する主要施策についてそれぞれ記述した

ものでございます。基本的にはそれぞれの施策項

目につきまして現状と課題を述べ、後期基本計画

の方向性という順で記載してございます。細部に

つきましては、基本目標ごとの審議にて別途説明

をさせていただきます。

以上、総括説明を終わらせていただきます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。

これより、総括質疑を〇議長（東 千春議員）

行います。

市政クラブを代表して、山田典幸議員。

おはようございます。〇１６番（山田典幸議員）

ただいま議長より御指名をいただきましたので、

市政クラブを代表いたしまして、名寄市総合計画

（第２次）後期基本計画に関わりまして総括質疑

を行わせていただきたいと思います。

まず、冒頭に、先ほど総括説明にもありました

ように、今回の後期基本計画策定に当たりまして

総合計画審議会並びに関係各位の御尽力に対しま

して深く敬意を表したいと思います。名寄市の目

指すべきまちづくりを進めていくための行動指針

である名寄市総合計画（第２次）の仕上げの４年

間となる後期計画でありますが、改めて現状の課

題や基本的な考え方などについて共通認識を図る

べく幾つかの点について一問一答にてお伺いをし

てまいりたいと思いますので、よろしくお願い申

し上げたいと思います。

まず初めに、中期基本計画期間、令和元年から

令和４年まで４年間は、名寄振興公社の問題や王

子マテリア株式会社名寄工場の生産品集約に伴う
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工場閉鎖など名寄市のまちづくりに非常に大きな

影響を及ぼす出来事がありました。加えまして、

新型コロナウイルスが全世界において感染拡大を

する中で、その中での行政運営となったところで

ございます。そのような状況などを踏まえた中で、

今年度で終了する中期基本計画をどのように検証、

総括し、次年度からの後期基本計画に反映させて

いるのか、この辺りの基本的な考え方についてお

伺いいたしたいと思います。

また、このたび示された後期基本計画において、

従前の３つの重点プロジェクトに加えまして、新

たに生涯活躍プロジェクトが追加されております。

新たな重点プロジェクトの追加に当たって、庁内

や総合計画審議会などにおける議論経過、そして

その主な内容について併せてお伺いしたいと思い

ます。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

それでは、お答〇総合政策部長（石橋 毅君）

えをさせていただきます。

名寄市総合計画（第２次）後期基本計画策定に

向けて中期４年間における施策の進捗状況等を総

合的に検証して、情勢等の変化に伴う諸課題を整

理、総括を行うとともに、策定方針として市民参

画の促進、社会、経済情勢の変化や現下の情勢を

踏まえた課題への対応、基本構想に基づく継続性、

分かりやすさと実効性の確保の４点を基本姿勢と

定めまして、計画の策定に取り組むことといたし

ました。毎年度実施計画事業の行政評価及びロー

リングを行い、ＰＤＣＡサイクルを回し、必要な

見直しを行ってきておりますけれども、この作業

に加えまして中期基本計画の検証、総括として全

ての主要施策に定める成果指標、ＫＰＩの検証を

行うとともに、中期基本計画に記載のある現状と

課題に対しまして解決に向けた取組とその成果、

それを踏まえた今後の課題について整理を行わさ

せていただきました。さらに、アンケート調査を

実施しまして、市民ニーズ及び施策に対する満足

度の変化を把握するとともに、各種団体との意見

懇談会に加え、コロナ禍で制約されてきた市民対

話、参加の機会を可能な限り設けるため、市長自

ら子育て支援施設や高齢者大学、市立大学などへ

のアウトリーチを行いました。そこでいただいた

貴重な御意見は庁内はもちろん、総合計画審議会

に情報提供を行い、現状と課題を整理するととも

に、後期計画期間の方向性をまとめさせていただ

きました。

重点プロジェクトについてのお話もございまし

たけれども、重点プロジェクトは複数の基本目標

にわたり施策間連携により一層の効果が見込まれ

る取組かつ人口減少の克服を主眼とし、特に取り

組むべき施策を示した名寄市まち・ひと・しごと

創生総合戦略との整合性を図ることとして、これ

までも取り組んできております。総合計画審議会

において中期計画期間の重点プロジェクトに関連

する事業や事業費、成果指標、ＫＰＩの検証を行

う中で、名寄市まち・ひと・しごと創生人口ビジ

ョンに基づく人口推計や直面する地域課題と地域

の優位性、冬季、雪などを踏まえて、中期に引き

続きその場で経済元気化プロジェクト、それから

安心子育てプロジェクト、そして冬季スポーツ拠

点化プロジェクトに取り組むことを御提言をいた

だいたところであります。また、審議の中で委員

から本市の高齢化率は３０％を超えているが、高

齢者が健康で活躍しながら生活するためのプロジ

ェクト、施策がないと要介護者や介護保険料の増

加にもつながることから、新たなプロジェクトの

検討についても求められました。高齢者が対象と

なるプロジェクトについて総合戦略との整合性を

含めて検討を行いまして、地方創生の取組として

国の内閣官房まち・ひと・しごと創生事務局でも

高齢者に特化した生涯活躍から高齢者はもちろん、

全世代、全ての人を対象とした生涯活躍にシフト

したことから、本市におきましても令和２年に総

合戦略を改定し、誰しもが活躍できる環境づくり

の推進に取り組むこととしております。このよう

な経過もありまして、本市の最上位計画である総
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合計画の重点プロジェクトにおいても未来に向か

って高齢者を含む全ての市民を対象とする新たな

プロジェクトとして年齢や国籍、性別、障がいの

あるなしにかかわらず地域の担い手として参画し、

それぞれのライフスタイルに応じて役割や生きが

いを持つとともに、生涯健康で活躍できる環境づ

くりに取り組む生涯活躍プロジェクトを追加する

ことといたしました。

以上、プロジェクトのお話についても終わらせ

ていただきます。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

今お答えをいただき〇１６番（山田典幸議員）

ました。中期計画の検証については、また後ほど

項目ごとに質疑をさせていただきたいと思います

が、今御説明のあった生涯活躍プロジェクト、い

ろいろ人口推計ですとか、それに伴う高齢化率が

高くなっているというところでの新たなプロジェ

クトが求められたということで、地方創生の取組

の中で全ての人を対象として活躍できる社会とい

うことが基になっているということでありました。

この説明の中にもありますけれども、年齢ですと

か国籍、性別、障がいのあるなしにかかわらず全

ての方が地域の担い手として参画し、生涯健康で

活躍できる環境づくり、これ新たに追加したのを

私なりに読み取らせていただきますと、この生涯

活躍プロジェクトそのものが人口減少対策そのも

のではないかなというふうに思うのですけれども、

その辺りの考え方についてはいかがでしょうか。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

基本的に重点プ〇総合政策部長（石橋 毅君）

ロジェクトについては地方創生、総合戦略と関連

性をつくった中での設定ということをこれまでも

努めてきたところでございまして、今議員おっし

ゃるとおり、今回４つになりますけれども、この

４本ともやはり人口減少対策に資する取組と強く

関連している取組だなというふうに感じておりま

す。特に今回新たに設定した生涯活躍プロジェク

トというのは、非常に幅の広い取組を求められる

重点ということでございますので、我々としても

本当にある意味ここに、議場の中に入っている仲

間全て連携しながら、いろいろな角度からこの重

点に据えた目的をよく考えて取組を広げていかな

ければならないかなというふうに考えております。

おっしゃるとおりの人口減少対策に資する取組だ

と考えております。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

人口減少対策、ここ〇１６番（山田典幸議員）

現状の課題もありますけれども、少子高齢化に伴

う特に生産年齢人口の減少というのが名寄市にと

っても顕著であります。生産年齢人口にとりわけ

特化するということでありませんけれども、まず

そこの世代をどうこの地域から流出しないように、

そこが人口減少の歯止めになるのだというふうに

考えるところです。そのためには、やはり雇用の

場の提供というのが重要になるのかなというふう

に思います。まず、そういう部分では産業、いわ

ゆる市内の経済が活性化することが大事なのだと

いうふうに思います。若い世代だけではなくて、

雇用の場が設けられることによって今高齢者の方

も、生産年齢人口というのは１５歳以上６５歳未

満、６５歳以上がいわゆるシルバー世代、皆さん

６５歳、７０歳といいましても元気ですから、シ

ニア世代と言ったほうがいいのでしょうか。そう

いった方のまた雇用の場、第２の人生として働く

場、活躍の場というのも重要なのだと思います。

この人口減少対策と併せて、生涯活躍プロジェク

トにおいては産業振興というものも関わってくる

のではないかなというふうに思いますが、その辺

り考え方についてお聞かせをいただきたいと思い

ます。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

本当に資料、議〇総合政策部長（石橋 毅君）

案の中でこの重点プロジェクトがどの基本目標と

連携するかという図を示しておりますけれども、

ほとんどの、５本のうちの４つが星印がついてい

る、そんな関係性の重点プロジェクトということ
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になっております。議員おっしゃるとおり、生産

年齢人口の皆さん方にしっかりとここで定住して

いただいて、しっかりと次の世代へつないでいく

というまちづくり、この好循環というものをしっ

かりつくっていくためには仕事、産業というのは

非常に重要な位置づけということで、ここについ

ては経済元気化プロジェクト、今回議員協議会の

中で資料２としてお配りしておりますＫＰＩの一

覧がございますけれども、この中でも経済元気化

プロジェクトについてはやはりそこにしっかりと

目的を達成するために新たに立地した企業という

のを、結構なかなか厳しい数字を目標と掲げてお

りますけれども、この計画期間内に４件を目標に

しているということで、そういった部分でも産業

振興室のほうでもそういったところしっかりと捉

えて、目標設定をして、取り組ませていただきた

いというふうに考えておりますので、よろしくお

願いいたします。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

改めてこれ全庁連携〇１６番（山田典幸議員）

ということなのだというふうに思います。産業し

かり、また障がいのあるなしにかかわらずという

文言もあるように、障がいを持っている方、ない

方等も含めて、そういった雇用の場の確保という

のも、これはいろいろな分野にも波及してくるの

だというふうに思います。全ての方がそれぞれの

ライフスタイルに応じた役割や生きがいというこ

ともうたっておりますので、ぜひ施策間連携はも

とよりですけれども、これ基本目標のⅢ以外が星

印ということですけれども、これもう全部に関係

あるのだというふうに思っておりますし、これ非

常に総計の審議会の中でも新たなプロジェクトが

求められたというお答えもありましたけれども、

これからの持続的なまちづくりに資する重要な取

組だというふうに思いますので、今後後期計画に

向けてしっかりと全庁連携して人口減少対策、ひ

いては持続可能なまちづくりに向けて取り組んで

いっていただくことをお願いしたいというふうに

思います。

コロナの、中期基本計画、冒頭申し上げたよう

に、名寄市にとって様々な事象が発生いたしまし

た。後ほど公社の関係、王子の工場の閉鎖の関係

は別の項目でお伺いしたいと思いますけれども、

特に中期基本計画期間中、やはり新型コロナウイ

ルスの発生ということが非常に大きな行政運営に

も影響を与えたということだというふうに思いま

す。コロナ禍の影響によりまして市民の皆さんの

コミュニティー活動に大きな制約が生じたという

こと、そのことを受けて、やはり人と人とが関わ

る、いわゆるコミュニケーションが希薄になって

いるという状況が今の状況なのだというふうに思

います。そこで、基本目標のⅠ―１、市民主体の

まちづくりの推進ということの中に関連しまして、

後期計画期間の方向性ということで、新たな地域

コミュニティー組織としての体制強化を推進しま

すということでうたっております。これ今後のコ

ミュニティーの在り方をどうするかという大きな

課題だというふうに思います。町内会の活動等も

含めてなのだというふうに思いますけれども、町

内会の活動等については一般質問の中で同僚議員

がそこら辺は詳しく一般質問で取り上げますので、

ここでは触れませんけれども、今後今希薄になっ

たコミュニティーをどう回復させていくか、人と

人とのつながりを、またどういうふうに行政とし

てコミュニティー活動が活発になるようにしてい

くのか、その辺りの考え方、この方向性に関して

具体的な今後の推進の考え方等についてお伺いを

したいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

私から機運の醸〇総合政策部長（石橋 毅君）

成とか、そういったところの方向性でちょっとお

答えをさせていただければというふうに思います。

市民主体のまちづくりを推進するための組織と

して単位町内会、それから小学校単位を基本に設

置する地域連絡協議会、名寄地区、風連地区の町

内会長で組織されている町内会連合会が活動をし
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ております。コミュニティー活動の主な課題とし

て、役員の担い手不足や高齢化のほか、未加入世

帯の増加などが挙げられておりまして、加えて昨

今の少子高齢化が進展している状況から町内会の

運営も今後さらに難しくなっていくものと懸念を

されているところであります。また、地域住民の

参画で特色ある学校づくりを進める仕組みであり

ますコミュニティ・スクールの役員を重複して担

われている方も多くございまして、会議出席など

負担が大きいとの課題が明らかになっています。

負担軽減によるコミュニティー活動の活性化や自

主防災組織、安全安心会議、コミュニティ・スク

ールとの役割も整理することで新たな担い手の掘

り起こしを図り、活性化に資する取組を再構築す

る時期と考えております。名寄市総合計画（第２

次）後期計画の中で地域連絡協議会やコミュニテ

ィ・スクールなどとの連携や事業の見直しなどを

進めさせていただきながら、こういった課題解決、

現在の課題について取り組んでいきたいなという

ふうに考えております。

以上です。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

お答えにありました〇１６番（山田典幸議員）

ように、ここにもありますけれども、地域連絡協

議会とコミュニティ・スクール、以前もどこかで

述べさせていただいたように、名寄市内の全校に

コミュニティ・スクールが設置されているという

状況を十分生かす中で、地域のコミュニティー活

動の活性化につなげていっていただきたいと思い

ますけれども、そもそもコミュニティー活動、ど

ういう形が正解かというのはなかなかないのかも

しれませんけれども、私自身は学校がそういった

全校コミュニティ・スクールになっているという

ところも踏まえると、子供を介してコミュニティ

ー活動が活発になっていくということ、そういっ

た機運の醸成がやはり大事なのかなと。よくお母

さん方の、例えば転出で入ってこられた方が友達

になれるきっかけってやっぱり子供を介している

とか、そういった部分が非常に大きいのだという

ふうに思います。子供は地域の宝とよく言われま

すけれども、最近テレビで公園の近くに住んでい

る方が子供の声がうるさいというような、いろん

な背景はあるのかもしれませんけれども、本当に

そういう世の中になってしまったのかなというふ

うにちょっと残念な気持ちにもなる中で、これか

らは本市としても子供を介した、やっぱり子供を

中心とした地域コミュニティーづくりというのが

大事になってくるのだというふうに思います。そ

ういった仕組みづくりをしていく中で多世代の交

流、当然子供たちはそうですけれども、今の保護

者世代、また高齢者の方という部分で何かきっか

けになる活動、最初は簡単なものでもいいのかも

しれませんけれども、そういった仕組みづくりを

より推進していく、加速していくということが大

事なのかなというふうに思いますけれども、ちょ

っとそこら辺にスポットを当てながらやっぱりコ

ミュニティー活動を活性化していくということが

大事かなというふうに思いますけれども、その辺

の考え方についてはいかがでしょうか。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

おっしゃるとお〇総合政策部長（石橋 毅君）

りのことなのだと思います。地域で子供を育てる

といったような考え方に基づいて地域コミュニテ

ィ・スクールといったようなところをコミュニテ

ィーの核にしていくという考え方で今後進めてい

きたいというのがこの計画に書いてあるところで

ございまして、具体的な仕掛けであったりという

のは、またそこはそこで学校区単位で構成されて

いる町内会、それぞれの町内会長様、あと町内会

連合会も含めまして目的をそこに据えた中で検討

しながら具体的な事業に動き出せるように我々も

しっかり事務局として支援していきたいというふ

うに考えております。方向性としては、そのよう

な方向でぜひとも前に進めていきたいなというふ

うに考えております。

山田議員。〇議長（東 千春議員）
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話戻りますけれども、〇１６番（山田典幸議員）

コロナ禍で市民の皆さん、大多数の方が思ってい

るのかなというふうに思いますけれども、人と人

との関わり、コミュニケーションが取れないとい

うことにストレスを感じているという方もたくさ

んいらっしゃいますし、雰囲気的にはもうそろそ

ろ、いろんな活動が制約されてきている中でやっ

ぱり人と人との関わりというのが大事なのかな、

大事だなというのは多くの方が認識しているのだ

と思います。一方では、コロナ禍でＩＣＴを活用

したオンラインでの会議ですとか、集まらなくて

もできるという便利な時代になったなと思います

けれども、そういったものも一方ではこれＤＸの

推進等も含めて推進していかなければならないの

ですけれども、これ相反することかもしれません

けれども、便利なものは便利なものでしっかりと

生かしていく。反面、こういった今だからこそ人

と人とのつながりというのを大事にしていくとい

うことをやはりもっともっと打ち出していくべき

だというふうに思います。その辺りの考え方につ

いてお聞かせください。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

今相反するとい〇総合政策部長（石橋 毅君）

うことで、いわゆる便利な世の中というお話とコ

ミュニティーの考え方ということなのかなという

ふうに受け止めました。この間国内の情勢を見て

いくと、人口集中地区を中心にやはり一定程度先

にコミュニティーが崩壊していった、そんなこと

が時代背景にあるのかなと。そういった方たちを

しっかりと支援していくためにいろいろな法整備

がこの間行われてきているというのも事実なのだ

ろうと思います。そこの極めつけというのが例え

ば介護保険であったりとか、従来、公助と共助と

いう言い方をするとするならば、共助という形で

地域を支えていた、地域の暮らしを支えていたと

いう仕組みから一定程度成熟したといいましょう

か、世の中が、日本国内が成熟するにつれてやは

り公助、公、行政が支援するという仕組みが確立

されてきたということでいうと、ある意味今まで

の共助の部分を公助が侵食した結果が今コミュニ

ティーとしての、ではどんなコミュニケーション

取ればいいのかという困り事が減ってきた。悪い

ことではないのですけれども、その状況が今の時

代なのだろうというふうに思っています。その中

で新たにでは皆さんのコミュニティーの目的とし

てどうしていくかということでいうと、やはり先

ほども言いましたけれども、地域で子供を育てる

というのを一つの目標にその地域が一つまとまれ

ないかということで、今そういう方向で取り組ん

でいきたいというふうに思っています。しかしな

がら、なかなか共助の部分でいいますと、でも基

本的には私は向こう三軒両隣、ここがしっかりと

御挨拶をして、コミュニケーションを取った中で、

そのつながりの中で一つの町内会が組織され、そ

の最小というか、の地域の町内会がさらにつなが

って、名寄市全体ということにつながっていくの

だろうというふうに思っていますので、何がどう

なってもやはり私基本になるのは向こう三軒両隣、

しっかりとここが御挨拶して、きちっと顔の見え

る関係でいるということが非常に大切だなと思っ

ておりますので、そういったところも原点に返り

ながらしっかりとまた進めていければなというふ

うに考えております。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

部長の思いも含めて〇１６番（山田典幸議員）

お答えいただきました。こういう時代だからこそ

そういったものが大事だというふうに思いますの

で、この辺りのコミュニティーが改めて活性化す

るように子供を地域で育てるということを真ん中

に据えて、ぜひ市内のコミュニティー活動、人と

人との関わり、つながりを深めていく取組を推進

していただきたいと思います。

子供たちの話というか、学校の話にもなりまし

たので、コミュニティ・スクールから関連しまし

て、小中は全校にコミュニティ・スクールが設置

されておりますけれども、新たに来春新設校とし
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て開校します市内唯一の新たな名寄高校にも今学

校運営協議会を設置するという方向で協議がなさ

れているということだというふうに思います。い

ろいろとこれまでの間統合に向けての様々な市民

団体の議論ですとかあった中で、いかに魅力を高

めていくかという取組も非常に大きな動きになっ

て、今まさに形になろうとしているところなのだ

というふうに思います。いろいろとカリキュラム

等も含めて一定程度見えてきている部分もあるの

だというふうに思いますけれども、特にこれ単位

制という中で科目の履修が選択可能になったとい

うのはもちろんですけれども、名寄市立大学の講

義を受講することで所定の単位が取得できるとい

うような、そういった非常に画期的な取組、学校

のカリキュラムになっているというふうに思いま

す。そういった特性というか、本当にいい部分の

やっぱり魅力をもっと発信していくことも重要だ

と思いますけれども、名寄市として、これ道立高

校だからということで支援していなかったという

ことでもありませんし、今後当然市内唯一の学校

ということで何らかの支援をしていくのだという

ふうに思いますけれども、後期計画期間の方向性

においても特色ある支援策について検討を進めま

すと、こういうことで方向性が打ち出されており

ますけれども、行政側として新しい高校に対しま

してどのような形で支援をしていく考えなのか、

基本的な考え等についてお答えをいただきたいと

思います。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

新名寄高校に対して〇教育部長（木村 睦君）

どのような特色ある支援策を今考えているかとい

うことの御質問かというふうに思っています。山

田議員のほうからもそれぞれ今分かり得る情報に

ついて魅力化推進委員会を通じながら、市として

もチラシを作らせていただきながら皆さん方に周

知させていただいているところでございます。今

後さらに新名寄高校、市内唯一の高校となること

でございますので、これからも市としては十分に

コミットしていく必要があるというふうに考えて

おりますし、高校というのはやっぱり地域づくり

にとって非常に重要な学校であるというふうにも

考えておりますので、これから高校側とも十分に

協議しながら特色ある支援策、今具体的にどうい

うものかというところがまだ打ち出すことはでき

ておりませんけれども、これから新しい名寄高校

になって、そこでどのような支援が必要かという

ところを高校側としっかりと議論させていただき

ながら進めてまいりたいというふうに考えており

ますので、御理解のほどよろしくお願いいたしま

す。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

今お答えいただきま〇１６番（山田典幸議員）

したけれども、私先ほどの関係もあって、今コミ

ュニティ・スクール導入に向けて協議が進められ

ておりますけれども、この学校運営協議会をしっ

かりと有効に活用するというか、やはりそこが大

事になるのだというふうに思います。地域の高校、

そして地域で高校生を育てていくという機運をや

はりより高めていくということが大事なのだとい

うふうに思います。どういった支援ができるかと

いうのはこれからということでありましたけれど

も、特にカリキュラムが変更されて、単位制、普

通科と職業科系の学科が１つということで、従来

産業高校にあった農業系ですとか建築系の学科が

なくなったということにちょっと心配な部分もあ

るというような声もある中では、例えばこういっ

た地域がより学校運営に深く関わるという部分で

は、そこを農業系の学科、建築系の学科がなくな

ったことによってそこをどう補えるかということ

は、そこ地域がもっと学校に入って、コミットし

ていく部分も含めて必要なのではないかなという

ふうに思いますし、そのような職業系の学科がな

くなったことによってそこを何で補うかというと、

例えばキャリア教育ですとか、そういったものを

地域の力を借りながら地域の職業理解を深めても

らうとか、ひいては地域の産業に対してのやっぱ
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り魅力を感じてもらって、定着してもらう。人材

育成、人材不足解消の手だてにもなるのかなとい

うふうに思いますけれども、一つの例として申し

上げましたけれども、そういった支援体制も必要

ではないかなというふうに思いますけれども、考

え方等についてあればお聞かせいただきたいと思

います。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

今山田議員のほうか〇教育部長（木村 睦君）

らもお話ありましたとおり、新しい名寄高校には

学校運営協議会、いわゆるコミュニティ・スクー

ルを導入するということに、今それの方向に向け

て進められているというふうに伺っているところ

でございます。皆様御存じのとおり、コミュニテ

ィ・スクールを通じながら地域と共にある学校づ

くり、それから学校を核とした地域づくり、ここ

を推進していくためには、やはり地域の方々です

とか多くの企業の方々の支援、連携、協力という

のが必要になるのかなというふうに思っています。

先ほど例えばということでお話しいただきました

けれども、私のほうも例えばですけれども、名寄

市、やっぱり基幹産業は農業でございますので、

例えば農業されている方々が地域の農業を知るだ

とか地域の農業を学ぶといったような、そういっ

た地域の農業者の方々や団体が学校運営協議会を

通じながら参画いただいて、お力添えいただきな

がら、そういったカリキュラムというか、授業と

いうか、体験というか、そういったことももしか

するとできるかもしれないと。そういったことで、

この地域への愛着がより一層深まる取組もできる

かもしれないということなのかなというふうに思

っています。また、先般名寄高校について、名寄

高校と名寄商工会議所のほうでもキャリア教育、

地域づくりの連携協力協定というのも結ばれてお

りまして、こういったことから地域の団体の方々

もキャリア教育、さらには人材育成ですとか、そ

ういった面でもそういった締結を結んだというこ

とは大変有意義なものなのではないのかなという

ふうに考えているところでございます。我々も引

き続き、先ほどもお話しさせてもらいましたけれ

ども、高校側ともしっかりとこれからも連携、協

議しながらできる支援について検討、研究してい

きたいというふうに思っておりますので、よろし

くお願いいたします。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

部長のほうからお答〇１６番（山田典幸議員）

えいただきました。やはりそういったキャリア教

育、地域の基幹産業をまた活用してというお話も

ありました。そういうことも含めて、より今まで

以上にやはり生徒たちに、地域への愛着というお

答えいただきましたけれども、まさにそのとおり

なのかなというふうに思います。地域の産業に対

する理解とそれを深めていくことにより、より地

域への愛着も深まっていくのだというふうに思い

ます。また、ひいてはそれが少しでも地域定着、

一回外へ出てもいいのでしょうけれども、やはり

行く行く地域のためにということで、もしかした

ら戻ってきてもらうきっかけ、機運になるかもし

れません。そういった取組、支援していただける

ようにお願いをしたいと思います。

高校まできましたので、次ちょっと大学の関係

でお伺いをしたいと思います。大学教育の充実と

いうことで、これも現状と課題、後期計画期間の

方向性ということで示されております。まず、お

伺いしたいのですが、これパブリックコメントに

よる変更点についてということで文言が追加にな

っております。独立行政法人化を検討するととも

に、大学院設置に向けた取組を推進します。これ

パブリックコメントを経て、確認ですけれども、

パブリックコメントでこういった意見が出て、変

更したということで間違いないでしょうか。

水間大学事務局長。〇議長（東 千春議員）

この部分に〇市立大学事務局長（水間 剛君）

つきましては、パブリックコメントの御意見に基

づきまして今回追加でさせていただいたというこ

とになっております。
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山田議員。〇議長（東 千春議員）

パブリックコメント〇１６番（山田典幸議員）

でこういった御意見をいただいたということであ

ります。この部分、市長の公約ということでも前

回の選挙時にも掲げられていた部分かと思います

けれども、パブリックコメントでこういった御意

見をいただいたということは、市民の皆さんの関

心もこのことについてはやはり高いのかなという

ふうに思うのですけれども、独立行政法人の関係

もありますけれども、大学院の関係はこれ設置に

向けた取組を推進しますということで、もう既に

これ名寄市立大学の将来構想（ビジョン２０２

６）の部分に専門教育の充実と発展ということで、

明確に大学院設置の検討ということでうたわれて

おりますけれども、現在大学院の設置の検討につ

いての検討状況は今の段階でどのような状況にな

っているのかお知らせをいただきたいと思います。

水間大学事務局長。〇議長（東 千春議員）

大学院の設〇市立大学事務局長（水間 剛君）

置に向けての検討の部分についてですけれども、

一昨年度７月から大学院設置検討を進めてきてお

ります。今年度に入りまして、改めて全教員を対

象とした意見交換会を行いました。また、教授、

准教授、講師以下と職位別に区分した意見交換会

なども行わさせていただいて、幅広く多くの教員

から意見を聴取する機会を設けてまいりました。

これらの場にて出された意見として、他の大学院

との差別化を図りまして、本学の保健福祉学部の

特徴を取り入れた名寄市立大学独自の大学院を設

置するべきとの意見が出されました。これに基づ

きまして、改めて本学の特徴を打ち出した大学院

の専攻、領域、コースなどの種別や名称の見直し

の議論を進めるとともに、また本学の学生、さら

には道北地域に所在しております本学の学部に関

連した病院や福祉などの各種施設、また各自治体

職員に関わるリカレント教育の可能性などの調査

も進めておりまして、大学院の対象となる様々な

大学院生の確保などの対策案も現在検討しており

ます。

以上です。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

全国に公立大学、今、〇１６番（山田典幸議員）

今年度現在で９９の公立大学があるということで

ありますけれども、８６の大学で、約９割です。

９割の公立大学が大学院を設置しているという状

況なのだというふうになっております。大学院の

設置、これ今地域の医療、福祉の分野等、高度化

ですとか専門性がやはり求められているというこ

とで、そういった分野の人材育成にも寄与できる

ということなのだというふうに思います。まず、

大学院の設置の議論、しっかりと前に加速させて

いただきたいのと、併せまして独立行政法人を検

討するということで、公立大学でありますので、

平成１６年施行になった公立大学法人制度に基づ

いていたのだというふうに思いますけれども、端

的にお伺いしますけれども、まずこの法人化、公

立大学法人にすることによるメリットというのは

どこにあるのかお伺いをしたいと思います。

水間大学事務局長。〇議長（東 千春議員）

公立大学が〇市立大学事務局長（水間 剛君）

進めます独立行政法人である公立大学法人につき

ましては、一般的に大学の教育研究、人事、組織、

予算執行などの運営上の権限が大学の裁量に委ね

られるということで、行政の関与は健全運営を図

るための最小限にとどめられまして、運営全般が

大学の裁量に委ねられるということで、成果を厳

格に求められる制度となっております。また、公

立大学法人は、地方公共団体から指示された中期

目標を達成するための計画として地方公共団体が

設置いたします評価委員会の意見を聞きながら議

会の議決を得て定める６年間の中期計画と毎年事

業年度ごとの、事業年度の開始前に定めます１年

間の年度計画の策定義務が課されるということで、

計画年度ごとに評価委員会、さらには議会におい

て大学運営に関わる、客観的にチェックされるこ

とになりますので、今まで以上に大学の運営につ
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いての成果や透明性が求められるということが一

般的に言われていますメリットだと考えておりま

す。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

大学そのもののメリ〇１６番（山田典幸議員）

ットというのは、そういうことだというふうに思

います。大学にとってのメリットもそうですけれ

ども、まず８００人ほどいる学生にとってのメリ

ットというのは、どういうところにあるとお考え

でしょうか。

水間大学事務局長。〇議長（東 千春議員）

大学の法人〇市立大学事務局長（水間 剛君）

化になりますと、大学運営自体が大学の教員以外

の専門家の知見の方も含めての理事会というもの

が組織されます。そういったことが組織されます

ので、大学生からの大学運営に関わるいろんな意

見、サービスの改善を求めていただきたいとか、

いろんな意見が来るのですけれども、そういった

ものがそういった今までの視点よりさらに専門的

な知見の運営のそういった決めていただける理事

会等で決めるということもありますので、一般的

には学生からのそういったサービスの向上などの

意見もスピーディーに大学運営に取り入れられて、

大学生にとってもサービスの向上といいますか、

そういったものが図られるということの可能性が

非常に高いと考えております。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

いずれにしましても、〇１６番（山田典幸議員）

そういった大学にとっても、特にやはり中心に据

えなければならないのは学生にとってのメリット

なのだというふうに思います。

これも確認しますと、今年度現在９９公立大学

があるうち８９の大学が公立法人化、公立大学法

人となっているということであります。というこ

とは、法人化されていない公立大学は１０校とい

うことで、道内でいいますと釧路公立大学が来年

の春から法人化されるということと、設置者の変

更ということになりますけれども、旭川大学が学

校法人から設置者の変更による公立大学法人とな

るということで、これ公立大学法人制度ができて

から法人化が加速してきているということで、背

景には２０１８年問題ですとかも含めて、やはり

大学としての生き残りをかけているという部分な

のだと思います、差別化等も含めて。やはりこう

いったメリット等も含めて、これもしっかりと学

内等も含めて協議、検討していっていただければ

というふうに思います。名寄市にとって非常に大

きな貴重な財産であります。大学そのものもそう

ですし、ここに８００人行っていただいている学

生さんというのは地域活動においても非常に重要

な役割をしていただいているということも踏まえ

て、やはりこういった学生のそういったメリット

があるのであれば、しっかりと検討を前に進めて

いただきたいと思いますが、独立行政法人の検討、

そして大学院の設置検討を加速すると、推進する

ということで、ここ設置者である市のトップであ

ります加藤市長にこの辺りの考え方、今後の進め

方等についての考え方をお伺いしておきたいと思

います。

加藤市長。〇議長（東 千春議員）

市立大学の大学院の設置〇市長（加藤剛士君）

と法人化についてのお問合せでありました。大学

院の設置は既に学内でも様々な検討されていると

いうことでありますけれども、大学は知の拠点と

いうことでありますので、やはり大学院を設置す

るというのは大学の質を高めていくという上で必

然性があるのだろうというふうに思います。こう

したことに対してしっかりと支援をしていくこと、

あと名寄は、先ほどもお話ありましたとおり、医

療や介護、この地域の中核的な役割を担っている

自治体ということでありまして、その上で大学の

質を高めていくということは地域のそうした医療

や介護、あるいは様々な住民サービスの質を高め

ていくということにおいても極めて重要だという

ふうに思っておりますので、必要な支援をしっか

りとしていきたいと考えます。同時にやはり法人
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化ということもこの時代の急速な流れの中でどう

しても必要になってくると思います。大学院設置

のときにも議会でも一度大学院設置に関して財源

手当てどうなのだと、そこが心配だというような

議論もたしかあったやにも記憶しています。改め

て法人化をすることによって大学の経営をしっか

りと見える化をすること、そしてそれをしっかり

と議会がチェックをする仕組みをつくること、こ

れはひいては地域の住民みんながさらに大学の経

営にしっかりと関わっていくということにおいて

も非常に重要なポイントになってくるのではない

かというふうに思います。大学間の競争が厳しく

なるという中において、より機動的で弾力的な経

営ということも必要になってくるということも併

せていくと、法人化というのもどうしても避けら

れない検討課題だというふうに思います。まずは、

大学院の設置についてさらに加速をさせていくこ

と、それと併せてその後には法人化の検討という

こともしっかりと、これ大学側ともよく相談しな

がら前に進めていきたいと考えているところでご

ざいます。そのことがひいては大学の持続可能な

大学づくりにつながっていくし、それが地域にと

ってよりよい効果をもたらしていくものというふ

うに革新をしているところでございます。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

ぜひそういった形で〇１６番（山田典幸議員）

進めていただきたいというふうに思います。

時間も限られてまいりましたので、次の項目に

移りたいと思いますが、コロナの感染拡大の影響

と併せまして、中期計画期間、王子マテリア名寄

工場の閉鎖、これにより市内経済の活力が非常に

やはり低下してきているという現状なのだという

ふうに思います。まさに今産業振興による市内経

済の活性化、これが後期計画では急務ではないか

というふうに思います。基本目標のⅣ―３とⅣ―

４、商業の振興と工業の振興に関わりますけれど

も、まず王子敷地の利活用に関して、企業立地を

含めた利活用について目標として先ほど別の部分

でのお答え、企業立地４件ということで目標設定

している中で、従来の３本柱等含めた、これ企業

は相手先、相手があることですから、どこまで言

えるかどうか分かりませんけれども、それらの王

子敷地の企業立地に関する現在の進捗状況等につ

いて、お話しできる範囲で現在の状況についてお

知らせをいただきたいと思います。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

ただいま王子マ〇産業振興室長（田畑次郎君）

テリア名寄工場の敷地利活用に関しての御質問い

ただきました。この敷地の利活用に関しましては、

特例条例ということで企業立地促進条例の特例に

関する条例を第３回定例会で御議決をいただきま

した。この特例条例は、通常の企業立地促進条例

に対して補助率のかさ上げですとか上限額を引き

上げるなどといったことを王子マテリア名寄工場

の敷地に限定して、そして期間を区切って特例を

したところでございます。この状況ですけれども、

まずは昨年１０月に民間の事業者から木質バイオ

マス発電の御提案をいただいたところです。これ

につきましては、今まだ決定はされていないと思

いますけれども、計画は進んでいるという中では

事業者がこの特例条例を使うことも可能性がある

のかなと考えているところです。そのほか、あそ

この敷地につきましては、同工場敷地にあります

倉庫を活用した事業などが考えられておりまして、

まだ具体的なところはありませんけれども、そう

いった倉庫の活用などをこの特例条例が早期の事

業化への呼び水となって、あるいはインセンティ

ブとなってこれから進んでいくことを期待してい

るところでございます。

山田議員。〇議長（東 千春議員）

企業立地、そう簡単〇１６番（山田典幸議員）

なことではないのは承知の上でですけれども、や

はり１つでも２つでも新たな企業が立地をしてい

ただける、またあそこの敷地を利活用した中で経

済活動が行われるというのは、名寄の王子さんの

工場が閉鎖したことを本当にどう補っていくかと



－42－

令和４年１２月１２日（月曜日）第４回１２月定例会・第２号

いう重要な部分だというふうに思います。まちの

経済の活性化に必ずや資する部分だというふうに

思いますので、この取組を継続して、ぜひ前にし

っかりと進めていただくよう改めてお願いをして

おきたいというふうに思います。

産業振興ということで関連づけますと、農業・

農村の振興について、Ⅳ―１になりますけれども、

今期の、今年の地域の農業の状況につきましては

非常に天候等にも恵まれた中で水稲、また畑作等

におきましても平年作以上、本当にモチ米も１０．

７俵ぐらいに最終的にはなりそうだということで、

本当に大豊作の年であったということはあるので

すけれども、御承知のようにここにきての肥料で

すとか飼料価格の高騰により今後こういう状況が

また引き続き続くということであれば、本当に農

家経営に大きな影響を与えるというのはこれ火を

見るよりも明らかな部分だというふうに思います。

水田活用直接支払交付金の関係ですとか制度の見

直しですとかも含めて、今こういった農業を取り

巻く環境、非常に大きな転換期に来ているのだと

いうふうに思います。新たな地域農業の形を中長

期的な視点で見た中でも、大きな転換期を迎えて

いるという中で今後どういった農業施策、市独自

も含めて、また国に対してどのようなことを地域

として求めていくのか、やはり農業政策の転換期、

これ非常に重要な局面に来ているのだというふう

に思いますが、今後の後期計画期間も含めて地域

農業のあるべき姿をどう描いていくか、その辺り

の考え方についてお考えをお聞かせいただきたい

と思います。

山田経済部長。〇議長（東 千春議員）

後期計画期間中の農〇経済部長（山田裕治君）

業の振興についてということでお答えをさせてい

ただきたいと思います。

状況につきましては、今議員からお話がありま

したとおり、国の政策の転換期を迎えているとこ

ろでございます。また、農業、農村の現状につき

ましては高齢化ですとか担い手不足ということも

ありまして、これ残念ですが、農家の減少傾向と

いうことも依然変わっていないというふうな状況

であるところであります。それらの状況踏まえま

して、後期計画期間中において大きく柱となる取

組を、主なものということになりますが、考え方

として示させていただきたいと思いますが、一つ

としては本市の地域農業を持続可能なものとして

いくための多様な担い手の育成、確保に取組を進

めてまいりたいというふうに思っております。こ

れにつきましては、例えばですが、新規参入者の

就農者の確保、これまでも取り組んでまいりまし

たが、なかなか就農時点での農地の確保ですとか

初期の投資がかなり過大になるといったことが課

題となっておりまして、今後進め方といたしまし

てはよりそういった課題の解消が図られるであろ

う第三者の経営継承ですとか、また法人への雇用

就農など多様な就農形態を整備しながら進めてい

きたいというふうに考えております。また、労働

力不足を補完するといった取組としては、作業受

委託、共同化といった取組が有効だというふうに

考えておりますし、今年複数戸の法人が２つ誕生

しましたけれども、そういった取組をさらに進め

ながら地域の中での限られた労働力をいかに有効

的に活用するのかといった、そういった経営体の

育成といったところも含めて進めてまいりたいと

いうふうに思っております。また、先ほどありま

した水田活用の支払交付金の見直し等もあります

ので、今後さらにそれぞれの農地における生産性

の向上といったものが求められるというふうに考

えておりますし、また一方で飼料高騰ですとか国

のみどりの食料システム戦略の提示等もあります

ので、環境負荷の低減といったことも併せて目指

すということもありますので、これまで土壌診断

に基づきながら施肥設計といった指導しておりま

したけれども、引き続きそこは取り組みますが、

有機肥料の有効活用ということもありますので、

今設置されております哺育・育成センターの堆肥

のほう有効活用できるように進めていきたいとい
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うところと、また作業効率の効率化と負担軽減と

いうことで、ＩＣＴの推進ということで引き続き

自動操舵、ドローンといった活用に併せてセンシ

ングの技術といったことも進められておりますか

ら、そういった新たな技術の普及や試験等も取り

組んでいきたいというふうに考えております。

以上で山田典幸議員の〇議長（東 千春議員）

総括質疑を終わります。

次に、市民ネットを代表して、佐藤靖議員。

それでは、市民ネッ〇１１番（佐藤 靖議員）

トを代表して、名寄市総合計画（第２次）後期基

本計画の総括質疑をさせていただきます。今回も

一問一答方式で行わせていただきますので、御理

解をいただきたいと思います。

まず、改めてお伺いしますけれども、今回質疑

する基本計画は基本構想において設定した自治体

の将来目標や基本的施策を実現するために必要な

手段、施策を体系的に明らかにしたものという解

釈で間違いありませんか。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

間違いございま〇総合政策部長（石橋 毅君）

せん。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

この計画に基づいて〇１１番（佐藤 靖議員）

事業内容や実施時期を明らかにし、行財政運営の

指針とするものが今後策定させる実施計画である

という解釈でも間違いありませんか。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

間違いございま〇総合政策部長（石橋 毅君）

せん。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

それでは、質疑に入〇１１番（佐藤 靖議員）

らせていただきますけれども、いずれにしても今

後基本目標ごとの審議が行われますので、具体審

議に入るものはそこに委ねまして、総合計画推進

の基本をなすのはやはり財政というふうに考えて

おりますので、財政の状況についてまず確認をさ

せていただきたいと思います。

２８日の議員協議会で見直された名寄市におけ

る財政課題が示されました。その中で継続事業で

ある認定こども園等整備事業、智恵文小中学校整

備事業、名寄中学校整備事業などの大型事業に加

え、老朽化公共施設への対応を加えて、次期廃棄

物中間処理施設などに取り組むためには道路整備

事業や公営住宅整備事業などの一時的中止、また

は縮減、ソフト事業についても見直しを図り、財

政を捻出する必要がある情勢下であることから、

これらの事態を避け、市民サービスの維持、公共

事業確保による地域経済の下支えを図ることを優

先し、財政規律の見直しを行ったが、いかなる状

況に至ってもこの姿勢は貫く決意と受け止めてい

いですか。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

今佐藤議員のほうか〇総務部長（渡辺博史君）

らお話のありましたように、従前からの財政規律

を遵守しながら後期計画に登載した大型事業、こ

れを実施するとした場合におきましては、様々な

事業を一時的に中止、または縮減、あるいは見直

しを図らなければならないということで、そうい

う事態にならないように今回財政規律を見直す判

断をしたというものでございます。今後大規模な

災害などの想定できない事態が起こった場合です

とか、昨今の物価高騰、円安、国際情勢の推移も

含めまして先行きが不透明なところもございます。

御質問のいかなる状況に至ってもと言われますと、

なかなか明言することは難しいですが、私どもと

しては市民の皆さんの安全、安心な暮らしを支え

ていくためには健全な財政運営の維持が不可欠で

あり、今後も財政規律を遵守していきたいと考え

ております。

以上です。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

ここでいかなる状況〇１１番（佐藤 靖議員）

というのは要するに社会状況のいろんな変化もあ

りますし、先行きが不透明というのもあります。

やっぱり一番懸念しているのは、厳しい財政見通
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しにも示されている名寄市を含む近隣１市２町１

村で構成する名寄地区衛生事務組合が実施する次

期廃棄物処理施設整備事業、ここに名寄市におけ

る財政課題では後期計画期間中の負担額は３５億

円を超過することが見込まれているとしています

けれども、現段階においても当初計画に比べて負

担額というのは増大している。改めて今後の見通

しについてもお伺いしておきたいと思います。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

次期廃棄物処理施設〇市民部長（廣嶋淳一君）

整備事業の事業費につきましては、名寄地区衛生

施設事務組合から本年６月２７日現在の概算額は

一般廃棄物中間処理施設基本計画で示されました

焼却施設と、それから破砕選別施設の工事費７２

億６，０００万円に施工管理などの関連費用を加

えまして８４億５，０００万円と示されておりま

す。このうち後期計画期間、５年から８年度の本

市の負担額は、議員おっしゃるとおり、約３５億

円とされているところでございます。現在名寄地

区衛生施設事務組合においては、事業者発注支援

業務の中でプラントメーカー数社の参考見積りな

どを基に事業費のさらなる精査を進めているとこ

ろでございます。メーカー各社につきましても世

界情勢の影響で物価高騰が長引くことを想定して

おりまして、さらに事業費が増加することも危惧

しておりますけれども、組合を中心に引き続き情

報収集と調査研究を進め、事業費の圧縮に努めて

まいりたいと考えております。

以上です。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

今廣嶋部長がおっし〇１１番（佐藤 靖議員）

ゃるように、今後も負担増える可能性があるとい

う話でありましたけれども、市債発行額に関して

臨時財政対策債を加え、次期廃棄物中間処理施設

の整備に関わる市債発行額、あるいは元金償還額

は算入しないというふうにしていますが、これで

は総合計画の後期計画の推進するための財政の裏

づけ等も非常に不透明だと思うのですけれども、

その辺についてはどういうふうに考えていますか。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

市債発行額に係る財〇総務部長（渡辺博史君）

政規律の算定につきましては、４年間の後期計画

期間中では調整可能な規模を超える大型事業であ

ります次期廃棄物中間処理施設の整備に係る市債

発行額、そして元金償還額については参入しない

ということとしましたが、中期財政計画には次期

廃棄物中間処理施設整備に係る負担金、市債の借

入れなどを含めて推計しているところでありまし

て、後期計画とその裏づけとなる中期財政計画の

整合性は図っているというところでございます。

次期廃棄物中間処理施設に係る後期計画期間中の

負担額、これは３５億円強と推計しておりまして、

この額を財政規律に算入した場合は後期計画期間

中の臨時財政対策債を除いた元金償還額約７６億

円から３５億円を差し引いた３１億円で４年間の

主な普通建設事業を賄うことになるということに

なります。そうすると、１年当たりで割りますと

８億円程度の事業しか実施できなくなるというこ

ともありまして、市内事業者、地域経済への影響

が危惧されるとともに、市民生活にも多大な影響

を及ぼしてしまうということが予測されるため市

債発行額に係る財政規律の算定からこの次期廃棄

物中間処理施設整備に係る市債発行額、元金償還

額については除外するということとしたところで

ございます。御理解お願いします。

以上です。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

その中期財政計画に〇１１番（佐藤 靖議員）

は、一部事務組合負担金というのがそれぞれ年度

ごとに盛り込まれております。その中で名寄地区

衛生施設事務組合に関わる一部事務組合負担金と

しては令和５年度は４億７，７８４万２，０００

円、６年度になると１２億８，９１７万円、７年

度になると２７億６，２５７万９，０００円、そ

してまた８年度になると４億３，００５万円とい

うふうに計上されています。つまり通常年度約４



－45－

令和４年１２月１２日（月曜日）第４回１２月定例会・第２号

億５，０００万円前後というふうに換算すると、

６年度と７年度の増加分は３１億円ほどというこ

とになりますけれども、そうするとここで言って

いる３５億円との整合性、あるいは廣嶋部長がお

答えになった今後さらに増える可能性があるとい

うのと整合性はどういうふうに解釈をすればよろ

しいのかお伺いしたいと。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

中期財政計画の中で〇総務部長（渡辺博史君）

一部事務組合負担金、衛生施設事務組合の部分で、

議員おっしゃりますとおり、のっているところで

ございまして、令和５年度から令和８年度の合計

を言いますと４９億５，９００万円ぐらいになる

というところでありまして、この４年間、例えば、

今通常年度４億５，０００万円となって、１８億

円なので、差額３１億円ということと３５億円と

いうことなのだろうと思いますけれども、基本的

にこの衛生施設事務組合の負担金の積算でござい

ますけれども、それぞれし尿の負担金だとか炭化

処理の負担金ですとか、そういう積み上げで積算

しているものでありまして、この建設事業につき

ましてもそれぞれ積み上げて積算しておりまして、

その合計がこの中期財政計画に載っている金額だ

ということでございまして、次期中間処理施設の

負担金につきましては積み上げで令和５年度から

令和８年度の後期計画期間で３５億円強だという

ことで御理解お願いします。

以上です。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

財政運営については〇１１番（佐藤 靖議員）

数字上は私が指摘しているとおりかもしれません

けれども、運営上は皆さん方がこれまで十二分に

経験されたことを生かしていかれますし、中間処

理施設というのは喫緊の課題というか、どうして

もやっぱりやらなければいけない事業ですけれど

も、青天井にあまり事業がどんどん増えていくと

いうのはほかの事業に影響を与えますので、この

辺は一部事務組合の中で名寄市側としてしっかり

提言をされて、適正な価格でいい仕事をしていた

だけるようにぜひ進めていただきたいと思います。

あと、総合計画については毎年のローリングで

見直しを行ってきておりますけれども、第２次に

入った前期、中期において当初計画に盛り込まれ

ていなかったが、新たに実施した事業及び事業額

というのはどの程度あったというふうに認識され

ていますか。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

実施計画事業は〇総合政策部長（石橋 毅君）

基本計画で示した方向性を具現化するため必要と

される事務事業を定めるとともに、社会、経済状

況の変化や行政評価の結果など踏まえて毎年度ロ

ーリングを実施して、必要に応じた見直しを行う

としているところでございます。御質問のあった

今までの動向ということですけれども、ローリン

グ調整による事業の追加に当たっては、より効果

的な手法の検討及び有利な特定財源の確保に努め

ておりまして、前期実施計画当初からローリング

調整により追加した事業は名寄市待機児童解消緊

急対策事業や認可保育施設等への移行支援事業、

名寄産業高等学校入試受験者交通費等支援事業な

ど９事業、事業費にしまして合計７，５９３万１，

０００円ということです。中期におきましては、

小中学校情報機器整備事業や名寄高校駅設置事業、

市税等キャッシュレス決済コンビニ収納導入事業、

デジタル外部人材雇用事業など２２事業、事業費、

合計で１４億６，６６６万７，０００円が追加と

なりました。また、後期実施計画からは国、北海

道が主体となっている事業やゼロ予算事業につい

てはＰＤＣＡサイクルを回すことやＫＰＩの設定

が難しく、検証や進捗管理が難しいことから、対

象外とするとともに、在り方の検討は今後実施す

る可能性が高まり、事業着手の協議が調った後に

改めてローリング調整を行いまして、実施計画事

業として登載することとしたということを併せて

報告させていただきます。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）
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これ毎年ローリング〇１１番（佐藤 靖議員）

されて、あるいは市民ニーズ、あるいは緊急性、

あるいは必要性を含めて議会も議決をして予算づ

けをしているわけでありますので、それはそれで

いいのですけれども、どうも心配されるのはここ

のところ続いている資材の高騰ですとかいろんな

意味での物価高とか、そういうことが影響してく

ると、ちょっと心配なのはやっぱり財政的にもつ

のかと。しかも、今質疑させていただいたように、

中間処理施設の３５億円がもし増えるような状況

になってくれば財源が底をつくという場合も考え

られるので、これはより慎重に、ただ、今の時代

ですから、市民の方々はいろんな要求をされてい

ると思いますし、それこそローリングの中でしっ

かり点検をしていただいて、やるべきことはやる、

やっぱり踏みとどまるべきことは踏みとどまると

いう姿勢はぜひ貫いていただきたいと思います。

そういう中でやっぱり国際情勢の現状で推移す

るならば、さらなる事業費への影響は懸念されま

すけれども、さっきの説明でもあったように、基

金に依存した財政運営ということについてはもう

限界があると。仮定の話ですので、答弁は非常に

しにくいと思いますが、ここは橋本副市長にぜひ

お答えをいただきたいと思いますけれども、さら

なる価格高騰があった場合、避けるとした道路整

備事業や公営住宅整備事業などの一時中止、また

は縮減、ソフトの事業についても見直しに踏み切

ることというのはあり得るという解釈でいらっし

ゃいますか。

橋本副市長。〇議長（東 千春議員）

全体にどの程度の財政〇副市長（橋本正道君）

負担があるかというのはやはりこれからではあり

ますけれども、過去１０年間の今財政規律含めて、

一定程度の基金は何とか残してきての今回の中期

財政計画ということでありますが、ここ慎重に判

断する事業がたくさん多いと思っています。とな

ると、やはり優先順位をつける、例えば公営住宅

でありましたらどの部分からやるのか、１つの事

業を２つに分けるですとか様々な手法は考えられ

ると思います。そういったところ庁内の知恵の集

めどころでありますので、そこ市民サービスに影

響を及ぼさない形でやるというのがやっぱり一番

だと思いますので、そうはいいつつも基金の状況、

これつぶさに議会の皆様にも、あるいは市民の皆

様にも報告させていただいて、どういう形でいく

のか、これは毎年のローリングの中でしっかりと

研究する、これが一番だと思っております。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

副市長自身は、例え〇１１番（佐藤 靖議員）

ば市民ニーズ、あるいは老朽化の公共施設整備な

どの課題もあって、歳出総額が来年度以降７年度

まで２３１億円、２４５億円、２５４億円を見込

んで、歳入不足分の１２億８，０００万円、１４

億２，０００万円、１６億円、さらに８年度も１

７億７，０００万円という基金を取り崩して対応

されようとしています。この結果、４年度９月補

正時で７７億５，５７３万９，０００円だった基

金総額が７年度末で３７億４，７８３万９，００

０円、８年度末においては２２億３，８６８万９，

０００円まで落ち込むという試算をされています。

一方、備荒資金超過納付金についても１１億８，

７９９万５，０００円から７９９万５，０００円

までということになるという見通しをされており

ます。当然ながらこれまでも基金の質疑をさせて

いただいても最終的にやっぱりいろんな国からの

交付金や内部努力を含めてそれほど懸念されるよ

うな状況ではなくて、逆に増えている状況ではあ

りますけれども、これはずっと名寄市はここ２０、

３０年ぐらい前から身の丈に合った財政運営とい

うのが非常に言葉として出てきます。特に三位一

体改革のときは以前から当時の首長はやっぱり身

の丈に合った財政運営というのは非常に一貫して

貫いてこられたのですけれども、これが身の丈に

合った財政運営というふうに副市長自身は感じて

いらっしゃいますか。

橋本副市長。〇議長（東 千春議員）
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毎年度の予算規模に関〇副市長（橋本正道君）

しましては、ここ四、五年やはり２２０億円から

２４０億円程度、年によってかなり違ってくると

いうのが、コロナの関係もありまして、様々な要

因でかなり動いているというのがこれ現実であり

ます。そして、その中でやれることはどこにある

のかと、これ先ほどの答弁のとおり、ローリング

の中でしっかり検証するということがあるのです

が、身の丈に合った財政運営なのかどうかという

ことについては、使った事業費でどれぐらいの効

果があるのか、ここはしっかり検証しなければな

らないと思っています。そのために最低限必要な

基金、あるいは財政規律というのは今回つくって

いるわけですから、その中でやれることはしっか

りやる、恐らくここに尽きるのではないかと思い

ます。ただ、１点、基金の中でも、佐藤議員から

何回か御指摘を受けましたが、様々な基金があり

ますので、若干使いづらい部分というのもこれ側

面としてあります。その辺りも含めてこれから１

０年間はかなり基金に依存していくことになると

いうのは恐らく想定としては間違いないと思って

おりますので、特に資材の高騰ですとか様々な要

因からいきますと、ここ二、三年がやはり一番鍵

になる年ではないかなとは考えております。ちょ

っと様々な要因絡みますので、一言でお話しする

のは難しいのですが、やはり財政規律をもって身

の丈に合ったものなのか、事業なのかどうか、そ

の事業がどれぐらい効果があるのか、この２つを

十分に検証して進めるということが一番肝腎なこ

とだと思っております。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

そういう意味では、〇１１番（佐藤 靖議員）

一つやっぱり合併のメリットというのは何だった

のかなと改めて考えなければいけないというふう

に思うのです。確かに財政状況は好転をしてきて

いるし、交付税も増えてきている、合併特例債も

あったということで事業を展開してきましたけれ

ども、合併によるスケールメリットというのはど

ういうふうになっていったのか、あるいはコンパ

クトシティづくりというのはどこに行ったのか、

あるいは公共施設管理計画でやっている１３％の

削減もある意味ではずっと先送りしていると。本

来からいえばやっぱり非常に厳しい話ですけれど

も、施設の統廃合、あるいは施設のスクラップ・

アンド・ビルドというのは徹底されてくる必要が

あるし、これからさらにそれを実現していく必要

性があるというふうに思いますけれども、副市長

自身はどういうふうにお考えになっていますか。

橋本副市長。〇議長（東 千春議員）

合併のメリットといい〇副市長（橋本正道君）

ますと、財政的には先ほど御指摘のとおり合併特

例債、あるいは合併特例基金といったそういうも

のがございますが、これからコンパクトシティは

必ずしていかなければならない。ただし、コンパ

クトシティだけでは駄目で、そこをいかにつなぐ

か、コンパクトシティとネットワーク、あるいは

エリアとのネットワークがこれから要求される時

代だと思っております。となりますと、こういっ

たところにお金をどうやって使うのかというのが

これからの、先ほどお話ししました事業に投資し

て、どれだけの効果があるのかと、ここが一番検

証しなければならないところだと思っています。

確かに合併していろんなエリアが増えましたけれ

ども、そこには様々な方が今お住まいですから、

特に名寄市は大きく南北に広がっていますので、

そこのエリアをどういうふうにつなげるか、交通

網もそうですし、あるいはデジタルもそうかもし

れません。また、場合によっては先ほど来のコミ

ュニティーのお話もあるかもしれません。こうい

った様々な形でそこのエリアをうまくつなげて行

政サービスを整えていく、こういう形が一番望ま

しいこれからの将来像ではないかなとは思ってお

ります。合併のところについては、既に大分時間

もたちましたけれども、様々な地区で様々な取組

もなされておりますので、そこのところを大事に

しながらいかにつなげて、有機的に進めていくか
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と。ここに私としては注力したいなと思っており

ます。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

それと、もう一つお〇１１番（佐藤 靖議員）

聞きしたかったのは、備荒資金超過納付金がどん

どん、どんどん取崩しを行っている。この備荒資

金の超過納付金というのは何を目的にしてきたか

というと、決算書にも書いてあるとおり、やっぱ

り庁舎の改築、あるいは公共施設の部分というふ

うに考えておりますと、庁舎を今後も分庁方式で

いかれるというのは総合計画にはあんまり関係な

いですけれども、そういうことと庁舎の改築とい

うのはこれ先送りするという決断をされたという

解釈でよろしいのかというのをお聞きしておきた

いと。

橋本副市長。〇議長（東 千春議員）

庁舎の改築を先送りし〇副市長（橋本正道君）

たということではありませんが、あるべき庁舎の

姿というのはやっぱり変わってきているのはこれ

事実だと思います。先ほどのお話のとおり、ＤＸ

でもっていろんな窓口が必ず庁舎に必要なのかと

いう議論もありますし、また先ほどのとおりそれ

ぞれのエリアでどういう窓口が必要なのか、ある

いはＤＸでできるのかが、そういったいろんな議

論がこれから進んでいくのだと思っております。

御指摘のとおり、備荒資金についてはだんだん減

っておりますけれども、それと併せてやはり頭の

中では今後どういう行政施設が必要なのか、これ

公共施設の再編の中でも多少の議論はしましたけ

れども、様々な状況を勘案しながら進んでいきた

いと思っています。ただし、先にやるべき施設が

ありますので、状態としては庁舎についてはまだ

すぐすぐ改築はできない、そういうような見解で

いるところです。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

分かりました。〇１１番（佐藤 靖議員）

そこで、今回財政規律もこの道路整備事業や公

営住宅整備事業の一時中止、縮減、ソフト事業に

ついても見直さないように財政規律を見直したと

いうことでありますけれども、今のようにまだ不

確定要素がいろいろ事業についてはある、あるい

はこれからどんな状況がこの４年間の間に起き得

るか分からないという状況でありますけれども、

一番いいのは経済をどうやって回すかというよう

なことを、やっぱり市民生活に影響するソフト事

業をどうやってバランスを取っていくというのを

うまく調整するというのが一番よろしいのですけ

れども、市長自身は経済の関係及びソフト事業、

どっちを優先されるというお考えで……一番いい

のはバランスを取って、今までもバランス取って

いらっしゃったのですけれども、財政事情がこの

ような事業で悪化した場合、優先すべきは経済か

市民生活のソフトかという認識はお持ちですか。

加藤市長。〇議長（東 千春議員）

バランスを取った経営を〇市長（加藤剛士君）

していくということに尽きるのではないかという

ふうに思います。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

そのとおりだと思い〇１１番（佐藤 靖議員）

ます。いずれにしても、バランスを取っていただ

かないと、なぜこれを言うかというと、年間これ

だけ名寄から人が流出している実態、あるいは市

内の経済も例えば年収が２００万円世帯が非常に

多い状況の中ではある意味では経済をしっかりし

ていかなければ活性化していかないと思いますけ

れども、ソフトも充実していかないとやはり名寄

を見捨てて出ていくという方……見捨てるという

言い方はちょっと失礼かもしれませんけれども、

違うところに道を見つける方もいらっしゃると思

いますので、このバランスというのは常に市長自

身市長になられてから多分その思いを貫いている

と思いますので、今後ともぜひその姿勢でいって

いただきたいと思います。

次に、先ほど山田議員とのやり取りもありまし

たけれども、大学についてお伺いしておきたいと

思います。基本的なことは先ほど水間事務局長の
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御説明で一定程度理解はされましたけれども、私

のほうからも再度確認させていただきたいと思い

ます。それでは、名寄市立大学の独立行政法人化

と大学院の設置ということに関して、市長は昨年

の市長選挙時の公約で名寄市立大学の独立行政法

人化を検討します、助産師課程の設置、大学院設

置を支援しますというふうに述べられておりまし

た。今計画では、後期計画の方向性で独立行政法

人化を検討するとともに、大学院設置に向けた取

組を推進しますというふうに公約の実現を目指し

ていらっしゃいますけれども、改めて設置者とし

て独立行政法人及び大学院設置に対する決意、ま

た現状における課題について設置者である市長は

どういうふうにお受け止めになっているのかをお

聞きしておきたいと思います。

加藤市長。〇議長（東 千春議員）

山田議員のやり取りの中〇市長（加藤剛士君）

でも少しお話をさせていただきました。市長選挙

での公約であります大学院の設置と独立行政法人

の考え方についてです。大学院の設置については、

大学としてやはり中長期的に教育、研究の質を高

めていく、このことが大学の持続的な発展につな

がっていくということだと思います。名寄市は市

立総合病院を中心に北北海道、道北の中核的な医

療、福祉を担っている、そうした自治体の役割を

担っていると思います。そのためにも人材の育成、

その前提となる教育が必要であり、その教育を担

う拠点がまさに名寄市立大学であり、その役割は

ますます重要になってくると。一方で、教育の現

場の指導者としての教員を育てていく、このこと

も大学院の役割の一つとして位置づけられている

と考えておりまして、大学院における大学院生の

修士論文指導、これ行うためにはさらなる研究能

力が求められるので、これが大学全体の研究力の

底上げにつながると期待をできると考えておりま

す。また、大学全体の研究力が高まるということ

は、地域の抱える様々な課題、特に名寄、この辺

は積雪寒冷であるとか、あるいは分散型な地域、

そうしたところでの課題もあります。そうした課

題についてより高い視点で解決策を見いだす取組、

こうしたことも積極的に進めていただける、この

ことも期待できると思っていて、大学における大

学院設置は極めて意義があるというふうに考えて

いるところであります。

法人化については、御案内のとおり令和３年の

日本の１８歳の人口が１１４万人、今まで１０年

間ほぼ横ばいで推移してきましたけれども、この

令和３年から１８歳人口がずっと低減をしていき

ます。令和２２年までには８８万人にまで減少す

るということが言われております。一方で、北海

道内を見ても、来年度は御承知のとおり旭川大学

が公立大学化をするということがございます。札

幌圏においても、私立系ですけれども、看護系あ

るいは福祉系の学科の新設の計画が複数あるとい

うふうに承知をしておりまして、１８歳人口が減

っていく中においても大学間の競争はますます激

しくなっていくと予想されます。昨今の本学の入

試倍率等見ていてもやはりその傾向が若干出てき

ているのかなと思っていて、強い危機感も持って

いるところであります。大学の持続可能な発展の

ためには時代、社会、地域のニーズ、そして将来

を見据えた果敢なチャレンジが必要であり、その

ためにはより柔軟性、そして機動性、こうした意

思決定と透明性の高い大学経営を行うことが極め

て重要だと考えておりまして、大学院設置と併せ

て独立行政法人化の検討も急務であるというふう

に考えているところでございます。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

市長の強い決意をし〇１１番（佐藤 靖議員）

っかり受け止めさせていただきます。公立大学の

独立行政法人化というのは議決事項でありますの

で、これ以上質疑は避けたいというふうに思いま

すけれども、ただ大学院の設置に関してはずっと

懸念されていたのが教員の確保という課題があり

ましたけれども、この辺について現状と見通しに

ついてお答えをいただきたいと。
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水間大学事務局長。〇議長（東 千春議員）

大学院の部〇市立大学事務局長（水間 剛君）

分につきましては、先ほど山田議員のほうからも

お話しさせていただきましたとおり、今までの、

今年度からの議論の中で本学の保健福祉学部の特

徴を取り入れた名寄市立大学独自の大学院の専攻

や領域、コースを設定するべきとの意見がござい

ましたので、現在はまだ具体的なカリキュラム編

成までには至っていないというのが現状でありま

す。このことから、大学院に係る論文指導、担当

教員の配置ができるまでにはもう少し時間が必要

になるかと思いますけれども、今年度内の立案を

目指して今取り組んでいるところであります。大

学院に係る教員につきましては、原則保健福祉学

部教員が兼務で担当することを想定しております

ので、カリキュラムの編成の立案ができた段階で

現在の本学教員の担当分野の中で修士論文指導が

できないことが、修士論文指導するところが難し

い教員の分野については教員の確保を必要として

いきたいということで現在のところ考えておりま

す。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

大学院の教員の確保〇１１番（佐藤 靖議員）

については分かりました。

そこで、市長に改めてお伺いしますけれども、

今市長も御説明されたように、独立行政法人、あ

るいは大学院の設置について市長自身は設置者と

して今後どのようなスケジュールを頭に描いてい

らっしゃいますか。

加藤市長。〇議長（東 千春議員）

タイムスケジュールとい〇市長（加藤剛士君）

うことでお問合せであります。現在は地球規模の

環境問題だとか、それは一極集中が大きな原因で

あるのではないか、さらにはＤＸ、社会の大変革

期であり、場合によっては我々のような地方都市

や地方大学によっても大きなチャンスになり得る

タイミングなのではないかなというふうにも考え

ていて、そのためにはこれら大学院、そして法人

化も喫緊の課題、あるいは検討が急務であると考

えておりますけれども、まずは今大学の目的の原

点である人材育成、それを担う教育の育成を優先

的に取り組む課題と捉えておりまして、大学院の

設置をまずは検討、先行して進めていくというこ

とが重要でないかというふうに考えているところ

でございます。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

そこで、これもちょ〇１１番（佐藤 靖議員）

っと聞きづらいことでありますけれども、名寄短

期大学というか、４大化のときにもそうでありま

したけれども、開設までに準備室を立ち上げて取

り組んできたのが名寄市の設置者としての立場で

ありましたけれども、非常に機構や人事に関わる

ことであって、明言までは求めませんけれども、

市長の準備に当たる基本的な姿勢についてお伺い

をしておきたいと思います。

加藤市長。〇議長（東 千春議員）

議員おっしゃったとおり、〇市長（加藤剛士君）

人事に関わることなので、この場で明確にお答え

はできないのですけれども、大学院設置に係る文

科省などへの様々な手続は４大化、４大設置の場

合と変わらないので、一定のスケジュールが決ま

った段階で準備室の設置も含め組織や人員配置に

ついて検討してまいります。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

分かりました。明言〇１１番（佐藤 靖議員）

は私自身も避けますけれども、名寄大学が新たな

スタートを切るためにはぜひ検討すべき課題がこ

の２つであると思いますし、設置者である市長か

らの熱いメッセージもこれしっかり理解しました

ので、今後推移をしっかり見守っていきたいとい

うふうに思うので、そこでとどめておきたいとい

うふうに思います。

次に、総合計画後期計画に関わってであります

けれども、先ほど申し上げましたとおり、基本項

目ごとの審議はこの後ということになりますので、

まずちょっと気になる部分というのでお伺いして
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おきますけれども、今回踏まえるべき現下の情勢

の中で、ある一国の問題が世界中に影響を及ぼす

状況にありますというふうに記されていますけれ

ども、一面においてはそのとおりというふうに認

識はしているのですが、地方自治体の一つの総合

計画の基本計画には非常に適さない、一国の問題

というのを指定している。いずれにしても、これ

はロシアを言っているのだと思いますけれども、

中国の問題とかいろんな課題、世界各国には国の

問題というのはあって、それが世界経済に大きな

影響を与えるという状況の中で、一国の問題がと

いうふうに明記された、この真意というのをお聞

かせをいただきたい。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

今御指摘いただ〇総合政策部長（石橋 毅君）

きました内容なのですけれども、実は前後の文章

を一部抜粋させて御説明させていただきますと、

世界の社会経済情勢はグローバル化が急速に進展

し、相互に密接、複雑に関連する状態となってお

り、一国の問題が世界中に影響を及ぼす状況にあ

りますというような文章でございます。ここで我

々がお伝えしたかったのは、一国というのが限定

した一国ではなくて、例えば気候変動による災害

や新型コロナウイルス感染症の拡大による工場閉

鎖でサプライチェーンに甚大な影響が出て、需要

と供給のバランスが崩れ、世界中に影響が出てし

まうことなどが挙げられるということ、また最近

ではアメリカの政策金利引上げによる円安になっ

ておりまして、物価上昇に拍車がかかったことな

どもあると思います。日本も世界と密接に関わっ

ておりまして、他国から影響を受ける形でエネル

ギー価格の高騰、原材料高、食料品も影響を避け

られないという状況にあることをここで表現した

かったということですので、ぜひ御理解いただけ

ればというふうに思います。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

今部長がおっしゃる〇１１番（佐藤 靖議員）

ことというのは、しっかり御説明をいただきたい

と。もしこの一国というのがロシアに限定するよ

うな言い方、それは議会もウクライナ侵攻という

のはやっぱり許せない行為ということで決議をし

ておりますけれども、友好都市を持つロシアであ

りますので、これ一国というよりも一握りの人た

ちが戦争を起こしたのかもしれなし、今後これが

終息して、またドーリンスクと友好関係になった

ときにここが引っかかると、変なことになっても

困りますので、そんなことはあり得ないと思いま

すけれども、ちょっと真意をお伺いしておきたい

と思いました。

次に、総合計画を、後期計画を策定する場合は

やっぱり名寄市自治基本条例、これをしっかり踏

まえて策定をされたというふうに思いますけれど

も、第４条、条例の位置づけで総合計画その他の

まちづくりに関する計画の策定などにおいて条例

の趣旨を最大限尊重するというふうに定めており

ますけれども、今計画策定に当たってどう尊重さ

れたというふうに認識されておりますか。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

名寄市の自治基〇総合政策部長（石橋 毅君）

本条例、どのように尊重したのかということでご

ざいます。名寄市自治基本条例は、住みよいまち

づくりのための基本的な考え方を定めた名寄市の

最高規範という位置づけであります。その中でも

第１９条において総合計画の位置づけや策定に際

してあらかじめ市民に情報提供することとされて

おります。後期計画策定の作業開始に当たっては、

総合計画の５つの基本目標や施策間連携を図るこ

とで一層の効果が期待される３つの重点プロジェ

クト、中期計画の主な取組を広報で情報提供させ

ていただきました。そのほか毎年市内９会場で開

催しているまちづくり懇談会の場で市政について

の情報を提供させていただいております。また、

本年度に入り、コロナ禍において制約されていた

市民対話、参加の機会を設けるため経済、医療、

福祉、子育て分野など大きく４つの分野、団体と

市長との意見懇談会を実施するとともに、市長自
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ら子育て支援施設や高齢者学級、市立大学などへ

出向くアウトリーチを９回実施いたしました。市

民の各分野での代表により構成されている総合計

画審議会は中期計画の検証による成果と課題を整

理して、アンケートや各団体からの御意見などを

基に活発な議論をいただきました。同じく第１９

条にあります市民意見の反映については、各種団

体との意見懇談会やアウトリーチ、アンケートな

どでいただきましたデジタル技術の活用推進、道

路整備、除排雪、子育て支援の拡充など市民生活

に関連する内容について基本計画主要施策や実施

計画への反映、または計画期間内、もしくは将来

的に検討することとしております。第１条、条例

の目的として市民、議会、行政により市民主体の

まちづくりを実現することとあります。今後も条

例の趣旨を最大限尊重して、この３者が共通認識

を持ち、連携と協力しながらまちづくりを進めて

いけるよう取り組んでまいりたいと考えておりま

す。

以上です。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

一方、第９条のコミ〇１１番（佐藤 靖議員）

ュニティー自治では、市民及び市は地域の特性を

踏まえコミュニティーの自主性及び自律性を尊重

しなければならないというふうに定めております。

市民主体のまちづくりの推進において後期計画の

方向性にある地域連絡協議会とコミュニティ・ス

クールなど地域課題に対して特色ある取組を行う

組織との再編を検討し、地域コミュニティー組織

としての体制強化を推進するという文言との整合

性についてはどういうふうに考えていらっしゃい

ますか。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

地域連絡協議会〇総合政策部長（石橋 毅君）

とコミュニティ・スクールなど再編検討、それと

市民主体のまちづくりとの整合性という問合せか

なと思います。地域連絡協議会は市内の小学校区

を基本として７つの地域連絡協議会がございまし

て、主な活動として地域の清掃、景観美化活動、

スノーランタン、それから盆踊りや防災訓練など

がございます。令和２年度に実施したコミュニテ

ィー活動の現状と課題を把握するためのアンケー

ト調査では、主な課題として役員の担い手不足や

高齢化の進展、未加入世帯の増加などのほかに地

域連絡協議会について単位町内会活動の活動で精

いっぱい、安全安心会議や学校運営協議会への出

席が重複しており、負担が大きいなどの声をいた

だいております。そして、そのような状況に対し

て行政評価においても地域連絡協議会については

見直しが必要な事業としてＣ評価とされていると

ころです。コミュニティーの自主性及び自律性の

尊重と後期計画期間との整合性につきましては、

決して方向性が異なるものではなく、地域の課題

に対応する組織の中で重複している役割の負担軽

減を検討するためのものでございますので、御理

解いただければというふうに思います。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

言っているのは分か〇１１番（佐藤 靖議員）

るのです。ただ、自治基本条例では自主性及び自

律性を尊重すると。要するにやっぱり独自性を持

ってしっかり検討してくださいということを総合

計画で再編を検討するというふうに打ち出すこと

が整合性が取れているのかということ。ある意味

では、今部長がおっしゃるように、今後の進め方

でやっぱりそこをしっかり地域の組織と、あるい

は地域住民、実情はおっしゃるとおり、まさにそ

のとおりだと思うのです。だけれども、そこを自

主性と自律性を尊重するという自治基本条例と検

討するというのを今打ち出すことの整合性、しか

もこれは４年間という、後期計画の４年間という

間にするということの整合性、だから手順を間違

えないようにしてほしいというふうに思うのです

けれども、部長、手順ということについてはどう

いう認識をお持ちですか。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

今前段お話しさ〇総合政策部長（石橋 毅君）
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せていただいた課題の部分についてなのですけれ

ども、ここについては当然アンケートとかの活用

によって寄せられた声もありますけれども、当然

町内会連合会等の役員会の中で膝を交えた中で出

されてきた課題でもございますので、議員御指摘

のとおり、行政が一方的にこういった方向性だと

いうことで示すのではなくて、しっかりと地域コ

ミュニティーを代表する皆様方と膝を交えながら

意見交換をして、しっかりとボトムアップした状

態で形として方向性として引っ張っていきたいと

いうふうに考えております。よろしくお願いいた

します。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

もう一つ、新型コロ〇１１番（佐藤 靖議員）

ナウイルス感染症の対応というところで市民の暮

らしや働き方、価値観などの変化という表現をさ

れていますけれども、新型コロナウイルスがどう

いう変化を与えているという認識をされて、この

文言が盛り込まれたのかお答えをいただきたいと。

暫時休憩します。〇議長（東 千春議員）

休憩 午前１１時５８分

再開 午後 ０時００分

再開いたします。〇議長（東 千春議員）

石橋総合政策部長。

ここで変化とい〇総合政策部長（石橋 毅君）

う表現をさせていただいておりますけれども、非

常に分かりやすい形でいうと、通常の例えばイン

フルエンザだったり、風邪という扱いからちょっ

と違う形での対応を今国内で余儀なくされてきた

ということで、例えば自宅で待機しなければなら

ない期間が設定されたりとか、そういった部分で

大きな生活、我々市民の生活にも影響を及ぼした

ということで、こういった表現をさせていただい

ております。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

これまさにこの表現〇１１番（佐藤 靖議員）

のとおりだというふうに思っているのです。新型

コロナウイルスがやっぱり感染が拡大した以降、

間もなく約３年になりますけれども、まさに市民

の暮らしや働き方、ある意味では価値観が大きく

変わってきている。特に働き方改革がこれに加わ

ったり、あるいは世界経済情勢が変わったり、物

価が高騰したりということを考えると、片方では

年金がなかなか上がっていかない、逆に削減され

るということを考えると、なかなか高齢者にとっ

ても若い人たちにとっても暮らしづらい世の中に

なってしまったという感じはありますけれども、

その中でやはり市民の皆さんの願いや夢を実現し

ていくのはこの総合計画の後期計画だというふう

に私は認識しております。残念ながら財政が非常

に厳しい状況もありますし、これから国の財政も

含め、あるいは道の財政を含めいろんなことが苦

しくなって、今までどおりの交付金というふうに

ならないのかもしれませんけれども、理事者の皆

さんにあってはぜひ厳しい時代であっても市民の

生活を優先する、あるいは市民の暮らしを優先す

るという観点に立って住みよい名寄づくりに邁進

していただければというふうに思います。そのこ

とを強く申し上げて、終わりたいと思います。

以上で佐藤靖議員の総〇議長（東 千春議員）

括質疑を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０２分

再開 午後 １時００分

休憩前に引き続き会議〇議長（東 千春議員）

を開きます。

基本計画について項目ごとに審議を行います。

まず、重点プロジェクトについて審議をいたし

ます。

説明を求めます。

石橋総合政策部長。

それでは、私の〇総合政策部長（石橋 毅君）

ほうから重点プロジェクトにつきまして概要説明

をさせていただきます。
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総括説明でも申し上げましたけれども、後期計

画における重点プロジェクトは施策間連携と名寄

市まち・ひと・しごと創生総合戦略との整合性を

重視しまして、前期、中期計画に引き続き３つの

プロジェクトを継続して取り組むとともに、新た

に生涯活躍プロジェクトを加えて、４プロジェク

トに取り組むこととしました。

議案５ページをお開きください。あわせまして、

議員協議会でお配りした成果指標の一覧、資料２

を御覧いただければと思います。初めに、経済元

気化プロジェクトについてでございます。新たに

産業の創出や地域ブランドの確立を図り、雇用の

場、人材の確保、事業継承の取組支援などに努め

るとともに、交流、関係人口の拡大に向け移住、

交流の推進に取り組むことに加え、地域経済の好

循環に向けて民間と協働で地域通貨事業を推進し

てまいります。

成果指標といたしまして、新規就農者では２０

２１年２人を基準値として、２０２６年では７人

を目指すもので、市立大学卒業生市内就職者数で

２０２１年１２名を基準値として、２０２６年で

は２０人を目指すものであります。中期で設定し

ていた指標、観光入り込み客数、外国人観光客宿

泊数は、地域経済の好循環に向けて経済波及効果

が高く、直結すると考えられる市内宿泊延べ数へ

変更し、２０２０年７万５，００８人泊を基準値

として、２０２６年に１１万２，４００人泊を目

指すものであります。また、新たな指標として、

新たに立地した企業数は２０２１年の実績はあり

ませんでしたが、後期計画期間内に４件を目指す

ものでございます。

次に、安心子育てプロジェクトについてでござ

います。安心して子供を産み育てることができる

環境を充実させるために子育てと仕事の両立支援

や子育て家庭への支援などを行い、少子化対策、

人口減少対策の強化に取り組みます。

成果指標として、待機児童数では２０２１年６

人を基準値として、後期計画終了時までにはゼロ

を目指すこととしております。ファミリー・サポ

ート・センター事業利用者数では、２０２１年１

９４人を基準値として、２０２６年では２００人

まで増やすことを目指すものでございます。また、

全国学力・学習状況調査全教科の結果について全

科目全国平均以上を目指して取り組むとしており、

子育て支援センター利用者数も基準値よりも若干

増え、１，４００人の利用者を目指すものであり

ます。

次に、冬季スポーツ拠点化プロジェクトについ

てでございます。本市の自然環境、施設環境の強

みを生かして冬季スポーツの拠点化を目指すため

に、冬季スポーツ合宿、大会誘致と併せてジュニ

ア世代の育成強化を推進するとともに、冬季スポ

ーツを通してふるさとへの誇りと愛着を持てる人

材の育成に取り組みます。

成果指標として、中期まではスポーツ全般に関

係する指標を設定しておりましたが、このたび冬

季スポーツに特化した指標を新たに指標として設

定いたしました。新規冬季スポーツ大会誘致数で

は、後期計画期間内に２大会を誘致することを目

指し、冬季、下半期スポーツ合宿大会受入れ数で

は２０２１年６，２６３人を基準値として、２０

２６年では７，５００人の受入れを目指すことで

スポーツ合宿、大会による経済効果を２０２１年

７，８８４万円を基準値に、２０２６年では９，

０００万円の経済効果を目指すものであります。

さらに、冬季スポーツ全国大会出場ジュニア選手

数では、今後さらなる少子化が見込まれる中であ

りますが、中期に引き続き１５人を目指して取組

を進めてまいります。

最後に、後期に新たに重点プロジェクトに加え

ました生涯活躍プロジェクトについてでございま

す。少子高齢化、特に生産年齢人口の減少が進む

中、年齢や国籍、性別、障がいのあるなしにかか

わらず地域の担い手として参画し、それぞれのラ

イフスタイルに応じて役割や生きがいを持つとと

もに、生涯健康で活躍できる環境づくりに取り組
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みます。

成果指標として、地域連絡協議会活動事業数で

は、２０１９年１４事業を基準値として、２０２

６年では１６事業を目指すものでございます。ま

た、市民講座参加者数、公民館開催部分では、２

０１９年２６０人を基準値として、２０２６年で

も維持するとともに、市立大学公開講座の開催回

数では２０２１年２回を基準値として、２０２６

年では５回を目指すことに加え、介護予防、フレ

イル予防教室では２０１９年７５４人を基準値と

して２０２６年では９８０人を目指し、生涯活躍

できる環境づくりに取り組むものであります。

以上、重点プロジェクトにつきまして概要説明

とさせていただきます。よろしく御審議ください

ますようお願いいたします。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

東川孝義議員。

重点プロジェクトに〇１５番（東川孝義議員）

関わって何点か質疑をさせていただきたいという

ふうに思います。

今概要について御説明をいただきました。今回

生涯活躍プロジェクトを新たに追加をされたとい

うことで、午前中でも総括質疑の中での御説明が

あったところです。それで、経済元気化プロジェ

クトで、冒頭説明ありましたけれども、今回主要

の中に書かれている施策でパブリックコメントで

たしか追加になった項目だと思うのですけれども、

経済元気化プロジェクトの後段のほう、地域経済

の好循環に向けて民間と協働で地域通貨事業を推

進しますというふうに今回追加がされていると思

うのですけれども、これの具体的な内容について

お聞きをしたいと。どういうふうな考えで進めよ

うとしているのか、考えをお聞きをしたいという

ふうに思います。

それと、今回新たに追加された生涯活躍プロジ

ェクト、ここの市民講座参加者数、基準値の２６

０人、２０１９年度目標値もこれを維持していく

というふうな今御説明だったと思うのですけれど

も、どうも新たにつくった重点プロジェクトの割

には、この辺もう少し拡大方向だとかというふう

に進められないのかどうなのか、この辺の同じ目

標に設定した理由についてお聞きをしたいという

ふうに思います。

それと、もう一点、ちょっとここの項目でない

のかもしれないのですけれども、今回の後期計画、

持続可能なまちづくりの対応としてＳＤＧｓの実

践、それぞれ全ての項目の中に位置づけをされて

おりますけれども、このＳＤＧｓの達成の評価、

これどういうふうに評価をされていくのか。

以上、３点についてお聞きをしたいというふう

に思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

まず、私のほう〇総合政策部長（石橋 毅君）

から地域通貨についてお答えをさせていただきた

いというふうに思います。

これは、お金というのは色がついているわけで

はございませんので、どこにどのような流れでと

いうのが見えないわけですけれども、この地域通

貨を導入することで本来域外に出ていった経済活

動、お金の流れというのが地域内で流通する貨幣

を新たに構築することで域内で循環をし出すとい

ったような大きなメリットがあるのだというふう

に思います。こういった地域の中で経済が循環す

る、そのツールとして地域通貨というのが全国的

にも今取り組まれ出しているところだと認識して

おります。ぜひとも、これは行政がどうのこうの

ということではなくて、しっかりと民間側からの

提案もいただきながら、そこに行政としてどのよ

うな支援がしていけるのかということをしっかり

と取り組んでいきたいというふうに考えておりま

す。例えで言うならば、今までの例えば行政ポイ

ント、こういったものを地域通貨に反映して、さ

らに地域通貨に市民の皆さんが利用していただけ

るような環境をつくっていけるのかとか、いろい

ろと検討しながらこの導入に向けてぜひ取り組ん
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でいきたいということでございます。

それから、ＳＤＧｓの検証というお話でござい

ましたけれども、こちらについては今回新たな取

組として世界的な目標ということで、１７のゴー

ルについてまずは議案の６ページに解説を入れさ

せていただきました。このことについて検証とい

う作業についてはなかなかどこまでやり切れるの

かというのもまだ我々としても検証できていない

ところでありますけれども、まずは関連のあるア

イコンをそれぞれの主要施策に見えるように表現

をさせていただきました。ということは、この主

要施策ごとの検証結果がイコールＳＤＧｓの推進

に資するというところに直結するというふうに認

識しておりますので、ＳＤＧｓに対しての検証作

業というよりもしっかりと主要施策ごとの検証作

業を進めて、そのことによってＳＤＧｓの推進を

検証していくという流れになろうかと思っていま

すので、よろしくお願いいたします。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

東川議員のほうから〇教育部長（木村 睦君）

は、市民講座の参加者数が基準値と目標値が同じ

数なのでというような御質問かなというふうに思

っています。市民講座の参加者数は各公民館で実

施している市民講座や公民館講座の参加者数とい

うことでございますけれども、コロナ禍直前の令

和元年度の市民講座、公民館講座の参加者数が２

６０人だったのですけれども、令和２年度、さら

には令和３年度と相当減少しているというところ

もございまして、まずは参加人数を基準の２６０

人まで戻したいというところで今回２６０人と設

定させていただきましたので、よろしくお願いし

たいというふうに思います。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

それぞれ答弁いただ〇１５番（東川孝義議員）

きました。今の地域通貨の部分、域内、地域内で

循環をさせて、経済、ほかに流出させないという

ふうな、民間の力を借りてというふうな御説明を

いただきました。非常に重要な大切な取組だとい

うふうに思う。今お答えにあったように、民間主

体にというふうな御答弁だったと思うのですけれ

ども、これ実際にではどういうふうなアプローチ

をかけて、行政がそのサポートをされていくのか。

ここに表現をされているということは、ある程度

の考え方も整理がされているのかなというふうに

思いますので、もう一度その辺の考え方について

お聞きをしたいというふうに思います。

それから、市民講座の部分、確かに恐らくピヤ

シリ大学だとか友朋学級だとか、やっぱりそうい

うところの参加者も中心にもなってくるのかなと

も思うのですけれども、非常に少ない、現状はた

またま２０１９が２６０人というふうなことで、

その後コロナ禍もあって、非常に厳しい状況だと

いう。ぜひこの目標、クリアするような形で進め

ていただきたいというふうに思います。

それと、ＳＤＧｓ、今部長が御説明いただいた

ように、基本的な考えはそうだと思うのです。そ

れぞれの施策の中にアイコンが全部設定をされて

いる。それはそれなりに理解はするのですけれど

も、なかなかＳＤＧｓ、この表現、今回の施策も

そうなのですけれども、前段のあれなので、重点

プロジェクトの中でも、この中でお話をさせても

らいたいのですけれども、いろんな新しい用語だ

とかいうふうなのって、これＳＤＧｓといっても

正直言ってこれを市民の方が理解をするという、

ただアイコン並べていますよというふうな形では

なくて、これはこの施策の中にどういうものが入

っているのだというふうな説明だとかというの、

配慮が非常に必要だと思うのと、やっぱり今回自

分たちが頂いた資料の中には今回の後期計画のい

ろんな新しい用語の説明がありました。今後これ

を最終的な方向づけがされるときにはやっぱりペ

ージ、ページごとにそういう文言があるのであれ

ば、きちっとそういうものを説明を、注意書きを

入れることによってより理解がしやすくなると思

うので、この辺のことも含めて改めてちょっとお

伺いをしたいというふうに思います。
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石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

まず、地域通貨〇総合政策部長（石橋 毅君）

についてでありますけれども、我々の、我々とい

うか、この地域通貨を具現化していくためには、

イメージとしてはやはり名寄商工会議所、それか

ら風連商工会、そういったところが中心となって、

こういった地域通貨というものを主体的に運営し

ていただければというふうに考えております。そ

の中で我々としてどのような付加価値をつけてい

けるのか、そこは大いに行政としても参画する意

義があるのかなというふうに考えております。そ

ういった中で、先ほどちょっと申しましたけれど

も、行政ポイント、それから例えば健康マイレー

ジだったりとか、いろんなところで地域通貨とい

う仕組みに対して付加価値をつけていけれるもの

があるのであれば、共に研究して、いいものつく

り上げていければなというふうに考えております。

それから、ＳＤＧｓのお話でございます。議員

おっしゃったとおり、実は以前川村議員からも同

じような御指摘をいただいております。今回議案

として提出させていただいている部分については、

これは明文化ということで、大変説明という部分

においては大分欠落している状態で議案として提

出をさせていただきました。しかしながら、御指

摘のとおり、我々も前回中期計画のときにはダイ

ジェスト版ということで新聞のような読みやすい

形、子供たちから大人まで見ていただけるような

努力をしながら、そういった解説的なものを全戸

配布させていただきました。今回もエッセンスを

しっかりと理解してもらうというか、お伝えする

というのがやっぱり今回策定後のしっかり取るべ

き我々の仕事だと思っていますので、そこについ

ては今回皆様方タブレットを導入していただいて、

電子データとして提供させていただきました。と

いうことで、前回よりも実は製本するときの予算

というのが若干浮く形になります。そういったも

のをしっかりとまた使って、市民の皆さんに分か

りやすいダイジェスト版を作れということで、私

のほうからも既に指示は出しておりますので、し

っかりとこの議案、御議決いただけた後にエッセ

ンスも含めて分かりやすく伝えられるように対応

してまいりたいというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

地域通貨の部分につ〇１５番（東川孝義議員）

いては商工会議所、あるいは商工会が中心となっ

て、それに行政が携わっていくということで最終

的に理解をさせていただきます。

それと、ＳＤＧｓの部分も説明をいただきまし

た。最後に、ダイジェスト版のお願いをしようか

なと思ったら、部長のほうから今回もしっかりダ

イジェスト版で全戸に配布をしていただけるとい

うことなので、先ほどちょっとお願いを申し上げ

た専門用語、どうしても文章的には使わざるを得

ないと思うので、それは駄目だという意味ではな

くて、やっぱりそれが市民の皆さんがそれを見た

ときにそこの部分で理解ができるというふうな、

大変だとは思うのですけれども、その工夫も加え

ながらダイジェスト版を作成いただくようにお願

いして、私の質問を終わります。

山崎真由美議員。〇議長（東 千春議員）

重点プロジェクトに〇３番（山崎真由美議員）

関わりまして２点質疑させていただきます。

１点目です。（２）の安心子育てプロジェクト

の成果指標につきまして、待機児童数の基準値と

目標値が中期計画のところから変わっておりませ

んので、中期計画から後期計画へ移るときの評価

といいますか、検討経過についてお知らせいただ

きたいと思います。

２点目です。（３）の冬季スポーツ拠点化プロ

ジェクトについてであります。先ほど石橋部長か

らの御説明で冬季スポーツに限った内容に成果指

標の項目を切り替えたということでありました。

中期計画の中ではもう少し幅広いところでの成果

指標になっていたと思いますので、その考え方に

ついてお知らせいただきたいと思います。
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松田こども・高齢者支〇議長（東 千春議員）

援室長。

私の〇こども・高齢者支援室長（松田慎司君）

ほうからは、成果指標の待機児童数の部分で中期

の６人から変わっていないのではないかという御

質問だったかというふうに思います。これはたま

たまと言ったらあれなのですけれども、中期のと

きの状況も実はカウントしていたところが６人い

らっしゃったということで、中期のときも６人か

らゼロ人の目標にというふうにさせていただいて

おります。後期の部分についても２０１９年とい

うここの部分では６人いたということで、ちょっ

と同じような数字になりますけれども、待機児童

については変わっていないという言い方は変です

けれども、たまたま一緒だったというふうに御理

解いただければというふうに思います。いずれに

しましても、待機児童につきましてはゼロを目標

にさせていただきながら、その都度、その都度状

況ありますけれども、４月１日時点という状況も

ありますけれども、ゼロを目指して日々やってお

りますので、よろしくお願いしたいというふうに

思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

山崎議員から冬〇総合政策部長（石橋 毅君）

季スポーツの関係で御質問いただきました。議員

御指摘のとおり、中期のときを我々もしっかり検

証しながら後期へつなごうということだったので

すけれども、中期のときの重点プロジェクトの表

現については、御指摘のとおりどちらかというと

冬季スポーツの拠点化プロジェクトといいながら

も要は生涯スポーツ的なところも含むような指標

というような設定をしておりました。逆に基本目

標Ⅴ―７、生涯スポーツの振興という主要施策の

中では、ここでは生涯スポーツということではな

くて、実は競技スポーツ的な表現が結構中期のと

きは強かったという印象がございました。そうい

ったところを次後期でしっかりと検証、見直した

ときに私のほうからこの基本目標Ⅴのところにつ

いてはしっかりと生涯スポーツに特化した表現を

していこうということで、どちらかというと競技

スポーツというよりは運動に近い、市民の皆様方

の健康増進等につながることにしっかり表現を変

えていこうと。冬季スポーツの重点プロジェクト

については、そこはしっかりめり張りをつけた中

で、目標値についても冬季スポーツに特化した競

技という部分がちょっとフォーカスされるような

目標設定にめり張りをつけていきたいということ

で、今回このような案をつくって、審議会の中で

議論していただいて、承認いただいたという経過

がございますので、よろしくお願いいたします。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

御答弁いただきまし〇３番（山崎真由美議員）

たので、先に待機児童数のことで再度確認の意味

で発言させていただきますが、たまたま６名だっ

たというお言葉がありましたので、これは中期計

画４年間の中ではゼロになるところもあったけれ

ども、後期計画をつくるときの数がたまたま６で

あったというふうに受け止めていいかどうかを後

で御答弁いただきたいと思います。ゼロを目指し

ていくということに変わりはないということにつ

いては、当然のことだと思いますので、安心して

受け止めさせていただきたいと思います。

それから、冬季スポーツの拠点化プロジェクト

について成果指標の上段、３行説明文がございま

す。この３行説明文がある中のジュニア世代の育

成強化を推進するとともにという文言があるので

す。この文言をこの成果指標の４つの項目のどこ

で達成していくという見取りをすればいいのかど

うかというふうに思ったときに、一番下４つ目の

冬季スポーツ全国大会出場ジュニア選手数という

ところかなと思うのですけれども、名寄市内の対

象学年、対象年齢に当たる児童生徒数の中からい

うと、この数はとても少ない数だと思いますので、

冬季スポーツの拠点化をもう少し大きく広げると

いう意味において、成果指標について冬季スポー

ツに関わらない中期計画の中にあった重点プロジ
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ェクトの成果指標が取り込まれるような意見はな

かったのかどうか、ちょっとそこの経過について

再度詳細をお知らせいただきたいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

審議会の議論経〇総合政策部長（石橋 毅君）

過ということでありますけれども、審議会の中の

御理解いただいたという部分でいうと、名前、冬

季スポーツの拠点化プロジェクトということで、

ここを直接的にやはり分かりやすく具体的に進め

るという意味では、このような成果指標で御理解

いただいたということでございます。

それから、山崎議員からありましたジュニア世

代の育成強化という部分なのですけれども、全て

をＫＰＩの中に落とし込むというのがなかなか難

しい。その中で実施計画事業との関連づけの中で

しっかりとここについては推進をしていく体制を

つくっていくということと、そこに実施計画事業

にのせるという時点で行政評価等、また市民の審

議会の皆さんに評価いただく機会、それから議会

の皆さん方に報告する機会というのがございます

ので、しっかりと実施計画事業の中で落とし込み

ながら、ここのまさに目指すべき方向性の具現化

に向けて事業として取り組んでいきたいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

松田こども・高齢者支〇議長（東 千春議員）

援室長。

待機〇こども・高齢者支援室長（松田慎司君）

児童の関係ですけれども、少し答弁の仕方が悪か

ったかなというふうに思っていますけれども、待

機児童の基準値になる部分ですけれども、年度ご

とに４月１日を一つの基準値として、そこの部分

でちょっと見させていただいています。ですので、

待機児童いる年もあれば、実はいない年もござい

ます。いずれにしても、待機児童がいないほうが

いいことに間違いございませんので、たまたま今

回の後期つくるに当たっては２０２１年を基準値

ベースということにさせていただいている関係上

この年はちょっと６人ほどいたということになっ

てございますので、いずれにしても毎年ゼロにな

るのが一番いいというふうに思っていますし、そ

のように進めてまいりたいなというふうに思って

いますので、よろしくお願いいたします。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

待機児童について了〇３番（山崎真由美議員）

解いたしました。

それから、冬季スポーツの拠点化プロジェクト

の件に関わりましては、重点プロジェクトの部分

と先ほど部長からお話のありました実施計画の部

分との整合性を取りながらの具体的な振興のとこ

ろに期待をして、この後も大事に確認させていた

だきたいと思います。

川村幸栄議員。〇議長（東 千春議員）

それでは、重点プロ〇１０番（川村幸栄議員）

ジェクトそれぞれに１つずつ御質問させていただ

きたいと思います。

まず、経済元気化プロジェクトの中で、ただい

ま議論もありました民間と協働で地域通貨事業を

推進するということでありました。先ほどの御答

弁の中では民間主導のように聞こえたのですが、

民間と協働でというふうにここに書かれていて、

地域通貨がスケジュール的にどういった形で進め

られようとしているのかお聞かせをいただきたい

と思います。

それから、２つ目の安心子育てプロジェクトで

す。このＫＰＩのところでいうと、今議論があっ

た待機児童ゼロを目指す、もちろんだと思ってい

ます。あと、ファミリー・サポート・センターの

利用状況も増やしていこうという取組になってい

ますけれども、昨今保育士のことがいろいろ話題

になっています。保育士さんが保育する子供たち

の基準人数、ここのところについては随分長いこ

と変わっていないというようなことも言われてい

て、保育士さんたちの負担が非常に増えているな

というふうに実感をしています。そういったとこ

ろでのお考えを、取組をどのようにしようとして
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いるのかお聞きをしたいと思います。

それから、冬季スポーツ拠点化プロジェクトに

関わってなのですけれども、やっぱりスポーツ大

会、また誘致する経済効果等々は述べられている

のですが、地域の子供たちの冬季スポーツに興味、

関心を深めるといった取組も必要かというふうに

考えています。例えばピヤシリスキー場オープン

しましたけれども、足元マーケットということで

市民の皆さんに無料で開放している、こういった

取組がされているのですけれども、拠点化プロジ

ェクトというふうなことで取り組んでいるわけで

すので、この中でそういった子供たちへどう取り

組んでいこうとされているのかお聞きをしたいと

思います。

最後に、生涯活躍プロジェクトに関してなので

すけれども、先ほど総括質疑の中でもありました

新しい取組ということで、生産年齢人口の減少が

進む中でということで、働く場所が大事になって

くるというような議論がされていたかというふう

に思います。そのときに全庁的に連携を組んで取

り組んで進めていきたいのだという御答弁があっ

たかと思います。そこのところもう少し具体的に

お知らせいただければというふうに思いますが、

いかがでしょうか。

以上です。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

川村議員から安〇健康福祉部長（馬場義人君）

心子育てプロジェクトの中の保育士の配置基準等

々についての御質問だったかというふうに思いま

す。成果指標には記載はしておりませんでしたが、

決して議論していなかったわけではなくて、ただ

一応公定の国で定めた配置基準というのがござい

ますので、市としてそれを独自で上回るというこ

とが、総合計画の中でそのことまで文言述べるこ

とが適切かどうかとなると、ちょっとここの部分

ではどうなのかなというようなことが１点と、も

う一点が、実態としては配置基準は数年変わって

いないというような報道がありますが、当然当時

と比べたら週当たりの労働時間等々が大分変わっ

てきておりますので、基準労働時間を守るために

は一定の人数確保というのはしていかないとなら

ないので、そのときから比べれば緩和できている

のではないかなというふうに、ちょっときちっと

した推計ができているわけでございませんが、で

きているところでございます。ただ、各論等々に

ついては、ちょうど再来年度子ども・子育ての計

画の実施するということで、来年度計画の策定年

度になっておりますので、そのことも念頭に進め

てまいりたいというふうに思っております。

以上です。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

地域通貨のスケジュ〇総務部長（渡辺博史君）

ール感の御質問でございますけれども、実は地域

通貨を進めるに当たって様々な手続がございまし

て、ちょっと時間がかかる、そういう手続もござ

います。また、市内の個店の周知なんかもござい

まして、今の段階で明確にいつから始めるだとか、

そういうスケジュールについてはお答えできる段

階ではないということで御理解いただければと思

います。よろしくお願いします。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

川村議員から子〇総合政策部長（石橋 毅君）

供たちのスポーツについてのお話をいただきまし

た。どのように子供たちにそういった冬季スポー

ツに興味を持っていただきながら振興していくの

かといったお話かなとは思うのですけれども、こ

れまでも体育の日のところでは各競技団体の御協

力をいただきながらいろんなスポーツに対して興

味のあるブースに、ブースを出してもらって、そ

こでいろいろ体験をしていただくようなことも継

続してやっておりまして、そういったことからい

ろんなスポーツを経験していただける環境をしっ

かりとこれからも提供していきたいなというふう

に考えておりますし、もっと小さな子供たちでい

うと、これは後期計画ということではなくて、今

年からチャレンジしているところなのですけれど
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も、市内の幼児教育、保育施設にスポーツトレー

ナーを派遣して、体幹トレーニングというか、体

を上手に動かせるトレーニングとか、実際にこれ

は官民関係なく希望のあるところに対して派遣を

しながら、子供たちのそういった運動能力の向上

を目指して派遣をさせて、取り組んでいるところ

であります。先ほどのスポーツ体験については、

また今年の話になって恐縮なのですけれども、今

年は風連地区の体育館で２月頃開催しながら、ち

ょっと時期ずれてしまったのですけれども、感染

症の関係で。２月にもそういった地域をまたがり

ながら、いろんな子供たちにたくさん来ていただ

けるようなイベントも広げながら、子供たちに親

御さんと一緒に参加していただけるような機会を

しっかりとつくりながらスポーツに興味を持って

いただけるような取組をしっかり進めていきたい

なというふうに考えております。

生涯活躍プロジェクト〇議長（東 千春議員）

の働く場所を全庁的に連携を取って進めていくと

いう。

石橋総合政策部長。

すみません。生〇総合政策部長（石橋 毅君）

涯活躍プロジェクトの部分ですけれども、具体的

にというお話をいただきましたけれども、こちら

は議案の中でも各基本目標ごとの関わりを表現さ

せていただきましたが、非常に広い範囲での関わ

りがございます。これはそれぞれの担当している

ところでも必ず関係の出てくる実施計画というの

が出てくると思いますので、しっかりと、ここの

一番の目的はこういった生涯活躍プロジェクトと

いうところを旗揚げしたと。我々は行政として重

点プロジェクトとして旗揚げしたというところが

非常に大きな、我々としてもハードルの高いチャ

レンジでありますので、ここを意識しながらそれ

ぞれ具体的な施策を積み上げていくといったこと

になっていくのかなというふうに思いますので、

よろしくお願いいたします。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

それぞれお考えをお〇１０番（川村幸栄議員）

聞かせをいただきました。地域通貨の件でありま

す。どういったところに地域通貨にして使うのか

ということも含めて、部長がおっしゃるように、

本当に難しいだろうなというふうに思っています。

それと、今回灯油券が発行された。こういったの

もひょっとしたらこういう地域通貨券があったら、

もうちょっとすんなりいったのかなというふうな

思いも私の中ではありました。ですから、難しい

というふうには思うのですけれども、やはり民間

の皆さんとそれこそ協働で力合わせて行政も含め

て市民がより豊かになれるような、そういったも

のに発展させていただきたいなというふうに思っ

ております。

それから、子育ての保育士の問題ですが、今部

長からも御答弁いただきましたけれども、やはり

人数の確保が本当に必要、重要になってくるなと

いうふうに思って、この頃の毎日のニュース聞か

せていただいています。それこそ名寄市には専門

の保育士を養成している学校があるわけですから、

やっぱりそういった方々の力も借りながら有効な

子育て支援ができればいいなというふうに思って

いますので、よろしくお願いしたいと思います。

それから、冬季スポーツのところなのですが、

今年スケートリンクがなくなった。それからあと、

カーリングも随分人気が出てきて、年配の方々か

らも名寄のカーリング場が通年で使えたらいいね、

お金がすごくかかるのですという話をしているの

ですけれども、そういったふうに市民の方々の中

にも随分と冬季スポーツへの関心が広がっている

のだなというふうに私実感をしています。そうい

った意味では、やっぱり専門的な大会に出たり何

だという子供たちの育成はもちろんなのですけれ

ども、そうではない子供たちに関心を持ってもら

える機会をたくさんつくってもらうといったこと

もこの計画の中にぜひ、重点プロジェクトですか

ら、重点しておくわけですから、取組を進めてい

ただきたいなというふうに思っていますので、併
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せてもう一度御答弁をいただきたいと思います。

それから、生涯活躍のところなのですけれども、

大変失礼な言い方かもしれませんけれども、縦割

り行政というふうに言われている中で、先ほど御

答弁があったように、全庁的に連携をしながらと。

縦横に連携を取って取り組んでいこうというふう

なことだというふうに、この図も見せていただく

中でそのように私は受け止めさせていただいてい

ます。そのことについて、また改めてお考えをお

聞かせをいただければというふうに思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

まず、子供たち、〇総合政策部長（石橋 毅君）

スポーツの関係の話を再度いただきました。大変

我々もうれしく思っておりまして、ひとえに活躍

している子供たちが本当に今新聞でも御報告いた

だいたりとか、これは実は冬季スポーツに限らず、

今いろんなスポーツの中でも優秀な成績を収めて

いただいている子たちがこの地域から出てきてい

るというのは本当に喜ばしいことだと思っており

ます。そんな中で、今カーリング場のお話もござ

いました。しっかりとここは、主動していますＮ

スポーツコミッションという組織がございますけ

れども、これは行政が知恵がないというわけでは

ございませんけれども、ここでは市内の民間の皆

様方、いろんな団体の方が集まって、運営会議を

しっかりと開いていただきながら次年度どうして

いったらいいのかということも議論いただいてい

ますので、しっかりとそういったＮスポーツコミ

ッションの力も借りながら、そういった市民に対

してのアプローチ、スポーツ振興について、子供

たちについてもいい施策を展開していけるように

我々も一緒になって考えて、支援していきたいな

というふうに考えております。

それから、この間もうベテランの域に達してい

ますけれども、ジュニオリ、ジュニアスポーツオ

リンピック協議会、こちらも今年度も開催する運

びとなりました。しっかりとこれは名寄の強みを

生かした取組の一つでありまして、ここがある意

味定着しつつあるといったような成果であるかな

と思っております。こういったような全国で活躍

する子たちが一堂に会して名寄で最終戦を飾ると

いうような、そのような選ばれた土地になりつつ

あるということで、しっかりとここもこんな大会

がこの名寄で起きていると、行われているという

こととそこに名寄、地元の子たちが出場している

ということもしっかりと周知させていただきなが

ら、改めてまた皆さん方の盛り上がりに資するよ

うな情報提供をしっかりしていきたいなというふ

うに考えているところです。

それから、生涯活躍プロジェクトの部分にもう

一度御質問いただきましたけれども、手続という

か、一年間の流れとして、よく御議論いただくＰ

ＤＣＡサイクルといったところでの行政評価、そ

れからローリングといったような年間通しての検

証をしていく作業過程があるのですけれども、こ

れから実施計画事業というのがここを意識しなが

らそれぞれの取組が出されてきて、それから予算

審査という流れになりますけれども、その中でま

たローリング、それから行政評価といったような

中でしっかりと取組に取りこぼしはないのかとい

ったところの外部の市民の皆様方の、審議委員の

皆さん方の評価もいただきながら、そしてまたそ

こで報告して、議会の皆様方に検証いただきなが

らしっかりと予算化して、形にしていくといった

ことで、その中で当然ローリング作業においては

我々総合政策部も全部門に入らせていただきなが

らお話を聞く機会も当然ありますので、しっかり

とこの重点プロジェクトにフォーカスした中でそ

れぞれの取組がしっかり行われていっているのか、

そしてまたその成果として皆様方に議会の場でし

っかりと報告していける形になっているのかとい

うことを検証しながら進めさせていただければと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願い

いたします。

ほかに質疑はございま〇議長（東 千春議員）

せんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（東 千春議員）

します。

以上で重点プロジェクトについての質疑を終了

いたします。

次に、基本目標Ⅰ、市民と行政との協働による

まちづくりについて審議いたします。

説明を求めます。

渡辺総務部長。

私からは基本目標Ⅰ、〇総務部長（渡辺博史君）

市民と行政との協働によるまちづくりの主要施策

について御説明させていただきます。

議案、後期基本計画案の７ページから１３ペー

ジになります。また、ＫＰＩ、成果指標につきま

しては先ほどの重点プロジェクトの下の表になっ

ておりますので、併せて御覧いただければと思い

ます。基本目標Ⅰにつきましては、７本の主要施

策で構成されておりまして、基本目標Ⅰ―１、市

民主体のまちづくりの推進から順に説明させてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。

それでは、まず初めに７ページになります。主

要施策１、市民主体のまちづくりの推進について

でございます。この施策の現状と課題についてで

すが、市民と行政が協働してまちづくりを推進す

るために行政情報の公開、提供と市民の声を聴く

広聴活動の充実や地域コミュニティー組織の活性

化が必要です。また、地域活動では担い手不足の

課題があることから、時代に合わせた組織の見直

し、人材育成への支援が必要と考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、地域連絡協議会とコミュニティ・スクー

ルなどの組織との再編を検討して、地域コミュニ

ティー組織としての体制強化を推進します。また、

地域の魅力発信を市民と協働により推進いたしま

す。

主な成果指標としては、市内７２町内会の加入

率を７４．２％まで引き上げることや名寄市ライ

ン公式アカウント登録件数を１万５，０００人と

するなど市民自治を確立するための基本的原則を

定めた名寄市自治基本条例を推進し、成果指標に

掲げる目標値の達成に向けて取り組んでまいりま

す。

次に、８ページになります。主要施策２、人権

尊重と男女共同参画社会の形成についてでござい

ます。この施策の現状と課題についてですが、い

じめ、ハラスメント問題など社会における人権問

題がクローズアップされており、自分だけではな

く、他者の人権を守ることや男女がともに働きや

すく、女性が活躍しやすい環境をつくるため行政、

市民、関係団体が互いに協力し、積極的な取組を

行っていくことが重要となってきております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、人権意識の普及、高揚を図るため各関係

機関との連携、連動による各種活動の実施、策定

中の第３次名寄市男女共同参画推進計画における

目標達成に向けた施策の推進を図ってまいります。

主な成果指標としては、人権擁護委員数、審議

会等委員に占める女性の割合、女性委員長のいる

審議会等の比率の３項目とし、地域社会全体への

人権意識の拡大や男女共同参画社会実現のため成

果指標に掲げる目標値の達成に向けて取り組んで

まいります。

次に、９ページになります。主要施策３、情報

化の推進についてでございます。この施策の現状

と課題についてですが、ＩＣＴに関連した各種情

報システムを安定的に運用することが必要であり、

システム機器やソフトウエア類の稼働確保やセキ

ュリティー対策の徹底が求められております。ま

た、デジタル社会の到来を見据え、デジタル技術、

データを活用した市民サービスの向上や業務の効

率化を図るとともに、キャッシュレス化や公共交

通、教育など地域課題解決に向けたデジタルトラ

ンスフォーメーションの推進が必要と考えており

ます。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、情報システム機器の安定的な稼働確保や
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セキュリティー対策の徹底を図るほか、デジタル

トランスフォーメーションを推進するため名寄市

ＤＸ推進計画を策定し、その実効性を担保した上

で情報システムの標準化や行政手続オンライン化、

デジタルによる業務改善などの取組を推進いたし

ます。

主な成果指標としては、国が進める情報システ

ムの標準化、共通化及び行政手続オンライン化、

デジタルに不慣れな方への対応としてスマホ教室

の開催数、加えてマイナンバーカードの普及率の

向上の４項目を設定し、デジタル化による利便性

や情報システム機能の向上を図りながら成果指標

に掲げる目標値の達成に向けて取り組んでまいり

ます。

次に、１０ページになります。主要施策４、交

流活動の推進についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、交流では令和２年度

以降はコロナの影響で人的交流を中心に事業が制

限される中、市民団体等との連携、協力による各

種事業の実施に加え、新たにＩＣＴを活用した取

組により国内外との交流推進に努めてきましたが、

各市民団体会員の高齢化などが進んでいることか

ら、施策の推進を図るため各団体の活動が安定し

て行えるよう継続した支援が必要であると考えて

おります。また、移住促進では移住希望者への幅

広いニーズに応えられるよう相談体制、情報発信、

受入れ態勢の充実が求められるとともに、ターゲ

ットを絞った支援策の効果検証及び地域愛の醸成

にもつながる魅力発信に取り組む必要があると考

えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、交流では市民団体等を中心とした様々な

交流活動を支援することで幅広い視野を持った人

材育成や地域の活性化につながる取組を推進いた

します。

また、移住促進では相談体制など強化を図るた

めのコーディネーターの配置や地域住民と連携し

た受入れ態勢の充実を図り、地域との関係性づく

りや魅力発信の取組を推進いたします。

主な成果指標としては、交流では国際交流事業

の回数、交流事業参加者数をコロナ前の相互交流

を行っていた水準まで戻すことを目標として掲げ、

コロナで人の往来が困難な場合においてもＩＣＴ

を活用したオンライン交流などの代替事業を行う

ことで海外との交流機会を提供するとともに、国

内外との交流による地域の活性化に向けて取り組

んでまいります。

また、移住促進では、移住相談などサポートを

受けて移住された件数と転入アンケートで移住と

回答された件数を合わせた移住件数を３０件まで

増やすことなど、受入れ態勢の充実や魅力発信な

どの取組により成果指標に掲げる目標値の達成に

向けて取り組んでまいります。

次に、１１ページになります。主要施策５、広

域行政の推進についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、名寄市、士別市を中

心とする周辺１３市町村で構成する北・北海道中

央圏域定住自立圏において、安心して暮らせる地

域社会の形成を目指すため医療、福祉、産業振興、

教育分野をはじめ防災、物流分野などの課題につ

いてもさらなる連携が必要となっております。ま

た、東京都杉並区との交流事業などを実施してき

ており、都市部と地方のそれぞれが抱える課題解

決を図ることが必要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、定住自立圏共生ビジョンの着実な推進を

図るとともに、新たに連携した取組である広域防

災力の向上や物流網効率化に向けた取組や東京都

杉並区を中心とする交流自治体との新たな連携し

た取組を推進いたします。

主な成果指標としては、市立大学生圏域就職者

数を３０人まで引き上げることや物流効率化実証

実験参加自治体を４件とするなど北・北海道中央

圏域定住自立圏共生ビジョンを基本としながら連

携を推進し、成果指標に掲げる目標値の達成に向

けて取り組んでまいります。
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次に、１２ページになります。主要施策６、健

全な財政運営についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、本市の財政状況は自

治体財政の健全化を示す財政健全化判断比率の指

標においては安全圏にあるものの、人口減少や少

子高齢化に伴う社会保障経費の増加、さらには老

朽化した公共施設への対応など多くの財政的な課

題が山積しております。このため、真に必要な事

業を厳選して行うとともに、基金と公債費を適正

に管理し、将来世代に過大な負担を残さず、持続

可能な財政運営を維持していくことが必要である

と考えております。

このことを推進をするための後期計画期間の方

向性では、限られた財源の中で様々な行政需要に

対応するためには適切な事業の選択が必要となり

ます。将来世代に過大な負担を引き継がず、持続

可能な財政運営を維持していくため、バランスの

取れた財政運営に向けて取組を推進いたします。

主な成果指標としては、財政規律として設定し

ている、１つ目として実質公債費比率及び将来負

担比率、２つ目として市債に係る借入額及び市債

の償還に対する交付税措置がない額の市債残高合

計に対する割合、自腹率のことです。３つ目とし

て、財政調整基金と減債基金の合計残高、これら

を成果指標に掲げ、目標値の達成に向けて取り組

んでまいります。

最後に、１３ページになります。主要施策７、

効率的な行政運営についてでございます。この施

策の現状と課題についてでございますが、総合計

画の着実な推進を図るため行政評価による成果指

標の検証やローリング方式による必要に応じた事

業の見直しが必要になります。また、民間活力の

活用や人材の確保はもとより、職員一人一人が公

務員としての倫理観の向上、コンプライアンスの

徹底を図っていくことが必要であり、さらにはデ

ジタル技術を用いた行政サービスの導入など、国

などの状況の変化にも迅速に対応していくことが

必要であると考えています。

このことを推進をするための後期計画期間の方

向性では、定量的な成果指標の設定とＰＤＣＡサ

イクルによる検証や見直しを行い、計画の実効性

を高めてまいります。また、官民連携を進めると

ともに、優秀な人材の確保、育成に向けた採用や

研修の充実を推進いたします。

主な成果指標としては、受験者数の確保、職員

のモラルや意識向上を図るための研修の参加人数、

行政評価による事業見直し数の３項目とし、より

多くの優秀な人材の確保や職員の資質の向上に努

めるとともに、総合計画や総合戦略の着実な推進

を図りながら成果指標に掲げる目標値の達成に向

けて取り組んでまいります。

以上で説明を終わります。よろしく御審議くだ

さいますようお願い申し上げます。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

佐久間誠議員。

それでは、１１ペー〇４番（佐久間 誠議員）

ジの広域行政の推進についての中でありますが、

現状と課題として防災、物流分野などの課題につ

いても圏域市町村を中心にさらなる連携が必要で

すというふうに書かれております。防災、物流に

絞ると具体的にどのような連携の強化を目指そう

としているのか伺いたいと思います。

また、後期計画の期間の方向性の中に新たに連

携した取組である広域防災力の向上や物流網効率

化に向けた取組等を推進するというふうにありま

して、これも併せて関連すると思いますから、具

体的な推進計画について考えている点についてお

伺いをしたいというふうに思います。

次に、１２ページ、健全な財政運営に関わって

事業の選択と集中という言葉が出てきておりまし

て、現状と課題では老朽化した公共施設への対応

という言葉も書かれております。まさに真に必要

な事業を厳選して行う、こうした決意も書かれて、

表明されているわけですけれども、総括質疑での

中でも同僚議員が指摘されておりましたけれども、
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やはりスクラップ・アンド・ビルドでしっかり残

すものは、必要なものは残して、造ってもあるい

はそうでないものは廃棄や集約、あるいは同種施

設に対して吸収をしていくと。または、その代替

施設を用意して、市民理解の下、そちらに移すと

いうことやっていかないと、いわゆるスクラップ

のほうでありますが、相当厳しいのではないかと

いうふうに考えているところであります。それで、

名寄市における財政課題の中でも取り上げられて

いるわけでありますけれども、老朽化が進む公共

施設について１６施設例としてピックアップされ

ていたというふうに考えております。健全な財政

運営の観点から考えてみると、思い切った集約だ

とか、あるいは代替施設への移転など関係者や地

域、関係機関と膝詰めで議論して、方向性を出し

ていかなければならないのではないかというふう

に思っておりますが、この辺りの考え方について

お伺いしたいと思います。

以上です。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

それでは、私の〇総合政策部長（石橋 毅君）

ほうからⅠ―５、広域行政の推進の部分で御質問

いただきましたので、お答えをさせていただけれ

ばというふうに思います。

広域防災、それから物流についてはこの間定住

自立圏の協定の中で御議決をいただいて、関係自

治体と共に取り組んでいくということで盛り込ん

できた経過がございます。その中で防災につきま

しては、それぞれ個の自治体でこの間地域住民を

守るための取組というのを進められてきましたけ

れども、それを広域というスケールメリットを生

かした中でしっかりと有事の際に対応できる体制

づくりということで、この間機会あるごとに意見

交換をしてきたということで、その部分をしっか

りと具現化していくための取組をこの後期計画の

中でも進めさせていただきたいというところの表

現でございます。

それから、物流についても議決いただいて、今

連携協定の中で取り組んでおりますが、これも防

災と同じ考えの中で取り組んできておりますけれ

ども、今年１つ事業として花を咲かせたのが枝幸

町との連携事業ということで、この先２０２５年

の労基法改正によってトラックドライバーの要は

時間外の上限がはめられるといったことで、今ま

で運べていたエリアが今までどおりには運べなく

なるという法改正を控えた中で、では本当に優良

なものを生産している地域、地方については今後

どのように低コストを維持しながら物を運べるか

というのがこれから非常に大きな課題になってく

ると。そこを見据えた中での我々の取組をしてき

ているわけでございまして、これからが各地域が

真剣にやはり考えて、地場の産業をしっかりと生

産をし続けていただける環境つくっていけるかと

いうことを、これはみんなで考えていかなければ

ならない時代に入ってくるということで、そうい

った意味でも今回ＫＰＩの設定について取組事業

を４事業増やすというような、４自治体を増やす

というようなＫＰＩの設定をさせていただきまし

た。ここについては、具体的なというよりもそれ

ぞれが課題提起をしながら、それを課題解決する

ためにどのような方策がいいのかというのをしっ

かりと掘り下げていくという作業を続けながらＫ

ＰＩの達成に向けて我々も取り組んでいきたいと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願い

いたします。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

財政の関係で事業、〇総務部長（渡辺博史君）

そして建設するような建物も含めまして御意見、

そして御提言もいただいたというところで考えて

いるところでございます。議員おっしゃりますと

おり、かなり名寄市の財政は相当厳しいというこ

とで、午前中の佐藤議員の総括質疑の中でも話を

させていただきまして、ただ一方では安全、安心

な市民生活を守るですとか経済を守るということ

で、そういう部分も含めまして財政規律の見直し

にさせていただいたというところでございます。
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通常の事業もスクラップ・アンド・ビルドですか、

当然今やっている事業もそれぞれ利用者がいれば、

そういう形もありますから、なかなか事業をなく

すということは難しいことではございますけれど

も、それは市長の指示もありまして、そういう部

分に取り組みなさいよと。なかなか一朝一夕とす

ぐなりませんけれども、そういう形で全職員がい

ろいろ考えてやっているというところもあります。

また、公共施設につきましてもこの間立地適正化

計画ですとか公共施設の総合管理計画ですか、ま

た公共施設の再配置計画もありまして、その都度

それぞれ学校施設もあれば、子供たちの施設もあ

りますし、今教育施設のこともありますし、当然

この庁舎もありますけれども、そういう計画を策

定したり、議論の中で施設の在り方なんかも議論、

協議、検討しているというところでございます。

いずれにしましても、限りある財源を有効に使っ

て、当然なければならない施設ありますから、そ

ういう部分も平準化しながら、施設を建築しなが

ら市民の皆さんの安全、安心な生活を守っていく

ということで考えております。その都度また議員

の皆さんにも御相談させていただきながら公共施

設の建設なんかも進めていきたいと考えておりま

すので、御理解をお願いします。

以上です。

佐久間議員。〇議長（東 千春議員）

それぞれお答えいた〇４番（佐久間 誠議員）

だきました。それで、まず最初に広域行政の推進

のところで防災、物流分野のお答えもいただいた

わけでありまして、特に枝幸町との連携など物流

の中でやってきたということで、それをさらに広

めていくのだと。それとあと、それらを４自治体

に広げて、課題提供それぞれしながらまた議論を

深めていくのだということで、大変この中から、

議論する中からいわゆる物流拠点化、あるいは防

災の面でも様々な課題やらヒントやら見えるもの

が出てくるのではないかと。そういったものを、

防災、物流分野などの課題では特に王子マテリア

敷地への企業誘致の柱の一つでもあります広域防

災拠点化構想、こんなところとも結びつけていけ

るのかなというふうに感じたところでありますか

ら、ぜひ圏域市町村へも説得力のある指針をひと

つ示していただいて、そして流れを牽引するよう

なものをぜひ研ぎ澄まして、ブラッシュアップし

ていっていただきたいと。その辺りの考え方も含

めて何か考え方ありましたら、再度お伺いをした

いというふうに思います。

それとあと、財政の関係で健全な財政運営の関

係でありますが、特にこの間なかなかスクラップ

するというのはやりづらい話で、かなり慎重な協

議も必要だというふうに思うのですけれども、こ

れまで壊す方針でいたものをやっぱり地域のほう

から使いたいというようなお話あって、例えば残

す、あるいは同種施設があるのですけれども、利

用者もほとんど少なくなってきているという現状

の中で集約しないという事象もあります。こうし

たことが見受けられる結果として、維持管理費の

上昇で市民の税負担が増えるということになって

おりまして、上川総合振興局調べによりますと、

名寄市の公有財産、建物維持管理費というのは２

０１５年に市民１人当たり１８万円だったものが

２０４０年には２５万７，０００円の負担額にな

るという推計も出されております。人口減が進む

中で施設の維持で税負担が多くなっていくと、こ

ういう深刻な状況も一つ考えていかなければなら

ないだろうというふうに私自身も思っているとこ

ろでありますが、特に名寄市を離れる人が増える

というのもやっぱりこうした税金の関係もありま

すから、そして出ていく人が多くなれば支える人

が少なくなるといういわゆる負のスパイラルに陥

るのではないかと。生産性のあるもの、それから

まちの発展に貢献しているもの、こういったもの

を残すという議論を積極的につくっていただきた

いし、関係者や関係機関、地域とやっぱりしっか

り議論をしていくと。税負担も上がっていくとい

うことをやはり知らしめながらどうしていくべき
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かということを率直に検討されたいというふうに

思いますから、この辺りについて行政のほうから

の考え方を再度お伺いしたいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

私のほうからは、〇総合政策部長（石橋 毅君）

広域行政の部分についてお答えをさせていただけ

ればというふうに思います。

広域防災、それから物流の拠点化の推進につい

てなのですけれども、いろいろ王子の跡地のお話

もいただきました。その中では柱の一つとして掲

げて、この間も可能性について調査研究を続けて

いるところであります。今、今回のお話は名寄市

のエリアだけではなくて、いわゆる定住自立圏域

という広範囲、１３市町村の中でのお話の考え方

なのですけれども、基本的に我々が今回防災、そ

れから物流の拠点化の構想というのを掲げた根本

的な考え方というのが総合計画の基本構想の中の

将来像にあります自然の恵みと財産を生かすとい

ったところで、この名寄市の持っている都市機能、

しっかりこの財産を生かした中で圏域の皆さん方

みんなにやっぱり喜んでいただけるような取組、

そんなことの中でこの名寄市が果たせる役割とい

う部分をしっかりと研究していきたいというふう

に考えておりますし、実は市長の公約の整理の中

でも必ず気にかけて出てくるのが将来像、ここの

記述の中での考え方に全てが資するところにつな

がるのかなというふうに我々も捉えておりますの

で、しっかりと圏域の皆さんが幸せになっていく

ような取組がこの名寄市を中心にやれることがあ

ればしっかりと取り組んでいくということを進め

ていきたいというふうに考えております。先ほど

言った財産という部分でいうと、我々地域医療の

要になっております市立総合病院、こちらが防災

拠点病院という位置づけにもなっておりますし、

日本最北の駐屯地という意味でもこの名寄市に駐

屯していただいているわけでございまして、そう

いった都市機能をしっかり生かしながらこの道北

圏域をしっかりと支えていけるような、そんな名

寄市になっていけばいいかなと思っていますので、

そこを目指してしっかりと取り組んでまいります。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

議員おっしゃるとお〇総務部長（渡辺博史君）

り、施設の維持管理経費というのは今回の燃料費

の急騰なんかもありまして、かなり厳しい、それ

でなくても厳しい財政状況の中でかなり重たくな

ってきているというのが事実でございます。これ

から施設を建設したり、いろんな計画の中でやっ

ていくときは複合化だとか、そういう部分は当然

検討していくということになろうかと思いますし、

集約化だとか、そういう部分もこれからいろんな

ところが出てくるであろうと思います。また、午

前中の副市長の話にもありましたけれども、デジ

タルの関係もありまして、本当に今ある同じよう

な建物が何年か後にまた同じように必要なのかど

うか、そういうこともいろいろ考えていきながら

公共施設の建築については進めていかなければな

らないと考えております。いずれにしましても、

多額の経費がかかることになりますので、当然議

員の皆さんとも相談しながらいい方向で進んで、

財政に影響が出ないように進めていきたいと考え

ております。

以上です。

佐久間議員。〇議長（東 千春議員）

広域の関係もそれぞ〇４番（佐久間 誠議員）

れ財政の関係も今御答弁いただきましたから、ぜ

ひしっかり進めていっていただきたいと。嫌なこ

ともあると思いますが、そこに嫌われても将来的

にこれは市の発展のためになるということであれ

ば、やっぱり一つ一つ難解なことも議論の中で克

服をしていくと、そういう作風でぜひ後期計画頑

張っていただきたい。

以上です。

倉澤宏議員。〇議長（東 千春議員）

何点か質問をさせてい〇２番（倉澤 宏議員）

ただきたいというふうに思います。

初めに、基本目標Ⅰ―１、市民主体のまちづく
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りの推進についてでございます。ページ数では７

ページです。７ページになります。その前に、ち

ょっと１つ確認をしたいのです。配付された議案

なのですけれども、今回配付された議案、基本目

標と、あと成果指標と実施計画とそれぞれこれ別

ファイルで配付されているのです、一つ紙で、ほ

かデータで。９月の議員協議会で配られた骨子案

は、１つの基本目標に成果指標と実施計画と掲載

されていて、非常に見やすい資料でした。今回こ

うしてばらばらに配付された理由、ちょっと今回

審議皆さん多分しづらいと思うのです、非常に。

その理由をちょっと初めにお聞かせいただきたい

なというふうに思います。

改めて市民主体のまちづくりの推進についてお

伺いしたいと思います。主要施策の成果指標、町

内会加入率の関係でございます。中期計画では７

７．９８を基準値として目標７８．５％、今回示

された後期計画、基準値７３．７、目標値７４．

２と中期計画に比べてかなり率的に目標、基準値

それぞれ下がっているのですけれども、この部分

についての中期計画の総括、どのように考えてこ

の間の取組、後期目標に設定をされたのかお聞き

をしたいというふうに思います。

関連して、この市民主体のまちづくりの推進の

本文の中にも出てきますけれども、市民と行政と

の協働によるまちづくりの根本となる自治基本条

例の推進、この部分で自治基本条例、これをこの

間どのように市民にしっかり浸透させ、また職員、

また議会も含めて根本となる条例の推進に取り組

んでこられたのか、また今後後期計画の中でどの

ような取組をして自治基本条例を推進していくの

かお聞かせをいただきたいというふうに思います。

続いて、Ⅰ―７、効率的な行政運営、ページ数

でいきますと１３ページです。１３ページになり

ます。こちらの主要施策の成果指標、職員採用試

験の受験者数、こちら新たに追加されている項目

でございます。基準値１３９、目標値１５０と。

この数値だけ見ると、基準値そんなに低いように

感じないのです。１３９名、これ２０２１年度の

実績なのかなというふうに思うのですけれども、

この数値、新たに目標設定、項目追加した部分に

ついて後期計画の方向性との整合性についてお尋

ねをしたいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

倉澤議員から今〇総合政策部長（石橋 毅君）

まず議案の部分の説明を求められました。我々と

しても大変心苦しいところはあったのですけれど

も、あくまでも提出させていただいているのは議

案になりますので、議案の部分を、余計なものと

言ったら怒られますね。いろんな議案以外の文言

が入らない状態で提出をさせていただいておりま

すので、この部分についてはぜひ御理解いただけ

ればと思います。それ以外の部分について資料と

いう形で大変御不便おかけしておりますけれども、

参照いただきながら御審議いただければというふ

うに思います。よろしくお願いいたします。

それから、私のほうから、まずは町内会の加入

の目標設定のところの御質問いただきました。こ

こについては、既に中期計画の中で引き続き同じ

項目で目標設定を掲げさせていただきましたが、

実は御指摘のとおり中期計画では数値目標を達成

できておりません。この中で、されていない中で

またさらに後期計画にかけてこの数字を上げてい

こうというところの思いなのですけれども、思い

というか、総括といたしましてはやはりこの名寄

市の市民の構成の変化といいましょうか、人口減

少は進みながら、実は世帯数は順調に増加してい

っているということで、これは、こんなこと話し

たら怒られますけれども、私が就職した頃という

のは記憶としては人口３万程度に対して世帯が１

万１，０００程度のまちでありました。今現在ど

うなっているかというと、１１月末でほぼ２万６，

０００の人口に対して世帯数が１万４，０００を

超えているといったような状況で、これだけ、当

時割り返せば３はいかないのですけれども、３に

近い、１世帯当たり３人程度の家族構成が数値と
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して出されていたものが今２を完全に割っている

というような状況で、割り返すと１台、１世帯に

１．何人という世帯が今このまちを構成している

ということで、それだけ単身世帯の数が圧倒的に

増えてきているということですので、そういった

中でなかなか加入率の伸びという部分では難しい

状況にもなってきているのかなと思います。そん

な中でさらに達成しないながらも今回後期計画で

しっかりと上積みさせていこうという目標達成を

したというのは、やはりこの地域コミュニティー

の目的がしっかりと子育てにコミットしながら、

地域で子供を育てていくといった部分をしっかり

お伝えしながら、名寄市民としてコミュニティー

を核としながらまちづくりを進めていこうという

部分の気持ちの表れでございますので、我々もし

っかりとこの数値達成、目標達成できるように取

り組ませていただければというふうに思っており

ます。

それから、自治基本条例のお話をいただきまし

た。そこは、御指摘いただいた部分については本

当に我々もしっかり推進しなければいけないとい

うふうに受け止めさせていただいております。し

かしながら、我々としても広報等で自治基本条例

の考え等を周知する機会をつくらせていただいた

りしておりましたけれども、御指摘いただいた部

分は不足している部分も正直あるかなと思います

ので、ここは最高規範の条例の考え方であります

から、しっかりとここは市民の皆さん方とも共有

できるように情報発信について共有できるように

我々もこれからしっかりと努めていきたいなとい

うふうに考えておりますので、よろしくお願いい

たします。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

効率的な行政運営の〇総務部長（渡辺博史君）

ところの職員採用受験者数の関係でございます。

これにつきましては、方向性にもありますけれど

も、より優秀な人材を確保したいと。そのために

受験者数を増やすという意気込みで設定させてい

ただきました。実は今２０２１年の、Ｒ３の数字、

１３９人ですか、これそんなに少なくないのでは

ないかという話もありましたけれども、実はその

前の年ですとか、民間の受験者で使っているＳＰ

Ｉの試験を導入したところ、民間企業を志望する

学生なんかも受けていただきまして、結構上がっ

たというのがありました。ただ、いろんな民間を

希望する方が多いのか、あとは都市圏なのかとい

うところで、まだ分析はしていないのですけれど

も、なかなかＲ３で１３９名、そして来年度の採

用についても今年も結構苦戦しているという状況

もございます。今後コロナ禍が収まれば大学とか

の訪問ですとか、そういう強化もしていきながら

受験者数を増やして、ひいては優秀な人材の確保

に努めていきたいということで、ＫＰＩとして設

定させていただいたというところでございます。

以上です。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

町内会の加入率の関係、〇２番（倉澤 宏議員）

石橋部長から今名寄市の世帯の類型が影響してい

るのではないかという分析もされているというこ

とで、今御答弁にありましたとおり、名寄市の世

帯、１世帯当たりの人数１．８３人なのです、１

１月末現在で。東京都の１世帯当たりの世帯人数

１．８６なのです、１１月末現在。東京都よりも

名寄市のほうが１世帯当たりの人数が少ない状況

なのです。やっぱりそうした部分が町内会の加入

率とかにも影響しているのではないか、ここは同

じ共通認識でいるというところなのですけれども、

まず根本的な部分をではどうやって解決していく

のか。学生が多かったり、自衛隊の駐屯地があっ

て、隊員の方がいたりと、そうした社会的な要因

もあると思うのですけれども、そうした部分の根

本的な部分の社会的要因、どう解決していくのか

というところが今後の取組で非常に重要になるの

かなというふうに思っております。その辺の取組、

後期計画に向けてどのように考えているのか改め

てお知らせをいただきたいなというふうに思いま
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す。

あと、自治基本条例の関係ですけれども、広報

で自治基本条例の啓発活動も行っていたというこ

とで、それも十分認識をしております。自治基本

条例、市民、市長、議会、市職員、この４者の役

割と責務を定めた非常に名寄市の条例でもほかに

類を見ない、最高規範というお話もありましたけ

れども、そうした条例であります。ここの部分、

この間取組の中で広報以外に例えば学校教育の総

合学習の時間とかに児童とか、そうした自治基本

条例の存在、また内容について学校教育の現場で

取り組んできた経過があるのか。また、先ほどち

ょっと話出ましたけれども、公民館の市民講座の

中で自治基本条例、市民の中で勉強しようとかい

うような機会をつくっていたことがあるのかどう

なのかお聞かせをいただきたいというふうに思い

ます。

Ⅰ―７の効率的な行政運営、職員の採用試験の

受験者数の関係でありますけれども、こちらにつ

いては人数のほうは少ない数ではないというとこ

ろで、優秀な人材を確保したいというような話で

したけれども、実際受験者数増やすために先ほど

大学とかのほうで広報活動を行っていくというよ

うなお話ありましたけれども、これからどんどん、

どんどん子供の絶対数少なくなる中で受験者数増

やしていくというのは現実的に非常に難しいのか

なというふうに思っています。そうした課題克服

するために具体的にどのような取組を今後してい

くお考えなのか改めてお聞かせをいただきたいと

いうふうに思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

コミュニティー、〇総合政策部長（石橋 毅君）

町内会加入率向上に向けて具体的にというお話で

したけれども、まずは今冒頭議員もお話ありまし

た名寄市の今の構成、市民の世帯の構成状況の変

化、そこの分析と、それからではここを向上させ

るためにどういった具体的な考え、取組をしてい

くのだといったところについては、各単位町内会

の会長の皆様方もこれは当然少なからず１００を

目指しながらいろいろな活動を日々していただい

ているというところで、そこの思いもしっかり受

け止めながら、では本当に効果的な取組は何なの

かというところをこれは本当に膝を交えてしっか

り……これ毎回言っているような気がするのです

けれども、これは本当に後期の中で具体的にコミ

ュニティ・スクールの話も出てきておりますし、

進めていかなければならないというふうに思って

おります。それから、これは町内会に限らず広域

の町内会、連携する中でいろいろなイベント等も

出てきております。こういったイベント等のアイ

デア出しも実は我々や地域の役員の皆さんが考え

る仕組みではなくて、担っていただけるようなア

イデアを出していけるような方たちもしっかりと

そこに加わって、参画いただきながらイベントを

一つつくり上げていくという方法も我々としては

検討していかなければならないかなというふうに

思っています。いずれにしても、参画する機会、

そういったものをしっかり提供しながら、少しで

も志、思いを持っていただける方が参加しやすい

環境というのをつくりながらコミュニティーの醸

成というのを、一端を図っていければと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

職員採用の受験者数〇総務部長（渡辺博史君）

を増やす取組というところでございます。現在う

ちの採用試験としましては７月、９月、１２月の

３回採用試験を実施しているというところであり

ます。増やす取組としてぱっと思いつくのが例え

ば試験の日程をちょっとずらして先にするだとか、

そこで内定を出してだとかというのもありますし、

先ほど申し上げました大学への働きかけを、コロ

ナ禍が収まればまたそういうこともやっていきた

いということ考えております。また、今の、ここ

一、二年採用試験の受験者数がちょっと落ちてき

ていると、そういう部分につきまして大手の業者

と協力しながら今分析をしているところでござい
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まして、その分析の状況を踏まえて改めて今後対

応していきたいというところもございます。

以上です。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

倉澤議員のほうから〇教育部長（木村 睦君）

は、自治基本条例の関係で学校や公民館でそうい

った学習をしているかどうかというような御質問

だったかなというふうに思っております。大変申

し訳ございませんけれども、学校ですとか公民館

で自治基本条例についてそういった学びをしてい

るかということは、申し訳ございません、今現在

把握しておりませんので、お答えすることはでき

ませんが、名寄市のこうしたことや取組について

特に公民館活動では学んでいただくことは非常に

重要かというふうに思っておりますので、改めて

今の御意見をいただきながら浸透に向けて取組を

検討していきたいなというふうに思っております

ので、よろしくお願いいたします。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

町内会の加入率の関係〇２番（倉澤 宏議員）

は、どこの町内会もなかなか苦労されていると。

私の町内会でも６割ぐらいしか加入率ないという

状況もございます。共同住宅が増えてくる中でそ

うした部分、そういう共同住宅が非常に多く集ま

っている町内会というのはとりわけ厳しい状況な

のかなというふうにも思っております。そうした

部分でのまちづくりの中でしっかり取り組まなけ

ればいけない課題でもあるのかなというふうに思

っていますので、他の基本目標と連携しながらぜ

ひとも取り組んでいただきたいなというふうに思

います。

自治基本条例の推進ですけれども、取組、考え

ればいろんなことが考えられるというふうに思い

ます。先ほど来から石橋部長申されている名寄市

の最高規範という条例でございます。これの制定

にもかなりの時間を要して、私も当時職員で、庁

内検討委員会にも入っていましたけれども、時間

を要して制定した条例でもございます。これのや

っぱり浸透、市民にしっかりしていく、また職員

にもしっかり認識をしてもらって、これを基本と

しながら行政運営を進めていくということも非常

に重要なのかな。もちろん私ども議会議員もそれ

らの存在、内容もしっかり理解しながら議会活動

を進めていくということが重要なのかなというふ

うに思っておりますので、ぜひとも後期計画の中

で学校教育、また公民館、社会教育の部分、また

様々な広報活動の中で市民浸透を図っていただけ

ればなというふうに思っております。

最後、Ⅰ―７の効率的な行政運営ですけれども、

なかなか募集かけても受験者数が増えてこないと

いうような状況があるというお話でしたけれども、

これ再来年度から定年延長入ってくると思います。

そうした中で採用、また抑制の部分に入ってくる

のかなというふうに思いますけれども、そちらで

の整合性はどうなっているか最後に御確認させて

いただいて、私の質問終わりたいというふうに思

います。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

定年延長が再来年で〇総務部長（渡辺博史君）

すか、始まると２年間で１歳ずつ定年が延びてい

くという形になって、退職者がいない年が隔年出

てくるということでございます。ただ、過去にも

名寄市ありまして、年齢層が偏ってしまうという

ところがあって、退職するときに一気にベテラン

職員がいなくなって、とても大変な目に遭ってい

るという部分もありますので、今私どもとして考

えているのは平準化を図ろうというところで、２

年間で定年、６２歳で辞めるときが６人いたとし

たら、例えば３人、３人で採用して、平準化を図

っていくというようなことも今考えているという

ところで、何とか採用者がいないだとか、そうな

ったら年齢がまたある程度偏ってしまう可能性が

あるので、そういうことのないように採用計画を

立てて、進めていきたいと思っております。

以上です。

富岡達彦議員。〇議長（東 千春議員）
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Ⅰ―２、人権尊重と男〇１番（富岡達彦議員）

女共同参画社会の形成についてお伺いをしたいと

思います。

重点プロジェクトの中で生涯活躍プロジェクト

が導入されまして、年齢や国籍、性別、障がいの

あるなしにかかわらず地域の担い手として全ての

市民が活躍できるような、そういったものを導入

していこうということが後期の計画の中にうたわ

れております。これは、このⅠ―２の人権尊重と

男女共同参画社会の形成における非常にベースに

なるような重要なソフト事業だというふうに私は

認識をしているところなのですけれども、その中

で成果指標の中で行政委員会、審議会等における

女性委員の割合という部分が中期の中では目標値

は５０％というふうにすぱっと打ち出されている

のですが、今回の後期の流れの中を見ますと４０

％以上６０％以下というような表記の仕方になっ

ています。なぜこれ幅を持たせてしまったのかに

ついてお聞かせをいただきたいなと思います。

それと、職場における男女の平等感についての

指標というのが今回後期の中では表記をされてい

ないのかなと、ＫＰＩの中には書かれていないと

いうふうに思うのですけれども、その辺が外れた

理由等があればお聞かせをいただきたいというふ

うに思います。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

成果指標の関係で御〇市民部長（廣嶋淳一君）

質問いただきました。まず、最初の審議会等委員

に占める女性の割合ということで、中期につきま

しては目標値が５０％ということで言い切りの数

字になっておりましたけれども、今回４０から６

０ということで幅を持たせたというのは、これま

でもなかなか目標値を超えることができなかった

というところもありまして、現在来年から３次の

計画のほうの策定を今進めておりまして、その推

進委員会の中でも計画の審議を今していただいて

おりますけれども、その中でも言い切りにしない

で幅を持たせたのはどういうことなのかというこ

とで、逆に目標値を高く持って進めていくべきで

ないかというような御意見もございました。今回

幅を持たせたのは、国のほうの第５次の男女共同

参画の基本計画の中で実は審議会の委員の部分、

こういう幅を持たせた形での目標値を定めており

まして、たまたま今回合わさせていただいたとい

うことでございます。目標値としてはちょっと不

十分かもしれないですけれども、現在よりも目標

値をさらに上げたいということもありまして、幅

を持たせていただきましたけれども、それ以上に

達成できるような形で進めたいということで設定

をさせていただいたところでございます。

それと、前回中期の計画の中で職場の関係、率、

今回項目を削除した、削除といいますか、なくし

たということなのですけれども、一応この計画を

策定するときに市民アンケートを取っておりまし

て、同じ項目でこのアンケートを調査させていた

だきまして、ほぼ同じような傾向にあったという

ことで、率につきましては毎回のアンケートの中

であんまり変わらないということで、今回計画の

中では外させていただいて、この３つの指標に絞

らさせていただいたということで、特に無視をし

たということではなくて、たまたま数字的にはち

ょっと変わらなかったということで、今回外させ

ていただいたというような状況でございます。

以上です。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

何か分かったような分〇１番（富岡達彦議員）

からないような、そんな感じがするのですけれど

も、目標値であるわけですから、いろいろな理由

があって幅を持たせられたのだろうということは

理解できなくもないのですが、そこはある程度目

標値としてずばっと設定をされたほうがそこへ向

かっていくのだぞというような機運も高まるのか

なというふうにも思いますし、後期計画の中の重

要なポジションを占める部分だろうというふうに

も思います。

それと、職場における男女平等感の部分のアン
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ケートがほぼ同じであったというような今御回答

だったのかなというふうに思うのですけれども、

ほぼ同じということは３３．８％ほどというよう

な状況になるのかなというふうに思うのです、中

期の中のあれで見ますと。これって決して高くな

いです、数値としては。平等感を３３．８％余り

の人しか感じ得ていないというものであるのであ

れば、そこら辺の設定というのはアンケートがほ

ぼ同じだったからのせないではなくて、新たにそ

こはきちんとした指標として目標設定をしながら

後期計画に臨んでいく必要があるのではないかな

というふうに私は考えるのですが、その辺につい

てはいかがでしょうか。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

議員おっしゃるとお〇市民部長（廣嶋淳一君）

りなのですけれども、たまたま今回この人権尊重

と、それから男女共同参画ということで２つの大

きなタイトルになっておりまして、まず人権尊重

の部分と、それから男女共同参画の部分での目標

値を決めましょうということで議論した中で、ま

ず一つは人権尊重の部分をまず一つ大きく項目を

加えましょうということと、それから男女共同の

関係も２次計画の中では審議会等における女性委

員の割合と、それから女性委員長のいる審議会等

の比率と、それから今議員おっしゃられたように、

職場における男女平等感の部分、この３点を２次

の計画の中でもうたっておりましたけれども、人

権尊重以外の部分でたまたま３つありましたこの

項目を２つに絞らさせたということで、職場にお

ける男女平等感を無視したということではないの

ですけれども、これは引き続き平等感を高めるた

めに何をしていくべきかというところで具体的な

事業、取組の中でここは強くうたっていこうとい

うことで、たまたまＫＰＩからはちょっと外れた

のですけれども、今後の取組の中ではこの部分に

ついては一つ大きな課題になっていると思います

ので、そこは事業の中で重点的に取り進めたいと

いうことで、今回はたまたま外させていただきま

したけれども、取組の中でぜひきちっとうたって

いくということで、今回は外させていただいたと

いうような状況でございます。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

なかなかちょっと理解〇１番（富岡達彦議員）

しづらい部分があるかなというふうに思う部分が

あるのですけれども、今後そのような形で進めて

いくというようなお話でございましたので、その

辺は期待を持っていきたいかなというふうに思う

部分はあります。女性委員長の審議会の比率につ

いてというのが新たに加わっておりますので、そ

の辺を含めて今質問で申し上げた男女の平等感で

すとか、委員会等での女性委員の割合ですとか、

女性委員長の審議会等の比率というのは非常に重

要な部分だと思いますので、ぜひともその辺をき

ちんと目標数値を設定する中で進めていっていた

だきたいなというふうに思う部分がありますので、

改めて申し上げておきたいなというふうに思いま

す。

デジタルトランスフォーメーション、あるいはS

ociety5.0、ＳＤＧｓ等々が後期計画の中に盛り込

まれていくということになりますと、誰一人取り

残されないような社会、市民の名寄市を築いてい

くというようなビジョンだというふうにも私は思

っております。その中でやはり人権施策という部

分に関しては、これ全ての計画の一番ベースにな

るような本当に大きなソフトの事業の面になろう

かなというふうにも思います。北海道のほうでは、

男女共同参画ではなくて、男女平等というような

話も出ておりますので、その辺も含めて自分の人

権と、あとは他者の人権等々がきちんと守られる

ような、そのような仕組みづくりというものを形

成していっていただきたいなということを強く申

し上げて、終わりたいと思います。

山崎真由美議員。〇議長（東 千春議員）

基本目標Ⅰに関わり〇３番（山崎真由美議員）

まして１点だけ確認をお願いします。

市民と行政との協働によるまちづくりというこ
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とであります。個別計画、２１計画提示していた

だいております。特に若年世代の市民の皆さんを

対象にした個別計画、どの部分から若い方たちに

協働のまちづくりに関わっていただく計画がある

のか、その部分お聞かせください。

（「個別計画」と呼ぶ者あり）

もう一回質問してもら〇議長（東 千春議員）

えますか。１回目ということで、もう一回ちょっ

といいですか。

個別計画というとこ〇３番（山崎真由美議員）

ろでちょっと引っかかったようですので……

（「資料が。資料とかじゃなくて」と呼ぶ者あ

り）

お話をし直しさせて〇３番（山崎真由美議員）

いただきます。

市民主体のまちづくりの推進というところでも

どの部分でも構わないのですが、先ほど自治基本

条例の第２条にある定義の中で市民という言葉の

意味についてのお話もありました。もちろん市民

の皆さんということに関わりましては若い世代の

皆さんもいらっしゃいますし、ここに職場のある

皆さん、学校に通われている皆さん、併せて市民

という定義で自治基本条例をつくっております。

特に若年世代の皆さんが行政との協働によるまち

づくりというところに関わっていただけるように

後期計画の中で特別考えておられるところがある

と思っておりますので、その点お聞かせいただき

たいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

いろいろなこれ〇総合政策部長（石橋 毅君）

は機会があるのだと思っています。冒頭私町内会

のことかなと先入観でお話聞いていたのですけれ

ども、そういうことではなくて、若年世代がまち

づくりにどうやって関わっていくかということで

いうと、それは例えば私冒頭からちょっと名前を

出していますけれども、Ｎスポーツコミッション

であったり、いろいろなまちづくりに資する取組

の団体に対していろんなところで活躍している方

たちが名のりを上げて、１つの目的に対して議論

をしていくという、こういった取組が随所に広が

っていって、それぞれが機能して活躍していただ

けるという機会をたくさんやっぱり数を増やして

いかなければならないかなというふうに思ってい

ます。それはたまたま今Ｎスポーツコミッション

なのかもしれませんが、我々総合政策部の中でい

うと例えばスポーツ推進委員会さんだったり、ス

ポーツ審議委員さんだったり、いろんなところで

いろんな方たちがそれぞれ携わっていますので、

そういった方たちがしっかりとそこに参画するこ

とでまちが少しよくなるという手応えを感じてい

ただけるような、そこでせっかく話し合われたも

のをレスポンスよくお返ししていくようなことも

力を我々もつけていかなければならないというふ

うに考えておりますので、実感していただけると

いうこともしっかり努めていけば、おのずとそう

いった醸成は図れてくるのかなというふうに考え

ております。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

欲しい言葉を使って〇３番（山崎真由美議員）

いただいたなと思っております。参画することで

手応えを感じていただく。若い世代を、スポーツ

を例に取って御説明いただきましたけれども、ど

んどんいろんな部分で参画していただける、そん

な後期計画の４年間であってほしいなというふう

に思っています。特に成人年齢が引下げになりま

したので、その分も含めて計画の中にしっかり取

り込んでいただきたいなというふうに思っていま

す。今基本目標Ⅰ―１からずっとⅠ―７まで進め

ていただいておりますが、部長個人のということ

にならないとは思いますが、具体的にどの分野を

特にターゲットに絞って取り組んでいかれるのか

改めてお聞かせください。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

総合計画という〇総合政策部長（石橋 毅君）

意味からすると、私、総合政策部長としての考え

を述べさせていただくと、やはりここはこの文言、
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明文化している部分については本来であれば市民

の皆さん方が一堂に会していろいろ議論いただき

ながらつくり上げていくというのが、多分自治基

本条例の考えからしてもそれが一番ベストなのだ

と思いますけれども、それが現実的ではないとい

うことで審議会という形を取らせていただきなが

ら、意見を出していただいて、議論をして、積み

上げてきました。そして、議会の場で議案として

提案させていただきながら議論いただいていると

ころなのですけれども、私の中ではこの中という

よりも基本目標Ⅰだけではなくて、これまでの議

会の議論も振り返ってみますと、まさに総合計画

に資する質疑がこの間いろんな分野で執り行われ

てきたのだろうというふうに私は実感しています。

ということでいうと、現状と課題、後期計画期間

の方向性、ここはまさに議案に資するべき重要な

文言という、全てが重要な文言という位置づけで

ありますので、私の中ではこれを重点的にという

ことではなくて、やはりこれ全てが議案に資する

べき大切な言葉ということと私は受け止めており

ますので、全て一生懸命頑張っていきたいという

ふうに考えておりますので、よろしくお願いいた

します。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

全て一生懸命という〇３番（山崎真由美議員）

ことでありますので、もちろんそれに対しては賛

同させていただきます。若い世代が本当に手応え

を感じられる後期計画であることを期待していま

す。

川村幸栄議員。〇議長（東 千春議員）

２点お尋ねをしたい〇１０番（川村幸栄議員）

と思います。

まず、８ページの人権尊重と男女共同参画社会

の形成についてでありますが、現状と課題の中で

いじめ、ハラスメント問題云々ということで、さ

らなる市民意識の高揚を図るとともに、女性の活

躍推進のための積極的な取組が必要だというふう

に現状と課題で述べられています。しかし、方向

性のところを見ますと、人権教育、人権啓発活動

を進めると。そして、目標の達成に向けた施策と

総合的かつ計画的な取組を推進しますということ

で、ちょっと具体的な言葉につながっていないな

というふうに私は感じたところであります。それ

で、実は杉並区の新しい区長さん、女性になった

のですけれども、区内また庁内ハラスメントゼロ

を目指そうというふうな目標を掲げていらっしゃ

います。こういったことで具体的に施策を組んで

いくということが必要かなというふうに考えるの

ですが、その点についてのお考えをお聞かせをい

ただきたいと思います。

それから、もう一点は１３ページの効率的な行

政運営に関わってなのですが、ＳＤＧｓのアイコ

ンの中で５のジェンダー平等を達成し云々とあり

ます。このアイコンがⅠ―７のところにないのが

ちょっと気になるところです。というのは、最初

の説明のところにも最後のほうに公民が連携し、

質の高い行政サービスの提供に努めますというふ

うにうたっていて、個々の職員は公務員としての

倫理観の向上とコンプライアンスの徹底が必要で

あるとともにというふうに書かれている。先ほど

来議論がされていたように、優秀な人材の確保、

育成に向けた採用、研修の充実を推進しますとい

うふうに今後の方向性に向けて述べられているの

ですが、ここにやっぱりジェンダー平等、この観

点が必要だというふうに考えるのですが、ここに

ないということの御説明をいただきたいと思いま

す。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

川村議員のほうから〇市民部長（廣嶋淳一君）

杉並区の例にハラスメントゼロの取組ということ

で、こういった取組をしてはというような御提言

でございました。ハラスメント問題、これは様々

なハラスメント今たくさんありますけれども、こ

の部分については人権尊重、それから男女共同参

画推進の中では一番重要な課題でありますし、Ｓ

ＤＧｓの中でもこの部分というのは重要な要素と
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いうことで言われておりますので、今回３次の計

画今策定中でございますけれども、その中でもこ

ういった問題も広く周知していくなり、取組を実

践していくということが大事であるということで、

推進委員会の中でもやはり計画をつくるだけでは

なくて、具体的な取組、委員も含めて取り組んで

いきましょう、議論していきましょうというふう

なことでの御意見もいただいておりますので、そ

ういった中で今後の取組も含めてセミナーの開催

だとか今までやっていた事業所の表彰であったり

とか、そういったものも含めてより具体的に取組

を進めていかなければならないというふうに考え

ておりますし、またハラスメントの関係も役所の

中にも庁内のほうの推進委員会もございますので、

それぞれ計画の中で進めていく事務事業、事業の

中でどういった形で男女共同であったり、人権の

部分含めてどういった業務に反映していくかとい

うところもそれぞれの全庁的な、各課長さん方と

か委員会に入っていますので、そういった中でも

毎年協議をさせていただいているということで、

そこも含めて、ちょっとハラスメントゼロという、

これも参考になると思いますけれども、そういっ

た形で何かテーマ的なもの持った中でも取組進め

ていけると思いますので、今回後期計画の策定、

それから今進めています３次計画を実践していく

中でそういったことも進めればいいなというふう

に考えておりますし、御提言いただいたものを参

考に進めさせていただきたいと思います。

以上です。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

川村議員からＳ〇総合政策部長（石橋 毅君）

ＤＧｓの表記について御質問いただきました。ま

ず、この計画をつくるに当たって、冒頭ちょっと

私のほうで説明いたしましたけれども、やはり分

かりやすさという部分を一つのテーマとしてつく

り上げてまいりました。その中で、議員おっしゃ

っているところもよく分かるのですけれども、分

かりやすさというところでいうと、先ほどの御提

案のあったゴールについてはやはりⅠ―２の部分

でしっかりと出しながら、表現をさせていただき

ながら、この冊子の中にゴールを落とし込むとい

うところで我々は考えて配置をしておりますので、

どうか御理解いただければというふうに思います。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

今お答えをいただい〇１０番（川村幸栄議員）

たところですけれども、ハラスメントの問題で、

今３次計画の中でもそのような話が進んでいると

いうことでした。私今ずっとやってこられたセミ

ナーだとか、あと企業さんへの表彰だとか、そう

いったことの取組を否定するのではなくて、それ

はそのまま続けていただきながらも、やはりもっ

と具体的な取組、例えば前に何回も話しましたけ

れども、ＤＶであった方々が避難する場所をどう

するのかというような、具体的なそういった計画

というのも一案なのですけれども、ほかでもいろ

いろあるかというふうに思いますので、そういっ

た取組をぜひこの機会にしていただきたいなとい

うふうに考えているところであります。ハラスメ

ントゼロを目指そうと、これは例えで杉並の区長

さんがおっしゃったことだったので、ちょっと紹

介をさせていただいたのですけれども、ゼロにな

ることは難しいけれども、それを目指そうではな

いかといったことというのはやっぱり大事かなと

いうふうに思っていますので、ぜひお考えをいた

だきたいなというふうに思っています。

それから、効率的な行政運営のところの５のジ

ェンダー平等のアイコンの関係なのですけれども、

Ⅰ―２に含めてというふうなことでした。やはり

行政といいますか、行政で働く方々に対しての人

権というか、ジェンダー平等といったところも私

は重要ではないかなというふうに思ってお尋ねを

したところです。改めてお考えお聞かせください。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

具体的な考え方とい〇市民部長（廣嶋淳一君）

うか、方向性ということできちっと示した中で取

組を進めてということでの御意見をいただきまし
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た。先ほど言いましたけれども、ジェンダー平等

というのは先ほど言いましたＳＤＧｓの中でも最

も重要なテーマになっているということでござい

ますので、ここはやはりゴールを目指してという

ことで、先ほど言われましたように、ゼロにする

ことはなかなか難しいかもしれませんけれども、

それを目指す意味ではかなり大きなといいますか、

そういった考え方をきちっと示していくことによ

って皆さんがそれに向かって進めていくというこ

と、それは職員だけではなくて、市全体でそうい

った形で目標に向かって進めていくというところ

では非常に重要なことかと思いますので、そうい

ったことも想定しながら、また今後も進めていき

たいというふうに考えております。

以上です。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

市役所の職場におき〇総務部長（渡辺博史君）

ましては、例えば採用ですとか、あと昇格も含め

まして成績主義といいますか、男女分け隔てなく

やるということが地方公務員法で定まっています

ので、それで基本的にはそれが当たり前のルール

だということで御理解いただければと思います。

よろしくお願いします。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

ジェンダー平等のア〇１０番（川村幸栄議員）

イコンの説明のところには、後ろのほうに女性と

女子というふうに書かれていますから、どうして

も男女平等のところに焦点が当たりがちですけれ

ども、やっぱり人権を尊重していくのだといった

ところが私は大事かなというふうに思っています。

公務員法の男女のこともなのですけれども、やっ

ぱり働く皆さんがハラスメントのない平等なとこ

ろで市民サービスを徹底していただくということ

が必要なのだろうということで申し上げさせてい

ただきました。ぜひそういった点も含めてこの後

期計画が充実したものになるようにお願いして、

終わります。

ほかに質疑はございま〇議長（東 千春議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（東 千春議員）

します。

以上で基本項目Ⅰ、市民と行政との協働による

まちづくりについての質疑を終了いたします。

以上で本日の日程は全〇議長（東 千春議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ３時０５分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 高 野 美枝子

署名議員 山 田 典 幸
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令 和 ４ 年 第 ４ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和４年１２月１３日（火曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第３号 名寄市総合計画（第２

次）後期基本計画を定めることについ

て

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第３号 名寄市総合計画（第２

次）後期基本計画を定めることについ

て

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 廣 嶋 淳 一 君

健康福祉部長 馬 場 義 人 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
松 田 慎 司 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 岡 川 進 君
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令和４年１２月１３日（火曜日）第４回１２月定例会・第３号

ただいまの出席議員数〇議長（東 千春議員）

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

日程第１ 会議録署名〇議長（東 千春議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１０番 川 村 幸 栄 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

を指名いたします。

日程第２ 議案第３号〇議長（東 千春議員）

名寄市総合計画（第２次）後期基本計画を定め

ることについてを議題といたします。

基本項目Ⅱ、市民みんなが安心して健やかに暮

らせるまちづくりについて審議を行います。

説明を求めます。

馬場健康福祉部長。

おはようござい〇健康福祉部長（馬場義人君）

ます。私からは、基本目標Ⅱ、市民みんなが安心

して健やかに暮らせるまちづくりの主要施策につ

いて御説明いたします。

議案、後期基本計画案の１４ページから２０ペ

ージになります。基本目標Ⅱについては、７本の

主要施策で構成されており、基本目標Ⅱ―１、健

康の保持増進から順に説明させていただきます。

なお、重点プロジェクト主要施策の成果指標は資

料の２ページになりますので、よろしくお願いい

たします。

まず初めに、１４ページになります。主要施策

１、健康の保持増進についてでございます。この

施策の現状と課題についてですが、健康寿命の延

伸を図るためにはがん、心疾患などの生活習慣病

の発症及び重症化予防に重点を置いた健康づくり

の推進や新型コロナウイルス感染症など新たな感

染症に対する迅速かつ適切な対策が必要です。ま

た、複雑化、多様化する妊娠、出産、子育てに対

して個々の親子に寄り添った母子健康支援の充実

が必要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、名寄市健康増進計画「健康なよろ２１

（第２次）」に基づき生涯を通じた健康づくりの

推進に努め、安心して子育てできるよう妊娠期か

ら子育て期にわたる切れ目のない支援体制の充実

に向けた取組を推進いたします。

主な成果指標としては、女性のためのがん検診

推進事業の周知、勧奨によるがん検診受診率の向

上や子育て応援プラン作成率、産後ケア事業の利

用による問題解決率の目標達成値に向けて取り組

んでまいります。

次に、１５ページになります。主要施策２、地

域医療の充実についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、今後も住み慣れた地

域で安心して暮らしていくためには、人口構造の

変化に対応したバランスの取れた医療提供体制の

構築が必要です。引き続き北海道医療計画に定め

る地域医療構想に基づき、病床機能の分化、連携

の促進、在宅医療などの充実、医療従事者の確保、

養成などを推進していくとともに、かかりつけ医

の充実確保や地域の中核となる市立総合病院にお

いては今後も計画的な運営と経営の効率化に取り

組む必要があると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、今年度策定する経営強化プランに沿って

東病院を含めた病院機能の分化、連携強化や必要

な経営強化などの取組を進めます。また、在宅医

療、プライマリーケアを担う風連国保診療所や民

間医療機関とのさらなる連携、かかりつけ医の充

実、確保に向けた取組を推進いたします。さらに、

名寄東病院の今後の在り方について検討を進めま

す。

主な成果指標としては、医師の派遣やネットワ

ークの拡大を図ることで圏域の医療を支援し、紹

介率を向上させることと求められる役割を担うた

めのスタッフを確保することで成果指標に掲げる
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目標値が達成されるよう複合的に取り組んでまい

ります。

次に、１６ページになります。主要施策３、子

育て支援の推進についてでございます。この施策

の現状と課題についてですが、就学前児童数は減

少傾向でありますが、子育てサービスに関するニ

ーズは多様化してきており、保育士の確保と併せ

て認定こども園開設後老朽化が進む公立保育所の

整備が必要です。また、安心して子育てし続ける

ためには妊娠期から子育て期にわたる総合的な相

談支援や子供の健全育成のための支援、療育が必

要な子供や家庭に対しての支援など施策、体制の

充実が必要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、名寄市子ども・子育て支援事業計画の基

本理念に基づき保育環境の充実のほか、子育てと

就労が両立できる環境の整備など多様な子育て支

援ニーズの対応と支援が必要な子供や家庭に対す

るサービスの充実を図り、子育て支援施策を推進

いたします。

主な成果指標としては、子育て支援センター、

ファミリー・サポート・センター事業の利用登録

者数の増加、新たに令和３年１２月にオープンし

たこどもの遊び場について周知を図り、利用者数

を増加させるほか、待機児童数ゼロ人を目標値と

して取組を進めてまいります。

次に、１７ページになります。主要施策４、地

域福祉の推進についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、少子高齢化による人

口減、価値観の多様化などを背景とし、希薄化の

一途をたどる支え合いの意識が地域福祉の根幹で

ある人と人とのつながりに大きな課題となってい

ます。世代、分野を超えて市民相互が共助できる

環境体制づくりとそれを支援する施策が必要であ

ると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、地域福祉の中心となる市民と行政が連携

し、相互の役割と責任を担っていける仕組みづく

り、安心して健やかな自立と共生の地域社会づく

りを推進いたします。

主な成果指標としては、町内会ネットワーク事

業を全ての町内会に広げていくとともに、民生委

員児童委員がキャッチした地域住民の困り事を関

係機関とつなげることにより市民が参加しやすい

地域福祉社会の体制、環境づくりに向けて取り組

んでまいります。

次に、１８ページになります。主要施策５、高

齢者施策の推進についてでございます。この施策

の現状と課題についてですが、６５歳以上の高齢

者数は令和３年１０月末現在で８，７８４人、そ

の中で７５歳以上の後期高齢者の占める割合は５

４．６％であり、４年後の令和７年には６１．７

％まで上昇する見込みです。高齢者が安心して暮

らし続けるためには切れ目のない医療と介護の整

備を継続するとともに、介護人材の確保や介護予

防事業等を拡充する取組が必要であると考えてお

ります。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、名寄市高齢者保健医療福祉計画・介護保

険事業計画の基本目標の実現に向けて地域包括ケ

アシステムの深化を図る取組を推進いたします。

主な成果指標としては、介護予防、フレイル予

防教室への参加延べ人数を９８０人に増加、また

医療介護連携情報共有ＩＣＴ事業の参加事業者数

を６５事業所へ増加するなど市民や関係機関と連

携をし、目標値の達成に向けて取り組んでまいり

ます。

次に、１９ページになります。主要施策６、障

がい者福祉の推進についてでございます。この施

策の現状と課題についてですが、障がいのある人

もない人も住み慣れた地域で安心して暮らせるた

めに、また障がい者の重度化、高齢化や親亡き後

を見据え、相談や緊急時の対応などの機能を備え

た地域生活支援拠点などの仕組みが求められてお

り、障がい者のニーズに対応した様々な支援を行

い、今後も障がい福祉施策を推進することが必要
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であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、障がいのある人が必要なサービスを利用

しながら住み慣れた地域で安心した生活が送られ

るよう障がい者のニーズに対し適切な対応ができ

るよう相談支援体制の充実とともに、関係機関が

連携し、地域で支えるサービス提供体制の充実を

図る取組を推進いたします。

主な成果指標としては、重度障がい者が外出で

きるよう移動のための重度障害者ハイヤー料金助

成事業であるタクシーチケットの使用率や障がい

者就労に係る雇用率、障がい者が日中活動の機会

を確保するための地域活動支援センター利用者数

の増加など成果指標に掲げる目標値の達成に向け

て取り組んでまいります。

最後に、２０ページになります。主要施策７、

国民健康保険についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、国民健康保険の財政

運営につきましては平成３０年度より市町村単位

から都道府県単位に改正され、今後北海道と共に

保険税の平準化や事務の広域化を一体的に進め、

財政運営の安定化や効率化に取り組んでいく必要

があると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、保健事業の推進による医療適正化、加入

者の健康増進を図り、財政の安定健全化への取組

を推進いたします。

主な成果指標としては、中期計画で設定いたし

ました指標が達成済みとなったため、年度ごとの

特定健診受診率の１項目とし、健康医療情報を活

用して効果的かつ効率的な保健事業を図ることと

するデータヘルス計画に基づき特定健診や特定保

健指導を取り組んでまいります。

以上、説明とさせていただきます。よろしく御

審議くださいますようお願いいたします。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

東川孝義議員。

１５ページ、基本目〇１５番（東川孝義議員）

標Ⅱ、市民みんなが安心して健やかに暮らせるま

ちづくり、地域医療の充実、これについてお聞き

をしたいというふうに思います。

現状と課題の中で人口構造の変化に対応したバ

ランスの取れた医療体制の構築が必要ですと。そ

の課題の中で後期計画の方向性では病院事業につ

いては令和４年度に策定した経営強化プランに沿

って東病院を含めた病院機能の分化、連携強化な

どの取組を進めていくとあります。この方向性の

後段の部分はパブリックコメントで追加というふ

うに認識をしておりますけれども、名寄東病院の

今後の在り方、改築等について検討を進めるとい

うふうに記載がございますけれども、今後の考え

方についてお聞きをしたいというふうに思います。

岡村病院事務部長。〇議長（東 千春議員）

東病院〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君）

の今後についてということでございます。本来副

市長のほうで答弁になる事項かというふうに思い

ますが、私のほうからお答えをさせていただきた

いというふうに思います。

東病院につきましては、現状施設の老朽化とい

う問題に直面をしているという状況でございます。

今後についてを多方面から検討していかなければ

ならないという状況にあるという認識でございま

す。その中では、病院事業として策定しておりま

す改革プラン、今後につきましては経営強化プラ

ンという名称になりますけれども、これにつきま

しては現在検討中ということでございまして、文

言としまして来年度からの計画ということでござ

いますので、まず令和４年度に策定した強化プラ

ンという表現にさせていただいているところでご

ざいます。東病院の今後についてということでご

ざいますが、まずこれにつきましては地域医療構

想の中での役割、それから公共施設の再配置、そ

うしたそれぞれの計画との整合性を取りながらど

のように将来性を描いた上で方向性を決めていく

のかという段階にあるということというふうに思
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います。これは病院事業だけで進められる計画で

はございませんので、それぞれの部局とも、また

これは北海道の医療計画に定める地域医療構想に

も大きな影響を与えますことから、道庁、それか

ら保健所等とも協議をした上で、さらには地域の

医師会、そういったところとも協議をさせていた

だいた上で方向性を見いだしていくことになると

いうふうに考えているところでございます。現時

点で具体的にこのようにするというところには至

っておりませんので、計画の中ではこのように表

現をさせていただいているところでございます。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

今後の考え方という〇１５番（東川孝義議員）

ふうなもので、当然今までもいろんな場で議論が

されてきたと思うのですけれども、施設の老朽化

というふうなものも非常に大きな課題の一つなの

かなというふうに思います。今事務部長のほうか

ら地域医療構想、あるいは公共施設の再配置等、

多方面からいろんな角度で検討していくというふ

うな御答弁をいただいたかと。その中に強化プラ

ン、今令和３年度から令和７年度までですか、名

寄市病院事業改革プラン、これが進められており

まして、東病院は先ほど部長から御説明あった地

域医療構想において今後市内の生活支援ハウスの

設置など、あるいは高齢者ニーズに応じた住まい

の確保が進められることで社会的入院の受皿が整

備をされることによって各生活支援事業が整備を

されていくと。このような現状にあって、ほかの

医療機関との調整を十分に図った上で必要数に見

合った病床数まで縮小すること、あるいは需要に

応じて介護医療院での転換をするなどというふう

なことで早期に検討していかなければならないと

いうふうな指針が示されております。先ほど強化

プランのお話もいただきましたけれども、今進め

られている病院事業改革プランの中での東病院と

いう在り方、病床数だとか、それも含めた中で再

度御答弁をお願いをしたいというふうに思います。

岡村病院事務部長。〇議長（東 千春議員）

地域医〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君）

療構想につきましては、今後の人口推計に基づい

た必要病床数、それから役割の分担というところ

がメインになってくるということでございます。

当然そのことに配意した上で現行の改革プランも

組み立てているということでございます。推計で

いきますと、今後の特に東病院が担っております

慢性期の病床数につきましては現状まだ少し過剰

であるというところもございます。人口推計から

すると、この医療圏全体の中での慢性期のベッド

数というのは縮小傾向に持っていかざるを得ない

ということになるかと思います。ただ、公的な医

療機関ということで、今回のコロナ対応等の中で

もございますが、やはり今後も公的医療機関に求

められる一定の役割というものは当然あるという

ことでございますので、そうした役割と必要数を

しっかりと把握した上で、病院事業の中の総体と

して全体の中でのどういう役割をどれぐらい担う

のかというところが当然計算されてくるというこ

とにはなると思いますので、端的に申し上げます

と、現行のベッド数で新たな病院という検討には

至らないだろうと。一定の縮小したベッド数とい

うことになるだろうというふうには想定をされま

すけれども、さらに今後担わなければならない役

割というものが新たに追加されてくることになる

だろうというふうに考えていますので、現状計画

の中に盛り込めるような内容ではございませんけ

れども、想定としてはそうしたことを考えつつ現

状の改革プランの中でも進めているということで

ございます。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

東病院、今部長のお〇１５番（東川孝義議員）

話あって、やはり公的な医療機関という一面の中

では単純に病床数の問題だけでは解決できない部

分が、それぞれの役割を分担した中でというふう

な。今もお話ありましたけれども、東病院の特性

というのはやっぱり慢性期医療の中心的な医療を

担っているという側面が非常に大きいのかなとい
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うふうに思っております。今現在の病床数、たし

か１０５床というふうに聞いておりますけれども、

今部長のほうから今後の検討の中では現行のベッ

ド数については一定の縮小というのも検討の中に

入ってくるだろうというふうなお話もいただきま

した。これ最後にお聞きをしようと思ったのです

けれども、そのことでお話をいただきました。冒

頭もお話しさせていただいたように、やはり人口

の問題と、それと市内のいろんなそういう施設の

関係、非常にこの辺のバランスというのも大事に

なってくるのかな。一方では、公共性のある役割

の分担という側面、これは非常に今後そんなに長

い時間もかけられないというふうなことではない

のかなというふうに思っています。冒頭公共施設

の再配置だとか、そういうふうなことも含めて今

後検討されるということでありましたけれども、

今後進めるに当たってはやはりここでパブリック

コメントでしっかり名寄東病院の今後の在り方、

改築等について検討を進めるというふうな文言を

追加をされたということでありますので、その辺

今後どういうふうな、非常に今の段階で明確にお

話しできる部分は少ないのかもしれない。スケジ

ュール感を含めて再度考えがありましたらお聞き

をして、私の質問終わります。

岡村病院事務部長。〇議長（東 千春議員）

まだ構〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君）

想が固まるというような段階には当然至っており

ませんので、スケジュール感というところを具体

的に申し上げるのが非常に厳しい状況かというふ

うには考えております。ただし、施設につきまし

てはやはり老朽化、いろんな問題がありますので、

これにつきましては早い時期に計画をしっかりと

組み上げて、スケジュールを組んでいくことにな

るというふうに考えておりますので、これは総合

計画の中でも早い段階で計画に着手するというこ

とになるものというふうに現段階では捉えて調整

作業を進めているところでございます。

川村幸栄議員。〇議長（東 千春議員）

それでは、何点か確〇１０番（川村幸栄議員）

認をさせていただきたいと思います。

今１５ページの２の地域医療の充実のところな

のですが、医療スタッフ数が目標値の中で掲げら

れています。今コロナ感染下の中でスタッフも随

分コロナで休んでいたというようなこともお聞き

しているところなのですが、そういった部分での

目標もここに含まれるのかどうか、このことにつ

いてお聞かせをいただきたいというふうに思いま

す。

それから、もう一つ、国民健康保険のところで

７です。２０ページの国民健康保険のところで確

認をさせていただきたいというふうに思うのです

が、特定健診の受診率の目標が６０％になってい

ます。なかなかこの受診の目標率が上がっていな

いという状況にあるのかなというふうに思うので

すが、ここの部分について具体的にどのような対

策をされていこうとしているのかお聞かせをいた

だきたいと思います。

もう一点は、国民健康保険税です。道の単一化

になって数年たっているのですけれども、なかな

か各自治体の負担金といいますか、が定まらない

と。私は見通しがなかなかつきにくいのではない

かというふうに捉えているのですけれども、そう

いった中で先日国保審議会のほうから答申がされ

て、いろいろ具体的な数字も地元新聞では報道さ

れています。その点についてこの計画の中でどの

ように捉え、どのように市民の皆さんにお伝えし

ていくのか、その点について確認したいと思いま

す。

岡村病院事務部長。〇議長（東 千春議員）

ＫＰＩ〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君）

の一つでございます医療スタッフ数ということで

ございます。これは医療資源の確保というところ

にも直結する部門でございまして、今回のこの間

のコロナ対応に当たってスタッフが足りていたか

どうかという問題については、最初から想定され

ている人員配置では当然ございません。これは法
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的に指定を受けて、対応せよという下で市立総合

病院としては対応してきた部分でございますので、

これは当然この間通常のこれまでの医療に対応し

ていただくスタッフを割り当ててコロナ対応やっ

てきたわけでございますので、通常医療に対する

影響が約３年間ずっとし続けたということでござ

います。さらに、この間のクラスター等が発生し

た場合、それから感染が拡大した場合においては、

これはスタッフが幾ら注意を払ってもいろんなル

ートから感染が発生してしまうということから、

出勤できないスタッフが相当数いる。これは全国

的な問題ですし、当院に限ったことではございま

せん。そうしたことを含めてスタッフ数をＫＰＩ

として示しているのかということでは決してござ

いませんで、通常の医療として今後当院が役割を

果たしていく上で必要というふうに想定している

人数をここに示させていただいているということ

でございます。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

２点について御質問〇市民部長（廣嶋淳一君）

いただきました。まず、１点目の特定健診の受診

率がなかなか上がらないということで、今回の計

画の中でどのような考え方で取り組んでいくのか

ということでお答えさせていただきます。

議員おっしゃるとおり、なかなかこの特定健診

の受診率が上がっていかないということで、これ

までも議会の中でも報告をさせていただいており

ます。平成２９年度から市内の医療機関において

も特定健診が受診できるように医療機関のほうの

御協力いただきながら現在医療機関に通院されて

いる方が健診受けやすいというような環境づくり

を今まで進めてきております。一定程度健診の受

診率の貢献はしているのですけれども、なかなか

数的にはそう多く、一気に伸びたということでは

ないですので、今後もそういった形で医療機関の

御協力もいただきながらこれまでやってきた特定

健診の受診に向けた様々な取組ということで引き

続き受診率向上のために課題としながら目標に近

づけていきたいなというふうに考えております。

それと、２点目の国保税の関係ですけれども、

先日国保運営協議会の中での答申についても新聞

のほうにも掲載していただいて、御存じかなとい

うふうに考えております。特に名寄市だけではな

いのですけれども、加入率の減少がやっぱりどこ

もありまして、税自体の税収減にもなってきてい

るという状況で、今回税率の改正の部分につきま

しても前期高齢者の交付金の精算金の支払いも含

めて、それと赤字の部分含めてそこを確保してい

かなければならないというような状況もあります。

今回も納付金、来年の額も仮算定で出ましたけれ

ども、思っていたより差がなかったということで、

また基金も今年度でほぼ使用してしまうという中

で、この納付金を納めていくためには財源を確保

しなければならないというような状況になって、

今回の答申をいただいたというような状況であり

ます。現在基金もない中で赤字を解消していくた

めには一定の負担、それから市からの財政負担も

含めて皆様に御協力いただきながら、この赤字を

解消していかなければならないかなというふうに

考えております。そういった中で今後今一本化さ

れた国保の運営につきましても一定の見通しを立

てながら赤字にならないような形で運営していけ

るのが一番いいかなというふうに考えているので

すけれども、そこも今後の医療費の関係、先ほど

言いました加入者の減少も起きているという中で

なかなか見通しが厳しいかなというふうに考えて

おりますので、今後とも運営協議会、それから議

会のほうとも御相談しながら慎重に運営に向けて

協議をしていきたいというふうに考えております

ので、後期計画の中でもそういった形で情勢を分

析しながら、また国に対してなり要望すべき部分

ありましたら、そういった部分も勘案しながら対

応していきたいというふうに考えております。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

医療スタッフの件な〇１０番（川村幸栄議員）
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のですけれども、もちろん基本目標ですから、通

常の形の目標だというふうに押さえながら見させ

ていただいたのですが、今回随分何人もの方から

今病院がスタッフが少ないというような声を聞い

たものですから、ちょっと確認をさせていただい

たところです。今回のようなコロナ感染拡大でい

ろんな影響を及ぼしたわけですけれども、今後も

ないとは限らないというふうに感じています。そ

のときに今回のようなスタッフ不足というような

ことが起きないような対策も必要かなと。計画で

すから、かなというふうに考えていますけれども、

その点についてのお考えを改めてお聞かせをいた

だきたいと思います。

それから、国民健康保険の特定健診なのですけ

れども、別の項目で健康の保持増進、１のところ

です。女性のがん検診の率を上げるというふうな

目標も出されています。そういった部分では、や

っぱり特定健診の受診率、増やす必要があるのだ

というふうに思うのです。それで、いろいろ話を

聞かせていただくと、病院で健診、病院でかかっ

ているので、特定健診受けなくてもという方が結

構私の周りでも多いのです。ただ、がん検診の中

でも無料で受けられる部分もあります、国保の方

でいえば。というようなこともお話しさせていた

だいているのですけれども、そういった小まめな

確認、チェックというか、そういうのもしながら

受診率を高めていく必要もあるのかなというふう

に思っていますので、さらにお考えをお聞かせく

ださい。

それから、国保税の関係ですけれども、道の、

道というか、都道府県単一化ですから、全国なの

ですけれども、道としてのなかなか方向性が、方

向性は決まっているのでしょうけれども、きちっ

とした額が示されないという中では、本当に担当

する方々も大変でしょうけれども、私たち市民も

大変です。どうなるのだろう、どうなるのだろう

という不安なのですけれども、その辺についての

見通し等あるのかどうかお聞かせをいただきたい

と思いますが。

岡村病院事務部長。〇議長（東 千春議員）

今後に〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君）

備えたスタッフ数が必要ではないかということで

ございますが、それは病院を運営する側にとって

みてもそうあるといいなというのは率直なところ

でございます。ただ、今後の経営強化プランの策

定に当たってガイドラインの中では未知の感染症

対策に備えた方針も示せということになっていま

すし、今後においては公的な医療機関には感染症

対策を義務づけるということにもなってきていま

す。ただし、そうした義務づけはされても、それ

では実際に人材を確保できますか、そういう体制

を保証してもらえますかといったところについて

は、何ら具体的な策は示されていないのです。そ

れと、現状でも通常医療を十分にやっていくのに

ぎりぎりの人材の確保の状況かというふうに思っ

ています。その中でコロナ対応をやっていただい

ている、本当に現場で先頭に立って働いていただ

いている医療スタッフの皆さん方には相当な負荷

がかかっているという現状でありますから、私ど

も事務方としましてもできるだけの人材を確保し

た上で負担を軽減させてあげたいという思いは本

当に心からあります。しかしながら、この年度の

途中の中での人材流動というのは少ない状況であ

りますし、それに応じてまたどこまでが必要数な

のかというところ、一定数見えますけれども、そ

の人材を確保するということが非常に困難である

というのが人材確保の現状かというふうに思いま

す。もう一点は、やはり診療報酬制度の中でそこ

までのスタッフを抱えて病院を運営していくとい

うことについての補填というものが示されていま

せん。この部分国が施策としてやるということで

あれば、それは補助金としてやるのか、交付金と

してやるのかというところが選択肢になるのでし

ょうけれども、そうした部分も示されていないと

いう状況にあります。今コロナの影響でやはり受

診控えというものがどこの病院でも発生しており
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ますから、通常診療に戻った段階で空床確保等の

コロナ対応の補助金等がなくなった段階では、ど

この病院もとんでもない経営状況に陥るだろうと

いうのが想定されています。まず、その辺をしっ

かりとカバーしていただくような施策をどこかで

打っていただかないと、なかなか次の一手にいか

ないというのが現状かというふうに考えています。

そうした上で、できるだけそうしたいという思い

は大変ありますけれども、今後の中ではそうした

想定を踏まえてどういうような体制でこうした感

染症対策に当たっていくのか、それは施設的な問

題もございます。人的な問題もありますし、まだ

まだ続くことになるのでしょうけれども、現状の

対応と今後の計画という部分につきましては少し

分けた上で検討を続けていく必要がありますし、

そうした施策対応を求めていく必要があるという

ふうに考えております。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

特定健診の関係です〇市民部長（廣嶋淳一君）

けれども、がん検診と特定健診、一体的な形で受

診できるような、そういうＰＲといいますか、そ

ういった部分が必要になってくるかなと思います。

今般のコロナの関係で特定健診が実は受診率が全

道的に下がっているということで、令和２年と元

年では５％ぐらい受診率が全体で下がっていると

いうことで、やはりコロナの影響もあったのかな

というふうに考えておりますし、当市においても

同様な状況になっております。がん検診含めて特

定健診の受診に関しましては、保健事業の担当を

している職員がさらには保健センターとも連携し

ながら個別に受診の勧奨したりだとか、そういっ

たことも丁寧に今やっておりまして、今後も同様

にぜひ受けてくださいというような形で、こうい

った早期発見ですとか医療費の適正化につながり

ますというようなことも含めてＰＲしながら対応

させていただいておりますので、引き続き今後も

そういう形で受診率上がるように受けやすい状況

も考えていきながら取り組んでいきたいというふ

うに考えております。

それと、道の考え方ということで、単位化され

てから道のほうでは大きく２つといいますか、保

険税の水準の統一ということで、これは令和６年

度までに先ほど言いました給付金の算定の基準に

なっています所得割、均等割、平等割、この３方

式にしていくということと、それから２つ目が賦

課方式の統一ということで、先ほど言いましたけ

れども、資産割を除くということで、これを標準

保険税率といいますけれども、これに近づいてい

くと納付金自体も差が出てこなくなるということ

で、これまでの間の納付金との乖離は減っていく

のかなというふうに考えております。ただ、冒頭

お話しさせていただきましたが、人口減少ですと

か加入者数の減少がちょっと見込みがどうなって

いくかということで、特に後期高齢の移行が増え

ていますので、見込んでいた加入者数も想定どお

りいくのかというところもありますので、そこは

やっぱり注意深く見ていかなければならないかな

というふうに考えておりますし、先ほどの特定健

診もそうですけれども、医療費を減らしていくと

いう、そういったものと両輪になってくると思い

ますので、そういう形で今後も進めていきたいと

いうふうに考えておりますが、今回納付金の仮算

定するときに道のほうの基金を一部使いまして、

少し圧縮をしているという状況もありますので、

そこも今後道のほうにも意見反映といいますか、

していきながら国保事業の安定に努めていけるよ

うな形で進めていきたいというふうに考えており

ます。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

医療スタッフのお話〇１０番（川村幸栄議員）

をさせていただきました。困難な状況含めてお話

をいただいたかというふうに思います。党として

も今回のコロナの中で本当に医療現場の方々がど

んなに御苦労されているかということをいろんな

場所で、立場で話をさせていただいてまいりまし
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たので、引き続きその声を上げていきたいという

ふうに思っています。市民の皆さんからの声もや

っぱりお届けしながらということですので、御理

解をいただきたいというふうに思います。

それから、特定健診のところは本当に保健セン

ターで優しく教えていただいて、いろいろ健康に

対する指導なんかも優しくしていただいていると

いったところに私も感謝をしています。引き続き

こういった取組をしていただきたいと思っていま

す。ただ、特定健診、やっぱりみんなに受けてい

ただきたいというふうに同じように思っておりま

すので、その部分では進めていっていただきたい

なというふうに思っています。

また、国保税の関係ですけれども、令和６年度

までというようなお話も今御説明をいただきまし

たけれども、市民といいますか、国保税を負担す

る側にとっては見えない部分といいますか、大き

いですので、やはり分かりやすい御説明なりなん

なりをしていただくというふうな、もちろん負担

は少ないほうがいいに決まっているのですけれど

も、そういうふうな取組もしていっていただいて、

また道や国への発言も積極的にしていただくこと

を求めて、終わりたいと思います。

倉澤宏議員。〇議長（東 千春議員）

１点確認をさせていた〇２番（倉澤 宏議員）

だきたいと思います。

基本目標のⅡ―３、子育て支援の推進について

です。１６ページ、議案のほうになります。現状

と課題の中で先ほど馬場部長のほうから概要説明

の中でもお話ありましたけれども、老朽化が進ん

でいる公立保育所の整備が必要ということで記載

がございます。本年の２月１０日、市民福祉常任

委員会、また本年第２回定例会の一般質問で御答

弁をいただいた関係で、西保育所は令和５年度末

で閉所、６年度から３歳未満児に特化した保育所

として東保育所を運用するというような御答弁が

ありました。閉所後の西保育所は、現在の南保育

所と併せて解体というお話もございました。また、

新たに保育所の整備、東保育所の代替施設になる

というふうに思うのですけれども、そちらの整備

については令和７年度以降というお話もありまし

た。その話受けて、あくまで東保育所は一時的な

活用ということで私のほうでは受け止めておりま

したけれども、今回の実施計画、事業に関する資

料の中にはこの後期計画の期間中に公立保育所の

整備事業という項目の記載がございませんでした。

そちらの新しい保育所の整備についてはどのよう

な状況になっているのかお知らせをいただきたい

というふうに思います。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

倉澤議員から公〇健康福祉部長（馬場義人君）

立保育所の今後の在り方というか、特に東保育所

を中心にということだというふうに思いますが、

御質問いただきました。総合計画の中には、具体

的な文言については今回述べさせてはいただいて

いませんが、意識としては倉澤議員今ほどおっし

ゃっていただいた内容と私どもとしては変わって

いないというような状況でございます。今後子ど

も計画を策定させていただく形になっていくこと

になると思いますし、いくことになるのですけれ

ども、そんな中で具体の内容については精査をさ

せていただこうというふうに思っていますが、今

回総合計画の中には保育所の整備の内容のところ

の具体の内容まではちょっとのせるというところ

までの進みはしていなかったのですが、意識とし

ては持っているということで御理解いただければ

というふうに思います。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

総合計画の中には記載〇２番（倉澤 宏議員）

されていないというようなお話が今ありましたけ

れども、９月に行った議員協議会のときに全員に

配付された骨子案の中にも同じ子育て支援の推進

の中には想定される主な実施計画事業等に公立保

育所の整備事業というものが載っております。そ

のほかの子育て支援運営事業、乳幼児医療、給付

事業も今回の資料のほうの実施計画の中には記載
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がございます、具体的な事業費も含めて。公立保

育所整備事業だけこれ今回新たに設置する部分に

ついては想定される事業にものってこないという

ことでの受け止めでいいのかどうなのかというの

をちょっと改めてお聞かせいただきたいなという

ふうに思っています。

あわせて、今馬場部長の答弁では思いとしては

同じだというようなお話もありましたけれども、

以前の常任委員会の説明では３歳未満に特化した

保育所の定員、一時保育除いて３６人の定員を想

定しているというようなお話もあったと思います。

整備に関しては当然西保育所の解体後の跡地活用

も含めて建設用地の検討、第２回定例会の答弁で

もいただいておりましたけれども、具体的に整備

に向けた用地の選定作業もしていっているという

ふうに思っているのですけれども、その辺の検討

状況、整備に向けた用地の選定の検討状況につい

て改めてお聞かせをいただきたいというふうに思

います。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

先ほど若干答弁〇健康福祉部長（馬場義人君）

足りなかったと思いますが、保育所整備の内容に

ついては主要施策の中に載っております待機児童

数、そこの内容を見極めながら、これが基本とい

うふうになってくるというふうに思います。また、

公立保育所だけではなく、学校法人や社会福祉法

人で行っております認定こども園の状況とかも視

野に入れながら、特にその中で公立保育所がどの

程度の形を取っていくのがいいのかということを

考慮していかなければならないかなというふうに

思っています。今後新設されることが予定される

保育所の内容につきましては、公共施設の整備計

画等々総体的な流れの中でどういう形が一番いい

のか、場所のことも含めてなのですけれども、含

めてどこの形がいいのかというのは今後また検討

してまいりたいというふうに思っていますので、

御理解くださいますようお願いいたします。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

これから配置場所も含〇２番（倉澤 宏議員）

めて検討していきたいというようなお話だったで

す。ちょっと率直にお聞きをしたいと思いますけ

れども、後期計画期間中に新しい保育所の整備事

業をスタートするおつもりでいるのかどうなのか

というのを最後改めて確認をしたいなというふう

に思っています。

また、整備進めるとなると、先ほど申し上げた

定員３６名、一時保育を除く部分の定員ですけれ

ども、その規模の保育所を整備したとした場合の

総事業費、事業化としてはどの程度の事業費を想

定しているのか。今回事業費出てきていませんの

で、新たに期間中に整備するとなると、今現在示

されている実施計画の総事業費にまたさらに積み

上げになるというふうに思うのですけれども、今

３６名定員の保育所を公共で整備するとした場合

の想定事業費、どの程度で考えているか最後御確

認をさせていただきたいというふうに思います。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

現状のところは〇健康福祉部長（馬場義人君）

東保育所のところの改修を行って、当座の今申し

上げました３歳未満の子供さんたちの保育を実施

していくということがメインかなというふうに思

っておりますが、今後補助の状況とか国の施策の

状況をちょっと注視しながら、進めるような内容

がもしございましたら、議会とも相談してまいり

たいというふうに思っております。

以上です。

事業費の想定もないと〇議長（東 千春議員）

いうことですね。

（「はい」と呼ぶ者あり）

ほかに質疑はございま〇議長（東 千春議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（東 千春議員）

します。

以上で基本項目Ⅱ、市民みんなが安心して健や

かに暮らせるまちづくりについての質疑を終了い
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たします。

次に、基本項目Ⅲ、自然と調和した環境にやさ

しく快適で安全安心なまちづくりについて審議い

たします。

説明を求めます。

東建設水道部長。

私からは、基本〇建設水道部長（東 聡男君）

目標Ⅲ、自然と調和した環境にやさしく快適で安

全安心なまちづくりの主要施策について御説明い

たします。

議案、後期基本計画案の２１ページから３３ペ

ージになります。基本目標Ⅲについては、１３本

の主要施策で構成されており、基本目標Ⅲ―１、

環境との共生から順に説明をさせていただきます

ので、よろしくお願いいたします。

まず初めに、２１ページになります。主要施策

１、環境との共生についてでございます。この施

策の現状と課題についてですが、近年気候変動に

より猛暑や集中豪雨など地球温暖化に起因すると

言われる自然災害が頻発しており、昨年１１月４

日に表明しました名寄市ゼロカーボンシティ宣言

に基づく脱炭素社会の実現に向けた取組が重要と

なっております。また、公害防止の取組や火葬場、

墓地、霊園の老朽化への対応が必要であると考え

ております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、脱炭素社会の実現、公害のない環境の保

持、火葬場の計画的な修繕、墓地、霊園の適切な

維持管理を推進いたします。

主な成果指標としては、市の事務事業における

二酸化炭素排出量の削減と現在進めております公

共施設照明のＬＥＤ化の２項目とし、国、道、市

民との連携により脱炭素社会の実現並びに公害の

ない生活環境の保全に向けて取り組んでまいりま

す。

次に、２２ページになります。主要施策２、循

環型社会の形成についてでございます。この施策

の現状と課題についてですが、これまでの大量生

産、大量消費の経済社会活動は大量廃棄の社会を

も形成してきましたが、限りある資源の確保など

から消費を抑制し、環境への負荷を低減していく

循環型社会の形成に向けた取組が求められており

ます。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、３Ｒ運動、リデュース、リユース、リサ

イクル推進のため再生資源集団回収をはじめ、啓

発活動や市民周知等の取組、資源の有効活用並び

に廃棄物の適正処理を推進いたします。また、市

民との協働による環境美化運動、次期一般廃棄物

中間処理施設の供用開始に向けたごみ分別の検討

等、関係町村との協議を進めてまいります。

主な成果指標としては、年度ごとの炭化ごみ、

埋立てごみ、粗大ごみ排出量の減など３項目とし、

３Ｒ運動の推進、ごみ減量化に向けた啓発などに

よる環境美化運動の推進、効率的な収集と適切な

処理を行うための施設の適正な運用、整備に向け

て取り組んでまいります。

次に、２３ページになります。主要施策３、消

防についてでございます。この施策の現状と課題

についてですが、住宅用火災報知器については約

２割の未設置世帯や既存世帯への維持管理を含め、

継続的な住宅防火対策の啓発が必要です。また、

消防、救急車両の定期的な整備、点検による適正

な管理を行うとともに、老朽化した消防車両の更

新を計画的に進める必要があります。加えて、１

１９番通報の要となる通信指令台等資機材におき

ましても更新方法を含め検討を行い、市民の安全、

安心を守るために関係機関と連携し、総合的に対

応できる体制の構築が必要であると考えておりま

す。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、住宅用火災報知器の設置推奨を行うとと

もに、設置から１０年を経過した住宅用火災報知

器の取替えなど維持管理について広報活動を推進

いたします。また、消防車両や通信指令台等資機

材の更新、消防活動体制の維持、充実に向けた取
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組を推進いたします。

主な成果指標としては、上川北部消防事務組合

住宅用火災報知器設置維持管理対策実施計画に基

づき市内の住宅用火災報知器の設置率を２０２６

年までに１００％を目指すことなど、成果指標に

掲げる目標値の達成に向けて取り組んでまいりま

す。

次に、２４ページになります。主要施策４、防

災対策の充実についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、激化する自然災害に

備えるため、減災の考え方を基本とする対策や国

が示している水防災意識社会再構築ビジョンに基

づく取組の推進が必要となっています。特に名寄

市では水害のリスクが一番高いと考えていますの

で、大規模な水害に対して迅速かつ確実な避難行

動を促進するためにまるごとまちごとハザードマ

ップの取組の推進が必要であると考えております。

また、災害対応設備などの充実に加えて護岸や堤

防の整備、川底の掘削などさらなる治水事業が必

要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、市民の防災への知識や意識の向上を図り、

確実な避難行動が取れるように防災訓練やセミナ

ーの開催、出前講座の活用など平時からの取組を

継続して推進いたします。また、災害の発生に備

えて防災資機材の整備更新を図るとともに、関係

機関との連携強化と関係者の研修を充実し、地域

防災力の向上に向けた取組を推進いたします。

主な成果指標としては、防災訓練の開催や町内

会単位での自主防災組織の設立団体数、職員研修

の実施件数の３項目とし、地域防災力の向上を図

りながら成果指標に掲げる目標値の達成に向けて

取り組んでまいります。

次に、２５ページになります。主要施策５、交

通安全についてでございます。この施策の現状と

課題についてですが、北海道内の交通事故の発生

は減少傾向にあるものの、事故における高齢者運

転者の比率は上昇傾向にあります。こうした状況

の中、交通安全意識の高揚、啓発、推進や道路交

通環境の整備などの対策、関係団体、市民が一体

となった交通安全運動の推進が必要であると考え

ております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、関係機関、団体と協力しながら家庭、学

校、職場、地域、幼児から高齢者まで段階的な教

育活動の実施と様々な交通安全の取組を推進いた

します。

主な成果指標としては、いわゆる交通死亡事故

の根絶、交通事故による負傷者数、交通事故発生

件数の減少を目指し、交通安全意識の普及啓発、

道路交通環境の整備など交通安全対策の充実に向

けて取り組んでまいります。

次に、２６ページになります。主要施策６、生

活安全についてでございます。この施策の現状と

課題についてですが、地域コミュニティーは地域

住民が助け合って生活を営む基盤であるとともに、

災害発生時における地域の安全、安心の確保に重

要な役割を果たしてきましたが、人口減少や少子

高齢化といった社会の変化に伴って地域のつなが

りが希薄化し、地域における安全、安心の確保が

危ぶまれています。関係機関、団体、地域との連

携による防犯体制の強化など市民が安全で安心し

て生活できる社会の形成に向けた取組が必要とな

っております。また、危険空き家の発生防止に向

けた適正管理の啓発や改善に向けた取組が必要で

あると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、地域、関係機関、団体と連携し、情報の

共有、収集と提供により安全意識の高揚、防犯意

識の向上に努めます。また、名寄市空家等対策計

画に基づき、空き家などに関する施策を総合的、

計画的に推進いたします。

主な成果指標としては、市内で発生した犯罪発

生件数である刑法犯認知件数、空き家に関する苦

情件数の減少とし、関係機関、団体との連携によ

る適切な情報の提供と防犯意識の高揚を図ること



－92－

令和４年１２月１３日（火曜日）第４回１２月定例会・第３号

や各種啓発活動を実施してまいります。また、空

き家対策として、適正な管理を促す啓発活動や関

係者への連絡等に努めてまいります。

次に、２７ページになります。主要施策７、消

費生活の安定についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、全国的な特殊詐欺の

被害、消費トラブルが発生している中、相談体制

の強化、適切な情報の提供など啓発活動の強化が

必要となっています。同様に消費者保護の観点か

ら商品の品質や機能、価格などの情報表示につい

て監視する必要があると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、相談体制の強化、適切な消費者情報の提

供やセミナー、出前講座の開催など消費者教育を

推進するとともに、物価動向、商品の適正表示な

どの調査活動や消費者意識の向上に向けた市民活

動の支援、消費生活の安定に向けた取組を推進い

たします。

主な成果指標としては、相談事例を基にしたセ

ンター情報の発信による注意喚起情報の発行など

３項目とし、消費者の利益の擁護、増進のため各

種情報の提供や講演会の実施など市民の消費生活

の向上、相談体制の充実による消費者の救済支援

に向けて取り組んでまいります。

次に、２８ページになります主要施策８、住宅

の整備についてでございます。この施策の現状と

課題についてですが、公営住宅は低額所得者など

の住宅に困窮されている方々にお住まいいただく

賃貸住宅として管理していますが、建物や設備の

老朽化に加え、現在入居する方々の高齢化が進ん

でおり、住宅セーフティーネットの役割を継続す

るため一定数ある空き家を含めて安心して生活で

きる住環境に改善をしていく必要があります。民

間住宅は、地震災害による倒壊被害を少なくする

ため、耐震基準を満たさない住宅の耐震化に対す

る支援や住宅性能などの情報提供が必要であると

考えております。

このことを推進する後期計画期間の方向性では、

公営住宅では中期計画から継続する建て替え事業

とともに、住宅の入居要件となる方々のニーズ変

化に対応できるよう改修や修繕を行い、住環境の

整備を進めていきます。また、民間住宅は良好な

住環境を得られるように耐震化の支援や脱炭素社

会に向けた情報提供を推進いたします。

主な成果指標としては、公営住宅は人口の減少、

少子高齢化など社会ニーズを踏まえて管理戸数を

減らす目標にしています。あわせて、管理する住

宅の住環境や耐久性を向上させる目標を掲げ、建

て替えや改修などによる事業に取り組みます。ま

た、民間住宅の耐震化率については国や道が示す

目標値に伴い設定しておりますが、地震被害を耐

震改修設計や工事の費用補助や啓発などにより安

全、安心なまちづくりに向けて取り組んでまいり

ます。

次に、２９ページになります。主要施策９、都

市環境の整備についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、人口減少などを見据

え、都市計画マスタープランや名寄市立地適正化

計画に基づいた持続可能な都市を実現するために

は、公共施設等の都市機能の集約などコンパクト

シティの推進が必要です。また、美しい町並み形

成のために緑化木の維持管理や街路灯のＬＥＤ化

による明るいまちづくり、都市公園の魅力向上に

向けた改修が必要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、コンパクトシティ化による持続可能なま

ちづくりを進めるためには公共交通でアクセスが

容易な公共施設の配置計画を検討するとともに、

町内会との協議による景観整備や街路灯のＬＥＤ

化による二酸化炭素排出量の削減、人々がにぎわ

い、交流の場となる公園の計画的な改修や補修を

進めます。

主な成果指標としては、コンパクトシティを推

進するためには中心市街地の利便性や魅力向上を

図ることが重要であることから、立地適正化計画

で設定した都市機能誘導区域へ公共施設を１施設
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誘導したいと考えています。また、明るいまちづ

くりと二酸化炭素排出削減のため、街路灯ＬＥＤ

化率の向上を目指します。都市公園の改修につい

ては、大きな公園のアンケート調査結果を基に公

園改修事業に取り組んでまいります。

次に、３０ページになります。主要施策１０、

上水道の整備についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、上水道事業では水道

未整備地区への配水管新設等の整備や水道水を安

定供給するため施設の整備、更新を継続していき

ます。しかし、給水人口の減少による料金収入の

減少に対応するため、平均改定率１１．０２％の

値上げとなる料金改定を平成３１年４月に行いま

した。今後も名寄市水道事業経営戦略を基本とし

て経営の効率化と健全化を推進し、経営基盤の強

化を図ることが必要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、水道水の安定供給を確保するため令和６

年度以降の料金水準について議論を進め、適切な

維持管理と計画的な改修更新を行うため事業を見

直し、水道事業経営戦略を改定します。また、水

質の保全維持のため水質汚染源の調査、監視の強

化、水源井戸の改修など適正な維持管理を推進い

たします。

主な成果指標としては、老朽管更新整備で１３

路線、浄水場など施設改修で２２件の整備を目標

とするなど、水道事業経営戦略を基本としながら

成果指標に掲げる目標値の達成に向け取り組んで

まいります。

次に、３１ページになります。主要施策１１、

下水道・個別排水の整備についてでございます。

この施策の現状と課題についてですが、名寄、風

連両地区の下水道施設の計画的な施設更新と効率

的な維持管理及び郊外農村地区の合併浄化槽の普

及率向上に向けて個別排水処理施設整備に継続し

て取り組むことが必要ですが、人口減少に伴う使

用料収入の減少に対応するため下水道事業経営戦

略を基本として経営の効率化と健全化を推進し、

経営基盤の強化を図ることが必要であると考えて

おります。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、令和４年度に策定する２期目の名寄市公

共下水道ストックマネジメント計画及び個別排水

処理施設整備事業の連携により生活排水施設の整

備を推進します。また、コスト縮減による事務の

効率化を図り、令和６年度以降の適正な使用料水

準について議論を進め、下水道事業経営戦略を改

定いたします。

主な成果指標としては、ストックマネジメント

計画の進捗率で８０％、合併浄化槽の普及率で８

８％を目指すなど、下水道事業経営戦略を基本と

しながら成果指標に掲げる目標値の達成に向けて

取り組んでまいります。

次に、３２ページになります。主要施策１２、

道路の整備についてでございます。この施策の現

状と課題についてですが、安全で快適な交通ネッ

トワークを整備するため、国道や道道については

歩車道の再整備が必要であり、市道については整

備済みの幹線道路や橋梁の老朽化が進行している

ため、定期的な点検や維持補修が必要です。また、

生活道路については、未整備道路が多いことから、

計画的な整備が必要です。冬期においては、雪に

強い除排雪体制を確立するため大型機械の更新や

増強などハード面の整備のほか、除排雪に携わる

担い手確保などソフト面での支援が必要であると

考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、国道や道道の整備促進に向けた要望活動

を継続するとともに、市道や橋梁については交付

金事業等を活用し、計画的な点検調査や整備、維

持管理を進めるほか、除排雪でのデジタル技術の

活用、担い手育成、確保に対する支援などの取組

を推進いたします。

主な成果指標としては、計画に基づき幹線道路

の整備は４，３３６メーター、市街地、郊外地の

道路については市街地の舗装率５％向上に向け４，
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９２４メーターの整備を目指し、老朽化が進行す

る橋梁については１１橋の補修を目標にしていま

す。また、毎年１台を目標として除雪機械を計画

的に更新、増強することで除排雪体制を強化し、

安全、安心な道路空間を確保できるよう取り組ん

でまいります。

次に、３３ページになります。主要施策１３、

地域公共交通についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、地域公共交通は利用

者の減少傾向にあり、バス路線が減便される状況

にあります。運転免許を所持しない方の移動手段

の確保が必要です。また、鉄路においては鹿や熊

などの接触事故や大雨や降雪が見込まれた段階で

の運休決定が顕著となっており、安定的な運行の

確保が必要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、バス路線については市民ニーズに見合っ

た新たな交通モードへの転換を推進いたします。

また、鉄道交通網の維持、存続に向けては、宗谷

本線の多様な活用方法の検討を進めます。

主な成果指標としては、自家用車だけに依存し

ない新たな交通モードを１路線導入することや市

内運行バス利用者数を１９万人とするなど公共交

通機関の維持、確保及び利便性確保を図り、成果

指標に掲げる目標値の達成に向けて取り組んでま

いります。

以上となります。よろしく御審議くださいます

ようお願い申し上げます。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

佐久間誠議員。

それでは、３１ペー〇４番（佐久間 誠議員）

ジ、Ⅲ―１１、下水道・個別排水の整備について

お伺いします。

それで、下水道の修繕や更新を計画的に実施を

するというふうに書かれておりますが、名寄市の

下水処理場も既に供用開始から４２年が経過する

わけで、標準耐用年数、これが適切に維持管理さ

れている場合、調べてみますと管渠ポンプ場、そ

れから処理場の土木、建築構造物で５０年という

ふうになっています。それから、機械、それから

電気設備で１０年から３０年というふうに言われ

ております。このうち機械、電気設備については

平成３０年に更新されておりまして、このとき１

億１，４００万円かかっています。それで、下水

道事業は公営企業会計としての経営ではあります

けれども、老朽化する建造物部分などにかなり大

きな金額がかかってくるのではないかというふう

に考えております。施設本体の修繕、更新計画に

ついてどのように考えられているかお伺いしたい

と思います。

それとまた、下水道管路についても同様に更新

の時期を迎えることになると思いますことから、

当面老朽化している更新を急がなければならない

管路延長は何キロほどになるのか、ここについて

お知らせいただきたいと思います。

以上です。

佐藤上下水道室長。〇議長（東 千春議員）

下水道事業の施〇上下水道室長（佐藤美香君）

設と管路の更新についての質問だったかと思いま

す。こちらにつきましては、この後期計画の方向

性にも記載ありますとおり、名寄市公共下水道ス

トックマネジメント計画を基に改築更新を現在進

めているところです。この下水道ストックマネジ

メント計画につきましては、施設の老朽化により

状態が悪化してくるのかなどの長期シミュレーシ

ョンを行いまして、状態の健全度を持続できるよ

うに策定しているところです。ですので、実際に

更新、耐用年数を過ぎた機械設備についても健全

度が持続できるかどうかきちんとシミュレーショ

ンしながら計画を策定して、更新をしているとこ

ろです。ですが、年度により事業規模が偏らない

ように実は事業の平準化を図りながら、管渠につ

いては年間４，０００万円、浄水場施設について

は約３億円程度の事業規模で計画を立てていると

ころです。しかしながら、改築更新事業について
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はほとんどが国の交付金の事業でありまして、交

付金の配分率によっては事業自体が進捗に大きく

影響が出てきておりますので、先ほど御質問いた

だいたとおり、１億円程度ということで、その年

度によって事業費に偏りがあるのが現実となって

おります。ですが、ストックマネジメント計画、

記載ありますとおり今年度改定をしております。

残っている事業につきましても見込みながら後の

５年間の計画を立てて今後進めていく予定であり

ます。ですが、管渠につきましては耐用年数が５

０年でありまして、５０年を超える耐用年数を過

ぎているものが今現在ありません。しかし、点検

調査を毎年行いながら管渠の内面について止水の

修繕ですとか管渠更生工事、いわゆる管の中に管

を巻くような工事なのですけれども、それを進め

ながら点検後計画をもって改築更新しているとこ

ろですので、現在のところはその年なりストック

マネジメント計画の中で改修が必要な工事につい

て定めて、今後も進めていくことで考えていると

ころです。

佐久間議員。〇議長（東 千春議員）

今ほどお答えいただ〇４番（佐久間 誠議員）

きまして、下水道のストックマネジメント計画で

今回２期目になる中で進めていくということで、

平成３０年に策定された下水道のストックマネジ

メント計画では、私改めて調べてみたのですが、

計画に基づいて下水道改築更新事業と管路調査業

務が行われておりまして、その中で下水道建設事

業で機械設備、電気設備の更新工事や管渠更生工

事、管路調査業務委託で１億７，８００万円かか

っておりまして、それから公共桝の取替えや下水

道不明水調査などでそのほかに１，２８０万円か

かっております。それで、名寄市の下水処理場、

昭和５５年供用開始して、先ほど述べたように、

４２年間経過して、総工費３３億５，８６６万円

と。７年の歳月でこれつくられたということで、

しかもその後昭和６２年から第２期拡張工事とい

うことで水処理施設、それから消化槽、それから

雨水ポンプ増設工事で１８億１，０００万円、か

なり巨額なお金がかかっております。先ほど佐藤

室長のほうから御答弁ありまして、施設で３億円、

管渠工事で年間４，０００万円ほどということで

お話がありました。この中で今回は先にやられた

機械や電気設備のところはまだ新しいですから、

メインとして本体工事に、施設本体の更新計画が

計画策定のメインとしてストックマネジメント計

画ではのってくるのかなというふうに考えている

のですが、その辺について改めてお伺いしたいと

思います。

佐藤上下水道室長。〇議長（東 千春議員）

メインとした計〇上下水道室長（佐藤美香君）

画の中では、令和元年度から雨水ポンプの更新工

事を進めておりまして、２年計画、２年で１台の

雨水ポンプを更新しているのですが、３台目のナ

ンバースリー雨水ポンプの工事を本年度、来年度、

２か年かけて進めている工事があります。約３億

円程度の工事となっておりますが、３か年かけて

更新しているものです。令和元年から令和５年度

までの５か年のストックマネジメント計画の内容

につきましては、事業内容として名寄終末処理場

でいけば機器更新が７４台、風連浄水管理センタ

ーにつきましては２１台の機器更新を含めた計画

として事業を進めております。事業費につきまし

ては、総体で９億６，７００万円の計画をもって

この５年間事業を進めてきたところです。

以上です。

佐久間議員。〇議長（東 千春議員）

今室長のほうから御〇４番（佐久間 誠議員）

答弁ありまして、メインとしては雨水ポンプの更

新、ここが中心になるということで、今度３台目

になるということで、３か年で雨水ポンプ、総額

予算もかなり大きいのですが、３億円程度という

ようなこと、それから名寄の終末処理場の機器更

新、それから風連の機器更新ということで、それ

ぞれ７４台、２１台ということで、ここも９億６，

７００万円というお話がございました。かなり大
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きなお金が動くということで、これらも市債の発

行、それから国の予算ということで財政的にはな

ると思うのです。それで、特に人口が減少してい

る中で下水道料金、ここについてもまた検討され

なければならないと思うのですが、やはり心配さ

れるのは、北海道の料金は全国平均から見ても比

較的安くなっているところでありますけれども、

維持費、負担額、ここら辺がどんどん積み上がっ

ていきますと、かなり公共料金の負担のところも

市民生活にとっては大きなウエートを占めること

になるのではないかというふうに思っております。

さらに、下水道についてはこれ道路と同じように、

道路や除雪の問題、ここと同じように生活に直接

係るライフライン、最も重要なライフラインとい

うことでありますから、ここを手抜きをするとい

うことにはならないのです、やっぱり。その上に

様々な文化的な施設だとか様々な公共施設という

ことになると思いますから、重要なインフラだけ

に、施設の心臓部に当たる部分はやはり耐用年数

前に暫時更新するなど引き続き適切に管理をして

いただきたい、このこと申し上げまして、質問終

わりたいと思います。

山崎真由美議員。〇議長（東 千春議員）

基本計画Ⅲに関わり〇３番（山崎真由美議員）

ましてⅢ―４、ページで２４ページになります防

災対策の充実について１点確認させていただきた

いと思います。

現状と課題の中で最後の行のところに護岸や堤

防整備、川底の掘削などのさらなる治水事業が必

要ですというふうに課題が書かれております。こ

の課題に対しての解決策として、後期計画４年間

の中で具体的に計画されている内容についてお知

らせください。

東建設水道部長。〇議長（東 千春議員）

今防災の部分で〇建設水道部長（東 聡男君）

川ということですので、私のほうからお答えさせ

ていただきます。

今御質問あった部分につきましては、この間従

来も同様の形で防災対策ということで、私どもの

普通河川の部分につきましてはどぶざらいですと

か、そういう部分進めてきてございますので、後

期計画につきましても引き続き同様の形で現場の

状況見ながら進めていくということになろうかと

思いますので、よろしくお願いいたします。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

ただいま部長から従〇３番（山崎真由美議員）

前どおりといいますか、状況を確認しながらとい

うことで御答弁いただきましたが、この間町内会

連合会の主催で開いていただいておりましたまち

づくり懇談会ですとか、議会のほうでも懇談会を

持たせていただきました市民の皆さんとの意見交

換会ですとか、今年度だけに限らずずっとこの点

について市民の声をいただきながらきているとい

うふうに思っております。特に川の床ざらい、掘

削についてこれを整えていくことでの防災対策の

必要性については毎回市民の方から強い要望、声

が届いているということでありますので、予定ど

おりの、今までどおりのということではあります

けれども、後期計画、４年間ありますので、具体

的なものが見えてくることを望まれている市民が

多いと思いますが、その点も踏まえて再度御答弁

をお願いしたいと思います。

東建設水道部長。〇議長（東 千春議員）

今議員のほうか〇建設水道部長（東 聡男君）

ら御意見いただきました部分でいうと、この間ま

ち懇ですとか、そういう部分で大変多くのお話い

ただいてございます。地域の人がまず心配されて

いる部分で、国や道の河川についての対応という

部分につきましては、ここにつきましても間違い

なく対応については上部機関につないでいくとい

うことは継続していきますし、私どもの管理して

いる普通河川につきましても、具体的にどの河川

という部分につきましては毎年の状況にもよりま

すし、進捗状況によりますので、毎年進捗状況確

認をしながら、その年の予算の中で確認をさせて

いただきながら進めるというような状況できてお
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りますので、どの川からという部分につきまして

は状況の悪いところからというふうな内容になる

かと思いますので、御理解いただきたいと思いま

す。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

考え方としては当然〇３番（山崎真由美議員）

の考え方をお示しいただいたと思っておりますが、

毎年確認しながらというところ、具体的にどのよ

うな行動をされるのかについてだけ確認をさせて

いただいて、私の質問終わりたいと思います。そ

して、その状況を地域の方に適切に情報提供して

いただく方法についても触れていただければあり

がたいと思います。

終わります。

東建設水道部長。〇議長（東 千春議員）

河川の維持管理〇建設水道部長（東 聡男君）

にもつながるこの部分につきましては、この間継

続してやってきています。今後も継続してという

ことでお話もさせていただきましたが、ですから

毎年事業進捗、ある程度市内の河川については一

回りといいますか、順番みたいなものも基本的に

は持ってございますし、ある程度例えば土砂だま

りの早い河川、遅い河川ということありますので、

その辺のもくろみつけながら現場のほうは確認を

しているところでございますし、これ以降もそん

なような状況で進めてまいりたいと思ってござい

ます。

また、地域への報告なのですけれども、この部

分につきましては当然地域に入る際には地域の方

にはお話もいたしますし、川の頭からお尻まで大

体２年か３年ぐらいですかねというような状況ま

ではお話をさせていただいていますが、次にどこ

の地域のどちらの河川をという状況まではまだ、

やっぱり予算決まってからではないとその部分に

ついては地域にお示しできませんので、その部分

につきましては予算決まってからというふうにな

ろうかと思いますので、御理解いただきたいと思

います。

川村幸栄議員。〇議長（東 千春議員）

それでは、何点かさ〇１０番（川村幸栄議員）

らなる御説明をいただきたいというふうに思いま

す。

２２ページの循環型社会の形成の中で、目標値

なのですけれども、ごみの排出量の実績が、目標

値が現在より下がっているのは分かります。リサ

イクル実績、また次の再生資源集団回収事業実績

が現在よりか目標値が下がっている。これについ

て御説明をいただきたいなというふうに思います。

それから、９の都市環境整備の中で街路灯のＬ

ＥＤ化、これを進めたいということで、私の周り

でも随分進んでいるなというふうに思っています。

ただ、今年非常にガが大発生して、これが続くだ

ろうと言われていて、住宅街のところの街灯もま

だＬＥＤになっていないところもあるのです。そ

ういった部分を進めるに当たってどのような方法

なり、地域なり、示しながら進めているのだとは

思うのですけれども、この点について御説明をい

ただきたいというふうに思います。

それから、３０ページの上水道の整備に関わっ

てなのですが、この目標値の中に有収率が入って

いないです。それで、現状と課題の中にも施設の

老朽化に対応するために、経営の効率化と健全化

を推進するために基盤強化が必要だということな

のですが、やっぱりそういった部分では有収率を

上げていくこと、非常に重要だというふうに思う

のですが、ここに目標値が書かれなかった、この

理由についてもお知らせをいただきたいと思いま

す。

それから、もう一点なのですけれども、３３ペ

ージ、１３の地域公共交通のところで、地域ニー

ズに合わせた交通手段の活用について検討してい

きたいというふうなことがありました。この地域

ニーズについてどのように把握されようとしてい

るのか、この点についてお聞かせをいただきたい

と思います。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）
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２点について御質問〇市民部長（廣嶋淳一君）

いただきました。まず、１点目の成果目標のとこ

ろでリサイクル実績が減っているということなの

ですけれども、一応実際に燃えないごみ等で混入

して出す量が処分場のほうの指導で投入できない

ものとか、これリサイクルできますよということ

での一定の指導が、利用者さんの意識が変わって

きまして、そういうものが減ってきているという

状況にありますので、実際にリサイクルに出る量

が減ってきているということになります。

それと、２つ目の集団回収のほうなのですけれ

ども、実はこれ昔ペットボトルも含めて缶とかお

金になったということなのですけれども、今価格

が低下しておりまして、ペットボトルがお金にな

らないといいますか、実際に集団回収していただ

いている方も若干団体もコロナの関係でもちょっ

と減っているのですけれども、そういった有償の

部分が減ってきたということで量が減ってきてい

るということで、計画の中でもそういう状況にな

っていくのだろうということで、数字的には減ら

したという形になっております。よろしいでしょ

うか。

東建設水道部長。〇議長（東 千春議員）

私のほうから街〇建設水道部長（東 聡男君）

路灯のＬＥＤ化の状況について少しお話をさせて

いただきたいと思います。

ＬＥＤ化につきましては現在、今年少し全量調

査というものちょっとさせていただいている途中

でございまして、今報告もぼちぼち上がってきて

いる状況でございまして、新年度以降の結果がこ

れからという部分ではありますけれども、総合計

画の中では今現在防犯灯含めた総灯数で４，１０

０灯ほどあるのですけれども、その中で製造が中

止になっている水銀灯、こちらが６００灯ほどご

ざいますので、取りあえず当面はこれを先にやり

たいなということでの目標値、これをＬＥＤ化し

た場合の数値ということで目標とさせていただい

ているところですので、だがしかしそれと併せま

して、灯具、電灯もそうなのですけれども、柱の

ほうもかなり傷みの進んできているものもござい

ますので、もしかしたらＬＥＤがついていても柱

が駄目だという部分につきましてはそちらのほう

も手をかけなければいけないので、総合的な判断

をした中で移行を進めていくような形にしていき

たいと思ってございますので、よろしくお願いい

たします。

佐藤上下水道室長。〇議長（東 千春議員）

有収率について〇上下水道室長（佐藤美香君）

成果指標の中に入っていないのはなぜかというこ

とだったかと思うのですけれども、実は中期の計

画の中では全て更新計画等に関わる施設整備の実

施状況について成果目標としてきたところです。

総計の中身でいきますと、それだけではないとい

うことで、実は有収率をこの中に含めるかという

議論が課の中でもありました。あったのですけれ

ども、この中でやはり経営に関する部分の課題で

すとか方向性が、これがメインとして今回挙げさ

せていただいたということもありますので、明ら

かに経営に関わる分かりやすい指標ということで

経常収支比率、料金回収率、これを採用したとい

うことです。有収率につきましては、この間様々

な答弁の中で現状は８０％前後の有収率を維持し

ているところですけれども、目標値としてはやは

り９０％を目標とするべきだということで話して

きていることもありますので、どう考えてもこの

目標値は９０％にしなければならないというのは

ありますが、現実的に９０％を目標にしてもなか

なか到達しないということもありますので、総計

の中で示すのは今回は外すということで話をして

きたところです。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

私からは、公共〇総合政策部長（石橋 毅君）

交通の新たなモードに対してどのようにニーズを

把握されているかといった御質問だったかなとい

うふうに思います。まずは、公共交通の地元に設

置している活性化協議会、こちらについては事業
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者はもとより、老人クラブ等々各団体を代表する

方、それから市民の方ということで構成される協

議会の中でまずはいろいろ御意見を出していただ

いているというのも一つございます。それから、

当然ながら影響の及ぼすような周辺の町内会の皆

様方との意見交換等もこれまでもさせていただい

ておりますので、それからこれは利用者になって

しまいますけれども、利用者に対してバス事業者

がアンケート調査を行ったりして、そういった声

を基によりよいものをつくり上げるように反映さ

せていただきたいというふうに考えております。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

それでは、循環型社〇１０番（川村幸栄議員）

会の形成のところでごみの収集のところなのです

が、再生資源集団回収については、理解をさせて

いただきました。これ申請して開始してというの

でした。ただ、リサイクルの実績というのでいえ

ば、これは全体のリサイクルをしていくというわ

けですから、先ほどの御説明ちょっと分かりづら

かったかなというふうに思いますので、再度お願

いしたいと思います。

それから、ＬＥＤの関係ですけれども、今御説

明いただきました。確かにうちの町内会でも切れ

たときに水銀灯のことを業者さんからもいろいろ

お聞きして、理解をしていたところなのですけれ

ども、ただ住宅街のところというところです。今

回、今年のようにすごくガが発生して、住宅街、

本当に１軒、２軒というわけでなくて、固まって

いるところに子供さんがいたりなんだりというよ

うなことになると、あまり毒がないという話では

ありましたけれども、やはりほかのところではＬ

ＥＤ化進んでいて、何もなくて、きれいでいいね

というような話も出たりしているのが現実であり

ますので、そういった部分についての御検討につ

いてはどのようにお考えかお聞かせをいただきた

いと思います。

それから、水道の有収率が載っていなかった件

については、理解をさせていただきたいと思いま

す。９０％を目指したい、もちろんそうなのです

けれども、しばれる名寄ですので、なかなか難し

いかなというふうには理解をしながらも、やはり

負担増にならない取組を進めていただきたいなと

いうふうに思っておりますので、よろしくお願い

します。

それから、バス、公共交通網の地域のニーズの

件です。活性化協議会の皆さん方の意見やら町内

会、利用者のアンケートというふうなお話もあり

ましたけれども、最近私が今回バスの便が減った

中でお聞きしたのは、いよいよ車の免許証を返納

して、バスを利用しようかなと思っていた人がど

うやって乗るのかな、そして時間表も見たりなん

かしていたときに便が減ったと、そんなような話

が数件寄せられていました。やっぱりそういう方

々の声もぜひくまなく酌んでいただきたいなと。

大変なことだとは思うのですけれども、ただ協議

会の方々、町内会のきっと役員さんだとかかなと

は思うのですけれども、そうでない方々の声もぜ

ひ拾っていただいて、反映させていただきたいと

いうふうに思いますが、その点について再度伺い

たいと思います。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

リサイクルの実績の〇市民部長（廣嶋淳一君）

関係でということで再度質問いただきました。ち

ょうど基準値が２０１８年の数字が１，３４４ト

ンで、今回目標値、２０２６年で１，２６６トン

ということで、実は２０１８年のときの数字の計

画値が現状より高い数字になっておりまして、実

際には見込んでいた人口ですとか様々な要素で立

てたときの目標値が高かったということで、一応

そのまま使っているのですけれども、現状に合わ

せると逆に増えている形になりますので、２０１

８年当時の数字をそのまま使わせてもらっていま

して、逆転現象が起きているのですが、実際には

リサイクルについては、先ほど言いましたように、

きちんとした分別されていますので、そこは少し
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ずつ上がっているような状況になっておりますの

で、たまたま比較した基準値が、その当時の計画

で出した数字が今よりも高かったということで、

ちょっと逆転現象が起きている状況になっている

ということでございます。

以上です。

東建設水道部長。〇議長（東 千春議員）

ＬＥＤ化の住宅〇建設水道部長（東 聡男君）

地にガが集まるということでの御意見だったかと

思いますけれども、私ども今回街路灯のＬＥＤ化

につきましてはガの話は再三いただいてはいると

ころなのですけれども、ガが多いので、市街地先

にやろうという議論は正直なかった部分でござい

ます。しかしながら、気持ち悪いというのも分か

らなくはないのですけれども、自然現象な部分で

もありますし、ＬＥＤの街灯も全く寄らないかと

いうとそんなこともなくて、比較したときにやっ

ぱり何ぼか多いかな、少ないかなというような状

況も見てはとれるかとは思ってはいますけれども、

そのような形なので、今その辺の検討できますと

ちょっと言えないのですけれども、そのようなこ

とで郊外地の誰もいないところの水銀灯と市街地

のという部分は、今御意見いただいた部分は実施

計画の中で少し検討できる部分あれば検討はして

いきたいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

いろいろな方の〇総合政策部長（石橋 毅君）

ニーズ、御意見を拾ってくださいというお話だっ

たと思います。我々もなかなかアウトリーチをか

けるについても一定程度限界もあるところも実は

ございまして、そこは限界といいながら我々もア

ウトリーチかけられるところは一生懸命やらせて

いただきます。それと併せて、そういったような、

議員のところにもしそういったお声が届くようで

ありましたら、ぜひお声寄せていただければ、我

々もそのことに基づいてまた我々のほうから出か

けてお話を聞いたりということもできますので、

ぜひ御協力いただければというふうに思います。

よろしくお願いいたします。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

リサイクルの、今御〇１０番（川村幸栄議員）

説明いただきましたから、数字のところでは理解

をしたいというふうに思うのですけれども、ただ

人口も減っていますから、そういった部分でとい

うふうに思うのですが、パーセントではなくてト

ン数ですから、少なくなるのかなというふうには

思うのですけれども、ただ実数から目標値が、こ

れからリサイクルを推進していこうというところ

で、これ数値が減るというのはどうなのかなとい

う、なかなか啓蒙、啓発のところでいうとちょっ

といかがでしょうかという感じを受けます。この

点について再度お考えをいただきたいと思います。

それから、ＬＥＤの関係ですけれども、本当に

ちょっとかなではないです。かなり違います。１

本だけそこにあったりなんだりということではな

いので、何本か続いているから、ガは寄ってこな

いのだというふうに思うのですけれども、かなり

違いますので、その点検討したいというふうなお

話も今、お聞きしたときはそういうふうにおっし

ゃったかなというふうに思いますので、ぜひ検討

していただきたいと思います。

リサイクルの件、ちょっとお願いします。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

議員おっしゃるとお〇市民部長（廣嶋淳一君）

り、目標値が本来低いのはおかしいのではないか

ということでございますけれども、先ほど言いま

したとおり、基準値が現状とちょっと離れていた

ということで、実際にはこれだけ見ると下がって

いて、取組が後退しているのではないかというふ

うに見えてしまうということで、数字的に見ると

そういう形に捉えてしまうかなというふうに思い

ますけれども、基本的には、先ほど言いましたよ

うに、リサイクルについては現在少しずつ、人口

は減ったり、コロナとかいろんな状況ありますけ

れども、確実に増えてきているというような状況

でありますので、そこきちっと説明しながら取組
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を今後も進めていきたいというふうに考えており

ます。よろしくお願いいたします。

塩田昌彦議員。〇議長（東 千春議員）

２点御質問させてい〇１４番（塩田昌彦議員）

ただきます。

Ⅲ―７、消費生活の安定というところで、相談

体制の強化ということが今回うたわれています。

中期計画では、機能充実という程度で終わってい

る部分です。今全国的に特殊詐欺の関係でいえば

被害、それから消費トラブルというのは多発して

いるという状況ですから、これらに対する対応と

いうのは必要だというふうに認識をしています。

この相談体制の強化、どのような形で強化される

のか、そして強化することによってどのように消

費生活に還元されるというか、その対策も併せて

お知らせいただきたいというふうに思います。

２つ目です。Ⅲ―１０、上水道の整備というと

ころで、水質保全、後期計画期間の方向性という

ところで水質の保全維持のため水質汚染源の調査、

監視の強化というふうな形で表記をされています。

この部分について言えば、どのように水質源の調

査、現状名寄川でいうと６か所採水をして、そし

て調査をしていると。この状況見ると、下川エリ

アで５か所、名寄は水道の取水口で１か所という

採水をして調査をしているという状況であります

けれども、３年の公害の現状と対策という冊子が

配られていまして、その内容の調査結果というの

を見ると、それこそ大腸菌群の数字が非常に高い

と。これ問題ですよというふうに、ただ市民に提

供する水道水に影響があるかというと、それはき

ちっとした処理をされているということで大丈夫

だというふうに認識はしていますけれども、ただ

異常発生しているという状況の当然認識をしなけ

ればならない。そのほかにこの調査を見ると大腸

菌も検出をされているという状況もありますから、

この部分についてやはり名寄市民のそれこそ水の

確保、安全な水を確保というふうな観点に立てば、

採取する箇所をもう少し細かくといいましょうか、

１か所ではなくて、このほかに天塩川のほうでも

採取して検査していますから、それは分かってい

るのです。ただ、水道水の水源の部分でいえば、

名寄川の水を使うわけですから、この部分につい

て非常にどういう状況でこんなふうになっている

のかなというのがちょっと分からない異常な部分

です。この部分について考えてみれば、下川の採

取地点が矢文川かな、なのです。そこから取水ま

での間何もないと。そして、異常に発生している

と。矢文川の部分でいうと発生もしているけれど

も、数値も高いけれども、名寄で検出されている

数値からすれば低いという状況ですから、その間

に何があるのか分かりませんし、そういう意味で

いうと、この採取地点を増やすなりしてやはり調

査をし、そして原因をしっかり究明していくとい

うことは大事なことだというふうに思うのですけ

れども、その辺についてのお考えをお聞きしたい

と思います。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

２点について御質問〇市民部長（廣嶋淳一君）

いただきました。最初の消費生活の安定というこ

とでございます。今回、前回のＫＰＩから比較し

まして、センター情報の発信ということで新たに

ＫＰＩを加えさせていただきましたけれども、前

は相談件数といいますか、件数を重視ではないで

すけれども、そういったものも考えていたのです

けれども、相談に来る前に、先ほど議員おっしゃ

ったように、詐欺被害だとかいろんな被害をまず

お知らせすることによって被害を減らして、相談

も減るというような形で、基本的にはそういった

周知なり出前講座であったり、例えばほかの場所

に出ていって、そういうような講演、講習といい

ますか、そういった形でいった中で、まず最初に

被害に遭う前に皆さんにお知らせするということ

を今後強化していきたいというふうに考えており

ますので、若干ＫＰＩについてはそういう周知す

る業務についての目標値といいますか、それを充

実させるということで加えさせていただきました。
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また、職員につきましても資格があるのですけれ

ども、そこの専門の相談員の資格を取って、さら

にグレードアップといいますか、スキルアップを

して、様々な相談だったり、そういうものに対応

できるようにしていきたいというふうに考えてお

ります。

それと、河川の関係です。取水の関係の拡大を

ということでの御質問でございました。議員おっ

しゃるとおり、毎年取水した検査結果を公表させ

ていただきまして、大腸菌群については夏場の渇

水時期、どうしてもやっぱり数字が高くなるとい

うような状況は毎年出ておりまして、その年によ

っては数字の上げ下げはあると思いますけれども、

最終的には水道のほうには皆様への水道給水され

るところはもちろん安全ということで、それは確

認していますし、水道とも相談しながら対応させ

ていただいております。毎年取水といいますか、

検査に職員がそれぞれ取水場所に行って、採取し

て検査を行っております。大腸菌につきましては

自然由来なものなのか人的なものか、ちょっとそ

こは状況見ながら対応していかなければならない

と思いますけれども、そこはもし異常値であった

り、何か原因がないかどうかというところも含め

て、それは毎年確認しながら行っているところで

すけれども、現状的に何かが漏れているとか、そ

ういうのは発見はしてはいないのですけれども、

数値として出ていることに対して何が原因なのか

というところについては改めてまた検討させてい

ただきまして、増やすことが必要なのかどうなの

かというところも今後状況見ながら対応していき

たいというふうに考えております。

以上です。

塩田議員。〇議長（東 千春議員）

相談体制の部分です。〇１４番（塩田昌彦議員）

強化の部分ですけれども、私はマンパワー、増や

すのだなというふうに思っていたのです。そうで

はない御答弁だったかなというふうに思います。

確かに相談を受ける側の人たちはしっかりと資格

を有していなければならないというところもあり

ますし、的確に相談に乗っていただく、そしてそ

れに対する対応していただく。その前段として、

こういう被害に遭わないようにというふうなこと

で周知徹底をするために必要だというふうな部分

で、そういうところで強化をしていくという何か

お話だったかなというふうに思いますけれども、

今のこの時代背景考えると、そこを相談受けてい

く数の問題、件数だけでなくて、受ける側の問題

という部分でいうと、当然マンパワーが要求され

る部分でないかなというふうに思うので、それら

についても市民の生活を、安心という担保のため

にもやはりこういう部分で強化をしていくべきか

なというふうに思うのですけれども、御検討いた

だきたいというふうに思います。

それから、水質の関係でありますけれども、や

はりこれは公害といいましょうか、汚染の関係も

当然市民の方はこういう公表されるということは

目で見ることができるのです。心配をするという

ふうなことに当然なると思いますから、やはりこ

の部分についても、過去の例でいうと取水、採水

する地点、数、これはもっとあったのです。これ

は道との兼ね合いとかいうふうな部分があって、

競合するところについては必要ないのではないか

というところでやめてきたというところではある

のかもしれないけれども、ここの部分については

市民の水の安全の担保というふうなことを考える

のであれば、しっかりとした名寄市としてそうい

う体制を、しっかり採取して、検査をしていく、

大丈夫ですよというふうにして市民に周知をして

いく、このことが大事だというふうに思うもので

すから、このことについては審議会のメンバーの

方たちもやはり採取地点の減少については危惧し

ている部分あります。実際に市民との意見交換会

でもそのことについて御質問もありました。した

がって、心配していらっしゃる方結構多いと思う

ので、この４年の部分なのかもしれませんが、し

っかりとしたやはり体制を整えていくということ
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が大事ではないかなというふうに思うのですけれ

ども、それについての御答弁をいただいて、終わ

りたいと思います。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

最初のほうの消費生〇市民部長（廣嶋淳一君）

活の関係ですけれども、ちょっと一応今のところ

マンパワーというところについては増やすとかと

いうことはまだ検討はしていないのですけれども、

ただ先ほど言いましたように、スキルアップです

とか、そういう周知活動、それから市内にも弁護

士さんいらっしゃいますので、そこの弁護士さん

とも勉強会開いたりだとか、スキルアップには努

めておりますので、かなり深い相談も可能になっ

ていますので、そこで質の向上しながら今後も対

応していきたいというふうに考えております。

それと、取水の関係ですけれども、検査の関係

ですけれども、いろんな方から御意見もいただい

ておりますし、現状全くゼロになっているという

ことではないですので、そこは状況見ながら、各

方面とも協議しながら、先ほど言っていました減

らした分については道の関係、国の関係とかあり

ますので、バッティングしているものもありまし

たので、それは報告いただいていますので、その

分は割愛させていただいたという経過もあります

けれども、おっしゃられたように、そういった市

民が安心できるような形での調査ということでは

今後も検討していきたいなというふうに思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。

以上です。

ここで１３時１０分ま〇議長（東 千春議員）

で休憩いたします。

休憩 午後 ０時０４分

再開 午後 １時１０分

休憩前に引き続き会議〇議長（東 千春議員）

を開きます。

富岡達彦議員。

ページ数３３ページ、〇１番（富岡達彦議員）

Ⅲ―１３、地域公共交通に関わって１点お尋ねを

させてください。

公共交通の維持、利便性の確保というのは市民

生活にとって重要なインフラに位置づけられてい

るものというところは共通認識としてあるものだ

というふうに思っております。現状と課題の中で、

中段辺りから鉄路においては鹿や熊などの線路侵

入に起因する接触事故、あるいは大雨や降雪が見

込まれた段階での運休決定等が顕著になっており

ということで、安定的な運行の確保が必要ですと

いうふうにされております。安定性に欠けるよう

な状況がかいま見られるという現状に対して、そ

の課題にどのようなアプローチを仕掛けていきな

がら解決策を図っていくのかということについて

１点お伺いをしたいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

課題については、〇総合政策部長（石橋 毅君）

明文化したとおりでございまして、現状なかなか

気象状況に左右された運行状況というのが近年続

いているのかなというふうに思っております、Ｊ

Ｒに関して。一番は、従前の我々の知っている冬

でも安定した運行をしていただいた頃のああいっ

た運行スタイルを維持していただければ、一番我

々利用者側にとっても安心できる公共交通になる

のだろうということで、ここについては優先的に

はやはり鉄路の安定、維持が一番。そこが人員的

要因も含めてそこまでなかなかきめ細かな維持管

理ができなくなってきている現状も踏まえて、そ

ういった部分をカバーするための広域の移動手段

の確保もこれ必要になってくるだろうといったと

ころをここで課題として記載をさせていただいて

おります。手法につきましては、これは広域行政、

名寄市にとどまることなく、ある意味広域の圏域

の中でのそういった代替輸送も含めた交通網の整

備ということになりますので、ここについては名

寄市の総合計画の中で明文化していくというのは

なかなか難しい部分なのかなと思っておりまして、

取組の具体としてはやはり北海道に中心となって
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いただきながら圏域ごとの利便性の上がるような

交通網の整備に向けた検討をしっかりと進めてい

きたいということと併せて、実際に今も北海道に

中心となっていただきながらそういった議論も交

わされているということで報告をさせていただけ

ればと思います。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

北海道を中心にしてこ〇１番（富岡達彦議員）

の圏域を含めた中で活性化推進協議会を中心とし

た中で恐らくこれから議論が進められていくのだ

ろうというふうに思うのですけれども、その中で

後期計画期間の方向性という部分に関してなので

すけれども、利用者の促進策に加えて宗谷本線の

多様な活用方法の検討を進めていくということが

書かれております。これまでも私一般質問の中で

もいろいろとお尋ねをさせていただいたところで

すけれども、これまでのアクションプランをはじ

めとして様々な工夫とか努力をされているという

ことは私も承知をしているところでございますけ

れども、利用促進や多様な活用方法への方向性を

実現に向けていくためのベースとなる考え方につ

いて改めてもう一度お尋ねをさせていただきたい

と思いますが。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

ここの記述にあ〇総合政策部長（石橋 毅君）

るとおり、宗谷本線活性化推進協議会、こういっ

た組織の中で線区の維持については議論、具現化

に向けて検討されておりますので、ここで集まる

会議体の中でしっかりと具現化に受けて話合いを

進めさせていただきたいというふうに思っており

ますので、ちょっと名寄市単独の計画の中で表現

というのは難しいかなと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

承知をいたしました。〇１番（富岡達彦議員）

活性化推進協議会、あるいは沿線自治体もろもろ

圏域を含めた中でこれは議論が進んでいくものな

のだろうなというふうに思っております。公共交

通といいますと、やはり市内のバス交通の整備と

いうのも非常に重要になってまいりますけれども、

鉄道を軸とした流れの中での公共交通網の形成計

画というものを一層ブラッシュアップしていくよ

うな方向性を持ってこれ取り組んでいただきたい

なということ申し上げて、質問終わります。

東川孝義議員。〇議長（東 千春議員）

基本目標Ⅲ―１２、〇１５番（東川孝義議員）

３２ページ、道路の整備についてお聞きをしたい

というふうに思います。

現状と課題の中で市道は整備済みの舗装面や橋

梁自体の老朽化が進行していることから、定期的

な点検や維持修繕が必要であり、とりわけ生活道

路は未改良道路が多く、排水未整備道路もあるこ

とから、計画的な整備が必要であるというふうに

記されております。それで、今回後期に入る前に、

総合計画の第２次の中期において道路整備の計画

に対してどれぐらい進んだのか、また一方橋梁の

点検、これ特に長寿命化計画ということでかなり

中期の中では点検がされたというふうに思います

けれども、この辺の進捗状況についてお聞きをし

たいというふうに思います。

東建設水道部長。〇議長（東 千春議員）

道路の整備状況〇建設水道部長（東 聡男君）

と橋梁の長寿命化の進捗状況ということで御質問

いただきました。道路の整備、中期計画の状況な

のですけれども、今後期の、総合計画１０年の中

でも舗装率は５％上げていきましょうというとこ

ろで終わってございますので、今のところ前期、

中期終わりまして、大体２．８％ぐらい進んでい

るというような、舗装率の数字でいうと２．８％

進んでいるということですので、今後期で持たせ

てもらっている計画は５％まで持っていくという

ような数字の立てつけにして、今計画を立てたと

ころでございます。

それと、橋梁の長寿命化につきましては、中期

の中でも点検と計画と実施ということで進めてき

てございますけれども、中期の中で当初１４橋橋
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梁の工事をやろうと思っていたのですけれども、

それが事業費の高騰ですとか交付金のつきの具合

により１４橋やる予定のものが９橋工事のほうは

進めてこられたという状況になってございます。

遅れも含みまして、残り分につきまして工事をし

なければならないと思っている橋梁について後期

に計上しているという状況でございます。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

今道路の部分につい〇１５番（東川孝義議員）

ては前期、中期合わせて５％のところ２．８％と

いうふうなこと、それから橋梁のところは１４と

いうふうなところが未達に終わっていると。ちょ

っともう一度確認したかった。橋梁点検というの

は既に全部終わったのかどうなのかというのを改

めてお聞きをしたいのと、この橋梁点検というの

もかなりの金額、特殊な業者でないとできないと

いうふうなことお聞きをしたことがあるのですけ

れども、この辺今回の計画にはあまり、補修のほ

うにウエートが置かれていて、点検のほうは既に

終わったのかどうなのかということ再度確認をさ

せていただきたいというふうに思います。いずれ

にしても、橋梁というのは何か事があると非常に

大変だと思うので、今事業ができなかった橋梁と

いう部分については点検の中で多少遅れてもその

分の安全性というのはしっかり担保されているの

かどうなのか、その辺の部分について改めてお聞

きをしたいというふうに思います。

それと、道路整備も、それから橋梁の部分も同

じだと思うのですけれども、非常に高額なお金と

併せて国の交付金ですか、これによって大きく左

右をされてくるのではないのかなというふうに思

っております。特に道路の分で見ると、事業計画

のほうで見ると令和５年度以降６億３，０００万

円から６億２，０００万円毎年計上されておりま

す。これ仮に補助金、国の交付金がまだ厳しいで

すよといった場合について、実際には単費である

程度支出をしていくのかどうなのか、その辺の考

え方についても改めてお聞きをしたいというふう

に思います。

東建設水道部長。〇議長（東 千春議員）

さっき答弁、私〇建設水道部長（東 聡男君）

ちょっと説明おかしかったかもしれないけれども、

中期計画の中では１４橋やる計画としていたもの

が実績として９橋中期までに終わっていますとい

う話でございます。あと、橋梁の点検なのですけ

れども、こちらについても定期的に、一回やれば

ずっと終わりではなくて、１巡目が終わりますと

次、今２巡目ということで、中期計画からスター

トしています橋梁の点検なのですけれども、２巡

目の点検が一応来年までで２巡目が終わるという

形で、それが終わりますとまた次の３巡目という

形で、橋梁の定期点検につきましては、ある程度

の期間の中で継続して行っていくということにな

りますので、例えば損傷の具合が進んでいる、進

んでいないということもそのときに判明もいたし

ますので、そのときの橋梁の危険度という部分に

つきましては５年からおおむね６年に１回は必ず

点検をいたしますので、その中で判明をしていく

ので、その中で当時の計画よりも損傷の進みが速

いというような状況が散見されれば、工事のする

時期を早めたりということはこの間も行ってきて

ございますし、これからもそんなような形で進め

ていく計画としてございます。

もう一点、道路の事業費の関係なのですけれど

も、一応後期の計画の中でも６億円程度というこ

とで計画はしてございますけれども、この部分に

つきましては国の交付金のつきによってというこ

とでこれまでも行ってきましたけれども、これか

らの部分につきましても当然なるべく有利な交付

金、補助金使って道路整備のほう進めてまいりた

いと考えておりますので、その分を最優先にいた

しまして、そういう単独費を投入して、この水準

の事業費まで持っていけるかどうかにつきまして

はそのときの市全体の予算の状況もございますの

で、これまでどおりその年、その年のローリング

の中で考えていきたいなというふうに思ってござ
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いますので、御理解願いたいと思います。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

橋梁の部分について〇１５番（東川孝義議員）

は理解をいたしました。いずれにしても、１４橋

のところ９橋しかできなかった。点検は一回終わ

るので、２巡目終わって、またさらにですから、

定期的な点検が大事だというふうに理解をさせて

いただきます。いずれにしても、その中できちっ

と先ほどもお話しした安全、安心を担保に、異常

があればそのときの状態に応じて対応をお願いを

したいというふうに思います。

あと、道路の問題ですけれども、道路の整備な

のですけれども、部長言われる気持ち、交付金の

部分、確かに分かります。それは理解をしますけ

れども、やはり当然年度予算の総事業費の枠だと

かというのはありますけれども、私はここでお願

いをしたいのは工事の発注、その年によって大き

な増減、それをできるだけ抑えて平準化、やっぱ

り市内の業者がきっちり毎年こういう形でやれる。

どんと金額が出てもそれに対応できない形という

のをできるだけ避けていただくような、そういう

ふうな事業体制にできるようなことをお願いをし

て、私の質疑を終わらせていただきます。

ほかに質疑はございま〇議長（東 千春議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（東 千春議員）

します。

以上で基本目標Ⅲ、自然と調和した環境にやさ

しく快適で安全安心なまちづくりについての質疑

を終了いたします。

次に、基本目標Ⅳ、地域の特性を活かしたにぎ

わいと活力のあるまちづくりについて審議いたし

ます。

説明を求めます。

山田経済部長。

私からは、基本目標〇経済部長（山田裕治君）

Ⅳ、地域の特性を活かしたにぎわいと活力のある

まちづくりの主要施策について御説明をさせてい

ただきます。

議案、後期基本計画案の３４ページから３９ペ

ージになります。また、重点プロジェクト、主要

施策の成果指標につきましては、資料の３ページ

となります。基本目標Ⅳにつきましては、６本の

主要施策で構成されており、基本目標Ⅳ―１、農

業・農村の振興から順に説明をさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。

まず初めに、３４ページになります。主要施策

１、農業・農村の振興についてでございます。こ

の施策の現状と課題についてですが、国における

水田活用の直接支払交付金制度の改正や経済のグ

ローバル化など情勢が変化する中、生産基盤の整

備や農畜産物の安定生産などによる収益性の高い

農業の確立、ＩＣＴなどの技術活用によるコスト

低減、法人化などによる経営基盤の強化が必要と

なっております。また、農家数の減少や高齢化、

担い手不足が進む中、地域コミュニティーの維持

を図るためにも多様な担い手の育成、確保が必要

となっております。さらに、農業、農村の持続的

な発展に向けて環境保全や農業、農村の多面的機

能の発揮が求められるとともに、農業への理解を

広げる食育の推進や有害鳥獣などへの対応が必要

であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、関係機関、団体と連携を図り、多様な農

畜産物の生産を維持し、収益性の高い農業経営の

確立、持続可能な農業経営の促進、担い手の育成

と確保を目指すとともに、豊かな農業、農村の構

築を推進いたします。

主な成果指標といたしましては、新規就農者数

の確保を過去５年平均の７人以上を目標としたほ

か、経営基盤の強化に向けた法人経営体の増加を

図り、総数を３７経営体とすることなど、第２次

農業・農村振興計画に基づき成果指標に掲げる目

標値の達成に向けて取り組んでまいります。

次に、３５ページになります。主要施策の２、
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森林保全と林業の振興についてでございます。こ

の施策の現状と課題についてですが、森林の持つ

公益的機能を十分発揮させるために間伐など森林

整備を推進する必要があり、林業担い手となる新

規就業者の確保に向けた取組のほか、市有林では

苗木不足などに対応した森林経営計画の見直し、

私有林では高性能な林業機械の導入など森林施業

の効率化が必要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、私有林所有者の森林経営計画への加入を

促進し、施業集約化を進めてまいります。また、

森林環境譲与税の活用により森林施業の効率化を

図るとともに、民間事業者との連携などによる新

規就業者の確保などの取組を推進いたします。

主な成果指標といたしましては、森林作業員就

労人数を２２人まで引き上げることや私有林、人

工林除間伐実施面積を維持することなど、名寄市

森林整備計画に基づいた森林整備を推進し、成果

指標に掲げる目標値の達成に向けて取り組んでま

いります。

次に、３６ページになります。主要施策３、商

業の振興についてでございます。この施策の現状

と課題についてですが、大型店の進出、消費者ニ

ーズの多様化、後継者不足などにより事業所数が

減少し、中心市街地に限らず市内全体での経済活

動が縮小したため活気が失われつつありましたが、

中小企業振興条例に基づく支援メニューの拡充、

緩和を行い、中小企業の積極的な投資を後押しし、

これまでにない新規創業につながりました。引き

続き金融機関などとの連携強化を図り、国や道の

融資制度の情報提供を行うとともに、事業者ニー

ズや時代に即した持続可能な支援制度の研究が必

要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、市内事業者の９割以上を占め、市内経済

の基礎として市民の暮らしになくてはならない中

小企業の振興のためには、中小企業が活力を最大

限に発揮できる社会環境と地域循環型経済を構築

することが重要であり、今後は新たな支援メニュ

ーの周知、利用促進を図り、時代の中で変化する

経営環境に果敢に挑戦する意欲あふれる中小企業

の経営基盤の強化や地域経済の活性化に向けた取

組を推進いたします。

主な成果指標といたしましては、創業に関する

相談件数を６件とし、毎年１件の創業支援事業の

実績を維持するとともに、店舗改修等に利用でき

る企業活力強化支援事業の実績を５件と設定する

など、経済団体や金融機関と連携し、成果指標に

掲げる目標値の達成に向けて取り組んでまいりま

す。

次に、３７ページになります。主要施策の４、

工業の振興についてでございます。この施策の現

状と課題についてでありますが、王子マテリア株

式会社名寄工場の稼働停止による経済的損失から

経済の再生を図るため、企業支援をはじめ域外市

場産業を育成するとともに、企業の立地誘致を促

進することにより地域経済の活性化に取り組む必

要があります。また、技能者の人材不足、とりわ

け若年技術者が不足していることから、技能者育

成、確保に向けた対策について関係機関や団体と

協議、検討していくことが必要であると考えてお

ります。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、企業の立地誘致や地域中核企業の支援は

地域経済の活性化、若年者の地元定着促進及び雇

用に大きな役割を果たすことから、新たな支援策

の周知、利用促進を図り、地域の特性を生かした

企業の立地誘致や技能者育成確保の取組をより一

層推進いたします。

主な成果指標といたしましては、計画期間中に

４件の企業立地を目標とし、人材育成に関して従

業員の資格取得に活用できる補助金の利用実績を

維持するなど各種支援制度の周知に努め、成果指

標に掲げる目標値の達成に向けて取り組んでまい

ります。

次に、３８ページになります。主要施策５、雇
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用の安定についてでございます。この施策の現状

と課題についてでありますが、ハローワーク名寄

管内の雇用情勢は求職者に対し求人数が上回る状

況が継続しており、あらゆる分野において人材確

保は喫緊の課題となっております。技能、技術向

上のための支援による人材育成、労働条件の向上

と労働者が健康で安心して働ける環境づくりを目

指すとともに、関係機関と連携しながら人材、雇

用の確保に関する支援や能力開発、技術講習会の

提供を図ることが必要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、地元就職と定住促進を図るため関係機関

と連携し、人材育成、確保、労働者が健康で安心

して働ける環境づくりを推進いたします。また、

中小企業振興条例に基づく新たな支援メニューの

活用や特定地域づくり事業への支援などにより安

定的な雇用環境と人材育成、確保に向けた取組を

推進いたします。

主な成果指標といたしましては、新規高卒者の

管内就職率は現状を維持し、季節労働者数は約２

０％減の２８３人と設定するなど関係機関と連携

し、成果指標に掲げる目標値の達成に向けて取り

組んでまいります。

次に、３９ページになります。主要施策６、観

光の振興についてでございます。この施策の現状

と課題についてですが、本市の観光においては知

名度の低さ、宿泊客の獲得、人材不足が課題とな

っていることから、今年度からスタートしました

名寄市観光振興計画（第２次）に基づきウィズコ

ロナ、アフターコロナ、ポストコロナの回復の段

階に応じた取組を進めることが必要であるととも

に、アウトドア観光の推進や観光人材の発掘、育

成などのほか、Ｎスポーツコミッションと連携し、

スポーツツーリズム商品の開発、販売やスポーツ

合宿、大会の誘致など冬季スポーツ拠点化に向け

た取組も必要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、観光を通じた地域経済の活性化を図るた

め、名寄市観光振興計画（第２次）に基づく重点

施策として、川や山、天体観測や日本一の雪質な

ど本市の原生の自然を活用したアウトドア観光や

Ｎスポーツコミッションと連携し、スポーツを通

じた交流人口の拡大などを目指したスポーツツー

リズムを推進するとともに、それらを担う人材を

発掘、育成の取組を推進いたします。

主な成果指標といたしましては、市内での観光

消費額をコロナ禍前の３４億円まで回復させるた

めにより長く滞在していただけるような取組を進

めるとともに、名寄市の認知度を５０％まで引き

上げるなど名寄市観光振興計画（第２次）に基づ

き成果指標に掲げる目標値の達成に向けて取り組

んでまいります。

以上、よろしく御審議くださいますようお願い

いたします。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

今村芳彦議員。

それでは、３４ページ〇６番（今村芳彦議員）

になります。４番目の１、農業・農村の振興のう

ち成果指標項目、ＫＰＩの数値、１頭当たり平均

生産乳量ということで９，４６５キロという数字

から約１％増えた９，５６０キロを目指すという

ことになっていると。この関係ですけれども、乳

牛１頭当たりの生産量を増やすということがどう

しても経済動物としての寿命を縮めてしまう結果

になるのではないかという危惧をしております。

現状と課題の中にあるように、持続的な発展とい

う部分から若干離れてしまうのかなと危惧してい

る点が一つあるというところになります。乳量の

生産を増やすということを目標に据えた理由につ

いてお伺いをしてもよろしいでしょうか。

山田経済部長。〇議長（東 千春議員）

御質問いただきまし〇経済部長（山田裕治君）

た生産乳量、１頭当たりの平均乳量の増加の考え

方でありますが、ここにつきましては当然生産性

を、効率を上げていくというふうな観点で考えま
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すと、１頭当たりの平均乳量を上げることにより

まして所得の向上、そういったものが、経営の効

率化が図られるということを目指しているという

考え方の下でこうした、１％という伸び率であり

ますけれども、増加に転じるような目標を掲げさ

せていただきました。これにつきましては、先般

設置されております哺育・育成センター、これが

優良後継牛の育成につながる施設であるというふ

うに私ども捉えておりますし、そこＪＡにおいて

も同じ考え方に立っているのだろうというふうに

捉えております。市といたしましては、併せまし

て牧場の整備、市営牧場の環境改善整備に取り組

みながら一体となってこういった目標達成に向け

て進めていきたいと、そういう考え方であります

ので、御理解いただきたいと思います。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

あくまで乳量を生産す〇６番（今村芳彦議員）

るという技術の向上を全体で目指すというお答え

だったように感じました。名寄市の畜産の生産額

約２５億円程度と考えますと、１％で２，５００

万円というぐらいの数字の枠の中でということに

なろうかと思いますが、やはり生産技術を向上せ

ずに１％、それは増やすことは難しいと思います。

ぜひ生産向上のためにどういうスキームでこれか

ら取り組んでいくのか、また予定があればお聞か

せをいただきたいと思います。

山田経済部長。〇議長（東 千春議員）

乳量の向上に向けて〇経済部長（山田裕治君）

の取組ということで御質問かと思います。これに

つては、先ほど言いました、まず育成環境の整備

ということで、今後も良好な環境維持に努めてま

いりたいというふうに考えております。また、技

術の部分でございますけれども、ここについては

生産者の皆様で乳業の検定組合の団体の中で様々

な技術的な研修、それぞれ取組をしていただいて

おります。この取組につきましては、市のほうで

もその活動を応援をさせていただいているという

ふうなところもございます。ここＪＡと市と普及

センターとそれぞれ３者が技術的な指導の向上に

向けた取組ということで、連携を取りながら進め

てまいりたいというふうに考えております。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

緊密な連携を取りなが〇６番（今村芳彦議員）

ら目標達成に向けて進んでいかれるということで

ありました。ぜひ当市の振興センターを含めて、

農業全体の問題にもなると思います。畜産業の推

進をする、これ有機農業の点で考えますと、例え

ば堆肥の循環ですとか水田で生産された飼料作物

をこちらの畜産業で使うといったような地域全体、

農業全体を丸めた産業の活性化につながってくる

というように考えております。この振興センター

以外にも、例えば産業高校の跡地の有効活用等々

含めていろんなことが考えられると思います。ぜ

ひこの４年間含めて農業の振興に取り進んでいっ

ていただければなというように期待を込めて、終

わらせていただきたいと思います。

清水一夫議員。〇議長（東 千春議員）

私も３４ページ農業・〇９番（清水一夫議員）

農村の振興について２点お伺いします。

後期計画の方向性で農業・農村振興条例及び第

２次農業・農村振興計画（後期計画）に基づき関

係機関、団体と連携し、これに関連しまして、農

地関連法が参議院本会議で可決され、市は地域農

業の将来の在り方について協議の場を設け、目標

地図を含めた地域計画、人・農地プランを策定す

るとうたっておりますが、このタイムスケジュー

ルとその体制についてお伺いします。

２点目、昨日の総括質疑で部長は４点の中で肥

料高騰に対する対策について国はみどりの食料シ

ステム戦略の２０３０年目標、化学肥料の２０％

削減、これに取り組む農業者に肥料コスト上昇分

の７割を補填するという旨の発言されたと私は理

解しております。本市の特徴として、土壌診断が

でき、施肥量の適正化を図ることができることは

堆肥の活用をする、育成センターの堆肥を活用と

答弁されたと私は理解しております。その堆肥は



－110－

令和４年１２月１３日（火曜日）第４回１２月定例会・第３号

完熟の堆肥なのか、完熟堆肥にするための研究、

２つ目は緑肥作物の導入、３つ目は耕畜連携につ

いての考え方についてお伺いします。よろしくお

願いします。

山田経済部長。〇議長（東 千春議員）

まず、１つ目の人・〇経済部長（山田裕治君）

農地プランの策定の作業のスケジュールでござい

ますが、まだ具体的に、今般の国からの方針とい

たしましては地図化をするということで、農地の

それぞれ地図上で１筆１筆誰が将来的にその農地

を担うのかといったものを明確にするといった目

的の下に地図化というふうな方針が示されており

ます。そこの取組につきましては、今ここ農業委

員会のほうとも連携を取りながらどういう形で進

めていくのかといったことを現在検討している最

中ということで、申し訳ございませんが、具体的

にどの時期から始めるといったスケジュール感の

ところについてはまだお示しできる段階にないと

いうことで御理解いただければというふうに思っ

ております。いずれにしても、そういった取組が

今後の将来の農地流動化に必要な取組だというふ

うには認識しておりますので、そこは十分に進め

ていきたいというふうに考えてございます。

２つ目の、これ化学肥料の削減に向けた取組と

いうふうな趣旨でのお問合せかなというふうに思

っております。昨日も山田議員からの総括質疑の

中でも一部お答えをさせていただきましたが、国

のみどりの食料システム戦略、また現在の化学肥

料の高騰といった、そういった環境もございます。

現在哺育・育成センターで生産される堆肥を有効

活用するというふうなことで、まずは昨日もお答

えをさせていただきました。一つの化学肥料の削

減する取組の一つとして、有機肥料の有効活用が

これ重要な役割を占めるというふうに考えており

ます。現状といたしましては、哺育・育成センタ

ー以外の堆肥を既に利活用されている農家の方も

多くいらっしゃるというふうに認識しております

が、今後そこをさらに進めるために耕畜連携、循

環型の農業を進めるというふうな観点も含めまし

て、哺育・育成センターの堆肥も有効活用してい

きたいというふうに考えています。

また、緑肥等の考え方ですが、ここについては

当然緑肥を植えるタイミングといいましょうか、

それによって有機物を確保しようとしますと、一

方ではその期間生産物が作付できないというふう

な、そういうことにもつながる可能性ございます

ので、そこについては経済的なバランスも考えな

がら輪作の体系の中の一つに組み入れるというよ

うなことも併せまして考えていければなというふ

うに考えております。今年農業振興センターのほ

うで実取りのトウモロコシ、子実トウモロコシの

作付に関しての試験をさせていただきました。こ

れ子実の部分については、家畜の飼料としての活

用が可能性として考えられるということと、残っ

た部分については土地にすき込むことで有機物の

有機質が確保できるというふうな、そういった経

済的な部分もある程度補いながらできる取組とい

う一つとして注目をされております。少し年数を

かけて地域適性、また収穫後の利活用の可能性も

含めてここ研究しなければならない部分もありま

すので、そういった取組も併せて現在進めさせて

いただいているということも報告させていただけ

ればと思います。

清水議員。〇議長（東 千春議員）

地図化につきましては〇９番（清水一夫議員）

ＪＡ、市、農業委員会、土地改良区、関係機関に

声かけをして、市が主導してワンテーブルで議論

され、地図作りに取り組むことが重要かと私は思

っておりますので、検討されたいと思います。基

幹産業の農業、本市の農業発展のためにどうか市

が主導され、施策を打って、市の農業がさらに発

展するよう期待して、終わります。

塩田昌彦議員。〇議長（東 千春議員）

１点お願いします。〇１４番（塩田昌彦議員）

Ⅳ―２、森林保全と林業の振興についての表記

の部分でありますけれども、名寄市は昨年の１１
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月４日に名寄市ゼロカーボンシティ宣言を行って

いるわけです。それに伴ってやはり森林の果たす

役割といいましょうか、その部分でいうと、この

中でしっかりとゼロカーボンの取組推進というの

ですか、これつながるものだというふうに認識を

しています。この中に、基本項目のⅢ―１、環境

との共生という部分では宣言に基づく脱炭素社会

の実現に向けた取組を推進していきますというふ

うにうたっています。同じように、名寄市の森林

面積は名寄市全体のたしか六十二、三％が森林面

積だと思うのですけれども、ＣＯ の削減というふ２

うな部分では担う役割というのは大きいのだなと

いうふうに思っていますから、当然市民の皆さん

に対してもゼロカーボンという推進をするという

施策をしっかりやはり訴えていき、どんなものな

のかということをお知らせしていくべきだという

ふうに思っていまして、この部分に表記がされて

いないというところで、その辺の部分についてお

聞きをしたいと思います。

山田経済部長。〇議長（東 千春議員）

今塩田議員から御意〇経済部長（山田裕治君）

見いただきました。森林保全と林業の振興のこの

項目の中に関しては、確かにゼロカーボンという

文字といいましょうか、表現が記載されていない

というのは御指摘のとおりかと思います。この森

林保全と林業の振興の総合計画の中で示している

考え方につきましては、やはり経済活動というふ

うなことを中心にこれは記載をさせていただいて、

今後後期計画期間中にどういうふうに振興を図っ

ていくのかという、そういう趣旨で記載をさせて

いただいております。今議員から御意見ありまし

た環境への負荷軽減の取組、役割ですか、当然森

林が有しているということはそこは間違いない話

でありまして、これ環境譲与税のところに関して

も当然そういった目的に沿った活用というような

ところで国からも交付を受けているというところ

であります。市民向けに対してそういった環境譲

与税の活用方法ですとか活用内容、利活用の状況

等については市のホームページを通じてそれぞれ

お知らせをさせていただいております。ただ、明

確に脱炭素というふうな表現のところがもしかし

たらちょっと弱い部分もあるかと思いますので、

そこは改めて意が伝わるような部分も工夫をして

少し周知に努めてまいりたいなと。また、環境譲

与税の活用の中で植栽、植樹祭ですか、先般名寄

川の植樹に関してもここ譲与税を一部活用させて

いただいて、取組はさせていただいています。言

葉としてゼロカーボンというふうな表現は確かに

していない部分はあるのですが、考え方としては

そういった取組、活動を通じてより多くの市民の

皆様にも森林の重要性ですとか、そういった機能

の意図が伝わるように今後も少しそこの周知につ

いては工夫をして、取組を進めてまいりたいと思

いますので、御理解いただければと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

今塩田議員のほ〇総合政策部長（石橋 毅君）

うから御意見いただきました。そういったことを

踏まえて、実はこの計画の構成として現下の情勢

という新たな項目を起こしております。一番最初

です。一番最初に議案の中で現下の情勢というこ

とでまとめております。実はこの中にゼロカーボ

ンの推進ということで項目を１つ起こしておりま

して、実は今回この現下の情勢というのを設置し

た目的というのが、まさに今議員御指摘いただい

たとおり、再生可能エネルギーのことについては

例えば太陽光であったり、水力であったり、はた

またいろんな可能性のある再生可能エネルギー、

いろんな施策に横展開するということを踏まえて、

全部で記載していかなければならなくなってしま

うと。そうなることを、少しでも分かりやすい計

画にするためにまず全体的に影響のある項目につ

いては踏まえるべき現下の情勢という項目で起こ

して、まとめさせていただきました。一つが新型

コロナウイルス感染症への対応、ＤＸ、それから

ＳＤＧｓ、そしてゼロカーボンと。こういったこ

とは、多分全てしっかりこういった御意見をいた
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だく場面をつくると、いろんな主要施策の中でこ

ういった言葉がちりばめられてくるといったこと

を踏まえて、まず一番最初に現下の情勢というこ

とで頭出しをさせていただいて、これを踏まえつ

つ以下の主要施策の計画をつくり込んでいくとい

う体系をつくらせていただいておりますので、御

指摘のとおりいろんなところで多分影響の出てく

る言葉がゼロカーボンということだと思いますの

で、ぜひ御理解いただけたらと思います。よろし

くお願いいたします。

塩田議員。〇議長（東 千春議員）

追加で説明いただき〇１４番（塩田昌彦議員）

まして、ありがとうございます。確かにこの森林

保全、それから林業の振興という部分でいうと、

経済の部分をしっかりまとめ上げてきているとい

うのは理解します。ただ、今石橋部長からも話が

ありましたけれども、確かにそうだと思うのです。

自分の認識も含めて、ゼロカーボンってどういう

ことしたらこれがゼロカーボンにつながっていく

のかということ自体が市民の方たちが具体的に説

明、行政のほうから説明というか、形が見せられ

なければなかなか分からないという部分かなとい

うふうに思っています。そこの中で先ほどの部分

でいうと、環境との共生という、確かに頭出しの

中で触れているということについて説明をいただ

きまして、なるほどというふうに思っております

けれども、やはり環境との共生というところでし

っかりゼロカーボンのことについて宣言をして、

こうこうこういうふうな形で推進していきますよ

というふうにしてうたっています。やはり一番ぴ

んとくるというふうなことでいうと、森林の役割

って何なのかなと。当然ＣＯ の削減につながって２

いくわけです。それって何かちっちゃい頃からそ

の辺のことについては自分の中では理解している

つもりなのです。いろんなゼロカーボンの取組の

中では化石燃料を使わないだとか、ざっくり言う

とそういうふうな部分で確かにそういう推進をし

ていくことは大事なのだと、これからの社会を築

いていくのにという部分では理解をするのですけ

れども、この森林の関係の部分で一つ出てきてい

るわけですから、ここにはこれから取り組むべき

ものというふうな部分でいうと、分かりやすくこ

こで推進、どんなことにつながっていくのかとい

うことを明記するということは非常に市民に対す

るいろんな部分での訴えにもつながるのでないか

なというふうに認識をしたものですから、どうし

てここでそれを明記されないのかというところで

話をさせていただきました。そのことについては

理解をしてくださった中で、立てつけといいまし

ょうか、それについて重々理解しているというふ

うなことですので、これ以上話しするというふう

な部分ではないのかもしれませんが、１つ森林に

関して言えば、実際に適正な森林管理をするとい

うことが大事です。そして、管理をすることによ

って地域産材の利活用とともに、地産地消につな

がるような形で物が使われる、これはゼロカーボ

ンにつながっていくのだろうなというふうに自分

も認識していますから、そういうふうなことも含

めて何かここでいう考え方、もう一つ突っ込んだ

お答えをいただいて、終わりたいというふうに思

います。

山田経済部長。〇議長（東 千春議員）

今塩田議員から御意〇経済部長（山田裕治君）

見いただきました。適正な森林管理、これ非常に

大事な取組であるというふうに認識しております。

成果指標の中で、成果指標の３つ目になりますが、

私有林の森林経営計画加入率の向上ということで

一つ目標を設定をさせていただいておりますが、

これがまさしく、今山林所有者の方、特に個人的

にといいましょうか、私有林として所有されてい

る方がなかなか適正な管理というところでいうと

事業費が比較的結構高価だったりとか、そういっ

た様々な理由の中で計画の中にまだ参加をいただ

いていないというふうな現状がございます。ここ

の加入率をできるだけ上げることによって計画的

な森林整備につながるものというふうに考えてお
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りますので、ここはひとつ森林組合さんですとか、

そういうところと協力をしながらぜひ加入率の向

上、そして計画的な森林整備につなげてまいりた

いというふうに考えているところであります。

あと、地域材の活用につきましては、ここなか

なか、いわゆる現状でいいますと、梱包材での活

用ですとかチップ材としての活用というのが今メ

インというふうになってございます。いわゆる建

築資材に回るような地域材ということでいうと、

なかなか十分に供給できていないというのが現状

であります。こういった取組もどれだけ林班の中

にそういった材がそもそもあるのかというふうな

調査もそうですし、そこの製材のところの、地元

に今、市内には製材の工場がないというのが一つ

なかなか難しい点であるかと思います。どうして

も外に出さないとそういった建築資材に回ってい

かないというふうな、そういったマイナス要素と

いいましょうか、少し負担がかかる部分もありま

すので、一緒くたにはいかないのかなというふう

に思いますけれども、少しそういう、今環境的に

は輸入材もかなり高騰しているというふうなお話

も聞いておりますので、地域材が比較的従来より

は単価的にも少し高い価格で取引されているとい

う話も聞いておりますので、そういった今の機会

をうまく捉えられるような、そういうふうな取組

につなげていければというふうには考えておりま

すので、ここは事業者の皆さんとも協議をしなが

ら、今どういうふうな課題があるのかというよう

なことなんかも併せて少し協議を進めていきなが

ら、より有効に活用できるような体制がつくれれ

ばなというふうに思っていますので、御理解いた

だければと思います。

山崎真由美議員。〇議長（東 千春議員）

２点質疑をさせてい〇３番（山崎真由美議員）

ただきます。

最初に、３７ページ、Ⅳ―４、工業の振興につ

いて確認させていただきます。中期計画のときの

主な成果指標、２点目に人材確保、工業技術者育

成事業の利用件数ということが成果指標として挙

げられておりました。今回の後期計画では、名寄

で人づくり事業利用件数ということに変わってお

ります。まず、これは置き換わったというふうに

受け止めたらいいのかどうかということを先に確

認させていただきたいと思います。その上で、目

標値４件、この４件を算定されるに至った考え方

についてお聞かせいただきたいと思います。

次に、Ⅳ―６、観光の振興についてであります。

想定される主な事業計画事業等のところにスキー

場事業というのが書かれておりますので、名寄市

の後期計画の期間中、スキー場事業というのは大

変大きなウエートを占めるのかなというふうに思

っております。後期計画中の具体的なところお示

しいただけるもの、お示しいただきたいと思いま

す。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

まず、Ⅳ―４、〇産業振興室長（田畑次郎君）

工業の振興についての御質問いただきました。ま

ず、中期基本計画での目標につきましては、人材

確保、工業技術者の育成の利用件数ということで

挙げさせていただいておりました。これにつきま

しては、今年度から新しく条例改正をしてスター

トした名寄市中小企業振興条例に基づく支援メニ

ューを大きく見直したところはございますが、そ

このメニューが変わったことによりましてそこに

対応したということで、実は今回人材育成の事業

は見直す前の支援メニューでは非常に細かく分か

れていたのですけれども、今回人づくりに一本化

したということもありまして、今回の指標として

は名寄で人づくり事業の利用件数ということに変

えさせていただきました。この４件の考え方です

けれども、名寄で人づくり事業の過去の５年間の

平均を勘案して４件と目標値を定めさせていただ

きました。

それから、観光のほうではスキー場の事業とい

うことで、今回事業計画の中に、今後進められる

事業ですけれども、スキー場につきましては基本
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としてありますのがリフトの整備というのがまず

ございます。それから、今後観光振興計画におき

ましてもまずはコロナからの回復ということでウ

ィズコロナ、アフターコロナ、ポストコロナとい

うことで考えているところですけれども、名寄の

雪質というものが温暖化の影響で今非常に貴重に

なってきていると。まさにコロナが始まる直前の

１月に非常に外国人でにぎわったことも記憶に新

しいところですが、来たるべきインバウンドが回

復したときにもウエルカムできるようにリフトの

整備ですとか、これも計画を立てながら進めてお

りますし、あるいは毎年スキー場が終わった後に

スキー場の確認をしながら、必要な整備も盛り込

みながら進めているということで、スキー場事業

費について申し上げれば、スキー場をいかにイン

バウンドを含め皆様に楽しんで使っていただける

ような整備を計画的に進めていくということでご

ざいます。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

名寄で人づくり事業〇３番（山崎真由美議員）

利用件数の考え方については、理解させていただ

きました。説明のところに資格を取得した各年の

件数ということでありますので、先ほど御説明い

ただいたのですけれども、利用していただくため

の環境というものが後期計画の初年度に当たりま

す令和５年度、市内の環境、大きく変わってくる

ところがあると認識しています。具体的には市内

の高校が１つに新設校になりますので、今まで産

業高校の担っていただいていたところの人づくり

に関わる部分が閉じられてしまいます。その点に

ついて、この件数を実現するに当たって行政とし

て後期期間中に考えておられる環境の提供、その

辺の考え方についてお伺いしたいと思います。そ

れがまず１点です。

それから、スキー場事業についても計画、それ

から考え方についてお示しいただいたと思います

が、実は議員協議会の中でも資料として示してい

ただきました実施計画事業に関する資料の中には、

事業費が一切記載されていなかったと思います。

リフトにしても何にしましても結構大きな予算づ

けが必要になってくることから、シーズン終わり

に確認をしてということではありますが、本日は

総合計画の後期の計画を審議する場でありますの

で、その事業費についての考え方について確認さ

せていただきたいと思います。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

まず、人材の育〇産業振興室長（田畑次郎君）

成、確保のところです。この名寄で人づくり事業

といいますのが中小企業への補助金ということで、

中小企業に勤めていらっしゃる方が資格を取得す

るときに利用いただける補助金になっています。

産業高校がなくなって、名寄高校に統合されると

いうことにつきましては、特に市内の建設業の皆

様からも非常に懸念を共有させていただいており

まして、そこにつきましては高校生だけではなく、

要は子供の頃から名寄市内における仕事の重要性

みたいなものを分かっていただこうということで、

その一環が例えば今年産業まつりでやりましたミ

ニ重機を体験していただいたりですとか、そうい

ったことで名寄での人づくりに小さい頃から触れ

ていただく、そして高校生になったときにも産業

高校であったような学科はないけれども、そうい

うものに関心をしていただけるような体系づくり

というものを建設業の皆様からの御提案も踏まえ

て、今後高校生の育成ということについては連携

を取りながら進めていきたいと考えているところ

です。

それから、スキー場の、今回の資料３に当たる

ところになりますが、これにつきましては事業を

進めていくということにつきましては庁内でもコ

ンセンサスを取っているところなのですが、この

スキー場の整備というものは非常に大きな事業費

がかかるものですから、財源ですとか手法が固ま

った後に計上するというようなことでこの計画の

中では取り扱うということで御理解いただければ

と思います。
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山崎議員。〇議長（東 千春議員）

人づくり事業の件に〇３番（山崎真由美議員）

関わりましては、具体的な例も示していただきな

がらの御説明をいただきましたので、やっていた

だいていることについてももちろん認めさせてい

ただいております。ただ、この後単発で終わらな

いで、産業まつりだけの単発等の取組ではなく、

継続して人が育っていただけるような取組につい

てはお願いをしておきたいと思いますが、これに

ついての答弁は結構でございます。

スキー場事業のほうですが、考え方ということ

になるのかもしれませんが、大きな費用がかかる

ので、余計に後期計画の中で見通しを持たなけれ

ばいけないのではないかというふうに思っている

のですが、具体的に後期計画の期間中にリフトの

改修、新しく建て替える、付け替えるということ

が想定されるのかどうか、あるのかないのかだけ

でもお示しいただきたいと思いますが、いかがで

しょうか。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

リフトの整備に〇産業振興室長（田畑次郎君）

つきましては、それぞれ第１、第３、第４まで含

めてですけれども、整備計画を立てて、年次計画

を立てております。その中でも毎年毎年精査をし

ながら大きな整備がこの年必要か必要でないかと

いったものを確認しておりますので、今の御質問

でいいますリフトの架け替えというようなお話が

ありましたけれども、そこについてもその都度、

その都度判断していくことになるかと思います。

東川孝義議員。〇議長（東 千春議員）

同じⅣ―６、観光の〇１５番（東川孝義議員）

振興、３９ページについてお伺いをしたいと思い

ます。

現状と課題の中で知名度の低さ、あるいは宿泊

客の獲得、人材不足が課題となっているというふ

うな内容で説明がされております。後期計画の中

で市内での観光消費額、先ほど山田部長の中では

コロナ禍前に戻すという考えで今進めているとい

うふうな御説明をいただいたところですけれども、

総合計画中期、あるいは観光振興計画を今新たに

作成をして、今年の４月からスタートしているの

ですけれども、後期計画の中に具体的にコロナ禍

前に戻す、あるいはその水準に持っていこうとす

る基本的な考え方について改めてちょっとお伺い

をしたいというふうに思います。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

観光の振興につ〇産業振興室長（田畑次郎君）

きまして、今、今年度から施行した第２次の観光

振興計画についても触れていただきました。この

観光振興計画を策定するに当たりましては、この

総合計画後期の計画とも計画期間を整合させるた

めに今年度から５年間の計画とさせていただきま

した。それで、目標などを考えるに当たりまして

様々な議論を進めたのですが、やはりコロナの影

響というのは非常に大きくて、特に最後の２年間

というのが入り込みにつきましても宿泊につきま

しても相当落ち込んだということです。ここの戻

すという考え方につきましては、国のほうの観光

に関する計画におきましてもコロナ禍前に戻すこ

とを一つの目標にするという考え方がありました

ものですから、そこも参考にしながら、まずは今

回観光振興計画でいえば５年間、この総合計画で

いう４年間の中では、第１次の計画は１０年間だ

ったのですけれども、やはりコロナ禍からの回復

というところで一つ節目があるだろうと。つまり

先１０年ではなく、この５年間をまずどう考える

かということで計画を進め、そこにおいてはやは

りコロナの前に戻すということを考えました。今

でもようやくコロナの行動制限が緩和されて、様

々な観光入り込みの報道などもありますが、その

中でやはり去年よりは増えたと。だけれども、コ

ロナ禍前よりはまだ９０％ぐらいだといったよう

な表現もありますので、やはりコロナ禍前に戻す

というのは一つの目標になろうかということで設

定したところでございます。

東川議員。〇議長（東 千春議員）
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基本的な考え方につ〇１５番（東川孝義議員）

いては理解をさせていただきました。国の考え方

に基づいて、あるいは第２の観光振興計画、５年

間というスタンスの中で今回の後期計画を生かし

ていくということで、それで今回の後期の中の主

要施策の指標目標、ＫＰＩ、名寄市の認知度、こ

れ市民以外の本市の認知度という説明になってお

りますけれども、これが４４．６％を５０％にし

ますよと。市民以外の本市の認知度、これどうい

うふうな調査をされているのかというのと、もう

一方、当然観光の人を呼び込むというのは、名寄

市民の力というのも非常に大きいと思うのです。

私は一般質問の中でもお話しさせていただいた経

過あるのですけれども、本当に名寄市にある自然

遺産だとか文化遺産だとか、名寄市民の人がどこ

まで理解をしているかというのは非常に、私自身

も調べてみて分からないこともたくさんあります。

これ市民以外の本市の認知度というのをどういう

ふうに調査をされているのかと、もう一方で名寄

市民にどういうふうに観光資源、そういうものを

お伝えをしていくかという手法、これがすごく大

切ではないかと思うのですけれども、その点の考

え方について改めてお伺いをしたいと思います。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

今回この総合計〇産業振興室長（田畑次郎君）

画で挙げさせていただいた３つのＫＰＩは、全て

観光振興計画（第２次）のＫＰＩといいましょう

か、目標値に合わせてございます。この検討する

に当たりまして、第１次の計画を振り返ったとき

にやはり１０年間計画に基づいてやってきた中で

も認知度が低いということが一つ課題にあったも

のですから、これを掲げました。このはかり方な

のですけれども、これについては別途認知度調査

というものを行っています。これ計画を策定する

に当たりまして幾つかの調査をやりまして、そこ

に、この計画にものせてございますけれども、認

知度調査というものを行っております。今回この

計画の目標値の達成をどう考えるかということに

つきましては、同じ調査、当然対象となる、属人

的には違うことになりますけれども、同じ内容の

調査を毎年はちょっと厳しいなということで、２

年に１度、３年目と５年目に行うことにしており

まして、そのときの数値を、４４．６から５０と

いうのは小さいように思われるかもしれませんが、

やはり２人に１人は名寄のことを認知していただ

こうと目標に掲げたところです。そして、東川議

員今おっしゃいましたとおり、さきの一般質問で

もいただいたとおり、全くそのとおりでございま

して、私どももその中で計画の中でも観光振興に

資する人材の発掘、育成というものも重点項目の

３つのうちの一つに挙げてございます。これにつ

きましては、名寄のまさに歴史や文化も含めた観

光を紹介したガイドブックもございます。これに

つきましては、さきの一般質問で東川議員も例示

していただいたところですけれども、こういった

ものを使って、名寄市民の方々にこの名寄市の魅

力を知っていただくようなツアーですとか、そう

いったことも並行してやっていこうと思っており

まして、観光ボランティアの方を増やすことも見

据えながら名寄の市民の方にも名寄の魅力を知っ

ていただくことは大事な取組だと考えています。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

調査の方法だとかと〇１５番（東川孝義議員）

いう中身については理解をしました。やっぱり今

回観光振興計画（第２次）に組み込まれている自

然を活用したアウトドアや観光スポーツツーリズ

ム、先ほど室長のほうからもボランティアの関係

だとか御説明あったと思うのですけれども、やは

りこれ実際に担っていくのは観光協会がほとんど

担っていかれると思うのです。ですから、行政と

観光協会とやっぱりずれがないように、あるいは

むしろこちら側から求めていくような、これを後

期計画の中でぜひ生かすことをお願いをして、私

の質疑を終わります。

倉澤宏議員。〇議長（東 千春議員）

同じく基本目標Ⅳ―６、〇２番（倉澤 宏議員）
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観光の振興についてお尋ねをしたいというふうに

思います。

この議案の内容については、東川議員のほうか

らも質問あったと思うのですけれども、観光振興

計画（第２次）が策定されたということもあって、

中期の計画の内容とは大幅にこの中身が変更にな

っているというふうに確認させていただいている

ところであります。あわせて、前期計画、総合計

画の大本になる第２次とも比較させていただいて

も内容については大きく変わっているのかなと。

要因としてはコロナの関係、この２年間の中での、

先ほど室長のほうからもお話ありましたコロナの

影響が大きいというところと、また新たにＮスポ

との連携、スポーツツーリズム、冬季スポーツの

拠点化というような内容も盛り込まれているとい

うことで確認をさせておりますけれども、そこで

２点について確認をさせていただきたいというふ

うに思います。

まず、１つ目ですけれども、前期、中期と継続

されてきて、さきに一部変更で工事を行ったなよ

ろ温泉整備事業について御確認をさせていただき

ます。１１月１日にリニューアルオープンという

ことで温浴施設のほうが新しく改修されて、休憩

室も含めてですけれども、オープンしたというと

ころでありますけれども、このスポーツツーリズ

ム、商品の開発、スポーツ合宿、大会の誘致とい

う点では客室部分、併せてロッジの部分も含めた

合宿に特化した施設ということで当初基本設計の

中でも計画をされていたというふうに思うのです

けれども、なよろ温泉整備事業について後期計画

の中での位置づけを確認をさせていただきたいと

いうふうに思います。

もう一つ、アウトドア観光というところで川や

山、天体観測など本市の原生の自然を活用したア

ウトドア観光という言葉も今回盛り込まれており

ます。前期計画に主な計画事業として、中期も含

めてなのですけれども、望湖台自然公園整備とい

う事業がございましたけれども、アウトドア観光

と推進していく中で既存のキャンプ場というとこ

ろもあります。電牧柵とかも整備はされたようで

すけれども、後期計画において望湖台自然公園の

整備事業、こちらについての位置づけも併せてお

聞かせください。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

２点御質問いた〇産業振興室長（田畑次郎君）

だきました。まず、温泉整備に関わって、客室部

分を含めたというところでございました。先ほど

御説明ございましたけれども、まず基本となるの

が平成３０年の基本計画でした。そこから諸事情

ございまして、一旦中断されましたけれども、今

回やはり市民の皆様からの要望の多かった温浴施

設を先行してやらせていただきました。その後の

客室部分等につきましては、まずあの施設が新館

というのでしょうか、高い建物以外については非

常に古い施設になっておりますので、老朽化が進

んでおります。そんな中でやはり客室部分をリニ

ューアルするようなことになると、これまた非常

に大きな事業費にかかるものですから、ここにつ

いては後期期間の中での考え方という御質問でし

たけれども、これについては、これも先ほどのス

キー場のものとも重なりますけれども、老朽化す

る中で計画的な修繕等を行いながら、まずは例え

ば今回の温浴施設の改修におきましてはシャワー

ルームも設置させていただきましたので、この点

につきましては今の客室の中でも利便性は高まっ

たと考えておりますので、都度状況踏まえて、こ

の後期計画期間の中でどうするというのは今ここ

ではっきりと申し上げられるところではございま

せんが、状況に応じて必要な整備などを進めてい

く考えでございます。

アウトドアに関わる望湖台の位置づけにつきま

してですが、望湖台につきましてはこのところコ

ロナに影響されたアウトドアブーム、キャンプブ

ームも影響し、非常に好調な利用をしていただい

ております。ただ、昨年熊の出没で閉鎖したこと

が非常に大きかったのですが、今年度電牧柵を設
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置したことで出没がなく、通年といいましょうか、

フル期間オープンできたことで非常に利用も多か

ったと。望湖台の活用につきましては、今後さら

に、まだまだキャンプ場としての利用価値といい

ましょうか、逆に言うと今やはり非常に古い部分

がまだあったりもするものですから、そこのとこ

ろをより利便性のよいものにすることで望湖台の

フィールドとしての活用が図られるように現場の

方々とも、あるいは利用者にアンケートを取った

りしておりますが、そういった方々の声も反映さ

せながら、この後期期間の中でより利用者に満足

いただけるような公園にしていきたいと考えてい

ます。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

まず、なよろ温泉整備〇２番（倉澤 宏議員）

事業ですけれども、後期計画の中で残りの部分実

施できるかどうか今の段階では答えられないとい

うようなお話があったと思うのですけれども、も

う既に施設の基本設計自体は終わっているわけで

すよね。大きな費用をかけて、基本設計も済んで

おりました。その中の一つとして温浴施設を先行

して整備したというところであります。以前一般

質問の中でも前部長も答弁されていましたけれど

も、基本設計については無駄にしないというよう

なお話もありました。期間がたてばたつほど施設

の老朽化、その設計が使えるかどうかも変化して

いくというふうに思います。合宿、また大会の誘

致について推進していくのであれば、早急に客室、

またロッジの部分も含めて基本設計に基づいた整

備が必要だというふうに思うのですけれども、そ

ちらについて改めて後期の中で実施していくお考

えあるのかどうなのか、そこについて加藤市長に

お答えをいただきたいというふうに思います。

あわせて、望湖台の関係ですけれども、アウト

ドアブームというところもコロナ禍の中で今起き

てきておりまして、今後利用者も見込めるという

ところであれば、一定程度費用もかけた望湖台の

フィールド、オートキャンプ場も含めたところで

の整備というところについては必要なのかなとい

うふうに思いますけれども、後期計画の中で想定

される実施事業の中で改めて望湖台自然公園の整

備事業というのが想定される事業に登載されるの

か、併せてなよろ温泉サンピラー整備事業につい

ても引き続きのるのか、そこについてお答えをい

ただきたいというふうに思います。

加藤市長。〇議長（東 千春議員）

倉澤議員からサンピラー〇市長（加藤剛士君）

温泉ホテル部門の整備についての御質問いただき

ました。しっかりと整備を進めろという応援の御

意見と前向きに受け止めさせていただきます。あ

りがとうございます。この温泉整備に当たっては、

やっぱり３年前の不祥事の問題がありまして、い

ろんな厳しい御指摘、あるいは一定の一般財源も

投入する形で財政再建を今している中で、何とか

今いろんな形で前向きな経営ができてきているも

のと思っていまして、これも議会の皆さんの絶大

なる御理解のおかげだというふうに思っています。

その中で、温泉施設は市民の皆さんの憩いの場で

もあるし、ここはやっぱり優先的にやっていくと

いうことは市民の皆さんにも御理解をいただける

のだろうということで、ここを先行してやらせて

いただいたという経緯がございます。現在もまだ

実は裁判係争中で、この判決もまだ確定はしてい

ないという状況でもございます。加えて、前向き

にとはいいながらも数字的にはコロナ禍の影響も

ありますけれども、まだまだ厳しい状況が続いて

いる中で、大きな投資をしていくということは改

めてしっかりと慎重に見極めなければならないも

のだなというふうに思っています。昨日からの総

括質疑の中でもやっぱり中期財政計画との整合性、

これをバランスを取りながらやるべきだというよ

うな御意見もいただいておりますので、その辺の

状況も見極めつつタイミングを見て、やれるとき

はそうしたことにぐっとアクセルを踏んでいくと

いうことも場合によっては可能性としてはないわ

けではありませんけれども、そうした全体を見極
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めて判断をしていくものになろうかと思いますの

で、ぜひ御理解いただければと思います。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

私からは、望湖〇産業振興室長（田畑次郎君）

台に関わる後期計画期間における整備の考え方と

いうことで、一つに予算に関わる部分もあって、

まず細かいこと言えない部分ありますけれども、

一つ、先ほども申し上げたとおり、キャンプ場と

いうのが老朽化しているところがございます。た

だ、実は望湖台のキャンプ場の利用者は固定客と

いいましょうか、リピーターも非常に多い。つま

り非常に整備されたところに比べると、ある意味

キャンプの玄人みたいな方が多いところがござい

ます。ただ、一方でそうでなく、御家族で来られ

る方もいらっしゃったりすると、そこでどうして

も声が、アンケートなどにあるのがトイレの整備

ですとか炊事場のところですとか、やはり非常に

古いなという声もいただいております。そういっ

たことも含めて、あるいは今オートキャンプ場と

フリーサイトのほかにコテージが３棟ありますけ

れども、そのコテージなどもより全体含めて有効

な活用ができないかということも現場の方とはア

イデアがあったりする、アイデアの段階ですけれ

ども、先ほどフィールドを使ってということを申

し上げましたが、キャンプ場ということだけでは

なくて、あそこのエリアではサバイバルゲームを

やってくださる、定期的にやる方もいらっしゃる

し、野外フェスもやっていらっしゃる方もいらっ

しゃいますので、そういった方々にとっても利便

性のいいような施設全体の使い方を今後総合計画

の計画期間、あるいは観光振興計画の期間の中で

具現化できればいいなと考えているところです。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

なよろ温泉サンピラー〇２番（倉澤 宏議員）

の関係、温泉の整備事業ですけれども、温泉の改

修を先行して行ってというところは、そこについ

ては理解をさせていただいております。市長の答

弁の中で振興公社との関係も一部ございましたけ

れども、振興公社職員も今一生懸命事業の再建に

向けて取り組んでいるというところもございます。

再建に向けた取組の中では、一定程度やっぱり施

設の部分の整備というところがセットでないと、

なかなか実を結んでこないというところもありま

すので、この間の質疑のやり取りをやっぱり聞い

ていると、どうしても財源が先に出てきて、財政

の問題があって、なかなか計画に個別の実施事業

としてのせられないというようなやり取りがござ

いますけれども、一つ目標を設定したのであれば、

そこに向かって一定程度ほかの事業も含めて調整

をしながら進めていくというところも必要なのか

なというふうに思っております。

あわせて、最後なよろ温泉整備事業について、

後期の実施計画の想定される事業の中で、ちょっ

とお答え、望湖台もそうですけれども、いただい

ていないので、想定される実施計画の事業の中に

望湖台自然公園の整備事業、なよろ温泉整備事業、

ここを登載されるかどうなのかお聞きして、終わ

りたいと思います。

加藤市長。〇議長（東 千春議員）

結論から言って、臨機応〇市長（加藤剛士君）

変に対応していくということです。今回温浴施設

を整備するに当たって、議員も御承知だと思うの

ですけれども、振興公社の職員の皆さんが本当手

弁当で実は温泉施設だけでなくて、客室だとかレ

ストランだとかの壁紙だとか、自ら資材買ってき

て、手作業で一部リニューアルをしているのです。

本当に頭が下がる思いでありまして、こうした努

力もしっかりと私見ていますし、それをしっかり

とまた見極めたいなというふうにも思っていると

ころであります。まずは、温浴施設をリニューア

ルしたことによって一定の効果が発現してくると

いうふうに思っておりますけれども、いずれは当

然それぞれ老朽化している施設でもありますので、

様々なタイミングを見てリニューアルするという

ことにはなろうかと思いますけれども、いま一度

状況見極めつつ臨機応変に対応していく案件だと
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いうことで、今回こうした実施台帳の掲載になっ

たということをぜひ御理解いただきたいと思いま

す。

ほかに質疑はございま〇議長（東 千春議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（東 千春議員）

します。

以上で基本目標Ⅳ、地域の特性を活かしたにぎ

わいと活力のあるまちづくりについての質疑を終

了いたします。

次に、基本目標Ⅴ、生きる力と豊かな文化を育

むまちづくりについて審議をいたします。

説明を求めます。

木村教育部長。

私からは、基本目標〇教育部長（木村 睦君）

Ⅴ、生きる力と豊かな文化を育むまちづくりの主

要施策について御説明いたします。

議案、後期基本計画案の４０ページから４８ペ

ージになります。基本目標Ⅴについては、９本の

主要施策で構成されており、基本目標Ⅴ―１、幼

児教育の充実から順に説明させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。

まず初めに、４０ページになります。主要施策

１、幼児教育の充実についてでございます。この

施策の現状と課題についてですが、本市の幼児教

育は全ての認定こども園、幼稚園が子ども・子育

て支援新制度に基づく施設運営に移行し、提供体

制の充実が図られてきておりますが、幼児数も減

っていく中、質の高い幼児教育を保障するため体

制の維持、充実を図る必要があります。また、発

達の遅れなどにより支援の必要な園児に対し最善

の支援を提供し、就学に向けて小学校との連携を

密にし、取組を推進していくことが必要であると

考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、認定こども園、幼稚園の子ども・子育て

支援新制度に基づく施設運営に対する支援、体制

の維持、充実を図ります。また、全ての園児が希

望を持って就学できるよう小学校や関係機関との

連携を深め、小学校教育への円滑な接続、移行に

向けた取組を推進いたします。

主な成果指標としては、現在５か所ある幼児教

育受入れ施設数の維持、幼稚園から認定こども園

に移行する施設を１施設増加させるほか、全ての

就学児が幼児教育、または保育課程を受け、小学

校へ入学できるよう関係機関と連携し、目標値の

達成に向けて取り組んでまいります。

次に、４１ページになります。主要施策２、小

中学校教育の充実についてでございます。この施

策の現状と課題についてですが、生きる力を育て

る教育の推進では、名寄市教育改善プロジェクト

委員会の取組等を通じて確かな学力や豊かな人間

性、たくましく生きるための体力の育成に努める

ことが必要となっております。また、信頼される

学校づくりの推進では、コミュニティ・スクール

と地域学校協働活動により地域と共にある学校づ

くりが必要と考えております。さらに、安全、安

心な教育環境の整備では、学校施設、設備等の計

画的な整備が必要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、子供たち一人一人の状況に応じたきめ細

かな教育の提供や学校と家庭、地域が目標を共有

し、協働して課題に対応する地域と共にある学校

づくりを推進いたします。また、研修による教職

員の資質向上、ＩＣＴ教育の推進、部活動改革、

継続的な危機管理体制の確立、老朽化した学校施

設の整備事業を進めてまいります。

主な成果指標としては、全国学力・学習状況調

査や全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果

が全国平均以上となることや休日の地域移行を実

施した部活動数の割合を１００％とすること、ま

た市内の小中学校の耐震化率を９１．７％に引き

上げることなど目標値の達成に向けて取り組んで

まいります。

次に、４２ページになります。主要施策３、高
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等学校教育の充実についてでございます。この施

策の現状と課題についてですが、今後も中学校卒

業者数の減少が見込まれる中、令和５年度に再編

統合される市内唯一の高校となる新設校が生徒や

保護者から選ばれ、地域からも親しまれる魅力あ

る学校となるよう特色ある支援を行うなど支援策、

体制の充実を図ることが必要であると考えており

ます。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、新設校においては生徒、保護者、地域か

ら魅力ある高校となるよう北海道教育委員会と十

分に連携を図るとともに、特色ある支援策につい

て検討を進めてまいります。

主な成果指標としては、市内高校生の資格取得

に要する受験料等を支援した人数を２００人に引

き上げるなど生徒や保護者、地域から魅力があり、

選ばれる高校となるよう目標値の達成に向けた支

援に取り組んでまいります。

次に、４３ページになります。主要施策４、大

学教育の充実についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、学生を確保し、ケア

専門職として育成するためには、安心して学習に

励むことができる環境を提供することが重要であ

り、また地域活性化及び人口減少対策にも資する

卒業生の地元定着に向けた支援の充実にも取り組

むことが必要です。地域に貢献する大学として、

オンラインの活用など工夫をしながら公開講座等

の開催を継続して取り組むことが必要であると考

えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、名寄市立大学の理念であるケアの未来を

開き、小さくてもきらりと光る大学を目指すを達

成するため、ケア専門職を対象としたセミナーの

開催などの地域貢献を行い、教育研究成果の社会

への還元を目指します。また、大学における教育

環境の充実、本学生の本市への定着の促進、さら

には独立行政法人化の検討並びに大学院設置に向

けた取組を推進いたします。

主な成果指標としては、コロナの影響で開催す

ることができなかった企業情報提供機会を年２回

開催し、市内就業者数を２０人まで引き上げるこ

とや地域貢献として実施する公開講座及びリカレ

ント講座を各５回の開催に向けて取り組んでまい

ります。

次に、４４ページになります。主要施策５、生

涯学習社会の形成についてでございます。この施

策の現状と課題についてですが、生涯学習社会の

形成ではライフスタイルの多様化が進む中、市民

が積極的に学び、社会参加する環境づくりが必要

であるとともに、市立図書館など老朽化が進む社

会教育施設については改築などの検討が必要です。

また、北国博物館や天文台などは、それぞれの施

設の特徴を生かし、事業を推進していく必要があ

ると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、市民が生涯にわたって主体的に学ぶこと

ができる環境の充実や社会参加の促進に向けた取

組、また社会教育施設の計画的な整備に向けた取

組を推進してまいります。さらには、公民館、図

書館、博物館、天文台など施設の特徴を生かし、

市内外への情報発信や市民、団体などとの連携事

業を推進いたします。

主な成果指標としては、各公民館で実施してい

る市民講座などの参加者数や北国博物館、図書館、

天文台の来館者数を成果指標とし、生涯学習環境

の充実や推進に努めることで目標値の達成に向け

て取り組んでまいります。

次に、４５ページになります。主要施策６、家

庭教育の推進についてでございます。この施策の

現状と課題についてですが、家庭教育に悩みや不

安を抱えている家庭に対し、家庭教育学級や家庭

教育支援講座において学習機会や親同士のつなが

りを促進することが必要であると考えております。

また、各関係機関との連携により家庭教育への理

解が求められる取組が必要であると考えておりま

す。
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このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、家庭教育に関する講座の開催や情報提供、

また豊かな心を育む体験や親子の触れ合い、親同

士のコミュニケーションを深める機会の充実に向

けた取組の推進や家庭教育サポート企業への登録

を推進いたします。

主な成果指標としては、家庭教育学級で実施す

る事業や家庭教育支援講座に参加する人数の増や

北海道との連携により北海道家庭教育サポート企

業の登録者数の増など、成果指標の目標値達成に

向けて取り組んでまいります。

次に、４６ページになります。主要施策７、生

涯スポーツの振興についてでございます。この施

策の現状と課題についてですが、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響もあって、健康への意識の

高まりとともに、本市においても冬季スポーツ拠

点化を推進することでスポーツ、運動活動全体の

機運が徐々に高まっています。一方で、人口減少

やスポーツの指導者不足等、特に子供たちのスポ

ーツ環境が大きな転換期を迎えており、新たなス

ポーツ環境の検討が必要であると考えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、冬季スポーツの拠点化や運動、スポーツ

を通じたまちづくりの機運醸成を図るために市民

を対象とした体力向上、健康増進並びに運動習慣

化等に取り組む機会を増やしながらソフト、ハー

ド含めた市民が運動、スポーツに取り組みやすい

環境づくりを推進いたします。

主な成果指標としては、市民参加型の運動、ス

ポーツイベント開催数を成果指標に掲げました。

また、働き世代や企業、団体が取り組む健康づく

りや運動習慣化に関する事業数、あるいは参加数

を成果指標としており、新たなターゲット層を狙

った事業を実施して、切れ目のない生涯スポーツ

の振興に取り組んでまいります。

次に、４７ページになります。主要施策８、青

少年の健全育成についてでございます。この施策

の現状と課題についてですが、少子化などにより

地域での子供同士の関係が希薄になっていること

から、子供たちの体験、交流機会の充実が必要で

あると考えております。また、児童生徒を犯罪か

ら守るため地域全体の見守り体制が求められてお

ります。そのため、地域の連携強化を図るととも

に、不登校の防止や相談体制の充実が必要となっ

ております。さらには、老朽化した児童センター

の施設整備に向け引き続き検討が必要であると考

えております。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、子ども会育成連合会と連携し、子ども体

験・交流事業の取組の推進や子供の安全、安心を

守る活動、教育相談体制や放課後子ども教室の充

実に向けた取組を検討してまいります。また、児

童センターの整備や放課後児童クラブの充実に向

けた取組を推進いたします。

主な成果指標としては、未来を担う青少年が心

身ともに健やかに成長し、社会の一員としての人

間性や社会性を身につけることができるよう子ど

も体験・交流事業や放課後子ども教室の参加者数

を成果指標の目標値に設定し、その達成に向けて

取り組んでまいります。

次に、４８ページになります。主要施策９、地

域文化の継承と創造についてでございます。この

施策の現状と課題についてですが、市民文化セン

ターとふうれん地域交流センターを拠点として多

くの市民の皆さんが文化芸術に親しむ機会の拡充

が期待されることから、関係団体との連携、協働

による発表や鑑賞機会の充実が必要です。また、

本市の歴史や文化財、郷土芸能の普及啓発や次世

代への継承のため調査や保存、市民の理解を深め

る取組の充実が必要であると考えております。市

史編さんに当たっては、関係者の記憶が残ってい

るうちにその歩みをまとめ、検証し、将来につな

げていくことが必要です。

このことを推進するための後期計画期間の方向

性では、文化芸術活動への参加、発表、鑑賞機会

の充実を図るとともに、市民が文化芸術に親しむ
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環境づくりを進めてまいります。また、文化財を

保護するため普及啓発に取り組むとともに、指定

文化財や郷土芸能の継承に向けた支援を進めてま

いります。さらに、２０２４年度の名寄市史発刊

に向け、編さん事業を進めてまいります。

主な成果指標としては、市民文化祭への参加団

体数や北国博物館での展示会の開催数を成果指標

とし、拠点施設を中心に文化に触れる機会の充実

や文化の創造と団体の育成に努め、目標達成に向

けて取り組んでまいります。

以上、私からの説明といたします。よろしく御

審議くださいますようお願い申し上げます。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

佐藤靖議員。

それでは、何点か確〇１１番（佐藤 靖議員）

認をさせていただきたいと思います。

今回は総合計画の後期計画、令和５年度スター

トということでありますけれども、Ⅴ―３、高等

学校教育の充実の後期計画の方向性、あるいは現

状と課題の中で令和５年度に再編統合される市内

唯一の高校となる新設校という表現、後期計画の

方向性でも令和５年度に再編成されるという、要

するに未来形にしていますけれども、これ５年度

にスタートする新設校なのになぜこれをされると

いう、まさに５年度中にというのなら分かります

けれども、もうスタートしているところの表記が

なぜこれされるというふうになっているのかが一

つと、部長の説明の中でⅤ―８、青少年健全育成

のときの現状と課題の児童センターの施設につい

て、表記では老朽したという表現しているけれど

も、部長は老朽化したという表現をしていました

けれども、これどちらが正しいのかというのと、

最後に一番最後のⅤ―９、地域文化の継承と創造

の中で一番最後の文章です。２０２４年度の名寄

市史発刊に向けという表現していますけれども、

現下の情勢では西暦と元号が、西暦を書いて、括

弧して元号を書くと。この基本計画の中は全部元

号表記になっているのだ。ここだけが２０２４年

度というふうに西暦表記に、ここだけであります

けれども、これは何か意味があってこういう表記

をされたのか、この３点についてお聞きしたいと

思います。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

高校教育の話、文言〇教育部長（木村 睦君）

の表記についてのお話だと思いますけれども、令

和５年度に再編統合されるということから、そう

いう表記を使わせていただいたのかなというふう

に思っているところでございます。

それと、Ⅴ―８の青少年の健全育成化について

は、ちょっと私のほうが老朽化したというふうに

お話ししたということだったのですけれども、老

朽したということでございます。

市史編さんについての表記は、すみません、ち

ょっと担当が総務部になっていますので、よろし

いですか。

暫時休憩します。〇議長（東 千春議員）

休憩 午後 ２時５８分

再開 午後 ２時５９分

再開いたします。〇議長（東 千春議員）

渡辺総務部長。

すみません。この部〇総務部長（渡辺博史君）

分西暦になっていますが、西暦と和暦ですか、な

っている部分もあれば、ここは西暦だということ

なのですけれども、意味合いについては変わりが

ないので、御理解いただければと思います。

以上です。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

これ議決事項なので〇１１番（佐藤 靖議員）

す、この計画は。今後４年間これを基本に、ある

いはホームページにアップして、多くの日本国、

全国の人が見る内容なのに、理解してという表現

の仕方は私は間違っていると。

それと、やっぱり教育委員会が所管している高

等学校の充実というところで、令和５年度に再編
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成されるといったら、これ未来形に、日本語的に

は未来形というか、これからされることだと。し

かも、その言葉に続くのが市内唯一の高校となる

新設校というと、日本語的には成り立たない。や

はりここは再編統合されという表現があって、下

のほうはされたというふうにするか、５年度にも

うスタートしている事業でありますので、そして

５年度にはもう学校は再編されているわけであり

ますので、されるという表現は私は誤りだという

ので、改めてここは見解をお願いします。

老朽化したというのは、部長おっしゃるように、

老朽ということでいいのだということであれば、

説明が一言つけてしまったということで理解をし

てよろしいかと思います。

西暦か元号かというのは、そんな簡単な問題で

はない。ここに全部元号で書いてある、分かりや

すく。令和何年、何年。ここだけ急に２０２４年

度と出てくるというのは、あと２０２４年度とい

ったら括弧して令和６年なら６年というふうにう

たうのが当たり前だし、ここにこれが来るという

のではなくて、ここはやっぱり令和６年というの

が正しい表記の仕方、それが一貫性のある総合計

画の後期基本計画としての部分だと思いますけれ

ども、ここもしっかり明確に渡辺部長、お答えを

いただければというふうに思います。

暫時休憩します。〇議長（東 千春議員）

休憩 午後 ３時０１分

再開 午後 ３時１５分

再開いたします。〇議長（東 千春議員）

石橋総合政策部長。

今佐藤議員のほ〇総合政策部長（石橋 毅君）

うから御意見賜りました。まず、高校の部分につ

いてなのですけれども、令和５年度統合されると。

再編統合されるという表現だったのですけれども、

これは審議会の中でこの案をつくり上げる段階で

はやはり未来の出来事という捉えの中での文章を

つくり込んできたということがありましたので、

ぜひともこの案についてはその表現について御理

解いただければというふうに思います。

それから、和暦、西暦表記の部分、４８ページ、

最終行、２０２４年度という表現についてなので

すけれども、こちら年の表現の仕方ということで、

決してここはお示しさせていただいている年度に

ついては間違えた時期を示しているものではない

ということで、ぜひとも御理解いただければとい

うふうに思います。

佐藤議員。〇議長（東 千春議員）

今石橋部長から御説〇１１番（佐藤 靖議員）

明がありましたけれども、高校の表記については

審議会の意向を尊重して掲載をしたことで、言葉

的にはどうかというのはありますでしょうけれど

も、間違いではないと。そして、その当時として

は多分まだまだ再編がどうなっていくのか、どう

いう形になるのかが分からない中でのやっぱり審

議会での結論だということで、それをそのまま尊

重して掲載したということで一定理解はしますけ

れども、元号表記か西暦表記かについては少し我

々も会派の中を含めていろいろ協議をさせていた

だいていきます。おっしゃるとおり、間違いでは

ない。ただ、統一性として総合計画という統一性、

これから４年間これがベースになっていくという

ところの統一性からいってどうかという問題が残

っているというふうに思いますので、それはまな

いたの上のコイでありますので、少しお預けをい

ただければというふうに思います。

川村幸栄議員。〇議長（東 千春議員）

４３ページ、４の大〇１０番（川村幸栄議員）

学教育の充実に関わりまして、２点ほどお伺いを

したいというふうに思います。

後期計画期間の方向性の中にあります、一つは

本学生の本市への定着を促す取組を増進しますと

いうことで、数値目標が掲げられています。中期

のときにも同じような数値目標が掲げられていま

した。地元民としては、大学生の皆さんが名寄に

残っていただくのは大変うれしいことなのですけ
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れども、しかし全国から来られた学生さんたちが

それぞれの将来に向かって全国に羽ばたいていく

ということは応援していきたいなというふうに思

っています。そうした中で全国に羽ばたいていた

だいた学生の皆さん方がスポークスマンになって

いただいたり、ＰＲといいますか、ふるさと大使

のような、そういう役割を担っていただくという

ような、そういったことがいっときお話が出てい

たかなというふうに思うのですが、今そういうよ

うなお考えがあるかどうかというのをお聞きをし

たいなというふうに思います。

もう一点は、方向性の中で検討するとありまし

て、またパブリックコメントで意見あったという

独立行政法人化を検討するということについてで

あります。昨日総括質疑の中でもやり取りがあっ

た中で、メリットのことだとか経営のことが先行

された御発言が続いたかなというふうに思ってい

るのですが、検討するに当たってやっぱりデメリ

ットについてもしっかりと検証していただきたい

というふうに思いますし、さらには全国的に法人

化が進んだ経緯などもしっかりと見ていただきた

いし、法人化でなければならないのかということ

だとか、大学の生き残りについてつながるのかど

うか、こんなことも含めてしっかりと検討、検証

していただきたいというふうな思いでいるのです

が、このことについてお考えをお聞かせいただき

たいと思います。

水間大学事務局長。〇議長（東 千春議員）

今川村議員〇市立大学事務局長（水間 剛君）

のほうから、私どもの本学の学生、全国各地から

入学していただいて、４年間名寄市で育っていた

だいて、全国にまた羽ばたいていくということで、

いろんな地域で活躍していただいております。先

ほど観光大使的なそういったＰＲのする部分につ

いては、大学としては基本的には４年間いろんな

経験をしていただいて、名寄をよく知ってもらっ

て、そうすることによって多分第２の故郷として

いろんな思い出をずっと胸に抱きながら全国に羽

ばたいていくのかなと思いますので、この部分に

ついては大学としてもいろいろ学生の部分につい

て協力していきたいと思うのですけれども、ここ

の部分については観光的な要素もありますので、

今後は観光の部分と連携しながら検討していきた

いと考えております。

独立行政法人化の部分につきましては、昨日の

総括質疑の中でも答弁させていただきましたけれ

ども、現状としては大学の中では基本的な議論は

まだ至っておりません。私どもも議論進めるに当

たりまして、独立行政法人化につきましては法律

に基づいていろんなものを整備していかないとい

けないということになりますけれども、この部分

は画一的にいろんな独立行政法人に沿った整備を

していくということも、当然国の認可を得られな

いといけないので、そういったこともありますけ

れども、今までの名寄市立大学が歩んできたいろ

んな仕組みの部分も独立行政法人化をする上に当

たってそういったシステムも入れていくというこ

とで、どちらかというと名寄市立大学の特有のシ

ステムというか、そういった要素も入れて初めて

名寄市立大学にとって意義ある独立行政法人化に

なるのかなと思いますので、その部分はきちっと

私どものほうもそういったことを検証しながら、

今後どういった形で学内のほうで議論していけば

いいのかも含めながら本学の教員とも含めて検討

していきたいということで考えております。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

学生の皆さんの件で〇１０番（川村幸栄議員）

すけれども、先ほど議論があったように、観光の

問題もありました。名寄市の認知度の問題も指摘

をされていたところでありますので、そうした部

分では学生の皆さん、４年間本当に名寄をいろい

ろ知り尽くしていっていただいているかなという

ふうに思って、私と同期だった学生さんたちも本

当に元気で全国で頑張ってしていらっしゃるとい

うのも情報もいただいていますので、そういった

方々にエールを送りたいし、また力もお借りした
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いなというふうに思っています。

それから、独立行政法人化の検討に対してなの

ですけれども、この歴史ある名寄大学、歩んでき

た歴史があって、その独自性も大事にしていただ

きたいなというふうに考えておりますので、検討

するに当たってはやっぱりあらゆる方面から情報

を得、また今までの歩んできた中身についても十

分に検討、検証していただくということを強く求

めて、終わりたいと思います。

山崎真由美議員。〇議長（東 千春議員）

１点だけ確認させて〇３番（山崎真由美議員）

いただきます。

４１ページ、基本目標Ⅴ―２、小中学校教育の

充実についてであります。想定される主な実施計

画事業等のところの教育改善プロジェクト委員会

推進事業については、小中学校の教育目標達成の

ための推進事業として大変大きな役割を担ってい

ただいていると思っておりますし、大きな成果も

残してきていただいていると思っております。そ

の中で、中期計画等も振り返ってみましたときに

特別な事業費は掲載されていなかったと思います

し、後期計画についても同様の状況かと思ってお

ります。この考え方について確認させてください。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

名寄市教育改善プロ〇教育部長（木村 睦君）

ジェクト委員会についての取組についての事業費

の考え方ということだと思いますけれども、教育

改善プロジェクト委員会につきましては、各学校

の教員の皆様方でそれぞれ年度ごとによって役割

をつけていただきながら取組を進めさせていただ

いているところでございますので、特段事業費と

いうものがかかっていないということになります

から、これについては事業費を掲載していないと

いうふうになりますので、御理解のほどよろしく

お願いいたします。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

今までの経緯として〇３番（山崎真由美議員）

受け止めさせていただきたいと思いますが、学校

現場も今大変大きな変革期にありますし、この教

育改善プロジェクトの内容によっては研修等、外

部に出ていかれるような必要性も今後出てくるの

ではないかというふうに想定します。今後４年間

について本当に大きな、子供たちに対しての対応

も変革していきますので、必要があるというやり

取りのときに事業費を設定していただけるような

やり取りも含めてお願いしたい気持ちがあるので

すが、考え方についてお聞かせください。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

教育改善プロジェク〇教育部長（木村 睦君）

ト委員会自体にはそういった事業費というのは計

上されていない場合もあるのですけれども、教育

研究所というのがございまして、そちらのほうか

ら必要があればいろいろなものに関しまして予算

を計上し、その中で対応しているということもご

ざいますので、今言った御意見をまた参考にしな

がら対応のほう進めさせていただきたいと思いま

すので、御理解のほうよろしくお願いいたします。

ほかに質疑はございま〇議長（東 千春議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（東 千春議員）

します。

以上で基本目標Ⅴ、生きる力と豊かな文化を育

むまちづくりについての質疑を終了いたします。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

これより採決を行います。

議案第３号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。
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以上で本日の日程は全〇議長（東 千春議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ３時２７分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 川 村 幸 栄

署名議員 塩 田 昌 彦

令和４年１２月１３日（火曜日）第４回１２月定例会・第３号
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令 和 ４ 年 第 ４ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和４年１２月１４日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 廣 嶋 淳 一 君

健康福祉部長 馬 場 義 人 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
松 田 慎 司 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 岡 川 進 君
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ただいまの出席議員数〇議長（東 千春議員）

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

日程第１ 会議録署名〇議長（東 千春議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１番 富 岡 達 彦 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

を指名いたします。

日程第２ これより一〇議長（東 千春議員）

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

町内会活動の活性化に向けて外１件を、東川孝

義議員。

おはようございます。〇１５番（東川孝義議員）

議長より指名をいただきましたので、通告に従い、

大項目２点について順次質問してまいります。

大項目の１番目、町内会活動の活性化に向けて

伺います。小項目の１番目、町内会と行政施策推

進の関連性について。名寄市総合計画（第２次）

基本目標に名寄市町内会連合会の取組として市民

と行政の協働のまちづくりを基本に、自立した活

力あるまちづくりを促すため町内会活動を推進し

ていくとされております。現在は町内会連合会が

主体となり、町内会長と行政との懇談会、まちづ

くり懇談会など定期的に開催をされております。

この集まりに参加されるのは、各町内会の役員の

方々でありますが、ここ数年の行政区ごとの参加

状況並びにそこで出された意見、要望に対して行

政施策にどのように反映されているのかについて

伺います。

次に、小項目の２番目、町内会が抱える現状の

課題について伺います。町内会とは、一定の地域

に住む方々が日頃から親睦と交流を通じて連帯感

を深め、その地域に共通する様々な課題をみんな

で協力して解決し、触れ合いのある快適なまちづ

くりを目指して自主的に活動する組織であると理

解をしております。しかし、３年前からの新型コ

ロナウイルス感染症対応によりそれまで実施して

いた具体的な活動ができずに、それぞれ趣向を凝

らした事業が実施をされております。加えて、町

内会の加入率の低下、役員の高齢化、担い手不足

など、地域のコミュニティーの希薄化が懸念され

ます。そこで、現在の名寄地区、風連地区には幾

つの町内会があり、その実態と課題などについて

どのように把握されているのか伺います。

次に、小項目の３番目、今後の町内会活動の在

り方について伺います。町内会への加入を当たり

前のことと考える人がいる一方で、加入すること

に消極的な人もおります。会費の支払いや役員、

班長当番の活動を考えると負担になり、特にアパ

ート、マンションに住まわれている方への対応が

課題とも言われております。ライフスタイルが多

様化する現代社会では、町内会のような地域団体

の必要性を疑問視する方も増えていると聞きます。

地域には、個人や家庭の力だけでは解決できない

様々な問題があります。例えば防火や防災の対策、

交通安全の問題、青少年の健全育成、ごみ処理な

どの環境対策、地域の福祉に関する問題などは、

行政と地域に住む人たちが協力し、力を合わせて

取り組まなければ本当の解決ができないと考えま

す。そこで、第２次行財政改革推進基本計画にお

ける市民参加によるまちづくりの推進項目で推進

補助金交付件数が成果指標として定められており

ますが、その実態と、また事業の取組において職

員に対しても町内会活動の積極的な参加を呼びか

けたとありますが、具体的な内容について伺いま

す。また、町内会及び市職員の町内会加入率につ

いても伺います。

次に、大項目の２番目、令和５年度の施策推進

に向けて伺います。小項目の１番目、令和５年度

予算編成の基本的な考え方について。令和５年度

の予算編成は、１１月１日の市長訓令に基づき具
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体的な作業が進められていると思います。令和５

年度は、名寄市総合計画（第２次）後期基本計画

のスタートの年であり、令和２年から始まった新

型コロナ感染症はいまだ市内経済や各種施策にお

いて大きな影響を及ぼしていると考えます。令和

５年度予算編成に当たり４つの基本的な柱が示さ

れておりますが、喫緊における課題並びにポスト

コロナを見据えた対策など、持続可能なまちづく

りに向けての基本的な考え方について伺います。

次に、小項目の２番目、デジタルトランスフォ

ーメーション、ＤＸ導入に対する行政の考え方に

ついて伺います。この後は、ＤＸと表現いたしま

す。令和５年度の予算編成において、国の施策に

基づきＤＸの投資を含めた基本的な考え方が示さ

れております。これを踏まえ、庁内にＤＸの推進

委員会が設置され、庁内組織を横断的に議論する

場としてワーキンググループも設置し、具体的な

事業を含めて各種課題に取り組んでいると思いま

す。ＤＸの具体的な取組を進めていくことは当然

重要であると考えますが、ＤＸの定義、いわゆる

位置づけ、体制、仕組み、実行プロセスなど、あ

るいはこの取組を進める行政の目的は何なのかを

市民に分かりやすく周知をしていくことが優先さ

れると思いますが、考え方について伺います。

次に、小項目の３番目、ハンティング用ドロー

ンの導入に向けて伺います。近年ドローンが急速

に普及したことで、その言葉を聞く機会も多くな

ってきました。ドローンとは無線操縦の無人機で

あり、一般的に知られているのはカメラを搭載し

た空撮用ドローンだと思います。しかし、現在は

趣味で楽しむドローンから作業の効率化、人件費

削減に向けて運搬用や産業用として農薬散布、苗

木運搬のほか、沿線、河川、索道用ドローンが使

われております。名寄市でも先月コマツカスタマ

ーサポート北海道カンパニーと災害時における無

人航空機の運用に関する協定が結ばれております。

そこで、猟友会の高齢化、人手不足を解消するた

めにハンティング用ドローンの導入に向けた考え

方について伺います。

以上、壇上からの質問といたします。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

おはようござい〇総合政策部長（石橋 毅君）

ます。東川議員からは、大項目で２点にわたり御

質問をいただきました。大項目１については私か

ら、大項目２、小項目１、２については総務部長

から、小項目３については経済部長からの答弁と

なりますので、よろしくお願いいたします。

まず初めに、大項目１、町内会活動の活性化に

向けて、小項目１、町内会と行政施策推進の関連

性について申し上げます。町内会長と行政との懇

談会とまちづくり懇談会については、主催者であ

る町内会連合会と連携を図りながら市民や地域と

一体となり、今後のまちづくりにつながる有意義

な意見交換の場として開催されております。町内

会長と行政との懇談会への参加状況につきまして

は、令和２年度は７２町内会のうち５４町内会、

令和３年度は４９町内会、令和４年度も同じく４

９町内会から参加をいただいております。また、

欠席をされた町内会長へは、資料とてんまつを送

付しております。まちづくり懇談会については、

令和２年度は７会場で開催をして１３８人、令和

３年度は９会場で１７６人、令和４年度は同じく

９会場で１６８人の市民の皆様に御参加いただい

たところであります。各町内会や市民の皆様から

いただいた御意見、御要望につきましては、可能

な限りその場で回答させていただいておりますが、

現地での確認を要するものについては翌日以降速

やかに対応させていただいているほか、調査や検

討を要するものについては、確認の取れたものか

ら対応をさせていただいているところです。また、

市のみで対応が困難な内容につきましては、必要

に応じ国や道をはじめ関係機関への要請を行って

まいります。さらに、担当部による検討を行い、

対応が可能な取組については反映できるよう努め

ているところであります。

次に、小項目２、町内会が抱える現状の課題に
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ついて申し上げます。現在の名寄地区における町

内会は５９、風連地区は１３の町内会組織が活動

をしております。令和２年度には、町内会の現状

と課題を把握するために町内会運営に関するアン

ケート調査を実施しました。主な課題として役員

の担い手不足や高齢化のほか、未加入世帯の増加

などが挙げられておりまして、加えて昨今の少子

高齢化が進展している状況からも町内会の運営が

今後さらに難しくなっていくことが懸念されてお

ります。そのような状況に対しまして、令和３年

度から町内会課題解決アドバイス事業を実施して

おりまして、相談のあった町内会へ課題解決に向

けたアドバイスを行わせていただいております。

また、アンケート結果から会長などの役員がほか

の組織との充て職が多く、会議出席の負担が大き

いとの課題が明らかになっております。これらの

会議に出席を求められている町内会長の負担軽減

の観点からも、名寄市総合計画（第２次）後期計

画の中で地域連絡協議会やコミュニティ・スクー

ルなどとの連携や事業の見直しなどを進めてまい

りたいと考えております。

次に、小項目３、今後の町内会活動の在り方に

ついて申し上げます。住みよいまちづくりを進め、

地域の課題を解決していくための基本的な考え方

を定めた名寄市自治基本条例では、市民は自らの

意思により主体的にまちづくりに参加するべきと

されております。職員も一市民として積極的にま

ちづくりに参加すべきであり、庁議をはじめとし

た各種会議、新規採用職員の研修において町内会

加入及び町内会活動への参加について呼びかけを

行っております。町内会及び市職員の町内会加入

率については、町内会全体の加入率としては７２．

３８％、市職員の町内会加入率は令和３年に実施

した調査において８０．６％となっております。

市職員の役割として、まちづくりの専門スタッフ

としての自覚を持つこと、まちづくりにおける市

民相互の連携が図られるように努めることが規定

されておりまして、市民と行政の協働のまちづく

りを進める観点からも積極的な加入や活動への参

加が必要と考えております。職員自ら町内会役員

などを担い、地域活動に積極的に参加していくよ

うに今後もあらゆる機会を捉えて町内会活動の参

加を呼びかけてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

私からは大項目２、〇総務部長（渡辺博史君）

令和５年度の施策推進に向けての小項目１及び小

項目２についてお答えします。

初めに、小項目１、令和５年度予算編成の基本

的な考え方について申し上げます。令和５年度の

予算編成については、１１月１日付で各部局に市

長訓令及び予算編成資料提出についての事務連絡

を周知いたしました。本市の財政運営には、社会

保障施策に要する経費の増加や老朽化が進む公共

施設、公共インフラへの対応、新型コロナウイル

ス感染症対策など多くの課題が山積している状況

であり、また歳入では物価高騰に起因する景気の

下振れなどによる市税収入や地方消費税交付金な

どの各種交付金への影響が懸念されるなど、決し

て楽観視できる状況ではないと認識しております。

一方、行政を取り巻く状況は、デジタル技術を活

用した事業が加速的に展開されていくなど過去に

例のないスピードで変化しております。本市にお

いても、これら時代の変革と多様化する市民ニー

ズに対して早急かつ的確に対応していかなければ

ならないものと考えております。このような状況

から、令和５年度予算編成に当たっては、総合計

画、総合戦略の具現化、デジタルトランスフォー

メーションに向けた施策の取組、ポストコロナを

見据えた事業の推進、持続可能で健全な財政運営

の維持の４点を基本的な考え方とし、全職員一丸

となって予算編成に当たるよう指示があったとこ

ろであります。令和５年度予算は現在各部署から

の要求についてヒアリング、査定を行っていると

ころであり、現段階では申し上げることができま

せんが、限りある財源を重点的かつ効果的に活用

令和４年１２月１４日（水曜日）第４回１２月定例会・第４号
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し、市民の安全、安心な暮らしを支えていくよう

しっかりと議論してまいります。

次に、小項目２、デジタルトランスフォーメー

ション、ＤＸ導入に対する行政の考え方について

申し上げます。国は、デジタル社会の到来やコロ

ナ禍の対応を踏まえ、令和２年１２月にデジタル

ガバメント実行計画及び自治体ＤＸ推進計画を策

定し、デジタルの活用により、一人一人のニーズ

に合ったサービスを選ぶことができ、多様な幸せ

が実現できる社会を目指していく方針を示しまし

た。また、昨年９月にはデジタル庁を発足し、制

度や組織の在り方などをデジタル技術やデータを

活用して変革していくデジタルトランスフォーメ

ーション、ＤＸを強力に推進しています。本市に

おいても、今年度ＤＸ施策を横断的かつ計画的、

効果的に推進する組織として庁内にＤＸ推進組織

委員会のほか、下部組織としてワーキンググルー

プを設置し、本市におけるＤＸ事業推進のため様

々な取組を検討しております。御質問のあったＤ

Ｘの定義ですが、本市としてはデジタル技術を活

用して、住民本位の行政や地域社会などを再構築

することと考えているところです。現在社会にお

いて様々な課題がある中、行政の役割も複雑化、

多様化しております。市民の利便性や市民福祉の

向上に寄与するため、あくまでもデジタルは目的

ではなく、手法の一つとして活用してまいります。

また、実行プロセスについては、現在行政内部に

どれだけの業務量があるか現状を把握するため、

分析調査を実施しております。本調査結果を踏ま

え、重複している業務の解消や労働時間の短縮、

効果的で効率的な業務の推進を図り、全体の業務

改善につなげてまいります。ＤＸ施策推進の最大

の目的は、デジタル技術を活用して地域の強みや

新たな価値観を取り入れるとともに、行政の効率

化や市民生活の質の向上、地域経済の活性化など、

市民の皆さんが様々な場面でデジタル化による恩

恵を受けられ、誰一人取り残されない共生社会を

実現することです。今後におきましても、折に触

れＤＸに対する理解が得られるよう市民の皆さん

に分かりやすく周知してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

山田経済部長。〇議長（東 千春議員）

私からは小項目の３、〇経済部長（山田裕治君）

ハンティング用ドローンの導入に向けてについて

お答えいたします。

ドローンにつきましては、議員がおっしゃると

おり、農林業や防災など様々な分野で活用され、

狩猟においても獲物の把握や追い込みなどで安全

性や効率性の向上への効果が期待されているとこ

ろでございます。有害鳥獣対策におけるヒグマに

対するドローンの活用については、北海道におい

て令和元年度から３年間ＩＣＴを活用し、夜間や

市街地周辺で効果的にヒグマを発見し、追い払う

技術の実証事業に取り組まれております。その中

で、ヒグマの捜索として熱赤外線センサーによる

動物から熱を感知し、ヒグマを見つける調査では、

日の出前の早朝など比較的涼しい時間帯では動物

の熱が強く感知できるものの、名寄市においても

特に出没が増えます６月から８月では木々が茂り、

地表の温度上昇の影響から動物の判別が困難であ

ることが報告されております。また、ヒグマの追

い払いとしてスピーカーからの犬のほえる音声で

追い払いができるなど一定の効果も報告されてい

るところであります。導入における課題としまし

ては、ヒグマ用捜索用ドローンの導入には高度な

操縦技術、飛行計画をつくれる人材の確保が必要

であること、ドローンなどの機材導入経費が高額

なことなどの課題も報告されているところであり

ます。今後につきましては、ドローンの導入につ

きましてはまだ課題が多い状況ですが、ヒグマ対

策での安全性や効率性の向上を図る上でＩＣＴ機

器の導入は有効な手段の一つであることから、引

き続き国や道、先進自治体の動向などの情報収集

に努めながらデジタル技術の活用を図ってまいり

たいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。
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東川議員。〇議長（東 千春議員）

それぞれ御答弁をい〇１５番（東川孝義議員）

ただきました。改めて再質問させていただきたい

と思います。

町内会活動の活性化に向けてということで、町

内会と行政施策推進の関連性、町内会と行政との

懇談会、令和２年、３年、４年、それぞれ参加町

内会５４、４９、４９というふうなこと、それか

らまちづくり懇談会、令和２年が１３８人、３年

が１７６人、４年が１６８人と。町内会と行政と

の懇談会、参加できなかった町内会、７２町内会

ということで後段説明いただきましたけれども、

欠席したところには資料とその内容のてんまつを

送付して、それぞれお伝えをしているというふう

なことで御答弁をいただいたかというふうに思い

ます。１点目の部分については、そういう形の中

で理解をさせていただきます。町内会が抱える現

状の課題というふうなことで、非常にこれ、先ほ

ど御説明にもありました令和２年度のアンケート

調査、これも自分も確認もさせていただいており

ます。非常に町内会に役員の担い手不足だとか加

入率の低下というふうなことで、現在名寄地区に

５９、それから風連が１３、合計７２町内会とい

うふうなことで御説明をいただきました。今お話

もさせていただいたように、やっぱり町内会の未

加入世帯、これの増加、それからその役員の担い

手不足、これは本当にアンケート結果からも分か

るように、多くの町内会が抱えている現状の問題

なのかなというふうに思います。そこで、先ほど

御答弁にあったのですけれども、令和３年度から

行政において町内会活動の課題解決アドバイス事

業というのが先ほどお話、答弁であったかと思い

ますけれども、この方というのは町内会の課題を、

先ほど担当職員が一緒に考えて、課題解決を図る

事業というふうに認識をしているのですけれども、

具体的にではどこが窓口になって、誰に相談をす

ればその手続、あるいはアドバイスを受けること

ができるのか、その内容についてお聞きをしたい

というふうに思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

今町内会のアド〇総合政策部長（石橋 毅君）

バイス事業についての詳細ということで御質問い

ただきました。お話しのとおり、令和３年度から

実施しておりますこの事業なのですけれども、窓

口としては総合政策部の地域課題担当が窓口とな

っておりまして、イコール町内会連合会の事務局

を併せて担わせていただいているところとなって

おります。内容の詳細につきましては、例えば若

い世代を取り込むイベントの企画提案であったり

とか、行事組織の見直し、役員業務引継ぎ書の作

成のお手伝いであったりとか幅広い情報発信方法

の提案など町内会の現状や今後を見据えて担当職

員がお話しのとおり一緒に考えていくものという

位置づけでやらせていただいております。事業内

容や申込み方法などについては、各町内会に、文

書なのですけれども、文書で御案内をさせていた

だいているところであります。

以上です。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

実際に担当されるの〇１５番（東川孝義議員）

が総合政策部地域課題担当という、実際の町内会

のいろんな業務に携わっている。今相談の内容に

ついては各町内会宛てに御連絡を差し上げている

というふうな、ちょっと自分も町内会の役員担当

させていただいているのですけれども、正直言っ

て今回これを質問するに当たって調べて、会長に

お聞きをしたのですけれども、来ていますよと。

一人で預かっているような感じで、恐らくその辺

が、各町内会長にお伝えはしていると思うのです

けれども、できればこの内容、こういうふうな形

で相談ありますよというふうなことを広報か何か

でもお知らせをいただくことによって会長だけの

懐に入らない、もう少しみんなにお伝えができる

ような何か手法も改めてちょっと御検討をお願い

をしたいなというふうに思います。

一番抱える現状という中では、先ほど町内会の
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加入率の問題、御説明、答弁をいただきました。

実績が７２．３８、それから市職員が８０．６と

いうことで、職員の方も専門職員として協働のま

ちづくりに積極的に参加をするようにいろんな施

策をやっているというふうなことでお話がござい

ました。それで、昨日、おとといと後期計画のお

話の議論をさせていただきましたけれども、第２

次の中期計画の中で市民主体のまちづくり推進と

いうことで、そのときの成果指標、町内会の加入

率、２０１７年が７７．９８、目標値の２０２２

年度は７８．５という目標で設定をされたと思う

のですけれども、実績が今、これ２０２１年ベー

スだと思うのですけれども、７２．３８というふ

うな状況で先ほど答弁いただきましたけれども、

これをどういうふうに捉まえているのか改めてお

聞きをしたいというふうに思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

今お話しいただ〇総合政策部長（石橋 毅君）

いたとおり、ＫＰＩという部分でいうと厳しい結

果となっているところであります。令和４年度の

目標値を７８．５としてこれまで取り組んできた

中での成果としてはお話しのとおり７２．３８と

いうところでなってしまったということでござい

ます。一応我々としてもただ下がったのを受け止

めるだけではなくて、分析をしなければいけない

ということで、これ実は倉澤議員とのやり取りの

中でも一部お話をさせていただきましたけれども、

現状、これは長い期間をかけて急にそうなったわ

けではなくて、長い時間をかけて、名寄市の世帯

構成の関係が大きく少しずつ変わってきたという

ことで、現状２万６，０００の人口に対しての世

帯数が１万４，０００以上ということで、１世帯

当たり割り返すと１．８３という、ある意味単身

世帯が多くなってきているというところと、あと

時代背景として共働き世帯が多くなってきている

ということで、なかなかコミュニティー活動に関

わることが難しくなってきている世帯も増えてき

ているのではないかというふうに分析していると

ころ、それから先ほどの世帯の関係もあって、ア

パート、マンション、やはり住む単身世帯が増加

していると。様々な要因が考えられまして、しっ

かりと分析を基にここの層に対してどうアプロー

チしていくのかというところがこれからの課題な

のだろうということで、これからやっぱり小学校

区を単位とする集まりの中で、このコミュニティ

ーの中で地域で子供を育てるといったような、そ

ういったこともぜひ、しっかりと我々も提案させ

ていただきながら取り組んでいけたらなというふ

うに考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

非常に当初の目標よ〇１５番（東川孝義議員）

り大きく下がっていると、しっかり分析をされて

いるというふうな御答弁でありました。中期計画

の基準値よりも大幅に下がっている。基準値その

ものを後期計画の中では７７．９８から７３．７

ということで４．８％基準値も下がって、目標値

も４．３％というふうなことで、やはり今後町内

会の加入率をいかに上げていくのかというのは非

常に大きな課題だと。今部長のほうから共働き世

帯だとかあるいはその単身世帯、非常に多くなっ

ているというふうなお話ありましたけれども、今

までの流れではなくて、今お話ありましたコミュ

ニティー、要するに学校単位だとか、何か仕組み

を変えないと、今までの流れでいってもなかなか

加入率を上げていくというのが難しいのかなと。

昨日、おとといの中でもちょっとやり取りありま

したけれども、２０１７年の中期計画のときの人

口を世帯で割ると１．９６人、今回２０２１年度

１．８６人、やっぱり減っているのです、１世帯

当たりの人数というのは。ですから、その辺の、

今御説明にもあったのですけれども、やっぱりど

うも今までの流れではなかなか加入率を増やして

いくというのは難しい課題なのかな。これは行政

だけで当然できるものではないと思いますけれど

も、各町内会にいろんな形の中の働きかけという
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のは今以上に重要になってくるのかなというふう

に考えております。先ほど町内会と加えて市職員

の加入率が８０．６％ということで、非常に私そ

ういう面ではかなり加入率高いのだなと、もっと

上げてほしいなという気持ちもありながら、８０．

６％ということで、それぞれの目標値よりも上回

っているということで、市職員の方で先ほど専門

職として協働のまちづくりに積極的に参加をする

呼びかけをしているのだよというふうなお話もい

ただきましたけれども、実際市の職員の方で町内

会の役員なり、行事に積極的に携わっている方も

多くいるのは自分も拝見をさせていただいており

ます。先日、１０月３１日、防災について各町内

会で事務局担当者交流会というのがあったのです

けれども、その中に「あれ、今日はどうしたの。

休みなの、平日なのに」と言ったら、有給取って

参加しましたと。すごくそういうふうに一生懸命

やっていただいている職員の方もいらっしゃると

いうのも御報告もさせていただきたいなと。私が

言いたいのは、やっぱり市の職員がいろんな町内

会の役員なり、そういう行事に参加をすると。今

これから加入率だとかいろんなものを上げていか

なければならないという取組の中で、なかなか改

まってお話をするというのは、人との話って難し

いと思うのです。ですから、そこに入り込むこと

によって、あるいは役員になること、あるいは町

内会に入ることによって通常の会話の中で問題だ

とか課題だとか、そういうのを話し合えるのでは

ないのかなというふうに思っております。今８０．

６％ということでお話伺いましたけれども、行政

職員の町内会活動の積極的な参加という中では、

さらにこれを高めていくために今考える手法等に

ついて改めてお伺いをしたいというふうに思いま

す。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

ここについては〇総合政策部長（石橋 毅君）

なかなか、町内会に入るということはこれは基本

的に全員が入って、しっかりとコミットするべき

だというふうに私は思っています。その中で役員

を担うかどうかといった部分については、実はう

ちの市の職員もいろんな方面、例えばスポーツ団

体だったり、いろんなところで主要な役割を担い

ながら各方面でやっぱり活躍していただいている

職員も多数います。そんなことも含めて、何かし

らの形でしっかりとやっぱり地域のコミュニティ

ーの中で活躍、入っていくということが非常に大

切。その中でよりよい地域づくりをするために大

切なのは、地縁の組織である町内会というのは重

要な役割であり、自治基本条例でもそういう位置

づけで書かれておりますので、しっかりとそこに

ついてはコミットするように、まず自治基本条例

も含めて職員にまちづくりの基本となる考え方と

いうのをしっかり理解をしていただくということ

と、理解をするというよりもそこをきちっと受け

止めて、自覚を持っていただくというところが非

常に大事になってくると思いますので、しっかり

と、ただ形だけで加入しなさいということではな

くて、本質的なところを理解していただくという

ところをやはりやっていかなければならないかな

と思っていますので、よろしくお願いいたします。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

今言われたように、〇１５番（東川孝義議員）

まずしっかりそこに加入をするというのが本来の

目的、そこからいろんなものに波及をしていく。

役員の担い手の問題は、今部長言われたように、

ほかのいろんな団体との兼ね合い等もあるので、

それは一概には言えないのですけれども、やはり

ここを上げていくことが全体の底上げにも、ある

いは地域とのつながりも深めていけるのかなとい

うふうに思いますので、ぜひその辺の手法、再度

お願いをしておきたいというふうに思います。

先ほど壇上でもお話しさせていただきましたけ

れども、町内会の役割という関係では、地域の福

祉の推進というのも非常に大きな事業の一つだと

いうふうに思います。その中で町内会のネットワ

ーク事業、特にコロナ禍の中、このネットワーク
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事業が通常の運営はできていないというお話を伺

っておりますし、自分でいえば担当している町内

会でも通常の形のものができていないと。それは、

趣向を凝らしながらやっているというふうな活動

だというふうに理解しているのですけれども、現

在町内会のネットワーク事業の参加町内会数、先

ほど７２ということでありましたけれども、基準

値の２０１７年がたしか５６町内会、２０２２年

には７２全部、全町内会がこのネットワーク事業

に参加をするというふうな目標値になっていたと

思うのですけれども、この実態についてお聞きを

したいというふうに思います。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

ただいま東川議〇健康福祉部長（馬場義人君）

員からは町内会ネットワーク事業の参加、町内会

数について御質問がございました。令和元年度に

は５３町内会でございまして、令和２年と令和３

年度につきましては手元にあるのは５２町内会、

基本事業を実施していただいている町内会がそれ

だけあるというような状況となっております。

以上でございます。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

ごめんなさい。しっ〇１５番（東川孝義議員）

かり聞き取れなくて、元年が５３で、令和２年、

３年が５２ということですね。ということは、令

和４年度のものはまだ実態としては出ていないか

ら、今の数字はそういうことだということですね。

理解をしました。

それで、馬場部長の管轄、あるいは実際に運営

されているのは社会福祉協議会、その中身につい

ては十分自分も理解はしているのですけれども、

やはりこれは非常に大切な事業の一つだというふ

うに認識をしているのです。ですから、運営は社

会福祉協議会としても健康福祉部との非常に関連

が深い事業だと思いますし、先ほどお話をさせて

いただいたとおり、町内会ネットワーク事業、や

はり２０２２年度には全町内会がここに加入をし

ていきますよというふうな形の中で、今５３、５

２という町内会のお話をいただきましたけれども、

その状況について今後どういうふうな対応されて

いこうとしているのかちょっと改めて考えをお聞

きをしたいというふうに思います。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

ただいま御質問〇健康福祉部長（馬場義人君）

いただきましたが、特にコロナ禍というところの

部分で、私も役員させていただいておりますが、

特に落ち込んでいるのが世代間交流の事業でござ

いまして、令和元年度には４７町内会が参加して

いただいていたところでございますが、令和２年

度に１４町内会、令和３年度がちょっと盛り返し

まして、２４町内会ということで、やはり集まっ

て何かサロンを開くだとか、世代間の方々とのや

り取りをするというのがかなり厳しいというよう

な状況が見えてきているというふうに思っており

ます。健康福祉部といたしましても社会福祉協議

会さんとやり取りさせていただきながら、町内会

を基盤とした住民の支え合いをどのようにしてい

くかということで現在予算のやり取りもさせてい

ただいているところなのですけれども、新年度に

向けてどのようなやり方がいいかということ等も

協議をさせていただいているところでございます。

現在社会福祉協議会さんのほうでは、議員もよく

御承知のとおり、こんにちはレターだとかまごこ

ろマスクということで、集まれないのですけれど

も、それぞれの対象の高齢者の方々のところに個

別に回って歩いて、安否確認も含めた形で役員の

方や福祉委員の方々が回っていただくというよう

な活動もさせていただいているところでございま

す。そういったような中身で、感染予防しながら

どのような形で町内会活動とリンクしていけるか

どうかというようなことを現在協議中でございま

して、新年度には一定の形でまたお示しすること

ができればなということで現在協議しているとこ

ろでございますので、御理解いただきますようお

願いいたします。

東川議員。〇議長（東 千春議員）
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当然コロナ禍の中で〇１５番（東川孝義議員）

世代間交流だとか、非常に大切な事業が集まるこ

とができないということは十分理解をいたします。

ただ、こういうコロナ禍だからこそやっぱりこの

ネットワーク事業というのは非常に重要なウエー

トを占めていると、大切な事業だというふうに思

うのです。皆さんそれぞれ今事業をやっていると

ころはいろんな工夫をしながら、今部長が言われ

たように、こんにちはレターだとかまごころマス

クだとか、定期的にそこ社会福祉協議会の毎月の

新しいものを使いながら活動している町内会もあ

るというふうに思います。今令和５年度の予算編

成というふうなものに向けてというふうなお話あ

ります。ぜひこれは全町内会、本当に７２の町内

会がそこに全部加盟をして活動していくような、

やっぱりそのためのフォローだとか支援をしっか

り改めてお願いをしておきたいというふうに思い

ます。

町内会活動のほうに戻りますけれども、非常に

先ほどから活動が難しくなっている、あるいは役

員の成り手不足というふうなこと、加入率の低下

だとかというお話もさせていただきましたけれど

も、やはり先ほど石橋部長もお話ありましたコミ

ュニティーという関係では、学校区単位で地域連

絡協議会、これ発足をしてやっていると思うので

すけれども、実際にどうも地域連絡協議会も一定

の部分の活動だけというふうな、何か横の広がり

というか、つながりが、地域連絡協議会も学校区

単位といいながら実施されている協議会、全然活

動がされていないという、私の認識不足なのかも

しれない。その辺の実態についてどういうふうに

受け止めているのかちょっとお伺いをしたいとい

うふうに思います。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

地域連絡協議会〇総合政策部長（石橋 毅君）

活動についてですけれども、やはりその地域、地

域での事業の組立てだったりという部分ではなか

なか難しいところもあるのだと認識しております。

ただ、しかしながらやはりうまくいっている好事

例がありますので、そういったことを横展開しな

がらみんなで楽しんでいただけるような、そんな

事業を横展開をぜひしていきたいと思っておりま

すので、好事例の部分については引き続き一生懸

命支援させていただきながら、そしてそれがさら

に広がっていくようなところもさらに力を入れな

がら支援して、同じような空気感の中で皆さんに

ひとつ楽しんでいただけるようなイベント等も含

めて展開していけたらなと思っておりますので、

おっしゃるとおり、いろいろ凹凸あるでしょうけ

れども、しっかりと横展開させていこうというふ

うに思っていますので、よろしくお願いいたしま

す。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

せっかくつくった地〇１５番（東川孝義議員）

域連絡協議会、これますますこれから重要になっ

てくるのかなというふうに思いますので、今部長

から御答弁ございました。好事例、よい形で軌道

に乗っている、そういうところ、さらに枠組みを

広げていただければなというふうに思います。改

めてお願いをしておきたいと思います。

町内会の活動活性化という部分で最後にちょっ

と加藤市長にお聞きをしたいというふうに思いま

す。先ほど石橋部長のほうからも令和２年１２月

に町内会の運営に関するアンケート、私も改めて

その中を見させていただいた。町内会活動で特に

重要だと思う活動は触れ合い活動、環境美化活動、

高齢者福祉活動、防災活動、広報紙の配布や回覧

板等の情報伝達、青少年健全育成というふうなこ

とで、町内会の重要だと思う活動という形の中で

それぞれ計上されております。ただ、先ほど来お

話をさせていただいているとおり、町内会を運営

していく上での課題という面では役員の担い手不

足、高齢化、固定化、それに加えて未加入世帯の

増加というふうな課題が挙げられております。行

政の施策を進めていく上で、自分としてはやはり

町内会の活動はまさに原点ではないのかなという
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ふうに考えております。先ほどやり取りの中で、

１世帯当たりの人数が減っているという御答弁も

ございました。一方では、高齢化率もこれも当然、

この１０年間を見ると５．５％もアップをしてい

ると。当然核家族化みたいな現象というのは、非

常に顕著に現れていると。これらを総合的に課題

を解決していくにはやっぱり、先ほど部長もちょ

っとお話しいただいたかもしれないですけれども、

一定の取組のプロセス、今までと同じではなくて、

ある一定の、違う形の取組のプロセスが必要では

ないのかなというふうに思っておりますので、加

藤市長、この辺の見解についてお考えをお聞きを

したいというふうに思います。

加藤市長。〇議長（東 千春議員）

町内会の活動というのは、〇市長（加藤剛士君）

最も地域の身近なコミュニティーということで、

ある意味で自主活動組織であります。この活動が

地域の、市民の皆さんのまちを思う気持ち、地域

を思う気持ちにつながり、それがアイデンティテ

ィーとなって、まちの活力につながっていくと。

極めて重要な組織であるというふうには私たちも

認識をしているところであります。特に今１２月

から民生委員さん、一斉改選しましたけれども、

実質的には推薦委員さんが推薦するということで

すけれども、実際のところはそれぞれの町内会で

推薦をいただいて、民生委員さんも出していただ

いていると、こういうことでありますので、自主

活動組織であるけれども、我々としても欠かせな

いまちづくりの協働のパートナーであるというこ

とであります。特に先ほどお話しいただいたとお

り、最低のセーフティーネットというか、見守り

だとか防災だとか、こういったことにおいて地域

の町内会の面的活動というのは我々がなかなか目

が届かない共助の部分において大変重要であると

いうふうに認識をしております。一方で、それぞ

れ今町内会によってもいろんな温度差や力等の差

も出てきている中で、あくまでも自主活動組織で

ありますから、我々はそうした相談をしっかり受

け止めて、できる改善はしていかなければならな

いというふうに思っておりますので、引き続きし

っかりと町内会とも連絡を取りながらできる対応

していきたいと思います。

また、先ほど来ずっと言われているとおり、や

っぱり社会の世帯や働き方が大きく変わっていく

中で、町内会がどうしても今まで担っていた特に

社会教育みたいな活動はなかなか町内会でも担っ

ていけない。そうしたところのもう一つの受皿と

して今コミュニティ・スクールを全地域に配置を

して、これをさらに進めていきたいという考え方

であります。今まで町内会でやれていたところ、

なかなか難しいところに関しては、そうしたコミ

ュニティ・スクールだとか、あるいは別のそうし

た重層的なコミュニティーの組織の中で地域の活

動をしっかりと担っていくということもやっぱり

仕掛けとしては必要なのではないかというふうに

考えているところでございます。いずれにしても、

町内会の重要性をしっかりと鑑みて、そこに対し

てできることをしっかりとやっていきたい。その

先にそうした様々な重層的な組織の在り方につい

てもさらに深掘りをして、地域のコミュニティー

がさらに盛り上がっていくように我々としても汗

をかいていき、提案もしていき、よりまたコミュ

ニケーションを町内会でも深めていって、さらに

コミュニティー力を高めていきたいというふうに

考えております。引き続きどうぞよろしくお願い

いたします。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

町内会活動、自主的〇１５番（東川孝義議員）

な活動組織であるということは十分認識をしなが

らも、やはり今市長お話しいただいたように、現

状が大きく変わってきているという中では行政で

のいろんな面でのある面ではサポートも十分して

いただけるというようなお言葉だったと。よろし

くお願いをしたいというふうに思います。

時間がなくなってきましたので、ＤＸの件につ

いて、手法だとかというふうなことで、これ要す
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るに、先ほど御答弁いただいたのはあくまでも目

的ではなくて、ＤＸについては手法の一つであり

ますよと。市民全員に恩恵を受ける、あるいは分

かりやすくするための手段であるというふうなこ

とでお話を受けました。ただ、どうもＤＸ、デジ

タルトランスフォーメーションって何と言われた

ときに非常に、全体の枠組みとしては理解はする

のですけれども、何をやろうとしているのかとい

うのが正直言って市民の方に私自身もまだしっか

り説明ができないのですけれども、改めてこれ今

総務部長がお話しいただいたことを市民の方に広

くお伝えをしていくという手法の中で、今後どう

いうふうな手法でやられるのかちょっと改めてお

聞きをしたいというふうに思います。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

ＤＸ施策の周知の方〇総務部長（渡辺博史君）

法という形なのだろうと思いますけれども、実は

今年度高齢者向けのスマホ教室なんかを開催して

いるところでありますけれども、そこでアンケー

トなんか取ったりしているのですが、このスマホ

教室をどのようなところで知りましたかという質

問したところ、半数以上の方が広報で知って申し

込んだという回答をいただきました。デジタルに

不慣れな方、みんながそうではないかもしれない

ですけれども、そういう方にとって広報は特に有

効な手段だと考えておりますので、広報を使いな

がら周知していきたいと思っています。また、実

は出前トークのメニューにもなっておりまして、

実は実績はないのですけれども、そういう形で町

内会なりで申し込んでいただければ、市の取組な

どもお話しすることもできるのかなと思いますし、

また外部の人材といいますか、もいまして、これ

までも町内会の部分ですとか様々な場面でお話、

講義、講演といいますか、させていただいている

ところでもありますので、そういう形も今後もし

ていきたいと思いますし、あとは様々な場面、そ

れ以外も各会議だとか、そういう場面で周知して

いきたいと思います。

以上です。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

広報で知ったという〇１５番（東川孝義議員）

ふうなことで、なかなか言葉自体が先にあって、

入り込めないという印象、部分というのも結構あ

ると思うので、今総務部長のお話にあったように、

それは１回だけに限らず、ＤＸというのはこうい

う形ですよと。行政の中でこういう目的で、こう

いう形で入っていくのです。だから、ＤＸという

言葉だけがどんと出ているものだから、デジタル

トランスフォーメーションって何なのだと言われ

たときになかなか入っていきづらい。だから、そ

んなに難しいことではないのだけれども、言葉自

体がそういうふうな表現、これは使わざるを得な

い言葉なのですけれども、ぜひそういう面では１

回だとか２回に限らず、いろんな施策を進めてい

く上でもこれがＤＸの取組の一つですというふう

な部分のお話もしていただければなというふうに

思います。これは、お願いをしておきたいと思い

ます。

ドローンの関係、お話先ほど聞きました。当然

高度な操作技術だとか、あるいは機材が高いとい

うお話を聞きました。ドローンの操縦ですけれど

も、恐らく山田部長御存じ、今年の１２月５日か

ら国家資格に、予定ですよね。恐らくなると思う

のです。今後はドローンを操縦する場合には免許

を取得するというのも非常に大切……それが必要

になってくる。たまたま名寄にはそれを取る場所

があるのです。ですから、先ほど安全性だとか効

率性というふうな形のものもあったと思うのです

けれども、ぜひ資格の取得だとか、そういうのに

向けてちょっと新たな施策を検討していただきた

いなと。ドローンの導入というのは、非常に高額

のお金がかかるというの、その目的に必要であれ

ば高額のお金がかかるというふうなものも十分存

じておりますけれども、先ほど言ったように、猟

友会の方というのは非常に年齢も高くなってきて

いるというふうなこともあるので、やっぱりそう
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いうの方たちのため、あるいはほかのことも含め

てなのですけれども、ドローンの資格取得に向け

て助成だとかという考え方があれば、再度ちょっ

とお聞きをしたいというふうに思います。

山田経済部長。〇議長（東 千春議員）

ドローンの資格取得〇経済部長（山田裕治君）

の支援ということでございますが、ここまず狩猟

に関わる部分のドローンの導入に関しては、先ほ

ど答弁させていただきましたとおり、まだ実効性

といいましょうか、うまく活用できるのかという

ところを、今おっしゃられたとおり、当然資格が

必要だということもございますが、それに加えて

操縦技術といったところも必要になるというふう

なところで、一定程度の課題があるのかなという

ふうに考えております。ただ、これ農業分野のほ

うにおきましては、ドローンの活用というものが

非常に進んでおりまして、この資格取得に向けて

の支援については、農業の施策ではございますけ

れども、一定程度準備をしているというふうな、

検討しているというふうなところもございますの

で、分野、分野によって必要性ですとか普及の度

合いといったものを見ながらそこは今後研究して

いきたいなというふうに考えておりますので、御

理解いただきたいと思います。

東川議員。〇議長（東 千春議員）

ドローンも猟友会と〇１５番（東川孝義議員）

いうのは道外では、もう今日時間がないので、お

話しできないのですけれども、かなり実際に使わ

れているところもありますので、そういうところ

も参考にしていただきながら、この資格取得だと

かと、それで農業の部分は十分理解はしています

けれども、猟友会のほうの部分についてもぜひ御

検討いただくことをお願いをして、私の質問を終

わらせていただきます。

以上で東川孝義議員の〇議長（東 千春議員）

質問を終わります。

教職員の働き方改革と部活動の地域移行につい

て外１件を、山崎真由美議員。

議長の御指名をいた〇３番（山崎真由美議員）

だきましたので、通告順に従い、大項目で２点質

問をさせていただきます。

最初に、大項目１、教職員の働き方改革と部活

動の地域移行について、小項目１、時間割に着目

した教職員の働き方改革についてお伺いいたしま

す。学校教育法施行規則で定められた中学校標準

授業時数は年間３５週、週５日、１７５日、１，

０１５時間とされていますが、名寄市内の中学校

では通例として１学年及び２学年で年間４１週、

週５日、２０５日程度の授業日が設定されている

ため、余剰時数が生じている状況にあります。時

間割に着目した取組として、この余剰時数を活用

し、平日の部活動開始時間を早める日を設け、併

せて生徒の下校時間を早めることができれば、放

課後の時間に余裕を生み出すことができると考え

ます。その結果、生徒の活動を保障しつつ教職員

の働き方改革の実現に一歩前進できるものと考え

ますが、見解をお伺いいたします。

次に、小項目２、部活動の地域移行に対する取

組の状況と今後の展望についてお伺いいたします。

今年度スタートされたＮＡＹＯＲＯスタイル部活

動改革の取組状況について、地域指導者による部

活動指導の状況や部活動指導に対する地域連携、

競技団体連携の状況についてお伺いいたします。

また、部活動指導に対する地域指導者と教職員間

の連携調整はどのように行われているのかについ

てもお伺いいたします。さらに、令和８年度から

開始が予定されている部活動の地域移行について、

今後を展望する上で地域指導者の身分保障と謝礼

等に関する考え方についてお伺いいたします。

次に、小項目３、合同部活動の取組と広域連携

についてお伺いいたします。生徒数減少や指導者

不足等の理由により１校で成立しない部活が出て

きています。この実態を踏まえ、生徒の活動欲求

を尊重し、複数校による合同部活動が展開されて

います。名寄市における状況についてお伺いいた

します。また、今後は近隣市町村との広域連携に
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よる合同部活動も視野に入れる必要があることか

ら、考え方についてお伺いいたします。

次に、大項目２、命と暮らしを守る高齢者支援

について、小項目１、高齢ドライバーの運転免許

証返納についてお伺いいたします。高齢ドライバ

ーによる交通事故の痛ましいニュースがテレビや

新聞等の報道で伝わってきます。そのたびに地方

においては背景にある生活環境実態が課題として

取り上げられ、運転免許証を返納し難い実態が語

られます。名寄市においても地域の公共交通が減

便、縮小される中、高齢者の足の確保は大きな課

題となっています。事故を回避し、命を守るため

の具体的施策が必要であると考えます。行政とし

てどのような手だてを講じていくのかお伺いいた

します。

次に、小項目２、高齢者等の通院や買物等にお

ける移動手段確保の方法についてお伺いいたしま

す。地域の状況に即した公共交通の確保策につい

ては検討が進み、来年度実証実験を行う意向も伝

えられています。しかし、通院や買物と生命維持

に直接結びつく移動に必要な支援は、早急な手だ

てを求める声が聞こえてきます。隣の市では、放

課後の習い事への移動手段としてタクシーを利用

する子供たちに１回の利用料金を１００円とする

実証実験が開始されたとのことでもあります。高

齢者等の通院や買物等における移動手段の確保策

として、有効な具体策を実証実験として速やかに

行うことが望まれますが、具体策についてお伺い

いたします。

次に、小項目３、ごみ出し支援についてお伺い

いたします。風連地区におけるごみ収集は、ステ

ーション方式により行われています。町内会の御

協力もいただきながら一定のルールの下、安定し

た取組が行われていると考えます。しかし、一方

で高齢化が進んだ昨今、高齢者世帯ではごみステ

ーションまでのごみの搬入が負担になってきてい

る実態も見てとれます。本市における高齢者等ご

み出し支援の実態についてお伺いいたします。ま

た、ごみ出し支援のさらなる充実に向けたお考え

についてもお伺いし、この場からの質問といたし

ます。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

山崎議員からは、大〇教育部長（木村 睦君）

項目で２点御質問いただきました。大項目１につ

いては私から、大項目２の小項目１と小項目３は

市民部長から、小項目２は健康福祉部長からの答

弁となりますので、よろしくお願いいたします。

まず初めに、大項目１、教職員の働き方改革と

部活動の地域移行について、小項目１、時間割に

着目した教職員の働き方改革についてお答えいた

します。学校における授業時数は、国が学習指導

要領で示している各教科等の内容を指導するのに

要する時数を基礎として、学校運営の実態などの

条件を考慮し、学校教育法施行規則で教科等ごと、

学年ごとの標準授業時数を定め、学習指導要領で

年間の授業週数を定めており、例えば中学校であ

れば標準授業時数１，０１５時間、年間授業週数

３５週とされております。また、特別活動のうち

学校行事及び児童生徒会活動については、標準授

業時数には含まれていないことから、それらの内

容に応じて適切な授業時数を充てることが学習指

導要領に示されているところです。そのため、各

学校においてはこうした授業時数の定めを踏まえ、

学校の教育課程全体のバランスを図りながら児童

生徒、学校、地域の実態等を考慮し、学習指導要

領に基づいて各教科等の教育活動を適切に実施す

るための授業時数を具体的に定め、適切に配当す

る必要があります。このようなことから、本市の

各小中学校においても定められた標準授業時数を

下回ることのないよう児童生徒の実態等を踏まえ

て時間割を編成しているところであり、本市の中

学校においては各校で多少の多寡はあるものの、

毎年度年間約２０５日程度の授業日を設けている

ところです。具体的な時間等についてお話をさせ

ていただきますが、中学校で年間の授業日を２０

５日、毎日６時間と仮定して計算した場合、総授
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業時数が１，２３０時間となります。ここから標

準授業時数の１，０１５時間と学校行事として必

要な約４０時間、さらに児童生徒会活動や進路相

談、教育相談、中体連などによる実質約１００時

間を差し引くと、約７５時間が余剰授業時数とな

ります。議員からのこの余剰授業時数を活用した

働き方改革への御提案でありますが、余剰授業時

数は、自然災害や感染症等による学校の臨時休業

など突発的に学校を休業せざるを得ない状況時に

備え、児童生徒がゆとりを持って学習できるよう

一定程度の時数の確保は必要であると考えており

ます。特に近年ではコロナ感染による臨時休業に

余剰授業時数を充当しており、標準授業時数の確

保に向け懸命に学校運営に当たっている状況で、

決して余剰授業時数に余裕があるとは言い難い状

況であることを御理解願います。教職員の働き方

改革については、大きな課題であると捉えており

ます。今後においても様々な御提案なども参考に

各学校の実情に応じた取組を進めてまいりたいと

考えておりますので、お力添えをお願いいたしま

す。

次に、小項目２、部活動の地域移行に対する取

組の状況と今後の展望についてお答えいたします。

まず、地域指導者による部活動指導の状況につい

てでありますが、現在名寄中学校では柔道部３名、

名寄東中学校では柔道部２名、剣道部２名、スキ

ー部４名、バスケットボール部３名、風連中学校

では剣道部５名、卓球部６名、バレーボール部５

名、智恵文中学校ではスキー部２名、合計３０名

の地域指導者の方々が部活動指導員並びに特別部

活動指導員として部活動の指導並びに中体連等の

大会時の指導に当たっていただいております。

次に、部活動指導者に対する地域連携、協議団

体連携の状況についてでありますが、１０月３１

日に競技団体やスポーツ団体、中学校の管理職、

ＰＴＡなどの皆さんにお集まりいただき、部活動

改革に伴う子供たちの持続可能なスポーツ活動の

場の構築に向けた意見交換会を開催いたしました。

意見交換会では様々な視点から御意見や情報が出

され、部活動の地域移行に向けて課題の共有が図

られたものと考えており、引き続きこうした意見

交換会を継続しながら学校、地域、競技団体との

共通理解を図り、連携を進め、部活動の地域移行

に向けて取り組んでまいりたいと考えております。

次に、部活動指導に対する地域指導者と教職員

間の連携調整の状況についてでありますが、現在

部活動指導員として指導いただいている多くの方

は各競技団体に所属しており、部活動の指導並び

に中体連等の引率指導に当たっては学校と指導者、

競技団体との調整、連携により実施していただい

ていると認識しております。

最後に、地域指導者の身分保障と謝礼等に関す

る考えについてでありますが、部活動指導員の身

分は学校教育法施行規則において中学校における

スポーツ、文化、科学等に関する教育活動に係る

技術的な指導に従事する者と定められております。

また、本年度の報酬については、北海道の補助事

業であります中学校における部活動指導員配置促

進事業実施要領に示された補助単価の上限額を準

用し、毎月実績によりお支払いしております。

次に、小項目３、合同部活動の取組と広域地域

連携についてお答えいたします。本市の中学校に

おいても部員数の減少や指導教員の不足などから、

生徒の興味、関心に応じた部活動の設置や運営に

困難な状況が出てきており、一部の部活動では合

同部活動を実施しております。本年度の合同部活

動の状況ですが、名寄中学校と風連中学校の女子

バレーボール部、名寄中学校と名寄東中学校の野

球部、風連中学校と智恵文中学校、さらには下川

中学校の野球部、名寄中学校と名寄東中学校の女

子バスケットボール部において合同部活動が実施

されております。広域連携による合同部活動につ

いてですが、さきに述べたとおり、現在も広域で

チームを編成している部活動もあることから、そ

の必要性は十分に認識しておりますが、まずは令

和７年度までに本市部活動の休日の地域移行に係
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る取組を重点的に進めてまいりたいと考えており

ます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

私からは大項目２、〇市民部長（廣嶋淳一君）

命と暮らしを守る高齢者支援について、小項目１

及び小項目３についてお答えいたします。

最初に、小項目１、高齢ドライバーの運転免許

証返納についてお答えいたします。全国では、高

齢者の運転操作誤りによる重大事故が大きく報道

されていることもあり、名寄警察署管内における

免許返納者数は増加の傾向にあります。名寄市交

通安全運動推進委員会では、免許を返納された方

の歩行時などの安全確保を願って、反射材などの

記念品をお渡ししているところでございます。道

内で免許返納の推進策を講じている自治体では、

バス券など生活の足確保のパターンと返納者に商

品券を渡すなどのプレミアムを設けるパターンが

見られましたが、多額の費用が必要であることや

もともと免許を持たない方との公平性の面で課題

があり、多額の費用を要する推進策を講じること

は難しいと考えております。他自治体におきまし

ては、車を保有し続けるためにかかるコストとハ

イヤー等を活用するコストの比較を示すことで免

許返納の優位性を知らせることで免許を返納した

後の生活を考える機会を設けている事例もあり、

このような取組を参考としながら、交通安全担当

だけではなく、高齢福祉や公共交通の担当部署と

も連携し、高齢者の事故防止に向けて市ができる

ことを模索していきたいと考えております。

次に、小項目３、ごみ出し支援についてお答え

いたします。風連地区におきましては、町内会の

御協力をいただきながら、ごみステーション及び

リサイクルステーションを活用したごみの収集を

行っております。ステーション方式による収集は、

戸別収集と異なり、各家庭でごみステーションの

管理をする必要がなく、例えば鳥獣対策や冬期間

においては吹きさらしの中にごみが隠れてしまう

心配をしたり、除雪に影響の出ない管理を行う必

要がないなど家庭における利便性がある一方で、

ごみステーションまでの運搬など不便な面もある

ものと承知しております。高齢福祉サービス等を

利用している世帯におきましては、特にごみ出し

の困難さがあることから、風連地区に特化せず、

全市を対象に令和２年からごみ出し支援事業を開

始いたしました。本制度を活用いただくことによ

りホームヘルパーが代理でごみ出しを実施いただ

けるようになり、居宅サービス等提供事業者など

の協力の下、介護保険サービス等ともうまく連動

して活用いただくなど順調に事業が行われており、

効果的な生活支援として大変好評をいただいてお

ります。本制度は、居宅サービス等提供事業者な

どの協力によりランニングコストを要さない収集

の仕組みを構築しているところですが、ヘルパー

を活用していないが、ステーションへのごみ出し

が困難な世帯への対応については別な仕組みや基

準が必要であることに加え、費用が発生するもの

と想定されます。現在風連地区町内会連絡会では、

今後のごみ出しの仕組みについてどのような方向

性を希望するか、各町内会の意向をアンケート方

式で取りまとめている最中であると認識しており

ますので、今後取りまとめの結果を基に対策を検

討してまいります。

以上、私からの答弁といたします。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

私からは大項目〇健康福祉部長（馬場義人君）

２、命と暮らしを守る高齢者支援について、小項

目２、高齢者等の通院や買物等における移動手段

確保の方法について申し上げます。

本市における高齢者等を対象とした移動支援サ

ービスにつきましては、外出支援サービス事業と

して、寝たきりなどで一般交通機関を利用するこ

とが困難な方に対して通院や入院時等に市の移送

用車両により送迎するサービスを実施していると

ころです。また、全ての世代の身体障害者手帳を

お持ちの方に対して、名寄市障害者（児）ハイヤ
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ー料金助成事業も実施しております。本事業対象

者は、本年１１月末現在で６８５人中５１０人が

６５歳以上の高齢者となっているところでござい

ます。議員から御質問の生命維持に直接結びつく

通院や買物については、外出支援サービスと介護

保険等の訪問介護において実施しております生活

支援等において実施しているものと考えておりま

す。今後も福祉施策において必要な支援につなげ

るように努めてまいりますので、御理解をお願い

いたします。

以上、私からの答弁といたします。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

それぞれ御答弁をい〇３番（山崎真由美議員）

ただきましたので、再度質問させていただきます。

先ほど教職員の働き方改革に伴って授業時数の

細かいところまで御答弁いただきました。教育部

長からの内容でありました。学校現場、本当に大

変なのは重々承知の上で、そして名寄市内の余剰

時数ということが単純に余っているということで

はないということは、それは百も承知の上でこの

提案をさせていただいているわけですが、実は下

呂市が今年度全６中学校で一斉下校４時半という

取組をスタートしたということが報道でも伝わっ

てきておりまして、大きく注目を集めておりまし

た。これは、子供たちの放課後の時間をゆとりの

あるものにすることと、そして部活動改革、地域

移行というところにもつなぐ、教職員の働き方に

もつなぐということの目的で実践されているとい

うことでありましたので、ぜひ具体的な中身を研

修させていただきたいと思いまして、会派で行政

視察をさせていただきました。実際に行って、担

当の課長さんにお話を伺いましたところ、名寄市

と大変よく似ている状況だということを認識いた

しました。その具体的なところは、名寄市で行わ

れている年間４１週、それから年間の総授業時数

のところが、夏休み期間が冷涼な気候であるとい

うところで短く設定されていますので、ほぼ同じ

であるということを認識いたしました。その中で

現在名寄市は、部活動改革の一部でもあると思い

ますが、部活動、平日週４日で設定されていると

思います。１日は部活動以外のことに活動を振り

向けるということでの配慮だと思います。休日も

土日のどちらかというような形の中で部活動が進

められていると思いますが、４日部活動をやるう

ちの１日を週６時間やるところ、例えば５時間で

放課にして、その後１時間分部活動を早める、そ

の中での生徒のゆとりも生み出す、先生方のゆと

りも生み出すということの提案が今回私がお話を

させていただいている内容であるのですが、年間

３５週と考えますと、３５時間あるところでゆと

りを生み出すことができるのではないかというふ

うに思っているわけですが、この取組の中で単純

に判断できるものではないと思います。先ほどの

部長のお話の中にもありましたように、それぞれ

の学校の取組の特徴、教育目標もあります。実践

されている特徴もあります。そして、生徒の実態

もありますけれども、これは具体的な手だてとし

て一考に値するのではないかと思って提案させて

いただいておりますが、この点いかがでしょうか。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

本当に働き方改革で〇教育部長（木村 睦君）

すとか、それぞれ名寄市の学校教育、学校現場に

対する非常に、御提案だなというふうに考えてい

るところでございます。最初の答弁でもお答えさ

せていただきましたけれども、現状におきまして

は今決して、議員のほうからもお話ありましたと

おり、ゆとりがあるというか、余裕があるという

形ではない形で今授業数とか組まさせていただい

ております。ただいま下呂市の取組等もお話しい

ただきましたけれども、こういったことも参考に

しながらこれからは考えていく必要があるという

ふうに思いますけれども、少しこの辺についても

我々も学校現場のほうとも話ししてみなければ分

かりませんし、当然地域の実情ですとかそれぞれ

学校の状況というのもございますから、その辺も

考慮しながらここについては取組というか、考え
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を少し考えていく必要があるものかなと思います

ので、よろしくお願いしたいというふうに思いま

す。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

当然のことだと思い〇３番（山崎真由美議員）

ます。学校現場がとにかく主たる指導の場であり

ますので、当然のことだと思います。この取組が

なぜ下呂市で実現したのかということを伺ったと

きに、令和２年、コロナ禍が深刻な状況になって

きました。そして、全国一斉に学校を休まなけれ

ばいけない時間があった。その授業時数をどう一

年間の中で生徒に保障していくのか、その検討を

された教務主任の方が時間割のやりくりの中でこ

の手法ができるということを検討されたというこ

とでありましたので、先ほど教育部長がおっしゃ

ったように、これは学校現場のそれぞれ先生方が

どのように受け止められて、そして生徒に対して

必要な教育をしっかり提供される中でどんな判断

をしていただくかということであると思いますが、

名寄市には教育改善プロジェクト、教育研究所等、

しっかりしたつくりもつくっていただいておりま

すので、ぜひ現場の先生方にこのことを協議いた

だくような取組を進めていただきたいと思ってい

るのですが、これは教育長にお考えを伺いたいと

思いますが、現場の先生方と具体的な手法につい

ての協議の場を持っていただきたいということに

ついての教育長の御見解をお伺いしたいと思いま

す。

岸教育長。〇議長（東 千春議員）

教職員の働き方改革〇教育長（岸 小夜子君）

につきまして様々な点からの取組を進めていく上

での山崎議員からの御提案ということで理解をさ

せていただきました。山崎議員からの話もありま

したとおり、本市におきましては、名寄市の教育

改善プロジェクト、このチームの中で先生方がま

ず主体的にどのように進めていくかということを

検討しておりまして、名寄スターアクションとい

うような取組を先生方の中で決められながら、そ

して各学校にコアチームといいまして、推進して

いくチームをつくって、いろいろな取組、例えば

校務支援システムを使ったり、それから先ほど山

崎議員からお話がありました時間割の編成だとか、

そういう見直し作業しながら働き方改革を進めて

いるところでございます。私自身としましては、

そうした先生方の主体的な取組ということをまず

第一に大切にしていきたいというふうに考えてお

りますが、御提案いただきました下呂市の取組に

つきましてはこうした事例があるということで、

改善プロジェクトの先生方に御紹介をしながら、

またそれぞれの実情に応じてよりよい働き方改革

の取組ができるようにお話しする機会というのは

設けさせていただくように私のほうからも担当者

に話をしたいというふうに考えて……今伺って、

そうしていきたいなというふうに思いましたので、

引き続きそれぞれ、私は見ていませんので、何と

も言えませんが、よい実践等がありましたらぜひ

御紹介いただきたく、よろしくお願いいたします。

以上でございます。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

今後進めていただけ〇３番（山崎真由美議員）

る部分について受け止めさせていただきたいと思

っております。あわせまして、やっぱりこの教職

員の働き方改革という言葉がどうしても先生方の

ためのというふうに聞こえてしまうところがある

ように思うのですが、これはもちろん先生方のた

めだけではなく、子供たちにとって大事な時間を

生み出すということにもつながっていると思いま

す。先生方が疲弊されてしまったときに、子供た

ちとのやり取りがどうしても淡泊なものになるの

ではないか。学校現場で一番大事なのはもちろん

教科の指導だったりはするわけですが、それだけ

ではなく、公教育の場面では生徒の見取り、生徒

をしっかり包み込む、抱え込むというところの先

生方の度量が教育現場を支えております。その点

に着目しますと、先生方の心のゆとりはひいては

子供たちをしっかり育てる取組につながっていく
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ということも当たり前のことでありますので、そ

の点も踏まえて御検討いただきたいなと思ってお

りますし、併せて保護者、それから子供たちがこ

の後どんな考え方を持っていくのかについても学

校現場の中で可能な限り吸い上げるような取組を

お願いしておきたいなと思っております。どうぞ

よろしくお願いいたします。

あわせて、部活動改革なのですけれども、令和

７年、休日の地域移行ということで、ただいま教

育部長から御答弁をいただきました。北海道のほ

うでもまずは休日の部活動地域移行という話も出

ておりますが、私も最初はそれで進んでいくこと

が手順としてはいいのかなというふうには思って

いましたが、教職員の立場での指導者の考え方と

地域指導者の考え方、関わり方ということを思い

ましたときに、やはりここまでは休日の地域移行、

この後はという区切り目の難しさというのは当然

進めてくださっているそれぞれの担当の方が感じ

ておられると思います。先日留萌の中で部活動の

検討委員会から市に対して提言があった中には、

１番目の提言内容が頭から平日も考慮しての部活

動改革を進めるべきであるという内容が盛り込ま

れておりました。名寄市の今進めていただいてい

るもの、道内でも高く評価されております。いろ

んなところで名寄の部活動改革、どのようになっ

ていますか、こうなのですよねという声も伝わっ

てきますけれども、その部分についての進め方に

ついてはやはり広く伝わっていっているというと

ころまではいっていないのではないかというふう

に思っております。地域の中にどのような周知方

法がなされているのかお聞かせいただきたいと思

います。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

部活動改革について〇教育部長（木村 睦君）

ですけれども、今年度よりＮＡＹＯＲＯスタイル

部活動改革推進事業といたしまして、部活動指導

員の配置ですとか合同部活動のバス移動、さらに

はＩＣＴを使った部活動の指導などを進めさせて

いただき、取組のほうをスタートさせていただい

ているかなというふうに思っています。また、当

初、議会の中でもお話しさせてもらっていますけ

れども、大きな課題であったというところが部活

動改革の周知向上というところが大きな課題であ

るということでお話をさせていただいておりまし

て、教職員の方々につきましては、やはり今回プ

ロジェクト委員会の中でも相当いろんな検討をし

ていただきまして、理解されているなというふう

には感じています。学校としてもこれから生徒の

活動、それを確保するために本当様々な手法をプ

ロジェクト委員会を通じながら検討していただい

ているかなというふうに考えているところです。

保護者についてもいろいろと文書回したり周知し

ていますし、さらにはやはり今全国的な部活動改

革が大きな課題というふうに捉えられておりまし

て、かなりニュース等でも取り上げられておりま

すから、相当関心が高まっているのではないかと

いうふうには今感じているところでございます。

そうしたことからもまずは目標に向かって、これ

国のほうの目標も設定されておりますので、我々

もそこと同様にまずは向かっていきたいというふ

うには考えているところでございますけれども、

なかなかそう簡単にはいかないなというふうにも

思っています。先ほどの答弁のほうでもお答えさ

せていただきましたけれども、競技団体との意見

交換会の中で皆さん子供たちのことを本当に考え

て、どうしていくことがよいかというふうな共通

の思いはすごく持っておられているのですが、で

はここからどうするのだというところがなかなか

競技団体の中でもやっぱりいろんなお考えがあり

まして、簡単に進んでいくことではないのかなと

いうふうに感じているところでございます。ただ、

そうしたいろんな意見をいただきながら、地域と

してこの課題に向けて取り組んでいく必要がある

というふうに考えておりますので、今議員からも

お話ありましたとおり、この後は競技団体、さら

には地域の方々、また保護者などにもいろいろと

令和４年１２月１４日（水曜日）第４回１２月定例会・第４号



－148－

参画いただきながら、ここは教育委員会のみなら

ず、スポーツ関係部局含めて庁内の中でも横断的

に、さらには地域としてこの問題に対してどのよ

うに関わっていくか、取り組んでいくかをやっぱ

りここは考えていく必要があるなということをこ

の間の競技団体の意見交換会を通じて切に思いま

したので、そこについてはそのような取組を庁内

の中でも進めさせていただきたいなというふうに

今思っているところでございますので、よろしく

お願いいたします。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

今御答弁いただきま〇３番（山崎真由美議員）

したように、競技団体の方からは意見交換の場を

設けていただいたということ、自分たちの意見を

しっかり出して、その後考える場についての高い

評価は伝わってきております。なかなかそういう

場があるようでなかったということの受け止めを

私自身はさせていただいたところですが、結局保

護者というところの世代は当然若い世代の方が多

いわけでして、競技団体を担ってくださっている

世代は、名寄市内においては区分けでいえば高齢

者に当たる方たちが本当に国内、全国大会、そし

て世界大会にもつながっていくほどの人材育成に

携わってくださっています。その方たちにしっか

り今名寄市が取り組もうとしている内容を分かっ

ていただく。そして、その方たちの活躍の場、後

期計画、生涯活躍プロジェクトも入ってきました

ので、活躍していただける場を提供する、活用し

ていただく、その考え方は本当に子供たちの部活

動改革というだけではなく、地域のまちづくりに

もつながってくるところだと思っておりますので、

その部分は今教育部長から御答弁いただきました

内容を進めていただきたいと思います。

ここで改めて確認させていただきますが、この

部活動改革、運動部に関わった考え方でいらっし

ゃるのかどうか。文化系の部活動ももちろんあり

ます。その点ちょっと確認をさせてください。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

現在は、どちらかと〇教育部長（木村 睦君）

いうとこの改革が運動部関係の部活動が先行して

おりましたので、この間の競技団体との意見交換

会もまずは運動部の部活動を先行させて意見交換

会させていただきましたけれども、当然文化部も

地域移行ということで示されておりますので、そ

こについては文化部のほうも進めていきたいとい

うふうに考えておりますので、よろしくお願いい

たします

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

文化部のほうに入る〇３番（山崎真由美議員）

のだと思うのですが、吹奏楽部の保護者からはや

はり同じぐらい大事に扱ってほしいという声が届

いています。部活動イコールアスリート育成では

ないのは当たり前のことでありますので、集まっ

てレクリエーションをするですとか、名寄東中学

校にはボランティア部という地域の福祉に関心を

持ちながら活動している子供たちもおりますので、

広い意味で今後つないでいただいて、令和８年を

目指していただきたいなと思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。

大項目２のほうに移らせていただきたいと思い

ます。すみません。もう一点部活動のほうで確認

させてください。広域連携のところです。先ほど

の合同部活動、拠点化ということでの部活動です

が、下川中学校との合同部活動もありました。大

きな大会に出場が決まったときに自治体の連携で

支援をする状況が生じたときにどんな考え方にな

るのか、そこを確認させてください。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

広域でチームを組ん〇教育部長（木村 睦君）

でいる者が大会に参加した場合の支援の仕方とい

うことでしょうか。

（「はい」と呼ぶ者あり）

まだ、例えば今回で〇教育部長（木村 睦君）

あれば名寄市と下川町が合同で組んでいるわけで

すけれども、当然そういうときにはまず名寄市的

には名寄市のほうには今うちの持っている支援策
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についてで支援のほうはさせていただきたいとい

うふうに考えておりますが、改めてそういう場合

になったときには、当然広域の部活動で組んでい

ますので、相手側の状況も確認させていただきな

がら対応策を考えていく必要があるかなというふ

うに思いますけれども、その場合臨機応変な対応

になるのかなというふうに思っておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

現段階では今の御答〇３番（山崎真由美議員）

弁でしかないなというふうに私も想像するのです

が、部活動とはちょっと離れますけれども、少年

団活動におきましてはもう名寄市内の少年団に下

川の子が入っている、士別市の子が入っている。

逆に名寄市内の子供たちが美深町の少年団に所属

して活動している。出ていくところによっては、

例えばクロスカントリーの状況では音威子府高校

に進学をしていった生徒もいます。そんな状況の

中で、やはり今後を想定した自治体間の担当者の

連携会議等については先んじて確認をしていただ

きたいなという気持ちがあるのですが、この点に

ついていかがでしょうか。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

少年団の話はちょっ〇教育部長（木村 睦君）

と置いておかさせてもらうのですけれども、部活

動については本当に今、部活動改革に対しなので

すけれども、大きな課題として大会の在り方とい

うのがすごく大きな課題というか、問題というか、

になっています。これは、今すごく揺れ動いてい

るという言い方ないのかもしれませんけれども、

特に中体連の在り方が今すごくどういうふうにな

るかによって部活動改革の、いわゆる今までは中

学校単位で出ていた部活動、中学校単位で出てい

たのですけれども、競技団体でも出られるとか出

られないとか、ちょっとその辺の大会の在り方と

いうところが今非常に問題、課題になっていると

ころでございます。この辺の少し状況を見極めな

がら今後これからの部活動改革についても当然こ

れ研究していかなければなりませんし、意見交換

会の中でもそこの大会の在り方について本当に競

技団体の皆さんからも大きな、どうなっているの

だということで、すごくいろんな御意見が出まし

た。本当に大会というのは子供たちの成果を上げ

るときの発表の場であるし、モチベーションの場

でもありますので、そういった面からも大会の動

向が少し、状況見極めながら考えていく必要がや

っぱりここはあるのかなというふうに思っていま

す。ちょっと広域連携の話になるのですけれども、

どの地域の皆様方も部活動改革についてはやはり

大きな課題だとして捉えていまして、様々な教育

委員会の中の会議の中においても部活動改革につ

いてどうなっていますかみたいな提案とか意見交

換会が結構あるものですから、そういったところ、

そういった機会を通じながら今回のような事例に

ついて少し協議する場があれば、話していきたい

なというふうに考えておりますので、御理解のほ

うよろしくお願いいたします。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

北海道が主催される〇３番（山崎真由美議員）

研修会等に出ていきましても、やはり今教育部長

がお話しされた中体連の在り方、そういうところ

からの見通しの、現時点ではまだつかみ切れない

ところの困難さが話題になっておりますけれども、

それぞれの自治体の一番実態を知っていらっしゃ

る方たちに状況を話し合っていただくところから、

現場のほうから仕組みをつくり上げていくという

ことも非常に大事かなと思っております。先日も

ちょっとお話しさせていただいた北海道の担当者

の方、やっぱり現場の声をまず聞きたいのだとお

っしゃっていました。それによって国から道に下

りてくる、道から各自治体へという予算づけにつ

いても具体的なものが見通せるというお話をされ

ておりましたので、ぜひ近隣の市町村にお声かけ

いただいて、担当者の実態交流から進めていただ

ければなというふうに思っておりますので、あま

り時間はないと思います。よろしくお願いしたい
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と思います。

それでは、大項目２のほうに移らせていただき

ます。小項目１と小項目２は関連している部分あ

りますので、併せて再度質問させていただきます

が、先ほど現時点で名寄市で取り組まれている、

取り組んでいただいております事例について、事

業等について御説明いただきました。その中で利

用されている実態については、実数等細かい数字

は結構でありますけれども、利用されている状況

はどの程度担当部長は評価されておりますでしょ

うか。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

先ほど御紹介さ〇健康福祉部長（馬場義人君）

せていただいたサービスの実態としてどういうふ

うに評価しているかということでしょうか。先ほ

ど議員からも生命維持に直接結びつく移動に必要

な支援というような御質問だったかというふうに

思いますが、そういった意味で外出支援サービス

につきましては移動が一般交通機関に乗車したり

することが困難な方々に対して、市の移送車を委

託している、社会福祉協議会さんのほうに委託し

て、対象になる方について移送させていただいて

おりますので、一定対象になる方についてはそこ

で対応させていただいているのかなというふうに

理解をさせていただいています。ただ、基本的に

は事前登録制で、対象者も一定基準は決めさせて

いただいておりますので、誰でもオーケーという

ことにはちょっとならないというふうに思ってお

りますが、一定の方についてはそこの対応させて

いただいているというふうに思っておりますし、

買物支援につきましてもいろんな介護保険だとか

障がい福祉のサービスの中で必要な方については

買物支援ということの形で必要な物品を訪問介護

員が購入してお届けするというか、日常生活支援

の中で、サービスとして提供するというようなこ

とを行わさせていただいておりますので、一定の

内容については行わさせていただいているという

ふうに思っております。

以上です。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

対象になる方という〇３番（山崎真由美議員）

言葉がありました。その方たちへの対応について

しっかりやっていただいているということは受け

止めさせていただいております。潜在的に次に対

象になりそうな方という捉え方は、どんな捉え方

をされておりますでしょうか。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

かなり幅広いか〇健康福祉部長（馬場義人君）

というふうに思いますが、要介護状態になり得る

可能性のある方々というふうになるのかなという

ふうには思っております。ただ、議員もよくお知

りだと思うのですけれども、例えば要介護状態に

なった方々についても、ケアマネジャーの方々に

つきましては基本的に自立支援を目標にいろんな

ケアプランを組まれているというふうに理解をさ

せていただいております。もちろんできないこと

のサービスを補うためのサービスというのももち

ろんあるのですけれども、要介護状態になって、

バス停まで歩くことがちょっと困難だだとか、近

くのお店屋さんまで歩くことが困難だといった場

合についてヘルパーさんと一緒にお店屋さんまで

一緒に行って、買物に必要な支援を入れていくこ

とで例えばそこの中でアセスメントをして、必要

に応じて訪問リハビリテーションだとかで段差だ

とか歩く内容だとかを理学療法士やリハビリの方

々に評価をしていただいて、必要な装具だとか必

要な福祉用具だとかを介護保険のサービスの中で

使っていただいて、例えばサービスを入れなくて

も御自身で福祉用具とかを使われて、必要な買物

に行くだとか通院に行くだとかということを目的、

目標にして使われている方もたくさんいらっしゃ

るというふうにお聞きしていますし、そういうふ

うな視点でケアプランを組まれているということ

もケアマネジャーさんから教えていただいている

実態もありますので、私としてはもちろん補うサ

ービス、足りない部分を補っていくことが継続す
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るという方々については先ほど申し上げました２

つのサービスとして継続していかなければならな

いかなというふうに思っておりますが、一方では

そういう必要になった方については一つのサービ

スを入れることでできないことをできるに変えて、

用具とか入れながら御自身で自立していくという

ようなことの視点も必要かなというふうに思って

おります。ちょっと答えになっているかどうか分

かりませんが、以上でございます。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

部長の立場で現場の〇３番（山崎真由美議員）

ケアマネさんとのやり取りもしっかりしていただ

いているということを確認させていただいたと思

います。全部の方を行政が受け止めるということ

は当然できないと思っておりますので、そこは御

自身でというところの発信が大事になってくると

思うのですが、特に小項目１に関わっての運転免

許返納については、介護状態には至っていないの

ですが、どうしても手放すことで行動範囲が狭め

られる。特に北海道、買物に行くのも遠いですの

で、そういうところで困り感があるという方たち

もいらっしゃいます。もっと、この言い方は不適

切かもしれませんが、介護の状態になったときに

この方に頼ればいいと、私自身がそういうふうに

なったときに見通しがはっきり持てる状態になっ

たらむしろ安心できる部分があるのかなと私自身

は思ってしまうのですが、そうではないところで

高齢にはなってきているけれども、自分で頑張ら

なければいけない、でも不安が大きいというその

層の方たちという言い方をさせていただきますが、

その方たちへの支援ということについてどのよう

なサービス提供ができるのかなということをちょ

っと考えているわけです。それで、返納された後、

運転免許証を返納する方ともともと運転免許証を

持っていない方との違いはあってはいけませんの

で、そこでの判断、難しさはあると思いますが、

高齢になった方で介護は必要ではないけれども、

公共の乗り物を使っての移動が難しいというとき

に、来年度からの公共交通の実証実験の少し早い

時期、もしくはできれば今年度、令和４年度中に

何らかの実証実験を行うことで皆さんの現状把握

がアンケート調査よりもより進むのではないかと

思っているのですが、その点に関して、予算も関

わることですから、これは市長にお伺いしてよろ

しいでしょうか。生涯活躍プロジェクトにもつな

がっていくところであると思いますので、高齢の

方たちが地域の中で活躍する環境を整えるという

ことで、石橋部長がお答えいただけるそうですの

で、その点についてのお考えを伺わせてください。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

すみません。ま〇総合政策部長（石橋 毅君）

ず、私のほうから１つお答えさせていただければ

と思います。

公共交通というワードが出てきたものですから、

公共交通のイメージというか、整理の仕方として、

今御提案、御意見いただいている部分については、

大切なことがそこの原因、それからそのサービス

の目的というのをまず明確化していく作業が大切

だろうというふうに思っています。公共交通と一

緒くたに言っても、公共交通の活性化協議会で議

論しているいわゆる市内の公共交通網というのは

非常に重要な幹線の部分をしっかり回すと。そこ

の路線をどういう形が一番ベストなのかというと

ころを議論していただく。では次に、先ほどお隣

町のお話もありましたけれども、そういった部分

でいうと、あれは目的でいうと例えば子育て支援

という部分での目的なのだろうというふうに思い

ます。今お話しいただいていた部分については、

公共交通と個人交通と区分的にいうと２つあると

思うのですけれども、公共交通というよりはどち

らかというと個人交通、御自宅までというイメー

ジなのかなというふうに思っていますが、そうな

ったときに現状市内を見るとやっぱりハイヤー、

タクシー事業者というのを実際に営業していただ

いている。こういった方たちとのすみ分けという

ところ、そこもしっかりつくっていかなければな
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らない。目的が高齢者の買物支援ということであ

れば、これはそういったサービスは具体的に可能

なのかもしれない。ただ、そのときに現状ある民

間事業者で提供しているタクシーを活用したとき

に金銭的に厳しくて乗れないということであれば、

これは生活支援になる。そこの目的をしっかり整

理した上で公共交通という位置づけになるのか、

幹線として公共交通があって、目的のサービスを

ぶら下げる形で構築していくのかというところを

しっかり議論していかなければならないかなと思

っていますので、議員からお話しいただいている

のは本当に住みよいまちをつくるための提案、我

々もそこ全力で応えていきたいと思っていますの

で、そういった意味ではそういった原因、目的、

しっかり分析しながら何が一番いいのかというと

ころをしっかり落とし込んでいければなというふ

うに思っていますので、よろしくお願いいたしま

す。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

石橋部長から整理し〇３番（山崎真由美議員）

ていただいて、話がしやすくなりました。個人交

通の部分でやはり必要があるということを申し上

げているところでありますが、今石橋部長から見

通しについても話していただきましたので、今後

につないでいただけるところを期待しながら見守

りを続けさせていただきたいと思います。

小項目３のごみ出し支援についてでありますが、

以前からヘルパーさんによるごみ出し支援の実態

については、部長のところにも伺って、状況を伺

わせていただいておりました。思ったほど利用が

なかったときもあったり、その後利用が頻繁にさ

れるようになったりということも伺っているので

すけれども、要介護者ではない、本当に遠くてご

みが出せないという方たちが風連の中にいらっし

ゃるのです。町内会でアンケート調査もされてい

るということですが、これ風連地区を一まとめに

して、風連地区はステーション方式ですというふ

うに判断をすることが厳しい時期に来ているので

はないかなというふうに思うのです。その点に関

していかがでしょうか。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

先ほども答弁させて〇市民部長（廣嶋淳一君）

いただきましたが、風連地区では今町内会連合会

のほうでアンケートを行っておりまして、ステー

ション方式のメリット、デメリットだったりだと

か、個別によるメリット、デメリット、先ほど答

弁もさせていただきましたけれども、言われまし

たように、ごみ出し支援サービスを受けられない

高齢者の方の利用の部分につきましては風連だけ

ではなくて、智恵文であったりとか、名寄市内も

郊外についてはステーション方式になっている部

分もありますので、名寄地区だけの問題ではない

というふうには捉えておりますので、今回風連の

ほうで今まとめているアンケートの結果踏まえて、

風連地区だけではなくて、全市的な形での状況が

反映できるような形で、そこは検討材料にしてい

きたいなと考えておりますので、風連地区だけで

はなくて、全市的な課題であるというのは認識し

ておりますので、御理解いただきたいと思います。

山崎議員。〇議長（東 千春議員）

名寄市全域を見渡し〇３番（山崎真由美議員）

た中で、地域ごとにということであると思います

ので、その点実態をしっかり吸い上げていただき

たいと思いますが、森町で触れ合い収集という形

で要介護者だけではない７５歳以上の高齢者世帯

のみの収集も取り組んでいて、併せて声かけをす

ることで見守りにつながる取組もされているので

す。その点について、今後介護が必要な方だけと

いうことではなく、進めていただきたいというこ

とを申し上げて、終わらせていただきます。

以上で山崎真由美議員〇議長（東 千春議員）

の質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０１分

再開 午後 １時００分
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休憩前に引き続き会議〇議長（東 千春議員）

を開きます。

多様性を包容する教育に関わって外１件を、富

岡達彦議員。

それでは、通告順に従〇１番（富岡達彦議員）

い、質問をしてまいります。

大項目１、多様性を包容する教育に関わって、

小項目１、インクルーシブ教育システムの構築に

ついて、１つ目、本市におけるインクルーシブ教

育システム構築についての基本理念について伺い

ます。

２つ目、教育行政執行方針に記されている特別

支援教育の推進について、切れ目のない支援体制

の整備を進めていく上で市立大学との連携、特別

支援教育コーディネーターの活動、特別支援連携

協議会の取組、育ちと学びの応援ファイル「すく

らむ」の活用実態などについて、これまでの取組

について伺います。

３つ目、本年４月２７日、文部科学省から出さ

れた通知では、特別支援学校、学級、通級教室な

どに在籍する生徒は週の半分以上は支援学級で学

ぶこととされています。実質的な分離特別支援教

育促進の通知とも受け取れますが、インクルーシ

ブ教育推進との矛盾について教育委員会は今後ど

のように対応されていくのかについて考え方を伺

います。国連の障害者権利委員会から週の半分以

上を支援学級で過ごすことの通知の撤回の勧告を

受けている状況であります。

４つ目、ＳＤＧｓ、持続可能な開発目標の全体

テーマである誰一人取り残さないという基本指針

にのっとり、特別支援の子供だけではなく、誰一

人取り残されないインクルーシブな教育システム

の構築の在り方について教育委員会の考え方を伺

います。

小項目２、包括的性教育について。基本的人権

を学ぶ上でも学校での性教育は子供たち一人一人

の人権を保障するために重要な教育であると認識

しますが、本市の義務教育における性教育に対す

る教育委員会の考え方について伺います。

２つ目、現行の学習指導要領では、性交や妊娠

の経過については取り扱わないという歯止め規定

が設けられておりますが、本市の性教育指導では

どのように取り扱っているのかについて伺います。

３つ目、ユネスコから２０１８年に改訂版が出

された国際セクシュアリティ教育ガイダンスには、

８つのキーコンセプトが示されています。包括的

性教育の実践には欠かせないガイダンスだと思い

ますが、能動的な学習プロセスにしていくために

どのように活用されているのかについて伺います。

４つ目、２０２３年度から命の安全教育が本格

的に導入をされてまいります。包括的性教育と併

せて性暴力や性犯罪、性虐待、デートＤＶ、ＳＮ

Ｓ性被害などから身を守り、また加害者や傍観者

にならないためにも大切な教育に位置づけられて

いると思いますが、どのように推進していくかに

ついて伺います。

小項目３、性の多様性教育と教職員の研修につ

いて。昨年の一般質問でも申し上げましたが、性

指向、性自認、性表現を示すＳＯＧＩＥは、全て

の人に関わることです。日頃の自身のセクシュア

リティーを意識していない人もＬＧＢＴＱなどの

セクシュアルマイノリティーの人もみんな同じＳ

ＯＧＩＥの大きな枠組みの中に存在をしています。

全市民に係るＳＯＧＩＥを人権教育や男女平等の

観点を含め子供たちの包括的性教育の中でどのよ

うに位置づけていくのかについて伺います。

２つ目、行政職員や教職員、保育士、看護師、

保健師などの学習やスキルアップにつながる研修

について専門的な見地を有する方によるトークイ

ベントやシンポジウムなどを組み合わせた連続プ

ログラムを行っていただくことが有効だというふ

うに考えますが、それについての見解をお知らせ

ください。

大項目２、パートナーシップ宣誓制度、ファミ

リーシップ宣誓制度の導入に関わって、小項目１、

制度導入に向けた検討状況について。昨年の第４
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回定例会の一般質問での御答弁では、現状本市に

おいては性的マイノリティーに関する正しい理解

と認識など、まだ導入に向けた熟度が高まってい

る状況ではないと考えており、検討を進める考え

には至っておりませんが、今後も国や自治体の動

向に注意してまいりたいという御答弁をいただい

ております。１年が経過して、全国では１１月１

日現在、２４５自治体が制度の導入をしておりま

す。人口カバー率は６０％に達しています。道内

では、札幌市、函館市、北見市、江別市が導入を

しています。１２月１日には、帯広市が導入をい

たしました。また、苫小牧市、小樽市が導入に向

けた調整に入っております。また、旭川市が検討

に入る方向で動き始めております。ダイバーシテ

ィーインクルージョンが世界先進的な潮流になっ

ている今、学校でのインクルーシブ教育も進んで

きています。少数者の問題は、翻って多数者の問

題でもあります。それらに鑑みますと、パートナ

ーシップ宣誓制度、ファミリーシップ宣誓制度導

入への検討に入る必要があると認識いたしますが、

現時点での本市の見解について伺います。

以上、この場からの質問といたします。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

富岡議員からは、大〇教育部長（木村 睦君）

項目で２点について御質問いただきました。大項

目１については私から、大項目２については市民

部長からの答弁となりますので、よろしくお願い

いたします。

初めに、大項目１、多様性を包容する教育に関

わって、小項目１、インクルーシブ教育システム

の構築について申し上げます。まず、本市におけ

るインクルーシブ教育システムの構築についての

基本理念についてでありますが、学校においては

障がいのある子供が地域社会の中で積極的に活動

し、その一員として豊かに生きるため一人一人の

教育的ニーズに応じた指導や支援を行うとともに、

障がいのある子供と障がいのない子供が可能な限

り共に学ぶインクルーシブ教育システムを構築す

ることが求められており、本市においてもこの理

念の下、取組を進めているところです。インクル

ーシブ教育システムを構築するためには、障がい

のある子供と障がいのない子供ができるだけ同じ

場で共に学ぶことができるよう合理的配慮の提供

とそのための基礎的環境を整備する必要がありま

す。このため、本市では学校の基礎的環境整備の

充実を図るため特別支援教育学習支援員や看護師、

生活支援員の配置やエレベーター、階段昇降機等

の設置など、一人一人の障がいの状態に応じた教

育環境の整備に努めております。また、学校では、

一人一人の教育的ニーズに応じた指導や支援の充

実を図るため特別支援教育コーディネーターを配

置し、個別の教育支援計画や個別の指導計画を作

成するとともに、関係機関等と連携した取組を推

進しております。さらに、教職員の合理的配慮や

基礎的環境整備等に係る理解を深めるため、名寄

市特別支援連携協議会や特別支援教育専門家チー

ムを組織し、特別支援教育で大切にしたい事柄を

取り上げた研修会の実施や学校を直接訪問しての

指導、助言などを行っております。教育委員会と

いたしましては、今後とも本市の児童生徒や学校

の実態等を踏まえ、インクルーシブ教育支援シス

テムの理念の実現に努めてまいりたいと考えてお

ります。

次に、特別支援教育の切れ目のない支援体制の

整備に係るこれまでの取組についてでありますが、

まず市立大学との連携については、名寄市立大学

の先生に特別支援連携協議会や特別支援教育専門

家チームの委員として中心的な役割を担っていた

だいており、特別支援教育の推進に向け連携協力

体制の構築が図られております。特別支援教育コ

ーディネーターの活動については、各学校に配置

されている特別支援教育コーディネーターは、校

内の教職員や外部の関係機関と連携を図りながら

連絡調整を行ったり、保護者等の相談の窓口、担

任等への支援等といった役割を担っております。

具体的な活動として、校内の教職員や関係機関と
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情報交換をすることや保護者からの相談に応じ、

保護者の気持ちを受け止めながら理解や協力を求

めること、担任等の教員に具体的な支援方法等に

ついて助言することなど、校内の支援体制の充実

に向けた活動を行っております。特別支援連携協

議会の取組については、名寄市立大学の先生を講

師に迎え、特別支援教育に係る支援や指導、保護

者の支援方法などについて研修会を開催し、児童

生徒一人一人の困り感に応じた適切な支援の在り

方について理解を深めております。また、特別支

援教育専門家チームでは、各学校からの要請を受

け、当該学校の教員等に対し学習環境や指導方法

等に関する指導、助言を行う巡回相談を随時実施

しております。名寄版個別の教育支援計画「すく

らむ」の活用実態については、小学校入学時の各

学校の入学説明会において内容や活用の仕方など

を説明し、特別支援教育への理解と「すくらむ」

の利用の促進を図っております。

次に、インクルーシブ教育推進との矛盾につい

てでありますが、本年８月２２日から２３日に国

連において障害者権利条約の対日審査が行われ、

９月９日に国連の障害者権利委員会から総括所見

の公表があり、障がいのある子供の教育について

個々の教育上の要請を満たす合理的配慮の保障や

インクルーシブ教育に関する研修の確実な実施な

どについて勧告があり、これに対し、文部科学大

臣は多様な学びの場で行われている特別支援教育

を中止することは考えていないが、引き続き勧告

の趣旨を踏まえてインクルーシブ教育システムの

推進に努める旨の発言を行ったと承知しておりま

す。本市における特別支援教育については、公教

育の立場から国の法令等に基づいて行う必要があ

り、各学校には学習指導要領等にのっとり適切な

教育課程を編成するよう指導しております。した

がいまして、今後も引き続き関係する法令等に基

づき対応する考えであり、国の動向を注視しなが

ら個々の児童生徒の状況を踏まえ、適切に対応し

てまいりたいと考えております。

次に、ＳＤＧｓの基本指針にのっとり、誰一人

取り残されないインクルーシブな教育システムの

構築の在り方についてでありますが、本市はこれ

までも誰一人取り残さない教育のため児童生徒一

人一人の資質、能力をより一層確実に育むため、

切れ目のない支援体制の充実に努めております。

例として、特別支援教育の対象の児童生徒だけで

はなく、教室に気になる児童生徒がいれば、どの

ような個に応じた支援が必要か、適切かなど、特

別支援教育専門家チームからアドバイスをいただ

き、各学校において個に応じた指導や支援を行っ

てきております。また、各学校では、生徒指導事

例研修会等を適宜実施し、気になる児童生徒につ

いての学習面や生活面での情報を共有し、全教職

員で見守り、適切な支援に努めてきております。

今後においても、本市の子供たちが誰一人取り残

されることなく健やかに成長していけるよう切れ

目のない支援体制のさらなる充実などを通して、

障がいのある子供と障がいのない子供が可能な限

り共に学ぶインクルーシブ教育システムの理念が

具体化できるよう取り組んでまいります。

次に、小項目２、包括的性教育についてお答え

いたします。まず初めに、義務教育における性教

育に対する考え方についてでありますが、学校に

おける性に関する指導は学習指導要領に基づき児

童生徒が性に関して正しく理解し、適切に行動を

取れるようにすることを目的に、体育科、保健体

育科や特別活動をはじめ、学校教育活動全体を通

じて指導しております。指導に当たっては、学習

指導要領に示されている発達の段階を踏まえるこ

と、学校全体で共通理解を図ること、保護者の理

解を得ることなどに配慮すること、事前に集団で

一律に指導する内容と個々の児童生徒の状況等に

応じ個別に指導する内容を区別しておくことなど、

計画性を持って実施しているところです。また、

中学校保健体育の学習指導要領の内容の取扱いで

は、妊娠や出産が可能となるような成熟が始まる

という観点から受精、妊娠を取り扱うものとし、
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妊娠の経過は取り扱わないものとする、また身体

の機能の成熟とともに性衝動が生じたり、異性へ

の関心が高まったりすることなどから、異性の尊

重、情報への適切な対処や行動の選択が必要とな

ることについて取り扱うものとすると示されてお

り、各中学校では学習指導要領にのっとり、保健

体育の授業において計画的かつ適切に指導してお

ります。

次に、包括的性教育と命の安全教育についてで

ありますが、包括的性教育については平成２１年

にユネスコなどが作成した国際セクシュアリティ

教育ガイダンスの中で使用され、身体的な仕組み

の知識の教育だけではなく、人権や人間関係、性

の多様性、ジェンダー平等、幸福など幅広いテー

マを含めた包括的な性教育が必要であるという考

え方であると理解しているところです。公の立場

から行う本市の学校教育においては、国が示す学

習指導要領等にのっとって行う必要があると考え

ており、人権や性に関することなどについては、

学習指導要領を踏まえ、各教科等の指導を中心に

教育活動全体を通じて小学校低学年から発達段階

に応じた適切な指導を行っているところです。教

育委員会といたしましては、今後も国や道の動向

を注視しながら各学校において適切な指導が行わ

れるよう指導、助言していく考えでおります。

また、命の安全教育については、令和２年６月

に性犯罪、性暴力対策強化のための関係府省会議

において決定された性犯罪、性暴力対策の強化の

方針を踏まえ、文部科学省では全国の学校におい

て推進することとしたものであります。子供たち

が性暴力の加害者、被害者、傍観者にならないよ

うにするため命の貴さを学び、性暴力の根底にあ

る誤った認識や行動、また性暴力が及ぼす影響な

どを正しく理解した上で、命を大切にする考えや

自分や相手一人一人を尊重する態度等を発達段階

に応じて身につけることを目指しています。この

ため、文部科学省では教材及び指導の手引を作成

し、各学校の判断により教育課程内外の様々な活

動を通じて本教材を活用し、命の安全教育の趣旨

を踏まえた教育、啓発の強化等に取り組むよう各

教育委員会に協力を求めているところです。名寄

市教育委員会におきましては、国の取組を踏まえ

各学校にこれらの教材や手引を活用して適切な指

導に努めていただくようお願いするとともに、全

ての教職員に当事者意識を醸成するため、学校に

おけるコンプライアンスの一層の推進を図り、児

童相談所や警察など性犯罪、性暴力に知見のある

関係機関等と連携を図りながら、命の安全教育の

推進に努めてまいります。

次に、小項目３、性の多様性教育と教職員の研

修についてお答えいたします。先ほども述べたと

おり、公の立場にある学校教育においては、学習

指導要領にのっとって教育活動を進めているとこ

ろであり、人権の尊重、性の多様性を表現するＳ

ＯＧＩＥの考え方については、人権や性に関する

指導として学校全体で共通理解を図りながら、社

会科や家庭科、また道徳や特別活動等の教科等を

中心に学校教育全体を通じて児童生徒の発達の段

階や実態を踏まえ、保護者や地域の理解を得なが

ら取り組んでおります。教職員に対する研修につ

いては、教職員が人権尊重の精神と命に対する畏

敬の念を持って子供たちの指導に当たることがで

きるよう、日常の打合せや職員会議など様々な機

会を通じて校長、教頭が指導しておりますし、教

育委員会では北海道作成の性の在り方の多様性を

理解し、認め合う職場づくりのためのにじいろガ

イドブックなどを各学校に配付、周知するなどし

て啓発に努めているところです。今後も教職員に

対してはこうした資料や様々な機会を通して人権

や性に関して正しい理解が図られ、子供たちに適

切な指導ができるよう取り組んでまいりたいと考

えております。本市の職員などに対する研修につ

いては、外部講師を迎えての性の多様性をテーマ

とした研修は実施しておりませんが、職員には多

様性についての基本的な知識の習得と、意識の醸

成が重要と考えており、今後は北海道市町村職員
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研修センターで実施の性の多様性を含むダイバー

シティーに関する講習などへの参加を促してまい

りたいと考えております。また、職員の意識の醸

成には社会的な意識や機運の高まりも重要と考え

ておりますので、国の取組などにも注視してまい

りたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

私からは大項目２、〇市民部長（廣嶋淳一君）

パートナーシップ制度、ファミリーシップ制度導

入に関わって、小項目１、制度導入に向けた検討

状況についてお答えいたします。

パートナーシップ制度の導入状況について最新

情報を公開しております団体のホームページ状況

によりますと、１１月３０日現在で全国１，７５

７自治体中２４２自治体で制度が導入されている

ものと承知しております。また、ファミリーシッ

プ制度については、７月末現在で３０自治体で導

入しているほか、１２自治体ではパートナーシッ

プ制度において希望すれば子の名前を記載できる

内容を盛り込んでいるものと承知しております。

本市におきましては、昨年の第４回定例会でお答

えしましたとおり、性的マイノリティーに関する

正しい認識や理解を広げることや関連した悩みを

持つ方の相談窓口を周知することを目的に周知の

ポスターを市公共施設や小学校から大学までの学

校施設への掲示や市ホームページに相談窓口の掲

載を行っているところでございます。パートナー

シップ制度につきましては、市の方向性は昨年度

と同じく、制度を設ける考えには至っておりませ

んが、引き続き人権の視点で性的マイノリティー

についての理解拡大に向けた周知等に努めてまい

ります。

以上、私からの答弁といたします。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

それぞれ御答弁をいた〇１番（富岡達彦議員）

だきました。再質問、順序を変えて、大項目２の

ほうからちょっと先に進めさせていただきたいか

なというふうに思っております。

様々な検討、取組等、いろいろ庁内でも考えら

れているのかなというふうに認識しているところ

でございますけれども、総合計画の後期計画の重

点プロジェクトに加えられた生涯活躍プロジェク

ト、こちらのほうには年齢や国籍、性別、障がい

のあるなしにかかわらず地域の担い手として参画

し、それぞれのライフスタイルに応じた役割や生

きがいを持つとともに、生涯健康で活躍できる環

境づくりに取り組むとあります。今や多様な人た

ちの能力が認められて、この名寄の地で発揮して

いくこと、そういったことを推進していく上でも

自治体にパートナーシップ制度、あるいはファミ

リーシップ制度があるかないかというのは、その

自治体の多様性の理解度だとか認知度をはかる指

標の一つになっているのかなというふうに考える

ところなのですけれども、この制度の導入に関し

て、名寄市がセクシュアルマイノリティーのみな

らず、広く多様性を包摂しながら全ての人の人権、

尊厳を尊重するまちであるという、この大きなメ

ッセージ性を含めたものを市の内外にアピールし

ていくということは、非常に大きな意義のあるも

のだというふうに思っておりますし、今後進めら

れていく総合計画後期計画、一層の厚みの出るも

のではないかなというふうに考えるところですけ

れども、それについての御見解をお聞かせいただ

ければと。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

先日の総合計画の中〇市民部長（廣嶋淳一君）

でも、人権の関係ですとか男女共同参画の中でも

答弁させていただきましたが、ＳＤＧｓの目標の

一つであるジェンダー平等実現と同様に多様性の

部分含めて誰一人取り残されないというか、まち

づくりに取り組めるような状況をつくっていくと

いうことが求められてくるというふうに考えてお

ります。議員おっしゃるとおり、制度化されてい

るところが年々増えてきているというところで、

全国的にはこの制度の認知度というのがすごく上
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がってきているということと、それぞれ皆さんも

こういった制度があるということでの熟度も上が

ってきているのかなというふうに考えております。

実際にこの制度を実施するに当たっては、様々な

行政手続ができるようになるということで、自治

体によっては例えば公営住宅の入居の関係であっ

たり、様々な窓口での手続が可能になるというこ

とで、自治体によってはそれぞれの自治サービス、

そこそこの自治体によってできる、できないもの

というのがありますけれども、そこも含めて今後、

まだ検討には至っていないのですけれども、以前

のどういった制度を実施しているところ、先進事

例、どういった形で内部での協議であったり、行

政サービス、どういったものを対象にしていくの

かというところも、ここ調査していっていかなけ

ればならないかなというふうに考えておりますし、

それの前提の上でどうしていくかというところも

今後決めていきたいなというふうに考えておりま

すが、現在ではまだ検討までは入っていないとい

うところですけれども、どういった形が望ましい

のか、制度を行うに当たってのそういった調査と

いうのは現在も進めておりますので、そこも含め

て進めていきたいなというふうに考えております。

以上です。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

様々な多角的な角度か〇１番（富岡達彦議員）

らいろいろと今見詰められながら考えられている

ということは伝わってくるところなのですけれど

も、実際現実問題として当事者、パートナーシッ

プですとかファミリーシップ制度を必要とされて

いる方々にしてみますと、何らかの理由で転出を

していかなければいけない、そういったときには

やっぱり制度のあるまちへ足を向ける、あるいは

制度のあるまちからあるまちへ引っ越しをされる

とかというようなことというのも私の耳にも届い

ているところでございます。パートナーシップ、

ファミリーシップ宣誓制度というのは法的根拠は

ないわけですけれども、これまで社会の中で一般

の人たちと同じようなものを享受できるというこ

とが本来あるべき公平な姿だと思うのですけれど

も、合理的な理由がないままに不平等な場面に据

え置かれて片づけられてしまったということもあ

るわけなのですけれども、やはり様々な制度が一

般市民と同様に当事者の方々が使えるということ

は、憲法が保障する基本的人権にものっとる部分

なのかなというふうにも考えるのですけれども、

その辺に関してどのように考えられますか。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

質問にもありました〇市民部長（廣嶋淳一君）

けれども、マジョリティーとマイノリティーとい

うことで、やはり多数派の意識が大きなものにな

っていて、マイノリティー、少数派の方の意見が

潰されるということはないのですけれども、そう

いうような状況を変えていくためにも、そういう

お互いに気遣ったり、思いやりの気持ちがやっぱ

り生まれてきて初めてお互いの権利が尊重し合え

るというような状況になると思いますので、この

ことを通じてそういったことをぜひ広く周知なり、

熟度を高めていくような形での取組に努めたいな

というふうに考えております。考え方としては、

そういう方向で進めたいなというふうに考えてお

ります。

以上です。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

積極的に考えていくの〇１番（富岡達彦議員）

であれば、もうそろそろ検討の段階に入ってもい

いのかなというふうに考えるところなのですけれ

ども、９月１４日付の北海道新聞、道営住宅入居

対象拡大へという記事がございました。それには

同性のカップルですとか、あるいは養護施設の退

所者を含めた人たち、そういう公営住宅というの

は低所得者の方々ですとかいろいろな困難のある

方に入居を多様化させていって、困窮者への対策

を拡充していくというような狙いがあるのだろう

というふうに思うのですけれども、来年からの運

用という話でございますけれども、実際の運用と
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いうのは市長に委ねられている部分があって、道

は自治体の意向を踏まえながら運用を進めるとい

うような話があります。その中で道営住宅のほう

の担当されている建設水道部のほうでは来年度の

道営住宅の入居希望者への対象拡大、これについ

てはどのような形で進められていく予定であるの

か、現時点での考え方があれば、お聞かせをいた

だきたいと思います。

東建設水道部長。〇議長（東 千春議員）

公営住宅におけ〇建設水道部長（東 聡男君）

るパートナーシップ制度の適用につきまして、今

議員おっしゃられましたとおり、道営住宅では現

在住宅確保要配慮者に対する入居条件の拡充に向

けて現在調整中であるというふうに伺ってござい

ます。令和５年２月の公募から４月の入居開始に

向けて現在のところ適用が開始となる見込みとい

うふうに私どもも伺っているところではございま

す。北海道の規定におきましても、そこそこの自

治体のパートナーシップ関係であることを証明す

る書類などにより関係性を確認できる場合につき

ましては入居者資格を有することを認めるという

ふうになってございますので、同性カップルに対

する行政施策、今のところ地方自治体での取組に

限定をされているものですから、公営住宅入居を

含めました各種行政サービスに対応させるために

はそこそこの自治体が公的に同性カップルを認め

るパートナーシップ制度を導入することが基本条

件になるというふうに思ってございます。したが

いまして、名寄市におきましても市営住宅入居資

格を有するためにはこの基本条件、パートナーシ

ップ制度の証明書ですか、が必要になってくると

いうふうに思っているところではございます。し

かしながら、議員おっしゃられましたとおり、公

営住宅の第一の目的である住宅困窮者、低額所得

者に対しての住宅供給という部分につきましては

基本路線は変えない形で、今後将来的にはこのよ

うな形で市営住宅が住宅セーフティーネットとし

ての役割を果たしていく必要性はあると思ってご

ざいますけれども、いかんせん道営住宅、公営住

宅、今のところこのパートナーシップ制度の証明

がないと入居できないという形に今私ども判断を

しているところでございます。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

今の段階では制度の導〇１番（富岡達彦議員）

入をされたような仕組みが出来上がった上での入

居という形で解釈をさせていただいていいのかな

というふうに思っていたところなのですけれども、

やはりそうなってきますと、せっかく北海道のほ

うが道営住宅の入居の対象というのを拡大してき

ているという状況にあって、名寄市も道営住宅あ

りますよね。今どれぐらい空き家ってあるのかと

いうのはすぐは分からないかなと思うのですけれ

ども、いずれにしましても入居を希望されている

方というものに対してせっかく北海道が門戸を広

げてきているという部分があるのであれば、それ

に応じていくような対応を取っていくことが恐ら

く行政に対して求められている部分なのではない

かなというふうに認識するのですけれども、その

辺についてはまた前向きに考えていっていただけ

ればなというふうに思っております。何か御回答

があれば、お聞かせをいただければと思いますけ

れども。

東建設水道部長。〇議長（東 千春議員）

今議員おっしゃ〇建設水道部長（東 聡男君）

るとおりだと思ってもございますけれども、一方

で私どもどうしても入居者の資格要件としてはや

っぱり条例に基づきまして、今のところでいうと

親族なり事実上婚姻関係にあるものというような

規定設けてございますので、ある程度そこの辺り

と同等の基準につきましては設けさせていただい

た中で今後の対応していくというところの部分で

の今考え方としてございますので、御理解いただ

ければと思います。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

今現在の段階ではそう〇１番（富岡達彦議員）

いう状況であるということは、理解させていただ
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きます。

ここでちょっと市長にお伺いをしたいというふ

うに思うのですけれども、制度の創設には条例を

制定するものですとか、あるいは要綱を定めてや

るというやり方があると思うのですけれども、条

例ですといろんな諸手続もろもろというのがある

のかなというふうに思いますけれども、要綱であ

れば市長の見解としてこれはやるべきであろうと

いうことを手を挙げて言っていただければ、要綱

でやるということもできるのだろうなというふう

に私は思うのです。というのも現実に要綱で導入

をされているという自治体というのも幾つもある

わけなのですけれども、もともと法的な拘束力等

はないというものでありますから、男女共同参画

条例の基本理念の中にひとつ掲げながら要綱で制

度を運用していくということも可能になるのかな

というふうに考えております。道営住宅の入居対

象の話も今のような回答であるわけですけれども、

これもいい契機になってくるのかなというふうに

も思います。道北では、旭川の今津市長がメディ

アあさひかわ１１月号の中で制度の導入を先延ば

しせずに、導入に向けて調査、検討を進めたい。

反対意見あるのも事実だが、市民の理解を得る努

力や環境整備に努めたいというふうに発信をされ

ています。その中で多様性を認めて、地域社会の

中で包摂していく姿勢というのを市の内外にメッ

セージをきちんと発信するということは、恐らく

デメリットよりもメリットのほうが大きいという

ふうに私は考えるのですけれども、その辺につい

て市長はどのようにお考えになるかお聞かせいた

だければと思います。

加藤市長。〇議長（東 千春議員）

今般の総合計画の議論の〇市長（加藤剛士君）

中でも生涯活躍ということで、名寄市における様

々な、外国人でありますとか障がいのある方です

とか、いろんなそうしたマイノリティーの方だと

か、全ての方がこの地域で自分らしく活躍してい

く、そうした社会の、地域の形成こそが力強いま

ちづくりにつながっていくものと思い、重点プロ

ジェクトに加えさせていただいたところでありま

す。この機運をいろんなところで高めていくとい

うことがまず重要だろうというふうに思っていま

して、様々な啓蒙啓発活動を今後も引き続きやっ

ていきたいというふうに思います。当然これだけ

パートナーシップ制度というのは自治体の中で取

り入れられてきているということでありますので、

引き続き研究はしていきたいというふうに思いま

す。一方で、私としてはやはり家族構成や戸籍に

関わる問題でありますので、ある意味ではここは

国がしっかりと法整備をしてやっていくというの

が基本だろうというふうに思っているのです。そ

こを見据えつつ、しかし自治体の中でそうしたマ

イノリティーの方々が不具合のあることが自治体

の中でも生じるということであれば、これはやっ

ぱり対応していかなければならないという問題だ

と思います。公営住宅の例を一つ出していただき

ましたけれども、そのほかにもどういった事案が

あるのかということもしっかりと見定めた上で引

き続き研究をしていき、必要だということであれ

ば、検討に入っていくということになろうかなと

いうふうに思います。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

ありがとうございます。〇１番（富岡達彦議員）

家族の問題、戸籍の問題等々、これは同性婚の問

題、あるいは選択制の夫婦別姓の問題等々もいろ

いろなところに波及していくる問題なのだろうな

というふうには思うのですけれども、制度を導入

している自治体の方にお話を……首長さんにもお

話伺ったのですけれども、制度をうちの自治体が

導入することによって都道府県や国に対してそう

いった考えを促していくという、前へ進めていく

ための一つの大きな原動力にもなっていくだろう

というようなことも含めて要綱で定めたり、ある

いは登録制度にしたりというようなところもある

のですけれども、何もこれは当事者の特別な権利

を要求しているわけではなくて、今まで法的な婚
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姻者とは同等でないにしても合理的理由なき不平

等を被っていたその部分を緩和するのと、やはり

憲法が保障する、あるいは名寄でいえば総合計画

の中でうたわれているような文言等々の中で置い

てきぼりになる少数者が少しでも救われるのであ

れば、本市が今後開いていくであろう未来、子供

たちの未来のあるべき姿にとってもやらない理由

はないのではないかなというふうに考えるところ

です。今ここで恐らく押し問答してもらちの明か

ない話になるのかなと思いますけれども、パート

ナーシップ制度、ファミリーシップ制度の導入に

向けて今後一層の取組を行っていただくことを強

くお願いをしておきたいなというふうに思います。

それでは、大項目１のほうに戻らせていただき

ます。インクルーシブ教育に関わってでございま

すけれども、子供たちの個性や特性を尊重しなが

ら一人一人の子供たちに寄り添い、それぞれに合

わせた最適化をされた学びの場を提供するために

インクルーシブ教育に多岐にわたる御努力をされ

ているということは、教育部長の答弁の中からも

うかがえたところでございます。インクルーシブ

教育は、さっきの話にも引っかかりますけれども、

ハード面、ソフト面も含めて障がいの有無にかか

わらず誰もが望めば合理的配慮の下、地域の普通

学級で学ぶということを表しているものという部

分もあるのかなというふうに思っております。そ

れには様々な御意見もあるでしょうし、今の特別

支援学級にいることで自己の肯定ができたりとか、

あるいはそういったところにいることによって学

校に通えているという子もいるのかもしれません。

また、逆の子供たちもいるのかなというふうにも

考えるところなのですけれども、それぞれに合わ

せた形でインクルーシブ教育の基本的ビジョン、

子供も保護者も教職員たちも誰もが生き生きと暮

らしていける共生社会の実現、そのための教育で

あるものというふうに私は認識するのですけれど

も、連携されている名寄市立大学のほうでも社会

保育学科の中でテーマを設定したこどもセミナー

というのを毎年やられております。就学前の児童

を対象にしたものになるのかなというふうに思う

のですけれども、その辺はやっぱり一連の連携と

いう形の中で幼保から小学校、中学校、高校、大

学というところに全て一連の流れとしてインクル

ーシブ教育というものを取り入れていく必要があ

るのかなというふうに思っています。昨年の１１

月に開催されたこどもセミナーのテーマが子供が

育つ社会、インクルーシブ保育の視点から考える

というのがございました。内容の詳細はさておい

て、市立大学の社会保育学科で毎年行われている

このこどもセミナー、これは短大時代から歴史の

ある取組であるというふうにも伺っております。

子供たちが健やかに育っていく上でも、本市の未

来に向けてこれは大切な取組だろうというふうに

も考えるところなのですけれども、その辺につい

て大学の事務局長はどのようにこれを捉えていら

っしゃるか、ちょっと一言お聞かせをいただけれ

ばと。

水間大学事務局長。〇議長（東 千春議員）

今御質問あ〇市立大学事務局長（水間 剛君）

りましたこどもセミナーについてですけれども、

今富岡議員からもお話がありましたように、社会

保育学科で毎年度行っているということです。こ

ちらの部分については大学の基本的な目的であり

ます教育や研究の成果を広く地域に還元するとい

うことも重要なのですけれども、このこどもセミ

ナーはうちの大学を卒業して、実際に現場の職場

で働いている卒業生などに対するリカレント教育

という性質もありまして、当然のことながらそれ

ぞれの卒業生がそれぞれの教員にいろんな自分の

現場で働いている部分の悩みやそういった相談が

あると思いますので、そこの部分を様々なテーマ

を取り上げて実際に教育の視点で行っているセミ

ナーということで、こちらの部分については、私

どものほうも社会保育学科が行っているこどもセ

ミナーの部分については、事務局というか、大学

全体としても支援していきたいということで考え
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ております。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

名寄市立大学リカレン〇１番（富岡達彦議員）

ト教育にも非常に力を入れているという話も伺っ

ておりますし、やはり現場で、実際にもう保育の

現場に出られている卒業生の方々といろいろ様々

情報を共有していくというのは非常に大事なのか

なというふうにも考えるところです。一頃みんな

違ってみんないいという言葉がありましたけれど

も、そこから一歩前進をさせていって、違いなが

らつながっていく子供たちという観点というのが

今後必要になってくるのかなというふうに思いま

す。幼保から小中高大と連携したインクルーシブ

システムの構築、連携というのが大事になってく

るのかなというふうにも思うのですけれども、後

期基本計画にも導入されたＳＤＧｓをはじめ、名

寄市が目指す共生社会の実現にはやはり共に学び、

共に生きるということが大事になってくるのかな

というふうに私は考えるところなのです。先日、

先月ですか、１１月１４日に学校の教職員組合の

ほうからインクルーシブ教育に関してセクシュア

ルマイノリティーの部分に関してのちょっと勉強

会の講師をやってくれと頼まれまして、１時間担

当させていただいたのですけれども、子供たちの

置かれている現状、様々ございます。その中でそ

れぞれの子供たちのニーズに対して子供たち抜き

ではなくて、子供たちを真ん中に据え置きながら

考えていくことというのが恐らく必要になってく

ると思いますし、来年から導入されるこども基本

法の中でもやはり子供の権利ですとか子供の意見

表明権というものが重要になってくるのかなとい

うふうに思うのですけれども、このインクルーシ

ブ教育、名寄の地域の中でさらに一歩踏み込んで

考えていくためには今後何をして、どういうふう

につかさどっていくということが必要なのかとい

うこと、よろしければ教育長のほうからお考えを

お聞かせをいただければと思います。

岸教育長。〇議長（東 千春議員）

インクルーシブ教育〇教育長（岸 小夜子君）

の名寄市としての今後の進め方ということでの私

の考えというふうに受け止めさせていただきまし

た。名寄市は、もともと教育都市宣言の中できち

んと幼稚園から大学まで連携して、そして豊かな

学びをして、生涯にわたって学び続ける、そうい

う人たちを育成していく、育てていくというか、

育むまちにしていくという考えでこれまでも取組

を進めてきているかというふうに思います。イン

クルーシブ教育の場合は、本当に障がいのある人

もない人も誰もが一人一人がきちんと違いを認め

合って、そして助け合いながら共に手を取り合っ

て生活していくというような基本的な考えがあろ

うかなというふうに思っておりますので、まずは

大事なことは、今すごく富岡議員から伺って、先

生方がそういう勉強を自主的にしてくださってい

るのだということが分かり、逆にうれしく思った

ところなのですが、そもそも学校教育においては

人権尊重の精神というのが大基盤で、それと生命

の尊厳、これを基盤にしながら教育をしていくわ

けですから、この基盤についてはきっちりと踏ま

えつつ、あとは先ほど話があったように、やはり

切れ目のない支援ということが大変大切であると

いうふうに思いますので、生まれてからずっと社

会に出た後もきちんと一人一人の名寄の市民の人

たちが自分らしさを発揮して生活、自立していけ

る、そうした環境を教育委員会であれば学校教育

と社会教育というサイドの中できちんとできるこ

とを考えていきたいなというふうに思います。そ

のためにもきちんと現状分析をして、今取り組ん

でいることが果たしていいのかどうかということ

をいま一度見直しながら、きちんといいものは続

けていきますし、変えなければならないところは

変えながら取組を進めていきたいというふうに考

えているところでございます。

以上でございます。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

ありがとうございます。〇１番（富岡達彦議員）
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とても熱意が伝わってまいったところであります

し、これまでも名寄市においては行政から現場、

学校、そして保護者、子供たちを含めた中で、子

供たちを真ん中に据え置きながらも取組というの

を恐らくされてきたのだろうなというようなこと

を感じ取ることができたわけなのですけれども、

大阪の大空小学校の、「みんなの学校」という映

画になった舞台の学校ございますよね。あそこの

初代の校長先生、木村泰子さんですか、がこのイ

ンクルーシブ教育も何もそもそも通常学級も特別

支援学級もないだろうというような話をされてお

りまして、学校というのは、あるいは地域社会と

いうのは子供たちが育っていく上で大きな風呂敷

で包み込んでいくような、そういう教育スタイル

が求められるのだろうというようなことを映画の

中からも先生の言葉の中からも受け取らせていた

だいたのですけれども、ぜひともそういった方向

に名寄のこれからのインクルーシブ教育、進んで

いっていただけたらありがたいなというふうに思

っております。

続いて、包括的性教育の部分に入りたいと思い

ますけれども、おっしゃられていることは非常に

よく分かるのですけれども、学習指導要領の歯止

め規定を超えて発展的な性教育を行っていくとい

うことになると、必ずどこかここかから寝た子を

起こすな的な話というのが出てくるというのも常

なのかなというふうにも思いますし、実際にそう

いう発信をしますと、そういった反応を示される

方というのもいらっしゃるのかなというふうに思

うのですけれども、情報の扱いとか指導要領にの

っとってやっていくというのは非常に大事なこと

なのかなとも思うのですけれども、ユネスコです

とか、あるいはＷＨＯが連携して行った調査によ

れば、適切な性教育は若者の性行動を早めるどこ

ろか、性行動をより慎重化させるという結果も出

ているということ、調べましたら出てまいりまし

た。学習指導要領というのは、おおよその教育内

容を定めた大綱的な基準であって、記載されてい

ない内容を子供たちに教えることが直ちに違法な

ことにはならないということが、２０１１年の東

京都七生養護学校心と体の学習裁判の中で東京高

等裁判所がそういう判決を下しているところであ

ります。もちろん思春期の子供たちということに

なりますと、一人一人が成長の過程も違いますし、

考え方も違うでしょうし、あるいは保護者の方々

もいろいろな思いを持たれているのだろうなとい

うふうにも思います。ただ、その中で一定の配慮

は必要ということは分かりつつも、自分と他者の

命を守り、育て合うという側面から包括的な性教

育というのが、大事なビジョンがそこに含まれて

いるのだろうというふうに思うわけですけれども、

その辺についての考え方についてお聞かせをいた

だければと思います。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

議員からは多種多様〇教育部長（木村 睦君）

なところで性に関する指導を行ってもというよう

な御意見だったのかもしれませんけれども、やは

り我々公教育におきましては、繰り返しになるか

もしれませんけれども、学校における性に関する

指導につきましては学習指導要領に基づきながら

児童生徒が性に関して正しく理解していただき、

適切に行動が取れるように、そういったことを目

的に体育ですとか保健体育科、特別活動をはじめ

学級教育活動全体を通じて指導させていただいて

おりますので、引き続きながら学習指導要領に基

づいて計画的に指導のほうに努めるよう各学校に

はお願いしてまいりたいというふうに思っており

ますので、御理解のほどよろしくお願いいたしま

す。

富岡議員。〇議長（東 千春議員）

教育の部分というのは、〇１番（富岡達彦議員）

本当に一言では片づけられない、同じ方向では定

められない、一方の物差しでは当てはまらないと

いう部分が多々あるのかなというふうにも思いま

す。今後とも一緒にいろいろと考えていくことが

できたらいいなというふうに考えておりますので、
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よろしくお願いしたいなというふうに思います。

インクルーシブ教育と申しますと、やっぱり学校

が民主主義を学ぶ場所であるのであれば、先生は

指導者ではなくて、支援者の立場であるべきだと

いうふうに私は考えます。その中であらゆる人た

ちの多様性を包容していくことができるかどうか

ということが名寄市が持続的な発展を目指してい

く上で、最適化を求めていく上でこれからすごく

インクルーシブの概念というのは重要なキーワー

ドになっていくものというふうに思います。その

辺を含めて考えていっていただくことを申し入れ

て、私の質問を終わらせていただきます。ありが

とうございました。

以上で富岡達彦議員の〇議長（東 千春議員）

質問を終わります。

福祉施策の推進についてを、遠藤隆男議員。

議長より御指名をいた〇８番（遠藤隆男議員）

だきましたので、通告順に従い、順次質問させて

いただきます。

大項目、福祉施策の推進について、小項目で３

点お伺いいたします。まず初めに、小項目の１、

地域共生社会について２点お伺いいたします。か

つては地域の相互扶助や家族同士の助け合いなど

地域、家庭、職場といった人々の生活の様々な場

面において支え合いの機能が存在し、社会保障制

度においては社会の様々な変化が生じる過程にお

いて高齢者、障がい者、子供などの対象ごとに、

また生活に必要な機能ごとに支援制度の整備と支

援の充実が図られ、人々の暮らしを支えてきまし

た。しかし、近年では高齢化や人口減少が進み、

暮らしにおける人と人とのつながりや支え合いの

意識が弱まってきていることからもこれらを再構

築することが求められ、様々な課題に対応するた

めにも社会保障や産業などの領域を超えたつなが

り、地域社会全体を支えていくことがこれまでに

も増して重要になっていると言われております。

地域共生社会とは、社会構造の変化や人々の暮ら

しの変化を踏まえ、制度分野ごとの縦割りや支え

手、受け手という関係を超えて地域住民や地域の

多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や

分野を超えつながることで、住民一人一人の暮ら

しと生きがい、地域を共につくっていく社会を目

指すものとあります。本市においても様々な同様

の課題もあり、平成２４年に第１期名寄市地域福

祉計画、令和４年度には第３期名寄市地域福祉計

画が策定され、計画の冒頭では地域の中でお互い

を支え合い、一人一人が生きがいを持って暮らし

ていける地域共生社会の実現を目指していかなけ

ればならないとあり、また基本目標には市民みん

なが安心して健やかに暮らせるまちづくりを掲げ

られ、住み慣れたこの地域で子供、高齢者、障が

い者などの全ての市民がお互いに支え合いながら、

自分らしく生きていくための自立と共生の地域づ

くりを目指していくとあります。そこで、１点目

に地域共生社会の実現に向けた本市のこれまでの

取組内容及び課題、また本市としては今後どのよ

うな地域共生社会の実現を目指し、どのように進

められていくのか、お考えをお伺いいたします。

次に、共生型サービスについてお伺いいたしま

す。共生型サービスは、介護保険サービス事業所

が障がい福祉サービスを提供しやすくする、また

障がい福祉サービス事業所が介護保険サービスを

提供しやすくすることを目的とした指定手続の特

例として平成３０年に設けられた制度であり、こ

の特例を活用し、同一事業所において介護保険サ

ービスと障がい福祉サービスの両方を提供するこ

とで、障がい者が６５歳以上になっても同一事業

所を継続利用できるようになり、高齢者、障がい

児、障がい者ともに利用できる事業所の選択肢も

増え、介護や障がいといった枠組みにとらわれず、

多様化、複雑化している福祉ニーズに臨機応変に

対応することもでき、また地域共生社会を推進す

るためのきっかけにもなり、人口減少社会にあっ

ても地域の実情に応じたサービス提供体制整備や

人材確保を行うことができるといったように各地

域で発生している課題の解決や掲げている目標の
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達成の一助となることも期待され、介護保険、障

がい福祉の両方のサービスに共生型サービスの仕

組みを導入することにより、高齢者、障がい者、

障がい児等の全ての人々に対し、暮らしと生きが

いをつくり、高め合う社会、地域共生社会の実現

と各地域に地域包括支援体制の構築を目指すもの

として施行されております。共生型サービスにつ

いては、将来の本市の地域共生社会の実現に向け

たさらなる推進へのきっかけとなり、今後必要と

される取組であると考えるところですが、本市の

共生型サービスへの考え方についてお伺いをいた

します。

次に、小項目の２、福祉的就労の拡充、農福連

携の広がりの推進についてお伺いいたします。農

福連携は、主に農業と障がい福祉が連携すること

により共生社会の推進を図るものであり、障がい

がある人にとっては特性を生かし、社会参画と役

割、居場所づくりを後押しし、農業分野において

は次世代の担い手づくりや遊休農地の活用、産業

の維持、発展につながる取組と言われております

が、農福連携は農業と福祉、障がい者の連携とい

う狭い意味で捉えられがちですが、農の向こうに

は農林水産業や６次産業などがあり、福の向こう

には障がい者だけではなく、高齢者、生活困窮者、

触法障がい者など社会的に生きづらさのある多様

な人々が包摂されております。２０１９年６月に

発信された農福連携等推進ビジョンでは、農福連

携を農業分野における障がい者の活躍促進の取組

にとどまらず、ユニバーサルな取組として農業だ

けでなく、様々な産業に分野を広げるとともに、

高齢者、生活困窮者、ひきこもりの状態にある者

等の就労、社会参画支援、犯罪、非行した者の立

ち直りの支援等にも対象を広げ、捉え直すことも

重要であると明記されております。農福連携は、

担い手不足が進む農業と就労の問題が課題となっ

ている障がい者を結びつけ、相互の課題解決を目

指すだけでなく、高齢者が農業に関わることにも

可能性が見いだされ、高齢者の農福連携の取組も

期待されています。また、高齢者が農作業をする

ことには様々な効果を期待ができるとされ、全身

を使って作業するためフレイルを防ぎ、健康寿命

の延伸にもつながることからも農業を福祉的、医

療的に活用する農福リハビリという取組も注目を

されております。農業活動には、農産物の生産に

より生活をしていくための農業、農産物を生産し、

対価を得るが、健康づくり、生きがいづくり、社

会参加などが目的となる緩やか農業、農産物を生

産し、健康づくり、生きがいづくり、社会参加、

リハビリテーション、レクリエーションなどが目

的となる農的活動の３つに分類されると思います

が、今後は生活の収入を得ることを目的とした農

業だけではなく、趣味や生きがいづくりなどとし

て農業を行ったり、あるいは農業を通じてレクリ

エーションやリハビリテーションなどにつなげる

高齢者による緩やか農業と農的活動の取組も重要

になってくるものと考えております。本市におい

ても農業者と障がいのある方や高齢者事業団の方

との農福連携、福祉事業所による農福連携は行っ

ておりますが、今後は農福連携の広がりの推進、

また地域共生社会の実現に向けた施策の一つとし

て障がい者と高齢者等が一緒に行える緩やか農業

や農的活動の取組も必要になってくると考えます

が、障がい者と高齢者等が一緒に行える緩やか農

業と農的活動について、本市の地域資源活用によ

る可能性を含めたお考えをお伺いいたします。

次に、小項目の３、子供・子育て支援について

２点お伺いいたします。まず初めに、障がいのあ

る子供及びその家族に対する交流支援について。

令和４年度版障害者白書では、身体障がい、知的

障がい、精神障がいの３区分における全国の１８

歳未満の身体、知的障がい児は２９．７万人とさ

れ、また近年の発達障がい児については診断を受

けている子供を含め発達障がい傾向にある子供の

数も増加傾向にあると言われております。障がい

のある子供を持つ保護者にとっては、障がい児を

育てる親ならではの不安や悩みを共有する場が少
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なく、特にコロナ禍でこれまで利用してきた支援

サービスが制限されたり、日常が途絶えたり、親

の負担と孤立はますます深刻化しているとも言わ

れております。また、障がいのある子供を持つ保

護者からは同じ境遇の家族同士で交流する場が少

ない、同じ環境の家族同士の気軽に交流できる場

を設置してほしい、同じ境遇の家族と気軽に交流

したい、子育てに関する不安を共有したいなどの

意見、要望等も多いと言われ、本市においても同

様の状況にあるのではないかと感じております。

本市においては、子ども・子育て支援事業計画、

子育て家庭が支えられるまちの項目にあるように、

子供たちとその保護者が心身ともに健康で暮らせ

るまちを目指し、また障がいのある子供とその保

護者や独り親家庭などが不安や悩みを抱え込むこ

となく安心して暮らせるまちを目指し、情報提供、

相談の充実と交流の推進等について取組が行われ

ておりますが、障がいのある子供を持つ保護者へ

の支援として、特に交流支援については不安や悩

みを解消する上で最も重要な支援と考えるところ

ですが、本市の子育て交流の推進における障がい

のある子供及びその家族に対する交流支援の取組

内容及び現状について、また障がいのある子供及

びその家族が孤立することなく、生き生きと生活

していくための子育て交流支援の在り方について

のお考えをお伺いいたします。

最後に、医療的ケア児及びその家族に対する支

援体制等について。身体障がいや知的障がいの有

無にかかわらず日常生活を送るために医療的なケ

アを必要とする子供のことを医療的ケア児とされ、

厚生労働省によると２００５年の在宅医療的ケア

児の推計は約１万人と発表されていましたが、２

０１９年には約２万人と２倍増加し、その存在が

知られるようになったと言われております。医療

的ケア児の多くは、生後数か月ほどで退院し、在

宅医療に移行するため、本来医師や看護師が行う

医療的ケアは、医療従事者の指導を受けた家族が

行うこととなります。そのため、医療的ケア児を

育児する保護者のうち母親のほとんどが仕事を辞

め、２４時間つきっきりで子供の介護に当たる状

況にあると言われております。医療的ケア児とそ

の家族を取り巻く社会環境は、いまだ多くの問題

があり、医療的ケアというものがどういったもの

かよく知られていないのも現状であります。今後

は、そういったことをしっかりと理解した上で、

医療的ケア児及びその家族が必要とする支援、ま

た日常生活を支えていく支援体制について考えて

いくことが重要になってくると感じております。

また、医療的ケア児を介護する保護者からは、退

院してからの不安、病院から離れる不安、慢性的

な睡眠不足、成長への懸念、預け先が見つからな

い不安、支援申請の煩雑さへの不満等の声も多い

と言われ、それらを解消するため２０２１年６月、

医療的ケア児の成長とその家族の負担を軽減する

ことを目的とした法律、医療的ケア児支援法が成

立し、同年９月１８日に施行されました。本法律

により、自治体は保育所や学校などで医療的ケア

児を受け入れる支援体制の拡充が求められること

になりました。そこで、本市の医療的ケア児及び

その家族に対する支援の現状及び支援体制につい

てお伺いいたします。また、医療的ケア児を介護

する家族の不安解消を含めた支援、支援体制の在

り方についてのお考えをお伺いいたします。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

ただいま遠藤議〇健康福祉部長（馬場義人君）

員からは大項目、福祉施策の推進について小項目

で３点にわたり御質問いただきました。私のほう

から順に答弁させていただきます。どうぞよろし

くお願いいたします。

大項目１、福祉施策の推進について、小項目１、

地域共生社会についてお答えいたします。まず初

めに、地域共生社会の実現に向けた今後の進め方

についてお答えいたします。平成２４年度策定の

第１期名寄市地域福祉計画の策定以降、今年度よ
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り実施となっております第３期名寄市地域福祉計

画まで約１０年が経過いたしました。計画策定当

初より全ての市民が互いに支え合いながら、自立

と共生の地域づくりを掲げて取組を進めてまいり

ました。少子高齢化による人口の減少や価値観の

多様化による連帯感の低下など地域福祉の根幹で

ある人と人とのつながりが弱まる昨今におきまし

て、町内会連合会、民生委員児童委員、社会福祉

協議会などと連携しながら市民相互が共助できる

体制整備に向けた働きかけを行ってまいりました。

地域共生社会の実現に向けては、市民がその中央

に立ち、相互の課題を共有し合える福祉の心を醸

成していくことが不可欠であり、その体制整備に

つきましては一日にしてはなし得ないと考えてお

ります。今後も第３期名寄市地域福祉計画策定時

に社会福祉協議会と合同で実施いたしました市民

アンケートで明らかになった課題の解消など、関

係機関と連携しながら市民の福祉への意識が向上

する取組を進めてまいります。

次に、本市の共生型サービスへの考え方につい

てお答えいたします。現在障がい福祉サービスや

介護保険サービスを実施している事業所において、

両方のサービスを提供している事業所を把握して

おりますものの、共生型サービスとして実施して

いる事業所は把握しておりません。障がい福祉サ

ービス利用者が高齢となった場合、原則としては

介護保険サービスへの移行が必要となりますが、

障がいサービス固有のものにつきましては利用を

継続できることとなっておりまして、共生型サー

ビス事業所の利用者であれば障がい福祉、介護保

険両制度の利用も、それぞれの利用も同一の事業

所からのサービス提供が可能となり、利用者の利

便性が向上するとともに、サービス提供という貴

重な社会資源を有効に利用できる利点があるもの

と考えております。共生型サービスは、人材確保

が困難な地域である本市におきまして、サービス

事業所の意向もございますが、人材不足の解消、

総合的な介護技術の向上など、地域共生社会を推

進する上で期待される効果もあると考えておりま

すので、今後も事業所とのネットワークにおいて

随時状況等を確認しながら共生型サービスの必要

性について研究し、利用者が安心して生活を続け

られるよう推進してまいります。

次に、小項目２、福祉的就労の拡充について申

し上げます。農福連携は、農業分野では農業従事

者が減少、高齢化する中で、新たな働き手として

期待されており、福祉分野では動植物や土との触

れ合いによって得られるストレス軽減やリハビリ

テーション効果、働く機会の確保、生きがいづく

りなどが評価されております。本市におきまして

は、名寄市障害者自立支援協議会におきまして障

がい者の就労の場を確保する観点から農福連携に

ついての事例報告発表や協議などを行っておりま

す。障がいの有無にかかわらず、高齢になっても

生きがいを持って生活できることは重要であると

考えますが、福祉就労として高齢者を雇用する場

合の補助金制度や支援制度が十分に整備されてお

らず、障がい福祉サービス事業所がボランティア

として実施されている現状と把握しております。

緩やか農業と農的活動につきましては、福祉、

介護サービス事業所等において障がい者や高齢者

が主体的に社会参加活動を行うことにより利用者

が日常生活を送る上で自らの役割を持ち、達成感

や満足感を得て、自信を回復するなどの効果が期

待される取組の一つであると考えております。農

業が基幹産業でございます本市におきまして、今

後先進地の事例などを注視しながらその可能性に

ついて探ってまいりますので、御理解をお願いい

たします。

次に、小項目３、子供・子育て支援について申

し上げます。障がいのある子供及びその家族に対

する交流支援につきましては、障がいのあるお子

さん、発達に困り感があるお子さんがいる場合に

は家庭児童相談室や基幹相談支援センター等にお

いて、情報提供や支援計画の作成など連携しなが

ら相談業務を行っております。支援計画に基づき
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こども発達支援センターへの通所となるケースが

多くありますが、こども発達支援センターでは年

に数回通所する親子が参加できる集団療育や保護

者の皆様と療育指導員で茶話会を開催し、情報交

換できる交流の場の一つとなっていると考えてお

ります。そのほかにも障がいのある子供とその家

族に対する交流会を実施している団体がございま

すので、その情報などを御案内させていただくな

ど、孤立する家族が出ないよう相談ケースに応じ

た対応を行っております。

次に、医療的ケア児及びその家族に対する支援

についてでありますが、令和３年６月に医療的ケ

ア児支援法が成立し、同年９月１８日に施行され、

保育所等におきましても医療的ケア児の支援ニー

ズや地域支援の状況も踏まえて受入れを可能とす

る体制の整備が求められております。医療的ケア

児の受入れに当たっては、喀たん吸引や経管栄養

などの医療行為が必要となることから、看護師の

配置や喀たん吸引などの研修を受講した保育士が

必要となります。本市におきましても、受入れの

際には看護師や特定行為が実施できる保育士の確

保が必要と考えております。医療的ケア児を介護

する家族の不安解消を含めた支援については、母

子保健事業を通して各関係機関と連携し、保護者

の意向に寄り添いながら医療的ケア児の心身の状

況等に応じた適切な支援につながるよう努めてお

りますので、御理解くださいますようお願いいた

します。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

遠藤議員。〇議長（東 千春議員）

今それぞれ御答弁いた〇８番（遠藤隆男議員）

だきましたけれども、ちょっと私の勘違いかどう

か知らないですけれども、一番最初の共生社会の

実現に向けた本市のこれまでの取組内容と課題と

いうものがなかったような気がするのですけれど

も、再度よろしいでしょうか。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

先ほども一部ち〇健康福祉部長（馬場義人君）

ょっと答弁させていただいたのですが、議員から

御紹介ございました共生型サービスにつきまして

は、私どもの市内の事業所で、私どもで把握して

いるのは２か所なのですけれども、介護保険の高

齢者に対するサービス事業と障がい者のサービス

事業とを両方とも指定を受けている事業所が２か

所ほどあるというふうに、訪問介護であるという

ふうに把握しておりまして、共生型サービスとし

てでなくて、障がい者と高齢者のそれぞれのサー

ビスを行える資格というか、実施をできる事業所

があるものですから、共生型サービスとしてでな

くて、既に高齢者の方に対しても障がい者の方に

対してもサービスをできる実施体制が２事業所ほ

ど行えるような状況になっているというふうに把

握しておりまして、現在のところ共生型サービス

がすぐに必要だというところまでの実態にはなっ

ていないのかなというふうに思っているところで

ございます。

遠藤議員。〇議長（東 千春議員）

すみません。質問が多〇８番（遠藤隆男議員）

分私のが届かなかったと思います。一番最初の地

域共生社会の実現に向けた本市の取組、全般的な

取組というのですか、その部分の内容と全般的な

課題という部分、そこの部分が、最初いきなりた

しか共生社会の実現を目指した今後の考え方とい

うところで入ってこられたかなと思いましたので、

全体としては今までの取組ですか、あとそれと課

題というものをちょっとお聞きできなかったなと

思いましたので、再度よろしければお聞きしたい

のですけれども。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

すみません。ち〇健康福祉部長（馬場義人君）

ょっと混乱して、大変失礼いたしました。先ほど

の地域の状況というところといたしましては、地

域福祉計画の中で申し上げましたとおり、先ほど

午前中にも東川議員からも御質問いただきました

が、町内会ネットワーク等々において町内会の仕

組みを活用させて、御協力いただきながら町内会
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の中での地域福祉の取組についてそれぞれ市民の

方に取り組んでいただいているかなというふうに

思っております。ただ、ここ数年は新型コロナウ

イルスの関係等々でなかなか苦慮というか、困難

な状況にあるなというところで、今後コロナ感染

等々を考えながらどういう形に持っていけるのか

なというのが課題かなというふうに考えておりま

す。

以上です。

遠藤議員。〇議長（東 千春議員）

理解いたします。〇８番（遠藤隆男議員）

では、改めて何点かお聞きをしたいと思います。

では、まず初めに地域共生社会、今取組、また課

題の部分について、また今後の進め方については

御答弁いただきました。理解させていただきます。

この地域共生社会の実現に向けた取組というもの

は国、道、各自治体で行われていると思いますけ

れども、特に国としては地域課題の解決力の強化、

地域丸ごとのつながり強化、地域を基盤とする包

括的支援の強化、専門人材の機能強化、最大限活

用といったことを掲げております。先ほどの御答

弁でも取組については理解しました。また、地域

福祉計画のほうでもうたわれておりますので、理

解をいたします。

それで、本市における地域共生社会の実現に向

けた包括的支援体制の部分でちょっとお聞きした

いなと思います。既存の制度といいますか、現在

の制度では解決が困難な課題とされています８０

５０問題、ダブルケア問題についてなのですけれ

ども、８０５０問題は社会問題としてメディアで

も多数取り上げられておりますけれども、８０代

の親が自宅に引き籠もる５０代の子供の生活を支

えて、経済的にも精神的にも行き詰まってしまう

状態のことというふうに言われておりますけれど

も、行政の支援が行き届かないまま親が要介護状

態、あるいは亡くなってしまうことによって一気

に生活が成り立たなくなって、最悪の場合子供が

誰にも知られることなく死に至ったりとか、また

親が亡くなり、そのまま放置してしまったりとか

といったケースもあるというふうに言われており

ます。２０１９年に発表された内閣府の調査結果

によれば、４０から６４歳のひきこもり中高年者

の推計、約６１万３，０００人に上るとも言われ

ております。今は問題が顕在化しなくても親に万

が一のことがあれば、多くのこういった８０５０

世帯が危機的状況になるとも言われております。

また、ダブルケア問題は子育てと親や親族の介護

を同時に行う状態のことを指しておりますけれど

も、近年晩婚化や高齢出産化などにより育児と介

護のタイミングが重なる人が増えていると、そう

いった方が増えているとも言われており、その当

事者のことをダブルケアラーというふうに呼ばれ

ているそうなのですけれども、これまで仕事と子

育て、仕事と介護の両面が社会問題として取り上

げられてきたかなというふうに思うのですけれど

も、近い将来こういったダブルケアという問題も

大きな問題になるというふうにも言われておりま

す。こういった課題が複合化しているいわゆる８

０５０問題、ダブルケア問題について、本市にお

いても近い将来そういった問題を抱える方が増加

することも考えられるというふうに思っておりま

す。そこで、これらの問題の対応、支援策等につ

いては今後どのようにお考えなのかちょっとお聞

かせいただきたいなと思います。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

遠藤議員おっし〇健康福祉部長（馬場義人君）

ゃるとおり、御指摘の８０５０問題につきまして

は、地域包括支援センターや基幹相談支援センタ

ーぽっけ、それから社会福祉協議会等々で御相談

を受けた場合については必要に応じてケース会議

を開催して、情報の共有や対応の連携等々を図り

まして、既に何件かそういう相談も寄せられてい

るというふうにお聞きしております。また、名寄

市障害者自立支援協議会におきましては、ひきこ

もりの方々を支援する北海道ひきこもり成年相談

センターから講師の方を招いて、ひきこもりの方
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の支援方法について研修会や事例検討会等々を行

って、関係機関とその内容について共有をさせて

いただいたりということの学びを深めさせていた

だいております。また、介護や育児に同時に直面

する世帯の支援体制につきましては、今後相談者

や必要とする支援や関係機関が多岐にわたるとい

うふうに思いますので、部内はもとより、関係機

関との連携、情報共有に努めて、包括的な支援を

行ってまいりたいというふうに考えております。

遠藤議員。〇議長（東 千春議員）

やっぱりこの８０５０〇８番（遠藤隆男議員）

問題、ダブルケア問題というのは、行政だけでは

絶対把握することはできません。そういった情報

を把握できるのは、午前中の東川議員とのあれも

あったと思うのですけれども、やはり町内会であ

ったり、民生委員さんとのさらなる連携が大事な

のかなというふうにも思います。しかし、町内会

において、それも午前中の分で出たと思うのです

けれども、町内会未加入者については幾ら町内会

でもそういった部分についても把握できないなと

いうふうに私は感じているのですけれども、また

午前中の現在の町内会の加入率、そういうところ

からみてもやっぱり本市の人と人とのつながりと

いうのは支え合いの意識が若干本当弱まってきて

いるのだなというふうにも感じたところでもあり

ます。町内会に加入するということは、町内会で

のイベント等を通じた人と人のつながりですか、

増えてくると思いますし、加入率を上げていくと

いうことはやっぱり地域の中でお互いを支え合っ

て、誰一人取り残さない地域共生社会の実現に向

けた一つの策であるというふうに私は思っており

ますので、重ねて加入率向上に向けた取組という

部分についてはやっていただきたいなと思うとこ

ろであります。今後地域共生社会の実現に向けた

包括的支援体制の強化という部分されていく上で

様々な関係機関との連携もされるというふうにも

伺いましたけれども、様々な問題も発生すると思

います。全ての団塊世代が後期高齢者になる２０

２５年以降ですか、本市においてもそういった問

題が発生する、増加する、先ほどの御答弁からも

幾つか８０５０については相談受けているという

ことでありましたので、こういった問題というの

は市民全員でやっぱり共有するべきではないかな

と私思っております。それで、市民の皆さんと情

報共有した上で制度、分野等、そういった縦割り

や支え手、受け手といったところを超えた、やっ

ぱり全ての市民がお互いに支え合いながら自分ら

しく生きていくための自立と共生の地域づくり、

あと他人事ではなく、我が事と考える地域づくり

というのをぜひ進めていただきたいなというふう

にこれは要望いたします。

次に、共生型サービスの部分についてお伺いを

いたします。先ほどの御答弁で２か所実際に行っ

ているところがあるというふうに言われておりま

したけれども、団塊の世代が７５歳以上の後期高

齢者になることによる、国民の３人に１人が６５

歳以上ですか。５人に１人が７５歳以上になる超

高齢化社会、２０２５年問題、それに伴って介護

職員の人材不足、介護サービスの需要過多などが

大きな問題になってくるというふうにも言われて

おります。本市においても同様な状況になるとい

うことも考えられます。やはり今後はそういった

問題に対するためにも共生型デイサービス、また

共生型グループホームといった共生型サービスを

考える時期に来ているのではないかなと私考える

ところであります。従来障害者総合支援法には、

障害者総合支援法の下で提供されるサービスで、

自立支援給付に相当するサービスが介護保険で提

供される場合、介護保険のサービスを優先的に利

用しなくてはならないという介護保険優先の原則

が規定されておりますけれども、そのために長い

間障害者総合支援法の下でサービスを利用してい

たにもかかわらず、６５歳になると同時に介護保

険のサービスへ切り替えなければならないという

６５歳の壁というのですか、６５歳の壁という問

題もありまして、例えば通い慣れたデイサービス

令和４年１２月１４日（水曜日）第４回１２月定例会・第４号



－171－

事業所の変更、なじみの訪問介護員の変更などに

よる利用者の家族の不安、不満だったり、混乱を

招いていったことがこういった共生型サービスと

いうものをやっぱり導入することによって介護保

険優先の原則にとらわれることなく、６５歳以上

の壁にぶつかってもこれまでどおりのなじみのサ

ービス事業所といいますか、またなじみの訪問介

護員の継続ができるといったようなメリットがあ

るというふうに思っております。また、事業所に

とっても、先ほどの御答弁にもあったと思います

けれども、事業所で行える事業の幅も広がります

し、事業所全体として業務の効率化ですか、そう

いったメリットもあると言われております。障が

いの有無にかかわらず、誰でも一緒に地域の中で

暮らしていくことができる共生社会を目指してい

くことであれば今後さらに求められてくるのでは

ないかなというふうに私思っております。共生社

会をやっぱり目指すためには、また同じ障がいの

人同士を一つのグループホームで生活するのでは

なくて、様々な障がいの方や病気の方を抱えてい

る方も一緒に生活を行うことが大事ではないかと、

現在そういうふうに考えられてもおります。

そこで、お聞きをしたいと思うのですけれども、

年齢や障がいの有無にかかわらず、高齢者と同じ

空間で家庭的なサービスを受けられるといった共

生型デイサービス、また重度障がいや知的障がい、

身体障がいのある方が認知症高齢者の方と一緒に

生活を行う共生型グループホームといった共生型

サービスについてどのようにお考えなのかをちょ

っとお伺いしたいなと思います。よろしくお願い

します。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

共生型デイサー〇健康福祉部長（馬場義人君）

ビスについての考え方の質問だったかというふう

に思います。先ほども申し上げましたが、訪問介

護サービスでは両方のサービスを実施していると

ころはあるのですが、現在デイサービス等々では

両方のサービスを実施しているというところがご

ざいませんで、比較的高齢になった方でも障がい

者のサービスのほうで継続して実施していただい

ているというような情報はお聞きしているのです

が、議員おっしゃるとおり、本当に高齢になった

ときに今後どうなるかというようなことは、共生

型サービスというのは有効だなというふうに思っ

ております。一部の中では、議員の御紹介のお話

の中、富山型デイサービスというのですか、富山

県のほうで行われているデイサービスで高齢者の

方も障がい者の方も一つのところで実施するとい

うような流れができて、共生型サービスというの

は富山型デイサービスが原点になっているという

ふうにお聞きしております。市内にも幾つかの障

がい者のデイサービスもございますし、高齢者の

デイサービスもございます。行く行くは両方のサ

ービスが必要になったときに両方使えるような事

業所に対して情報提供も行っていかなければなら

ないというふうに思っておりますし、現行そうい

う形が法的にはできるというような内容になって

おりますので、市としてもそういう御紹介をして

いきたいなというふうに思っております。いずれ

にいたしましても、そういった富山型デイサービ

スも含めた民間の社会福祉サービスが国のサービ

スとして取り入れられて、全国的な横展開がされ

ているというのは承知がされていますので、そう

いう先進事例を市内の事業所等々でまた共有しな

がら今後も事業を展開してまいりたいなというふ

うに考えております。

以上です。

遠藤議員。〇議長（東 千春議員）

早速調べていただいて〇８番（遠藤隆男議員）

ありがとうございます。富山型デイサービス、本

当にいい取組だなと思っていますので、ぜひ事業

所、民間との連携をしていただいて、本当にそう

いった形ができればなというふうに思ってござい

ますので、よろしくお願いいたします。共生型グ

ループホームについても本当に最近注目されてい

るところなのですけれども、ここの部分について
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誰しもが入居できたり、なじめるとは限りません

けれども、やはり障がいのある方と認知症の高齢

者が一緒に生活を行うことでお互いに支え合った

り、刺激を受けて、ケアの相乗効果が得られるほ

かにも相手を大切に思う心を育んだり、将来障が

いのある子供と認知症になってしまった親が一緒

にいたいと思ったときに共に暮らすことができる

場所にもなり、これも地域共生社会の実現に向け

たさらなる一歩ではないかなというふうに私思っ

ておりますので、ぜひそういったところも含めて、

先ほど民間の事業所等々、情報提供、情報交換を

しながらそういったところの連携もしていただい

て、前向きにこういう取組が進められることを、

これを要望いたします。

次、福祉的就労のほう、拡充の部分、農福連携

の広がりの推進についてお聞きをいたします。今

現在名寄市内においても農福連携の部分されてい

るところは私も一般質問でしたときにもいろいろ

伺って、いろいろ承知はしております。これから

やっぱり障がい者と高齢者が一緒に行えるような

緩やか農業、また農的活動といったものがいいの

かなというふうにも思っております。昨年度の３

月に一般質問で社会的企業、ソーシャルファーム

について質問をさせていただきました。そのとき

に今後はやはり障がい者は障がい者、高齢者は高

齢者といった縦割りの就労支援ではなくて、包括

的な支援が必要であり、その壁をなくすことによ

って働きづらさを抱えている人などの選択肢を増

やすことにもつながるというふうに申し上げさせ

ていただきました。本市においては、障がい者福

祉施設、グループホームというもの本当に増えて、

本市における障がいのある方の就労と生活という

部分での環境整備は本当整っておりますので、本

市を希望する市外からの利用者というのも増えて

いる状況でもあります。また、今後も本市を選ば

れてこられる利用者の方というのは増え続けるの

かなというふうに私は感じております。やはりこ

の住み慣れた地域に加えて、そういって本市を選

んできた方、自らの望む地域での自立した生活を

営むことができるような生活と就労に対する支援

の充実、将来を見据えた対策として、福祉的就労

の拡充の部分については今後早めの対策や取組が

必要になってくるというふうに私は考えておりま

す。農福連携の広がりの推進をしていくというこ

とは、やはり障がい者にとって心身や障がいの改

善、地域交流促進などの効果があるとともに、こ

れらは高齢者にとっても同様のことでありまして、

さらには生活困窮者、生活保護受給者などにも同

様の効果が期待されるとも言われておりますので、

またこうした人々が社会参画することによって地

域の経済や社会を支えることも可能となり、本市

の地域共生社会の実現に向けたさらなる一歩にな

るというふうに私も考えております。また、本市

における社会的企業、ソーシャルファームについ

てはハードルが高いと。なかなか厳しいものであ

るというふうに認識をしておりますけれども、こ

の農福連携を広げる取組については、それほどハ

ードルは高くないのかなというふうに考えており

ます。しかしながら、障がい者と高齢者、そうい

った緩やか農業、農的活動ができたとしても、中

には土に触れることができない、また農業ができ

ないといった方も間違いなくおります。そういっ

た方のためにやはり農福連携を広げるというとこ

ろで農産物の加工であったり、販売、飲食事業と

いった６次産業化ですか、これからは農福商工連

携といったことも一つの策ではないのかなと私考

えるところであります。農福連携を広げ、農産物

の加工、販売、飲食事業などに取り組むこととい

うことは多様な人が参加をできますし、多様な役

割をつくって交流ができるというふうにも思いま

す。また、障がい者、高齢者、生活困窮者等と共

に取り組むということは、その交流によって学ぶ

こともできますし、また役割を自覚することもで

きて、刺激にもなるのではないかなと、そういっ

た効果もあるというふうに私は思っております。

これは、道内で行われているのは夕張へ取り組ま
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れているゆうばり共生型ファームがありますけれ

ども、多分調べていただいたと思うのですけれど

も、どんなに重い障がいを持っていても生涯地域

で暮らせるまちづくり、たくさんの人が集まれる

拠点づくり、それを理念に人が集まる場所をつく

ろうということで、障がい者、障がいを持つ人の

働く場所、市民の憩いの場、親子で遊びに来れる

場所、高齢者の生きがいづくりの場、サークル活

動など、廃校された小学校を活用して取り組まれ

ている事例であります。そこで、ちょっとお聞き

したいと思うのですけれども、今後は本市におい

ても農福連携をさらに広げた本市独自のそういっ

た福祉的就労及び雇用の場をメインとした人が集

まれる拠点づくりができないかなと考えるところ

なのですけれども、本市のそういった地域資源の

活用による可能性、また今後のそういった福祉的

就労の場の拡充についてのお考えをお聞かせくだ

さい。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

今ほど農福連携〇健康福祉部長（馬場義人君）

の関係について御質問何点かいただきました。ま

ず、新聞等々でも御紹介されていたので、御覧い

ただいたかもしれませんが、私ども先ほどから申

し上げております名寄市の障害者自立支援協議会

において、農業分野に従事していただいている当

事者の方と実際雇用されている方が自立支援協議

会の中でそれぞれのお仕事の内容を仕事講座とい

うことで１１月１日に御紹介していただいた事例

がございまして、そこの紹介をもってそれぞれの

関係者だとか雇用していただいている方とかにど

ういう課題だとかどういう利点だとかがあって、

こういうふうなことの工夫をしているよだとかと

いうようなことを御紹介させていただいている事

例を持たせていただいているところでございます。

そのほかに、今議員からもお話ありましたように、

夕張の共生型ファームにおきましては廃校の場所

を使われているということで、近隣でも下川の一

の橋にある山びこ学園さんはたしかあそこ元学校

だったというふうに思いますし、かなり古くなり

ますけれども、剣淵町にございます西原学園さん

ですか、西原学園さんもたしか学校の廃校跡で行

われているということで、それぞれ社会資源を使

ってその後の対応をやられているというところも

あるというふうに承知しております。市内にも学

校の跡地ではないですけれども、農福連携という

ことで同じ社会福祉法人さんが作られた作物とか

を実際食堂というか、提供されているようなお店

が一部出されているように承知しております。市

のほうとしましては、そういった内容でどういう

御支援をしていけるかというなことはちょっと今

後課題とさせていただきたいなというふうに思っ

ていますが、市として独自には展開していくとい

うのは難しいかもしれませんが、社会福祉法人さ

んだとか企業さんだとか民間さんとかがそれを取

り入れる場合についてどういうお手伝いをしてい

くかということについては、十分自立支援協議会

等や情報いただく中で今後検討してまいりたいと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願い

します。

遠藤議員。〇議長（東 千春議員）

当然市独自でやるとい〇８番（遠藤隆男議員）

うことはかなりハードルが高くなってしまいます

ので、やはりこれ民間、そういった福祉事業所さ

ん、いろんなところの連携を取りながら、そうい

った場合もしやるというふうに手を挙げた方がい

れば、市としても支援をするというふうに言って

いただきましたので、ぜひそのようにしていただ

きたいなというふうにも思います。そういった遊

休施設利活用について、特に挙がった廃校となっ

た場所を福祉施設として利用する自治体というも

のは結構多くあるというふうに私思っております。

私の地元にも小学校が廃校なったところを老人ホ

ームとして、結構小学校というのは防災上にもい

いし、高齢者の方の老人ホームですか、そういっ

たふうに利用されるというところも多いのかなと

いうふうにも感じております。本市の中に、現在
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道の管轄でありますけれども、市内の高等学校の

再編統合によって今後使用されなくなる名農キャ

ンパスというのがあると思うのですけれども、そ

の場所、非常に農福連携をさらに広げていく、ま

た共生型のグループホームだったり、デイサービ

ス、またさらには人が集まれる拠点づくりの場と

しても最適の場ではないかなというふうに私の考

えるところなのです。そこで、ちょっと市長にお

聞きしたいのですけれども、よろしいですか。名

寄市の地域共生社会の実現に向けた取組の一つと

してこのような、私が言いました取組についてち

ょっと市長の思いを含めたところのお考え、お聞

かせいただければというふうに思います。よろし

くお願いします。

加藤市長。〇議長（東 千春議員）

共生型地域社会の構築と〇市長（加藤剛士君）

いうことで、午前中でもかなり同じようなという

か、根本的にこの地域の共生社会をどう築いてい

くのか、地域町内会、コミュニティーの在り方と

いうことでいろんな御議論が交わされたものと思

います。その中で遠藤議員から、名寄は基幹産業

は農業でありまして、ここ、農業ということを切

り口として今様々な、高齢者もはじめいろんな方

がそこで就労していく、あるいは就労に近い形で

物作りを通じて豊かに健康にというような発想と

いうのは非常に興味深いというふうに思いますし、

説得力のある内容だなというふうに思います。問

題はやはりそれをしっかりと具体的にどう施策に

落とし込み、それを具体的にやっていただけるプ

レーヤーというか、方がしっかりといるかという

ことが問題なのかなとこれ思います。そうした声

があれば、ぜひ行政としても積極的に応援、支援

をしていきたいと考えます。その中で、産業高校

の２キャンパスが空き地になるということで、特

に名農のほうのキャンパスが適地だなというお話

もいただきました。今後名農キャンパスに関して

はこんな利活用の仕方もあるのでないかというよ

うな様々な御提案もあるようでありまして、ぜひ

ここはかなり名寄市としても重要な課題として受

け止めて、道の基本的には財産ということであり

ますけれども、名寄市としても地域の課題や地域

をより豊かにしていくためにどういう活用がいい

のかということを様々な形で皆さんの御意見を我

々もしっかりと受け止めて、北海道としっかり連

携をしながら、有効な跡地活用を考えていきたい

というふうに思います。一つの貴重な御提言とし

て受け止めさせていただき、今後の議論の参考に

させていただければと思います。よろしくお願い

いたします。

遠藤議員。〇議長（東 千春議員）

ありがとうございまし〇８番（遠藤隆男議員）

た。本当に一つの案として提案させていただきま

した。なかなかプレーヤーがいないとこういった

部分は本当厳しいというふうには思います。しか

し、将来を見据えてまたいろんな使い方あると思

いますので、その辺しっかりと関係機関と連携を

していただいて、調査研究をして、もしできれば

なのですけれども、これはやっぱり実現に向けた、

そういった私の提案した部分が実現できればなと

いうふうに、この辺もちょっと要望をさせていた

だきます。

また、今回福祉的就労の拡充の部分において、

質問は入れませんでしたけれども、今年の１０月

に会派で、１０月ですが、熊本市の在宅就労支援

事業団というところ視察に行かさせていただきま

した。在宅就労の部分の視察行かせていただいた

のですけれども、今後本市においてもそういった

福祉的就労を拡充する部分において在宅就労の部

分、こういった部分今後考えていかなければなら

ないなという部分であると思っておりますので、

これはまた別な機会に改めましてお考えをお伺い

したいなというふうに思います。

次に、子供・子育て支援における障がいのある

子供及びその家族に対する交流支援ですか。交流

している団体がたしかあるというところで、私も

お話をさせていただいたときに……たしかニコニ
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コひまわり会だったですか、ニコニコひまわり会、

たしかこれは障がい児者家族の会、ボランティア

組織というふうにたしか認識しておりますけれど

も、月１回そういった交流をしていただいている

というところで、まだ私の子供が小さい頃といい

ますか、こういった親の会がまだ幾つかありまし

て、今は一つに統合されてしまっているのですけ

れども、本当昔何個かのそういう母親でつくられ

た会だとか、そういったものがあり、そういった

障がい者の交流をしているというような組織があ

りました。ここ最近本当コロナ禍の影響も受けて、

なかなかいろんなイベントもできず、そういった

交流の部分も制限されてきたのかなというふうに

思っております。本当に障がいのある子供を持つ

保護者としては、やはり周りを気にせず子供をた

くさん遊ばせたい、同じ境遇の家族と情報交換が

したい、友達になりたいといった思いがあります。

本市においては、障がいなどに関する情報提供、

相談体制、この部分について確立されているとい

うふうに私は思っております。しかし、様々な情

報を得る、また専門的知識を持った方との相談と

いうのは確かに必要であり、重要なのですけれど

も、やはり障がいのある子供を持つ保護者からす

れば、同じ境遇の保護者との情報交換、交流とい

うものが心強く感じて、一番の励みになるのです

ね。これは私の経験上も感じているところであり

ますけれども、これはなかなか障がいのある子供

を持った親でないと分からない部分でありますけ

れども、そういうものです。現在本市において障

がいのある子供やその家族が同じ境遇のやっぱり

家族との情報交換、子供同士が遊べるといった交

流の場というものは少ないというふうに感じてお

ります。私がつくれるわけでもないですし、なか

なか難しいところなのですけれども、それで先ほ

ど出てきたのですけれども、そういったボランテ

ィア組織というところもあるのですけれども、そ

ういったボランティア組織等を行政が支援をして、

また本市に大学があるわけですから、そういった

部分で連携できればそういうのができるのではな

いかなと思うのですけれども、まずその前に障が

いの有無にかかわらず交流する場というのは共生

社会を形成していく上で、本当は障がいもあるも

なしも、そういうことは関係なくみんなで一緒に

遊べるということが大事なのですけれども、特に

子供が小さいうちといいますか、大体小学生ぐら

いまでというのはやっぱり子供に障がいがある保

護者にとってはほかの子供に迷惑をかけるのでは

ないかなという思いがあります。また、障がいが

軽くてもほかの子供と遊ばせていて、物すごく気

を遣ってしまう、そういうところもあります。中

に障がいがない子供の元気な様子を見るのはつら

いなという方もおられます。最終的には、自分や

本当に子供がそこに受け入れられるのかなと、そ

ういった本当不安というものが、そういった気持

ちが立ってしまって、そういった障がいのない子

たちが遊んでいる場にはなかなか行きづらいとい

うのが現状だというふうに、これも私の経験から

そうなのですけれども、ある程度子供が大きくな

ればそういうことはなくなってくるのですけれど

も、やはり子供が小さいうち、そういうとき、そ

ういう頃というのは非常に本当不安になります。

そういったことからも、先ほども言いましたけれ

ども、ニコニコひまわり会ですか、そういったボ

ランティア組織などに対して行政として支援をし

ていただいて、また学生との連携もしていただい

て、小学生以下といいますか、その障がいのある

子供とその家族を対象としたレクリエーション的

な交流の場、そういったもの拡充することができ

ないかというふうに考えるところなのですけれど

も、その部分についてちょっとお考えをお聞かせ

いただきたいと思います。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

ただいま遠藤議〇健康福祉部長（馬場義人君）

員から障がいをお持ちの御家族同士の交流等々に

ついての御提言いただきました。いろんな方イン

クルージョンでされるというのももちろん大事だ
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というふうに思うのですけれども、議員おっしゃ

るとおり、障がいをお持ちの親御さん同士でピア

カウンセリングというのでしょうか、当事者同士

で分かり合えたり、分かってもらえて共感できる

というような方が近くにいらっしゃるということ

で、当事者のお子様もお持ちの親御さんが安心さ

れるというのがきっとあるのだろうなというふう

に思っております。市といたしましては、先ほど

お話ありました障がいのある子供さんとその保護

者の方の団体について一部総合福祉センターを借

りていただいたりだとか、あと障がい福祉便利帳

というのを手作りで市のほうで作っているのです

けれども、その便利帳の中で団体を御紹介させて

いただいて、対象と思われるような方々について

は、その便利帳の中でこういう団体がありますよ

ということで御紹介をさせていただいたりして、

その場に入り込めるようなきっかけづくり、市が

プラットフォームになって、そこにつなげるとい

うか、つながってもらうことのきっかけづくりを

させていただいているところでございます。今後

団体ともやり取りする中で必要な支援等がありま

したら取り入れていくこともしていきたいなとい

うふうに思っておりますので、御理解いただきま

すようお願いいたします。

遠藤議員。〇議長（東 千春議員）

ぜひそういった団体の〇８番（遠藤隆男議員）

方、働きかけていただいて、本当にそういった方

に分かるようにちゃんとＰＲしていただいて、そ

ういった場所をつくっていただくこと本当要望を

いたします。コロナ禍で多分遊ぶ場というか、親

同士の情報交換が本当にできなかった、３年間ぐ

らいあったと思いますので、特にその部分につい

てはよろしくお願いをしたいと思います。

次に、時間もなくなってきましたので、医療的

ケア児及びその家族に対する支援という部分でお

聞きをいたします。体制については、看護師の配

置とか専門の保育所だったり、その分の配置をさ

れるというところでありましたけれども、今、そ

ういえば名寄市の現状というものでたしかお聞き

したと思うので、その部分入っていなかったので、

ちょっと再度お聞きしていいでしょうか。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

現状医療的ケア〇健康福祉部長（馬場義人君）

が必要なお子様をお預かりして、対応させていた

だいているという実態はございません。

遠藤議員。〇議長（東 千春議員）

分かりました。今後医〇８番（遠藤隆男議員）

療的ケア児が出た場合の体制というところで先ほ

ど御答弁いただきました。やはり医療的ケアが必

要な子供にとってというのですか、とっても例え

ば学校に通うようになれば、学校というものは教

育だとか様々な経験を積むことができるし、心身

を成長させる大切な場というふうに思います。ま

た、今後は必要な支援を適切に受けながら自分の

可能性を広げるために学び、育つことができるよ

うな環境整備というのですか、そういった子がこ

れから出てこないとも限りません。そういった場

合には、そういったところの環境整備についても

しっかりとやっていただきたいというふうに思い

ます。この医療的ケア児を介護するまた保護者か

らの不安、不満とかいった部分は、しっかりとそ

ういった支援体制、また相談体制というものを確

立していただいて、安心して子供を産んで、育て

ていくことができるような、その部分についても

切れ目のない支援を要望いたします。

最後になりますけれども、今回福祉施策の推進

について、特に地域共生社会の実現に向けたとい

う部分でお伺いをさせていただきました。住み慣

れたこの地域で子供、高齢者、障がい者などの全

ての市民がお互いに支え、自分らしく生きていく

ための自立と共生の地域づくりをするためにも、

やはり本市が抱える課題というものはしっかりと

市民の皆さんと共有をして、市民の皆さんと共に

協働のまちづくりというものを引き続き進めてい

ただくことお願いいたしまして、質問を終わりた

いと思います。ありがとうございました。
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以上で遠藤隆男議員の〇議長（東 千春議員）

質問を終わります。

以上で本日の日程は全〇議長（東 千春議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ２時５９分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 富 岡 達 彦

署名議員 三 浦 勝 秀
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令 和 ４ 年 第 ４ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和４年１２月１５日（木曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 廣 嶋 淳 一 君

健康福祉部長 馬 場 義 人 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
松 田 慎 司 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 岡 川 進 君
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ただいまの出席議員数〇議長（東 千春議員）

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

日程第１ 会議録署名〇議長（東 千春議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

２番 倉 澤 宏 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

を指名いたします。

日程第２ これより一〇議長（東 千春議員）

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

市民サービス向上のためのデジタル技術普及に

向けて外１件を、今村芳彦議員。

おはようございます。〇６番（今村芳彦議員）

議長より発言の許可をいただきましたので、通告

に従い、順次質問いたします。

大項目１、市民サービス向上に向けたデジタル

技術の普及についてお伺いいたします。昨今のコ

ロナ禍において各種デジタル技術の普及は一層進

み、もはやデジタル技術は生活必需品として我々

の生活が成り立っていることは周知の事実であり

ます。名寄市の行政サービスにおいても、電子マ

ネー決済での各種税金等の納付やインターネット

からのワクチン接種予約が行われている状況であ

り、本年４月、第２回臨時会における加藤市長の

所信表明では、デジタル技術を用いた行政手続の

オンライン化や業務の効率化、高齢者等への支援

を行うと述べたことも踏まえ、今後さらなるデジ

タル技術の普及に伴う市民サービスの向上に向け

た取組について、各世代を念頭に小項目３点お伺

いいたします。

小項目１、子供向けデジタル技術の普及への取

組について。現在の子供たちは、生まれながらに

してデジタル技術、デジタル機器に囲まれた世代

であります。デジタルネーティブ世代とも言われ

ており、日常生活はもちろん、学校教育の現場で

も情報化社会に対応したスマートフォンやＳＮＳ

での学習やＧＩＧＡスクール構想におけるタブレ

ット端末の活用など、従来には見られなかった学

習スタイルに大きく変化しつつあります。

そこで３点、現在の学校現場でのスマホ、ＳＮ

Ｓに接する取組をお知らせください。

また、タブレット端末を利用した学習の効果、

メリット、デメリットがあればお知らせください。

そして、我々世代では経験がありません。プロ

グラミング教育の現状についてお知らせください。

小項目２つ目、働く世代への取組はについてお

伺いいたします。働く世代あるいは子育て世代と

して本市経済の中核を担う世代は、当然ながらス

マートフォンの利用に慣れ親しんでおり、最も身

近な存在としてデジタル技術に接しているところ

であります。しかしながら、本市役所の行政サー

ビスは、窓口での受付を基本としており、同様の

世代の方が時間を割いて市役所へ出向くことが難

しいという状況は、従来からの課題でもありまし

た。その課題解決として、デジタル技術を応用し

た行政サービスの展開は非常に有効であると考え

ております。今後の情報発信や行政サービスの在

り方について、現在のお考えをお伺いいたします。

小項目３、デジタルに疎い方も少なくない高齢

者の世代としてもデジタル技術を基本とした改革

が進んでおります。本市が誇る施策でもある医療

介護連携ＩＣＴネットワーク事業がその代表例と

捉えております。今後もマイナンバーカードの所

有者が増加する、あるいは所持する世代が高齢化

することでの所持率は向上していくと考えており

ますが、高齢者向けの行政サービスやマイナンバ

ーカードの有効活用に向けたサービス展開を御検

討されているのか、お考えをお伺いいたします。

続いて、大項目２つ目、地域産業の活性化に向

けたデジタル技術の普及についてお伺いいたしま

す。名寄市は、農業が基幹産業であり、その背景
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には肥沃な農地と豊富な水量という天然の基盤に

由来をしておりますが、事デジタル産業の場合、

必要なのは住環境と電力、通信といった外的要因

であり、自然環境に左右されづらい基盤さえあれ

ば完結が可能な産業であると認識をしております。

本市においても、発電所の構想や自然災害の少な

さ、恵まれた自然環境といったポテンシャルを持

っていると考えており、十分にデジタル産業を興

す土壌はできつつあると捉えられることから、本

市におけるデジタル技術を産業として発展が可能

でないかとの考えからお伺いいたします。

小項目の１、市内のデジタル産業の状況につい

てお伺いいたします。一口にデジタル産業と申し

上げても裾野が非常に広く、分類も難しいことも

あろうかと思いますが、主にソフトウエアの開発

や運営を主体とする事業者がそもそも名寄市にお

られるのかどうか。現在の市内業者の事業として

取組があるのか、把握されている部分がありまし

たらお知らせをください。

小項目２つ目、将来のデジタル産業推進へ向け

た取組について、さきも述べましたように、デジ

タル産業を推進するに当たり、多くの資本投資が

必要な事業ではありません。商品に物理的な側面

を伴わない以上、在庫も流通を必要とせず、かつ

大量生産に伴うコストも少額で済むこととなりま

す。しかし、そのコンテンツの保守管理には中長

期的なメンテナンスが必要となることから、産業

振興誘致策を展開する必要があると考えておりま

すが、現在のお考えをお伺いいたします。

以上、大項目２点にわたり、デジタル技術は日

進月歩の世界にある中、名寄市が情報化社会の波

に取り残されることなくチャンスをつかみ取れる

ような将来を構築するべきとの考えからお伺いを

するものであり、前向きなやり取りができるよう

期待を申し上げて、壇上からの質問とさせていた

だきます。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

おはようございます。〇教育部長（木村 睦君）

今村議員からは、大項目で２点の御質問をいただ

きました。大項目１の小項目１は私から、大項目

１の小項目２と小項目３は総務部長から、大項目

２は産業振興室長からの答弁となりますので、よ

ろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、市民サービス向上のための

デジタル技術普及に向けて、小項目１、子供向け

デジタル技術の普及への取組についてお答えいた

します。

まず、現在の学校現場でのスマホ、ＳＮＳへ接

する取組についてでありますが、児童生徒がスマ

ートフォンを学校に持参することを禁止しており

ますので、学校においてはスマートフォンを使用

しての教育活動は行われておりません。

ＳＮＳへ接する取組では、１人１台端末を活用

した授業において、教員が選んだユーチューブ動

画を教員の指導の下、視聴を行うこともあります。

しかしながら、小中学生は各家庭でスマートフォ

ンの使用やＳＮＳを活用する機会が増えているこ

とから、各学校においては児童生徒の発達の段階

や実態を踏まえ、各教科や道徳、総合的な学習の

時間や特別活動等で情報モラルの指導を行ってお

り、例えば小学校では学級活動の時間に子供たち

がネットトラブル等の危険について考え、話し合

う活動を行ったり、中学校では技術家庭科の技術

分野において著作権の問題や発信者としての責任

を知り、情報モラルについて考えさせる指導を行

っております。教育委員会といたしましては、今

日の急速なデジタル技術や情報化社会の進展の中

で児童生徒に関わるネットトラブルは大変身近な

問題になっていることを十分に理解し、安全に安

心してインターネットを利用できるよう、各学校

における情報モラル教育を一層推進してまいりま

す。

次に、タブレット端末を利用した学習の効果や

メリット、デメリットについてお答えいたします。

初めに、タブレット端末を活用した学習効果やメ

リットとして、児童生徒の主体的な学びをサポー
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トするということでは、子供が文字情報では伝わ

りにくいものを動画や画像などにより視覚や聴覚

に訴え、学習内容に対して興味、関心を高めるこ

とができること、同じ問題を繰り返し解くことが

でき、苦手分野の克服にもつながること、挙手を

して発言したがらない子供の意見を反映できたり

共同作業場面では参加しやすくなること、共有画

面により解いた問題の正誤がすぐに確認できるな

ど学習結果を管理しやすいこと、時間や空間にと

らわれず、様々な人とつながることができること

などが上げられます。

一方、デメリットとしては、インターネットを

使って何でもすぐに調べてしまうことができるよ

うになるため、正誤に関係なく一部の情報にとら

われてしまう場合があること、バッテリー切れ、

圏外、故障によりタブレット自体が使えなくなる

場合があること、目の疲労や姿勢の悪化など、健

康面への影響する場合があることなどが上げられ

ます。

今後は、授業の中でより一層ＩＣＴ機器を活用

する機会は増えていくと思いますが、教育委員会

といたしましては未来を担う本市の子供たちのた

めに長時間使用しないなど、児童生徒の健康面へ

の配慮も行い、ＩＣＴを活用する場面と活用しな

い場面を効果的に組み合わせることで学び方の可

能性を広げていくとともに、ＩＣＴ機器が鉛筆や

ノートなどの文房具と同じように身近なツールと

して日常的に目的に合わせて自ら選択し、効果的

に使用できるよう、ＩＣＴ環境の整備や学校への

支援を進めてまいります。

次に、プログラミング教育の現状についてお答

えいたします。コンピューターを理解し、上手に

活用していく力を身につけることは、これからの

社会を生きていく子供たちにとって将来どのよう

な職業に就くとしても極めて重要なこととなって

いることから、国では平成２９年から３１年度に

かけて改定された学習指導要領において、小中高

校を通じてプログラミング教育を充実することと

し、令和２年度より小学校においてもプログラミ

ング教育が導入されました。

小学校においては、各教科等の特質に応じて児

童がコンピューターで文字を入力するなどの学習

の基盤として必要となる情報手段の基本的な操作

を習得するための学習活動や、プログラミングを

体験しながらコンピューターに意図した処理を行

わせるために必要な論理的思考力を身につけるた

めの学習活動を計画的に実施することとしており

ます。例えば５年生の算数では正多角形の作図や、

６年生の理科では電気の性質や働きでプログラミ

ング学習を行っております。

また、中学校ではプログラミングに関する内容

を充実させ、技術家庭科において生活や社会の問

題を計測、制御のプログラミングや、ネットワー

クを利用した双方向性のあるコンテンツのプログ

ラミングによって解決する学習を行っております。

プログラミング教育がスタートした当初は、プ

ログラミング教育の指導に戸惑う教員も見受けら

れましたが、名寄市教育改善プロジェクト委員会

による研修会の実施やＩＣＴ支援員などの支援に

より、現在は大きな問題もなく授業が行われてお

ります。児童生徒についても、実際に自分がプロ

グラミングしたものが動いたり反応したりするこ

とで学習に対する興味、関心が高まり探究心も生

まれ、楽しく学習を進めることができております。

教育委員会といたしましては、今後とも名寄市

教育改善プロジェクト委員会と連携を図り、教員

がプログラミング学習の指導方法や指導内容につ

いてより一層深めていくとともに、児童生徒にと

ってこれまで以上に分かりやすく、親しみやすい

授業ができるよう、必要な支援をしてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

私からは、大項目１〇総務部長（渡辺博史君）

の小項目２及び小項目３についてお答えいたしま

す。

初めに、小項目２、働く世代への取組はについ
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て申し上げます。働く世代あるいは子育て世代の

皆さんは、スマートフォンなどのデジタル機器の

利用に慣れ親しんでいる世代であるとともに、仕

事やプライベートも含めて多忙な世代であると認

識しています。このため、各種証明書の発行など

対面を必要としない行政サービスを市役所に出向

くことなく、デジタルの活用によりオンラインで

受けることが可能となった場合、最も有効活用い

ただける世代であるものと考えております。

これからの行政サービスは、窓口については現

状どおり開設する一方で、マイナンバーカードを

活用したオンラインで完結する手続が主流になる

ものと想定されますし、その他証明書などのコン

ビニ交付や公共施設のオンライン予約、スマホ決

済なども急速に整備されるものと考えております。

市としましては、働く世代や子育て世代を含め、

市民の皆さんの多様なニーズに応えられるよう、

デジタル技術やデータの利活用、システム基盤の

構築を進めるとともに、広報などにより情報の発

信に努めながら、誰一人取り残されない人に優し

いデジタル化の理念にのっとり、事業を展開して

まいります。

次に、小項目３、高齢者向けへの取組はについ

て申し上げます。国は、デジタル技術を活用して

情報ネットワークや基盤の構築、様々なサービス

の提供を図ることとしており、そのサービスを利

用する指標の一つとしてマイナンバーカードの普

及啓発を強力に推進しています。現在のマイナン

バーカードは、身分証明としての本人確認のほか、

確定申告や特別定額給付金のようなプッシュ型の

行政サービスなどで活用されていますが、将来的

には保険証や運転免許証での活用のほか、デジタ

ル基盤を構築することで窓口を訪れることなく必

要な手続をオンラインにより可能にするなど、今

後のデジタル社会の重要なツールになるものと考

えております。

お尋ねの高齢者向けの取組についてですが、ま

ずはマイナンバーカードを所有していただくこと

とデジタルに慣れていただくこと、これが当面の

課題と認識しており、臨時窓口開設などのマイナ

ンバーカードやマイナポイントの申請支援及び高

齢者向けスマホ教室を開催しているところでござ

います。これらを実施し、デジタルへの啓発を進

めながら今後のマイナンバーカードの活用施策と

して介護保険や介護予防に係る申請手続における

行政手続のオンライン化、各種証明書のコンビニ

交付、公共施設のオンライン予約、地域通貨での

活用、公共交通利用時における市民割引などにつ

いて協議を進めることとしております。

マイナンバーカードを活用した施策については、

全国の自治体で取組を進めているところであり、

本市としましてもそれらの事例を参考にして有利

な特定財源を活用しながら取組を進めてまいりま

す。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

私から大項目の〇産業振興室長（田畑次郎君）

２、地域産業の活性化のためのデジタル技術の普

及に向けてについてお答えいたします。

まず、小項目の１、市内デジタル産業の状況は

についてですが、デジタル産業という用語につい

ては、経済産業省の２つの研究会において異なる

考え方が示されており、半導体・デジタル産業戦

略検討会議では、クラウド事業者やプラットフォ

ーム事業者等をデジタル産業と捉える一方で、デ

ジタル産業への変革に向けた研究会では、主とし

てソフトウエアによってデジタル化した価値創出

のための事業能力を通じ、他者、顧客とつながる

ことでエコシステムを形成している全ての企業を

含めた広がりをデジタル産業としております。

本市は、データ処理の多い大都市圏から遠く、

基盤となる光ファイバー通信網などの基盤インフ

ラの整備が遅かったこともあり、ソフトウエア開

発や情報処理提供サービスなどのクラウド事業者

やプラットフォーム事業者等の集積は図られてい

ない状況です。
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一方で、事務機器の小売事業者が企業内ネット

ワークの構築やソフトウエアの販売により地元企

業のデジタル化を推進しているほか、企業のホー

ムページ作成を請け負う新聞社や印刷会社の例が

見られるところです。

また、クラウドやプラットフォームをユーザー

として活用する様々な事業は、議員おっしゃると

おり多くの資本投入を必要としないことから、そ

うした事業を行う個人や団体は市として把握して

おりませんが、少なくないものと推測しておりま

す。

昨年度実施した感染症対策ＩＴ化支援事業補助

金では、無人受付キャッシュレス決済システム、

飲食店での端末からの注文システム、不動産賃貸

業のＥＣサイトの導入について、地元企業がソフ

トウエアとともにＩＴ機器を納入した実績がござ

います。

また、携帯電話端末のアプリを活用した簡易な

プラットフォームサービスを提供した例として、

今年３月に行われた全日本スノーボード選手権大

会において、地元企業の経営者が中心となった団

体が参加者や大会関係者に市内の飲食店や土産店

を試験的にラインボットにより紹介し、大会誘致

の経済効果を高める取組を行っています。

次に、小項目の２、将来のデジタル産業推進へ

向けた取組についてお答えいたします。デジタル

産業の推進に当たり、クラウド事業者やプラット

フォーム事業者等、いわゆるベンダー企業の誘致

については、現段階では電力のバックアップや高

速通信回線の複線化などのインフラが整備されて

いないものの、本市は災害が少なく、王子マテリ

ア名寄工場敷地の利活用において木質バイオマス

発電が計画され、市としてデータセンターの誘致

を目指していることなどから将来的には有望と考

えており、本市がデジタル産業の適地になる可能

性を見据え、企業立地促進条例やその特例条例に

おいても情報通信業を対象業種として支援の体制

を整えているところです。

一方で、クラウドやプラットフォームのユーザ

ー企業については、多くの資本投入を必要としな

い場合、企業立地促進条例の対象にはならないも

のの、中小企業振興条例に基づく支援メニューの

うちトライアル企業支援事業は本市の魅力を感じ、

新たなビジネスを検討いただくために、お試しで

テレワークなどを行う市外企業に対し、オフィス

の家賃や旅費の一部を補助するもので、本市で実

施するインセンティブになるものと考えています。

また、それら事業の保守管理に関わる事業者の

誘致につきましては、企業立地促進条例やトライ

アル企業支援事業の周知に努めてまいりたいと考

えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

それぞれお答えをいた〇６番（今村芳彦議員）

だきました。

それでは、順次再質問をさせていただきます。

まず、今回世代ごとということでありましたが、

これ私の家族がちょうど下が小学生から上が９０

歳のばあちゃんまでということで、非常に理解が

しやすい家族構成ということで、それぞれの世代

が今どんな状況なのかというのも踏まえてのお話

をしたかったなというところからこういう構成を

させていただきました。

まず、学校現場でスマホは今持込みを禁止して

いるという状況であると。今タブレットを持って

いて、親とのやり取りというのがタブレットでは

今できない状況でありますけれども、従来から親

の送迎の時間等々連絡をするのに一部学校の許可

を取ってということで子供に持たせているという

状況というのは、これは把握をされているかなと

いうように思っております。昔は携帯電話でした

が、今はもうスマートフォンということで、タブ

レットと同じ性能の機械が家にもあり、学校にも

ありという、本当にデジタルに囲まれた中でずっ

と、うちの娘もデジタル漬けの生活を送ってしま

って、本当に申し訳ないのですけれども、家に帰
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ってきたらユーチューブをずっと見ているような、

なかなか勉強しているのか、おまえ大丈夫かとい

うような、そういう子供になってしまっています

けれども、学校現場で今ユーチューブ動画を使っ

て指導している。そのモラルの指導というのは、

道徳の授業とかでやっているということでありま

す。これは、ぜひどんどん進めていっていただき

たいと思います。

私が懸念をしているのが、やはり子供たち、ス

マートフォン持っています。そして、ラインです

ね、ああいうツールを使って学校の同級生の中で

グループをつくって、携帯電話の中で完結するよ

うなお話をしたりと、そういう状況もあります。

やはり心配しているのが、その中でのいじめです

とか課題というのが出てくるのではないかなと感

じております。その辺の状況の把握ですとか対応

というのはどう考えていらっしゃるのでしょうか。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

議員おっしゃられる〇教育部長（木村 睦君）

ように、児童生徒におきましては大半の方が今ス

マホを持たれているものではないかというふうに

感じているところでございまして、先ほどの答弁

にもありましたとおり、情報モラルに関する指導

につきましては、やはり学校の中でも総合的な学

習の時間ですとかでネットワーク上のルールとか

マナーをしっかり守ることについて考えさせる授

業を行ったり、先ほどのとおり道徳の時間では誹

謗中傷やいじめ、犯罪ですね、こういったところ

に関して考えさせる授業というところも、学習と

いうところも行っているところでございます。

あわせて、保護者に対しましても、やっぱりＩ

ＣＴ機器の利用ですとか個人情報の扱い等につい

て御家庭の中でルールを決めていただくようにお

願いをしたり、参観日ですとか懇談を通じて継続

的にお願いをしていく必要があるというふうに考

えておりまして、これについてはいろいろと学校

通信とかでもお願いさせていただいているところ

でございますので、よろしくお願いいたします。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

対策、ぜひ行っていた〇６番（今村芳彦議員）

だきたいと思います。

その側面としまして、やはり有効活用できるツ

ールでもあると思います。プログラミング授業の

中の中学校でネットで双方向通信を可能とした技

術を使うと。これ、平たく言ってしまったら、お

互いが通信可能なアプリを作っているという認識

になります。ぜひそういう技術、子供たちの中で

も分かっていると思いますから、例えばですけれ

ども、学校関係の悩み事等ありましたら、すぐそ

こで相談できるようなアプリを作る、あるいはそ

のツールを利用していくという、そういう子供た

ちの困り事に対して、いかにこのデジタルツール

をうまく使って対応していくかというのが今後や

はり必要になってくると思いますが、その辺どう

お考えでしょうか。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

なかなか名寄市独自〇教育部長（木村 睦君）

でというのが、ここはまだそこまでの段階には至

っていないですけれども、北海道教育委員会のほ

うではおなやみポストというところで、そういっ

た悩みや何かあればこのポストに書き込みしてく

ださいというところで周知を図っておりまして、

これについて子供たちも十分認識していただいて、

何かあれば書き込みいただいているものかなと考

えておりますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

なかなか北海道の窓口〇６番（今村芳彦議員）

に直接子供が投稿するって、やっぱりハードルの

高い部分もあります。先生方には負担になるよう

な気もしますけれども、やっぱり学校の担任の先

生というのは子供たちにとって一番身近にいる大

人の方だと思います。親よりも日中接している時

間長い方もいらっしゃると思います。やはり先生

方がしっかりとモラルを持って子供たちと向き合

っていただくというのが、これは最重要なところ
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でありますけれども、やっぱり今インターネット

という、なかなか物理的に表面に目に見えてこな

いところというのがこれからかなり懸念をされる

というところ、そしてまた期待を込めて、もっと

もっといい意味で有効活用してほしいというとこ

ろもありますので、学校現場でのモラル教育等々、

これはまた指導をぜひ続けていただきたいという

ように思います。

また、タブレット端末を利用した学習というこ

とで、コロナウイルスの感染が広まった直後だと

思います。学校閉鎖をしてしまって、その代替授

業としてタブレットを家に持ち帰って授業をして

はどうかというお話があったかに思います。たし

か私の記憶では、あの当時持ち帰っての学習がで

きなかったのではないかなと思いますが、現状コ

ロナウイルスで学校に通うことができない状況に

なった場合に、やっぱりタブレットを使った学習、

実際の学習だけではなく、みんな元気ですかとか、

先生方からの声かけというのがやはり有効かと思

いますが、その点現状どうなっておりますか。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

１人１台端末の持ち〇教育部長（木村 睦君）

帰りについての御質問かなというふうに思ってい

ます。

確かに持ち帰ることになればいいなというふう

には思うのですけれども、なかなか持ち帰らせれ

ばよいというわけでもないので、端末に触れるこ

とで学んだりすることも多いというふうには思い

ますけれども、学校から持ち帰るということにな

りますので、これはやっぱり教育上のツールとし

て持ち帰るということになるかなと思っています。

持ち帰り、どのような学習に活用するのか、どう

活用していくのかというところ、またセキュリテ

ィーは大丈夫かだとか多くの課題があって、今引

き続き、かなり時間かかってしまっていますけれ

ども、継続して検討はさせていただているところ

でございます。

次年度には、ここの持ち帰りをすることを前提

とした中身について、特に本年度の後半からプロ

ジェクト委員会でしっかりと検討していきたいと

いうふうにお願いもしておりますし、プロジェク

ト委員会のほうでもそういうような話をさせてい

ただいておりますので、もう少々お待ちいただけ

ればと思います。よろしくお願いいたします。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

もう少々ということな〇６番（今村芳彦議員）

ので、ぜひ期待をさせていただきたいというよう

に思っております。

デメリットの部分でお話がありました。何でも

すぐに調べてしまうと。言ってしまえば、すぐグ

グってしまうということ、私もそういう状況によ

くあります。最近タブレットやパソコンを使うと、

漢字を書けなくなるという状況、皆さん記憶にな

いでしょうか。あの字どうだったかなと、しばら

く考えて、結局何かで変換して、ああ、こうだっ

た、こうだったという状況、非常に多くあって、

便利になった一面、やっぱり不便になってしまう

といいましょうか、支障が出てしまうということ

もあろうかと思います。漢字程度ならいいかもし

れませんが、正しい情報なのか誤った情報なのか

というところの判断が難しいというところは多々

あると思います。特に今ユーチューブという動画

は、発信者が好きなように作ることができるとい

うことで、実際にどういう正確な情報があるのか

ないのかというのは、なかなか判断が難しいとこ

ろだと思います。

学校の授業の中でもユーチューブ動画を使って

いるというところのお話もありました。そのユー

チューブ動画をどういう動画で勉強されているの

かとか一定の基準で選んでいると思うのですけれ

ども、そういう選考の過程といいましょうか、ど

ういう動画が適しているのかという判断を誰がさ

れているのかというところをもう一度お聞かせを

いただきたいと思います。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

先ほど学校の授業の〇教育部長（木村 睦君）
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中でユーチューブを活用した授業を行わさせてい

ただいているというふうにお答えさせていただい

ておりますけれども、ここは基準というよりも、

やはりそれぞれ授業を行う教員の皆様方が、もち

ろん先生ですので、これは授業に適切な動画であ

るということの判断、しっかりと判断してもらっ

て授業の中で活用していただいているということ

になりますので、よろしくお願いいたします。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

ありがとうございます。〇６番（今村芳彦議員）

先ほど申し上げましたけれども、私の子供もユ

ーチューブ、家に帰ってきてから見ている。やっ

ぱり見るなら勉強してほしいなというところから、

どうせ見るのだったら、例えば学校の先生方が推

奨している動画はこれですよみたいな、リストで

はないでしょうけれども、そういうのがあれば、

私も子供に堂々と見せてあげれると言ったらちょ

っと語弊が出るかもしれませんけれども、家庭の

中でも有効活用できるのではないかと思います。

その辺が進めていただければありがたいなと、こ

れはお願いさせてもらおうかなと思っております。

続いて、プログラミング教育の現状ということ

で、私も正直経験がない状況です。コンピュータ

ーを、プログラムを勉強するという側面だけでは

なく、こういう仕組みでコンピューターが動いて

いるから、うまく使ってくださいよというのが最

終目標であるというような認識をさせていただき

ました。

現状、パソコンが社会に流通してきて、パソコ

ン使える人材が非常にありがたい人材と言われて

いた頃に今とても近い状況がこれから起きつつあ

るのかなと思っています。特にタブレット関係、

アプリの開発関係といったら、そういう人材とい

うのは非常に大切にされてきますし、手に職がつ

いてくるということも考えられます。

今回プログラミング教育には関係ないのですけ

れども、新設される高校の情報技術を学ぶ科が設

定されるというところに進学を希望する中学生が、

進路指導の先生方がどうしてもまだ何があるか分

からないということで、なかなか強く推すことが

難しいという状況があるように聞いております。

せっかくできる学校にこういう情報技術を学べる

というところ、私はこれ全然推進してもいいと思

っておりますけれども、なかなかそういう状況に

ないというのは、プログラミング教育も含めて、

まだまだ親の世代も含めて浸透がしていないとい

いましょうか、周知の部分が足りていない。これ

がどうやって有効的に使っていくのかというとこ

ろがもうちょっとあってもいいのかなと思います。

その辺、現在どうお考えなのかお知らせをいただ

いてもよろしいでしょうか。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

小中学校で学んでい〇教育部長（木村 睦君）

るプログラミング教育につきましては、いわゆる

プログラム言語だとかプログラムの技能を学ぶも

のではなくて、プログラミング的な思考、先ほど

も答弁させてもらいましたけれども、論理的思考

を養っていく、学んでいくというところがまず大

前提でありますので、要は簡単に言うと一つ一つ

の動きに対した記号を、こういうふうにしたらこ

うして動くのだよという論理的な考え方をまず学

んでいこうというところが大事で、そこからそう

いったことを学んだことによって日常的にも論理

的な思考を基に上手にＩＣＴを使って生活してい

く。これからの未来の子供たちは、ＩＣＴ機器を

使った生活というのが当たり前の世界になってき

ますので、それを上手に活用していくために、そ

のステップとしてプログラミング教育ができてい

るのかなというふうに思っています。

それが段階によってやっぱり異なってきますの

で、小学校から中学校、そして高校となるわけで

すけれども、高校となってくるとかなり専門的な

分野にも到達するのかなというふうには思ってい

ます。高校の部門については、私どもでなかなか

お答えすることはできませんけれども、先般名寄

高校でもＡＩを使った公開授業が行われて、私も
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少し見させてもらいましたけれども、非常に楽し

く授業を行っていただいて、授業のほうは展開さ

れていたかなというふうに思っています。それは

普通科だったのですけれども、今度情報技術科と

いうのができますので、当然さらに一歩進んだも

のが授業されるのではないかと考えておりますけ

れども、私どもも具体的にどのようなカリキュラ

ムで行われるかというのは、当然道教委の範囲に

なってきますし、その辺については徐々にこれか

ら分かってくると思いますので、進んで分かり得

る情報についてはこれまで同様皆様方に周知した

いなというふうに思っておりますけれども、いか

んせん今の状況では、高校のことについてはお答

えすることはなかなか難しいかなというふうに思

っております。

よろしいでしょうか。以上です。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

そのとおりと言ってし〇６番（今村芳彦議員）

あったらあれかもしれませんが、こういった小学

校、中学校からデジタル技術を応用する力を持っ

た子供たちがさらに高校で深く学ぶことができる

と、これはほっといても人材は出てくると言った

らおかしいですけれども、名寄市内でゆかりのあ

るそういう情報技術の能力を持った方がこれから

生まれてくるということは大きな財産の一つにな

ると思います。ぜひその辺、お考えを持ちながら

今後施策展開等々検討していただきたいというふ

うに考えております。

では、続いて小項目の２番目、働く世代への取

組ということになります。今おっしゃったように、

対面での申請等々が、これからデジタル化してい

って、なるべくコンビニで受け取ったりというよ

うな状況にしたいというお考えだったと思います。

本市でもデジタル化に向けて計画立てて進めてい

くということが必要になろうかと思いますが、そ

ういう情報技術を推進していく、また庁内での業

務改善化、効率化を求めていくといった総合的な

計画等々、整備されるというようなお考えはある

でしょうか。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

今現在、名寄市版の〇総務部長（渡辺博史君）

ＤＸ推進計画、これを策定中ということでありま

して、この計画につきましては今後名寄市が目指

すべき方向性ですとか今後実施するデジタル施策

の基本的指針として策定しようとするものでござ

います。計画期間は、後期計画と併せて令和５年

度から令和８年度の４年間ということで、今鋭意

作業を進めて、年度内で策定しようというところ

でございます。

内容につきましては、今現在ではっきりした内

容はお示しできませんけれども、骨子案としまし

てはこの間のコロナ禍ですとか、あと国の動向な

どを示した計画策定における背景ですとか目的、

あと基本方針、推進体制などを示す総論的な項目、

あとは先ほど議員おっしゃいました業務改善も含

めたセキュリティーですとか、そういうものの庁

内のＤＸの推進方策、さらに地域ＤＸの課題です

とか、そういうものを入れた推進方策、そういう

ような項目で作業を進めているというところでご

ざいます。

以上です。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

デジタルトランスフォ〇６番（今村芳彦議員）

ーメーション、先日からよく言葉が出てきますけ

れども、正直分かりづらいと私も思います。何だ

それとなります。これは、大きく分けて目標とし

ては業務改善、効率化を図りたい、それが大前提、

一番の目的。その目的達成のために情報技術を使

いましょうと、そういう認識を持っています。そ

ういう認識で大体間違いはないとは思うのですが、

やっぱり題目として業務改善が一番大きく上に来

る。令和８年までの計画を今考えているというこ

とであります。では、その令和８年に我々の世界

がどうなっているのかというところをかいつまん

で想像できるところあれば、もう一度お知らせい

ただきたいと思います。
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渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

先ほども申し上げた〇総務部長（渡辺博史君）

ところもございます。先ほど、これからの行政サ

ービスということで、市役所でいえば窓口につい

ては当然現状の窓口は縮小するかもしれませんけ

れども、それは開設するという部分であります。

それを大前提に置きながらも、マイナンバーを活

用したような、通常の申請行為ですとか、そうい

う部分についてはオンラインで完結する。この間、

昨日ですか、新聞報道にもありまして、子育て手

続デジタル化というのがぼんと出ていました。政

府のほうで年内に推進チームをつくって、出生届

の提出だとか児童手当の申請、手続をオンライン

で完結できるようにすることを目指す。ちょっと

遅いかなと思ったのですけれども、オンライン化、

令和４年度末と言われているのですけれども、今

こういう状況なので、遅れるのかなと思いますけ

れども、私どもも基盤整備については進めている

ところでありまして、こういった形で市役所でい

えばそういうものが主流になるのではないかとい

うところでございます。

あと、この報道でも民間のスマートフォンアプ

リと連携した取組を進めるということで、具体的

な産後ケア、一時預かり、保育サービスのオンラ

イン化ですとか子育ての不安をインターネット交

流サイトを通じて保健師らに相談できる仕組みの

整備など、ちょっと踏み込み過ぎかなという気も

……。対面でやらなければならないことは対面で

やらなければならないので、例えば子育てでした

ら、全てがオンラインでできるというのではなく

て、やっぱりそれは手続をしながら話している中

で気づく面もあるでしょうから、それはやっぱり

対面でやらなければならないものは対面でやらな

ければならないことだと思いますけれども、そう

いうのを必要とされるものについてはほとんどの

ものがオンラインでもできるということになろう

かと思います。

こんなものでよろしいでしょうか。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

ありがとうございまし〇６番（今村芳彦議員）

た。

他市の先行事例を見ますと、印鑑を廃止すると

か受付にＡＩを使った自動応答システムを使うと

かというような状況もあるように聞いております。

ぜひそういう先行事例も検討しながら、庁内、情

報化を推進して効率化を図っていただきたいとい

うように考えておりますので、ぜひやっていただ

きたいと思います。

働く世代ということで、なかなか仕事中にイン

ターネットを見るというのは難しい人もおられま

すが、つい先日、昨日ですね、熊が出没しました

よという名寄市のラインが入ってきました。どこ

に出たか、どっちに逃げたか、そして各学校の対

応はどうなったかまで細かく出ておりまして、あ

れはすごく役に立つツールだなというように思っ

ています。ああいうのをやっぱりプッシュ式の情

報発信としてあるべきだと思います。今現状ライ

ンに登録していないとああいう情報を受け取るこ

とができないということになっておりますが、そ

れ以外のツール等を使ったプッシュ式情報発信に

ついて、お考えがあればお伺いをしたいと思いま

す。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

市民の皆さんが〇総合政策部長（石橋 毅君）

望む情報が簡単に取得できたり届いたりというこ

とが一番の理想であって、それが先ほどから議論

していただいているＤＸなのだろうというふうに

思っています。

現在の認識としては、ラインを我々は活用、ま

ずさせていただいておりまして、一定程度認識と

しては成功をしているという認識でおります。既

にその中でも、ラインの登録いただいた中でもコ

ンテンツを作っていて、子育て情報が必要な方と

か、いろいろ自分で情報を得られる仕組みにもな

っておりまして、今それ以外のツールというお話

もあったと思いますけれども、まずはやはりここ
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でしっかりとこのツールを広げていくというのを

注力していきたい。そのために、今回総合計画の

中でもＫＰＩとして設定をさせていただいており

ます。いろいろ散らかるのが悪いとかというわけ

ではなくて、選ばれる手法はたくさんあったほう

がいいのかもしれません。ただ、しかしここで我

々もこのラインというものを使いながら、一度情

報伝達として成熟をさせていきながら、検証しな

がら、さらに有効なものということは勉強させて

いただければというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

現状としてラインとい〇６番（今村芳彦議員）

う媒体を使うというのは十分正解だと思いますし、

情報の速度、また精度から見ても十分成功した事

例だというふうに考えております。ＫＰＩの数字

の中では、まだこれから１万５，０００件まで伸

ばしたいということでありましたので、ぜひ伸ば

していってほしいのと、やはりラインも結局民間

のサービスでありますので、それがサービス終了

してしまったらどうなるのだろうというところは

検討していただければなというふうに考えており

ますので、よろしくお願いします。

それともう一点、現在保護者、学校関係なので

すけれども、学校から連絡が来ます安心メールさ

んを使ったりマチコミさんを使ったりというとこ

ろでプッシュメールが来るのですけれども、ぜひ

これ統一化できないかというお声をよく伺うので

すけれども、その辺現状でどうお考えなのかお聞

かせいただいてもよろしいでしょうか。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

議員おっしゃられる〇教育部長（木村 睦君）

ように、今市内の各小中学校では、今お名前もお

っしゃっていただきましたけれども、安心メール

さんとマチコミメールさんと。６校が安心メール

で５校がマチコミメールと、２種類使われている

かなというふうに思っています。保護者との連絡

用のこういったアプリというかフリーソフトとい

うのでしょうか、そういったものについてはそれ

ぞれ各学校の中で使い勝手のよいものを選択して

もらって導入してきていまして、現在我々のとこ

ろには保護者の方々から連絡手段を統一してほし

いといった要望とか御意見というのは、各学校を

通じてそういう話は聞いていないというところも

ございます。学校の先生方からは、逆に保護者の

方々も今のそういったアプリというのでしょうか、

そういったものに慣れてきているというところも

あって、これがまた変わってくるのにも少しまた

課題があるのではないかのかなという話は伺って

いるところでございます。そのため、保護者の皆

様方からそういった要望ですとか意見があれば、

各学校の中で御協議いただいて、御検討いただけ

ればなというふうに思っておりますので、よろし

くお願いいたします。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

ぜひそういうアプリ作〇６番（今村芳彦議員）

ってみてください。

お願いにもなるのですけれども、複数の登録に

なってしまいますと、私も子供は小学生と中学生

がいるので、別々の登録を行って、それぞれ同時

に返信ができないというところもあって、なかな

か学校側でも兄弟が複数の学校に分かれていると

いう状況もありますので、そこは統一に向けての

検討というのはされてもいいのかなというように

考えております。これは、ぜひ庁内で検討いただ

ければと思います。

続いて、小項目３番目、高齢者の世代というこ

とで、私の９０歳のばあちゃんにデジタルトラン

スフォーメーションを説明してみました。無理で

した。最初から分からないと。ということで、先

般から高齢者向けスマホ教室等々開催をしている

と言いましたが、ある程度上限があるのではない

かと。そもそもスマホの理解がある人ではないと

来ないのです。マイナンバーカード、あれを魔法

のカードというような意味合いで持つ方のほうが

多いのかなと思います。このカードがあったら病
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院で保険証代わりになりますよ、このカードがあ

ったら例えば行政サービス受けれますよ、そうい

う高齢者にデジタルって何ぞやと一から説くより

も、実際このカードがどうやって使うのだ、そう

いったような周知のほうが私は効果的かなと思い

ます。そういうところから、まずマイナンバーカ

ードを使ったら何ができるのか。タクシー手配で

先行事例として、これ群馬県の前橋市なのですけ

れども、そうやってタクシー呼んだら安くなるよ

とか、今マイナンバーカードを利用して病院を受

診したら、１０月から変わったという話聞いてお

りますが、受診料がちょっと安くなるよとか、そ

ういうメリットをやはり提示していくということ

がこれから必要になると思いますが、その点もう

一度お聞かせいただいてもよろしいでしょうか。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

マイナンバーカード、〇総務部長（渡辺博史君）

なかなか交付というか申請率が進まないところで

ございます。

その中では、マイナンバーカードを持っても、

今現状としてなかなか利用がないというのもあり

ます。先ほども申し上げましたけれども、今後ど

んどん進んでいくというところもありますし、保

険証では活用が始まっている部分もあります。免

許証もということありますので、今後も広報なん

かですとか様々な媒体を通じながら、今こんなこ

とできますよだとか、そういう活用方策なんかも

周知していきたいと思います。

以上です。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

活用に当たっては、ど〇６番（今村芳彦議員）

うしてもカードという物理的なものを使う以上、

そのカードリーダーですとか、それに順応したシ

ステムの導入という、どうしてもお金のかかって

くるという部分が必要になると思います。ぜひこ

れ全庁的に、病院でも市役所でも、どこへ行って

もこのカード１枚があったら事足りるのですよみ

たいな、そういうぜひ強いカードに行政として育

てていっていただきたいというようにお願いをさ

せていただきます。

予算措置等の検討もされながらの話になります

ので、なかなか一朝一夕には難しいと思いますが、

ぜひ先ほどおっしゃいました令和８年ですか、計

画の終了にはマイナンバーカードさえあれば何で

もできるのだというような名寄市にぜひなってい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

実は、マイナンバー〇総務部長（渡辺博史君）

カードを取得してくださいという形で一つの取組

として、今回燃料券、全世帯にゆうパックで送っ

た形なのですけれども、その中に市長の指示もあ

りまして、せっかく全世帯に行くものですから、

マイナンバーを取得してくださいという形で、マ

イナンバーを取るとこういうことができますよだ

とか、今後こういうことができますよという形で

１枚入れさせていただきまして、マイナンバー取

得をお願いしますということで送らさせていただ

いております。

以上です。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

その資料、私も見たか〇６番（今村芳彦議員）

もしれませんが、記憶にございませんで、申し訳

ありませんでした。

（「まだ届いていない」と呼ぶ者あり）

そうかもしれない。風〇６番（今村芳彦議員）

連なので、遠いので、すみません。

それでは、続いて大項目の２番目、地域産業と

してデジタル技術を興してはどうかというような

ことになります。現在デジタル産業の状況として、

確かに各業種によって、本業ではなく、サービス

の一環、印刷屋さんでしたらデザインを請け負い

ますよとか、そういったようなところで今取組が

あるという話でありました。実際どういうものを

デジタル産業と呼ぶのかというのは、各業界団体

によって変わってきておりまして、非常に難しい
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概念にはなるのですけれども、言ってしまえばど

こでもできると。そして、先ほどおっしゃってお

りましたけれども、名寄市はデータセンターとい

う一つの柱が今あるというところで、これから推

進していくというようにお考えをいただきました。

先ほどからデジタル教育含めて、そのデジタル

に特化した人材がこれから名寄で生まれてくると

いう状況にあるのは、これは追い風でしかないな

というように見ております。ぜひ目指せクリプト

ン・フューチャー・メディアと言わせていただけ

れば、分かる方いらっしゃるかどうか分かりませ

んけれども、札幌のある企業なのです。非常に有

名な、御存じかどうか分かりませんが、初音ミク

というキャラクターを御存じでしょうか。一時代

を築いているというソフトウエアなのですけれど

も、そういうのも非常に資本投資の少ない会社が

スタートして成功を収めて、今北海道の雪ミクと

いいましょうか、各お祭りのイベントに使ってみ

たりというような認知度が非常に広がっている状

況になっております。ぜひそういう発信を名寄が

してほしいなと。特に産業、今非常に厳しい状況

になってきているというのは皆さん周知の事実だ

と思いますが、デジタルというのはどこでもでき

るのだから、やっぱり名寄で起きてもいいでしょ

うと。そのための施策展開が私は必要ではないか

ということから、この大項目２つについてお話を

させていただきました。

現状企業として今はないとおっしゃっておりま

したが、中小企業振興条例の中でも支援策を今あ

るという話でありましたけれども、やはりデジタ

ルに特化した条例ですとか施策というのがなかな

か難しいといいましょうか、見つけることもでき

ない……見つけることはできるのか、何か利用し

やすくないのではないかなというような感覚があ

ります。やっぱりデジタルを広げていくとしたら、

既存のハードウエアの整備だけではない、もっと

別な、例えば版権の関係ですとか、どうやって維

持をしていくのかという知的財産の部分も十分に

配慮した振興策というのが必要になるかと思いま

す。その辺のお考えありましたら、また改めてお

伺いをしたいと思います。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

デジタル産業と〇産業振興室長（田畑次郎君）

いうことで、今様々な例を出していただきました。

例えば札幌の先ほどのクリプトン・フューチャー

・メディアの初音ミクさんのことでいいますと、

一昔前にサッポロバレーなどと呼ばれて、これは

シリコンバレーをもじって言った言葉があります。

そういったことに名寄がなれるかどうかは分かり

ませんけれども、先ほど答弁させていただきまし

たとおり、将来的には本市がデジタル産業の適地

になる可能性はあるのではないかと思っておりま

す。

一方で、今おっしゃったような知的財産ですと

か、そういうところまで、まだ考えに至っていな

いところもありますが、現時点でも私どもでは中

小企業振興条例、このたび見直しまして、その中

ではオフィスや店舗の新築や改修、設備投資を後

押しする企業活力強化支援事業、あるいは新たな

事業のスタートを応援する操業支援事業において

は、一定の条件の下にＩＴ機器の導入を支援対象

としております。こういったことで、デジタル技

術の産業振興にも今の段階でも取り組んでいると

ころでございまして、先ほど申し上げたとおりデ

ジタル産業というものは定義というのがなかなか

難しいと思いますけれども、国の定義にも幾つか

異なるものがありまして、クラウド事業者、プラ

ットフォーム事業者などをデジタル産業というも

のもあれば、それをユーザーとして使う人たち、

この場合は個人でもできるような事業だと思いま

す。一方で、御質問にもありました中での保守管

理に関わる事業者、こういったものもあると思い

ます。こういった方々を名寄の可能性として使え

るように、もう一つでは先ほど申し上げたトライ

アルの事業も用意しておりますので、名寄におい

てその可能性が将来的にはあるであろうという今
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村議員の思いも、その方向には何とか応えられる

ような制度を今は用意していると思っているとこ

ろでございます。

今村議員。〇議長（東 千春議員）

名寄市がこういうメニ〇６番（今村芳彦議員）

ューを用意して支援をしていますよというのは、

あくまでも名寄市のホームページを参照としたり、

自分が取りに行かなければならない情報なのです。

やっぱりこれはプッシュですよね。デジタル産業

を興すというのであれば、やはりそういう方々が

よく見ているサイト等とインターネットの、どこ

にでも転がっていると思います。そういうところ

でやはり周知をしていくということも今後手法の

中に検討していただいて、名寄市のデジタル産業、

産業の一つの柱として、ぜひ成長させていただき

たいとお願いを申し上げて、質問を終わらせても

らいます。ありがとうございました。

以上で今村芳彦議員の〇議長（東 千春議員）

質問を終わります。

中小企業及び小規模事業者の中長期的な資金需

要に係る資金調達の支援について外２件を、塩田

昌彦議員。

議長より御指名をい〇１４番（塩田昌彦議員）

ただきましたので、通告順に従い、順次質問して

まいります。

いまだ新型コロナウイルス感染症の終息が見通

せない中、足元ではエネルギーや資材、食料品の

物価高騰が、市民生活はもとより、様々な事業活

動において脅威となっており、新たな支援など経

済対策が求められています。

喫緊の課題に取り組む姿勢として、名寄市中小

企業振興条例が目指す地域循環型経済の実現など、

課題解決に向けた行政の施策強化が必要と考えま

す。そこで、大項目３点にわたり質問をしてまい

ります。

大項目の１、中小企業及び小規模事業者の中長

期的な資金需要に係る資金調達の支援についてお

尋ねをいたします。令和２年２月に始まった新型

コロナウイルス感染症の影響回避に向けた給付金

事業をはじめとした経済対策の下、地域経済にも

一定の下支え効果が発揮されてきましたが、各種

エネルギーや資材、食料品の高騰などの影響から、

中小企業や小規模事業者は資金調達に苦慮してお

り、またコロナ融資の据置期間の終了に伴い返済

が始まっていると思いますが、小項目の１、新型

コロナウイルス感染症対策を含めた名寄市中小企

業特別融資の現状と償還状況について。償還の状

況、返済猶予に関して、行政や商工会議所、商工

会への相談など、現状の把握とその対応について

お知らせください。

小項目の２、厳しい経済状況に耐え得る資金調

達の支援策について。飲食、観光業などは、いま

だ回復を見通せず、さらには運送業など冬の需要

期を迎える本市においては、あらゆる産業への一

層の影響が見込まれます。名寄市経済の再生には、

中小企業、小規模事業者は欠かすことのできない

存在であり、これら企業を守るため資金調達の支

援など緊急の対策が必要と考えますが、お考えを

お聞かせください。

次に、大項目の２、地域循環型経済の推進及び

活性化に向けた取組についてお尋ねをいたします。

さきに述べたとおり、地域経済の回復はいまだ進

んでおらず、経済の活性に向けた消費喚起を促す

支援策が必要と考えます。

そこで、小項目の１、地域活性化に向けた消費

拡大の支援策についてお考えをお聞かせください。

次に、小項目の２、名寄市ずっと住まいる応援

事業の継続及び見直しについてお尋ねをいたしま

す。本事業は、住宅の改修等推進事業に始まり、

現在名寄市ずっと住まいる応援事業として４年間

の最終年を迎えています。当該事業は、利用に伴

う市民要望は高く、事業の継続と見直しについて

お知らせをください。

次に、小項目の３、住宅新築における地元企業

への誘導策についてお尋ねをいたします。住宅新

築における地元施工事業者への受注減少を懸念す
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る観点から、平成２９年９月第３回定例会におい

て質問をしてから、今回の質問で５回目となりま

す。改めてこれまでの状況を見ると、住宅新築の

地元施工業者への受注は、平成２６年新築住宅５

１戸中、地元受注は２５戸で、全体の約半分が地

元受注であり、この年をピークに年々減少が続き、

令和２年度には３３件中５件となり、地元受注率

は全体の１５．１５％、令和３年度では５０件中

１３件とやや回復にあるものの、依然として厳し

い状況が続いています。本年４月施工の名寄市中

小企業振興条例では、基本理念、基本方針にのっ

とり、財の域内循環による地域循環型経済の構築

に向けた取組を加速し、市外から財貨の獲得によ

る持続的な経済循環を促進し、市民が豊かで暮ら

しやすいまちを実現するとしており、少しでも財

の域外流出を防ぐ対策は急務と考えておりますが、

地元企業への誘導策について考えをお聞かせくだ

さい。

次に、小項目の４、公共事業発注の平準化につ

いてお尋ねをいたします。名寄市中小企業振興条

例の条例改正に伴い、条例が目指す地域循環型経

済の実現を具現化するため、公共事業の発注にお

いて官公需受注機会の確保とともに、公共事業の

平準化は地元建設事業者にとって最も重要な施策

と考えますが、お考えをお聞かせください。

次に、小項目の５、人材育成・確保に係る仕組

みづくりについてお尋ねをいたします。産業人材

を輩出してきた名寄産業高校の統廃合により、人

材確保への懸念が生じています。技術者の高齢化、

技術の継承、人材育成など、課題を抱えておりま

す。人材育成のため、行政と建設事業者との情報

交換、情報共有のための意見交換会を通して、人

材開発センターの積極的活用と協力、連携強化を

図るため、意見交換のできる環境の整備が必要と

思いますが、お考えをお知らせください。

次に、大項目の３、公共施設等に係る公共事業

の見直しについてお尋ねいたします。本年３月の

定例会において、人手不足などに加え、資材価格

の高騰など先行きが見通せない不透明な状況が続

いていることから、入札不調の影響を懸念して質

問をさせていただきました。

小項目の１、各種エネルギーや資材の高騰、資

材調達が著しく厳しい状況下における今後の公共

事業に及ぼす影響について、現在の公共事業にお

ける資材調達や諸物価高騰等による先行きが見通

せない状況が続く中、公共工事の発注にも影響が

及んでおり、現状を踏まえると今後の入札、特に

大型工事における入札の影響、また名寄市の各種

計画にも影響が及ぶことが考えられます。各種エ

ネルギー、諸物価高騰等による事業費が膨らむこ

とによる財政面の負担増も大きな懸念として上げ

られます。このような傾向が続くことを想定をさ

れますが、今後の対応についてのお考えをお知ら

せください。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

塩田議員からは、〇産業振興室長（田畑次郎君）

大項目で３点について御質問いただきました。大

項目１と大項目２の小項目１、２、３と５は私か

ら、大項目２の小項目４と大項目３は総務部長か

らの答弁となりますので、よろしくお願いいたし

ます。

初めに、大項目の１、中小企業及び小規模事業

者の中長期的な資金需要に係る資金調達の支援に

ついて、小項目の１、新型コロナウイルス感染症

対策を含めた名寄市中小企業特別融資の現状と償

還状況についてお答えいたします。本市では、新

型コロナウイルス感染症の影響に対する経済対策

として、いち早く令和２年第１回定例会会期中に

市内中小企業や小規模事業者の資金繰りを支援す

るため、コロナ対応の融資制度を創設いたしまし

た。具体的には、売上げが１０％以上減少した事

業者が本市の通常の制度融資よりも低利率で融資

を受けられ、据置期間を１年間とし、信用保証料

の全額補助、３年間の利子補給が受けられるとい
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うものです。しかし、１年経過後も新型コロナウ

イルスは終息せず、中小企業等の業績が回復する

前に元金返済は始まる一方で、借換えなどの柔軟

な対応ができていないといった制度創設当初には

想定していなかった課題が見えてまいりました。

そのような状況を受け、産官金連携なよろ経済

サポートネットワークにおける金融機関の意見も

踏まえ、令和３年４月、要綱の見直しを行い、長

期化するコロナ禍に柔軟に対応するため融資要件

の緩和、融資限度額の引上げ、据置期間の拡大な

どの改正を行いました。具体的には、新規契約だ

けではなく借換えも対象とし、限度額を１，００

０万円から２，０００万円に引き上げ、据置期間

を１年から３年に拡大しました。本年１０月末ま

でに１４２件、９億５，５５０万円の融資が実行

され、既に一部償還が始まり、２億１，７７７万

４，０００円が返済され、うち１９件は完済して

います。市内金融機関からは、早い時期に簡素で

迅速な制度により市内事業者が融資を受けられた

ことはよかったとの評価をいただき、市内事業者

の事業継続に寄与しているものと認識しておりま

す。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影

響が長期化し、昨年末からの先の見えない物価高

騰と相まって厳しい経済状況が続く中、コロナ融

資の償還を迎える事業者が返済に窮することも懸

念されることから、名寄商工会議所や風連商工会、

市内金融機関に確認をしたところ、地域経済が回

復しない状況では売上げは伸びず、資金が減少し、

融資の返済が滞る状況は想定されるものの、現時

点で具体的な相談などはないとのことでした。今

後資金需要が高まる年末や年度末を控え、コロナ

融資の償還を迎える事業者の状況などに関して、

引き続き市内経済団体や金融機関と連携してまい

ります。

次に、小項目の２、厳しい経済状況に耐え得る

資金調達の支援策についてお答えいたします。全

く先行きが不透明だったコロナ発生当初の緊急的

な資金需要に対応するために創設した本市のコロ

ナ融資は、本市においていち早くスタートし、国

や政府系金融機関、道や多くのほかの自治体が既

に終了している現在も継続しており、今年度末を

期限とし、市内事業者の事業継続に寄与している

ところでございます。

新型コロナウイルス感染症は、発生から３年が

たとうとしていますが、厳しい経済状況の要因は

コロナの長期化に加え、様々な国際情勢や円安な

どによる燃料や原材料をはじめとする物価高騰な

ど多様化、複合化しており、コロナの影響に対す

る緊急的な経済対策を要する状況からフェーズが

変わったと考えられ、ウィズコロナ、アフターコ

ロナの社会経済活動に対応していく必要があると

考えております。そのため、本市の通常の制度融

資による運転資金、設備資金、あるいはより有利

な新規開業の資金需要への支援に加え、様々な事

業者ニーズに対応した中小企業振興条例に基づく

新たな支援メニューによる支援などにより、市内

事業者の事業継続や新規事業者による操業などを

後押しし、本市経済の活性化に努めてまいります。

次に、大項目の２、地域循環型経済の推進及び

活性化に向けた取組について、小項目の１、地域

活性化に向けた消費拡大の支援策についてお答え

いたします。新型コロナウイルス感染症の影響に

対する経済対策として、本市ではこれまでに感染

拡大状況や国や道からの行動制限などの状況に応

じて特別融資、給付金、そして消費喚起策を実施

してまいりました。消費喚起策としては、実行委

員会が実施するプレミアム付き商品券事業を３度

にわたり支援し、その直接経済効果は総額で９億

３，３４１万円であり、新型コロナウイルス感染

症の影響を受けた市内経済の活性化に一定の効果

があったと認識しております。

また、原油価格、物価高騰による市民生活や事

業活動への影響を軽減するため、本年第３回定例

会最終日に議決をいただき、広く市民、市内事業

者の水道料金及び下水道使用料の基本料金を本年
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１１月請求分から来年３月請求分まで減免してい

るほか、本定例会初日には燃料高騰対策、生活支

援事業に係る補正予算を議決いただき、灯油やガ

ソリンなどの燃料購入券１万円分を市内全世帯に

順次郵送しているところでございます。

今後、ウィズコロナ、アフターコロナの社会経

済活動に対応していくと同時に、原油価格、物価

高騰による厳しい経済状況からの回復を図るため、

国の第２次補正予算や道の施策を注視しながら、

産官金連携なよろ経済サポートネットワークにお

いて金融機関と情報交換するほか、市と名寄商工

会議所、風連商工会と連携して市内経済の状況把

握に努め、適宜必要かつ持続可能な対策を講じて

まいります。

次に、小項目の２、名寄市ずっと住まいる応援

事業の継続及び見直しについてお答えいたします。

ずっと住まいる応援事業は、平成３１年４月の施

行から本年度、現行の要綱の最終年度となる４年

目を迎えています。本事業は、５０万円以上１０

０万円未満の改修工事に対して定額１０万円、１

００万円以上の改修工事に対して定額２０万円を

補助し、移住や空き家、居住誘導区域の場合にそ

れぞれ５万円を加算するもので、市民からも施工

業者からも高い評価をいただいています。また、

年間３，０００万円の予算に対し、総事業費は毎

年３億円前後と、予算のほぼ１０倍の事業効果と

なっております。本年度につきましても、市民の

住宅改修ニーズに応える制度として好評をいただ

き、８月５日に本年度予算額に達し、交付申請の

受付を終了いたしました。

本事業の前に２年半実施した名寄市住宅改修等

推進事業を終え、本事業を策定する際に市民や施

工業者から長く続く制度を望む声が多かったこと

から、４年間の事業としてスタートし、最終年度

に市民の意識や社会状況の変化などを検証した上

で最長４年まで延長できる制度としたところです。

最終年度である今年度、８月に庁内関係課によ

る検討会議を設置し、事業者や施工業者のアンケ

ート結果などを参考に、これまでの成果や効果を

検証し、市民をはじめ、住宅関連産業のニーズや

社会状況の変化などを踏まえ、延長を含め改正の

必要性について検討を開始いたしました。

また、本年１１月に市内施工業者などで構成さ

れる、なよろっぽい家づくりの会から本事業の継

続や新たな加算項目の追加などについて要望書を

頂きました。これまでに３回の庁内検討会議を実

施し、本事業を延長する方向で検討し、さらに現

行の加算項目の見直しや新たな加算項目の創設な

どについて議論をしているところでございます。

次に、小項目の３、住宅新築における地元企業

への誘導策についてお答えいたします。新築住宅

取得への支援については、ずっと住まいる応援事

業における施工業者アンケートで新築住宅への補

助より住宅改修に対する補助の維持を望む声が約

７１％と多く、住宅建設分野における財の域内循

環への当面の施策として市内企業への受注機会の

促進を図り、住宅改修に係る補助制度を実施して

いるところでございます。

新築住宅に対する支援に関しましては、これま

でも業界団体の皆様と意見交換をしてきておりま

して、業界団体や市内企業が新築を含め受注増加

に関して自主的に取り組む場合につきましては、

人材育成及び確保の観点からも、行政として前向

きに支援を検討する旨をお伝えをしており、御提

案に期待をしているところでございます。

次に、小項目の５、人材育成・確保に係る仕組

みづくりについてお答えいたします。本市では、

中小企業振興条例に基づく支援メニューの見直し

を行い、事業者ニーズに沿った使い勝手のよい制

度となるよう同条例施行規則を改正し、本年４月

１日、施行となりました。人材育成・確保に係る

支援メニューとして、事業所の人材育成を支援す

る名寄で人づくり事業を拡充したほか、高度な専

門性を持ち、企業の成長戦略を具現化するための

人材を新たに雇用する企業に対して補助するプロ

フェッショナル人材確保支援事業を創設するなど、
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あらゆる業種、分野における人材の確保・育成に

積極的に取り組んでいるところでございます。こ

れまでに名寄で人づくり事業は５件の交付決定、

プロフェッショナル人材確保支援事業は１件の事

業認定を行いました。

名寄産業高校と名寄高校の統合による産業人材

の確保への影響について、大きな危機感を抱いて

いる名寄建設業協会のお声がけで、昨年度から名

寄商工会議所と市の３者による意見交換の場を持

っており、その中で建設業界としては地域の担い

手は地域で育てようを旗印に、人材開発センター

を活用していきたいとのお話があったほか、地元

の子供たちの育成・確保に関する意見を伺ってい

るところでございます。その一環として、子供た

ちに建設業、土木業に興味を持ってもらうことを

目的に、本年の産業まつりにおいて建設業協会と

してＮ’ｓ ＣＲＡＦＴと銘打ったブースを設け、

ミニ重機オペレーターのほか、かんながけや左官、

小屋の組立てなどの体験イベントを実施し、多く

の子供たちが楽しみながらたくみの技術に触れて

いたのはとてもよい試みだったと手応えを感じて

いるとのことでした。

また、本年１０月には名寄商工会議所と名寄高

校において、同高校の生徒が地域に貢献する人材

として成長することを期待するとともに、相互に

地域社会の健全で持続的な発展や職業人の育成に

寄与することを目的に、キャリア教育・地域創り

に関する連携・協力協定書が締結されたところで

す。名寄市としても、人材育成・確保は喫緊の課

題と認識しており、さきの３者による意見交換の

場を活用するなどして人材開発センターとの連携

強化を含め、建設業協会からの具体的な提案に期

待をしているところでございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

私からは、大項目２〇総務部長（渡辺博史君）

の小項目４及び大項目３についてお答えします。

初めに、大項目２の小項目４、公共事業発注の

平準化について申し上げます。本年４月に施行し

た名寄市中小企業振興条例では、市の責務として

市の工事、物品及び役務の調達等に当たり、予算

の適正な執行に留意しつつ、中小企業者等の受注

機会の増大に努めなければならないと定めていま

す。また、官公需についての中小企業の受注確保

に関する法律に基づき策定した名寄市指名競争入

札参加者指名基準や名寄市公契約に関する指針に

より契約の適正な履行が確保できる範囲において

市内業者への優先発注に努めているところでござ

います。市内業者への優先発注や年間を通じた発

注の平準化は、雇用環境の確保やインフラの持続

的、安定的な維持管理にもつながるものと考えて

おります。また、施設整備などの大型の建設工事

においては、工事の平準化が図られず、複数の工

事が重複して実施された場合、市内業者の技術者

確保が難しく、入札不調などの要因になることも

想定されます。本市としましては、適正な工期の

確保や発注の平準化は市内業者の受注機会の確保

や計画的な事業推進にもつながるものと認識して

おり、今後もできる限り発注の平準化に努めてま

いります。

次に、大項目３、公共施設等に係る公共事業の

見通しについて、小項目１、各種エネルギーや資

材の高騰、資材調達が著しく厳しい状況下におけ

る今後の公共事業に及ぼす影響についてお答えし

ます。昨今の資材不足や物価高騰等により、発注

時期や工期の見直しなど公共事業への影響は避け

ては通れない状況にあるものと認識しており、御

質問にもありました名寄市公共施設等総合管理計

画などの各種計画に基づく事業についても影響を

懸念しております。また、公共事業のみならず、

各種委託料などの経常的経費も増加傾向が続いて

おり、本市の財政面に及ぼす影響も大きなものに

なるものと想定しております。今後もしばらくは

不透明な状況が続くものと思いますが、資材不足

や物価の状況等を注視しながら、市民の皆様の安

全、安心な暮らしを守っていくため健全な財政運
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営の維持に努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

塩田議員。〇議長（東 千春議員）

御答弁ありがとうご〇１４番（塩田昌彦議員）

ざいます。

確認含めて再質問をさせていただきたいという

ふうに思います。

まず、第１点目の中小企業の資金融資の今の返

済の状況、やはりなかなかコロナが終息していな

い、そのほかあらゆる高騰等があって厳しい状況

にある。したがって、返済も厳しくなるというふ

うに認識をしていたところでありますけれども、

先ほどの御答弁では、今のところの融資の償還に

関する部分でいえば、滞りなく進んでいるという

ふうにお聞きをしたのですけれども、この名寄市

が融資をしている特別融資の関係、コロナの関係

ですけれども、これについてはやはりこの名寄市

内の中小企業、小規模事業者にとってやはり相当、

今後の経営に伴う部分としては非常に助かる施策

だったのかなというふうに思いますし、それから

このコロナの関係でいえば、経営の継続給付金か

ら始まって、多くの６つの事業から給付金という

形で真水を投入したというふうなことですから、

相当企業者にとっては感謝をしている部分だなと

いうふうに思っています。ただ、市、そして商工

会議所、商工会への相談といいましょうか、返済、

金融機関には恐らく相談等々はあるのでないかな

というふうに思いますけれども、この部分につい

て、実際商工会議所でいうと政府系の融資が主で、

どちらかというとマル経という使い勝手のいい融

資があって、それを推奨していたのかなというふ

うには思っています。

私は、会議所のほうに確認をさせていただいた

ら、やはりちょっと厳しい状況にはあると。返済

滞っているとかというふうな部分、相談につなが

ったか否かというのは別にしましても、現状とし

ては非常に厳しいものがあると。倒産等々含めて、

返済ができなくなったというふうなケースもある

とお聞きをしているのですけれども、実際２年度

に行った融資に関しては、据置き１年ということ

で償還が始まっている。３年度の部分については、

据置き３年間ということで大分猶予してきたとい

う部分がありますから、その部分についてはまだ、

３年以内ということですから、３年とは限らない

というふうには思うのですけれども、この部分に

ついてはまだ２年ということですから、来年返済

に入ってくるのだろうなというふうに思い、今の

現状からするとまだまだ経済は戻っていないとい

うふうなことも考えられますし、そういうふうな

ことも含めて金融機関と、やはり実際にいろんな

部分でいうと、この契約の変更だとか、それから

据置期間を延長してくださいとか借換えをさせて

くださいとか、いろんなことがあると思うのです

けれども、そういうふうなことはやはり金融機関

が最終判断になるというふうに思っていますけれ

ども、その辺の部分について行政としてどのよう

な状況を、要するに対応含めてどういう状況にあ

るかお伺いをしたいというふうに思います。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

コロナ融資の償〇産業振興室長（田畑次郎君）

還がそろそろ始まる時期か、あるいは３年以内で

始まっているところもあると思いますけれども、

金融機関の判断でというお話でございましたけれ

ども、実際に政府あるいは金融庁から金融機関に

対してたくさんの数値が出てきておりまして、そ

の中でも事業者の業況を積極的に把握し、資金繰

り相談に丁寧に対応するなど、事業者のニーズに

応じたきめ細かな支援を引き続き徹底するととも

に、返済期間、据置期間の長期の延長等を積極的

に提案するなど、企業債務の条件変更や借換えな

どについて事業者の実情に応じた迅速かつ柔軟な

対応を継続するように金融庁からも要請がされて

いるところで、私どもも金融機関の皆さんと意見

交換をする中では、私ども制度は制度なのですけ

れども、金融機関の御判断でそういった場合にお

いてはそのような政府からの要請に応じて条件の
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変更ですとか借換えなどについても御相談があれ

ば適宜対応するということでお伺いしているとこ

ろでございます。

塩田議員。〇議長（東 千春議員）

今の最後の言葉で少〇１４番（塩田昌彦議員）

し安心をしましたけれども、やはり最終とりでは

金融機関ですから、金融機関がそれで了解をして

もらうと。このコロナの特例という形で制度的に

リスケという制度がありますよね。この分につい

ても、やはり先ほどおっしゃったように国の機関、

金融庁のほうからお達しがあって、柔軟な対応を

しなさいよというふうに言っているということを

やはり重きに受け止めての対応なのかなというふ

うに思いますけれども、やはりこの今の現状、な

かなかまだ戻り切っていないということも含めて

厳しい状況にあるわけですから、その辺の部分に

ついてしっかりと企業の方たちに耳を傾けて金融

機関とのしっかり連携調整を図りながら対応して

いただきたい。何せやはり名寄市の経済を動かし

ているといいましょうか、そういう部分でいうと

中小企業、小規模事業者、欠かすことのできない

企業でありますから、これは名寄市としてしっか

り守っていかなければならないというふうな部分

かなと私は思っておりますので、そのような対策

をしっかり取っていただきたいというふうに思い

ますので、よろしくお願いします。

次に、消費拡大の対策というふうな部分でいう

と、やはりおっしゃったようにいろんな形で今こ

のエネルギー、それからいろんな食料品等々の高

騰対策として、今市も対応していると。先ほども

御説明いただきましたけれども、いろんな分野で

対策を講じてくださっているというふうなことで、

それは非常にありがたいことであるし、非常に市

民の方も心をなで下ろしているのかなというふう

に思います。

ただ、先月、意見交換会、これ初めて町内会と

の意見交換会ということで、議会が行った部分が

あるのですけれども、その中で意見というか、要

望というふうなことになろうかと思うのですが、

やはりなかなか今のコロナが終息していない、い

ろんな部分で高騰が続いていて、買い物するにし

てもやはり買い控えという言葉が妥当かどうか分

かりませんけれども、非常に厳しい状況にあると。

そういうふうな部分で、やはり何らかの消費喚起

対策という……。先ほどお話をいただきました商

品券の関係については、これまで３回、９億３，

０００万円ほどの効果があったというふうに御答

弁をいただきました。その方のおっしゃるには、

この１２月厳しいから、１２月にこういうふうな

対策が市のほうから、市のほうからというよりは、

これは実際には商工会議所、商工会が核となって

やっている部分でありますが、行政がしっかりそ

こに携わり担保しながらというふうなことだと思

うのですけれども、それを期待をしていたという

ふうな部分だけれども、それがどうなのだろうと

いう質問だったのです。実際に厳しいこの状況下

の中で、やはり消費を喚起させる、消費を促すと

いう、そういう対策はこれからも必要ではないか

なというふうに思います。やはり年末、年度末と

いうふうな部分で大きく消費が動く時期でありま

すから、１２月についてはもうできないというこ

とでありますが、３月に向けての、ある意味これ

はいろいろ各関係機関と御相談をしなければなら

ない部分があろうかというふうに思いますけれど

も、それらについての考え方、もう一度お聞かせ

いただきたいというふうに思います。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

年末を控えた消〇産業振興室長（田畑次郎君）

費喚起策、年末はもう難しいかもしれないという

お話ありました。消費喚起策に対して、今町内会

さんとの意見交換の中での声があったとお聞きし

ました。私どものところで経済団体等からの特段

消費喚起策に対する要望をいただいている状況で

はございませんが、ただ議員おっしゃるとおり厳

しい状況であることは理解しております。私ども

も先ほど答弁したような対策はしておりますけれ
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ども、３月に向けてどういう状況になるのか、今

後分かりませんので、先ほど申し上げたとおり、

これは関係機関、金融機関も含めたサポートネッ

トワークですとか、会議所や商工会とその市内の

経済状況をその時々に把握に努めて消費喚起策が

必要かどうかも含めて、適宜必要かつ持続可能な

対応策を講じてまいりたいと思っておりますので、

御理解いただければと思います。

塩田議員。〇議長（東 千春議員）

実際に今やはりそれ〇１４番（塩田昌彦議員）

こそ買い物に行ったら、今まで以上にお財布から

お金が消えていくというような状況で、厳しい状

況があります。そういうふうな部分で、買い控え

というのが起きると、やはり市内の経済というの

は立ち行かなくなるというふうに思います。それ

をやはり喚起するというか、誘導させるというか、

それも行政の一つの役割なのかなというふうに思

っています。いろんなところでは、やはり地方創

生の臨時交付金、それらを使って対策を講じてい

るという部分は新聞紙等々で見ていますけれども、

やはりその部分に頼ることだけではなくて、名寄

市のこの市内の経済をどう循環させるかというふ

うなことを考えると、単費の投入もあっていいの

ではないかなというふうには思います。単費の投

入は簡単にできるものではないというふうに理解

していますけれども、この部分についてはしっか

り産官金……そういう中でいろいろ話をされてい

るというのは分からないわけではないのですけれ

ども、やはり会議所等々が一番状況をつぶさに把

握できるところというふうに認識をしていますし、

私も実は会議所のほうに、どうして今回こういう

ふうな形で要望はしていないのだろうねというよ

うな話もさせてもらいました。いろいろな意見も

あることも重々承知はしておりますけれども、た

だ経済を動かすということは大事だと。今経済を

動かすのにシフトはされてきていますから、なお

さらにそれを応援するという形の対策というのは

必要なのだろうなというふうに思いますから、こ

の部分についてはしっかり意見交換というばかり

ではなくて、思いを強く持てば相手も強く返って

きますから、そういうふうなことを念頭にしっか

りとした対応をお願いをしたいということで、し

っかりした協議を行っていただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。

次に、ずっと住まいるの部分でありますけれど

も、お話いただきまして、実際検討されていて、

再延長、そして見直しという部分についても、こ

れまで加算については３つの加算がありましたけ

れども、なよろっぽい家づくりの会ですか、これ

は新聞でも見させてもらいましたけれども、ゼロ

カーボン対策ですとか、それから子ども・子育て

の支援対策だとかというふうなことも含めて、こ

の加算に加えてはどうなのかというふうに御要望

されているようにお見受けしました。やはりそう

いう部分でいうと、ゼロカーボンでいえばやはり

市はゼロカーボンシティ宣言を行って、こうこう

こういうふうにして、こういうことで施策として

実践しているのだよというのをやはり見せていく

ことも必要だというふうに思いますし、小さなお

子さんを抱えている家庭でのリフォームという、

そこに投資をするものというのは結構厳しいもの

があるかなというふうに思います。したがって、

そういうふうなことをしっかり協議をいただいて、

もう一つ私お願いというふうな部分でいえば、加

算が増えるとなると、枠の３，０００万円という

のは、件数にすると少なくなっていくという状況

になりますから、お話上でいうと８月５日で今年

度の部分については終了したというふうなことで

御答弁いただきました。本当に始まってすぐ終わ

ってしまうのだなというくらいの人気者ですよね。

したがって、この部分についても３，０００万円

の枠を、例えばもう少し枠を上げて何千万円とは

言いませんけれども、そういうふうなこともやは

り必要なのかなというふうに思いますので、その

加算の検討というばかりではなくて、実際に事業

費の増額についても、これはもう予算折衝になる
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部分ですから、簡単にはいかないというふうに思

いますけれども、実際それだけ人気の高い事業で

ありますから、そこら辺もしっかり受け止めて、

協議をよろしくお願いしたいというふうに思いま

す。何か御答弁あればよろしくお願いします。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

今議員から御質〇産業振興室長（田畑次郎君）

問いただいたとおり、なよろっぽい家づくりの会

からの御要望をいただいていて、新聞報道にもあ

りましたが、子育て支援に対する加算ですとか、

ゼロカーボンを推進する地域産材の利用に関する

加算といった加算項目の追加などについて要望を

いただいております。こうした要望内容に加えま

して、ゼロカーボンシティ宣言をした本市の施策

の方向性などを踏まえて、予算枠を含め、今後さ

らに検討を進めてまいります。なので、延長含め

た検討結果が固まりましたら、改めて御報告させ

ていただきたいと思いますので、御理解よろしく

お願いします。

塩田議員。〇議長（東 千春議員）

よろしくお願いしま〇１４番（塩田昌彦議員）

す。

次に、新築住宅、私もしつこいのです。５回目

になります。この部分については、認識をお伺い

したいのですけれども、やはり現状市内の施工業

者から大手のハウスメーカーのほうに実際に流れ

ていっている。この部分に関しては、おのおのの

個人の資産形成でありますから、一概にこうだあ

あだという話はできないというふうには認識はし

ています。しかしながら、この市内の施工業者で

はなくて、市外の業者を利用されるというふうな

ことになると、これ正直な話、今１軒住宅を建て

るのに３，０００万円から３，３００万円という

ふうにお聞きをしています。これを実際にハウス

メーカーに行くと、何から何まで全部向こうでや

るので、地元の企業が携わるという話は全然ない

のです。したがって、この大きなお金、真水がそ

っくり域外に出ていくというふうなことになって

いるのだなと思います。それら含めて、やはり名

寄、当然市内の施工業者に努力をいただいていか

なければならない部分はあると思います。ただ、

この部分、営業等々いろんな部分でやはり大きさ

に違いがありますから、限りがあると思うけれど

も、市内の事業者も一生懸命頑張っているという

状況でありますから、この辺の部分、この状況を

踏まえてどのように考えていらっしゃるのかお聞

きをしたいと思います。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

新築住宅に関し〇産業振興室長（田畑次郎君）

て、相当時間をかけて塩田議員もこの件について

は関わってこられている、承知しております。ま

た、その期間において市内事業者の施工の割合も

だんだん下がってきているといったような状況も

把握しておるところでございます。また、地域内

循環ということでは、市内事業者にやっていただ

くことが名寄市内経済にとってはいいことである

ということは私ども承知しておるのですが、一方

で新築に対する支援ということで、どういう形が

一番いいのだろうかということも考えたときに、

やはり名寄の施工業者さんの建てる家のよさなん

かを市内の皆さんが協力してといいましょうか、

そういったものをアピールするような、そんな取

組も含めての中での、先ほど答弁させていただき

ましたが、業界団体の方が自主的に取り組むよう

な、そういったことに対して支援をするといった

形がいいのではないかという提案もさせていただ

いているところでありまして、そういったことに

ついての業界の皆様からの御提案を期待している

ところです。

塩田議員。〇議長（東 千春議員）

言われるとおり、実〇１４番（塩田昌彦議員）

際に大手メーカーですと展示会やったりして、そ

してその家のよさというのをお伝えをしながらと

いうふうな部分あると思います。しかしながら、

実際に名寄の施工業者に聞いてみると、そこに行

ってはきました。そして、見積りというか、状況
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を全部聞いて、それを持って市内の業者に来て、

もしここでやってもらえるとしたらどうなのだろ

うと。実際材質だとか、設計というふうな部分に

ついてはいろいろあるのでしょうけれども、そう

いうふうなこともいろいろ相談をされて、そして

提案をして、名寄の施工業者が施工したというケ

ースもないわけではないのです。ですから、必ず

しもそうではないという状況はあります。ただ、

私が一番懸念をするというか、まずは１軒建てる

のに携わる業者さん、１社ではないのです。当然

電気設備、当然屋根というのは板金ですとか、い

ろんな多方面の人が要するに携わって１軒が出来

上がるのです。したがって、いろんな方向の波及

効果というのは、これは大なるものがあるという

ふうに思っていますし、やはり一番の部分は何せ

域外にせっかくの財を出さないで、域内でしっか

り受けていただいて循環させるということが理想

かもしれませんが、それは必要だと思うのです。

ですから、そういうふうになるために何がインセ

ンティブになるかというふうな部分でいえば、い

ろんな考え方あるでしょう。簡単に言えば、補助

金出すと。この名寄市以外のところの近隣の市町

村、全て持っています。ですから、そういうふう

にしなさいと言っているわけではないのですけれ

ども、やはり名寄の施工業者にお願いできるよう

な、要するに環境、それはインセンティブもある

と思うのです。早い話、２００万円つけます、補

助しますよというと、やはり考え方変わると思う

のです、具体的に言えば。ですから、そういうふ

うなことも含めて、市内の施工業者に依頼をして

いただけるような、そういう仕組み。確かに業者

間の部分でいろいろ用途はあると思うのですけれ

ども、そんなに大きな部分でないがゆえに、なか

なかそこのところはうまくいかない部分かなとい

うふうに思います。それこそこの住宅新築をする

業者というのは限られた業者でありますけれども、

皆さん一堂に会して同じような方向でこうやって

やりますよ。では、どこが受けるのだとなると、

なかなか厳しいところもあり、難しい話になって

いくのかなというふうに思います。ですから、そ

ういうことばかりではないというふうに思ってい

ます。私が言いたいのは、いずれにしてもせっか

くの財、３，０００万円、３，３００万円という

お金、これを名寄に落としてもらえるかどうかと

いうことです。落としてもらうことによって、そ

れこそ事業者は経営の安定も図れるし、雇用の創

出にもつながるし、人材育成もできていくという、

そういうふうな相乗効果的なものは全てついて回

る部分だというふうに思っていますから、そうい

うふうなことも含めて、これは恐らく言ったから

ってすぐ、ではやりましょうという話にはならな

いと思いますが、これまでしつこく５回やってい

ますから、しっかりとした議論をしていただいて、

いい方向で、いい回答をいただけるように要望し

て終わります。

そして、次ですけれども、人材育成の関係です

けれども、お話伺いました。いろいろ行政と、そ

れから事業者と意見交換しているというふうな部

分で、３回ほどしているというふうにあったので

すけれども、私事業者の方とお話をすると、そう

いう機会つくってほしいのだよね、自分たちも積

極的にやらないのもおかしな話というか、ちゃん

と頑張らなければいけないのだけれどもというふ

うなことで、やはりそういうふうな部分で、まず

どんな今の状況にあるのかという部分で情報共有

するために意見交換も必要だと。そして、名寄に

は人材開発センターという人材を育成する機関あ

りますから、そことどういうふうな形で連携協定、

連携をしていく、強化をしていく、これができる

のか。今後において大きな部分だというふうに思

っていますので、その辺についてもう一度お考え

をお聞かせいただきたいと思います。

田畑産業振興室長。〇議長（東 千春議員）

先ほど答弁させ〇産業振興室長（田畑次郎君）

ていただいたとおりです。

昨年から既に何回か協議をさせていただいてお
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ります。担い手は地域で育てようということを旗

印にやられるということで、先ほど例に挙げまし

た産業まつりの、まずは子供たちに建設業ですと

か土木業に関心を持っていただくということ。そ

れから、この次は中学生の皆さんあたりに何か物

づくり塾みたいなものをやれないかということ、

そこを一つの例として人材開発センターの活用み

たいなことも考えてありました。また、産業高校

と名寄高校が統合されるに当たりまして、建築シ

ステムの学科がなくなることになるわけなのです

けれども、これについては名寄高校でその技術は

学べないですけれども、考え方としては、例えば

小学校の頃に関心を持っていただいて、中学校に

なって物づくり塾で経験をし、そして高校に入っ

てから、その高校では学べないけれども、例えば

卒業した後に専門的なところに行っていただいて、

戻ってきてもらうような、そういう構想をお聞き

しておりますので、そういったものを一つのパッ

ケージみたいな形で御提案いただく中に我々もで

きる支援をしていくような、そんな形でこの名寄

の子供たちが地域に残っていただけるような施策

を連携しながら進めていければいいかなと思って

いるところでございます。

塩田議員。〇議長（東 千春議員）

先ほども答弁にあっ〇１４番（塩田昌彦議員）

たように、この人材育成に関しての部分としては、

中小企業振興条例の改正に伴う施行規則の改正で

見直しはされました。それに伴って、この人材育

成に関わる部分のメニュー、結構利用されていま

すよね。非常にいいことだというふうに思ってい

ます。これはこれとして、しっかりやはりいろん

な審議会のメンバーの方たちも恐らく必要な部分

これなのだろうというふうなことでメニュー化さ

れてきた部分だというふうに認識はしますけれど

も、これは以降こういうふうに続けていっていた

だいて、人材育成を図ってほしいと。ただ、それ

ばかりではなくて、それこそ事業者としっかり何

が必要なのだと、どんなことがあればいいのかと

いうふうなことを、しっかりそこまで意見交換し

て、そしてそれこそ人材開発センターのほうでは、

建設業者に携わっている方はそこの方ですから、

そこも含めてしっかりとした育成体制を構築して

いただきたいというふうに思いますので、連携強

化について頑張っていただきたいというふうに思

いますので、よろしくお願いします。

あと最後、公共事業に係る見通しという部分で

すけれども、先ほど御答弁いただきまして、ああ、

ありがとうございますと言いたいくらいの回答だ

ったなというふうに思っています。

１つ、大項目２の小項目４、平準化に関わる部

分、これに関わると思うので、併せて質問させて

いただきますけれども、やはりちょっと心配だな

というのは、今実情、本当に公共事業に関わる部

分としては先が見通せないという、そういうとこ

ろが一番、恐らく私が言うよりも、皆さんが一番

心配をしていらっしゃる部分なのかなと思います。

これは、やはり発注するには、それこそしっかり

とした体制を整えて入札をして、そしていい仕事

をしてもらうというふうな流れになると思います

けれども、現状今年度もちょっと入札で厳しいと

ころがあったりしているというところで、危惧す

るところは次年度以降、今年といってももうあと

幾月もないので、次年度以降の話になるかと思う

のですけれども、やはりこれ大丈夫なのかな、率

直な部分としてあります。なかなか厳しい、厳し

いというか、答弁も厳しいなというふうに思いま

すけれども、この部分についての考え方、大丈夫

だという回答は一番うれしい話ですけれども、そ

の辺について再度お聞かせいただきたいと思いま

す。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

考え方としては相当〇総務部長（渡辺博史君）

厳しいということで、議員と同じような意見でご

ざいます。今年度につきましても、様々な面で難

しい局面もあったというところでございます。今

後も、おっしゃるとおりしばらく不透明な状況続
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くと思いますけれども、最新の情報をきちっとチ

ェックしながら入札にも臨んでいきたいと思いま

すし、財政面でもとても厳しい状況ではございま

すけれども、今回の後期計画の議論の中でも財政

面の話出ましたが、市内経済、そして市民生活を

守るために、やっぱり健全な財政の維持が不可欠

ですから、バランスの取れた財政運営、事業推進

に努めてまいりたいと思います。

以上です。

塩田議員。〇議長（東 千春議員）

ありがとうございま〇１４番（塩田昌彦議員）

す。

いろんな場面でこの市内の中小企業の部分につ

いて関連して質問させていただいていますけれど

も、やはり事業、公共事業ってやはり大きいので

す、社会を動かすという部分でいうと。これの部

分でいうと、一度にどさっと出ても対応できない

というところありますから、しっかり平準化とい

うのが一番大事だと思うので、この平準化される

ことによって市内の企業さんもしっかりとした将

来の経営の道筋をつくっていけれるというふうに

つながっていくと思いますから、これらについて

もしっかりとした対応をお願いして、質問を終わ

りたいと思います。

以上で塩田昌彦議員の〇議長（東 千春議員）

質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０１分

再開 午後 １時００分

休憩前に引き続き会議〇議長（東 千春議員）

を開きます。

児童虐待防止の推進について外１件を、五十嵐

千絵議員。

議長より御指名をい〇７番（五十嵐千絵議員）

ただきましたので、通告順に従い、大項目２点に

つき順次質問させていただきます。

１１月は、児童虐待防止推進月間と定められ、

家庭や学校、地域等の社会全般にわたり児童虐待

問題に対する深い関心と理解を得ることができる

よう、関係機関、団体等の協力を得て、期間中は

児童虐待防止のための広報や啓発活動など、様々

な取組が集中的に実施されていました。本市にお

いても、１１月に児童虐待防止推進の街頭啓発活

動を行っており、多くの市民の皆さんへの周知が

図られていました。そのような中、厚生労働省が

９月９日に公表した速報値によりますと、全国の

児童相談所での児童虐待相談対応件数は令和３年

度に過去最多の２０万７，６５９件となりました。

北海道新聞の１１月６日の記事によりますと、道

内の児童相談所でも児童虐待に関する相談対応件

数は６，４２１件と過去最多となり、１０年前と

比べて約４倍に増加したとのことでした。

そこで、小項目１、本市における児童虐待防止

対策の現状と課題、また北海道との連携と虐待を

防ぐ取組の現状について伺います。

次に、小項目２、児童相談所虐待相談ダイヤル

「１８９」の認知について伺います。児童虐待相

談の対応件数が増加した背景には、昨今の社会的

な関心による周囲からの通報数の増加とも言われ

ています。また、児童相談所虐待相談ダイヤル

「１８９」の普及や街頭啓発運動により相談窓口

が広く知られた結果、児童虐待に関する相談や通

報に抵抗感が少なくなり、過去最多の相談件数に

なったとも捉えられています。本市の普及啓発の

取組と認知の受け止めについてお知らせください。

次に、小項目３、市民や市内事業者との協働に

よる見守りの可能性について伺います。第３期名

寄市地域福祉計画の基本目標の２、みんなで参加

する支援ネットワークづくりに関するところでは、

町内会や民生委員児童委員、ボランティア団体や

福祉施設、医療機関などとの連携など、住民相互

のネットワークづくりが最も重要とされています。

そこで、地域の見守り体制について、現状と課題

についてお知らせください。

また、本市では幾つかの企業や団体との包括連
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携協定を締結しています。一例として、現在名寄

市内郵便局との協定を結び、住民サービス向上に

関わることの中で見守りや情報提供していただい

ているとのことです。このようなよい取組に様々

な市内の事業所が参加していただけることで、よ

り安心、安全なまちになると考えますが、名寄市

内郵便局との協定を結ぶに至った経緯や活動の状

況等、包括連携協定を生かした取組について伺い

ます。

続きまして、大項目２、ヤングケアラーの支援

について伺います。ヤングケアラーを早期に発見

し、適切な支援につなげるため、本年４月１日、

厚生労働省はヤングケアラー支援体制強化支援事

業実施要綱を制定しました。同日、北海道でも北

海道ケアラー支援条例が施行され、ヤングケアラ

ーについても明記されるなど、支援の動きが活発

化しています。また、北海道では令和４年度の関

連事業について３つの基本的施策として、１つ目

に普及啓発の促進、２つ目にケアラーの早期発見

及び相談の場の確保等、３つ目にケアラーを支援

するための地域づくりを掲げています。令和３年

第２回定例会の一般質問で一度ヤングケアラーの

問題を取り上げさせていただき、当時の現状とし

ては判断が難しい潜在的なヤングケアラーの把握

には至っていないのが実態との御答弁をいただき

ました。ここ最近では、報道特集などで取り上げ

られることも多くなり、徐々に市民の認知も広が

ってきているのを実感しているところです。

そこで、小項目１、本市の現状の受け止めにつ

いて伺います。行政で把握している案件、または

市民理解の受け止めなど、最近の状況についてお

知らせください。

次に、小項目２、北海道や各関係機関との連携

について伺います。本市では、子ども家庭総合支

援拠点事業において要保護児童対策地域協議会の

登録ケースを精査することでヤングケアラーの状

況を確認し、支援が必要な家庭への相談や支援を

実施してきていると伺っているところですが、具

体的な連携の流れについてお知らせください。

次に、小項目３、教育現場での早期発見への対

応について伺います。ふだん子供たちと密接な関

わりのある学校は、ヤングケアラーである可能性

に最も気づきやすい場所といえます。ヤングケア

ラーを早期発見するためには、学校の協力は欠か

せないものであると考えます。それぞれの学校で

は、どのような対策を取られているのかお知らせ

ください。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

松田こども・高齢者支〇議長（東 千春議員）

援室長。

ただ〇こども・高齢者支援室長（松田慎司君）

いま五十嵐議員からは、大項目で２点にわたり御

質問をいただきました。大項目１の小項目１、２、

３及び大項目２の小項目１、２については私から、

小項目３は教育部長からの答弁となりますので、

よろしくお願いをいたします。

初めに、大項目１、児童虐待防止の推進につい

て、小項目１、虐待を防ぐ取組の現状についてお

答えをいたします。児童虐待相談による対応件数

は、年々全国的に増加している状況にございます。

本市におきましても、平成３１年の子ども家庭総

合支援拠点事業開始以来、毎年増加しており、虐

待や虐待のおそれがある相談、通報による家庭や

関係施設への訪問件数については、令和３年度で

１２３件というふうになってございます。虐待を

防ぐためには、困ったときに迷わず相談ができる

こと、周辺で異変を感じたときに速やかに通報し

ていただけることなどが虐待を未然に防ぐことに

つながるため、そのための体制整備と周知が重要

であると考えております。相談や通報により虐待

のおそれがある場合は、児童相談所や関係機関と

協議、連携をし、対応に当たってきているところ

です。また、子育てから一時的に離れ、リフレッ

シュが必要な場合には、ファミリー・サポート・

センター事業や一時保育事業、昨年度から開始を

しました子育て短期支援事業などの制度も有効に
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活用いただけるよう努めているところです。

次に、小項目２、児童相談所虐待相談ダイヤル

「１８９」の認知についてお答えをいたします。

毎年１１月が児童虐待防止推進月間と定められて

いるため、要保護児童対策地域連絡協議会に所属

をします関係機関や団体の協力を得て街頭啓発等

の取組を実施してきているところです。児童相談

所虐待相談ダイヤル「１８９」のリーフレットな

どの配布、公共施設や関係施設に啓発ポスターを

掲示していただくなど、普及啓発活動を行ってき

ているところです。その効果もあり、相談ができ

る場所や相談ダイヤルなどについてかなり浸透し

てきていると実感してきているところです。相談

や通報に直接つながる取組になっていると考えて

おりますので、引き続き普及啓発に努めてまいり

ます。

次に、小項目３、市民や市内の事業者との協働

による見守りの可能性についてお答えをいたしま

す。地域の見守り体制については、関係団体はも

ちろんのこと、近隣住民の方々や町内会、民生委

員児童委員等からの情報提供により家庭訪問等へ

つながったケースがございます。また、本市では

高齢者や障がい者、子供たちなどに異変を感じた

ときに通報をいただくなどの連携協定を締結して

いる企業や団体もございます。市内の郵便局との

包括連携協定は、配達等で市内を巡回することが

多い郵便局員が道路の破損や不法投棄を発見でき

たり、郵便物配送の自宅訪問から子供の泣き声や

異臭などの異変に気づくことができるなど、業務

の特性を生かした見守りを行いたいとの提案を受

けまして、見守りの内容について協議を重ね、包

括連携協定を締結してきているところです。この

ような包括連携協定を締結できることは、本市と

しましても大きなメリットがあることから、今後

におきましても企業や団体からの御提案を受けた

際はしっかりと協議をし、協定の締結につなげて

いきたいというふうに考えております。

続きまして、大項目２、ヤングケアラーの支援

について、小項目１、本市の現状の受け止めにつ

いてお答えをいたします。本年４月１日、北海道

ケアラー支援条例が制定をされ、本市としまして

はリーフレットを窓口に設置するなど、市民への

周知や北海道主催のヤングケアラーに関する研修

会に職員が参加をし、知識を学んできているとこ

ろです。また、町内会や民生委員児童委員等から

の情報提供によりヤングケアラーの可能性がある

場合には、家庭訪問時にヤングケアラーについて

説明を行っているところですが、今まで家事を手

伝い、下の子の世話をよくする優しい子と言われ

ていたケースが状況によってはヤングケアラーに

該当するなど、これまでの認識との違いや家事の

手伝いとケアラーの境界線との判断など苦慮して

いるのが現状です。ヤングケアラーについては、

国や北海道においても対象者に向けてアンケート

調査を実施するなど、今後支援に向けた取組が展

開されてくるものと考えております。まずは、職

員がケアラーに関する知識を学び、支援する体制

を構築できるよう準備を進めたいと考えておりま

す。

次に、小項目の２、北海道や各関係機関との連

携についてお答えをいたします。本市では、要保

護児童対策地域連絡協議会の登録ケースの精査に

より、ヤングケアラーの可能性がある家庭につい

ては関係する学校等に通知をし、状況の確認や見

守りをお願いしてきているところです。状況を把

握した後は、環境の改善方策や支援内容等を検討

し、内容によっては児童相談所へ通報する、助言

を求めるなど、それぞれのケースに応じた対応を

行っているところです。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

私からは、大項目２〇教育部長（木村 睦君）

の小項目３、教育現場での早期発見への対応につ

いてお答えいたします。

ヤングケアラーは、家庭内のデリケートな問題

であることや本人に自覚がないことなどにより表
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面化しにくいことから、実態把握が難しい状況に

あります。そのため、子供と接する時間が長く、

日々の変化に気づきやすい学校は、ヤングケアラ

ーを発見しやすい場であり、教育委員会では各学

校に児童生徒一人一人の心身の状況を的確に把握

し、組織的に適切な対応をするようお願いしてい

るところです。具体的な取組としては、学級担任

や養護教諭等により全ての児童生徒を対象とした

健康観察や健康相談などを実施しております。ま

た、定期的な教育相談を実施したり個別面談を行

うなど、児童生徒がいつでも相談でき、相談内容

に応じて適切な支援ができる校内体制の充実を図

っております。また、本年度は各学校において教

職員のヤングケアラーに対する理解に向け、道教

委主催のヤングケアラー支援に係るオンデマンド

研修を令和５年１月末までに市内全学校において

実施することとしております。そのほか、旭川児

童相談所等の主催のヤングケアラー研修会に教育

委員会の職員が参加し、教育委員会内においても

資料等の情報共有により支援の在り方などについ

て理解を深めているところです。

ヤングケアラーは、早期に発見し、支援につな

げることが大変重要であります。このことから、

教育委員会といたしましては引き続き学校にはこ

れまで以上に子供たちの危機のサインを見過ごす

ことなく、早期発見、早期対応に万全を期してい

ただくようお願いするとともに、各学校が名寄市

教育相談センターや各関係機関、心の教室相談員、

スクールソーシャルワーカーなどと十分な連携を

図り、不安や悩み、困り感等を抱えた子供たちに

組織的、共同的に適切な対応ができるよう支援し

てまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

五十嵐議員。〇議長（東 千春議員）

それぞれ答弁いただ〇７番（五十嵐千絵議員）

きましたので、順次質問してまいりたいと思いま

す。

まず、児童虐待防止対策の現状について伺いま

した。本市においても、相談や通報になってから

の家庭への訪問件数だと思いますが、そちらのほ

うが令和３年度で１２３件ということで、年々増

加しているということを伺いました。児童虐待と

一くくりに言いましても、種類もたくさんありま

して、例えば子供の前で家族に対して暴力を振る

うような面前ドメスティックバイオレンスと言わ

れるようなものですとか、暴言を振るったりする

心理的虐待という種類でしたり、あとは身体的に

痛めつけるような身体的虐待、あとは育児放棄と

言われるネグレクトですね、そのほかにもまた性

的虐待なんかも最近では男女問わず小さいお子さ

んでも被害に遭われているという現状があると伺

っております。

育児疲れからの虐待への対応としては、今行わ

れているようなファミリー・サポート・センター

や子育て支援短期事業などが大変有効な手段であ

るというふうに考えておりますし、またいつでも

利用できるように体制を整えていらっしゃるとい

うことが分かっていますので、その辺に関しては

とても名寄市としては安心材料になっているなと

思っているところであります。決算委員会のとき

もお話を伺ったのですが、子育て短期支援事業に

ついてはニーズがあったけれども、たまたま実際

の利用には至らなかったということでしたが、そ

ういった体制がきちんと確立されているというと

ころで引き続き対応はお願いしたいと思います。

ただ、一方で育児疲れではない、先ほど言いま

したような別の性的虐待ですとか、そういったも

のに関しましては、なかなか市への相談というか、

そういうのというのは直接来るものではないので

はないかなと思いましたので、その辺でやはり児

童相談所ですとか警察へ直接連絡が行くようなこ

とというのが多いのかなと思うのですけれども、

その辺に関してお考えがどうですか、現在の状況

としては。

松田こども・高齢者支〇議長（東 千春議員）

援室長。
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いろ〇こども・高齢者支援室長（松田慎司君）

いろな虐待の種類があるということは議員からも

おっしゃっていただきましたけれども、警察が介

入するようなケースというのも当然ながら本市で

もございます。毎年数字が警察署のほうからもい

ただいているところなのですけれども、昨年でい

いますと、令和３年度で警察が介入したケースと

うのが２１件ほどあったということになってござ

います。その後、警察のほうから児童相談所へ通

報した件数というのが、その内数になりますけれ

ども、１６件ほどあったというところになってお

ります。これが全て児童相談所で今一時保護につ

ながったかというところまでは児童相談所から確

認を取っていないので分かりませんけれども、直

接警察に駆け込まれたりというようなケースも本

市には少なからずあるというところで、私たちも

認識をしているところです。いろいろ身体的虐待

等を含めまして、心理的虐待等を含めまして、先

ほど１２３回の訪問という数字になりますけれど

も、訪問で対応させていただいているというとこ

ろになっています。児童数的には、御兄弟いたり

１人のおうちであったりということでありますの

で、世帯数についてはそこまで多くはないのです

けれども、延べ数で訪問をさせていただいた件数

が年々増えてきているという状況にあるというと

ころでございます。

いずれにしても、こういった情報はいただきま

したら、適切に我々も関係機関と児童相談所、警

察含めて関係機関と対応していっていますし、こ

れからもこういった相談事あれば、きめ細かく対

応していきたいなという考えでおりますので、よ

ろしくお願いいたします。

五十嵐議員。〇議長（東 千春議員）

訪問回数が１２３回〇７番（五十嵐千絵議員）

という延べ回数ということで、世帯数でいえばそ

んなには少なくないということで理解させていた

だきました。

性的虐待など、育児疲れとはまた違った、こう

いった児童虐待の場合は、やっぱり地域での見守

りですとか、そういったものも重要になってくる

のではないかなというふうに気づかされるところ

であります。また、もう一方で当事者である児童

生徒に対しては、どういったことが虐待に当たる

かなどの踏み込んだ教育というものが必要になる

のではないかなというふうに考えております。子

供たちにとっては、自分の身に起きていることを

勇気を出して周りの人に相談するという力を養う

ことが必要でありますし、また小学校の低学年な

どにおいては何が虐待に当たるのか、何をされた

らいけないことなのかということを考えることも

必要ではないかなと思うのです。暴力行為や性的

虐待なども他人からされてはならないことだとい

う理解、それが本当に教育でも必要ではないかな

と考えますが、学校においてそれを指導すること

の可能性などや取組などについて伺いたいと思い

ます。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

まさに今議員おっし〇教育部長（木村 睦君）

ゃられたこと、教育の場においても非常に重要な

ことなのかなと思います。

虐待、さらには性的な虐待含めてのお話だと思

いますけれども、これはあくまでも人権教育に関

わってくるものなのかなというふうに思っており

ますので、学校教育におきましては学習活動全て

の中で人権教育を基礎としてやっておりますので、

そういったところで学校の中でも教育のほうを行

わせて、学習のほうを行わせていただきたいなと

いうふうに思っております。

それともう一つは、困っているときに自分から

発信できる力というのが非常に重要になってきて

おりますので、ＳＯＳを発信するというところを

今非常にそこに力を入れながら学校現場のほうで

も対応していただいておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。

五十嵐議員。〇議長（東 千春議員）

学校のほうでは、人〇７番（五十嵐千絵議員）
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権教育という中で、そういった子供の助けを求め

るような力とかについても教育をしていただいて

いるということで理解させていただきました。な

かなか子供がそこら辺を勇気を出して言うという

のは、こちらの受皿のほうが来ていいよという体

制が整っていないと、なかなか相談しにくいのか

なと思っていましたので、名寄市の学校のほうで

はそういった取組がしっかりなされているという

ことで確認させていただきました。

児童相談所虐待相談ダイヤルの「１８９」につ

いてなのですけれども、今のところはそういった

リーフレットの配布やポスター掲示などを行って、

公共施設などにも貼っているということで、一応

その認知が進んでいるという受け止めだったと思

います。やっぱりその認知が高まったおかげで、

先ほどの新聞の中でも相談対応件数が増えている

というお話が出ていたのですけれども、認知が増

えたことによって、相談が増えたからこの数字に

なっているということだったと思います。認知度

が高いといっても、まだ中身について、「１８

９」にかけるとどこにつながって、どうなるのか

というところまではあまり浸透していないなとい

う実感を持っているのですけれども、例えば簡単

に、虐待を確実に見なくても、ちょっとした不安

でもかけていいよということになっていると思う

のです。ただ、そこら辺がまだ伝わっていないな

というふうに最近思ったところなので、そこら辺

もうちょっと詳しく周知できたらいいのではない

かなと思いました。「１８９」にかけると、最寄

りの児童相談所につながるということでしたので、

名寄市でいくと旭川の児童相談所にかかるという

ことで認識していますが、そちらにかかった場合、

すぐ名寄市への対応の連携というのが取れている

かどうかについて、もう一度確認したいと思いま

す。

松田こども・高齢者支〇議長（東 千春議員）

援室長。

「１〇こども・高齢者支援室長（松田慎司君）

８９」のダイヤルについてということですけれど

も、今議員おっしゃっていただいたとおり、それ

ぞれ全国的に「１８９」にかければ最寄りの児童

相談所につながるということになってございます。

名寄については、先ほども議員おっしゃられたと

おり旭川の児童相談所にかかるということになっ

てございます。当然旭川児童相談所では、どこか

らかけてきたのかというような聞き取りをしてい

ただいている中で、名寄市ということが分かれば、

すぐ名寄市役所のほうに通報が取れる体制は整っ

てございます。内容を児童相談所のほうで聞き取

るわけなのですけれども、電話が来たということ

でも我々のほうに一報いただくことになってござ

いますので、その後当然うちの担当ケースという

場合もございますので、そこについては電話でそ

ういうことがあったということあれば連携をして

進めさせていただいているというところになって

ございます。「１８９」の周知できていますとい

うような答弁させていただきましたけれども、そ

う言っても全市民が知っているかと言われるとそ

うではないなというふうにも思ってございます。

毎年１１月の街頭啓発でポケットティッシュ等を

配りながら、リーフレットも配りながら「１８

９」の宣伝はさせていただいていますけれども、

まだまだその「１８９」が児童相談所につながる

というような認識をお持ちの方は、もしかすると

多くないのかもしれませんので、引き続きそうい

ったところにつながって相談ができるよというよ

うな周知については拡充をさせていただきたいな

というふうに思いますので、よろしくお願いいた

します。

五十嵐議員。〇議長（東 千春議員）

「１８９」、一応進〇７番（五十嵐千絵議員）

んでいるとはいえ、まだ普及は進んでいないとい

う認識ということで理解いたしました。

この番号について、学校のほうでは周知は進ん

でいるのでしょうか。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）
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しっかりここが周知〇教育部長（木村 睦君）

されているかどうかというのは、今松田室長と同

じことなのかなというふうに思っています。先ほ

ど室長のほうからも街頭啓発等で周知を深めてい

きたいということでございましたので、学校現場

としても改めてそこについては各部と連携しなが

ら取組を進めていきたいというふうに思いますの

で、よろしくお願いいたします。

五十嵐議員。〇議長（東 千春議員）

では、そのようにお〇７番（五十嵐千絵議員）

願いしたいと思います。

啓発活動というのは、多過ぎるということはな

いと思いますので、いろいろなアプローチがあれ

ば届く層というのにも広がりが生まれてくるので

はないかなと思いますので、その辺よろしくお願

いいたします。

小項目３にまず移らせていただきます。市民や

市内事業者との協働による見守りの可能性につい

てのところなのですが、地域住民や町内会、民生

委員児童委員さん、また主任児童委員さんなど、

そういった方々の情報提供で家庭訪問も行われて

いるということをお伺いしました。さきの名寄市

の総合計画（第２次）の後期基本計画審議も行わ

れましたし、あと一般質問でも市民主体のまちづ

くりの推進についてというところで何度か議論に

上がっていたのが、町内会の課題として上がって

いた高齢化や固定化、役員の担い手不足、加入率

の低下などがありました。そういったところで、

民生委員児童委員さんについても定員があると思

うのですが、それぞれの地区によってそれぞれに

配置されていますが、今後担い手不足に陥る可能

性についてはいかがでしょうか。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

民生委員のこと〇健康福祉部長（馬場義人君）

でしたので、私のほうからお答えさせていただけ

ればというふうに思います。

先般、今年度改選期ということで、１２月１日

に市長のほうからそれぞれの新しい民生委員児童

委員の皆様に委嘱状のほうを交付させていただい

ているところでございますが、市長からも昨日答

弁ございましたように、町内会単位で御推薦をい

ただきながら民生委員さん引き受けていただいて

いるということで、かなりの長きにわたって御苦

労いただいたりだとか、それぞれ地域の中で工夫

されて、町内会長さん自ら民生委員さん引き受け

ていただいている方もいらっしゃって、本当に頭

の下がる思いでいます。

今後どのような形でというようなことについて

の御質問だったかというふうに思いますが、部内

はもとより、民生委員さんの推薦協議会というの

もございますので、そこの中でまた今後に向けて

の議論をしながら、よりよい形で選出されること

だとか、あと全道的に多分そういう事例があって、

たしか道内の新聞にも、札幌市あたりでもかなり

困っていらっしゃるというようなことを拝見した

記憶がございますので、情報を集めながら今後に

進めてまいりたいというふうに思っております。

以上です。

五十嵐議員。〇議長（東 千春議員）

民生委員児童委員さ〇７番（五十嵐千絵議員）

んに関しましては、本当に第一線で一番身近なと

ころで地域の見守りの担い手としてやっていただ

いていると思います。ですが、おっしゃられたよ

うに、今なり手不足ですとか、何年も続けていら

っしゃったり、また高齢化でもありまして、今後

個々の負担をなるべく減らしていくことも考えて

いかなくてはいけないのではないかなというふう

に思ったところでしたので、そういったときに、

では誰がその代わりを担ってくれるのかというと

ころを考えたときに、例えば昨日もおっしゃられ

ていたと思うのですけれども、今単身世帯や共働

き世帯が増えているから世帯数は増えているとい

うお話だったと思うのですけれども、その方たち

は仕事をしていて日中いないから、例えば見守り

ですとか町内会の行事に参加できないというお話

もあるのではないかなと思ったのですけれども、
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それが例えば働いているわけですから、企業とし

てひとつ地域のそういう活動に参加していけるよ

うな取組があれば、その方たちも企業単位で地域

のそういった見守りとかにも協力ができないかな

というふうにも考えたのです。そういった意味で、

先ほどそれと併せて包括連携協定の話も伺ったの

は、包括連携協定はきっといろんなものを包括し

て協定を結ばれていて、その中で見守りですとか、

例えば郵便局でいうと配達業務があるから、ふだ

んの道路の状況ですとか、また気づき、自宅の様

子が分かったりするから通報、見守りのところで

していただけるということもあると思うのですけ

れども、やっぱり企業の力、そういったものも協

力していただくということはできるのかどうかお

伺いしたいと思うのですが。

松田こども・高齢者支〇議長（東 千春議員）

援室長。

包括〇こども・高齢者支援室長（松田慎司君）

連携協定ということでの御質問かと思うのですけ

れども、包括連携協定、大きく郵便局がやってい

るのは、全市内的にいろいろ気づいていただける

ような業務体系であるということもあって、郵便

局のほうから御提案をいただいて、名寄市として

も非常にメリットが大きいということで結ばさせ

ている協定になってございます。それ以外にも、

実は個々にそういった協定を各部署で結んでいる

ケースもございまして、そこについてはそれぞれ

の特化した形での協定で結ばれている部分がある

のかなと思っています。

福祉サイドになりますけれども、我々の福祉部

門でいけば、地域見守りネットワーク事業という、

主には高齢者や障がい者の見守りをする協定を市

内の事業者に、今は２０以上協定を結ばさせてい

ただいて、郵便局と同じように自宅を訪問した際

ですとか、通常業務上、何か気づきがあった場合

についてはお知らせをいただいて、御自宅の状況

を把握していくというような取組はさせていただ

いております。子供の部分で少し特化したような

協定というのは今結んではいないのですけれども、

この福祉サイドでやっています地域見守りネット

ワークというのは高齢者、障がい者だけに限らず、

こういった子供の家庭についても同じような形で

見守っていけるかなというふうにも思っています

ので、ここは少し内部で検討をしながら、ここの

協定を少し子供の部分についても見守っていける

ような内容で、相手の協定者、事業者側もあるこ

とですので、少しお話をさせていただきながら、

改善といいますか、拡充といいますか、そこに向

けた検討はしていきたいなというふうに思ってご

ざいます。

包括連携については、いろいろな部署、いろい

ろな名寄市に関わる部分のイベント事ですとかＰ

Ｒ事ですとか、そういったものも含めての大きな

包括連携がありますので、そちらも少し活用、中

身も見させていただきながら活用できるものはし

ていきたいなというふうに思いますので、よろし

くお願いいたします。

五十嵐議員。〇議長（東 千春議員）

包括連携協定だと、〇７番（五十嵐千絵議員）

そういった市のＰＲですとか、そういったものも

含まれるということで、ちょっと幅が広い分野で

なさっているのだなということが分かりました。

その中で、例えば今もその連携協定に入っている

項目の中で見守りですとか入っているところもあ

ると思いますので、その辺でまた連携を結んだ後

もさらに例えば、では１１月の期間だけ「１８

９」の何か啓発をしてもらえるようにお願いでき

ませんかとか、そういった上乗せした取組なんか

をしていただけたらいいかなと思いました。

先ほどおっしゃっていましたように、個々に各

部署で特化した形の連携協定を結ばれているとい

うことで、福祉のほうでは地域見守りネットワー

ク事業で、そちらのほうでも子供を含めた内容で

できるかもしれないというような検討をしていた

だけるということで大変うれしく思いますので、

ぜひよろしくお願いしたいと思います。
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民間の方がいろいろ連携協定結ばれていて、市

内事業者さんたちも参加されているということな

のですけれども、企業側の感覚からお話しさせて

いただくと、できれば市にお手伝いしたいなと思

っている業者さんって何件か聞いているというの

もありますし、そういう企業を聞いているのです

けれども、どういったお手伝いを市が求めている

のかについては、なかなか分からないというお話

を伺っています。そういったときに、行政側から、

例えばピンポイントにこの企業さんにこれ手伝っ

てよというのは、やはりなかなかお願いするのは

難しいのかなというのは感じたのです。それで、

もしよければ、行政側が今何をしてもらいたいの

かとか企業側が手伝える分野、こういったものを

手伝ってもらえるとうれしいのですということを、

例えば行政側はホームページなどでオープンにし

ていただければ、その部分について、うちの会社

だったらこれ手伝えるという、見守りもそうです

けれども、そういった部分で、では協力できるよ

という事業者さんって市内にもたくさんいらっし

ゃると思うので、そういったことを企業が名のり

を上げやすくするような仕組みをつくっていただ

くことができないか、総務部長、お願いします。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

議員から御提言いた〇総務部長（渡辺博史君）

だきました。

それぞれ私どものほうも防災だとかいろんなと

ころで、この間もコマツカスタマーサポートさん

ですとか協定を結んでいるところでありまして、

あとは地域貢献なんかでいろんな業者さんに公共

施設の部分でいろいろ清掃ですとか、そういう活

動をしていただいているというところもございま

す。今御提言のあった企業様のほうから手を挙げ

やすいような取組についても内部で議論してまい

りたいと思いますので、よろしくお願いします。

五十嵐議員。〇議長（東 千春議員）

ありがとうございま〇７番（五十嵐千絵議員）

す。

見守りに関しては、例えば先ほど言ったような

配達業者ですとか新聞業者ですとか、そういった

こともあると思うのですけれども、例えば灯油を

配達するようなところなんかも意外と市内をぐる

ぐると回ったりして、異変に気づきやすい環境と

いうのはあるのです。そういったところもどうや

って、では市にお手伝いしますよと言っていいの

かというところが分からないというところもあり

ましたので、ぜひこういう見守りしていただける

会社募集していますみたいなのがあったらうれし

いなと思いましたので、よろしくお願いします。

では次に、大項目２のほうに移らせていただき

たいと思います。小項目１と２について一括して

再質問させていただきたいと思います。令和４年

４月に、先ほども言ったのですけれども、厚労省

のほうでヤングケアラーの支援体制強化事業実施

要綱というものが制定されたのと同時に、北海道

でもケアラー支援条例が施行されたということで、

研修会なども活発化されてきているということが

伺えました。北海道でも研修会、職員が参加する

ような研修会ですとか、窓口にリーフレットを置

くなど、いろいろと確認させていただいたところ

ですが、現状では情報提供があっても、そのお手

伝いとヤングケアラーとの境目にやはり苦慮して

いるというお話だったと思います。

その中で、先ほど北海道のほうで令和４年度の

関連事業というところで３つ、ケアラーを効果的

に進めていくための３つの事業ということで普及

啓発の促進、これは今現在進められているという

ことを確認させていただきました。あと、ケアラ

ーの早期発見及び相談の場の確保等、これも学校

も含め、そういった相談の場というものが今そう

いう体制が整えられているということを確認しま

した。もう一つ、最後にケアラーを支援するため

の地域づくりというもの、こちらが基本施策とし

て上げられているのですけれども、それに関して、

これから名寄市でどのように進められていかれる

のか。これから必要なことについては何かという
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ことをお尋ねしたいと思います。

松田こども・高齢者支〇議長（東 千春議員）

援室長。

ケア〇こども・高齢者支援室長（松田慎司君）

ラーの関連する３つの柱ということでの御質問か

と思いますが、北海道のほうでは今年４月１日か

ら北海道のケアラー支援条例というのを施行して

いるところになりますけれども、その施行に併せ

ましてケアラー支援を総合的に推進する目的とい

うことで、北海道ケアラー支援推進計画、仮称で

すけれども、こちらの策定を今進めているという

ところで伺っております。現在道民に対するパブ

リックコメントということで、１１月２８日から

今月の末ぐらいまでを意見募集期間ということで、

パブリックコメントを実施しているところです。

その中にもこの３本の柱ということの推進計画を

のせてきているところですし、北海道としてはこ

の推進計画をつくる意義として市町村が自ら取り

組むに当たっての参考になる指標を示したいとい

うような内容でこの推進計画をつくっているとこ

ろでもございます。本市としては、この推進計画

もそうなのですけれども、ここの部分の、来年か

ら施行ということになるかと思いますけれども、

この計画の内容も中身を十分に見ながら、北海道

の支援に合わせた形で何が取り組めるのかという

ことを今後研究していかなければならないなとい

うふうに実は思っています。

先ほど御質問のあったケアラーを支援するため

の地域づくりという３つ目の項目でいくと、実は

現在北海道ではヤングケアラーに関しますコーデ

ィネート事業ということで、北海道内にある児童

養護施設に対して委託事業を行っていて、ケアラ

ーに対する支援だったり研修だったり啓発だった

りという取組をしているところでございます。上

川に関しましては、お隣の美深町さんになります

けれども、美深町さんにある養護施設、美深育成

園さんのほうに事業の委託を出しておりまして、

そこでケアラーに関する推進に向けた事業の展開

をしていただいているところになっています。先

日も、１０月ですか、その事業委託を受けている

育成園さんと北海道主催によるケアラー研修会が、

旭川なのですけれども、旭川で開催されておりま

して、うちの福祉部局の職員もそうなのですけれ

ども、教育委員会の先生方も出席をしていただい

ているということで、こういった部分を委託事業

の中で進めておりまして、ここで地域づくりにつ

いてのノウハウといいますか、地域づくりに何が

必要かということを北海道中心にやられていると

いうことですので、我々としてもそこに積極的に

参加をして、この推進計画も精査させていただき

ながら次に向けての検討、研究していきたいなと

いうふうに思いますので、よろしくお願いします。

五十嵐議員。〇議長（東 千春議員）

美深の育成園さんの〇７番（五十嵐千絵議員）

ほうが事業を受け持っているヤングケアラーコー

ディネート事業、こちらのほうでケアラー推進に

向けた研修会なども行われているということでお

伺いいたしました。このケアラーを支援するため

の地域づくりということなので、やはりまた地域

のことが出てきてしまうのですけれども、例えば

地域となると町内会もそうですが、地域連絡協議

会、学校もそうですね、コミュニティ・スクール

ですとか、そういった地域の見守り、そういった

ものもやはり大事になっていくのかなと実感した

ところなのですが、前回、令和３年度の決算審査

のときに教育長のお言葉の中で、社会総がかりで

子供たちを育てていくことが大事だというふうに

おっしゃっていらっしゃったのです。それがすご

く胸にぐさっと、ああ、すごくいい言葉で、何か

子供を真ん中に据えてみんなで育てていく、そう

いった体制をつくっていかれるのだろうなという

ふうに伺ったところなのですが、その辺教育長の

お考えをお聞きできればと思います。

岸教育長。〇議長（東 千春議員）

その社会総がかりで〇教育長（岸 小夜子君）

子供たちを育てるということですけれども、かつ
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ての地域の状況と今の状況を考えると、やはり少

子高齢化ですとか、それから地域社会の中で人間

関係が希薄になってきていると。そういう状況の

中で、どうしても子供を育てている方が孤立化し

やすいという傾向もあるのではないかと思います。

それから、一方で学校はいろいろな〇〇教育がと

ても増えているのです。そういう中でも学校もパ

ンク状態というような中で、今の状況の中でやは

りみんなで子供を真ん中に据えて、それぞれの立

場で子供を育てていきましょうという今時代では

ないかなというふうに私自身は考えているところ

です。

そういう中で、学校の中に運営協議会を置くコ

ミュニティ・スクールができたり、学校サイドで

いいますと。そして、それを応援する社会教育サ

イドでは、地域学校協働本部というのができたり

しているわけです。そして、一方では長くから活

動してきている町内会活動ですとか公民館活動で

すとか、様々な地域の活動もあるのかと思います。

ところが、ここにきてそれらがやはりばらばらで

動いていると、なかなか力が発揮できないので、

この間ずっと地域づくりということが議員の皆様

方からも出てきていますので、包摂する、みんな

で包み込むという言葉、それから参加する、そし

て総合的に考えていく。そして、その中で誰一人

も取り残さないと。そういうようなやはり時代の

流れなのではないかなというふうに私自身は思っ

ていますので、関係部局の方々と連携し、横断的、

総合的に、私は教育ですけれども、そこからみん

なで力を合わせて未来を担う子供たちを育ててい

きたいなというような思いでいるところでござい

ます。

よろしいでしょうか。以上でございます。

五十嵐議員。〇議長（東 千春議員）

とても分かりやすく〇７番（五十嵐千絵議員）

て、胸にくるようなお話をいただきました。

教育長のおっしゃるとおりで、その立場、立場

の人たちができる範囲で、いろいろな部分で関わ

っていかなくては、この地域でのことというのは

成り立っていかないのだなというふうに感じたと

ころでありまして、先ほども言ったとおり町内会

ですとか、そういったボランティア活動ですとか、

そういうのに直接参加できない人でも、例えば企

業側からとして参加するとか、それぞれ合った形

で地域に交わっていけるような仕組みづくりとい

うのが大事なのだなというふうに感じました。

教育長言われたとおり、学校現場というのが大

変今いろいろな意味でいろいろなことに携わらな

くてはいけないという大変な状況だなというふう

に感じています。

それで、続きまして教育現場での早期発見への

対応というところで、まさに授業もしなくてはい

けないですし、子供たちのケアもしなければいけ

ないということで、今本当に大変なことなのだろ

うなと思っています。ですが、やはり日頃子供と

一番接していただけるのが教育現場ということも

ありますので、やはり教育現場での対応というも

のが重要であるというふうに考えております。

先ほど教育現場での対応ということでは、教師

のオンデマンド研修なんかもこれから来月までに

は終わるということ。あとは、先ほどおっしゃっ

ていたのが心の教室相談員やスクールソーシャル

ワーカーとの連携、そういったところで今までも、

スクールソーシャルワーカーに関しては今年度か

らだと思うのですけれども、そういうふうにきめ

細やかな対応をしていただいているということで

納得させていただきました。

そんな中で、先ほどから気になっていた先生方

ですね、先生方もヤングケアラーに対してですと

か、先ほどの児童虐待に関してもそうですけれど

も、先生方ももしかしたらそういった悩みという

のを、これは言っていいものなのかとか、そうい

った判断が迷ったりですとか、相談をしたい立場

にあるのではないかなというふうに考えたのです

けれども、そういったところでスクールソーシャ

ルワーカーの役割についてお聞かせ願いたいと思
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います。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

先ほどの答弁でもあ〇教育部長（木村 睦君）

りましたとおり、ヤングケアラーってすごく家庭

内のことで問題が表に出にくいことですとかあっ

て、先生方ももしかしたらと疑うところもあるか

もしれないですけれども、いやいやというところ

もあるかもしれないということだったと思います。

そういったことで、今スクールソーシャルワー

カー、今年度から配置させていただいておりまし

て、本当にいろいろな、かなり複雑化している問

題に対して専門的な知見のお持ちの方、こういっ

たスクールソーシャルワーカーの方がそこに入っ

ていただくことによって、相当先生方も相談体制

が充実してきているかなというふうに思いますし、

それもしやすい方なので、非常にありがたい存在

になっているのかなというふうに思っているとこ

ろでございます。引き続きスクールソーシャルワ

ーカーの方には、そういった面で学校も支援して

いただきたいと思いますし、保護者の方含めてい

ろいろな対応をより一層深めていければなという

ように思っておりますので、御理解のほどよろし

くお願いいたします。

以上で五十嵐千絵議員〇議長（東 千春議員）

の質問を終わります。

環境教育の推進及びカーボンニュートラル達成

に向けた学校施設のＺＥＢ化の推進について外３

件を、高橋伸典議員。

議長の御指名をいた〇１３番（高橋伸典議員）

だきましたので、通告に従いまして質問をしてま

いりますので、よろしくお願いいたします。

大きい項目１項目め、環境教育の推進及びカー

ボンニュートラル達成に向けた学校施設のＺＥＢ

化の推進について。地球温暖化や激甚化、頻発化

している災害等に対し、地球規模での環境問題の

取組であるＳＤＧｓや２０５０年のカーボンニュ

ートラル達成に向けてさらなる取組が急務である

が、公共建築物の中でも大きな役割を占める学校

施設の老朽化がピークを迎える中、教育環境の向

上とともに学校施設を教材として活用し、児童生

徒の環境教育を行う環境を考慮した学校、エコス

クール事業が行われております。この事業は、エ

コスクール・プラス、エコスクールパイロット・

モデル事業として文部科学省、農林水産省、国土

交通省、環境省が連携、協力し、認定を受けた学

校が施設の整備事業を実施する際、関係省庁より

補助事業の優先選択など支援を受けることができ、

令和４年からは地域脱炭素ロードマップ、国・地

方脱炭素実現会議に基づく脱炭素先行地域などの

学校のうち、ＺＥＢ Ｒｅａｄｙを達成する事業

に対し文部科学省から単価加算措置８％の支援が

行われており、平成２６年から２４９校の認定を

受けております。この事業のタイプには、新増設

や大規模な改築のほかにも省エネルギー、省資源

としては、例えば教室の窓を二重窓サッシにする

等々の部分的な事業もあり、ある雪国の学校では

電力を大幅に削減するとともに、児童生徒に快適

な教育環境を整えることができた、二重窓にして

省エネ効果を測定した結果、夏場は３８％、冬場

は２７％の電力の削減ができ、コスト面でも１３

年で回収し、設置後２０年で８００万円の導入効

果があったそうであります。カーボンニュートラ

ルの達成及びＳＤＧｓ等の環境教育の充実に向け

たエコスクール・プラス学校施設のＺＥＢ化等の

活用が非常に有効であると思われます。

そこで、新築や、これから建つ名寄中学校や増

築といった大規模事業だけでなく、ＬＥＤや二重

サッシといった部分的なＺＥＢ化事業もしっかり

と周知を行い、まずはできるところから取り組む

自治体、学校を増やしていくということが大変重

要であると思います。エコスクール・プラス学校

施設のＺＥＢ化の推進・活用等について、理事者

の御見解をお願いいたします。

大きい項目２つ目、新型コロナウイルス感染予

防対策についてであります。１０月２８日現在、

クルーズ船ダイヤモンド・プリンセス船の乗船者
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含め、累計２，４５０万３，８３９人の国内の新

型コロナ感染者が出ました。１週間の新規感染者

は６９万８，２７４人で、前週５９万３，１１３

人から１０万５，２６１人増えた状況にあります。

琉球大学大学院、山本和子教授は、北海道など

寒冷地から急拡大したことを考えると、気温と湿

度が関係するのではないか。気温が下がると感染

持続時間が延び、湿度が４０％以上を保たなくな

ると感染が一気に広がってしまいます。寒さで換

気がおろそかになりがちになるのも一因だろう。

ただ、国民の２０％強が既に感染している免疫を

獲得していると推測され、また高齢者のワクチン

接種率も高いため、重症化しやすい人は減ってい

ます。どうすれば感染リスクを下げることができ

るのか。一番の方法は、飛沫を飛ばす人に近寄ら

ないこと。ワクチン接種の意義は、６０歳以上の

３回接種した人は未接種の人と比べ重症化リスク、

入院リスク、死亡リスクがいずれも５分の１に減

る。ワクチン接種イコール感染予防とは言えない

が、肺炎に進展したり亡くなったりするリスクが

格段に減ることはワクチン接種の最も重要な効果

であります。健康な若い人の場合、接種や感染の

経験があると再びウイルスが体内に入ってきて、

記憶細胞が増えて抗体ができるため、ワクチンを

繰り返し打つことが望ましいと言われています。

そこで、２点についてお伺いをいたします。

小さい項目１個目、新型コロナウイルス感染の

第８波が迫る中、既に全国で保育所、小学校、中

学校では学年閉鎖、学校閉鎖が出始めております。

名寄市の感染予防対策の状況と取組についてお尋

ねをいたします。

２つ目、冬になり換気対策が難しくなる中、山

本和子教授が未接種の人と比べ重症化リスクと入

院リスク、死亡リスクがいずれも５分の１になる

と言われ、小児においても中等症、重等症の例が

確認されている。子供たちの未接種が今回の小中

学校の感染拡大と言われております。教育委員会

の今後のワクチンの接種の対策について理事者の

御見解をお願いいたします。

大きい項目３つ目、マイナンバーカードの普及

対策についてお尋ねをいたします。総務省では、

デジタル・ガバメント実行計画において自治体情

報システムの標準化、共通化、オンライン化でデ

ジタル化を進めるためや、２０２４年秋、現行の

健康保険証を原則廃止し、マイナンバーカードと

一体化させるマイナ保険証に切り替える方針を打

ち出されました。本市では、夜間窓口の設置と普

及体制強化を打ち出されるところであります。

全国で１０月末時点、５１．１％の普及率にな

っております。２０１４年から取組を始めた宮崎

県都城市は８６％と、都城方式、ワンストップ、

独自の特典で普及に努め、鹿沼市では１，０００

円のクオカード配付を行い、新潟県ではＧｏ Ｔ

ｏ イートの特典を与え普及を進めております。

鳥取県米子市では、９月からマイナンバーカード

ラッピングカーを病院、ショッピングセンター、

イベント会場で申請用紙を用意し、車の中で写真

撮影を行い、ワンストップで応対をしております。

本市のマイナンバーカード普及への今後の対策に

ついて、理事者の御見解をお願いいたします。

大きい項目４つ目、棺おけ運搬車、リフター導

入についてであります。現在日本では少子高齢化

が進み、生活環境、社会生活の変化により、核家

族化や高齢者が子供に迷惑をかけたくない、父母

や独り暮らしをする家族が増えております。また、

独り暮らしの方は町内会との関わりを控える方々

が大変増えているそうであります。

先日、夫婦の両方が障がい者家族で、自宅で御

主人が亡くなってしまいました。親戚や子供もお

らず、御主人は体が大きかったため、出棺の際、

大変な思いをされたそうであります。

そこで、他市町村でも少子高齢化、高齢化率向

上のために導入が進められております、霊柩車か

ら直接リフターを使い、棺おけを載せて移動する

機械があります。高齢化率４０％、少子高齢化、

核家族化、独り暮らしの家庭構成が増えている中、
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リフター導入の理事者の御見解をお願い申し上げ、

壇上からの質問とさせていただきます。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

高橋議員からは、大〇教育部長（木村 睦君）

項目４点にわたり御質問をいただきました。大項

目１は私から、大項目２は健康福祉部長から、大

項目３及び大項目４は市民部長からの答弁となり

ますので、よろしくお願いいたします。

まず、大項目１、環境教育の推進及びカーボン

ニュートラル達成に向けた学校施設のＺＥＢ化の

推進について、小項目１、エコスクール・プラス

とＺＥＢ化事業の推進・活用についてお答えいた

します。学校施設においては、環境負荷の低減や

自然との共生に対応した施設を整備するとともに、

未来を担う子供たち、さらには地域の住民が環境

問題を身近に感じられるような工夫を行うことが

重要であることから、平成２４年６月に閣議決定

された環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び

環境教育並びに協働取組の推進に関する基本的な

方針において、環境を考慮した学校施設、いわゆ

るエコスクールの整備の充実の重要性などが盛り

込まれました。こうした状況を踏まえ、国では文

部科学省、農林水産省、国土交通省、環境省が連

携、協力して、学校設置者がエコスクールとして

整備する学校をエコスクール・プラスとして認定

し、認定を受けた学校が学校施設の整備を実施す

る際に太陽光発電型、省エネルギー・省資源型、

木材利用型などの事業タイプから選択したり組み

合わせたりして将来的にＺＥＢが達成できる計画

であれば、文科省や各関係省庁より支援措置の単

価加算や補助事業の優先採択などの支援を受ける

ことができる事業が展開されており、教育委員会

としても承知しているところです。

本市は、これから名寄中学校の改築に係る基本

設計及び実施設計を進めてまいりますが、これら

設計を検討していく際には安全で快適な学習空間

の確保、多様な学習内容に対応できる学校施設の

整備とともに、名寄市ゼロカーボンシティ宣言の

下、エコスクールや学校施設のＺＥＢ化も念頭に、

環境負荷の低減を図れるような学校施設の整備に

ついても併せて検討してまいりたいと考えており

ます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

私からは、大項〇健康福祉部長（馬場義人君）

目２、新型コロナウイルス感染予防対策について

お答えいたします。

最初に、小項目１、感染予防対策の状況と取組

について申し上げます。感染症法施行規則の改正

に基づき、本年９月２６日から新型コロナウイル

ス感染症に係る発生届の対象が６５歳以上の方や

入院を要する方などに限定され、北海道において

も陽性者については総数及び年代別の患者数と医

療機関別所在地の内訳での発表に変更されており

ます。これまでのように、名寄市民の新規陽性者

数という形で公表されるものがないため、市内の

感染状況の詳細が見えづらいものとなっておりま

すが、議員がおっしゃるとおり市内小中学校等で

の学校、学年閉鎖が発生していることから、名寄

市内におきましても第８波の影響が出始めている

ものと思われます。

北海道内の新規陽性者数は、１０月下旬から１

１月にかけて人口１０万人当たり全国最多となり、

病床使用率の増加傾向が続くなど、感染状況は再

拡大の局面に入った状況にあると報告されており

ます。北海道は、基本的な感染防止行動の徹底や

ワクチン接種の速やかな検討など、道民に対して

感染予防の取組の強化について周知しております。

本市の対策といたしましても、３つの密、密閉、

密集、密接の回避、マスクの着用、手洗いなどの

手指衛生など、基本的な感染防止対策や冬期に向

けた感染防止対策として窓の開け方を工夫するな

どの換気対策を含め、感染防止対策の徹底を呼び

かけております。また、１１月２９日からの市内

の感染予防対策として、市内小中学校の学校、学

級閉鎖等の情報を名寄市公式ラインで公表するこ
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とといたしました。冬期間は、通常でもインフル

エンザなどの感染症が流行する時期ですので、よ

り一層の感染予防対策について市民の皆様に御協

力いただけるよう情報発信等に努めてまいります。

次に、小項目２、今後のワクチン接種対策につ

いて申し上げます。５歳から１１歳の小児のワク

チン接種につきましては、令和４年９月より３回

目の追加接種が可能となり、名寄市では市立総合

病院のワクチン外来で接種を行っております。１

２月１３日現在、初回接種１、２回目を終えた方

が３０５人、３回目接種を終えた方が１７人とな

っております。令和４年１０月から開始されまし

たオミクロン株対応２価ワクチンの接種は、初回

接種を終え、前回接種から３か月以上を経過した

１２歳以上の方が対象とされており、１２歳以上

の小中学生については保護者同伴の下、集団接種

会場にて接種を受けていただいております。１２

月１３日現在、１２歳から１５歳の方の３回目接

種を終えた方が４９１人、４回目接種を終えた方

は１７３人となっております。

国は、年末年始の流行期に備え、ワクチン接種

時期が到来している方には早めのワクチン接種を

検討するように周知しております。本市の集団接

種会場は、１２月２１日で年内の日程を終了する

予定でございます。１月以降の接種につきまして

は、日程、人数ともに限定しての実施となります

ので、接種を希望される方には年内日程での接種

をお願いしております。

なお、新型コロナウイルス感染症に係る予防接

種の幼児、児童生徒に対する実施についての学校

等における考え方及び留意点等については、本年

９月６日付で文部科学省、厚生労働省、内閣府の

各担当室及び担当課から連名で事務連絡が発出さ

れております。その中においても、５歳以上１１

歳以下の方々へも接種への努力義務が適用される

こととなりましたが、接種はあくまでも本人及び

保護者の意思で受けていただくものに変わりはな

いため、事実上の強制となることがないよう引き

続き留意すべきと記されております。そのため、

本市におきましても、ワクチン接種が強制となら

ないよう配慮しながら、ワクチンの重症化予防効

果などについて情報発信に努めてまいります。ま

た、教育委員会においては、ワクチン接種に向け

た北海道作成などのチラシやリーフレットを各学

校に配付し、児童生徒や保護者への周知に努める

とともに、健康福祉部と連携して保育所などとも

足並みをそろえながらワクチン接種に向けた周知

に努めてまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

私からは、大項目３、〇市民部長（廣嶋淳一君）

マイナンバーカードの普及対策について及び大項

目４、棺おけ運搬車の導入についてお答えいたし

ます。

最初に、大項目３、マイナンバーカードの普及

対策について、小項目１、普及への今後の対応策

についてお答えいたします。本市におけるマイナ

ンバーカードの交付率は、１１月末現在で５２．

２％であり、全国平均を１．７ポイント下回って

いる状況となっております。本市のカード交付率

の拡大に向けた今月からの取組といたしまして、

夜間と休日にカードに関する臨時窓口を開設し、

平日では窓口にお越しいただけない方に対しまし

て、交付手続のほか、マイナポイントの申請支援

などを行っているところでございます。また、こ

れまでの取組といたしまして、国のＰＲ動画を利

用したサイネージパネルや広報紙、ホームページ、

新聞広告、ラインなどを活用しながら、カード取

得促進のための市民周知を実施しているほか、市

内の携帯ショップにおきましてカードやポイント

の申請に関する支援をしていただくなど、各社企

業とも連携をしながら普及促進に努めているとこ

ろでございます。今後国と連携した取組を進めて

いく中で市内での施策も充実させていきながら、

市民の皆様にカードを持ってよかったと思ってい

ただける取組を進めてまいります。
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続きまして、大項目４、棺おけ運搬車の導入に

ついてお答えをいたします。火葬場において、霊

柩車からひつぎの台車に載せ替える際に、高さの

調整のできるリフターがあればスムーズなのでは

ないかとの御意見と考えております。現場の対応

状況といたしましては、御遺族に若い方がいらっ

しゃる場合、ひつぎの積替えに御協力をいただく

こともございますが、御遺族が御高齢であるなど

の場合は火葬従事者と葬儀会社のスタッフで積替

えを行っております。火葬場の玄関には、現在段

差があることから、例えば電動のキャスター付昇

降機を導入し、霊柩車から移し替えたとしても、

この昇降機から火葬炉まで運搬するひつぎの台車

には人力で積替えすることとなり、労力の軽減に

つなげることは難しいと考えております。現状に

おいても、当該機器を購入する考えはありません

が、今後も御遺族に負担をかけない対応を心がけ

て運営してまいりますので、御理解をお願いいた

します。

以上、私からの答弁といたします。

高橋議員。〇議長（東 千春議員）

大変ありがとうござ〇１３番（高橋伸典議員）

いました。

取りあえず順に再質問をさせていただきます。

小学校、中学校、学校教育では２００２年にＥ

ＳＤといいまして、持続可能な開発のための教育、

日本発で新たな教育理念が提唱されて、２００４

年、環境教育推進法が施行されました。２０１５

年にはこども環境白書も改正され、本格的な教育

現場で環境教育がスタートしております。学校で

は、環境教育に関わる学習の充実が図られたり、

現在の学習指導要領では道徳教育の目標の一つと

して環境保全への貢献を掲げ、総合的な学習時間

をはじめ、多数この教科で環境教育の推進が今う

たわれているというふうにお聞きをしております

し、名寄市の小中学生もそのように進められてい

るのではないかなというふうに思っております。

先ほど木村部長は、このエコスクール・プラス

を推進していくということで、推進していくとい

うか、名寄中学校でも考えてみるということで言

われましたので、私も大変難しい部分だったもの

ですから、勉強させていただきましたので、共々

勉強していきたいなというふうに、この時間を使

わせていただきたいなと思います。

平成２１年に私がスクール・ニューディール政

策ということで、国の予算を使いまして名寄小学

校に太陽光発電をつけて、各小学校には電子黒板

と、クラスには電子テレビをつけさせていただい

て、そこから学校教育でこの環境教育がスタート

したというふうに考えています。その中で、今回

校舎のエコ化ということで大々的に取り沙汰され

ています。本当、調べてみると、北海道では先ほ

ど木村部長が言ったように、当別町の義務教育学

校では太陽光とその他の新エネルギー活用型、そ

してほとんどのところが使っている省エネルギー

・省資源型が当別町では使われているのです。あ

と札幌は、ほとんど省エネルギー・省資源型が主

な部分であります。そして、ここら辺の部分では、

今言った当別町、そして枝幸の認定こども園が省

エネルギー・省資源型プラス地元の木材を使った

木材利用型にしています。そして、もう一校は旭

川です。旭川の千代田小学校が先ほど皆さんと同

じく省エネルギー・省資源型。やっぱり北海道は

太陽光をやると、夏場はいいのですけれども、冬

場全く発電できないという部分がありますので、

皆さん太陽光は使っていなくて、省エネルギー・

省資源型を採用されているところが非常に多うご

ざいました。

その省資源型というのが高断熱化、日射遮蔽式

だとか自然換気、昼光利用、太陽の熱を直接入れ

る方法だとかという部分が、プラスその中の効率

のいい空調だとか効率のいい空気変換機、そして

効率のいい照明、そして効率のいい給湯器を使っ

て電力を削減しているという部分みたいなのです。

そして、ここで言っている部分では、非常に多い

のが、どうすれば電気や何かが削減できるかとい
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う部分でやっていますけれども、病院の場合、一

番使っているのが電気と空調、事務所だとか学校

と家庭は空調と電気が半分以上使っています。こ

のＺＥＢ化というのは、省エネ基準５０％を目指

していかなければいけないものですから、そうい

う手法をやっています。だから、名中にもぜひこ

の、太陽光はきっと厳しいと思いますので、皆さ

んがやっている省エネルギー・省資源型、そして

できれば地元の木材を使えれば使っていただくだ

とか、その他の新エネルギーの活用ということで、

よそのところは地中に空気を回して冷房に活用し

ているところもあります。でも、名寄は雪国です

ので、曙のライスセンターみたいに雪室方式で電

気を使わない、できれば名寄中学校は小中学校で

初めて冷房装置が入る雪室冷蔵をやってみてはど

うかなというふうに私は考えています。いろんな

方策があると思います。ぜひ検討をしていただき

たいなというように思います。

そして、いろんな部分のところがありますけれ

ども、この事業をやるために必要な部分が、一番

大事なのは改修するのだけれども、教材として学

校が環境教育に貢献できる部分をつくるというと

ころなのです。太陽光でもいいです。太陽光をつ

ければ、太陽光が発電して、どれだけ炭素を減ら

したのかだとかという装置をつけて、子供たちが

それを見て環境に優しいねと、家でもやってみた

いねというような状況をつくれるかだとか、あと

は環境教育を実施するための内容を精査するだと

かという、実施に当たってやるべきことはたくさ

んあるのですけれども、私はすごくできる部分で

はないかなというふうに、今この事業を見て思い

ます。文部科学省の公立学校施設整備費とエコス

クールパイロット・モデル事業による補助は併せ

て受けることができます。そのため、耐震改修と

同時にエコ改修を行うこともできます。エコ改修

と耐震改修を併せて設計を行うことができれば経

費の節減も可能であり、エコスクールパイロット

・モデル事業の認定も受けやすくなります。認定

を受けなくても、この補助事業を受けられるとい

うふうに何かここでは、エコスクールパイロット

・モデル事業の認定を受けなくても本事業を実施

することができますということで言っていますの

で、いろんな方法で検討していただきたいなとい

うふうに思います。

あと、長々とやってもあれなのですけれども、

一番重要なのは、子供たちが生活する場所以上に

小学校と中学校はいるのです。朝８時から夕方の

４時まで、家と同じくらい学校で暮らす時間が多

い。それだけ生活するところに、どう教育環境を

進め、そして勉強するのにいい環境を整えていく

かということみたいなのです。ほかのところもそ

ういう環境をつくって、そして環境教育をして、

あるところでは環境の代わりに廃品回収を行って

いる学校もあります。富良野は、木材を利用して

いるので、第１次産業の木材を重要視して、子供

たちと木材のところに行って勉強したり、森林と

いうのを重要視してやっている部分もあります。

いろんな何か方策あるみたいですので、ぜひ名寄

として何がいいのか、名寄はお餅研究してもどう

しようもないので、どういう部分だったら子供た

ちがこの脱炭素に向けて、２０５０年のカーボン

ニュートラルに向けて少しでも、これだったら私、

電気をあれするときに電気を一回消そうだとかと

いう行動が出る学校をつくっていただくことをお

願いしたいというように思っていますので、よろ

しくお願いします。

聞くことはないです。この事業もスタートした

ばかりですし、名寄で初めてやる部分ですので、

きっと分からないこともたくさんあると思います。

そして、やる場合は環境省も含めて、コーディネ

ーターがこっちに来ていただけるというふうに書

いてありますので、しっかり向こうと連携取って、

すばらしい学校を造っていただくことをお願い申

し上げたいというふうに思います。よろしくお願

いします。

次に、新型コロナの感染対策についてでありま
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す。先ほど部長が市立病院の外来で小児はやって

おられるということで言われました。そして、５

歳から１１歳まで、１回から２回が３０５名、３

回が１７名ということで言いました。全部で、５

歳から１１歳までって総人数って何人なのでしょ

うか。

それと、市立病院の外来体制で接種をやってい

ますというのですけれども、この周知方法がどう

いう形になっているのかも教えていただきたいと

いうように思います。

あと１点、９月６日に文科省、そして厚生労働

省と内閣府がこの学校等の学級閉鎖、学校閉鎖が

進んだことによって、教育委員会としてこの小児

に対する接種のどういうふうにやっていこうとい

うものが出たと思うのですけれども、その部分や

何か詳しく教えていただければなというふうに思

います。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

私から、まず最〇健康福祉部長（馬場義人君）

初に御質問いただいた５歳から１１歳までの対象

者数が何人かという御質問だったかというふうに

思います。若干粗い数字になるかもしれませんが、

１２月１３日現在で押さえているところでは５歳

から１１歳までの方が１，４６７人ということで

押さえさせていただいております。

また、５歳から１１歳の方々の接種の御案内に

ついての御質問だったかというふうに思います。

５歳から１１歳に達する方々についてですが、接

種券を送付するのですが、５歳に達していないと

接種ができないということでございまして、５歳

を迎える方には誕生日以降に接種券のほうを送付

させていただきまして、また小児の新型コロナワ

クチンにつきましては一定の科学的知見が得られ

たことから、先ほどの答弁申し上げましたけれど

も、国において小児への３回目接種の実施が決定

されましたので、３回目接種券については２回目

接種から５か月間を経過した方から順次送付をさ

せていただいております。それぞれ対象のある方

については、担当の保健センターのほうから対象

者の方に郵送周知をさせていただくと、このよう

な対応をさせていただいているところでございま

す。

また、最後の御質問ですけれども、先ほども壇

上の答弁でも述べさせていただきましたが、本年

９月６日付に文科省と厚労省と内閣府の担当室と

担当課からそれぞれ連名で事務連絡が発出されて

おりますので、その内容につきまして各学校や各

保育所、幼稚園等々に周知をさせていただいてい

るという実態でございます。

以上でございます。

高橋議員。〇議長（東 千春議員）

今部長が言われた１，〇１３番（高橋伸典議員）

４６７名ということで、１回目、２回目で３０５

名ですから、約２２％ぐらいかな、ざっと計算す

ると。３回目は、２％に近いという形になってし

まっています。

山本教授言われたように、本当に北海道が学年

閉鎖だとか学級閉鎖になっているのは、やっぱり

冬になって換気ができない部分が多いのだけれど

も、接種率が非常に低いという部分があるのです。

こういうふうに出ている部分でいえば、やはりも

うちょっとお母さん方に周知が必要かなと。周知

しかないと思うのです。きっとお母さん方は、自

分が筋肉痛だった、また熱出て寝込んだから、子

供たちにこんな思いさせたくないという部分が根

っこにあって、子供たちに受けさせないというの

が主だと思うのです。でも、うちは５歳の孫と、

札幌にいますけれども、もう券来たらすぐ打ちな

さいと打たせましたから。あと１０分です、孫の

話。それだけ自分の孫もかわいいですし、私は子

供はかわいいと思うのです。自分の子供は本当か

わいいと思うのです。重症化と中等症になる可能

性も今小学校、中学校、ちっちゃい子でも出てい

るという部分を考えると、やはり親にしっかりこ

のワクチンの重要性訴えていただいて、やはり接

種、努力義務ですけれども、進めていただくこと
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をお願いできないかなというふうに思うのですけ

れども、見解的には……。先ほど言った強制では

ないという、分かります。分かるのですけれども、

どうすればいいかというのは、もう少し考えてい

ただくことをお願いできないかなというように思

います。

あと、部長、教育委員会としては、そこら辺は

全然手をつけられない。学校や何かの部分ではど

うなのでしょうか。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

ワクチン接種に向け〇教育部長（木村 睦君）

ては、ワクチン接種の体制というものは地域の医

師会ですとか医療機関と連携して、適切な体制を

取っていくということが何よりも大切なことなの

かなというふうに思っています。

教育委員会といたしましては、先ほどの答弁の

とおりとなってしまいますけれども、ワクチン接

種に向けたチラシですとかリーフレットを各学校

を通じて配付させていただいて、保護者へ周知に

努めていくしかないかなというふうには考えてい

るところです。

あと、健康福祉部からもワクチン接種に係る周

知ですとか、それからラインですとかホームペー

ジでも随分と呼びかけていただいておりますので、

そうしたことと連携しながらワクチン接種を呼び

かけていくしかないのかなというふうに考えてお

りますので、どうぞ御理解のほどよろしくお願い

いたします。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

先ほど高橋議員〇健康福祉部長（馬場義人君）

からワクチン接種についてのお考えというか、御

質問だったかと思います。

コロナウイルス感染症にかかって、子供さんと

いえども、それぞれのお考えもきっとあると思い

ますし、新型コロナウイルス感染症は大変なこと

なのですけれども、御自身や御家族の命を考える

という機会には、高橋議員のおうちでもお孫さん

たちとお話しされたように、重要な機会だったか

というふうに認識をしております。私どもとして

も、そういった意味で保健センターのほうからワ

クチン接種の御相談があって、どうしても私ども

のほうは子供さんということで、従来小児科のほ

うで、集団接種ではなくて、小さいお子様につい

ては小児科の専門医のほうできちっとアセスメン

ト等々していただきながら打っていただくという

ことを対応させていただいておりますので、日程

や、なかなか難しいという御相談があった場合や

保健センターで受けさせていただいた場合は、近

隣市町村と協定を結ばさせていただいております

ので、状況によっては近隣の病院を御紹介して、

可能なところを調整させていただいておりますの

で、そういう決定をされた部分については可能な

限り十分対応させていただいているというふうに

認識しております。

以上でございます。

高橋議員。〇議長（東 千春議員）

ぜひお願いいたしま〇１３番（高橋伸典議員）

す。

もう一点、先ほど１２歳から１５歳が５００名

ぐらいでした。これ４回目打った方は、受験があ

ってだとかという部分が今全国ですごく増えてい

るみたいな状況なものですから、１２歳から１５

歳までの総人数って何名ぐらいなのかというのを

教えていただければなというように思います。

あと、今言われた保健センターに電話来て、す

ぐ他市町の状況も含めて対応しているという部分、

分かりました。ぜひ進めていただくことをお願い

いたします。

では、人数だけお願いいたします。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

１２歳から１５〇健康福祉部長（馬場義人君）

歳までの方々につきましては、総数で７９９名い

らっしゃいまして、もしあれでしたら１回目から

の申し上げますが、１回目の方も申し上げますか。

１回目終わった方が６５２人、２回目接種済み

の方が６４７人、３回目接種の方が４９１人、先
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ほど申し上げました４回目接種の方が１７３人、

このようになっております。

以上でございます。

高橋議員。〇議長（東 千春議員）

ありがとうございま〇１３番（高橋伸典議員）

した。

大体この１２歳から１５歳は８０％を超えてい

るような状況で進んでいるのかなというように思

いますけれども、４回目がちょっと少ないかなと

いうように思いますので、ぜひその辺も進めてい

ただくことをお願いいたします。

では次に、マイナンバーカードの普及について。

大体名寄市は５２．３％ですから、テレビや何か

で言う５３％を超えないと何かが来ないという変

なうわさが出ていることも含めて、５３％を目指

して、渡辺部長、頑張っていただくことをお願い

したいのですけれども……

（何事か呼ぶ者あり）

廣嶋部長、すみませ〇１３番（高橋伸典議員）

ん。

１つお願いがあります。鳥取県米子市のように、

そして隣のＳ市さんのように、マイナンバーカー

ドをやりに来たら、写真を持ってきていなかった

らやらせてくれないという部分あります、名寄。

これは、やっぱり写真持ってこなくても、デジカ

メでも撮れるのだから、やってあげたほうがいい

です。そうすれば、もうちょっとスムーズに、み

んな取りに来ると思います。すごく苦情多かった

です。写真持っていかなかったら駄目なのですと。

隣は写真撮ってくれますよと。米子市さんも全部、

写真も何もなくやってくれるという。それがやっ

ぱり行政としてのサービスかなというように思う

のですけれども、これからその体制はどういうふ

うになるのかお聞かせをいただきたいと思います。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

議員おっしゃるよう〇市民部長（廣嶋淳一君）

に、他の自治体ではそういったサービスもしなが

ら申請を受け付けているということでございます。

当市としましては、申請の際に申請方法をそこ

でお話しさせていただきますけれども、基本的に

写真を持参してきていただいていまして、デジカ

メの場合は撮り方だったり背景だったり、実際に

申請してもはねられる可能性もあるということで、

そこの部分がありまして、専門家の方のマイナン

バーカードに合った撮影をしていただいた写真を

持ってきていただいて、説明をしているというよ

うな状況であります。

先ほど５２．２％ということで、交付率、１１

月末の数字になっておりますけれども、この前出

ていました交付金の関係の５３．９というのは１

１月末現在の国の全国平均でありまして、この５

３．９％を基本に、交付率ではなくて申請率が５

３．９超えた場合については、デジタル田園の交

付金は要件に入りますよということですので、当

市につきましてはもう既に申請率のほうは５６ぐ

らい、もっと行っていますので、基本的にはこれ

はクリアできるという状況になっております。た

だ、交付税の関係もございますので、今後も交付

率を上げていかなければならないかなというふう

に考えております。

それと、１１月末現在の交付率の数字が出まし

たけれども、年齢構成を見ますとやはり小さい子

供さん、ゼロ歳から４歳までの方、それから９０

歳以上の方の交付率がほかの年代から見るとやは

り低いということで、申請しづらいだったり、先

ほどの写真の関係も影響してくるのかなと思いま

すので、今月から休日ですとか平日の時間延長、

窓口の時間延長しながら臨時窓口を開いておりま

すので、そこでもかなり御家族連れの方ですとか

御夫婦の方とか、ふだんやはり日中ですとか来れ

ない方については多く御来場いただいております

ので、そういった状況も見ながら、今後またさら

に申請しやすいような体制づくりを、また内部で

も今検討しておりますので、今いただいた御意見

も参考にさせていただきながら、またどんな形が

申請しやすい状況になるかということも協議させ
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に考えております。

以上です。

高橋議員。〇議長（東 千春議員）

米子市さんは、車の〇１３番（高橋伸典議員）

中でできているのです。士別市さんも、役所の中

でできているわけなのです。だから、デジカメだ

から駄目だだとかというのは理屈になってしまう

のです。だから、やれる方法をどうするのかと考

えるのが行政マンなのです。これは、やっぱり勘

違いしないほうがいいと思う。やれる方法を考え

て、市民が取りやすい状況をつくってあげるのが

行政マンと私たちだというふうに思っていますの

で、ぜひこれはやっていただきたい、勉強して。

Ｓ市さんもやっているし、米子市さんもやってい

るので、できないことはないと思います。これは、

研究ではなく、早急にやはり部局の中でどうすれ

ばできるのかというのを考えてあげて、これから

来る人は市役所で写真撮りますから、書類だけ持

ってきてくださいと。あとは全部やりますからと

いうぐらいしないと、１００％にはなりません。

そういう意気込みで、ぜひお願いをいたしたいと

いうように思います。

最後に、リフターの部分であります。大体分か

っていました。できないだろうなというのは。約

５０万円ぐらいしますので、できないのかなとい

うふうに思ったのですけれども、やはりそういう

方もおられるので、しっかり体制だけは、車から

今のものに載せる部分で人を使うとき、きっとこ

れからそういう方々がたくさん出てくるというふ

うに思いますので、やはり葬儀の関係者の方々が

行ったときに分かることだと思いますので、この

家庭はこれだけしか来ないな、したら葬儀場に電

話して、ある程度うちで２人出せるから、そっち

で２人用意しておいてくれだとかという部分を体

制だけは組んでおいていただくことをお願い申し

上げまして、私の質問を終わらせていただきます。

以上で高橋伸典議員の〇議長（東 千春議員）

質問を終わります。

以上で本日の日程は全〇議長（東 千春議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ２時５５分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 倉 澤 宏

署名議員 今 村 芳 彦

令和４年１２月１５日（木曜日）第４回１２月定例会・第５号
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令 和 ４ 年 第 ４ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和４年１２月１６日（金曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第１９号 名寄市職員の降給に関

する条例の制定について

議案第２０号 名寄市職員の高齢者部

分休業に関する条例の制定について

議案第２１号 名寄市職員の定年引上

げに伴う関係条例の整備に関する条例

の制定について

日程第４ 議案第２２号 名寄市国民健康保険税

条例の一部改正について

日程第５ 議案第２３号 令和４年度名寄市一般

会計補正予算（第１０号）

日程第６ 議案第２４号 令和４年度名寄市国民

健康保険特別会計補正予算（第２号）

日程第７ 意見書案第１号 女性差別撤廃条約選

択議定書の速やかな批准を求める意見

書

日程第８ 報告第１号 例月出納検査報告につい

て

日程第９ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第10 委員会所管事務調査報告

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第１９号 名寄市職員の降給に関

する条例の制定について

議案第２０号 名寄市職員の高齢者部

分休業に関する条例の制定について

議案第２１号 名寄市職員の定年引上

げに伴う関係条例の整備に関する条例

の制定について

日程第４ 議案第２２号 名寄市国民健康保険税

条例の一部改正について

日程第５ 議案第２３号 令和４年度名寄市一般

会計補正予算（第１０号）

日程第６ 議案第２４号 令和４年度名寄市国民

健康保険特別会計補正予算（第２号）

日程第７ 意見書案第１号 女性差別撤廃条約選

択議定書の速やかな批准を求める意見

書

日程第８ 報告第１号 例月出納検査報告につい

て

日程第９ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第10 委員会所管事務調査報告

１．出席議員（１７名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

令和４年１２月１６日（金曜日）第４回１２月定例会・第６号



－226－

令和４年１２月１６日（金曜日）第４回１２月定例会・第６号

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（１名）

６番 今 村 芳 彦 議員

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 廣 嶋 淳 一 君

健康福祉部長 馬 場 義 人 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
松 田 慎 司 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 岡 川 進 君
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本日の会議に６番、今〇議長（東 千春議員）

村芳彦議員より欠席の届出がありました。

ただいまの出席議員数は１７名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

日程第１ 会議録署名〇議長（東 千春議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

４番 佐久間 誠 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

を指名いたします。

日程第２ これより一〇議長（東 千春議員）

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

消費税インボイス制度、適格請求書等保存方式

導入への対応について外２件を、川村幸栄議員。

おはようございます。〇１０番（川村幸栄議員）

通告順に従いまして、大項目３点にわたって質問

させていただきます。

まず最初に、大項目１、消費税インボイス制度、

適格請求書等保存方式導入への対応について伺い

ます。来年１０月１日から消費税のインボイス制

度が実施されます。この間民間企業間の取引で免

税業者である中小零細企業やフリーランスが取引

から排除されたり、今の契約額から消費税相当分

が値引きされるといった問題が指摘されていまし

た。ところが、インボイス制度の導入は民間取引

にとどまらず、地方自治体や公益法人との取引に

おいても免税事業者に同様の影響を及ぼす実態が

見えてまいりました。そこで、名寄市の消費税イ

ンボイス制度導入への対応について伺います。

小項目１、一般会計におけるインボイスの必要

状況についてお知らせください。

小項目２、企業会計、上下水道事業での業者へ

の対応について伺います。福島市のホームページ

に掲載した令和５年、６年度入札参加資格申請の

手引でインボイス制度の登録がない場合、水道局

及び下水道室発注の工事等の受注ができなくなり

ますと記載されました。総務省は１０月７日、適

格請求書発行事業者でない者を競争入札に参加さ

せないこととするような資格を定めることは適当

でないと考えるとの考えを各自治体に示したとこ

ろであります。名寄市の企業会計での業者への対

応についてお考えをお聞かせください。

小項目３、学校給食の食材納入業者への対応に

ついて伺います。地元産食材を積極的に導入して

いる当市の学校給食です。免税業者も多いのでは

ないでしょうか。地元の野菜などの生産者、小売

業者への対応について伺います。

小項目４、高齢者事業センター会員への対応に

ついて伺います。これからの季節、除雪や、また

夏の草取りなど、独り暮らしの高齢者にとって日

常の暮らしの手助けとしてなくてはならない存在

であります。また、高齢になっても働きたいとい

う方々の働き場として機能していると認識してい

るところです。高齢者事業センター会員への対応

についてお考えをお聞かせください。

大項目２、学校給食の無償化を。以前から長期

休暇、夏休みなどの間、食事が満足に取れない児

童生徒がいる、休暇後体重が減っている児童生徒

がいるなどの報告がありました。コロナ感染拡大

による一斉休校をきっかけにして学校給食の重要

性が改めて認識されたのではないでしょうか。給

食費の負担が重い、子供が２人、３人となればさ

らに大変だとの声が聞かれています。かつて文部

省は国会で教科書だけでなく、学用品や交通費、

学校給食も無償にするのが理想と答弁しています。

食材費は保護者負担とする学校給食法１１条であ

ると言われてきました。しかし、今年４月の文科

省の事務連絡では、食材高騰による保護者負担軽

減のために新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金の活用を可能としました。これは、

行政による補助を政府が認めたという具体的な事
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実と言えるのではないでしょうか。食育基本法で

は、給食が単なる栄養補給ではなく、教育の重要

な一環であると示しています。義務教育の無償、

憲法で定められています。２６条、義務教育の無

償が定められています。給食食材も教科書無償と

同じく無償と考えるべきではないでしょうか。そ

こで、学校給食の無償化について改めてお考えを

伺います。

大項目３、生理用品を学校トイレに配置を。経

済的な理由で生理用品を購入できない女性がいる

という生理の貧困問題が顕在化しており、女性の

健康や尊厳に関わる重要な課題となっていると令

和４年２月、厚労省が生理の貧困が女性の心身の

健康等に及ぼす影響に関する調査をし、その結果

を報道発表しています。新型コロナウイルス発生

後、生理用品の購入、入手に苦労したことがよく

ある、時々あると答えた方は回答者の８．１％に

及んでいます。その中で年代別では３０歳未満が、

世帯年収別に見ると３００万円未満がそれぞれ高

くなっています。その理由としては、自分の収入

が少ないから、自分のために使えるお金が少ない

から、その他のことにお金を使わなければならな

いからなどの経済的理由が多く挙げられていると

ころであります。そこで、改めて伺います。生理

用品を市内全ての学校トイレに配置することにつ

いてお考えをお聞かせください。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いします。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

おはようございます。〇総務部長（渡辺博史君）

川村議員からは、大項目で３点にわたって御質問

をいただきました。大項目１の小項目１は私から、

小項目２は上下水道室長から、小項目３及び大項

目２、大項目３は教育部長から、大項目１の小項

目４は健康福祉部長からの答弁となりますので、

よろしくお願いいたします。

それでは、私から大項目１、消費税インボイス

制度、適格請求書等保存方式導入への対応につい

て、小項目１、一般会計におけるインボイスの必

要状況についてお答えします。消費税は、商品の

販売やサービス提供などの取引に対して広く課せ

られる税であり、地方公共団体においても対象と

なります。一般的に消費税の申告に当たっては売

上げに係る消費税額から仕入れに係る消費税額を

控除、仕入れ税額控除した額を申告することにな

りますが、インボイス制度導入によりインボイス

制度に適用した請求書等でなければ、仕入れに係

る消費税額の控除が認められなくなります。その

ため、地方公共団体においても取引相手の事業者

が仕入れ税額控除を受けることができずに、不利

益を被ることにならないようインボイス制度に適

用した請求書等を発行することが可能となる適格

請求書発行事業者として登録される必要がありま

す。本市における各会計の対応状況は、課税の対

象となる歳入課目を要する一般会計、国民健康保

険特別会計の直診勘定、市立大学特別会計のほか、

公営企業会計である水道事業会計、下水道事業会

計、病院事業会計において適格請求書発行事業者

への登録申請を了しております。なお、適格請求

書発行事業者に登録されますと、課税売上げの金

額にかかわらず、消費税の申告義務が発生するこ

ととなりますが、一般会計においては消費税法第

６０条第６項の規定により消費税申告の義務が免

除されており、一般会計に属する会計である市立

大学特別会計においても一般会計同様申告義務が

免除されることになります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

佐藤上下水道室長。〇議長（東 千春議員）

私からは大項目〇上下水道室長（佐藤美香君）

１、小項目２、企業会計での業者への対応につい

てをお答えいたします。

水道事業会計及び下水道事業会計につきまして

は、インボイス制度への対応のため昨年１０月に

適格請求書発行事業者として登録申請を済ませ、

料金システム及び企業会計システムの改修、検針

票や納入通知書の用紙類の変更など来年１０月１

令和４年１２月１６日（金曜日）第４回１２月定例会・第６号
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日の導入に向け準備を進めています。御質問いた

だいた発注工事等の入札参加資格要件については、

適格請求書発行事業者でない者を競争入札に参加

させないこととするような資格を定めることは要

件としておりません。しかし、消費税の納税は料

金収入である売上げに係る消費税額から工事など

の支払い、いわゆる仕入れに係る消費税額を控除

し、差額を納める仕組みであり、今後インボイス

制度に対応しない免税事業者との取引は仕入れ税

額控除ができないため、仕入れ税額控除ができな

かった消費税分は水道事業会計、下水道事業会計

が多く負担し、納める消費税額が増加します。水

道、下水道は上下水道料金収入による受益者負担

により経営しておりますので、免税業者との取引

による消費税負担増加分は料金に転嫁する必要が

あり、結果的には料金の値上げにつながるものと

考えられます。国では、仕入れ税額控除ができな

いこととなる取引への影響に配慮し、消費税の納

税が増えないようにする経過措置が設けられてお

り、免税事業者からの仕入れについて制度実施後

３年間は消費税相当額の８割、その後の３年間は

５割を仕入れ税額控除が可能としております。イ

ンボイス制度に対応するかは各事業者の判断によ

りますが、水道事業及び下水道事業としては経営

に大きな影響を与えるものと想定し、それぞれの

取引の内容や規模に応じて適切な判断を行ってま

いります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

私からは大項目１の〇教育部長（木村 睦君）

小項目３、学校給食の食材納入業者への対応につ

いて申し上げます。

学校給食は、学校給食会にて保護者から給食費

をお預かりし、学校給食の食材を購入しています。

給食費を負担している保護者は事業活動として給

食費を負担しているものではないため、消費税申

告事業者であることはなく、学校給食会としては

インボイス制度に適用した請求書等を発行する必

要はありません。また、給食食材を納入している

事業者につきましては、課税事業者、免税事業者

の両方がおられると思いますが、学校給食会はイ

ンボイス制度に対応する必要がなく、適格請求書

発行事業者ではないため、従前のとおり取引をす

ることになることから、学校給食会、食材納入事

業者とも何ら影響が出ることはございません。

次に、大項目２、学校給食費の無償化について

お答えいたします。学校給食法第１１条の規定に

より、学校給食の実施に必要な施設及び設備に要

する経費並びに学校給食の運営に要する経費は学

校の設置者、いわゆる市の負担となっており、食

材に係る経費は保護者負担と定められております。

給食費の完全無償化を実施した場合の本市の財政

負担額は、令和３年度の実績から約９，０００万

円と積算しております。そのため、現在の本市の

財政状況において給食費の無償化に向けた持続的

な財源の確保は非常に難しいこと、また援助を必

要とする世帯には就学援助制度による支援を実施

していることなどから、毎年度多額の財源を必要

とする無償化の実施は極めて困難であると考えて

おりますので、御理解をお願いいたします。

次に、大項目３、生理用品を学校トイレに配置

をについてお答えいたします。生理用品の学校ト

イレへの配置につきましては、市内の学校と協議

した結果、児童生徒が抱える不安や悩みを養護教

諭等に相談できる機会とするため、従来どおり生

理用品が必要になった際は保健室で提供すること

としておりますので、御理解をお願いいたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

私からは大項目〇健康福祉部長（馬場義人君）

１、小項目４、高齢者事業センター会員への対応

についてお答えいたします。高齢者事業センター

は、地域の日常生活に密着した就業機会を提供す

ることにより高齢者の社会参加を促進するととも

に、医療費や介護費用の削減にも効果があると認

識をしております。消費税制度におきましては、
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小規模事業者への配慮として年間課税売上高が１，

０００万円以下の事業者は消費税の納税義務が免

除されており、センター会員については免税の個

人事業者に当たります。インボイス制度が導入さ

れますと、免税事業者であるセンター会員はイン

ボイスを発行することができないことから、高齢

者事業センターは仕入れ額控除ができなくなり、

新たに預かり消費税分を納税する必要が生じると

言われております。国では行政が発注を行う額の

適正化などを求めておりますが、６年間の経過措

置の利用を含めまして関係省庁と検討したいとし

ておりますので、今後も動向に注視してまいりま

す。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

それぞれ御答弁いた〇１０番（川村幸栄議員）

だきました。再質問等させていただきたいと思い

ます。

まず、消費税インボイス制度、適格請求書等保

存方式、何回聞いてもなかなかするっと言えませ

ん。この間名寄市内でも商工会議所さん等含めて

いろいろ研修会を開催されてきているようであり

ますけれども、お会いした人、お話を聞いた人の

中でよく分かったと言った方はいらっしゃらなか

ったです。自分の理解力が足りないのか、非常に

複雑な制度だなというふうに思っています。それ

でまず、一般会計におけるインボイスの必要とい

うところなのですけれども、例えば今部長から御

答弁あったように、消費税法６０条の中では一般

会計は特例によって課税標準額に対する消費税額

と仕入れ税額控除、税額を同額に満たすとして、

納税は免除されているというふうなことでありま

した。しかし、この中で一般会計の中で例えば施

設の使用料等々、地方自治体が売手になって、事

業者に対して課税取引を行う場合があるかという

ふうに思うのですが、こういったときはどのよう

にされるというふうに押さえているのかお聞かせ

をいただきたいと思います。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

施設の使用料は課税〇総務部長（渡辺博史君）

ということで、うちが受け手といいますか、公共

施設を例えば企業様が借りたといいますか、使う

という形になれば使用料がかかります。そのとき

にインボイスのほうの登録がされていないと、企

業様が仕入れ額の税額控除を受けられないという

ことで、一般会計も登録をしなければならないと

いうことで先ほども答弁させていただいたところ

でありまして、それに対応するために今手続を行

っているというところでございます。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

実は調べてきました〇１０番（川村幸栄議員）

ら、今年３月に総務省が都道府県に対してインボ

イス制度の準備状況を把握するための調査を行っ

ておりました。その結果、インボイス制度や消費

税制度についての理解が不十分と思われるものが

相当数見られたということで、全国の自治体に６

月２０日発出で通知文書を出されています。約４

割近い自治体がインボイス、登録は必要ないとい

うふうに回答していたというふうに出ていました。

それで、やっぱり今おっしゃったようなことでい

ろんな場面が出てきて、必要だというふうには思

うのですけれども、それができていなかったとい

うことはインボイス制度についてよく理解してい

なかったというふうに私は受け止めているのです

けれども、この辺についての捉え方といいますか、

どのようにお考えでしょうか。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

議員おっしゃります〇総務部長（渡辺博史君）

とおり、なかなかインボイス制度ってとても難し

い制度で、私どもとしても庁内でも１０月に財政

課長を講師に研修会、説明会を開催させていただ

いたところなのですが、改めてまた説明会のほう

必要なのかなと思うぐらいやっぱり難しいのかな

と思います。企業様ですとか、やっぱり様々な場

面で例えば会議所さんだとか中心に研修会、説明
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会もされていると思いますし、最終的には国の責

任で行わなければならないものだと思います。私

どもとしても国が行うような説明会だとか講演会

ですとか、そういう部分に協力しながら対応して

いきたいと思います。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

さっきから言ってい〇１０番（川村幸栄議員）

るように、本当に分かりづらい、複雑。いろんな

ところから、専門家の方々からも制度の中身につ

いては分かりづらいというようなことが言われて

いるところであります。先ほど上下水道の部分で

のお話もお聞かせをいただきました。登録してい

ないことは入札に参加させないということは定め

ていないということでありましたけれども、しか

しそうでない方々が参加したときに市のほうで負

担をしなければならないという状況が生まれてく

るということだというふうに思います。それは、

言わずもがなやはり住民に負担が回ってくるとい

うふうな捉え方かなというふうに思っています。

自治体がそういった取引から免税業者を排除する

ことというのはあってはならないというふうに思

っているところでありますけれども、なかなか分

かりづらいのも含めて、１，０００万円がボーダ

ーラインですから、やっぱり収入のことも含めて

各事業者が判断をしていかなければならないとい

うことは非常に難しい問題が起きてくるなという

ふうに思っています。それで、先ほど経過措置の

こともお話がありましたけれども、本当にこれで

楽に分かりやすくなるのかどうかというところら

辺かなというふうに思っているのですけれども、

この点についてどうでしょうか。上下水道室長、

一番このインボイスで関わることが多いかという

ふうに思うのですけれども、その点についてどう

お考えになっているかお聞かせいただいていいで

しょうか。

佐藤上下水道室長。〇議長（東 千春議員）

私も議員と同感〇上下水道室長（佐藤美香君）

で、なかなか分かりづらい制度でありますので、

消費税の計算自体も実は消費税になじみのない部

署からうちの部署に異動してきた職員は大変苦労

しながら消費税の計算なり、申告をしているとこ

ろです。それに加えまして、今回のインボイス制

度なので、大変難しいながら私たちも勉強しなが

ら進めているところですけれども、やはり制度な

り法律に沿いながら仕事して、なおかつ使用者の

方々の料金の収入で私たち上下水道は仕事してい

るものですから、そういった中では皆さんの料金

を無駄にしないために消費税の計算も間違えない

ようにといいますか、無駄のないように計算して

いるところですので、国の制度も含めてきちんと

従いながら進めていこうとしているところです。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

一般的な業者さんと〇１０番（川村幸栄議員）

いいますか、商売やっている方々、いろいろ業者

さんの苦労も大変なのですけれども、こういった

自治体自身も大変な状況になっているというのが

改めて見えてきたのではないかなというふうに思

っています。

学校給食の食材費のところは給食会ということ

で影響はないのだというふうなお話がありました。

地元の農家さんなどのこともちょっと気になって

いたものですから、影響はないということで安心

をしました。

それからあと、高齢者事業センターの会員さん

の方々です。免税個人事業というふうに扱われる

ということですから、それも事業センターが消費

税の仕入れ税額控除できないで、多額の納税負担

ということが発生するかなというふうに思うので

すが、こうなると事業センター自体が運営してい

くことが難しくなるのかなというふうに思ってい

ます。先ほども話ししたように、除雪の問題やら

夏の草取りの問題やらいろいろ本当に何か困った

ときには高齢者事業センターに行ってというふう

な声が私の周りでも随分聞かれているところです。

そうしたときにこのセンターがなくなるというよ
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うなことになっては大変なことになるかなという

ふうに考えているのですが、その点についてどの

ようにお考えでしょうか。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

今高齢者事業セ〇健康福祉部長（馬場義人君）

ンターがインボイス制度が取り入れられたことに

よっての影響も含めた形の御質問だったかという

ふうに思います。現状のところそれぞれ２つ、名

寄と風連にございまして、状況をお聞きしている

中では、現在それぞれ税理士事務所さんとかに御

相談しながら影響等々について、影響状況等につ

いて把握をしようとしているような状況にあると

いうふうにお聞きをしております。また、国のほ

うでも国会等々でやり取りがあるというようなこ

とも議事録等で一部承知をさせていただいている

ところでございまして、報道等でそれぞれ何かい

ろんな報道がなされているようでございますが、

まだきちんと確定したものはないのかなというふ

うに思っています。ただ、それぞれ事業団さん、

事業センターさんと御相談する中で会員さんにイ

ンボイスの領収書を求めるということはちょっと

いずれにしても難しいだろうなということで、そ

うなると今議員おっしゃるとおり、事業センター

のほうの税額が増えてしまうというようなことで、

どういうやり方がいいのかということも含めた推

計がまだなされていないということなので、状況

を注意深く見守っていかなければならないという

ふうに思っておりますし、現在与党の税調ですか、

のほうでいろんなやり取りがなされていると思い

ます。与党の税調がある程度いってまとまります

と、政府税調のほうにも移っていくのかなという

ふうに思っております。税調の状況とかも詳しく

注視していきながら２つの高齢者事業センターさ

んと細かくやり取りをさせていただければという

ふうに思っております。

以上でございます。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

今部長がおっしゃっ〇１０番（川村幸栄議員）

たように、会員の皆さん方、やはり少しでも体を

動かして、そして少しでも収入があればというこ

とで頑張ってお仕事していただいているかなとい

うふうに思うのです。こういった方々にさらにイ

ンボイスを取って登録業者になっていただくとい

うことは本当にとてもとても難しいし、やめざる

を得ないというような話も聞いているのです、実

は。そういうことですと、やっぱりセンター自体

を維持していくためにはまた市からの補助なりが

必要になってくるのかというと、またさっきから

言っているように、市民の負担が増えるというふ

うなことで、何かメリットはなかなかないなとい

うふうに思っています。それで、メリット、何で

こんなふうにして難しいことするのかというふう

なところなのですけれども、さきの財務省の国会

答弁の中では約２，４８０億円の増税になるとい

うふうな回答もされていて、やはり増税を狙って

の導入だったということで、税額ばかりではなく

て、いろんな事務負担も含めて大きいものになっ

ているというふうに思っています。先ほど経過措

置、緩和措置等言われ始めています。あちこちか

ら、例えば全国商工会議所さんでは約５００万あ

る免税事業者が取引から排除されたり、不当な値

下げ圧力等を受けたりする懸念があると。システ

ムの変更や新たな事務など事業者にとって多大な

負担が生じるのだと訴えて、導入は当面の間凍結

を求めています。また、日本税理士会連合会さん

は、来年度の税制改正に関する建議書の中で事務

負担や市場取引に与える影響について必要な措置

を検討して、コロナ禍による経済活動の制約が解

消されたり、また簡易で安価な電子インボイス制

度の整備、こういったことも講じられるまで導入

を延期するか、また少なくとも中小企業者の実務

を踏まえた柔軟な運用を要望しています。さらに、

全国青色申告会総連合さん、来年度の税制改正要

望意見書の中でこのインボイス制度の廃止または

凍結の項目を設けられていまして、免税事業者が

取引から排除されることや小規模事業者の納税に
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係る事務負担の増加が想定される、このように懸

念を示しているところであります。ですから、負

担ばかりが、お金の負担ばかりではなくて、事務

的な負担も大きいと言わざるを得ないという状況

になっています。こんな中で緩和措置、経過措置

ということが今議論されているのだろうなという

ふうに思っているところですけれども、この消費

税インボイスの問題、まだまだ市民に知られてい

ません。何か自分は関係ないかなというふうな思

いがあるかなというふうには思います。ただ、先

ほどの上下水道室長からの話もありましたように、

そのことが進んでいくと私たち市民の負担にも影

響してくるというようなことでありますので、地

元の中小零細業者さんや地域経済にも大きな影響

が出るということをやはり声に出して、国には中

止や延期の、この声を上げていくことが必要では

ないかというふうに思うのですけれども、どのよ

うにお考えでしょうか。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

インボイス全体の関〇市民部長（廣嶋淳一君）

係でございますけれども、議員言われたとおり、

特に個人事業者ですとかフリーランスの方が非常

に影響が大きいということで、それぞれ様々な団

体のほうから要望も出されております。また、こ

れまでも市長会ですとか、そういった団体を通じ

て国の制度の関係ですとか、それに対する要望を

行ってきておりますけれども、これもインボイス

の関係につきましても大きな課題でありますし、

地方経済に与える影響も大きいということもござ

いますので、これ国の動きも今様々な動きが出て

いるということで、そこも動きを注視しながら要

望すべき部分がございましたら、そういった中で

国のほうに要望していくような形、確認もしなが

ら進めていきたいなというふうに考えております。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

ぜひこの現状、困っ〇１０番（川村幸栄議員）

ている現状、そういった部分を国や道へ上げてい

っていただきたいなということを強く求めたいと

いうふうに思います。

次に、学校給食の無償化についてであります。

これも何回も何回も取り上げさせていただいて申

し訳ないかなというふうに思うのですが、今やは

りコロナ禍の中で保護者の方々も大変な負担をし

ながら頑張っている状況にあります。そういった

中で、地方創生臨時交付金の活用ということで国

からも随分言われているところでありますので、

ぜひとも……私が言っているのは臨時交付金を使

ってではなくて、常に給食の無償化を訴えている

ところなのですけれども、文科省は９月に急激な

物価高騰の影響を受けて、保護者負担軽減に取り

組んでいるかどうかという全国での調査結果を公

表しています。それで、全国では８割が臨時交付

金も含めて利用して負担軽減に取り組んでいると

いうようなことが報道されていました。地方創生

臨時交付金を活用した自治体が７７．３％という

ようなことで、これは期間限定で実施する自治体

ということで広がっているということであります。

その中で実施を予定していないと回答した自治体

が３０２あって、現時点では学校給食費の値上げ

を行う予定がないと答えたところが２８４自治体

ありました。当市においては、令和２年４月、値

上げをしていますので、そういった部分で現時点

では給食費の値上げを行う予定がないという部分

に入るのかどうかまずちょっと確認をさせてくだ

さい。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

今年度につきまして〇教育部長（木村 睦君）

は、値上げの予定はございません。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

ありがとうございま〇１０番（川村幸栄議員）

す。臨時交付金を使ったところの期間限定で実施

する自治体が広がっているというような状況はあ

るのですけれども、そうではなくて、完全無償化

に取り組んでいるという自治体も今増えています。
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これは手前みそになりますが、しんぶん赤旗の学

校給食無償化調査チーム、１２月３日の数ですけ

れども、給食費の完全無償化、小中、全国で２５

６自治体に上っています。このようにあちこちで

取組が進んでいるところです。ここには半額補助

だとか、私以前にも提案させてもらいましたけれ

ども、第３子からの無償だとか、そういったのは

含まれていません。完全に無償化というところで

す。それで、紋別では昨年１０月からふるさと納

税の寄附金を財源に小中学生の給食を無償化して

います。保護者の方からは、教育費全体の負担が

大きいと。義務教育では無償と言っているのにど

うしてお金がかかるのだろうかというような声が

聞かれます。塾にも行かせたいと。だけれども、

なかなか行かせてやることができないということ

です。今中学生だと１食３０８円、小学校の１、

２年生で２５９円ということで、それでも１か月

お一人で５，０００円前後です。２人いれば１万

円前後、大きな負担になります。この点について

改めてお考えをお聞かせいただきたいと思います。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

今議員のほうから様〇教育部長（木村 睦君）

々な全国または全道の状況、さらには給食を完全

無償化されている状況などについてもお話をいた

だいたところかなというふうに思っています。そ

れぞれの自治体でそういった給食の完全無償化な

どの施策を打つ部分につきましては、それぞれの

自治体の中で目的があって、どういう目的に沿っ

た中で給食の完全無償化というところをされてい

たりしているのかなというふうに思っているとこ

ろでございます。また、先ほど紋別さんのふるさ

と納税などのお話もいただきましたけれども、こ

こについてはやっぱり財源の問題というのもこれ

は避けて通れない問題にもなってくるかなという

ふうに思っております。そういったことから、名

寄市におきましては今の現状の中では今すぐ制度

の、給食の完全無償化というところにすぐすぐ向

かうということはなかなか難しいものかなという

ふうに先ほどの答弁でもお答えさせていただいた

とおりだというふうに思っておりますので、御理

解のほどよろしくお願いいたします。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

今お話があったよう〇１０番（川村幸栄議員）

に、自治体ごとの目的というところです。子育て

支援を主に行っていきたいということで、学校給

食無償化に取り組んでいる自治体が結構多くあり

ます。ということで、学校給食法の１１条で、こ

の間私も取り上げたたびに食材費は保護者負担だ

というふうなお答えが返ってきたところでありま

すけれども、せんだっての国会の中で永岡文科相

は会見で自治体に対して物価高騰等踏まえて、引

き続き臨時交付金を活用した学校給食費保護者負

担の軽減を進めるように促したいというふうに語

り、そして岸田首相は学校給食法は自治体判断の

全額補助を否定していないというふうにおっしゃ

っています。ですから、それぞれの自治体でやる

気になればできるということかなというふうに思

っています。それで、この名寄市の学校給食です。

献立表、「いただきたいむ」もバックナンバー全

部載せてくださいということでお願いして、載せ

ていただいていますけれども、１２月の「いただ

きたいむ」、これにＪＡ道北なよろさんから地元

の農産品ということでジャガイモ、タマネギ、バ

ターを頂きました。また、もち米生産組合さんか

らはモチ米１６０キロを寄贈いただきました。そ

して、このモチ米は来年３月の卒業祝い、赤飯で

提供する予定ですと、そんなふうにしてこの「い

ただきたいむ」に載っていました。本当に地元産

の食材をということで７割近い実績を上げている

名寄市ですけれども、こういった地域の皆さん方

からも支援されている学校給食、そしてもちろん

栄養士、調理員さん、職員の皆さん、本当に努力

をしていただいて、おいしい給食頂いています。

安心、安全なおいしい給食を提供されていますけ

れども、このように地域の皆さんからも支えてい

ただいている学校給食をぜひ給食費の心配をしな
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いで食べられる、そういう給食にしていってほし

いなというふうに思うのですが、再度お考えをお

聞かせください。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

学校給食につきまし〇教育部長（木村 睦君）

ては、児童生徒の発達段階に応じて必要な栄養バ

ランスをよく取ることができるように献立をつく

らせていただいて、子供たちが健康で健全な食生

活を営むことができるように学校教育の一環とし

ても非常に重要であるということは我々も認識し

ているところでございます。そのため、こういっ

た給食の目的を十分に御理解いただきまして、保

護者の方々には給食の食材費について御負担いた

だいていると考えているところでございます。無

償化の目的というところは、やはり先ほどからお

話しさせていただきましたけれども、各自治体に

おいてどのような目的に沿ってやっているかとい

うことが問われてくるのかなというふうに思って

おりますし、今後教育委員会におきましても多く

の課題というのが山積していまして、特に財政的

な課題というところが伴うものもかなり出てくる

ことになっています。そうしたことから、引き続

き子供たちや保護者の皆様方にとって何が効果的

で有効な施策かというところは、これからも十分

に検討していかなければならないなというふうに

思っておりますので、御理解のほどよろしくお願

いいたします。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

校舎の補修もあった〇１０番（川村幸栄議員）

り、いろいろあるかというふうには思うのですけ

れども、ただやはり給食、金額を先ほどお示しを

いただいていましたけれども、ここに踏み出せる

かどうか、その姿勢がやはり自治体として見られ

るのではないかなというふうに私は思いますので、

ぜひ検討課題の中に入れていただきたいと。この

ことを申し上げて、次に移りたいと思います。

それから、生理用品を学校トイレ、名寄市内の

全ての学校のトイレに配置をしていただきたいと

いうことです。これも何度も取り上げさせていた

だきました。ここに、最初申し上げましたように、

厚生労働省は生理の貧困が女性の心身の健康等に

及ぼす影響に関する調査というのを行っています。

私はちょっとびっくりしたというか、厚生労働省

もしっかりこの生理の貧困の問題を国の問題とし

て捉え、そして実態がどうなっているのかという

ようなことで調査をされているということで、私

は非常にうれしく感じたところであります。それ

で、この調査の趣旨のところでは、女性への健康

支援の観点から経済的な理由で生理用品を購入で

きない女性がいるという生理の貧困に関して問題

を抱える女性の分布や心身の健康状態、日常生活

への影響等についての実態や現状を調べるために

実施したということで、今年２月に行っておりま

す。細かく調査をされているところであります。

それで、主に特記すべきかなというふうに思って

いるのは、生理用品の購入、入手に苦労している

人の分布です。コロナ感染下の中で購入、入手に

苦労したことがあるか、先ほども御紹介しました

よくある、時々ある、こう回答した人が回答者の

中の８．１％、私は大きな数字だというふうに思

っています。また、精神的な健康状態、このこと

についても聞いています。悩みやストレスの尺度、

悩みやストレスを測る尺度があるのです。心の健

康チェックということでＫ６という、そういう方

式を使って測定したところ、生理用品の購入、入

手に苦労したことがある人の平均値は１３．１点

ということでした。それで、心理的苦痛を感じて

いるとされる１０点以上です。１０点が心理的苦

痛を感じているという点数だそうです。それ以上

の平均値は１３．１ですから、非常に多い。そし

て、１０点以上の人がこの回答者の中で６９．３

％もあったということです。購入できない、また

購入だけでなくて入手もできない、そういった苦

労をしたことがある人たちにやはり悩みやストレ

スが多くあったということがここに上げられるの

かなというふうに思います。また、生理用品に関
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する公的支援制度の認知、利用状況、全国の中で

も無償提供進んでいます。その中で、無償提供を

知っていたけれども、利用しなかった理由として、

必要ないからということも６９．８％の方がいま

したけれども、申し出るのが恥ずかしかったから、

人の目が気になるからなどが挙げられているとこ

ろです。やっぱり人の目が気になったり、申し出

るのが恥ずかしかったりということがあるのだと

いうことです。これは、私大人でも子供たちでも

同じだと思っています。先ほど、前回もやり取り

をさせていただいたかというふうに思うのですけ

れども、確かに保健室の養護教諭の先生といろい

ろ話をしながらということもあるかというふうに

は思うのですけれども、このように人の目が気に

なったり、申し出るのが恥ずかしかったり、こん

なことがやっぱりあります。ですから、トイレに

自然にトイレットペーパーと同じように置いてあ

ればすぐに使える、誰に気遣うこともなく使える、

そういう意味も込めて、やはり全ての学校のトイ

レに配置をしていただきたい。改めてお考えをお

聞きします。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

生理用品がそれぞれ〇教育部長（木村 睦君）

各学校のトイレに配置されているところも少しず

つあるというところも、私たちのところでも理解

をさせていただいているところではございます。

ただ、私どもの学校ともお話しさせていただいて

おりますけれども、やはり小中学校のトイレに配

置する理由ですとか目的を考えたときに、現状の

各学校は保健室での提供するところが児童生徒に

対して寄り添った指導ができる最善策だというふ

うに学校現場のほうでもお話しいただいておりま

すので、私どもといたしましてはそのような対応

を取らせていただきたいというふうに思っており

ます。また、これ今回の定例会の中でも、どなた

かはちょっとあれですけれども、子供たちにはＳ

ＯＳの出し方に関する教育というのも始めさせて

いただいておりますので、不安や悩みを抱えてい

るときに誰にどのように助けを求めればよいか、

そういったことの教育もこれから引き続きやって

いきたいというふうに思っておりますので、御理

解のほどよろしくお願いいたします。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

今回もそうでした。〇１０番（川村幸栄議員）

前回のときにもＳＯＳが発信できるようなという

ふうな話がありました。ただ、そこにいくまでに

困っていることはなかなか言い出しにくいという、

そういったこともあるのだというのをやはり押さ

えていただきたいなというふうに思っています。

それで、先ほども御紹介した厚生労働省の調査が

ありました。この調査を受けて、内閣府の男女共

同参画局も今年の７月に各地方公共団体の取組調

査を行っています。昨年も行っていたのです。そ

れで、配付場所として学校のトイレに設置してい

る取組や相談者への配慮として専用の意思表示カ

ードやスマートフォンの画面を掲示することで声

を出さずに受け取れるといった取組を行う地方公

共団体が増えているのですよという報告がされて

いるところであります。ここのところをしっかり

やっぱり受け止めていただきたいなというふうに

思っているところであります。それで、調達する

ところ、お金の問題も出てくるかと思いますけれ

ども、多くはやはり予算措置をして、専用にトイ

レに配置しているということなのですけれども、

企業さんや住民の方々からの寄附も多いというこ

とがこの調査の中で明らかになっているところで

あります。この部分についてどのように受け止め

ていらっしゃるでしょうか。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

すみません。ちょっ〇教育部長（木村 睦君）

と寄附が多いことについてどういうふうにという

ことですか。

（「予算措置やら何やら含めてですね」と呼ぶ者

あり）

先ほどもお話しさせ〇教育部長（木村 睦君）

ていただいたとおり、保健室で提供させていただ
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いていますので、そちらのほうの一定程度のもの

に対するストックというか、置いておくための予

算についてはある程度確保させていただいている

かなというふうに、毎年度確保しているかなとい

うふうに考えているところでございます。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

今の追加で、内閣府〇１０番（川村幸栄議員）

が調査した中の結果の中では、学校トイレに生理

用品を設置した後、全ての児童生徒及び保護者に

メールで周知していると。それからあと、配慮の

ところでいえば、個室内を含むトイレ内に生理用

品を設置して、人目を気にせず受け取れるように

しているといった全国の調査結果が出ているとこ

ろであります。もちろん保健室で相談しながら、

いろいろ体のことも教えていただきながらという

ことも重要であります。そこはなくしてというふ

うには思っていません。それも含めて気にせずに

使える、すぐ使える、ここのところはやはり実際

にいろいろと長く人生をやっている私としては本

当に必要な部分だなというふうに思っています。

それで、今回、前回もそうですけれども、学校の

トイレということで学校のトイレに絞ってお話を

させていただきましたけれども、できれば、今の

内閣府の調査でも公共の施設、別の、学校以外の

公共の施設においても配置しているというところ

も出ています。ですから、できれば行く行くは公

共の施設全てにトイレットペーパーと同じように

配置をお願いしたいというところですけれども、

まずは子供たちの心身の健康のために市内全ての

学校のトイレに生理用品の配置を求めたいという

ことであります。再度、申し訳ありませんが、お

考えをお聞かせください。

木村教育部長。〇議長（東 千春議員）

学校におきましては、〇教育部長（木村 睦君）

やっぱり教科だけでなくて、様々な場面におきま

して将来子供たちが自立して生活していくために

生きる力というものをつけたいというふうに願っ

て指導しているのかなというふうに思っていると

ころでございます。生理につきましても自分の手

当てでできるより、もしも困ったときがあったら

自分で伝えられるようにということで指導されて

いるかなというふうに思っています。当然子供た

ちの中には保健室に行くことが嫌な子や苦手な子

もいらっしゃるかと思いますが、保健室でもこう

いったときのためにヘルプカードを置いていたり、

先生や養護教諭に掲示することで交換できるよう

な方法というところもありますので、そういった

ところも踏まえながら対応していきたいと考えて

おりますので、よろしく御理解のほどお願いいた

します。

以上で川村幸栄議員の〇議長（東 千春議員）

質問を終わります。

令和５年度予算編成について外２件を、倉澤宏

議員。

議長より指名をいただ〇２番（倉澤 宏議員）

きました。通告順に従い、大項目３点についてお

考えをお聞きしていまいります。

大項目１、令和５年度予算編成についてお伺い

をいたします。令和５年度予算編成に向け、１１

月１日付の市長訓示において総合計画、総合戦略

の具現化、デジタルトランスフォーメーションに

向けた施策、ポストコロナを見据えた事業の推進、

そして持続可能な財政運営の維持の４つの基本的

な考えが示され、健全な財政を基調としながらも

喫緊の課題解決に対し力強くスピード感を持って

予算編成に当たられたいと指示の下、予算編成の

作業がスタートされたと承知をしております。

以上を踏まえ、小項目１、当初予算規模につい

てお尋ねをいたします。同日付で出されました総

務部長事務連絡では、１１月２２日が予算編成資

料の提出期限となっております。各課から予算要

求の取りまとめは既に終わっていると思いますが、

速報値で結構ですので、一般会計当初予算要求額

と歳入歳出の差についてお知らせをください。

続いて、小項目２、経常的経費についてお尋ね
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いたします。市長訓示の中では、令和３年度決算

において一般財源で賄った経常的経費は前年度比

１億９，５３４万８，０００円の増になったこと

から、経常的経費の抑制は急務であるとありまし

た。新年度予算における現時点での経常的経費の

状況とその抑制について財政当局として具体的に

どのように取り組んでいくのか、お考えをお聞か

せください。

小項目３、歳入確保についてお尋ねいたします。

市長訓示の基本的な考え、また総務部長事務連絡

の中にも指示のありました自主財源、特定財源を

財政当局としてどのように確保していくお考えな

のかお聞かせください。

次に、大項目２、公共施設整備と公有財産の活

用についてお伺いをいたします。本市における公

共施設等の取扱いについては、名寄市公共施設等

総合管理計画、名寄市公共施設個別施設計画、名

寄市公共施設等再配置計画をはじめとする各種計

画が策定され、それらに基づき維持管理や整備が

されているものと承知をしております。

そこで、小項目１、名寄市公共施設等総合管理

計画と未使用施設の対応についてお尋ねいたしま

す。名寄市公共施設等総合管理計画では、さきの

議員協議会でも説明のありました名寄市における

財政課題でも令和１７年度までに施設の延べ床面

積の１３％縮減を目標としています。これまでに

除却等を行い、縮減した事例と現在の進捗状況に

ついてお知らせをください。また、現在未使用で

老朽化が進んでいる今後活用の見込みがない公共

施設の取扱いとこのたび実施した用途廃止予定の

栄町５５団地４号棟、５号棟のサウンディング型

市場調査、こちら先月の中旬に行われたと思いま

すが、その状況についてお知らせをください。

小項目２、名寄市公共施設等再配置計画につい

てお尋ねいたします。名寄市公共施設等再配置計

画が策定され、９か月が経過しています。今年度

実施されています本計画の推進業務の進捗状況と

前期５年間、フェーズワンに登載されている施設

について追加や削除など見直しの議論はあるのか

お聞かせをください。

小項目３、健康増進施設としての温浴施設整備

についてお尋ねをいたします。温浴施設、いわゆ

る公衆浴場の整備の考えについては、以前の一般

質問の際にも保健衛生上の役割を終えたと答弁を

いただきました。その後も保健衛生、コミュニテ

ィーの場としての公衆浴場の必要について確認を

させていただきましたが、民間での整備の際の支

援の用意があるとの答弁にとどまっております。

高齢化が進み、単身高齢夫婦世帯が増加している

中では、健康寿命の延伸のための施策、全世代に

おいては健康保持増進、またコミュニティーの場

との観点で見ると、温浴施設の整備は今回策定さ

れました名寄市総合計画（第２次）後期基本計画

とも整合性が取れると考えます。災害時や住宅設

備の故障、また住宅のリフォーム時などの利用を

含め、安心して住み続けられる本市のまちづくり

においては必要な機能だと思いますが、改めて理

事者の御見解をお聞かせください。

最後に、大項目３、スケートリンク廃止とコロ

ナ禍における各種事業の在り方についてお伺いい

たします。さきの所管委員会での報告を受け、今

年度スケートリンクの廃止の報道がございました。

廃止の決定に至った協議経過についてお知らせを

ください。

また、コロナ禍の影響でこの約２年半市が事務

局等を担っている事業においても、実施できてい

ないものが複数あると思います。今年度は少しず

つではありますが、事業を再開しているものもあ

りますが、中には例を挙げるとチャレンジデーに

おける綱引き、平和音楽行進、市民盆踊り大会な

ど３年間にわたり中止されている事業もございま

す。今回のスケートリンク廃止の要因の一つには、

新型コロナの影響もあると拝見をいたします。こ

のスケートリンク廃止がほかの事業の廃止の連鎖

になることはないのか、新年度予算編成を前に理

事者の御見解をお聞かせください。
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以上、簡潔な御答弁をお願い申し上げ、この場

での発言といたします。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

倉澤議員からは、大〇総務部長（渡辺博史君）

項目で３点にわたり御質問をいただきました。大

項目１及び大項目２の小項目１は私から、大項目

２の小項目２、小項目３及び大項目３は総合政策

部長からの答弁となりますので、よろしくお願い

いたします。

それでは初めに、大項目１、令和５年度予算編

成について、小項目１、当初予算規模についてお

答えします。令和５年度予算は、１１月１日付で

各部局へ市長訓令及び予算編成資料提出について

の事務連絡を周知し、１１月２２日を提出期限と

した各部局から予算要求をまとめ、現在財政課ヒ

アリングを実施しているところであります。御質

問のあった一般会計の予算要求総額につきまして

は、歳入が約２２０億１，２００万円、歳出が約

２４５億５，４００万円となり、収支の差額は約

２５億４，２００万円となっております。

次に、小項目２、経常的経費について申し上げ

ます。市長訓令にも記載しているとおり、本市の

財政運営には課題が山積しており、特に経常的経

費の抑制は急務であります。令和５年度予算にお

ける経常的経費の状況は、経常、臨時の精査も含

めて現在ヒアリングを行っているところであり、

具体的な金額を申し上げることはできませんが、

燃料費、電気料金、各種委託料などで今年度予算

よりも増額となる見込みです。経常経費の抑制の

ためには、その事業が真に必要な事業なのか、目

的遂行のための手段として最適なのかなど常に見

直しを図っていくことが必要であり、予算編成に

係る事務連絡においてもスクラップ・アンド・ビ

ルドの観点から既存事務事業の見直しを図るよう

通知しているところであります。ただし、既存事

務事業の見直しは一朝一夕で達成できるものでは

なく、担当部局内での協議のみならず、市長ロー

リングや予算査定の場など機会ごとに議論を重ね

ており、限りある財源を効果的に活用できるよう

取り組んでおります。

次に、小項目３、歳入確保について申し上げま

す。本市は、歳入の多くが地方交付税になってお

り、財源の確保が大きな課題となっております。

このことから、予算要求に当たっては他の事業等

との公平性、官と民との役割分担、適正な受益者

負担、後年度への財政負担などを十分に検証する

とともに、スクラップ・アンド・ビルドの観点か

ら既存事務事業の見直しにより所要の一般財源等

の確保を図るよう、また国や道の動向に注視し、

特定財源の確保に向けて取り組むよう事務連絡に

て通知しているところであります。具体的な取組

としては、まずは高い水準である市税収納率の維

持、さらには国や道の補助金など特定財源の確保、

加えてふるさと納税寄附金や企業版ふるさと納税

寄附金増額の取組が挙げられます。令和５年度予

算に向けた取組については、編成作業中であり、

現段階でお話しすることはできませんが、今後も

引き続き歳入を確保できるようしっかりと議論し

てまいります。

次に、大項目２、公共施設の整備と公有財産の

活用について、小項目１、名寄市公共施設等総合

管理計画と未使用施設の対応について申し上げま

す。初めに、公共施設においてこれまでに除却等

を行い、縮減した事例について申し上げます。当

該計画は、平成２６年度末の公共施設の総延べ床

面積を基準としており、それ以降に取り壊した主

な公共施設としては平成２７年度に取り壊した市

民会館が延べ床面積約１，６７２平方メートル、

令和２年度に取り壊した公設地方卸売市場が延べ

床面積約２，８６７平方メートル、令和３年度に

取り壊した風連農産廃棄物処理場が約３０２平方

メートルなどとなっております。

次に、公共施設の延べ床面積削減の進捗状況で

すが、平成２８年度計画策定時に基準とした平成

２６年度末の公共施設の総延べ床面積３２万４，

２３８平方メートルに対して、令和３年度末現在
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の総延べ床面積は３２万２，２１６平方メートル

となっており、床面積で２，０２３平方メートル、

率にして０．６％の縮減となっております。これ

は、大学図書館などの新規整備があったことのほ

か、公営住宅や学校施設等の更新に際し、現在の

基準が過去のものより１人当たりに必要な面積が

増加したことなども延べ床面積の縮減が進んでい

ない要因の一つでありますが、利活用の予定がな

い施設の取壊しが進められないことが総延べ床面

積の縮減率が低い要因となっております。利用目

的での使用を終了した施設については、売却、貸

付け等が見込めない場合、取壊しを基本とする考

えは公共施設等総合管理計画策定時から変わって

おりませんが、施設整備に対し取壊しに係る財源

が確保できず、なかなか延べ床面積の縮減が進ん

でいない状況となっています。跡地利用の方法な

どによっては活用できる補助金や起債もあり、今

後も民間活用に向けた情報提供も含め、遊休財産

の活用と公共施設等総合管理計画の進捗に努めて

まいります。

また、対話型市場調査の状況としましては、公

営住宅の栄町５５団地４号棟、５号棟について調

査を実施しております。今回の調査は、事業の実

施や事業者を特定していく調査ではなく、施設の

市場性の有無とともに、民間事業者の参入意欲や

参入しやすい条件を把握することを目的としたも

ので、２つの事業者から民間活用の提案をいただ

いたところであります。現在対話内容を取りまと

めているところですが、今後提案いただいたアイ

デアを基に公共施設等総合管理計画推進本部会議

で施設を利活用するかどうか協議していく予定で

あります。なお、事業者からの提案内容について

は、提案事業者のノウハウの保護なども考慮した

上で、近く市ホームページで公表する予定でござ

います。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

私からは、まず〇総合政策部長（石橋 毅君）

初めに大項目２、公共施設の整備と公有財産の活

用について、小項目２、名寄市公共施設等再配置

計画について申し上げます。

本市におきましては、昨年度末に名寄市公共施

設等再配置計画を策定し、令和８年度までを計画

期間とするフェーズワンの対象施設をまちづくり

や行政サービスの観点から重要な役割を果たす老

朽化が進む公共施設に加え、にぎわいづくりに向

けた新たな設置が想定される施設など、図書館、

児童センター、学生寮、生活支援ハウス、ワーケ

ーション施設の５施設とし、図書館を軸に単独新

築をＡ案、既存施設の活用、官民連携をＢ案、機

能複合化、新築をＣ案とし、３パターンを示しま

した。フェーズワンでの施設整備についてですが、

計画で示した再配置パターンを絞り込み、必要な

機能や規模等を含めて検討するため講演会、タウ

ンミーティングを開催するとともに、市民ワーク

ショップを開催し、議論を重ねてきているところ

です。講演会、タウンミーティングでは、人口減

少を見据えたまちづくりや豊かな場所、サードプ

レース、自宅、職場以外の第３の場の重要性など

について議論するとともに、参加者アンケートで

は図書館を中心とした複合施設の新規建て替えを

望む回答が最も多く、併せて歩きたくなるまちに

向けた道路整備や公共交通サービスの充実化など

の関連事業が重要といった御意見が多く寄せられ

ました。市民ワークショップでは、再配置計画に

示したパターンのうち既存施設の活用、官民連携

のＢ案が理想としながらも、該当する施設がない

ことから、図書館の複合化、新築のＣ案が望まし

い、また複合化に当たり図書館機能に加え求めら

れる機能として、カフェやコミュニティースペー

ス、学習、ワーケーションスペース、広場などを

併設することでサードプレースとなり得る、さら

についで利用されることが周辺の活性化につなが

るのではないかとの御意見が出されているところ

です。さらに、候補地について、ついで利用や周

辺への波及効果を考慮すると、駅から市立総合病
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院の動線、西條周辺の商店街が望ましいとしなが

ら、一定面積の公有地がないという問題点も指摘

されております。しかしながら、市民ワークショ

ップでは現在議論を進めている最中であり、年度

内の報告まで時間があることから、報告書では内

容が異なる可能性もありますことを前置きさせて

いただきます。名寄市公共施設等再配置計画は、

今年度スタートした計画でありますが、庁内検討

委員会を中心に計画の実行に向けた関係部局との

連携や調整、協議を継続的に行うとともに、公共

施設に関わる状況の変化に応じて適宜計画の評価

や検証を行い、必要に応じて改定を行うとしてお

ります。したがいまして、着実な計画の推進に向

けて、平成３０年１１月には総務文教常任委員会

から市立図書館の将来像について調査報告もいた

だいており、市民ワークショップからの報告書も

踏まえ、ほかの公共施設との優先順位、財源含め

多くの状況を整理した上で有識者のアドバイスを

いただきながら引き続き庁内検討委員会での議論

を深化してまいります。

次に、小項目３、健康増進施設としての温浴施

設整備について申し上げます。温浴施設は、衛生

面だけでなく、コミュニティーの場としてまちづ

くりに対する役割もあると認識しております。し

かしながら、平成２４年のふうれん望湖台自然公

園のセンターハウス閉鎖の際には、本市の財政状

況において多額の建設経費など２つの公共温泉を

設置することは難しいと判断したところでありま

す。現段階で公共での温浴施設は検討されており

ませんが、民間事業者から公衆浴場設置検討の相

談などがある場合には、各種制度での支援を検討

してまいります。

次に、大項目３、スケートリンク廃止とコロナ

禍における各種事業の在り方について申し上げま

す。本市のスケートリンクは、昭和３０年に旧名

寄南小学校グラウンドに旧名寄町民により開設さ

れたのが始まりで、その後名寄小学校グラウンド、

名寄東中学校グラウンド、名寄公園などに開設さ

れました。公設スケートリンクとしては、昭和４

６年に名寄小学校グラウンドに開設し、昭和５１

年には南広場に移転、昭和６２年には現在のＥＮ

―ＲＡＹホール敷地に移転したところです。平成

２５年からは旧豊西小グラウンドに移転しました

が、そのほかに移転を検討した、当時新設予定で、

市街地近くにある名寄南小学校グラウンドは散水

する地下水質に問題があったため、断念せざるを

得ませんでした。スケートリンクは、新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響で令和２年度から休止

していましたが、今年度は再開に向け準備を進め

ていたところ、これまで施設の管理運営を委託し

ていた競技団体が今年３月をもって解散いたしま

した。その後再開に向け管理運営法や感染症対策

等について協議を進めてまいりましたが、管理棟

プレハブの感染症対策や職員配置などの問題を解

消することが困難なため、今年度から廃止するこ

とといたしました。これまで多くの市民の皆様に

御利用いただき、再開を楽しみにされていた方々

もいらっしゃると思いますが、御理解のほどよろ

しくお願いいたします。

また、この廃止に関連し、ほかの事業への影響

についてでありますが、各事業ごとに状況は異な

り、それぞれの判断材料により決定がされている

と考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

それぞれ御答弁いただ〇２番（倉澤 宏議員）

きましたので、改めて確認をさせていただきたい

というふうに思います。

初めに、令和５年度予算編成についてですけれ

ども、当初予算規模、小項目１ですけれども、今

総務部長のほうから御答弁ありました。歳入、約

ですけれども、２２０億円、歳出２４５億円と２

５億円の収支不足があるというようなお話だった

というふうに思います。確認をさせていただきま

す。令和３年１１月、昨年の１１月ですけれども、
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示された中期財政計画、こちらの中では令和５年

度の一般会計歳出の推計が２２０億６，７１０万

円、先月示された中期財政計画、これ来年度の予

算推計ですけれども、２３１億５９０万円、これ

と比較して、令和３年と比較しても２５億円、今

年度の計画と比較しても約１４億円差が開いてい

るというところで、あくまで当初の取りまとめの

段階ですけれども、ここの要因についてはどのよ

うに分析をされているかお聞かせいただきたいと

思います。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

昨年お示しした中期〇総務部長（渡辺博史君）

財政計画の中の令和５年度の部分につきましては、

特に建設事業費が令和５年度以降の事業がまだ決

まっていない、分かっていない、見えていない部

分ありましたので、建設事業費で１８億円プラス

継続事業の２分の１みたいな形に推計させていた

だいておりますので、その部分については現況と

ちょっとまた比較するのは難しいところだなと思

います。１１月にお示しさせていただきました今

回の令和４年の中期財政計画推計との差とその理

由でございますけれども、中期財政計画では歳入

が約２１８億２，６００万円、歳出が約２３１億

６００万円と推計しておりました。先ほどお答え

しました令和５年度予算要求と比べますと、歳入

で約１億８，６００万円、歳出で約１４億４，８

００万円増加したということになります。歳出が

増加した要因でございますけれども、総合計画や

中期財政計画推計時には登載できなかったものの、

その後の事業設計により新たな予算要求となった

事業があったこと、除排雪委託料や工事費など中

期財政計画推計時より燃料単価や人件費の高騰等

により増額を見込む事業があることなどが考えら

れます。また、歳入では国や道の補助金、起債な

ど中期財政計画時より議論を深めたことにより活

用可能と考えられるような特定財源を計上したと

いうことによるものと考えております。

以上です。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

様々な要因で要求の段〇２番（倉澤 宏議員）

階では中期財政計画よりも１４億円増えていると。

この後各級査定が控えているので、その中で当初

予算規模については幾らか圧縮されていくのかな

というふうに思いますけれども、歳入歳出の差が

２５億円あるという中では、やはりこれかなり財

源の関係、調整出てくるのかなというふうに思い

ます。名寄市の財政状況でちょっとお話をさせて

いただきたいというふうに思いますけれども、旧

名寄市、旧風連町、合併した際、平成１８年３月

ですけれども、そのときの人口が３万１，２１２

人、３月末の人口です。そのときの１８年度の決

算ベースで一般会計歳出で１８４億円、もちろん

このときは大学が特別会計になっていないので、

大学費も一般会計に入っていた状況です。市長が

１期目就任された年、平成２２年、人口３万６０

８人、同じく決算ベースですけれども、歳出決算

２０１億２，９６０万円、今年度ですけれども、

まだ年度途中です。本日提案される一般会計の補

正予算、提案される議案出てきていましたけれど

も、既に２５１億２，４００万円、このままどん

どん、どんどんこれ、人口はもう既に５，０００

人以上減っている。一般会計の歳出の決算額、今

年、年度途中ですけれども、７０億円ぐらい増え

ているといった、この状況を財政当局ってどのよ

うに捉えて、この状況で、先ほどもお話ししてい

ましたけれども、総合計画の実施計画、先日審議

しましたけれども、その中には、先ほど御答弁を

いただいた公共施設再配置計画の中に前期５年間

のフェーズワンに登載されている施設、図書館は

じめとする５つの施設ですけれども、その事業費

も一つも計上されていないという状況もありまし

た。それら含めていくと、この先財政状況、歳出

の決算ベースだけ見ていくと、どこまでこれ膨れ

上がっていくのだというところが非常に危惧され

るところなのですけれども、その辺りどのような

見通しを持たれているのかお答えをいただきたい
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というふうに思います。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

議員おっしゃります〇総務部長（渡辺博史君）

とおり、かなり名寄市の財政運営は今厳しい状況

にあるというところの中で歳出予算も増えている

というところがあろうかなと思います。ここ一、

二年コロナの関係の臨時交付金、歳入でもいただ

いていまして、その分歳出で使っているという部

分もありますので、今回先ほど議員がおっしゃら

れた部分の全てが経常経費といいますか、臨時的

な部分もかなりあるのかなという部分はあろうか

と思いますが、いずれにしても名寄市の財政は相

当厳しいというところの認識の下、この間も御説

明もさせていただいていますし、お話もさせてい

ただいているというところでございます。厳しい

というところで、財政規律の見直しなんかも行っ

てきたところでございます。それぞれ各年度予算

査定、各級の予算査定等しながら、また市長ロー

リングも行いながら、様々な事業をバランスよく

行いながら市民生活の維持ですとか市内経済の維

持に努めていきたいと思っております。

以上です。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

関連しますけれども、〇２番（倉澤 宏議員）

小項目２の経常的経費ですけれども、こちらも人

件費や燃料費等も上がっているというところもあ

ります。そこには委託料も含めてのところだとい

うふうに思いますけれども、ちょっと先日の補正

予算の質疑の中でも触れていますけれども、新年

度から指定管理料、債務負担行為の限度額につい

ても可決させていただいておりますけれども、そ

の際質疑させていただいた部分で、施設によって

は単年度に換算すると５割以上も増加している施

設もございました。もちろん人件費や燃料費、増

加してきている部分は理解しております。ただ、

委託料に係る燃料部分だったり、人件費という、

委託料に関してはなかなかこの先も上がる部分し

か考えられないのかなというふうに思います。な

かなか下がるというところに向けての考えを持て

ないのかなというふうに思いますけれども、この

まま委託料増えていけば、先ほどもちょっとお話

ししたとおり、どんどん、どんどん事業費増えて

いくのかなというふうに思います。どこかの時点

で指定管理料含む業務委託料に係る業務仕様の見

直しというものも含めて考えていかないといけな

い時期が来るのかなというふうに思いますけれど

も、その辺りについてお考えをお聞かせいただき

たいと思います。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

議員おっしゃるとお〇総務部長（渡辺博史君）

り、委託料、先ほど申し上げましたけれども、指

定管理料も昨今の燃料価格の高騰ですとか人件費

の上昇も含めまして増額傾向にあるというところ

でございます。ただ、今おっしゃられた仕様の変

更となりますと、委託業務でしたら例えば現在の

仕様を縮小してとなると、直営に切り替えるだと

か、そういうことも出てくる可能性があるので、

ただ指定管理につきましてもサービスの低下につ

ながるようなものがあるとすれば、なかなかいず

れも現実的には難しいのかなとは考えています。

委託料につきましては、基本的に入札ですとか地

元企業を中心にしながら、２社以上の見積り徴取

をしながら経費については決定しているというと

ころでございます。また、指定管理につきまして

も毎年度予算査定ですとか指定管理者との年度協

定ですか、ここの中で協議、検討していますし、

業務内容についても市と指定管理者の協議事項と

なっておりまして、適宜原課と指定管理者で協議、

検討しながら精査しているというところでありま

すので、御理解いただければと思います。よろし

くお願いします。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

御理解していきたいな〇２番（倉澤 宏議員）

というふうに思いますけれども、そうした部分で

もやっぱり歳入確保という、小項目３ですけれど

も、部分については非常に重要になってくるのか
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なというふうに考えています。御答弁の中で受益

者負担であったり、既存事業の見直し、スクラッ

プというところになるかなというふうに思います

けれども、一般財源、しっかりと市民サービスで

きるように担保していくという考え方なのですけ

れども、受益者負担についてはどのようにお考え

をお持ちでしょうか。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

受益者負担の考え方〇総務部長（渡辺博史君）

ということなのだろうと思います。市が実施する

事業におきましてもサービスを受ける方と受けな

い方、そこで不公平が生じますので、使用料です

とか手数料につきまして一部費用を負担していた

だくということは必要なものと考えているところ

でございます。適正な受益者負担の金額につきま

しては、それぞれの施設ですとか利用目的により

まして一概には、差がちょっと変わる部分もある

ので、言えませんが、公益性、公共性、収益性も

含めまして近隣自治体の動向なども参考にしなが

ら見直しを図るということでありまして、平成３

０年に使用料、手数料の見直しやりまして、その

とき指針をつくって、５年ごとに見直すというよ

うな部分も記載しているところでございます。た

だ、そうなると次回は令和５年度で来年度になる

ところでございますけれども、この間の燃料価格

の高騰ですとか、コロナ禍で通常の利活用ができ

ないという部分もありますので、今私どもとして

は今現状で全体的なものを見直すのはちょっと難

しいのかなということで、見直す時期については

延長も必要かなということで協議を進めていると

ころです。

以上です。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

受益者負担についての〇２番（倉澤 宏議員）

考え方、令和５年度に新たに見直しを図った場合

延長も考えているとはいいつつ、部長、今回定例

会に火葬場の使用料の改正条例、増額です、これ。

第２回定例会ではスキー場の条例改正、こちらも

結果的には料金値上げにつながっている。本日提

案予定の、こっち特別会計ですけれども、国保税

の増税に係る条例改正案、次々と市民負担が増え

る提案出されてきているのです、これ。そこら辺

については、御答弁あった部分との整合性どうお

考えか改めてお聞かせください。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

先ほど申し上げまし〇総務部長（渡辺博史君）

たのは、全体的な使用料ですとか手数料の関係で

ございまして、それぞれの施設ですとか施策には

それぞれ個別の特有な必要性といいますか、そう

いうものがあって、そういうことに至っていると

考えております。

以上です。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

それぞれの部分で個別〇２番（倉澤 宏議員）

に判断してきているところもあるというふうには

思うのですけれども、一方でまちづくり懇談会で

渡辺部長、令和３年度歳出決算額２３０億円、令

和３年度、単年度収支で３億３，０００万円の黒

字、貯金に当たる基金は１０３億円あります、市

債の残額も減少しています、健全化判断比率も良

好です、これ９か所の会場でずっと同じこと言い

続けて、私も大体暗記してきたところです。先ほ

どもお話ししたとおり、今年度も本日提案される

一般会計補正予算、歳入歳出２５１億円まで膨れ

上がっているという点では、改めてこれ受益者負

担を求める前に既存事業の見直しをやっぱりしっ

かり進めていかなければいけないというふうに思

うのですけれども、その辺り新年度の予算編成に

向けての考え、改めてお聞きしたいと思います。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

先ほども申し上げま〇総務部長（渡辺博史君）

したけれども、議員おっしゃるとおり、既存事業

の見直し、一朝一夕にはいかない部分はあろうか

と思いますけれども、それについては全庁的に取

り組んでいきたいと考えているところでございま

す。
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以上です。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

予算編成に向けてぜひ〇２番（倉澤 宏議員）

ともそうした部分しっかりと取り組んでいただき

たいなというふうに思います。

続いて、公共施設の整備と公有財産の活用に移

りたいというふうに思います。公共施設等総合管

理計画と未使用施設の対応についてですけれども、

御答弁の中では、お聞きした限りではあまり公共

施設の延べ床面積１３％縮減の目標に向けて順調

に進んでいるような状況は受けませんでした。除

却した施設に比べ新たに整備した施設の面積が多

いというところも要因の一つだというところであ

りました。老朽化してきている施設、かなり除却

進んでいない部分でも景観上、特に教育財産から

普通財産に移った施設が主になるというふうに思

うのですけれども、そうした施設、地域の部分、

特に郊外等ですと景観上やはり問題があるのかな

と。この間のまちづくり懇談会でも一部お話出て

いましたけれども、そうした部分の除却について

計画的に進めていくような考えあるのかどうなの

かお知らせをいただきたいというふうに思います。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

議員おっしゃるとお〇総務部長（渡辺博史君）

り、まちづくり懇談会でももう使用しないような

施設がそのまま残っている状況もありまして、除

却してくれないかという部分が複数の町内会とい

うか、会場から言われているところでございます。

私どもとしても計画的に進めていきたいという考

えはございますけれども、なかなか財源のほうが

ちょっと厳しくて、進んでいないというのが現状

でございます。今後もそういう要望受け止めなが

ら予算査定の場ですとか、そういうところで何と

か進めていけるように努力していきたいと思いま

す。

以上です。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

除却も併せて、やはり〇２番（倉澤 宏議員）

貸付けだったり売却というところもこの先考えて

いかなければいけないのかなというふうに私も考

えておりますけれども、今南保育所の代替施設で

認定こども園整備していますけれども、あの施設

ができたら明らかに現在の保育所よりも大きな、

延べ床面積、かなり大きな施設できて、またこれ

マイナスになってしまうのではないかなというふ

うにも思うのです。そうした部分を含めて、きち

っとやっぱり計画的に除却なり売却なりというと

ころを進めていっていただきたいなというふうに

思います。その一つの手法として、今回栄町５５

団地の対話型、サウンディング市場調査、こちら

行われたのかなと。２つの事業者の応募があった

ということで、詳細については市のホームページ

で公開されるというようなお話だと思うのですけ

れども、先日視察行かせていただいた三重県の桑

名市では公民連携のワンストップ窓口というとこ

ろを設置しておりまして、行政の課題を解決する

ために民間からの提案型、また対話型のそうした

事業提案を受ける窓口を設置しているというとこ

ろで、そうした部分での成功事例について何点か

資料のほう頂いてきたのですけれども、代表的な

部分、あとはちょっと地域性が違うので、名寄市

に当てはまるかは別として、庁舎の駐車場、稼働

率３０％ぐらいでしたよと。収入が１５０万円に

対して維持管理が４００万円かかっていましたと。

これサウンディング調査型の市場調査の結果、提

案事業者２社が来まして、プロポーザルで一つ決

めましたと。マイナス２５０万円だった部分が貸

付料１２０万円が入ってくるようになりましたと

いう、そういった事例が一つです。あと、使わな

くなった終末処理場、ここ敷地面積かなり広い、

１万４，０００平米あるのですけれども、こちら

については使わなくなってから毎年１２０万円の

維持管理費かかっていました。施設を解体すると

したら、市の概算経費で４億７，０００万円かか

る事業になると。これを建物つきで購入の提案を

したところ、５，００５万円で落札されたと。歳
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出削減効果としては４億７，０００万円の解体費

用と年間１２０万円の維持管理経費が削減された

と。合わせて５，０００万円が入ってきたと。プ

ラス今後分譲住宅、宅地造成される住宅からの税

収の見込みもありますよといった事例であったり、

ちょっと小項目でも後ほどありますけれども、公

設公営で温浴施設を整備しようと市が進めていま

したと。造成も含めて事業スタートしていたので

すけれども、公共施設の優先順位の中からちょっ

とそこの部分については延期、保留となっていた

といったところ、民間事業者から提案があって、

民設民営で健康増進施設、温浴施設を民間が整備

したといった事例もございました。そうした取組

について、今公営住宅の部分が先行して行われた

のかなと。試験的なのかもしれないですけれども、

行われたということあります。歳入確保にも係り

ますけれども、こうした対話型や提案型の市場調

査について市有地、活用されていない遊休地、そ

この活用も含めて今後どのような取組をされてい

くお考えなのかお聞かせいただきたいと思います。

渡辺総務部長。〇議長（東 千春議員）

今議員のほうから、〇総務部長（渡辺博史君）

視察に行かれたのですか、そういう部分で優良な、

有効な事例について御提案、御意見いただいたと

いうところでございます。今回デジタルだとか、

そういうもの含めて他市町村の優良な事例ですと

か、そういうことを参考にしながら施策をつくっ

ていくだとか、そういう部分も有効な部分なのだ

ろうなと。先ほどおっしゃられました地域性だと

かあるのでしょうけれども、それぞれ調査しなが

らやっていくということも必要なことなのだろう

なと思っています。今回の議員の部分についても

今後も参考にしながら、そういう部分の活用につ

いても考えていければと思います。

以上です。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

後ほど資料お渡ししま〇２番（倉澤 宏議員）

すので、ぜひ御覧いただきたいなというふうに思

います。

小項目２の名寄市公共施設等再配置計画につい

て移っていきたいと思います。御答弁の中では、

今進捗と見直し等の考え方いただきました。御答

弁の中でやはり図書館が軸なのかなというふうに、

優先順位も含めてだというふうに私のほう理解さ

せていただいております。図書館についてなので

すけれども、こちらもこの間会派含めていろんな

ところの図書館をちょっと見させていただいてき

ております。それぞれ特徴があって、商業施設と

渡り廊下でつながっていたり、市民活動センター

と複合的につくっていたりとそれぞれの自治体で

特徴ある図書館整備されている。名寄市でも前任

期の総務文教常任委員会でも図書館の在り方につ

いての提言あったというふうに思いますけれども、

就任して間もなく半年になる岸教育長ですけれど

も、本市における図書館法に基づく図書館の必要

性と併せて、今検討されている図書館、今後名寄

市に整備する図書館、どのようなものになってい

くというようなイメージをお持ちなのか、そこち

ょっとお聞かせをいただきたいなというふうに思

います。

岸教育長。〇議長（東 千春議員）

ただいまの御質問は、〇教育長（岸 小夜子君）

図書館法に基づく図書館と名寄市における今後の

図書館のイメージというようなことで、そこは私

の私見ということになろうかというふうに思いま

すが、まず図書館法における図書館につきまして

は、私も図書館のほうに一度視察をさせていただ

いて、図書館の職員のほうから現状と課題等につ

いて説明を受けたところでございます。そうした

中で、図書館職員は施設の老朽化等で彼らなりに

アンケートを取り、そしてこれからの図書館とい

うものはどうあるべきかというふうに考えていく

中で、図書館の職員の考えというのはやはり図書

館法に基づく図書館機能をさらに強化させていく

図書館というようなことを考えているということ

が分かりまして、それで私自身のイメージとして
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は、まずは図書館というのは図書ですとか文献で

すとか、それから資料等をきちんと収集して、整

理して、保存する、これがまず大前提で、その上

で一般公衆の方々がそれを、図書を利用したり、

レファレンスをしたり、調査研究をしたり、ある

いは交流活動とレクリエーションしたりというよ

うなことが図書館法に位置づいている図書館とい

うふうに理解をしているところでございます。し

たがいまして、自分が考えているイメージは、図

書館の担当職員がまずは図書館機能を維持したい

ということですので、今申し上げたようなきちん

と皆さんが読むような図書があり、さらに例えば

名寄市の歴史ですとか、そういう文献と記録と、

そういうものもきちんと収集され、それから今日

的な課題等の調査研究物などがまずきちんと集ま

っていて、保存されていると、それが大前提で、

その上で市民の方々がそれを読んでみたり、それ

から場合によっては自分の調べたいことをレファ

レンスということで資料を照会してもらったり、

提示してもらったりというようなことをしたり、

それからさらにはそれを使ってお互いに交流し合

うというようなことを基盤としつつ、今後に向け

てはやはり人生１００年時代ですとかSociety5.0

とか、そういうようなことが言われていますので、

自分のスキルアップをきちんとできるような課題

を解決していくということでは、レファレンス機

能などはより一層強化していく必要があると思い

ますし、それからＩＣＴの機器がすごく発達して

いく中では、そういう情報、ＩＣＴ機器を活用し

たきちんと情報拠点ということも考えていかなけ

ればならないと思いますし、それから市民の方々

がそういう図書や研究物等通しながら交流してい

くという点では交流の拠点という核になるという

か、そういうようなことも考えていかなければな

らないのかなというふうに思いますので、図書館

法に基づく図書館の機能と、それからやっぱり時

代に応じた必要なものは何なのかというあたりを

考えて、これから名寄市の図書館というのを考え

ていく必要があるのかなということが私の所見と

いうようなところで、以上でございます。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

今教育長から図書館に〇２番（倉澤 宏議員）

対する思い、基本的な図書館の機能をしっかり持

った中でこれから整備していくであろう図書館に

ついて楽しみにしている市民もいます。ぜひわく

わくするような図書館になるような、そして名寄

市のランドマークとなるような施設となるように

計画のほう進めていっていただきたいなというふ

うに思います。

続いて、小項目３の健康増進施設としての温浴

整備についてです。御答弁は、以前いただいてい

る御答弁と同様の答弁だったというふうに思いま

す。今回名寄市総合計画（第２次）の後期基本計

画の中での整合性も取れるのではないかというよ

うなお話壇上でさせていただきましたけれども、

先ほどちょっと話あった、民設民営でもしっかり

行政がこの施設が健康増進施設というところで必

要だと、名寄市としては整備していくというよう

な意思表明をすることによって民間からの話が来

るといったさっきの事例もありました。そうした

意味で、健康保持増進施設としての温浴施設につ

いての必要性、改めて名寄市としての考え方、理

事者の見解、お伺いをしたいというふうに思いま

す。

馬場健康福祉部長。〇議長（東 千春議員）

健康増進に向け〇健康福祉部長（馬場義人君）

ての温浴施設という御質問でございましたので、

私のほうからお答えさせていただければというふ

うに思います。

総体的にはなりますが、高齢者の方々の通いの

場というか、送迎をアシストさせていただいての

中ではデイサービス、通所介護として市の通所介

護事業所を３か所ほど展開をさせていただいてい

るところでございまして、それぞれ一部歴史を数

えているところもございます。ただ、その中では

要介護の方々はもちろんなのですけれども、一部
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介護が必要な状態にならないように介護予防や生

活支援が必要な方々が通えるような介護予防・生

活支援サービス事業を併設して同じデイサービス

の中で行っておりますので、そういった中での名

寄市においては入浴という部分についての支援は

一定できているのかなというふうに思っています。

ただ、議員今おっしゃられたように、介護保険事

業計画、高齢者保健福祉医療計画というのは３年

に１度見直す形になっておりまして、計画書をた

しか計画書策定と同時に市のホームページのほう

にアップさせていただいて、それぞれの皆さんに

御覧いただけるような形を取らせていただいてい

ますので、今議員おっしゃられたような状況が事

業者さん等や民間の方々がありましたら、それを

参考にしていただくということは可能なような形

は今後も取り続けていきたいなというふうに考え

ているところでございます。

以上です。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

この間総合計画であっ〇２番（倉澤 宏議員）

たり、タウンミーティングとかで各種アンケート

を多分取られているというふうに思うのですけれ

ども、そうした中で温浴施設が必要だと、公衆浴

場が欲しいと、名寄市に。そうした市民の声とか

というのは実際出てきたりしているのかどうなの

か、ちょっと資料あればお答えいただきたいと。

石橋総合政策部長。〇議長（東 千春議員）

これまで町内会〇総合政策部長（石橋 毅君）

連合会が主催するまちづくり懇談会や総合計画の

アンケート、第２次のときのアンケート調査のこ

とになりますけれども、町中への温浴施設整備、

それからサンピラー温泉のリニューアル、こちら

を要望する意見は一部いただいているということ

でございます。

倉澤議員。〇議長（東 千春議員）

なかなかアンケートに〇２番（倉澤 宏議員）

は反映されていないのかなというふうに思います

けれども、実際市民の声というのはそうした声が

複数あるということでお知らせをして、引き続き

検討のほうよろしくお願いをしたいというふうに

思います。

ちょっと時間がなくなってきました。３番目、

大項目３、スケートリンク廃止とコロナ禍におけ

る各種事業の在り方についてです。スケートリン

クに限らず、ほかのこの３年間開催されていない

事業の廃止につながることがないのかというとこ

ろについては、それぞれの部分で所管のところで

の対応、また実行委員会、主催者の考え方もある

とは思うのですけれども、なかなか事業３年間や

っていないと職員も予算はついていながら事業を

経験しないまま人事異動でいなくなったりとか、

そうした事業を支援している団体の皆さんの活動

もままならない中で、再開しようとしたときにそ

うした団体がもうなくなっていたりとか、今回の

スケートリンクの要因の一つなのかもしれないで

すけれども、そうした部分につながっていくのか

なというふうに思います。そうした団体への支援、

引き続きして、各事業再開に向けて行っていただ

きたいなというふうに思います。

あと、スケートリンクについてなのですけれど

も、先ほど御答弁にありましたけれども、南小学

校のグラウンドに整備予定だったというところで、

そこにおいては一定程度の管理棟の建築も含めて

予算をかけて整備するといったところもありなが

ら、今回廃止の決定、金銭的な部分、コロナの影

響は別として人的な部分というところでお話あり

ました。スケートリンクに限らず、以前浅江島公

園に冬期間整備していた歩くスキーのコースもこ

れ廃止されて、今回のスケートリンクと併せて市

民が気軽に取り組むことのできるウインタースポ

ーツの機会、次々なくなっていっているなという

ふうに感じます。私以前担当していたので、ここ

についてはちょっとどちらも残念に思っています

けれども、市長にお聞きしたいと思いますけれど

も、今こうした状況の中、名寄市のスポーツ振興

に向けた取組について名寄市一体どこを見て、ど
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こに向かっているのかというところを市長のほう

からちょっと市民のスポーツ振興に対する考え方、

お聞かせをいただきたいというふうに思います。

加藤市長。〇議長（東 千春議員）

どこに向かっているのか。〇市長（加藤剛士君）

なかなか漠然とした質問で答えにくいのだけれど

も、今現在名寄市の体育協会と、そして風連の体

育協会とそれぞれの地域で若干違った文化を、あ

るいは競技団体を持ちながら活動してきていると

いう歴史があると思います。その中で、もう少し

ソフト面で市民を巻き込んで、あるいはスポーツ

そのものがスポーツだけではない、いろんな市民

の健康だとか経済の活性化という効果もあるだろ

うということで、スポーツをさらに前面に据えた

まちづくりを進めていこうということでＮスポー

ツコミッションを平成２９年でしたっけ、３０年

だっけ、立ち上げて、現在その事業を進めている

ところであります。一定の事業や成果も出してき

ているというふうに思っていまして、ただ課題と

してはそれぞれの施設がまたばらばらな管理にな

っている。競技団体等もそれぞれにあったりだと

か、あるいは今後の部活動の問題だとか、様々な

また事業も課題としてある中で、さらに事務局体

制を、あるいはスポーツを振興するためのエンジ

ンを強化をするために今現在それぞれのスポーツ

団体で統合に向けた検討をしているということで

あります。このことでさらにそれぞれ今頑張って

いるスポーツ団体、競技団体をさらにバックアッ

プをしていく機能も強化をしていけるのかなとい

うふうに思っています。今回のことは非常に残念

なことでありますけれども、さらに名寄市がスポ

ーツを通じて市民の皆さんがより健康で、そして

地域に愛着を持って、あるいは名寄市にあるスポ

ーツの施設、環境をより効果的に使っていける、

そうした体制ができるようにさらに行政としても

全面的に支援をしていきたいし、団体を通じてさ

らに民間の皆さんも巻き込んでこうした動きを強

化をしていきたいというふうに考えています。引

き続き御指導いただければと思いますので、よろ

しくお願いいたします。

以上で倉澤宏議員の質〇議長（東 千春議員）

問を終わります。

これをもちまして一般質問を終結いたします。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０４分

再開 午後 １時００分

休憩前に引き続き会議〇議長（東 千春議員）

を開きます。

日程第３ 議案第１９号 名寄市職員の降給に

関する条例の制定について、議案第２０号 名寄

市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定につ

いて、議案第２１号 名寄市職員の定年引上げに

伴う関係条例の整備に関する条例の制定について、

以上３件を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１９号 名寄市職〇市長（加藤剛士君）

員の降給に関する条例の制定について、議案第２

０号 名寄市職員の高齢者部分休業に関する条例

の制定について、議案第２１号 名寄市職員の定

年引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制

定について、一括して提案の理由を申し上げます。

令和３年６月に地方公務員法の一部が改正をさ

れ、定年年齢が６０歳から６５歳に引き上げられ

ることに伴い、役職定年制が導入をされることに

なりました。改正法につきましては令和５年４月

に施行されることから、本市においても関係条例

の整備及び条例の新規制定をするものでございま

す。

新たに制定をする名寄市職員の降給に関する条

例の制定につきましては、これまで名寄市職員の

分限及び懲戒に関する条例において職員の意に反

する降給等に関する事項について規定をしており

ましたが、定年年齢の引上げに伴い地方公務員法

において新たに管理監督職勤務上限年齢による降
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任等の規定が追加をされたことから、降格及び降

給に関する規定を整理をするため、本条例を制定

するものでございます。

名寄市職員の高齢者部分休業に関する条例の制

定につきましては、定年年齢が引き上げられるこ

とに伴い加齢による諸事情への対応や地域ボラン

ティア活動に従事をすることによる地域貢献など

を考慮し、定年退職前に先行的に休業を取得する

ことができる制度を制定するものであります。

名寄市職員の定年引上げに伴う関係条例の整備

に関する条例の制定につきましては、定年年齢の

引上げに伴い関係条例１２本について定年年齢の

引上げや役職定年制の導入に関する規定の整備、

国の法改正に伴う引用条項ずれの修正及び文言修

正等を行うものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、議案第１９〇議長（東 千春議員）

号外２件の一括質疑に入ります。御発言ございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

これより議案第１９号外２件の一括採決を行い

ます。

議案第１９号外２件は原案のとおり決定するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第１９号外２件は原案のとおり可

決されました。

日程第４ 議案第２２〇議長（東 千春議員）

号 名寄市国民健康保険税条例の一部改正につい

てを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第２２号 名寄市国〇市長（加藤剛士君）

民健康保険税条例の一部改正について、提案の理

由を申し上げます。

北海道が主体となっている国民健康保険の財政

運営につきましては、市町村が国民健康保険事業

費納付金を北海道に納付をするとともに、その算

定根拠である標準保険料率を参考に税率を設定す

ることとなっておりますが、名寄市の現行税率に

おいてはこの設定から乖離をしたものとなってお

ります。また、現行税率については平成２５年度

以来改正を行っていないため、税収減により納付

金の財源不足が生じているほか、基金の活用も見

込めない状況となっていることから、今後におい

ても国民健康保険事業の安定的な運営を図るため、

名寄市国民健康保険運営協議会の答申を踏まえて

標準保険料率を参考とした課税額に見直すことと

し、本条例の一部を改正しようとするものでござ

います。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

ただいま御説明をい〇１０番（川村幸栄議員）

ただきましたけれども、もう少し分かりやすく御

説明をいただければというふうに思っているので

すが、１点は道の算定根拠である標準保険率を参

考に税率を設定すると。それが名寄市の現行の場

合はその設定から乖離したものになっていると。

どのくらい乖離されているのかお聞きをしたいと

いうふうに思います。御説明をいただきたいと思

います。

あわせて、条例改正の中の（３）、未就学児に

対する均等割の減額金額の改正がされて、お示し

がされているところであります。この経緯につい

てもちょっと御説明をいただければと思いますが。
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廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

２点について御質問〇市民部長（廣嶋淳一君）

いただきました。まず、１点目の今回の税条例の

一部改正のもう少しかいつまんで概略ということ

で御質問いただきました。今回、先ほど提案理由

の中にもありましたが、今道が事業運営主体とな

っておりますので、道から毎年納付を求められま

す納付金、これにつきましてはそれぞれ税で賄う

ということになっておりまして、これまでも平成

２５年から税率を改正していない中で、実際には

いわゆる道が示した標準税率からは差があるとい

うことでその分、それから人口減少ですとか被保

険者数も減ってきておりますので、そういった部

分での税収が落ちているというようなところも含

めましてこれまで赤字だったということで、たま

たまといいますか、基金を保有していたというこ

とで、これまでは基金を使用しながら、補填をし

ながら納付金を払ってきたという状況でございま

すけれども、今年度来年の予定されている納付金

を納付するためには、今年度で基金が使用されて

なくなるというような状況もありますので、それ

を補填するためには６，０００万円、７，０００

万円という、そういった金額が必要になって、赤

字額を埋めなければならないということもありま

すので、その部分、一遍にその分税率ではね返す

と、現在納められている方の税額が一気に跳ね上

がるということもございますので、来年について

は基金がない中でというところでいきますと一般

会計からの繰入れによるものと、それからもとも

と保険料の水準といいますか、平準化ということ

で道の標準税率に合わせていくというような流れ

にもなっておりますので、そこも踏まえた中で今

回税率を改正させていただきたいという提案でご

ざいます。それで、乖離している部分でございま

すけれども、基礎課税額、いわゆる医療費分とい

うところでいきますと、所得割でいけば１．３％

の差であったり、それから後期高齢者の分につい

てと介護納付金については逆に標準税率よりは低

いということで、その辺のバランスがあるという

ことで、できれば基礎課税分を上げて、後期の分、

それから介護納付金の分を下げるというような形

で合わせていきたいなというふうに考えておりま

す。そんなこともありまして、１１月に国保運営

協議会の中でもこの関係については議論していた

だきまして、極力一般会計からの負担については

必要額にとどめるということと、それから今後資

産割の廃止で３方式に向けて見直していかなけれ

ばならない時期でもございましたので、それに合

わせる形でさらに被保険者の負担が一気にならな

いように激変緩和というような形で今回２，００

０万円分の赤字解消額を想定して、税率の改正を

させていただこうというふうに考えております。

それと、未就学児に対する均等割の減額金額の

改正ということで、今回この税率の改正に伴って

軽減になる金額の基になる数字も変わりますので、

それに合わせて改正になるということで、併せて

基になる金額、そこの部分が変わりますので、そ

れも併せて改正することになりますので、これと

はペアになりますので、その部分の改正となりま

す。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

今御説明いただいた〇１０番（川村幸栄議員）

のは、提案についての御説明、丁寧に御説明いた

だいたかなというふうに思っています。私がお尋

ねしたかったのは、乖離したものになっていると。

どのくらいの乖離があって、今回こういったよう

に改正していくことでこの乖離はなくなっていく

のかどうか、ここのところについての御説明をい

ただければというふうに思ったのですが、どうぞ。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

今道内で資産割含め〇市民部長（廣嶋淳一君）

て４方式にしている、導入しているところがたし

か４か５自治体だったと思うのですが、それ以外

はもう既に３方式になっていて、標準税率、いわ

ゆる道で示している、道内どこに住んでいても同
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じ割合でという形で多分道のほうは目指している

のですけれども、それに大分近づくということで、

この乖離という部分についてはほぼ解消されるの

かなというふうに考えております。

以上です。

ほかに質疑はございま〇議長（東 千春議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（東 千春議員）

します。

議案第２２号は、市民福祉常任委員会に付託い

たします。

日程第５ 議案第２３〇議長（東 千春議員）

号 令和４年度名寄市一般会計補正予算（第１０

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第２３号 令和４年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、各款にわたる臨時的経費を中心

に補正をしようとするものでありまして、歳入歳

出それぞれ８，６７８万３，０００円を追加をし、

予算総額を２５１億２，４９３万９，０００円に

しようとするものでございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。３款民生

費におきまして国民健康保険特別会計繰出金７，

０００万円の追加、４款衛生費におきまして国民

健康保険特別会計繰出金１，６７８万３，０００

円の追加は、それぞれ国民健康保険特別会計の保

険事業勘定、直診勘定への繰出金を追加しようと

するものでございます。

次に、歳入について申し上げます。１２款地方

交付税におきまして普通交付税１億１，２６２万

９，０００円の追加は、地方交付税法の一部改正

による再算定によって追加交付される額を追加す

るもので、２０款繰入金におきまして財政調整基

金繰入金を減額をし、収支の調整を図ろうとする

ものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

ただいま歳出の民生〇１０番（川村幸栄議員）

費、社会福祉総務費から７，０００万円が国民健

康保険特別会計のほうに繰り出しするというふう

なことであります。これ議案２４号にも関わって

くるのですけれども、国保の基金積立金のほうに

回すということになっています。この７，０００

万円の額の根拠は、どういった形で７，０００万

円になったのかお知らせをいただきたいと思いま

す。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

先ほど提案させてい〇市民部長（廣嶋淳一君）

ただきました税率改正に関わって、今後発生する

見込みの赤字額が約７，０００万円から８，００

０万円前後ということで想定をされておりまして、

そのうちの、先ほど言いましたけれども、税率の

改正だけでは補填できないということで、その分

を一般会計から繰入れをしていただいて、今年度

基金に積んで備えるというような形での額という

ことでございます。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

ずっと一般会計から〇１０番（川村幸栄議員）

繰り入れて、補填をしながら税の値上げには歯止

めをかけていただくように言ってきたのですけれ

ども、今回こういうふうに出されるということな

のですが、道の単一化、都道府県単一化のところ

でペナルティーもあるのだというふうなお話もあ

ったかというふうに思いますけれども、今回はそ

ういったことはないのでしょうか。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

一応今回のこの関係〇市民部長（廣嶋淳一君）
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につきましては、令和５年、６年で一定程度赤字

は解消できるだろうということでの想定の金額で

ございます。この関係につきましては、本来法定

外繰入れというのは望ましいものではないのです

けれども、基金もありませんし、それから税率の

改正ですとかもございますので、一応道のほうに

も確認させていただいて、今回赤字額の解消をす

るためにそれはやぶさかではないということで、

基本的にはペナルティー云々ということはなく、

今回税率の改正も含めて赤字額を解消したいとい

う考え方でお話ししたところ、そこについては特

にペナルティーというのは考えていないというよ

うなことでの御回答いただいております。

以上です。

川村議員。〇議長（東 千春議員）

今回はそういうこと〇１０番（川村幸栄議員）

がないということでちょっと安心はしていますけ

れども、この額について、７，０００万円という

ことで、これがペナルティーにかからない額の限

度なのか、またどのぐらいまでだったらそういう

ふうにして見てもらうことができるのかどうか、

そういった部分で分かることがあれば、お知らせ

をいただきたいと思います。

廣嶋市民部長。〇議長（東 千春議員）

額でのペナルティー〇市民部長（廣嶋淳一君）

というのは特に定めはないのですけれども、運営

協議会の中での答申の中にもありましたけれども、

あまり引き延ばしをすると市のほうの負担も増え

てきますし、それから赤字もずっと続いていくよ

うな形で、またさらに税率の改正もしなければな

らないというような状況も出てくるということで、

いろんな形でシミュレーションをしまして、委員

さんにも見ていただいて、どの形が望ましいのか

ということで検討いただきまして、今回なるべく

早めに赤字をなくして、今後適正な運営にしてい

くためにはこの形、２，０００万円の税率改正を

して、令和５年、６年で赤字をなくしていくよう

な形がいいのではないかということでの答申もい

ただきまして、市としても検討させていただいて、

この形で進めたいなということで提案をさせてい

ただいたものでございます。

以上です。

ほかに質疑はございま〇議長（東 千春議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（東 千春議員）

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

これより採決を行います。

議案第２３号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第２３号は原案のとおり可決され

ました。

日程第６ 議案第２４〇議長（東 千春議員）

号 令和４年度名寄市国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第２４号 令和４年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市国民健康保険特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれ７，０００万円を追加し、予算総額

を２８億７，２７１万２，０００円に、また直診

勘定におきまして歳入歳出それぞれ１，６７８万

３，０００円を追加をし、予算総額を２億３，９

８８万９，０００円にしようとするものでござい

ます。

補正の内容を保険事業勘定の歳出から申し上げ

ます。５款基金積立金におきまして国民健康保険
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支払準備基金積立金７，０００万円の追加は、今

後においても国民健康保険事業の安定的な運営を

図るため基金に積立てを行おうとするものであり

まして、歳入では５款繰入金におきまして一般会

計繰入金７，０００万円を追加をし、収支の調整

を図ろうとするものであります。

次に、直診勘定について歳出から申し上げます。

１款総務費におきまして一般管理事業費１，６７

８万３，０００円の追加は、本来支払われるべき

消費税が未申告であったことが判明をしたことに

伴い、納付義務の発生する平成２９年度から令和

３年度までの５か年に係る消費税と延滞税及び加

算税を追加しようとするものであります。

次に、歳入につきましては４款繰入金におきま

して一般会計繰入金１，６７８万３，０００円を

追加をし、収支の調整を図ろうとするものでござ

います。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（東 千春議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

これより採決を行います。

議案第２４号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、議案第２４号は原案のとおり可決され

ました。

日程第７ 意見書案第〇議長（東 千春議員）

１号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批

准を求める意見書を議題といたします。

お諮りいたします。意見書案第１号は、質疑、

委員会付託を省略し、直ちに採決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

これより採決を行います。

意見書案第１号を原案のとおり決定することに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、意見書案第１号は原案のとおり可決さ

れました。

日程第８ 報告第１号〇議長（東 千春議員）

例月出納検査報告についてを議題といたします。

本件については、報告書がお手元に配付されて

おりますので、これをもって御了承をお願いいた

します。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時２３分

再開 午後 １時２４分

再開いたします。〇議長（東 千春議員）

日程第９ 閉会中継続審査（調査）の申し出に

ついてを議題といたします。

お諮りいたします。お手元に配付いたしました

各委員長からの申出のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（東 千春議員）

よって、申出のとおり決定いたしました。

日程第１０ 委員会所〇議長（東 千春議員）

管事務調査報告を行います。

市民福祉常任委員会の調査研究項目である高齢

化社会における健康寿命の延伸について委員会の

報告を求めます。

市民福祉常任委員会、高野美枝子委員長。
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当委〇市民福祉常任委員長（高野美枝子議員）

員会では、今任期の委員会テーマを高齢化社会に

おける健康寿命の延伸についてと設定し、サブテ

ーマをフレイルを予防して健康寿命の延伸を実現

として協議を重ねてきました。

人生１００年時代と言われ、人間らしく健康で

自立した生活を営むためには健康寿命を延ばすこ

とが重要で、日常生活では自らの健康を維持する

ために予防することが必要です。近年要介護状態

にならないようにフレイルの予防が注目され、様

々な取組が行われていることから、当委員会とし

てもフレイルについての学習を深め、本市の健康

増進計画及びフレイル予防に関する取組を検証し

ながら、この地域に合った予防施策について検討

してきました。取組経過の中では、新型コロナ感

染症の影響を受け、当初の計画どおりに進まない

状況もありましたが、委員全員の協力の下、本テ

ーマの調査研究を終え、報告書にまとめました。

報告書は初めに、フレイルとは、現状の確認、所

管部署及び関連する団体との取組、調査研究の経

過、視察先の概要、視察を終えた委員の意見、先

進地視察のまとめ、報告のまとめと提言で構成さ

れています。

まず、現状の確認では名寄市の人口と高齢者の

推移を掲載しており、平成２４年の総人口は２万

９，８６９人、高齢化率は２７．９％、令和４年

の総人口は２万６，２１２人、高齢化率３３．４

％となっており、１０年間で５．５％高齢化率が

増加していることが分かります。

所管部署及び関連する団体との取組では、令和

２年７月２７日にテーマに沿った勉強会を開催し、

名寄市社会福祉協議会の町内会ネットワーク事業、

名寄市医療介護連携ＩＣＴネットワークシステム

について説明を受けました。１１月４日には、町

内会連合会との意見交換会を行い、町内会の実態

について様々な意見をいただきました。令和３年

８月には、各町内会への新しい生活様式を見据え

た情報提供を行いました。

調査研究の経過では、令和元年１１月と令和４

年７月に行った視察先を掲載しました。視察先の

概要につきましては、第３回定例会で報告済みで

ございますので、割愛させていただきます。

視察を終えた委員の意見では、各委員から出さ

れた意見を記載しています。出された意見は、報

告のまとめと提言に反映いたしました。

最後に、報告のまとめと提言について申し上げ

ます。１、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り多くの高齢者の活動の機会が減少し、フレイル

状態や要介護状態に陥ることが心配される市民も

少なくないと懸念されます。さらなる状況の悪化

が懸念されることから、これまで以上に効果的、

効率的な事業運営が望まれます。

２、第８期高齢者保健医療福祉計画・介護保険

事業計画、名寄市健康増進計画「健康なよろ２１

（第２次）」の具体的な施策の確実な実行を高め

ていくためには、地域包括支援センタースタッフ

の充実、強化が急務であると理解しました。

３、相談体制の拡充という視点では、保健推進

委員、児童民生委員、町内会サポーター支援員は

地域の最も身近な相談相手です。行政とのパイプ

役として機能するために市民に顔の見える活動の

推進が求められます。

４、名寄市医療介護連携ＩＣＴシステムのさら

なる情報提供と加入促進を行うことにより認知症

対策への効果を期待するものです。

５、保健事業と介護事業を一体的に行うことで

健康寿命格差の解消につながると考えられます。

外出機会を確保し、地域の見守り活動に老人クラ

ブの支援、在り方についての検討も必要です。

６、第８期高齢者保健医療福祉計画アンケート

結果では、地域包括支援センターを知らない、名

前は聞いたことはあるが、何をするところか知ら

ないが全体の５６．２％であり、認知度向上と周

知、支援の充実、強化が必要です。

７、名寄市健康増進計画「健康なよろ２１（第

２次）」の項目の目標達成に向けた努力が必要で
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あり、対策の充実、強化を求めます。

８、地域包括ケアに元気な高齢者による支援が

必要です。視察先では、家庭や地域に出向くこと

に重点を置いていました。待つのではなく、積極

的に市民の中に出向くことを期待します。

９、今後数年は間違いなく高齢化率が上昇し、

高齢者人口も増加し続けます。相談体制、支援体

制は継続し、整えなければならないと考えます。

１０、フレイル予防の課題は言葉自体が一般に

浸透しているとは言えず、早期予防の機運醸成が

必要です。健康プログラムに参加できることや地

域ポイントの交換など気軽に健康的な活動を促す

取組は非常に有効であると考えます。

高齢化社会における健康寿命の延伸に係る取組

は効果が現れるまでに時間がかかると思いますが、

関係する部門及び地域のつながりをより強固にし、

コミュニケーションを活発にしていくことで医療

と介護の連携を機能させていくことが期待されま

す。

以上、市民福祉常任委員会の所管事務調査報告

といたします。

以上で委員会所管事務〇議長（東 千春議員）

調査報告を終わります。

以上で今期定例会に付〇議長（東 千春議員）

議されました案件は全て議了いたしました。

これをもちまして、令和４年第４回名寄市議会

定例会を閉会いたします。

大変御苦労さまでした。

閉会 午後 １時３３分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 佐久間 誠

署名議員 東 川 孝 義
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質 問 文 書 表 （一般質問）

令和４年第４回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 東 川 孝 義 １ 町内会活動の活性化に向けて

（Ｐ１３０） (1) 町内会と行政施策推進の関連性について

(2) 町内会が抱える現状の課題について

(3) 今後の町内会活動のあり方について

２ 令和５年度の施策推進に向けて

(1) 令和５年度予算編成の基本的な考え方について

(2) デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）導入に対する行政の

考え方について

(3) ハンティング用ドローンの導入に向けて

２ 山 崎 真由美 １ 教職員の働き方改革と部活動の地域移行について

（Ｐ１４１） (1) 時間割に着目した教職員の働き方改革について

(2) 部活動の地域移行に対する取り組みの状況と今後の展望について

(3) 合同部活動の取り組みと広域連携について

２ 命と暮らしを守る高齢者支援について

(1) 高齢ドライバーの運転免許証返納について

(2) 高齢者等の通院や買い物等における移動手段確保の方法について

(3) ごみ出し支援について

３ 富 岡 達 彦 １ 多様性を包容する教育にかかわって

（Ｐ１５３） (1) インクルーシブ教育システムの構築について

(2) 包括的性教育について

(3) 性の多様性教育と教職員の研修について

２ パートナーシップ制度・ファミリーシップ制度導入にかかわって

(1) 制度導入に向けた検討状況について

４ 遠 藤 隆 男 １ 福祉施策の推進について

（Ｐ１６４） (1) 地域共生社会について

(2) 福祉的就労の拡充について
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(3) 子ども・子育て支援について

５ 今 村 芳 彦 １ 市民サービス向上に向けたデジタル技術の普及について

（Ｐ１８０） (1) 子ども向けデジタル技術の普及への取り組みについて

(2) 働く世代への取り組みは

(3) 高齢者への取り組みは

２ 地域産業の活性化に向けたデジタル技術の普及について

(1) 市内デジタル産業の状況は

(2) 将来のデジタル産業推進へ向けた取り組みについて

６ 塩 田 昌 彦 １ 中小企業及び小規模事業者の中長期的な資金需要にかかる資金調達

（Ｐ１９３） の支援について

(1) 新型コロナウイルス感染症対策を含めた名寄市中小企業特別融資

の現状と償還状況について

(2) 厳しい経済状況に耐えうる資金調達の支援策について

２ 地域循環型経済の推進及び活性化に向けた取り組みについて

(1) 地域活性化に向けた消費拡大の支援策について

(2) 名寄市ずっと住まいる応援事業の継続及び見直しについて

(3) 住宅新築における地元企業への誘導策について

(4) 公共事業発注の平準化について

(5) 人材育成・確保にかかる仕組みづくりについて

３ 公共施設等にかかる公共事業の見通しについて

(1) 各種エネルギーや資材の高騰、資材調達が著しく厳しい状況下に

おける今後の公共事業に及ぼす影響について

７ 五十嵐 千 絵 １ 児童虐待防止の推進について

（Ｐ２０４） (1) 虐待を防ぐ取り組みの現状について

(2) 児童相談所虐待相談ダイヤル「１８９」の認知について

(3) 市民や市内の事業者との協働による見守りの可能性について

２ ヤングケアラーの支援について

(1) 本市の現状の受け止めについて

(2) 北海道や各関係機関との連携について

(3) 教育現場での早期発見への対応について

８ 高 橋 伸 典 １ 環境教育の推進及びカーボンニュートラル達成に向けた学校施設の

（Ｐ２１５） ＺＥＢ化の推進について



－259－

令 和 ４ 年 第 ４ 回 １ ２ 月 定 例 会

(1) エコスクール・プラスとＺＥＢ化事業の推進・活用について

２ 新型コロナウイルス感染予防対策について

(1) 感染予防対策の状況と取り組みについて

(2) 今後のワクチン接種対策について

３ マイナンバーカードの普及対策について

(1) 普及への今後の対応策について

４ 棺桶運搬車の導入について

９ 川 村 幸 栄 １ 消費税インボイス制度（適格請求書等保存方式）導入への対応につ

（Ｐ２２７） いて

(1) 一般会計におけるインボイスの必要状況について

(2) 企業会計での業者への対応について

(3) 学校給食の食材納入業者への対応について

(4) 高齢者事業センター会員への対応について

２ 学校給食の無償化を

(1) 学校給食の無償化について

３ 生理用品を学校トイレに配置を

(1) 生理用品を市内全ての学校トイレに配置することについて

１０ 倉 澤 宏 １ 令和５年度予算編成について

（Ｐ２３７） (1) 当初予算規模について

(2) 経常的経費について

(3) 歳入確保について

２ 公共施設の整備と公有財産の活用について

(1) 名寄市公共施設等総合管理計画と未使用施設の対応について

(2) 名寄市公共施設等再配置計画について

(3) 健康増進施設としての温浴施設整備について

３ スケートリンク廃止とコロナ禍における各種事業のあり方について
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令和４年第４回名寄市議会定例会議決結果表

令和４年１１月２８日～令和４年１２月１６日 １９日間

本会議時間数 ２０時間４６分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

名寄市名風聖苑設置及び管理条例の一部改正 4.11.28 ― 4.12.16
第 １ 号

市 民 福 祉 常 任 閉 会 中 継 続 審 査について ―

― ― 4.11.28
第 ２ 号 名寄市博物館条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

名寄市総合計画（第２次）後期基本計画を定 ― ― 4.12.13
第 ３ 号

めることについて ― ― 原 案 可 決

指定管理者の指定について（名寄市総合福祉 ― ― 4.11.28
第 ４ 号

センター） ― ― 原 案 可 決

指定管理者の指定について（ふうれん地域交 ― ― 4.11.28
第 ５ 号

流センター） ― ― 原 案 可 決

― ― 4.11.28
第 ６ 号 指定管理者の指定について（道の駅なよろ）

― ― 原 案 可 決

指定管理者の指定について（サンピラーパー ― ― 4.11.28
第 ７ 号

ク森の休暇村） ― ― 原 案 可 決

指定管理者の指定について（名寄市立食肉セ ― ― 4.11.28
第 ８ 号

ンター） ― ― 原 案 可 決

令和４年度名寄市一般会計補正予算（第９ ― ― 4.11.28
第 ９ 号

号） ― ― 原 案 可 決

令和４年度名寄市国民健康保険特別会計補正 ― ― 4.11.28
第 １ ０ 号

予算（第１号） ― ― 原 案 可 決

令和４年度名寄市立大学特別会計補正予算 ― ― 4.11.28
第 １ １ 号

（第２号） ― ― 原 案 可 決

令和４年度名寄市下水道事業会計補正予算 ― ― 4.11.28
第 １ ２ 号

（第２号） ― ― 原 案 可 決

名寄市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に ― ― 4.11.28
第 １ ３ 号

関する条例の一部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市パートタイム会計年度任用職員の報 ― ― 4.11.28

第 １ ４ 号 酬、手当及び費用弁償に関する条例の一部改 ― ― 原 案 可 決

正について
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

名寄市特別職の職員の給与に関する条例の一 ― ― 4.11.28
第 １ ５ 号

部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市教育委員会教育長の給与、勤務時間そ ― ― 4.11.28

第 １ ６ 号 の他の勤務条件に関する条例の一部改正につ ― ― 原 案 可 決

いて

名寄市職員の給与に関する条例の一部改正に ― ― 4.11.28
第 １ ７ 号

ついて ― ― 原 案 可 決

名寄市フルタイム会計年度任用職員の給与に ― ― 4.11.28
第 １ ８ 号

関する条例の一部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市職員の降給に関する条例の制定につい ― ― 4.12.16
第 １ ９ 号

て ― ― 原 案 可 決

名寄市職員の高齢者部分休業に関する条例の ― ― 4.12.16
第 ２ ０ 号

制定について ― ― 原 案 可 決

名寄市職員の定年引上げに伴う関係条例の整 ― ― 4.12.16
第 ２ １ 号

備に関する条例の制定について ― ― 原 案 可 決

名寄市国民健康保険税条例の一部改正につい 4.12.16 ― 4.12.16
第 ２ ２ 号

市 民 福 祉 常 任 閉 会 中 継 続 審 査て ―

令和４年度名寄市一般会計補正予算（第１０ ― ― 4.12.16
第 ２ ３ 号

号） ― ― 原 案 可 決

令和４年度名寄市国民健康保険特別会計補正 ― ― 4.12.16
第 ２ ４ 号

予算（第２号） ― ― 原 案 可 決

報 告 ― ― 4.12.16
例月出納検査報告について

第 １ 号 ― ― 報 告 済

諮 問 ― ― 4.11.28
人権擁護委員の候補者の推薦について

適 任 と 認 め る第 １ 号 ― ―

意 見 書 案 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准 ― ― 4.12.16

第 １ 号 を求める意見書 ― ― 原 案 可 決

― ― 4.12.16
閉会中継続審査（調査）の申し出について

― ― 決 定

― ― 4.12.16
委員会所管事務調査報告

― ― 報 告 済
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